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題字学長 佐 々 亭
創設記念碑
碑 文
富山県における医師不足を解消し地域医療の
充実向上と無医大県からの脱却をめざして昭和
43年以来県民挙げて医学教育機関の誘致につい
て強力な運動を展開してきた。
その一環として昭和49年に国立富山医科薬科
大学の設立に関する関連事業に協力援助し早期
開学を実現するため本協力会が設立された。
かくして昭和50年10月地元住民の理解と協力
を得て県民が久しく待望した当大学の関学を見
た。
当大学は伝統ある富山大学薬学部と和漢薬研
究所参加のもとに西洋近代医学と和漢薬を中心
とした東洋医学とを融合し薬理臨床の研究一体
化など斬新な医薬総合の特色ある大学として今
後地域の医療福祉の向上のために大いに貢献す
るものと期待されている。
ここに当大学の創設を記念してこの砕を建立
し末永く後世にとどめる。
昭和52年12月
財団法人国立富山医科薬科大学協力会
理事長 富山県知事 中 田 幸 吉
題字は当時の文部大臣
永井道雄先生の揮毒による
碑 名(題字)
諸橋轍次著
「中国古典名言事典」
講 談 社 から
「里 仁 為 美」
じん お ぴ
O 仁に里るを美と為す
(子日)、 里 仁 為 美
「論語」里仁篇
仁をもって行動のよりどころとし、 仁の道に
はずれない心をもち、 精神を仁の世界におく。
これが人間として美しいのだ。
。 仁に里るを美と為す
(孔子日)、 呈 仁 為 美
「論語」公孫丑上篇
人聞は自分の身のおきどころを慎まなければ
ならない。 それには仁のある場所に身をおくの
が一番よいことだ。 郷里を選ぶにしても、 仁風
のさかんな地がよい。 人の行いでは、 仁の境地
に自分の身をおく、それが一番美しいのである。
(学園だより第5号より転載)
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附属病院玄関壁画
病院の玄関ホールにはいると先づ目に入るの
が， カ、、ラスモザイクによるこの壁画です。
これから開こうとしているつぼみを一杯もっ
ている花， おおらかに咲き誇るかおり高い花々。
立山の高山植物が与える自然の躍動と多彩な色
どりが， 来院の人々の緊張を優しくときほぐし，
心をなごませるような， 暖かい雰囲気がかもし
出せればと計画されたものです。
我が立山は， 高山植物のメッカであり， 本邦
中央山地に分布する多くの種類がここに自生す
ると言われています。 そのかれんな姿の中には，
きびしい自然を生きぬき一斉に花開く秘められ
たエネルギーを宿し， みごとです。
原画と製作監修には京都市立芸術大学鈴木佳
子教授が当たられ， 京都インテリア産業協会員
藤田 雄彦氏の製作になるものですが， 素材の色
ヵーラスは約100種に及び， その一部は遠くイタ
リア及びトルコから取り寄せたものです。 1300
度で発色されたカラスは， それぞ、れに乱反射，
屈折して画面に深みをもたせ， また立体感を出
すよう多くの「ほカミし技法」で構成されており
ます。
一一一一画かれている花々
タテヤマリンドウ(リンドウ科)
コパイケソウ(ユリ科)
ニッコウキスゲ(ユリ平ヰ)
ハクサンフウロ(フウロ干サ)
イワツメクサ(ナデシコ手ヰ)
ミヤマオダマキ(キンポウゲ手サ)
コイワカカ、、ミ(イワウメ科)
クモイミミナクサ(ナデシコ干ヰ)
(医事課長 田 口記)
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開学十周年記念事業
福井先生講演 木目先生講演
式 典
中井精一氏へ感謝状の贈呈
富山医科薬科大学問学十回年
記念祝賀家
子生/土j百こ訴アト倍野J
入学 式 卒業 式
医 薬 大 祭
スキー講習会
国際交流
()審陽薬学院より寄贈の額〉
j書陽薬学院と学術受流の締結
和漢薬〈中薬〉の医学薬学的研究に関する日中シンポジウム
発刊によせて
学長
佐
々 亭
富山医科薬科大学は， 昭和60年10月 1 日をもって開学十周年
を迎える乙ととなりました。 本学は共立富山薬学校として創立
以来90年余りの伝統をもっ薬学部と， すでに研究施設として発
足してから11年の歴史をもっ和漢薬研究所を富山大学から分離
し， 新設の医学部を加えて富山市杉谷の呉羽丘陵の一角に34万dの敷地を授かり昭和50年
10月に開設されました。 以来， 学年進行とともに諸施設が逐次完成し， 附属病院における
診療も昭和54年1 0月から開始され， 昭和55年 3月には薬学部の第 1回生， 昭和57年 3 月に
は医学部の第 1回生を送り出しました。 また， 大学院の薬学研究科の修士課程はすでに昭
和38年から， 博士課程は昭和53年から開設されておりましたが， 医学研究科も昭和57年に
設置され， 乙乙i乙全学を挙げての教育・ 研究体制が整いました。 この聞に附属図書館， 放
射性同位元素実験施設， 動物実験センター， 保健管理センター， 実験実習機器セン タ一等
の諸施設も逐次完成し， 今 日にみる白亜の殿堂群が立山連峰を背景に呉羽山花iltz:立する偉
容ができ上がった次第であります。乙うして，今固めでたく開学十周年を迎える乙とができ
ましたの怯， 文部省はじめ中央諸官庁， 富山県， 富山市， 県内各市町村， 富山医科薬科大
学協力会，富山県・富山市の医師会，協力大学， 関連教育病院， 富山県しらゆり会， その他
多くの関係諸国体の方々の御支援， 御協力の賜であり， 乙の機会に本学の教職員， 学生と
もども衷心より感謝の意を表します。 また， 本学の開設から今 日の完成に至るまで， 大変
な努力
と血のにじむよつな御苦労を
重ねて
こ
ら
れた故平
松 博前学長， 小林 牧前病院
長，
小津光前副学長をはじめ， 教職員
の
先輩諸兄に深甚な敬意を表します。
本学は日本lζ数ある国立大学の中でも稀にみる立地条件と優れた内部施設に恵まれ， し
かも医学と薬学の2学部のみより成るという， 日本はもとより諸外国にも類例のない特色
をそなえております。 それに， 和漢薬研究所ム 国立としては唯一の和漢診療部をもっ総
合病院が加わって， 教育， 研究， 診療等の諸面で他の大学にはみられないユニークな活動
を始めています。
私どもは開学十周年を契機!L. 本学における教育， 研究および診療ならびに地域社会へ
の奉仕と協力をさらに充実させるべく， 一層の努力を重ねてまいりたいとの決意を新たに
しております。 関係各位の皆様におかれましても， 本学の今後の充実と発展のために絶大
な御支援と御鞭健を賜りますようお願い申し上げます。
終わりに， 本記念誌に御寄稿くださった方々ならびに編集に当たられた方々の御協力 ，
御努力に深謝いたします。
関学十周年にあたって
副学長(教育研究及び厚生補導担当)増 田 克 忠
光陰矢の如しと言うが， 私が富山大学iζ来て間もなく全国的
lζ無医大県lζ医学部が新設される一環として富山大学から薬学
部と和漢薬研究所が これに合流してわが国ではもちろん， 世界
でも類のない医科薬科大学創設の構想が急速に進展し実現され
る ことになった。 その第l陣として昭和51 年本学に移籍し， 授業は本学1 年生が中部高校
旧校舎で， 富山大学薬学部の2年生以上は富山大学でという併任期間が始まり， 翌年には
講義実習棟が建ち， 1 ，  2年生の講義は本学lζ移った。 両校に学生がし、る期間は昭和54 年
春まで続き ， 最後の富山大学薬学部卒業生を送り出し， 完成した薬学研究棟へ移転し， そ
の秋には病院が開院した。 翌日年春には薬学新卒業生を送り出すとともに和漢薬研究所が
移転し， 乙乙lと学内諸施設も逐次整備され， 57 年春には医学部も新卒業生を出し， 完成 年
度に達した。 初期の 乙ろの荒涼とした呉羽丘陵を知る者にとっては現在のキャンバスの盛
況と活気を見るにつけ， との10 年間の急速な歩みは誠に目覚ましく， 乙ζlζ十周年記念式
典を迎えるにあたり感慨もひとしおで、衷心から喜びに耐えません。 乙れも初代と二代目の学
長を中心に教職員が心を合わせ， 一生懸命に頑張ってき た努力ム 地元県民の切なる期待
と力強し、支援， 中央官庁の理解の賜と深く感謝しています。
我々は今， 将来へ向かつて， なお一層の発展を着実に進めたいと念願しています。 小は
家庭から大は企業，官庁，国家にいたるまで， すべての社会単位の盛衰興亡は構成する人聞
にかかっていて， しかも大学は人造りの根幹， 総仕上げの重要な役割をになっています。
社会に役立つ人材を一人でも多く世に出せるよう， その任務の重要性を痛感い ますます
精励する心構えでおりますので， ことに皆様の今後も変らぬ御指導， 御鞭縫を重ねてお願
いする次第であります。
関学十周年にあたって
副学長(医療担当)熊 谷 朗
昭和54年1 0月15日附属病院での診察を開始してはや6年を経
ました。当初339 床でスタートした病院も現在612床となり， 昨
年度で病院の予定職員も完全にととのい， 病院が完成をみまし
た乙とは準備期以来その完成に努力された方々とともに喜びた
いと思うとともに， その御苦労に感謝の意を表したいと思 います。 また本年度は院内措置
で当初より設置されていた和漢薬診療室が正式に和漢診療部として認められた乙とは病院
のみならず， 大学全体として喜びにたえないと ころであります。
和漢薬研究所とともに，我が国では初めての診療部として認知されたととは，病院の一つ
の方向づけに強いインパクト を与えるものと考える次第であります。
病院の人員・予算も国の財政事情の聖域ではありませんが， 開院後 の内部の見直し等
を行い， 昨年度は外来患者 1日平均650 名， 入院病室稼働率90�ぢ近くまで伸びてきており
ますし， 小児科に未熟児センタ一部門も完備されました。
今後， 地域医療の指導的立場を取るためにも， 先端的医療の充実はもとより， 是非とも
救急部， 病理部， 輸血部の充実をはからねばならないととろです。
また， 本学の病院は医学部附属ではないので， 薬学部， 和漢薬研究所を含め， 研究， 教
育に 関す る医療の場となるべき使命もになわねばならないと思いますし， ζうしたメデ
ィカノレセンター的 な役割を持たされている病院としては， さらに今後医療技術の指導者を
養成するような場も必要になるのではなし、かとも考えます。 とれらは大学全体の問題とし
て今後検討していかねばならない重要な事項であります。
以上今後の病院の方向性としては地域医療に対しては先端的医療の場として， また， 国
際的な立場では東西医学の融合の場としてその特色を出してまいりたいと考えております。
また，質のよい医師を社会lζ提供することによって将来その評価を得たいと考えている次
第でありますが， なにせ若い大学でありますので今後の努力によらねばならない数多くの
問題もあります。 皆様方の御指導， 御鞭槌をお願し、申し上げる次第であります。
祝 辞

恩を感ずる
富山医科薬科大学創設準備委員長
林 勝 次
国立医学教育機関創設準備大学長のとき， 温かいご指導を頂
いた方々のど思は永久に忘れられない。
富山大学長就任早々 の48年7月， 奥野文部大臣を訪ね， 学長
構想を披揮 してど指導を仰いだ。
。和漢薬研究施設の昇格 。経済学部に経営学科・ 経営法律学科を増設 。文理学部を
改組 して人文学部・理学部と し大学院をおく 。工学部移転の問題等。
大臣は唖然と しておられたがお叱りもなく， かえって激励の言葉を頂いた。
10月29日正午どろ， 大臣から電話で「高岡市にいるが， 和漢薬研究施設と経済学部の視
察に大学l乙直行するがよろ しいかJ. Iお待ち しています」と返事 した直後， 県警から「護
衛の問題で， 大臣を大学に入れないようJ との連絡だった。 学内にはまだヘルメットがう
ろついている時であったが， まもなく到着されたので， 施設をご案内し薬学部の屋上で立
山の説明まで申 し上げた。 学長室で休憩のとき「文部大臣になって， はじめて国立大学に
入ったJと感概深く洩らきれた。
49年6月， 中田知事と医科大学の陳情。 I富山は福井のあとだ」と言われ， 翌日， 単身
お訪ね して医科薬科大学で意見一致。
12月永井文部大臣就任. 50年1月大臣折衝の日の3時， 大臣室から後藤大分大学長が出
てきて「大分は百パーセント， 林学長 しっかりやれ」と， 驚いてとび乙むと大臣は， 無言
で指一本出されただけ， 禅問答の極致。
富山医薬大 に準備した敷地は約12万坪， 文部省では7万坪でよい。 5万坪は不要だから
切り出せと強硬な意見。 万策尽き邪道だが. 50年5月大平大蔵大臣に面会 した。 I地面は
広い方がよい。 元来， 日本の大学は狭過ぎるよ」と話された。 森田秘書官のお陰だが， 真
実を吐露すれば必ず通ずるようだった。 多くの方々の乙、恩を心から感謝している。
西洋医学と東洋医薬の融合の
理念に向かつて
前副学長(教育研究及び厚生補導担当)小 津 光
本学が創立十周年を迎えますことを心から慶祝申上げたいと
存じます。
これまでの10年は環境・設備・人材の充実とともに， 建学の
精神の確立にあったと思います。
本学が独自の理念として教育・ 研究面での医学と薬学との一体 的な協力体制の推進を唱
え， さらに西洋医学へ東洋医学を導入して融合をはかり，これ を研究・教育 に生かそうとい
う建学の精神を掲げて参りました。 乙れは内外から多大の支持を受け， 着々とその成果も
あげており， 各方面からも高く評価されております。
本学の創立には長年にわたる富山県の医学教育機関設置の強い要望があり， 乙れと明治
初年以来のわが国で最も古い薬学教育の歴史をもっ富山大学薬学部と， さらには和漢薬研
究所とが一体化して新構想の富山医科薬科大学が昭和50年10月に開学されました。
これまでの医学教育は総合大学の学部か， 単科大学で運営されておりますが， 本学だけ
が全国で唯一 の国立の医学・ 薬学の総合的大学としてユニークな存在となりました。
それだけに建学の理念を確立するうえからも， また組織運営の面でも並々ならぬ生みの
苦しみがあったと思います。 この苦労を一つずつ克服して， 今日の 確固たる基盤を築くこ
とカ王できました。
このようなユニークな構想が実り多きものになるのも300 年以上にわたる「くすりの富
山」の伝統と風土という背景が大きな力となっていることでしょう。
大学のキャンパスの入口に創立当時の永井文部大臣の書かれた論語の「里仁為美」の碑
は， 単なる自然の環境の良さのみならず， 歴史 的環境が仁義に通じるという含蓄ある意義
と思います。
一時期， 本学l乙職を奉じた者として本学の理念に向かつてますます発展されんこと を十
周年にあたって願ってやみません。
創立十年に思う
前副学長(医療担当)小
林 牧
本学創設十年を迎えたこのときに創設理念を 想い出して， ど
れだけその方向に進んだか， 出来たかを確かめ， 次いで新たな
理念の伸展が考えられたならば， その第一歩とすべきであろう
と考えるのも意義のない乙とではなかろう。
従来から俗にー仕事十年ともいわれているが， すべての面で次第に深く広く， 一人では
非常に難しくなっている現在， どうしても共同努力によらねばならない。 本学の新 しい大
きい目的に向かうときには特にそれが望まれる。 それには各自はある程度の我慢を強いられ
るのは止むを 得ないし， 紳士的行動も要 求されると考えられる。
新たに入った方々のために本学の初期の目標をのべると， 大体次の3項になろう。
1. 医学， 薬学共同体制による新分野の開拓， そのーっとして両接点の薬 剤部の充実。
2 .  和漢薬の現代科学的医学的解析による理論的確率， 現代西洋医学との相互作用， そ
れらの診療への適用 のための和漢診療部の設立。
3. これらによる医(療)原性疾患の研究 。
いずれも新天地であり， これらを 進めるには各自 の従来の分野からの方向変換， 脱却を 余
儀なくされることも多々あろう。 乙れは非常に勇気のいることであり， 努力も必要であり，
難しいことでもあるが， 進歩のためには当然なことである。
個人でも， 大学でも， 国家でも， 単に10年経過したからめでたいし尊いのではなく， 10 
年間の業績， これからの新開拓 を 求め得たかが， より大切であろう。

医薬融合のシンボル 校章一について
本学の校章は， M学内から校章を"との熱意により， 教職員学生からの応募作品の数点
をアレンジして出来上がったもので， 代医薬大" の文字を伸びゆく葉で円く包むことによ
って医薬の一体化， 融合を象徴し， また， 下には青春の杉の実がしっかりと大地を踏まえ
るデザインは， 単純な中にも力強さと円やかさを表しています。 特に杉をデザインしたの
は県木である立山杉とキャンパスがある杉谷の地名になぞらえたものです。
校章の選定経緯を振り返ると， 昭和51年春第 1回生の入学とともに 代校章制定を"との
声が沸き 上がりました。 早速， 学生委員会の中に校章選定委員会が設置( 51.10.13)され，
教職員学生を対象に医薬一体のユニークな大学にふさわしい校章のデザインが公募 され
ました。 乙のとき ， 立山杉， 立山連峰， チューリップあるいは雪の結晶をあしらった作品
など73点の応募があり， 絵の専門の方の意見も参考に審査しましたが採用iζ至りませんで
した。 そこで， 校章のモチーフを立山杉をアレンジしたものとし， I医薬」の漢字を入れる
乙と， 抽象的なものより柔らか味があって飽き のとないものを基本形とするζとで， 第 3
回生入学後の昭和53年初夏に再度学内公募が行われ， 68点の応募がありました。 前回の応
募作品と併せて， 上村 清， 加須屋 貰， 涌井芳朗， 畠山美苗4氏の作品をアレンジした
現在の校章の基本形が出来上がりました。 その後， 昭和田年12月22日の学生委員会で中央
の漢字を横書きの代医薬"と縦書きの収医薬大"の二案が提案さ れ， 昭和57年1月29日の
評議会でここに示す代医薬大" (縦書き)とする校章が制定されたものです。
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第1章 記念事業

式 辞
富山医科薬科大学長 佐 々 亭
富山の山々は間もなく紅葉の季節を迎えようとしております。
3 
昭和60年10月 1 日という良き日に， 多数の御来賓の皆様の御参加を得て， ここに富山医
科薬科大学の開学十周年記念式典を挙行することとなりました。
御承知のように本学は開校以来90年の歴史をもっ薬学部と， 新設の医学部， それに和漢
薬研究所を加えて， わが国で唯一の医科・薬科の二学部より成るユニークな大学として，
富山県民の多大な期待を担って昭和50年に創設されました。 設立にあたっては， 当時の文
部大臣永井道雄先生をはじめ， 文部省当局の絶大なる御支持をいただき， かつ地元の富山
県では当時の中 田 幸吉知事をはじめ各地方自治体， 財界， 医学・薬学の諸関係団体等， 多
くの方々から大層な御支援をいただきました。 また， 初代の故平松 博学長， 小林・山崎
両副学長， 大島事務局長をはじめ， 今日ここに列席しております教職員が， 建物施設の設
計から始めて， その完成を見るまで， 大変な苦心と御苦労を重ねられたことと拝察いたし
ます。
本学は， この風光明据な呉羽山の一角に見事な杉や竹の林と古墳群に閉まれた34万mの
土地に， 今日みられるような白亜の殿堂として竣工されました。 日本にも大学は沢山あり
ますが， 3000m級のアルプスの山なみと， 大海原とを同時に展望できるのは本学以外にな
いのではなし、かと思います。 そして今日， ここに御出席いただいている皆様の多くの方が
くぐってこられた呉羽山のトンネルは， 地元の方々が本学の創設に合せて新たに掘削して
くださったものと聞いておりますO
こうして十周年を迎えるにあたり， まず本学の教職員， 学生一同を代表して， 本学の創
設に絶大な御尽力をいただいた多くの関係者の方々に深く感謝申し上げます。
御陰様で， 本学もようやく諸施設の完成をみ， 来春 3 月には， 本学大学院医学研究科を
修了した医学博士が誕生いたします。 すでに本学の薬学博士は33名を数え， 医学部， 薬学
部， 薬学研究科を合せ1086名にのぼる卒業生を送り出し， 教育面でも研究面でもようやく
国内的にも国際的にも遜色のない成果を挙げつつありますO 特に和漢医薬学の分野ではす
でに傑出した成果を挙げており， 9 月初めには中国から中国衛生部副部長を団長とする15
名の中医薬学の第一線の研究者を富山に招いて， この分野における初めての本格的な国際
シンポジ ウムを成功裡に開催することができました。
さて， 本学の十周年記念の催しにあたっては， 昨日福井謙一先生の H研究と創造" と題
する御講演をいただき， さらに本日は木 田 宏先生から n教育と医療" の御講演をいただ
きました。 私共はこれらの尊い御言I!話を基盤としまた十周年を一つの大切な節目として，
さらに新しい決意をいだき， 教育・研究・診療の各方面にそれぞれの教職員が分担して将
来の発展を目ざし逼進していくことを皆様の前にお誓し刈、たしたいと考えておりますO
今後， 本学の医学と薬学のユニークな交流から多くの独創的な研究成果を生み， さらに
国際的な活躍が望まれるところでありますO また地域医療の向上充実にお役に立つととも
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に， 医学・薬学の進展に応じた視野の広い教育・研究を目指すことにより， 皆様方の御期
待と御要請に精一杯応えてゆく所存であります。
今後とも， 本学の充実と発展にさらに一層の御指導， 御鞭推を賜りたく切にお願い申し
上げる次第でありますO
昭和 60 年10 月 1日
祝 辞
文部大臣 松 永 光
5 
本日ここに富山医科薬科大学関学十周年記念式典が挙行されるに当たり， 一言お祝いの
言葉を申し上げます。
本学は， 医師の地域的偏在の是正と地域の医療水準の向上を図り， あわせて， 伝統ある
富山大学薬学部と和漢薬研究所を加え， 西洋近代医学と和漢薬を中心とした東洋医学とを
融合し， 医学と薬学の一体的な教育， 研究及び診療を推進するとし寸構想のもとに， 昭和
50年に設置されたものでありますO その後今日まで， 医学部及び薬学部並びに大学院薬学
研究科においては， 相当数の卒業生を送り出し， 来春には大学院医学研究科の第1回の修
了者を送り出す予定であると聞いておりますが， これまで地元各位から頂いた並々ならぬ
御支援， 御協力につきまして， ここに改めてお礼を申し上げますとともに， 本学が今日の
隆盛を見るに至りましたことを心からお慶び申し上げます。
本学が開学十周年を迎える今日， 2 1世紀をめざした教育改革の推進が各方面から求めら
れており， 高等教育の在り方に関しでも， 国民や社会の様々な要請に適切に応じつつ教育
研究の水準を向上させていくための努力が求められております。
また， 医師・薬剤師養成については， 医療水準の高度化， 医療需要の多様化等の社会的
要請に対応し得る資質の高い医師・薬剤師の養成といった問題が重要な課題と な っ て お
り， 従前にも増して， 医学教育， 薬学教育の質的充実が求められておりますD
幸い本学は， 医薬総合の特色ある大学として， 本年9月に和漢薬に関する日中シンポジ
ウムを開催する等数々の新しい工夫を重ね， 着々と成果を挙げておられると承知しており
ます。
この開学十周年を契機として， 教職員並びに学生諸君には， 建学の理念を体し， 今後ま
すますその充実発展に努め， 社会の期待に応えられますことを切に希望して， お祝いの言
葉といたしますO
昭 和 60 年 10 月 1 日
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祝 辞
富山大学長 大 井 信 一
本日ここに， 富山医科薬科大学開学十周年記念式典が盛大に挙行されるに当たり， 一言
お祝いを申し上げます。
本学は， 新しい時代の医師， 薬剤師の育成並びに地域医療の向上を建学の理念として医
薬一体のユニークな大学として， 昭和50年10月富山大学から移行した薬学部と新設の医学
部によって創設され， さらに昭和53年6月に和漢薬研究所も富山大学から移行併設され今
日に至ったのであります。
思うに， 医学と薬学は相補的， 互助的関係をもって共存共栄すべきもので， 本学はその
理想に向けて 一つの組織のもとに両者が融合されている点が著しい特徴と見受けられま
す。
この10年間， その理想実現のため， 多くの困難を克服しながら諸施設の充実をはかり，
教育研究体制を確立されました事は， 国家試験の高い合格率並びに高度の研究業績によっ
て明らかであり， 学長を始め教職員各位の御努力の賜と衷心より敬意を表するものであり
ますO
また， 昭和54年10月には， 大学附属病院が開院され， 多くの県民が高水準の医療を受け
ることが出来るようになり， その恩恵は計り知れないものがあります。
特に国立医学教育機関としては初めて開設された和漢診療部は和漢薬研究所との連携に
よって県民の期待も大きく， また， 日中学術交流の窓口ともなっておりますことは御存知
のとおりであります。
今日の科学技術の進展による医療水準の高度化， 医療需要の多様化等の社会的要請に対
応すべく， 本学に対しては従来にも増して大きな期待が寄せられております。
また， 富山県が推進しておりますテクノポリス構想の実現に当たりその中核として大き
な期待が寄せられており， 富山大学としましでも本学との緊密な協力によって地域社会の
発展に寄与したいものと念願しているところであります。
この開学十周年を契機として， 本学がますます充実発展されますことを心から祈念いた
しましてお祝いの言葉といたしますO
昭 和 60 年 10 月 1 日
祝 辞
富山県知事 中 沖 豆主」云L
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秋気さやかな本日ここに， 富山医科薬科大学が開学十周年を迎えられるにあたり一言お
祝いを申しあげますO
ご承知のとおり富山医科薬科大学は， 医科系大学の本県設置を望む県民の強い要望が実
り， 昭和50年10月に富山大学薬学部と和漢薬研究所をひきつぎ， 医・薬一体化と和漢薬を
通じた東西医学の融合を目指した全国的にもユニークな大学として開学されたものであり
ますO
この間， 関係各位の御努力により， 逐次， 教育研究体制の充実が図られ， 県内における
医学薬学教育， 研究のセンターとして， また地域医療のメ ッカとして隆盛をみるにいたり
ましたことは， 誠に御同慶に堪えないところであります口
当大学が開学いたしました当時は， 無医大県の解消を目指して国立医科系大学の新設が
進められておりましたが， 今日， 医療に対する社会的要請はその量的確保から医療水準の
高度化， 医療需要の多様化等に対応し得る質的確保へと変化してまいっておりますO
また， 薬学におきましでも， 遺伝子工学や臨床薬学等の新しい領域が拡大し て い る な
ど， あらゆる分野において従来以上に， その質的充実が求められているところ で あ り ま
すO 幸い当大学では， 優れたスタップの皆さんのたゆみないご努力により着々とその成果
を挙げられ今や国際的な評価も非常に高まってきておりますO
これからの郷土づくりは， 心身ともに健康で創造性に富み， 思いやりのある豊かな県民
によって築かれるものであり， 健康な人づくりこそ明日の富山県を拓く基礎であります。
このため， 私は「活力にあふれ， 温かし、心に満ちた美しいふるさと富山県」の実現に全
力をあげることとしており， 21世紀に向けて「日本ーの健康県づくり」をめざしていると
ころであります。
富山医科薬科大学におかれましては， 開学十周年を機に今後ともその建学の理念を堅持
され， 医学， 薬学の一層の発展と地域医療の向上にご尽力をいただきますようお願い申し
あげますとともに， 今後限りなく発展されるよう祈念申しあげましてお祝いの言葉といた
しますO
昭 和 60 年 10 月 1 日
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祝 辞
富山市長 塩 谷 敏 幸
本日富山医科薬科大学には， 開学十周年を迎えられ， ここに意義ある記念式典を挙行さ
れますことは， まことに喜びに堪えませんO 心からお祝い申し上げますとともに， 今日の
輝かしい大学の基礎を築いてこられました学長さんをはじめ， 教職員， 学生の皆様並びに
関係各位のご努力に対L， 深く敬意を表する次第であります。
富山医科薬科大学の開設は， 地域医療の充実を願う富山市民多年の夢であり， 悲願、であ
りましたが， その期待にこたえられ開学以来鋭意学校施設設備の充実， 教育態勢の整備に
努められ， 特色ある医薬の一体的な教育機関として， 日本の医学界， 薬学界に多大の貢献
をされました。
一方また， 地域医療の中核として， 宮山県・富山市の医療の向上に大きな役割を果たさ
れました。
健康であるということは， 人生最高の幸せであり， すべての人の願いでありますD
申し上げるまでもなく， 近年の医学， 薬学医療の進歩にはめざましい も の が あります
が， さらに今後緊急に解明を望まれる問題も， 数多いことと存じます。
また， 現在急速に進んでおります人口の高齢化に対 応する医療等， 社会の変化に即 応し
た医療の研究， 技術の開発が， 強く望まれるところであります。
今日まで10年の足跡の上に， さらに一歩を重ねられ， 21世紀に向かう医療の担い手とし
て， 今後一層のご精進を期待してやみません。
どうか今後とも， 人間性豊かな医師・薬剤師の育成に努められ， 地域医療の発展にご尽
力くださいますよう切望する次第であります。
また学生の皆様には， これからの医薬界を担う使命感に燃え， 恵まれた環境と教授陣の
もと一層勉学に励まれて， 大学のよき伝統を築き上げられるよう期待いたしますO
終わりに， 富山医科薬科大学が本日の記念すべき日を契機に， ますますご発展されます
よう， また学長さんをはじめ教職員， 学生の皆様が， 一層ご健勝でご活躍されますよう心
からお祈り申し上げまして， お祝いの言葉といたしますO
昭 和 60 年 10 月 1 日
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祝 辞
北陸経済連合会長 原 谷 敬 吾
本日ここに富山医科薬科大学が開学十周年を迎えられましたことは， まことにおめでた
い限りであり心からお祝い申しあげる次第であります。
ご存知のとおり， 富山県は古くから製薬産業を中心に広く国民の健康福祉に寄与してま
いりましたが， 近年の医学・医療技術の進歩にともない， 医科大学の設置 が 強く 要望さ
れ， 昭和50年， 90年の伝統を持つ富山大学薬学部を併せて富山医科薬科大学として県民待
望の中にスタートされて早， 10年の歳月が流れたのでありますO
当時を顧み， 私は深い感慨を覚えるのであります。
その後， 和漢薬研究所の併設， 大学附属病院の開院， また， 医学部薬学部の両学部に博
士課程を含む大学院の設置をみるな ど， 年々内容も充実し新しくユニークな大学として発
展を続けておられますことは， 誠に喜びにたえませんO
貴大学の設置により， 富山県はもとより北陸地方一帯の医療科学が著し く 躍 進L， ま
た， 住民が受ける健康福祉の恩恵は， はかりしれないものがあることは申すまでもありま
せんが， それと並んで佐々学長をはじめとする豊富な教授陣によ って特異の研究活動が続
けられ今や国際的にも異色の大学として大きく注目されているのでありますO
私はこのことに深く敬意を表するとともに富山県民の一人として大きな誇りを覚えるの
であります。
この記念すべき開学十周年を一つの節目となさいまして， 今後さらに大きく飛躍・発展
されますことを衷心より祈念いたしますとともに時代の要請と地域社会の要望 に こ た え
て， 有為な人材の育成に努められ， やがて世界の医学界， 薬学界をリードするような人々
を多数輩出されんことを大きく期待するのであります。
本日は本当におめでとうございました。
昭 和 60 年 10 月 1 日
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記念講演
研究と創造
京都工芸繊維大学長 福井 謙一
富 山 医 科薬科大学に おか れ ま し て は ， 開学十
周年 の 記念式を お挙げに な る ， ま こ と に め でた
い こ の機会に ， お招 き く だ さ い ま し て ， 皆様に
お 目 に か か れ る こ と を た い へ ん う れ し く 存 じ ま
す。 ま ず も っ て ， 10年 の 間 の 数 々 の輝か し い ご
業績， ご 実績に 対 し ま し て ， 心か ら 敬 意 を 表
し お祝い を 申 し 上げ る 次 第で ご ざい ま す。
実 は ， 一昨 日 の こ と です が ， ロ ン ド ン の B B
C 放送 の 記者が私 の と こ ろ へ イ ン タ ビュ ー に こ
ら れ ま し て ， い ろ い ろ 日 本 の サ イ エ ン ス の こ と
に つ い て 聞 い て 帰 ら れ た わ け で、す が ， そ の 最初
の 質 問 は ， I 日 本 は ， ど う し て ノ ー ベ ル 賞 の 数
が そ ん なに多 く な い の か。 そ れ に も か か わ ら
ず\ ど う L て あ な た は ノ ー ベ ル 賞を も ら っ た の
か」 と い う 間 い で あ り ま し た 。 こ れは た い へ ん
答 え に く い の で困 っ た わけ で、すO と い う のは，
「 日 本 に は ， 本来そ う い う 賞 を お受け に な る 方
が し 、 っ ぱし 、 L 、 ら っ し ゃ る ん だJ と ， こ う 言 い ま
す と ， 何か今 ま で の 決定に対 し て 不平 を 言 っ て
い る よ う な感 じ に も な り かね ま せ ん し ま た
「そ う い う こ と は ス ウ ェ ー デ ン に 聞 い て く れ」
と い う の も ち ょ っ と 具合が悪い 。 私 の ， 先 ほ ど
来 ご 紹 介 い た だ き ま し た よ う な 研究 の お 話 を長
々 と すれ ば ， そ れ が一番妥 当 と 思 われ る か も し
れ ま せ ん が， そ れ も 非常に ロ ジ カ ル に は へ ん な
こ と に な り ま し て ， そ う い う 研究が ど う し て ノ
ー ベ ル賞に つ な が る か と い う ， 論理的な 関 連 は
全 く な い わ け で、すO し た が し 、 ま し て ， 非常 に 困
っ て ， 結局， I 日 本は ま だ サ イ エ ン ス の 伝統が
少 な い ， 明 治 時代か ら わずか 120年 く お ら し 、 に し
か な ら な い の で少 な い の だ」 と ， な る べ く 当 た
り さ わ り の な い よ う な ご返事 を し た わ け で、 ご ざ
い ま す が， き ょ う は 私 の研究 に つ き ま し て お話
し L ろ と い う こ と ですけ れ ど も ， た い へ ん お こ
が ま し い わ け です。 し か し ， 一昨 日 の B B C 放
送 の方 に お 話 で き な か っ た こ と を ， き ょ う 皆 さ
ん に お話 申 し 上け、 た い と 思 っ て お り ま す。
私は ， 先 ほ ど ご 紹介に あ り ま し た よ う に ， 化
学 の 研 究 を 40年余 り や っ て き た わけ で、あ り ま す
が ， 化学 と い う の は た い へ ん 評判が悪い と い う
か ， 物理は好 き だ けれ ど も 化学は 嫌 い だ と い う
人 が あ り ま す し 最近 の よ う に 生物 学 の 方 で
も ， ど う も 化学は あ ま り 好か な い と い う 人 も 非
常 に あ る わ け で、す。 そ れ では ， 私 は ， 化学が好
き で あ っ た か と い う と ， 好 き で あ っ た と ， は っ
き り な か な か 言 い に く い の で あ り ま す。 し か
し 非常に化学に 引 か れ て ， ず っ と 化学をや っ
て き て ， そ し て悔い は な い ど こ ろ か ， た い へ ん
そ れ で、 よ か っ た と 思 っ て お る わ け です が ， ほ か
の 方 々 が ， 化学は あ ま り 好か な い と 言 わ れ る
と ， 何かわか る よ う な 気 がす る わ け で あ り ま す 。
自 然科学 で は ， 自 然 の 中 に初 め か ら秘め ら れ
た法則 を ， 何 と か し て 抽 出 し よ う と し て 一生懸
命や る わ け で あ り ま す。 そ れ を 創 造 と い う 言葉
で言 う こ と が あ る か も し れ ま せ ん けれ ど も ， 別
段， 何 も 創造す る の では な く て ， 初 め か ら 白 然
の 中 に潜 ん だ 法則 を， い わ ば 掘 り 起 こ すわけで、
あ り ま す。
そ の 際， 非常に大事な こ と は ， 自 然 科 学 で
は ， 普通は 白 然そ の も の を対象にす る わ け では
な い の です。 自 然 の モ デ ル を対象に し て ， そ れ
に つ い て 論理的処理で も 何 で も 行 う わ け であ り
ま す。 し た が っ て ， そ の モ デ ノレ と い う の は た い
へん重要で、 あ り ま し て ， モデル を ど う 選ぶか と
い う こ と に よ っ て ， 自 然、科学的 な 研究 の 成果 の
段階が決 ま る よ う な場合 さ え あ り ま す。 特 に ，
化学 では モ デ ノレ の選び方 と い う の が た い へ ん 難
し い わ け で あ り ま す。 と い う の は ， き わ め て 複
雑 な 現象を対象に い た し ま す の で， 簡単化 の た
め の モ デ ル を使わ な い 限 り ， ほ と ん ど論理的処
理 も 何 も で き な い わ け で あ り ま す。 そ れ は ， ほ
か の 自 然科学で も 同 じ で あ り ま すけ れ ど も ， 特
に ， 化学 では モ デ ル の設定 と い う の は大 事 で、 あ
り ま す。
私 の場合は ， 化学反応 で あ り ま し て ， 化学反
応 と い う の は ， 普通真空に近い よ う な状態で化
学反応 を起 こ す こ と も で き ま す けれ ど も ， 普通
われ われ が試験管や フ ラ ス コ の 中 でや ら せ ま す
化学反応 と い う の は ， 溶液反応 で あ り ま し て ，
そ れ に は ， 溶媒だ と か ， 反応条件だ と か ， た い
へ ん 複 雑 な 条件 が し 、 ろ い ろ 絡 み合 い ま し て ， そ
れ を う ま く 整理 し な い と ， 何が何だ か 分 か ら
ず ， 到底 自 然法則 な ん で い う も の は 抽 出 で き な
い わ け で、 あ り ま す。 し た が し 、 ま し て ， 普通 だ れ
で も や る こ と で あ り ま すけれ ど も ， 化学反応 と
い う の は た っ た二つ の 間 の分子 の 相 互作用 で あ
る 。 そ し て そ の 際， そ の へん に く っ つ い て い る
溶媒 の分子だ と か ， も ろ も ろ の 外界 の 作用 と い
う の を 捨て 去 り ま し て ， そ し て 本質的に重要な
部分 だ け を 取 り 出 す。 そ う い う モ テ、ル を つ く っ
て い ろ ん な こ と を考 え る わ け で あ り ま す。 私 の
場合 も ， 当然 そ う い う モ デ ル をつ か っ て お り ま
す。 そ の モ デ ル の選択 と い う こ と が， 自 然科学
では ま ずーっ の 関 門 の よ う に な る わ け で あ り ま
す が ， そ う い う ふ う に 自 然 そ の も の を 扱わ な い
で ， モ デ ル に つ い て ， 論理的 な処理をす る と い
う こ と は ， こ れは現代 の 自 然科学 の一つ の 特徴
で は な し 、 か と 思 う の で あ り ま す。
そ う し ま す と ， そ の 自 然法則 と い う も の を何
か つ か み 出 し た と す る と ， そ れ は ， 通常は真理
で あ る と い う ふ う に思われ る わ け で あ り ま す
が ， し か し 自 然科学は 自 然全体一一あ る い は 全
宇宙と 言 っ た ほ う が し 、 し 、 か も し れ ま せ ん が一一ー
を対象に し て い る わ け で は あ り ま せ ん の で， 従
来得 ら れ た い か な る 科学的成果 と い え ど も ， 絶
対 的真理であ る と い う よ う な こ と は な か な か言
い 得 な い わ け で あ り ま す。 た だ科学 の 成果に よ
っ て ， 人類は 一歩一歩真理 な る も の に近づい て
い く こ と が で き る の み で あ り ま す。
自 然 そ の も の と は ， なぜ宇宙全体 で な け れ ば
な ら な い の か と 言 い ま す と ， そ れ は ， 自 然科学
の 対 象に す る も の ， そ れ だ け を ほ かか ら取 り 出
し て 分離す る と い う こ と が な か な か で き な し 、 か
ら で あ り ま す。 こ れは物理学 の ほ う では ， い わ
ゆ る 観 測の 問題 と し て 昔か ら 言 わ れ て い る と こ
11 
ろ で あ り ま す。 現在， 生物学が進歩 い た し ま し
て ， 人間 の 心， 意識 と い っ た よ う な も の は ， 昔
は 物理的実在 と 切 り 離 し て 考 え ら れ た も の で あ
り ま す。 た と え ば， 私 が 旧 制高校時代に， プ ラ
ン ク の 「世界観 を め ぐ る 戦い に お け る 物理学」
とい う 題 の 本 な ど を よ く 読 ん だ わ け ですが， そ
の と き に は物理的実在 と い う も の を は っ き り と
外へ お い て 論 じ で あ る O そ う い う こ と は ， も は
や現在 で は 生物学 の進歩 に よ っ て で き に く く な
っ て お り ま す。 し た がし 、 ま し て ， い か な る 現象
で も ， 本来あ ら ゆ る 相 互作用全部 を取 り 入 れ て
議論 し な け れば， ほ ん と う の こ と は わか ら な い
わ け で、あ り ま す の で ， し た が っ て ， そ の 途 中 で
得 ら れ る い ろ ん な結論 と い う も の は ， 絶対的真
理 で あ る な ど と は な か な か 言 い に く い わ け で、 あ
り ま す。
実 は ， そ う い う こ と か ら い た し ま す と ， つ い
一昨年ですが， ピー タ ー ・ ミ ッ チ エ ル さ ん が
1 978年 に ノ ー ベ ル化学賞を も ら われた方 で
す が一一 日 本へ こ ら れ ま し て ， 自 治医科大 学で
な さ っ た講演が雑誌に 出 て い た の を 見 た の で、す
が， ご承知 の よ う に ， ミ ッ チ エ ル さ ん は 化学 渉
透庄説 で ノ ー ベ ル 賞を も ら っ た方で、すが 1 人
か 2 人 の 助 手 を つ か っ て ， 全 く 大 学 と 無 関 係
に ， 自 分 で グ リ ン 研究所 と い う の を建 て て ， そ
こ で安い 器械を 少 し使 っ て ， そ し て独力 で研究
を し て ノ ー ベ ル 賞を も ら っ た わ け で、すが， そ の
理論が最初 に 出 ま し た 1960年 ご ろ に は ほ と ん ど
賛成者 が な か っ た。 そ れ が 1980年 ご ろ に は ， ほ
と ん ど 100 %支持 を得 ら れ る よ う に な っ た と い
う い き さ つ が書 い て あ り ま し て ， そ の と き に私
の こ と が ち ょ っ と 出 て く る わ け で、すが一一一そ う
い う よ う に 自 然科学 の成果 と い う も の は ， こ れ
が真理であ る と い う こ と は な か な か 言 い 得 な
い 。 た だ ， だ ん だ ん と 真理に近づ く だ け だ と 。
い ま 私 が言 い ま し た よ う な こ と と 同 じ よ う な こ
と を言 っ て お ら れ ま し て ， そ し て ， 福井の理論
が 出 た と き に も ， 最初は ほ と ん ど支持者 が な か
っ た と い う よ う な こ と が書 い て あ っ た の を覚 え
て お り ま すが ， つ ま り ， 絶対に こ れが真理であ
る と い う こ と は な か な か言 え な い ほ ど， 自 然科
学 の 結果 と い う も の は 複 雑 な も の であ る わ け で
あ り ま す。
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ですか ら ， モ デ ル の選択 と いう の は た いへ ん
重要 で あ り ま す 。 そ し て 次 に ， モ デ ノレを選びま
し た な ら ば ， そ の モ デ ノレの 内部 で ， あ る 一つ の
実験結 果に対す る 前 提条件 を設定す る わ け で
す 。 つ ま り ， も し も 得 ら れ た結 果が， 既知の 自
然法則か ら た や す く 導かれ る も の で あ れ ばそ れ
で いいん ですが ， 今 ま で に 知られ て いる 法則 か
ら 導かれ得な いも の の 場合 に は ， 自 分 で何か前
提条件 を設定 し て ， そ れ か ら 論理的 に処理 Lて
実験結 果を 導 くわ け です 。 そ の論理的 に処理す
る と き に は ， も は や 恋意を 入れ る と いけ な いの
で， こ れ は 論理的思 ;考だ と か ， コ ン ビ ュ ー タ ー
だ と か ， あ る いは論理的に結 果が はっき り つ な
が って いる 物理的な器械 測定 に よ る と か ， そ う
いう ふ う な補助的手段 に よ って 論理的処理を 施
し て 実験結 果を導 くわ け ですが， も し も ， 今 ま
で の 白 然法則 に よ って 論理的処理を 施し て も ，
自 分 の実験結 果が得 ら れ な いと き に ど うす る か
と いう こ と が問 題な わ け で あ り ま す 。
私の 場合 に は ， ち ょっと 様子が違 いま し て ， 私
は 化学反応 の 問 題を取 り 上げた の です が ， そ の
化学反応 につ き ま し て は ， す で に 当 時 ま で に 幾
っ か の 前 提条件 が設定 さ れ て お った わ け で す 。
そ の Jつ は ， こ れ も ノ ー ベ ル 賞を も ら いま し た
イ ギ リ ス の ロ パー ト ・ ロ ビン ソ ン と いう 方 の 始
め た 電子説 と いう 説 に もと ず く も の で あ り ま し
て ， こ れは ご承 知の方が多 いと 思 いま す が， 化
学反応 と いう の は プ ラ ス の 電荷 の部分 と ， マ イ
ナ ス の 電荷 の 部分が 引き 合 って ， そ の 場所で結
合 す る こ と に よ って 反応が起 こ る と す る も の
で ， 分子 の 中 の プ ラ ス ， マ イ ナ ス の 電荷 の 分布
を調べ ま し て ， いわば静 電的 な モ デ、ル を設定す
る こ と に よ って た く さ ん の 化学反応， あ る いは
分子 の性質が説 明 で き て お った の で あ り ま す 。
と こ ろ が ， た ま た ま 私が勤め て お り ま し た の は
燃料 化学教室 と いう と こ ろ で あ り ま し て ， 実は
石油の 成分 で あ り ま す炭化水素 の 研 究 を 主 に す
る と こ ろ で あ り ま し た 。 そ の炭化水素 と いう も
の に つ き ま し て は ， 先ほ ど の 電子説 と いう の が
あ ま り 都合 が よ く な いわ け で、す 。 と いう の は ，
炭化水素 と いう の は ， ご承 知の よ う に ， 分子 の
中 に プ ラ ス の 電荷を持 った場 所， あ る し 、 は マ イ
ナ ス の 電荷を持 った 場所 と いう の が あ ま り な く
て ， ー率 に ， ど こ も か し こ も 電荷が ほ と ん ど ゼ
ロ の分子であ り ま す 。 し た が し 、 ま し て ， 炭化水
素 の 化学反応が分子 の ど こ に 起 こ る か と いう こ
と を調べ る の に は ， 電子説は不 向き で あ る と い
う こ と であ り ま し て ， 必然的経過であ り ま し 土
う が ， そ う いう 教室 に勤め さ せ て も らって いた
お か げで， 炭化水素 の 化学反応 と いう も の に 私
は飛びつ いた わ け て、す 。 そ の いき さ つ を何 と か
説 明 し た いと 思 う わ け で あ り ま す 。
先 ほ どか ら の ご 紹介に あ り ま し た よ う に ， 私
(工学 生時代か ら 非常に 変わ った 勉強を いた し て
お り ま し て ， 応用 的な化学の教室 にあ り な が
ら ， 量 子力 学 の 勉強を し て お ったわ け て、 あ り ま
す 。 理学部 の物理の教室や 数学 の 教室 に 出 入り
さ せ て も ら って ， ひ そ か に 勉強し て お った ， た
L 、 へ ん 変わ りも の であ った わ け です 。 そ の量子
論 を う ま く 使 って 炭 化水素 の 化学反応 の性質 を
説 明 し て や ろ う と 思 った わ け で す 。 そ れに は 分
子 の 中 の 電荷 の分布で説 明 す る の は どう も 具合
が悪 いと いう の で， 夜、が 置き ま し た 前 提条件 と
いう の は ， 今 ま で の ロ ビン ソ ン の 電子説 と は す
っか り違 いま し て ， 化学反応 と いう の は ， 分子
と 分子 の 聞に た がL 、 に 電子が にじみ 出 る こ と に
よ って 起 こ る 。 電子 と いう の は そ れ ぞ れ の 軌道
に 入って 動 いて お り ま す の で， に じみ 出 る と い
う こ と に な り ま す と ， 一つ の 分子 の エ ネル ギー
の A番高い軌道か ら ， ほ か の分子 の エ ネル ギー
の 一番低 い空の軌道 に 向か って 電子 が に じみ 出
る と いう こ と に論理 的に な る わ け で あ り ま す 。
そ う し 、 う 前 提条件 の モ デ ル を使 いま し て化学反
応 の 起 こ り 具合 を 説 明 し た 。 こ れが 一 口 に 言 え
ば私の フ ロ ン ティ ア 軌道理論 と 呼ばれるも の で
あ り ま す。
と こ ろ で， そ こ で 皆様に中し 上 けごた いの は ，
そ の と き に 世界中か らいろ ん な 反論を受 け た わ
け で あ り ま すが ， ど う いう 反論 で あ った か と 一
口 に 申 し ま す と ， そ う いう エ ネル ギ ー の 一 番高
L 、 電子 の 諸ま って いる 軌道， そ れか ら 一 方 の 分
子 の ほ う は ， エ ネル ギ ー の 一番低 い電子 の 詰 ま
って いな い空の軌道 ， そ う しづ特別 な 軌道 だ け
を 考 え て ， ほ か の軌道を 捨て 去 る 。 し か し ほ
か の 軌道 を 無視す る と いう の は け し か ら ん 。 部
分 で も って 全体がわ かる は ずが な し 、 。 実 際 に ，
も し も 電荷 を 求 め よ う と すれば全部 の 軌道 を考
え な い と 電荷は 出 て こ な し 、 。 そ れ に 対 し て ， 部
分 で全体 を議論す る の は何事か と ， そ う い う 非
難 で あ っ たわ け で、 あ り ま す。
と こ ろ が ， 私は ， 部分 と い え ば部分か も し れ
な い けれ ど も ， た と え ば分子 の 中 に電子が 100あ
っ た と し ま す と ， 軌道は50あ る わ け です。 半分
の50 の 詰 ま っ た軌道 が あ り ま し て ， そ の う ち の
一つ だ け考 え る と い う の は ， そ れ は何 と し て も
片 手落 ち で あ る と 言わ れ る の は 無理 も な い よ う
に 思 い ま す けれ ど も ， そ れ を 部分 と 考 え る か ど
う か と い う こ と は 問 題 な の で あ り ま す。 私 は ，
部分 と は考 え な か っ た。 全体 の性質がそ こ に現
わ れ て い る ん だ と 。 そ の こ と は は る か あ と に な
っ て ， 私 の 親友であ り ま す ア メ リ カ の ノ ー ス カ
ロ ラ イ ナ大 学 の パ ー ル と し 、 う 教授が数学的に証
明 し て く れた の で あ り ま す。 そ れ は ， 分子 の 中
の 電子 の 集 ま り の 熱 力学的な性質一一ー熱 力 学 の
言葉では化学 ポ テ ン シャ ル と 言 い ま すがーー と
し て ， つ ま り は 電子 の 集 ま り の化学 ポ テ ン シャ
ル に 関 係 し た量 と し て ， 私 の フ ロ ン テ ィ ア 軌道
の 広 が り 具合を導い て く れた。 と い う こ と は ，
ま さ に部分だ け を 取 り 出 し て い る よ う で あ っ
て ， 実 は そ の部分 と い う の は ， 電子 の 集 ま り 全
体 の 性質を 代表し て い るんだ と い う こ と に な る
わ けで あ り ま す。 単 に ， 部分だ け を取 り 出 し て
全体がわか る と い う こ と は あ り 得 な い 。 た と え
ば ， 富 山 の こ と を一生懸命調べ て も ， 日 本全体
の こ と は わか ら な L 、 。 し か し な が ら ， そ う じ ゃ
な い ん で ， 今 の場合 は ， 部分 の よ う に 見 え ま す
け れ ど も ， 全体 の性質を 代表 し て い る と い う こ
と がは る か あ と に な っ て 数学的 に 示 さ れ た わ け
で あ り ま す。
そ の よ う に ， モ デ ル の選択 と い う こ と が た い
へ ん に大事 であ る わ け で ， そ の モ デ ノレが適切で、
な い と ， あ る 一つ の こ と は説 明 で き ま し で も ，
少 し対象が 変わ り ま す と一一化学反応 で も 種類
が違 っ た り 分子 が違 っ た り い た し ま す と ， そ の
理論は も は や成 り 立た な し 、。 と こ ろ が モ デ ル が
適 切 で あ り ま す と ， 反応 の種類が変わ っ て も ，
分子 の種類が変わ っ て も 広 く 成 り 立つ こ と に な
る わ け で あ り ま し て ， そ れ で私 の 理論 と い う の
が だ ん だ ん と 世界 中 に 広が っ て き たわ け で、 あ り
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ま す。
そ して あ る 時， 私 の フ ロ ン テ ィ ア 軌道理論 と
い う の が ア メ リ カ の 図書館 の 索 引 に あ る か ど う
か 見 ょ う と 思 っ て ， 図書館へ行 っ て 索 引 を 引 き
ま す と ， フ ロ ン テ ィア 理論 と い う の は あ り ま し
た。 と こ ろ が著者 は タ ー ナ ー と し 寸 経済史学 者
で あ り ま し た。 ご承知 の よ う に ， ア メ リ カ と い
う 国 は 東海岸か ら 文化が始 ま っ た わ け で、 あ り ま
す けれ ど も ， フ ロ ン テ ィ ア 精神で絶えず西へ 西
へ と 膨張 し て い っ た。 そ の フ ロ ン テ ィ ア 精神 な
る も の が ア メ リ カ の 経済 を終始 左右 し て き た 。
と い う の が タ ー ナ ー の フ ロ ンテ ィ ア 理論だ そ う
で あ り ま す。 そ れ も やは り 単 な る ア メ リ カ の 西
の端 っ こ の部分 の よ う に見 え ま し でも ， そ こ に
ア メ リ カ 全体 の 勢い が 結集 さ れて い る 。 だ か ら
こ れ は ， タ ー ナ ー の フ ロ ン テ ィ ア 理論 も ， 私 の
フ ロ ン テ ィ ア 理論 も ， 部分 の よ う に み え て も そ
れが全体を 代表 し て い る も の で あ る 。 そ うい う
意味で， 最近い ろ ん な機会 で フ ロ ン テ ィ ア コ ン
セ プト と し 寸 言葉が使われ ま すが， つ ま り ， そ
の部分が全体 の 代表 に な る と い う よ う な場合 に
フロ ン テ ィ ア コ ン セ プ ト と い う よ う な こ と が {吏
わ れ る よ う に な っ た わ け で あ り ま すO
も う 一つ ， 私 が 力 を 入 れ て や り ま し た仕 事 を
皆 さ ん に ご 紹介 し て お き た い と 存 じ ま す。
こ れも 化学反応に関係 し た も の で ご ざ い ま す
け れ ど も ， 私 は 1970年に 「化学反応 の 路 の 理
論」 と い う の を 出 し た わ け です。 先 ほ ど の理 論
と い う の は 1952年 に 出 し た わ け で、あ り ま す け れ
ど も ， 52年 に 出 し て以来， そ れ がい ろ ん な方 向
に 発展 し ま し て ， 方 々 へ行 っ て ， い ろん な話 を
さ せ ら れ た り し た わ け です が， ど こ の 国 へ行 き
ま し で も 決ま っ て 受け る 質問 と い う の は ， rお
前 の 理論は よ く 合 う よ う に 見 え る けれ ど も ， 定
性的に合 う と い う だ け で定量性 がな し 、 。 い っ た
い化学反応 の ス ピー ド と お前 の 理論 と は ど う い
う 関 係 に あ る の か」 と い う こ と を し ょ っ ち ゅう
聞 か れ て は ， た い へ ん 答 え に 困 り ま し た の で，
何 と か し て ， も う 少 し私 の 理論 を 定量化 し た い
と 思 っ て お っ たわ け で あ り ま す。 た ま た ま ， 1 9  
70年 に ア メ リ カ に お り ま し た と き に ， 一つ の 化
学反応 の 路 を 決め る 簡単 な方程式 を提 出 し た わ
け で あ り ま すが， そ れ がも と に な っ て フロ ン テ
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ィア 軌道理論 と い う の が非常に定量化 さ れた わ
け であ り ま す。 も ち ろ ん ， 化学反応 の ス ピ ー ド
も 計算 し よ う と 思 え ば， 手 間 さ え か ければ計算
で き る と い う 状態 に な っ た わけ で あ り ま す。 そ
う い う 意味で， 1970年 の住事 と い う の を 自 分で
ほ か の方は ど う か知 り ま せ ん が ， 私 自 身 は
割 に こ の 仕事を し て よ か っ た と 考 え て お る わけ
で あ り ま す。
そ れは い っ た い ど う い う こ と か と 申 し ま す
と ， 先 ほ ど 申 し ま し た化学反応 の モ デ ル と い う
の を ， 今度は ， 分子 の 形を 決め る 座標と い う 量
を 使 っ て そ の 座標で示 さ れた ポ テ ン シ ャ ル空間
を考 え， そ の 中 で組み 立て る の です。 分子 と 分
子か ら な る 反応系が一定 の核配置を と り ま す
と ， そ れ に 応 じ て 量子 力学的に ポ テ ン シ ャ ル エ
ネ ル ギ ー が計算で き る わけ です。 そ れ は ， 克 明
に ， 一 々 座標を変 え て 計算 し ま す と ポ テ ン シ ャ
ル の一つ の地 図 が で き 上が り ま す。 ち ょ う ど ， こ
れ は 曲 面 の玉っ き 台 を 等高線図 で表 わし た よ う
な 図 が で き 上が り ま す。 化学反応 と い う の は ど
う い う も の か と 申 し ま す と ， そ の う ち の 一つ の
盆地 の よ う な と こ ろ か ら ， 別 の 盆地 の よ う な と
こ ろ へ峠 を越 え て 進 ん でしぺ。 そ う い う も の で
あ る と 考 え る わけ で、あ り ま す。 そ の化学反応 の
起こ っ て し、く 道 を 数学的に表 わそ う と し た わけ
で あ り ま す。 実 は ， お読み に な っ た方 も 多 し、か
と 思 い ま す が， 昔か ら 一一私た ち の 学生 の 時分
か ら ， ア メ リ カ の ア イ リ ン グ と い う 先生 が お書
き に な り ま し た 「速度過程論」 と し 寸 本 が あ っ
て 化学反応 の速度 の 絶対計算 を や ろ う と い う 趣
旨の 本 で あ り ま す け れ ど も一一そ れ が化学反応
速 度 の 研究 の一つ のパ イ フ 'ル の よ う に な っ て お
り ま し た が ， そ の 本 に ， そ う い う ポ テ ン シ ャ ル
の 図 がた く さ ん 書 い て あ り ま し た 。 し か し ， そ
の 中心 に な る よ う な 化学反応 の 経路 に 関 し て は
ち っ と も 定義 さ れ て い な い の で、すO そ れは ど う
い う わけ か わか ら な か っ た の で、す が， 私は非常
に不思議 に 思 っ て ， そ れを ひ と つ 定義 し て や ろ
う と 思 っ た わけ で、すO 化学反応 は ， そ の ポ テ ン
シ ャ ル の 曲 面 の玉っ き 台 の よ う な と こ ろ を一つ
の 盆地か ら ほ か の 盆地へ 古典的に 申 し ま す
と ， ジ グ ザグ の 道 を進 ん で， 峠を越え て ， 盆地
か ら 盆地へ行 く ん ですが， そ の ジ グ ザグ コ ー ス
の 中心 に な る よ う な ， そ う い う 道 を数学的に定
義 し よ う と い う わけ です。 そ れ が ， ど う し て そ
ん な 簡単 な こ と が-一簡単 と い う の は ， 私が定
義 し て か ら 言 え る こ と な の です け れ ど も ， 結
局 ， 非常に簡単 な こ と だ っ た の で、すが 一一そ れ
ま で， そ の 本 に も 書い て な い し， ほ か の だ れ も し
て い な か っ た の か ， ど う し て そ う い う こ と が 起
こ り 得た の か ， 私 に は い ま だ に よ く わか ら な い
の です。 私 が と っ た そ の新 し い方法 で は ， イ ン
ト リ ン シ ッ ク ・ モ ー シ ョ ン一一極限運動一ー と
い う 概念 を 使 う の です。 こ れは い わば速度 ゼ、ロ
の運動であ り ま す。 速度 ゼ、 ロ の運動 と い う と ，
皆 さ ん は 背の ギ リ シ ア の エ レ ア の ゼ ノ ン の パ ラ
ド ッ ク ス と い う の を思 い 浮 か べ る と 思 い ま す
が ， ア キ レ ス は カ メ に追い つ け な い ， あ る い は 飛
ぶ矢は飛ば な い ， 動い て い る も の は 静止 し て い
る ， そ れか ら半分の も の は 2 倍 の 長 さ の も の に
等 し い と か ， そ う い う い ろ ん な パ ラ ド ッ ク ス を
出し た 紀元 前 4 ， 5世紀 の 人 で あ り ま すけれ ど
も ， こ の ハ イ パ ラ ド ッ グ ス を思 い 浮 か べ ら れ る
と 思 い ま す が， í飛ぶ矢は飛ばず」 と い う よ う な
速度 ゼ ロ の運動 と い う の を考 え た わけ で、すO そ
う し ま す と ， ジ ク ザ グ が と れ る わけ です。 そ う
し て ， あ と は量子 力学的 に 計算 さ れた ポ テ ン シ
ャ ル の表面 を古典 力学的に各原子に働 く 力を 計
算い た し ま す と ， そ の ジ グ ザ グ の と れ た運動の
経路が連立徴分方程式 の形 で 出 て ま い り ま す。
た っ た そ れ だ け の簡単 な こ と で あ り ま す。 私は
そ の論文を ア メリ カ 化学 会の会誌に投稿 し たわ
け です が ， ど う い う 返事が く る か ピ ク ピ ク し て
待っ て お り ま し た。 や が て ア メ リ カ 化学会 の物
理化学雑誌 の編集者か ら 手 紙が ま い り ま し て ，
こ の論文は オ リ ジ ナ リ テ ィ は な い け れ ど も 載せ
る と い うわけ です。 オ リ ジ ナ リ テ ィ が な い と い
う の は は な は だ 気 に く わぬ か も し れ ませ ん け れ
ど も ， し か し ， 私 自 身 が そ ん な簡単 な定式化 に
そ う 大 し て オ リ ジ ナ リ テ ィ が あ る と は 思 っ てい
な か っ た の で ， と に か く 載せ る と い う の で、たい
へ ん 喜 ん だ わけ で、あ り ま す。 そ の 結果， 極限反
応座標と 呼ば れ る 化学反応 の路が定義 さ れ て ，
そ し て ， 現在 そ れ が量子論 的に ど ん ど ん 計算 さ
れ て い る わけ で、 あ り ま す。 そ う い う 路 を定義 し
たた め に ， そ の 路に沿 う 化学反応 の速度 と い う
も の を波動力学的に 一一原理的に ですけれ ど も
一一計 算 で き る よ う に な り ま し て ， 私 の 研究室
では細 々 と や っ た わけ で、すが， ア メ リ カ で は ，
も っ と 詳 し い理論か ら 出 発し て ， さ ら に精密な
方法で化学反応 の速度を波動力学的に求 め る こ
と が現在行われか けて い る わけ で あ り ま す。 波
動力学的 と 申 し ま す の は ， 化学反応 と い う も の
を ， ポ テ ン シャ ル の空間 の あ る 場所か ら あ る 場
所へ， 波束が移 っ て い く ス ピー ド を量子論 の 方
法で計算す る と い う 意味 で あ り ま すが， そ う い
う こ と に よ り ま し て ， 化学反応 と い う も の が 今
ま で統 計 力 学 的 な 古典論あ る い は 半古典 的 な 方
法 で の み絶対反応速度が計算 さ れ て お り ま し た
の が ， 今度は純量子論的 な方法で計算で き る 路
が 聞 か れ た 。 ですか ら ， そ う し 寸 意味では化学
反応 の 路に 関 す る 私 の極限運動 と し 、 う 概念 は た
い へ ん う ま く 実 を結 ん だ と 言 え る と 思 う わ け で
あ り ま す。
そ し て ， そ の 時 十こ ， 化学反応 の性質 の 一般化
と い う こ と も や り ま し た。 そ れ は ど う い う こ と
か と 申 し ま す と ， た と え ば ， い ま ， 炭素 ， 水素
酸素 と い う よ う な 任意 の元素を い く つ か任意 の
数持 っ て ま い り ま し て ， そ れ が反応系 を形づ く
っ て い る も の と し ま す。 つ ま り CnHmOpNq. . と
い う ふ う な ， そ う い う 任意 の化学反応系 と い う
も の を考え る わ け で あ り ま す。 ど ん な 系 で も い
い わ け です。 そ れ と ， そ れ に 対 し て ポ テ ン シャ
ル の 曲 面 を つ く り ま す と ， そ れ は た だ 一つ一義
的 に 決 ま る 。 と い う の は ， そ の反応系 の ポ テ ン
シャ ル の ミ ニ マ ム と か マ キ シマ ム と か ， そ う い
う 特別 の ポ イ ン ト は全部求 ま り ま す。 現在 の コ
ン ピュ ー タ ー の 力 で は そ う い う も の が求 ま る か
ら です 。 そ う し ま す と ， 先ほ ど の私 の方程式 の 解
と い う の が ， ポ テ ン シャ ル の空 間 を い く つ か の
部屋一一部分空間 と し市 、 ま す一ーに分け ま す。
化学反応 と い う の は ， そ の部屋 の 中 に一つ あ る
一番 ポ テ ン シャ ノレ の低い と こ ろ か ら ， 別 の任意
の部屋 の ポ テ ン シャ ル の 一番低い と こ ろ へ 向 か
つ て 波束が拡散 し て し 、 く 現象 で あ る 。 そ う い う
ふ う に ， 非常に一般的 に化学反応 と い う も の を
定義す る こ と が で き ま すO そ こ に 現わ れ る 空間
と い う の は ， ア イ ン シュ タ イ ン の 一般相対論 の
空 間 と 同 じ く ， 一般に リ ー マ ン 空間 で あ り ま
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す。 そ う い う ふ う に ， 化学反応 の 理論 の 中 に ，
一般相対論 と 同 じ性質を持 っ た空 間 が現わ れ て
く る 。 そ れ も 私 の極限速度 の 理論 の た い へ ん お
も し ろ い 一つ の結果であ っ た わ け で、 あ り ま す。
そ う い う ふ う な こ と を私はや っ て ま い り ま し
て ， 現在 も ま だ そ う し 、 う 枝葉がず っ と 続い て お
る わ け で あ り ま すけれ ど も ， そ れ で、私が何か創
造 し た か と し 、 し 、 ま す と ， 別 に何 も っ く り 出 し て
は い な い わ け で あ り ま すO た だ 新 し い 概念 を 導
入 し た り ， 新 し い方法 あ る い は新 し い 化学反応
の モ デ ル を 提出 し た だ け に す ぎ な い わ け で あ り
ま す。
創造 と い う こ と は よ く 使い ま す げれ ど も一一一
そ れ は 自 然科学で は た い へ ん に難 し い こ と で あ
り ま し て ， 何か新 し く 発見 す る と い う こ と を創
造 と い う な ら ， そ れ は ， 創造 と い う の は い ろ ん
な段階があ る わ け で、 あ り ま すけれ ど も ， 何か新
た に ， 今 ま で に な か っ た も の を つ く り 出 す と い
う 意味 な ら ， こ れ は 自 然科学では た い へ ん 難 し
い わ け で あ り ま す。 芸 術あ る い は 文学 で は ， 創
造 と い う こ と は ， ほ と ん ど い つ も つ き ま と う わ
け で あ り ま す けれ ど も ， 自 然科学では ， 創造 と
い う こ と は な か な か 容 易 に 使 え な い 言葉 であ り
ま す。
自 然科学 の ノ ー ベ ル賞 の 受賞対象に な る 業績
と し て ， 物理学賞は ， 発見 ま た は 発明 と い う こ
と に な っ て お り ま す。 それか ら化学賞は 発見 ま
た は 改 良 と な っ て い る 。 私 な ん か は 改 良 ぐ ら い
の と こ ろ か も し れ ま せ ん O 要す る に ， 発見 ま た
は 改 良 と い う の が入 っ て い る 。 そ れ は ア ル フ レ
ッ ド ・ ノ ー ベ ル の遺言 に そ う 書い て あ る の で あ
り ま し て ， こ れ は非常に注 目 すべ き 点だ と 思 い
ま す。 ア ル フ レ ッ ド ・ ノ ー ベ ル 自 身化学者 で，
化学 と い う の は ， い か に複雑で， 改 良 で も な か
な か価値 の あ る も の が あ る と い う ふ う に思 っ て
お っ た の か も し れ ま せ ん 。 そ れ か ら 生理学 ・ 戻
学賞は 発見 だ け で あ り ま す。 いずれ も ， 創造と
い う こ と は 容易 に使 っ て は い な い わ け で あ り ま
す。
た と え ば ， 数学 で あ れ ば ， そ れは論理 の世界
で ， そ こ に秘め ら れ て い る あ る 論理 的 な 関 連 ，
つ ま り 自 然 の で き 具 合 と は 無 関 係 に ， 自 然 と い
う も の と 離れ て 論理的 な 関 連 を ， 今 ま で 隠さ れ
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て い た ， み つ か ら な か っ た論理的関係を導 き 出
す と い う こ と は ， こ れは 発見 あ る い は 創造 と 言
え る か も し れ ま せ ん O あ る い は 新 し い 論理体系
を つ く り 出す ， こ れ も 創造 と 言 え る か も し れ ま
せ ん 。 し か し 自 然科学 では な か な か創造 と い
う こ と一ー も ち ろ ん ， 発見発明 と 同 義語に考
え れ ば ， そ れ は そ れ で い い ん ですけれ ども一一
ほ ん と う の 意 味 の 創造 と い う の は ， な か な か 難
し い わ け で あ り ま す。
し か L ， 今後 の 自 然科学に お き ま し て は ， 自
然科学 にお け る 創造 と い う こ と が普通に考 え ら
れ る こ と に な る か も し れ な い と 思 う わ け で あ り
ま す。 と い う の は ， 自 然科学で は ， 一般に何か
研究を進め る に 当 た っ て ， と に か く 自 然 の 中 に
隠さ れた法則性を みつ け る 。 そ の た め に ， ま ず
われわれがや り 得 る こ と は 自 然を分割す る こ と
です。 細か く 分 け て 考 え る 。 た と え ば ， 生物学
で あ れ ば ， 個体を器官に分け， 器官 を細胞に分
け ， 細胞 内 の い ろ ん な 小器官 を 考 え ， そ の小器
官を構成す る 化学物質を調べ る 。 あ る い は ， 最
近 で は そ う し、う 化学物質 の 電子状態 ま で 調 べ
る 。 そ う い う よ う な ふ う に ， 細か く 細か く 分け
て い き ます。 し か し ， そ れ で、生物 と い う も の ，
あ る い は個体 と い う も の ， あ る い は 器 官 の 働 き
と い う も の が 了 解 さ れ るか と い う と ， そ れは 決
し て さ れ な い わ け で あ り ま す。 今度は， そ う い
う ふ う に調べ上げた も の を再び組み合わ せ て ，
統合 し て ， く っ つ け合わせ て ， そ し て ま と ま っ
た も の に し て ， そ こ で細胞 の働 き ， あ る い は 器
官 の働 き と いう も の を 了 解 し よ う と す る わ け で
あり ま すO そ れ は ， 物理学で も 化学 で も 同 じ で
あ り ま し て ， 分割 し さ ら に分割 し て 得た概念
を再び組み合わす。 そ L て 物 質 の 性質 な ら 性
質， あ る い は 生物 の機能 と い っ た よ う な も の を
了 解 し よ う と す る の が常 で あ り ま し て ， 科学は
現 在ま で そ う い う ふ う に し て 進 ん で き て お る わ
け で あ り ま すO 問題は， 再 び組み合わせ る と き
に ， つ ま り う ん と 調 べ て ， 細か く 調べ あ げた も
の を再び組み合わせ る 再統合 の と こ ろ に創造 の
チ ャ ン ス が あ り は し な い かと い う こ と で あ り ま
す。
そ れ は ， 再統合 に 当 た っ て は ， 再統合 の仕方
と い う の は ， い わ ば無限に あ る わ け で あ り ま
す。 われわれが今 ま です こ し も 考 え た こ と も な
い ， そ う い う 再統合 の仕方があ り 得 る わけ で あ
り ま す。 そ れ は ， 化学 の ほ う では ， 原子， 分 子
の 性質 と い う も の を調べて ， 今度 は そ れ を化 学
反応 に よ っ て 自 然に な い も の を つ く り 出す こ と
は で き たわ け で、すO し か し な が ら ， 自 然 に な い
も の と し刈、ま し て も ， 今 ま でに知 ら れ て い る 自
然 に あ る 物質や反応 に ち ょ っ と 手 を 加 え た に す
ぎ な い わ け で あ り ま し て ， と て も 創造 と は ， な
か な か言 い に く い も の で あ り ま す。
し か し な が ら ， 最近物理学 の ほ う では ， た と
え ば超伝導物質 と い っ た よ う な も の ， あ る い は
そ れ を 化 学 の ほ う で有機物 でつ く ろ う と い う よ
う な こ と が行われ て お り ま す が， そ う い う 新 し
い 物性論 に お い て は ， そ う い う こ と が今後可能
で あ り ま し て ， 今 ま で 自 然に存 在し な い し ， 自
然か ら ヒ ン ト の 得 ら れ な い も の を つ く り 出す と
い う こ と が ， い わ ば普通 に と 言 え る か ど う かわ
か り ま せ ん けれ ど も ， そ う め ず ら し く な く 行わ
れ る と い う ふ う に な っ て い く の で は な い か と 私
は 思 し 、ま す。
そ の ほ か に も ， 再統合に 際 し て ， 今後期待で
き る も の ， た と え ば平衡に な い 系 ， 非平衡系，
あ る い は 準 安定系， こ れ ら は ， 長 い 間 か け て 地
球上に存 在し て い る 安定系 と は違 う も の で あ り
ま す。 し か し ， た と え ば半減期 が 100年 と い う
よ う な 準 安定物質が あ る と し ま す と ， そ れ は わ
れわれ の 使い場所に よ っ て は ， 十分そ れ を 実用
す る こ と が で き る わ け で あ り ま す。 そ う い う よ
う な ， 今 ま で 自 然か ら ヒ ン ト が得 ら れ な い も の
を ， 今後考 え 出し ， っく り 出し て し、く 。 い わ ば
ほ ん と う の創造 と い え る か も し れ ま せ ん が， 少
な く と も 化学や物理学 の ほ う では そ う い う こ と
が考え ら れ る わ け で あ り ま す。
生物 の ほ う で も ， そ れ は 昔 で、 も ， 園芸 に よ っ
て 新品種を つ く り 出す 一一自 然に な い もの を つ
く り 出し た か も し れ ま せ ん が， そ れ は 自 然 の 知
恵 の範囲 内 であ る と 言 え る と 思 う の で あ り ま
す。 現 在で は ， も はや 自 然 の 知恵 の範 囲 内 で お
さ ま ら ず に ， 再統合 の と き に， 今 ま で の 自 然 に
な い も の を つ く り 出す と い っ た よ う な こ と も 行
わ れ か け て い る と 思 い ま す。 そ の と き に は ， わ
れ わ れ は い ろ ん な こ と を考 え さ せ ら れ る こ と が
あ る か も し れ ま せ ん けれ ど も ， 少 な く と も ， そ う
い う 意味で， 再統合に お い て 今後 ほ ん と う の 自
然科学的創造が行われ る ， そ う し づ 時代に 入 り
つ つ あ る の では な い か と 思 う わ け で、 あ り ま す。
特 に 私 が 申 し 上げ、た い の は ， あ ら ゆ る 生物 を
構成す る 生物体 に 特有 な 化学物質， つ ま り そ れ
は 核酸 と 蛋 白 質 の系 で あ り ま す け れ ど も ， そ う
い う も の は ， す べ て あ る 構成単位が一定 の 順序
で配列 し て で き た系 で、あ り ， そ の 一 定 の 順序 に
よ っ て 分子 の 中 に情報 を持 っ て い る 系 と い う も
の は ， そ れ が 生物 の あ ら ゆ る 機能 の 基本であ る
と 私は 信 じ ま すけれ ど も ， そ う い う も の に 関 係
し た 創造 と い う も の が， 今後 ど う い う ふ う に 発
展 し て い く か ， こ れは た い へん 関心を持た ざ る
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を 得 な い と こ ろ であ る わ け で ご ざい ま す。
き ょ う は ， た い へ ん お こ が ま し い 次 第 で あ り
ま す けれ ど も ， 私 の 仕事を 中心 に お話 し ま し た
の で， 1創造」 と い う こ と に つい て な か な か 入
っ て い け ま せ ん で し た。 1研究 と 創造」 と い う
題 に ふ さ わ し く な し 、 か も し れ ま せ ん けれ ど も ，
私 の 一番 よ く 知 っ て い る ， 今 ま で に や っ て ま い
り ま し た こ と を 材料に し て お話 を 申 し 上 げ た わ
け で ご ざし 、 ま す。
富 山 医科薬科大学が， 今後 ま す ま す ご 発展 さ
れ る こ と を心か ら お祈 り い た し ま し て ， 私 の 話
を終わ ら せ て い た だ き ま す。
永 ら く の ご 静聴あ り が と う ご ざし 、 ま し た 。
昭和60年 9 月 30 日
18 ð有1主主 記念事来
教育と医療
日本学術振興会理事長 木田 宏
本 学 が ， -1-周年を 迎 え ら れ ま し て ， ほ ん と う
にお め で と う ご ざい ま し 7ニO
創設に当J三っ て ， 当時省 内 で一番尽力 を い た
し ま し た の は， 当時 の 大学 局長 の 井 内 さ ん で ご
ざL 、 まし て ， 私は ， 1可僚と し て ， た い へ ん な こ
と だ な と思いな が ら ， 本学 の 発足 を 感嘆の 目 を
もっ て 見て お っ た の で ご ざい ま す。 本 来 な ら ば
当の 井[}jさん が来 て お 喜び を 中し }二げ る の が 一
番L叫 、 とは思っ た の で ご ざい ま す が ， 学長 の お
招きによ りま し て 寄せ て い ただ きま し た。
実(土 教育 と 医療 」な ど と い う 大きな 課題
を 考 え て ， う っ か り 口に い た し ま し た の は ， ご
案内 を m�、た 約 l午前 の 当時， 教育 問題が だ ん
だ ん 1止とやかま し く な っ て お り まし て ， 臨時教
育 審議会を つく る と い う 動 きも出 て お り ま し
た 。 ま た， そ の 数年前か ら ，日 本 の 教育 は ， ど
っ ちを 向 いて ， 何を し て お る ん だ と い う 議口命も
j包こ っ てお り ま し た 。
そ ん な と ころ か ら ， 教育を全体;と し て 考 え !立
さ な け ればなら な い な と い うこ と を 考 え ， ま
た， 教育と 医療 と の 関係とい うもの も， 自 分 な
り に考えて みた い と い う こと で， こ う い う 大 そ
れ た 題を かか げさ し て い た だ きま し た 。
臨教審の 議論を み て お りま し て も， 教 育 に つ
いて の いろ ん な 議論が ， 勝手ほ う だし 、 に11 て く
る と 言えそう で あり ま す。 これ は やむ を 得な い
ん だ な あとぜ、う の で ござい ます が， 教育 と い う
の は ， たいへ ん 大きな 仕事て、こざいま し て ， 皆
さ ん が， それ ぞれ 何ら かの 側面 で 経験 を し体
験 を し てお ら れ る 。 そ の 体験 に基づい て 困っ た
点を 挙げて いきま す と， そ の 人 の ご 体験 とし て
は ， ま こと にそ の とお り と い う ご 志見が ， あっ
ちへ 向 いたり こっ ちへ 向 い た り し て 出 て く る わ
けで ありま し て ， 収拾がつきま せ ん O
私;工， 国立教育研究所と し、う ところ にL 、 た も
の で ございま すか ら ， 私な りにい っ たい ， 教育
と は ど ういう 構造に な っ て お る の だ ろ う か と い
う こ と を ， 思案もし ， 勉強もさ せ て もら い ま し
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ど な たもお わか り に な り ま す よ う に， 教育 と
いう 姿の →番プ リ ミ テ ィフな 形は ， 教師と 生徒
と い う の が お り ま し て ， 教師が ， 知識を 持ち，
J支術 を 持ち， そ し て 教材 ・ 教具を 使 っ て 生徒 を
指導す る わけ です。 そ の 知識と 中し ま す の は，
初期 の ころ は ， 哲学 ある い は倫理学 で あり ， だ
ん だん 学 問が進 ん で ま い り ま す と ， 心理学， 社
会学， そ し て 今日 で は マ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
論だ と か ， そ う しづ学 問の 領域が， 教 育 を 進 め
て L 、 く 知識と し て かみ合 っ て く る と い う ふう に
なっ て お る わけで、あり ま す。
ど う も教育学 と い う の が ， そ の 中 で ど こ へ 位
置づげら れ る の か と い う の は， 私l土ま だ よ く わ
か ら な い の で ござい ま す け れ ど も， 教自rliが ， そ
の 教自Iliの 知識ある い は 技術 で， 教材 ・ 教具を 使
って 子供を指導す る とい う の が ， 教育と い う 吉
葉の A番の 原 型 と し て 使われ て きた ほん と
う に 原 型か ど う か は ， 追っ て 考 え て もみ た し 、 と
思っ て お る わけで、あり ま す けれ ど も一一そ う い
う 教育 の 取が ， ど ん な 意味を もっ て い る の か と
L火 、 ま す と ， 例 え ば �ょう山岩男先 坐の よ う な 哲
学 の 立場か ら は ， I教育 は 人 |品lを 人 間 と す る 技
で ある ， 可能性 の 人 間 を 人 間 の 現実に 高め る も
(注1 ) 
の だ 」こ う い う 1引 、 方を さ れ ま す。
し か し 教育 学 の 人 た ちは ， そ れ に ど う い う
意味づけ を す る か と し火 、 ま す と ， 1子供を よ く
しよ う と す る 意図的 な 働きか けーで ある jと い う
-;j>\. 、 }jに な る の で あり ま す。 こ れ は ， 慶応 の 村
井実さ ん と し寸先生が ヲ い ま 教育学 で は 現役で
一香活催し て い ら っ し ゃる 人ー て、 ご ざい ま す け
れとも， そ の よ う な l円 、 方 を さ れ る の で あり ま
(注2 ) 
す。 もむろ ん こ れ には た く さ ん の 内 容 を 含ん で
お る の です け れ ど も， か い つま ん だ エ ッ セ ン ス
と し ま す と ， そ う い う 己\")jに な り ま す。
同 じ こ と を ， 東 大に お ら れ ま し た 'ltf原誠 Aさ
ん は一一亡く な ら れ ま し た けれ ど も 「 自 然
成 長 的 な 形成 の 過程 を ， 望ま し い 方 向 に向 か つ
て ， 目 的 忌;識的 に 統御し よ う と す る 営み ， この
営み が教育 で ある 」こ う い う ふう に言われ る の
〔注3 ) 
で あり ま す。
ですか ら ， 教育学 の 人 た ちは ， 教育 と いう 問
題を ， 何か 目 的 を もっ て ， 意向的 に ， 子供を そ
ちら へ 引 っ 張っ て い こう と す る ， こ れ が そ の 原
型 の 中 に あ る 作用 で あ り ， 教育 の意味であ る ，
こ う い う 説 明 に な っ て く る わ け で ご ざい ま す。
医療 と い う も の を 考 え て み ま す と ， 医療 も ，
医 師 と 患者 と い う の が お り ま し て ， そ し て 医師
は 知識 を 持 ち ， 技 術を 持 ち ， 器具や薬剤 を使 っ
て 患者 を 治療す る と い う 関係 に あ る と 思 う の で
あ り ま す。 そ の意味では， そ の 関係 は全 く 同 じ
だ と い う ふ う に思 い ま すO そ の 際に ， 医学は生
理学で あ り ， 病理学 であ り ， 薬理学 であ り ， 物
理 で あ り ， 化学であ る と い う よ う に ， 主 と し て
い ま ま で の と こ ろ は ， 自 然科 学 の諸科学 を 総合
的 に 知識 と い た し ま し て ， そ し て 患者 の 治療に
当 た っ て き た と い う ふ う に考 え る こ と が で き る
か と 思 し 、 ま す。
余談で ご ざい ま す が， 私は長 い 間 役所 で仕事
を し て お り ま し て ， 率直 に 申 し て ， 医学部 と い
う も の の大 き さ を ひ し ひ し と 感 じ ま す。 こ れは
い ろ ん な意味で， 諸科学 の総合で あ る と い う 思
い で あ り ま すO ですか ら ， 工学， 農学等 い ろ ん
な ほ か の学部 に比べ て ， 医学 と い う の は そ れ を
全部合わ せ た ほ ど の大 き さ を 感 じ る の で ご ざい
ま す が， や は り 人間 と い う も の を 診 て ， そ し
て ， い ろ ん な 知識 を 総合的に使 っ て ， 病気 を 治
し て い く と い う 構造に な っ て お る か と 思 い ま
すO
こ う し 寸 医療 の 姿 の基本 は ， 川 喜 田 愛郎先生
の 書かれた も の に よ り ま す と ， I個 々 の患者 の
診療 を 目 的 と す る ア ー ツ で あ る ， 技 術で あ る J
こ う い う ふ う に お っ し ゃ っ て お ら れ る わ け で、あ
り ま す。 そ し て ， そ れ は 「二つ の 人格 の 聞 に成立
す る 社会的， 技 術的， 倫理的行為であ る 」 こ の
よ う に も 敷桁 し て 解説を し て お ら れ ま す。 し か
し 医療 を施 し て い ら っ し ゃ る 先 生方 の ほ う で
も お感 じ に な る と 思 う の です け れ ど も ， や は り
医療 の効果が上が る と い う た め に は ， 患 者 に ， 治
っ て い く 力 と い う も の が な い と ぐ あ い が悪し 、 。
そ こ で川 喜 田 先 生 も 結局 の と こ ろ 「医 師 の 任務
は 自 然治癒力 の 介助 であ り ， 個 人 の 癒 え る 力 を
助 け る こ と だ 」 と ， こ う い う ふ う に お っ し ゃ る
(注 4 )
の で あ り ま すO
そ う い う 医師 と 患者 の 関係 と い う こ と を考 え
て み ま す と ， そ の 人 間 関係 に お い て 信頼 関 係 が
あ る と い う こ と が ， 治 癒 力 に 関 係 し て く る 。 そ
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れ は 私 ど も も ， 病気 に な り ま し て お医者 さ ん の
前へ行 き ま す と ， やは り お 医者 さ ん の全体か ら
伝わ っ て く る 信頼感 と い う の が， あ る の と な い
の と で は た い へ ん 違 う よ う に思 う わ け で ご ざし 、
ま し て ， こ う い う 人間 関 係 で ， そ の患者 の 持 っ
て い る ， 人間 の 持 っ て い る 治 る 力 を わ き 立た せ
る 何か が な い と ， ほ ん と う の 治療 の 効果は上 が
っ て い か な い の では な し 、 か と い う ふ う に考 え ま
す。
こ の 点 で は ， 教育 も ま た 同 じ で ご ざ し 、 ま し
て ， い か に先生が一生懸命 に ， 知識 を 持 ち ， 教
材 ・ 教具 を 使 っ て 生徒 を 指導い た し ま し で も ，
生徒 の ほ う に 聞 く 耳 が な く て ， 横 を 向 い て い
る ， と い う の では 教育 に な り ま せ ん O 今 日 の 荒
れた教室は ま さ に そ う い う こ と に な っ て お る わ
け で ご ざい ま し て ， “ 教師 は そ こ で し ゃ べ っ て
い る のが職務だ ろ う ， だ か ら お 前勝手 に し ゃ べ
っ て おれ ば し 北 、 じ ゃ な い か ， わ し ら は こ ち ら で
楽 し い こ と が あ る ん だ か ら ， 自 分 の こ と を す る
ん だ 凶 と い う の で， 中学生た ち は 横 を 向 い て お
る 。 こ れ では 教育 に な ら な い の で ご ざい ま す。
教育 で も ま た教師 と 生徒 と の 間 に ， 信頼関係 が
な け れ ば な り ま せ ん 。
と こ ろ で， 教育学 の 立場か ら は ， 自 然 発生的に
伸 び て い く も の に対 し て ， 何か 目 的的 に つ け 加
え よ う と す る 意 図 的， 組織的な も の が教育 で あ
る ， と い う 考 え 方 を 取 ろ う と す る 。 そ う し な い
と ， 教育学が科学に な ら な い ， と で も い っ た ，
ど こ か し ら そ う い う 負 い 目 を持 っ て お る の では
な い か と 思 わ れ る の です。 そ の た め に 教 育 学
は ， 宮原 さ ん の 例 で 申 し述べ ま し た よ う に ， 自
然成長 的 な形成の過程 と い う の が前 提 に あ っ
て ， そ れ を 望 ま し い 方 向 へ持 っ て い く と い う ふ
う に 言 お う と す る わ け で あ り ま す。
こ う い う 考 え方に対 し て ， 福 田 恒存氏 は 真 っ
向 か ら ， だ か ら 教育 と い う も の がつ ま ら な い議
論 に な る ん だ。 科学的方法で操 る こ と の で き な
い 人 間 の 心 と い う 現実 を ， 一応横に置 い て し ま
っ て ， 何か 自 分が ア ク シ ョ ン を取れば， こ ち ら
へ子供が行 く で あ ろ う と い う よ う な構造 で教育
論 を組み立 て る か ら ， つ ま ら な い こ と に な る と
(注 5 )
言 わ れ て い る 。
実 際 の と こ ろ ， 教育 に お い て も ， 本人が勉強
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す る と い う 気に な ら な ければ， 教育 の効果は達
し な し、。 し か し 本人が勉強す る と い う こ と
は ， そ の こ と 自 体を 教 え る と い う こ と は な か な
か で き な い の で あ り ま し て ， そ れは結局， 教師
が 生徒 と の 関 係 に お い て ， そ の感化 力 を及ぼ し
て い く と い う こ と が な け れ ば な ら な し 、。 医療に
お い て ， 医 師 と 患者 と の 聞 に信頼関係が必要で
あ る と 同様 に ， 教育 に お き ま し て も ， 教師 と 生
徒 の 聞 に ， 尊敬 と 信頼 の 関係 と い う も の が ， ま
ず 前提 と し て な ければ教育 と い う も の が動か な
い わ け で あ り ま すO
し か し そ の 点 につ い て 福 田 恒 存氏 は ， 教育
に お い て は ， 先 生 と 生徒 の 聞 に ， 先生に対す る
生徒 の信頼感があ る と し 寸 前提 で ， そ れ を先 生
は信頼 し て し 、 し、と い う 建前で行動 し て い る 。 け
れ ど も ， そ れ を た い へ ん 安易 に考 え て は い な い
か 。 ほ ん と う は そ こ が問題では な い の か と い う
意 味 の こ と を ， 戦後 の 混乱 の 時代に評論 と し て
書 い て お り ま すが ， ま さ に そ こ が今 日 間わ れ て
い る の だ と い う ふ う に思 う の で ござい ま す。
と こ ろ が， 学ぶ側 の 勉強 し よ う と す る 意思 ，
学ぶ意思， 意欲， 学ぶ 力 と い う も の を ， 教育 の
一番基本だ と 考 え て お ら ね る 方 々 は ， 教育 の 完
成 さ れた 姿 は ， I 自 己教育」 で あ る と い う こ と
を 言 われ る の で あ り ま す。 そ こ で は ， 先 生 の 役
割 と い う の は ， 非常に陰に隠れた も の と い う 位
置 づけ に な っ て く る の で ござい ま す。
東北大学に お ら れ ま し て ， い ま 国 際 キ リ ス ト
教大学 にかわ ら れ ま し た源 了 園 先 生 の ご主張が
ま さ に こ の こ と で ござ い ま し て ， I文化 と 人
〔注 6 )
間形成J と い う 本 の 中 に ， 教育 の完成 さ れた 姿
は ， 自 己教育 で あ る 。 そ し て こ の 自 己教育 を継
続 し て い け る 学習意欲 を 高 め る と い う た め に
は ， 教師 と 生徒 と の 聞 に ， 生徒 がや る 気 を 起 こ
す よ う な 関 係 と い う も のが な け れ ば い け な い ，
と 言 わ れ て い る の で あ り ま す。
私 ど も が学生の こ ろ は ， 教育あ る 人 と い う
と ， 教え ら れた人 と し 寸 意味 で ござい ま し て ，
少 な く と も 大学 ま でい っ て 勉強 し て き た 人 聞
が ， 教育 あ る 人 と い う ふ う に言 われ て お り ま し
た 。 教育 と い う の は ， そ う い う ふ う に教 え ら れ
る も の と い う 意識 で あ り ま し た か ら ， も う か れ
こ れ20年近 く に も な り ま すか ， 生涯教育 (l ife-
long education) と い う 言葉 が 出 て ま い り ま し
た と き に ， 冗談では な い ， 学校に お る 問教 え ら
れ て ， も う い や に な っ て い る の に， 一生頭を抑
え つ け ら れ て 教育 さ れ る な ん て ， そ ん な ば か な
理屈 が あ る か と い う よ う な こ と が言われた の で、
あ り ま す。 し か し ， 今 日 は 生涯教育 が人間社会
の 中 でい か に大事か と い う こ と が強調 さ れ る よ
う に な っ て お り ま す。 し て み る と ， こ の 言 葉 自
体 は ， す で に ， 教育 は学習 で あ り ， 生涯教育は
生涯学習 で あ る と い う こ と を基本的に意識 し て
い る と ， 私 は 考 え る の で ござい ま す。
そ う し ま す と ， 教育は 自 己教育 に よ っ て ， そ
の 知識， 技術 を 深 め 自 覚 を 高 め て い く ， こ う い
う 姿 が教育 の基本的 な 姿 に な っ て し、く 。 し た が
っ て 自 分 で勉強 し 自 分で知識 を 深 め る と い う
こ と に な る 。 し か し そ う し た 知識 の 修 得に対
し ま し で も う 一つ の声 が あ り ま し て ， 知識 を 頭
の 中 に幾 ら 入 れた っ て だ め で は な い か と い う の
が ， 教育論 の 中 では ま た 出 て ま い り ま す。 辞書
を 見 た ほ う が早い の で あ っ て ， 記憶を し て 知識
を 詰 め 込 ん だ っ て 何に も な ら ぬ では な し、か。 ほ
ん と う の 勉強 と い う の は ， 人間 と い う の は何か
と い う こ と ， 人間 的 な も の が何か と い う こ と が
わ か る こ と ， あ る い は 自 分は何か と い う こ と が
わ か る こ と な ん だ と 。 そ う い う 自 覚 を深 め て ，
そ し て 悟 り に 達す る と い う の が ， 教育 の基本的
な ね ら い で は な い か と い う の で あ り ま す。
こ れ も 考 え て み ま す と ， そ の と お り で ござし 、
ま し て ， 人間 と い う も の が何であ り ， 自 分 と い
う も の が ど う い う 存在 で あ る か と い う こ と が わ
か る よ う に な る こ と ， そ し て そ の 窮極が宗教の
悟 り の世界につ な が っ て い く こ と ， こ れ が教育
の 一番基本 で あ る と い う こ と を 考 え て み ま す
と ， こ の 点 に お き ま し て も ， 私 は 医療 と つ な が
る も の が あ る と 思 う の で ござい ま す。
人 間 と い う も の は ， 普通 こ う し て 社会生活 の
中 で ， に こ やか に あ る い は 苦 し み な が ら い ろ ん
な仕事を し て お る わけ で ござい ま す が ， イこ ん
病気 に な り ， そ れ も か な り 重い病気 に な り ま す
と ， 病む こ と に よ っ て ， 自 己 の世界 と い う も の
に社会か ら 離れ て 埋没せ ざ る を 得 な い の で ござ
い ま すO そ し て ， そ の 肉体的な苦 し み と い う も
の を通 し ま し て ， 生 の 深 い現実， 生 き る と い う
こ と の現実に直面をす る 。 人間 と い う も の を そ
の と き に 見 つ め直す。 死ぬ前に な り ま し て ， 宗
教に帰依 の 心 を起 こ さ れ る と し、う 方が 出て く る
の も ， そ の流 れ の 行 き つ く 先 だ と 思 う の で あ り
ま すO そ の よ う に し て 生を全 う し ， 生 き る 意味
を体得 で き る と い う ， 最後 の場が医療 の 場 に あ
る と い う ふ う に ， 私 は 思 う の で ご ざい ま す。 で
すか ら ， 教育 と 医療 と い う ， そ の 最 も 原型 と い
い ま すか ， 単純な パ タ ー ン を通 し ま し て ， そ れ
ぞ れ の 立場か ら 人間 と い う も の につ な が っ て い
く ， こ う い う 姿 に な っ て お る と 思 う の で ご ざし、
ま す。
し か し 今 日 起 こ っ て お り ま す教育上 の 問題
は ， こ の こ と だ け で も で き れ ば ， た い へ ん な こ
と な の で ご ざい ま す けれ ど も ， そ う 言 え な い 多
く の面 が ご ざい ま すO 特に最近 に な り ま し て ，
小児 医 学 の 発達か ら ， 教育 と い う の は ， も っ と ，
生 ま れ る こ と ， 育 て る と い う こ と に 日 を 向 け な
け れば い け な い の では な し、か と い う 指摘 が 高 ま
っ て ま い り ま し たO も っ と も こ の こ と は ， 井深
大 さ ん は じ め 多 く の 教育 の先覚者た ち も ， I三
つ子 の魂百 ま で」 と い う こ と わざが古 く か ら あ
り ま す よ う に ， 学校に 入 っ て か ら の 教育 では遅
い ん だ ， 乳幼児 の こ ろ の教育 と い う の が一番基
本 な の だ と い う こ と が言 われ て お っ た わけ で あ
り ま す。 最近は ， い ろ ん な 社会現象 の 中か ら ，
胎児が生命 と し て 体 の 中 にや ど っ た と き か ら ，
教育 と い う 問 題 を考 え な く て は い け な い と い う
意 見 が 高 ま っ て ま い り ま し た。
い ま 臨教審 の 委員 を し て お ら れ ま す小林登先
生 な ど は ， そ う い う 立場で， い ろ ん な物 を 書 い
(注 7 )
た り ， 私 ど も に話 し て く だ さ る わけ で、 ご ざい ま
す が ， 教育 と い う の は ， そ の意味では ， 育 つ と
い う こ と ， あ る い は 育 て る と い う こ と な の だ と
い う 指摘 で ご ざい ま す。 そ し て ， い ま ま で の 教
育学は ， そ の こ と は 自 然現象で， 教育 と い う の
は ， そ の 自 然現象 の 上に始 ま る の だ と い う よ う
な 意識が あ っ た わけ で、 ご ざい ま す け れ ど も ， 肉
体， 五体， 五感が整 っ て 発育す る と い う こ と の
た め に は ， 親 と 子 の 聞 に相互作用 と い う も の が
緊密に行 われ な い 限 り は ， 人 間 の 土 台 が 伸 び て
い か な い ， 五体 も 五感 も 育た な し、。 視 力 だ っ
て ， 生 ま れ て か ら 目 隠 し を し て お け ば永久に視
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力 は 生 ま れ な し 、。 言語 の 発達だ っ て ， 母親 と の
聞 の コ ミ ュ ニ ケ ー ショ ン が な ければ だ め で あ
る 。 そ う し づ 指摘 が次 々 と 医学 の世界か ら 科学
的 な デ ー タ と と も に 出て ま い り ま し て ， そ し
て ， 教育 と い う の は ， 育 て る こ と と い う ， も っ
と そ の 前段階に返 っ て 考 え て い か な けれ ば な ら
な い の で は な い か と い う 指摘が起 こ っ て き ま
す。 し か し こ の こ と は ， 今 日 あ る い は 今 日 以後
の社会に お き ま し で も ， な か な か 難 し い こ と に
な っ て し 、く わけ で あ り ま す。
育 て る と し 、う 発育 の過程に お き ま し て ， 母 子
の 相互作用 を 緊 密化す る と い う こ と に対 し て ，
逆 の 働 き が加 わっ て く る か ら で ご ざい ま す。 た
と え ば ， お産をーっ と っ て み ま し で も ， 私 ど も
が生 ま れた こ ろ は ， お産は 自 分 の家庭で， 家族
の 中 で， お産 と い う 生命誕生があ っ た わけ で、 こ、
ざし、ま す けれ ど も ， い ま は こ う し 寸 仕事が社会
的に行 われ る よ う に な り ま し て ， 95% の 人 ま で
が み ん な病院で， 家族 と は 別 の と こ ろ で生命を
産む と い う こ と に な り ま すO 一種 の 社会化
医療 の社会化 と し、う 現象は ， こ の お産 の段階か
ら 始 ま っ て お る わけ であ り ま す。 そ し て ゼ ロ 歳
児 の保育は 9 割 ま でが母親であ る と い え ば ま
だ よ ろ し い の です が ， 1 割は母親以外 の も の に
よ っ て 育 て ら れ て お る 。 3 歳児 に な れ ば 4 割近
い も の が母親以外に よ っ て 保育 さ れ て お る と い
う 現象が起 こ っ て お る の で ご ざい ま す。
こ う し た 保育 と い う 問題につい て も ， か つ て
の 教育 と い う の は た い へん 軽視 を し て ま い り ま
し た 。 私 は ， 偶然の こ と か ら ， 戦前の 中等教育
の 教科書書名 一覧 を ， 全教科につい て 見 た こ と
が あ る の で ご ざい ま すが， そ の 中 で， 女子 の 生
徒 に対す る ， 家政 と か ， 衣服 と か ， 食料 と か ，
そ う い う 教科書は い っ ぱい あ る の で す け れ ど
も ， 実 は 保育 と し、う 教科書 は た っ た l 冊 の み
が ， 実業学校用 で あ る 時期 に 出た だ け で、 ご ざい
ま し て ， 他 に は ご ざし、ま せ ん O 保育 と い う の
は ， 家庭 の 中 に お け る 自 然現象であ り ま し て ，
学校教育に お い て は こ れ を疎外 し て き た と い う
こ と を ， い ま さ ら の ご と く に知 る の で あ り ま
す。 今 日 の 高等学校 の 教科書 を 見 ま し で も ， 女
子 の 生徒に対す る 「保育」 と し 、う 問題に つ い て
は ， 極 め て わず か で あ り ま し て ， そ の 家庭科 と
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言われ る も の の 中身 は ， 栄養 で あ っ た り ， 衛生
あ る い は被服であ り ま し でも ， 保育 と い う 母 子
関係や家族 の人間 関 係 に は 触 れ る こ と が少 な い
の で あ り ま す。
こ う し 寸 意味で， い ま ま で教育 が 一一小林登
先 生 の お話 し で は 実 は 医療 も ， 育っ と か保育 と
か と い う 問題 は ， つ い 最近 ま でほ っ た ら かし に
し て い た そ う で， やは り 教育 と 同 じ よ う であ っ
た か と 思 っ た の で あ り ま す が ， すべ て 発育は 自
然現象で あ る と い う こ と で， そ こ を考 え よ う と
し な か っ た。 そ こ に い ろ ん な 問題が起 こ っ て ，
今 日 の 困 っ た状態が ， 医学的に も ， 教育的に も
起 こ っ て き て お る と い う こ と を感 じ る の で あ り
ま す。
保育 の 社会化 と い う 言葉 は ， 実は残念 な こ と
な が ら ， 今 日 ， 学校に ま で広が っ て お り ま す。
幼稚園は保育所に な り つ つ あ り ま す。 幼稚園 だ
け で な く て ， 学校 も ま た保育所 に な り つ つ あ る
の で あ り ま す。
私が， 国立教育研究所に お り ま し た と き に ，
全 国 の 教育研究 所 の ク事 ル ー プ と ， 今 日 の学校 の
教師が， 小学校 ・ 中学校 ・ 高等学校 の そ れ ぞ れ
の 「学校で身 に つ け さ せ た し 、 こ と 」 を 調べた こ
と が あ り ま すが ， 小学校 も ， 中学校 も ， 高校 の
教師 も ， ま ず体 力 を つ け る ， 体 力 を 養 う と い う
こ と が第 l に あ げ ら れ て お り ま し た。 そ の 次
は ， 小学校 の 子供に対 し て は ， r思 い や り の心」
を 養 う ， と し 、 ぅ 言葉 が で て ま い り ま す。 中学校
や 高校 の了ー供に対 し て は ， r忍耐 力J， 頑 張 り
と い う こ と が重要だ と い う の で、すO そ し て 「知
識 を 教え る 」 と い う こ と は ， 小学校では 5 番 目
に 出 て ， 中学校では 4 番 目 に ， 高等学校で も や
っ と 3 番 目 で あ り ま す。 そ れ ほ ど 今 日 の 教 室
は ， 教 え る 前段階の こ と でみ ん な 苦 労 を し て お
る 。 こ れは ， 家庭 と い う も の か ら 保育が抜 け て
き つ つ あ る ， 個 人 の 一番根源 の と こ ろ で考 え て
い か な け れ ば な ら な か っ た 人 間 関 係 と い う も の
が， 社会進歩 の流れ の 中 で抜け て し ま い ま し
て ， そ し て 学校が保育所 と な り ， あ え て 皮 肉 を
つけ加 え ま す と ， 塾が学校に な り つ つ あ り ， 知
育 の場 に な り つ つ あ る と い う ， そ う い う へ ん な
流 れ を い ま 示 し て お る の で ご ざい ま す。 そ の 意
味 に お い て ， 教育 と い う も の が， 育 て る と い う
こ と か ら始 ま る と し 、 う問 題 を ， も う一度基本的
に 考 え て し 、 か な けれ ば な ら な い ， そ う い う 事柄
が社会化す る と L 、 う 意味か ら 考 え て い か な け れ
ば な ら な い と い う ふ う に思 う の で ご ざい ま す。
と こ ろ で， こ れは ， み な さ ま 方 の 医療 の 本 を
読 め ば極 め て は っ き り と 書 い て あ る こ と で ご ざ
い ま すけ れ ど も ， 医療 に は ， 個人的 な 側面 と ，
社会的 な 側面 が あ る と ， 指摘 し て あ り ま す。 教
育 に も そ の よ う に ， 個人的な側面 と 社会的な側
面 が あ る わけ で ご ざい ま し て ， 人 聞 が生 ま れ て
人間 の 歴史が あ る 以 上， そ の 意味では ， 個人的
な レ ベ ル で、 の 教育 と い う の は あ っ た ， 人間生活
の 歴史 と と も に教育 と い う プ ロ セ ス は あ っ たわ
け で ご ざし 、 ま すが， そ れ が あ る 段階か ら ， 社会
的 に も う 少 し組織的に， 計 画 的 に ， 意 図 的 に教
育活動を行 う と い う 動 き が 出 て ま い り ま し た。
そ れ は 産業 革命以 後 の こ と で ご ざい ま す。
そ こ で， 教育 と い う も の を考 え る と き に ， 教
育学を担当 さ れ る 方， 特に社会学 の系列 で教育
を 考 え る 方 は ， 教育 と い う の は ， 社会生活に 本
来 に備わ っ た機能で、 あ っ て ， そ の働 き に よ っ て
人聞が育成 さ れ， 社会生活 がつ く ら れ発展 し て
い く 一一今 日 の先生で 申 し 上げ ま す と ， 海後宗
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臣先生が こ う し た定義を言われ る 。 デ ュ ル ケ ー
ム 以 来 の流れを く ん で， 社会 的 な 教育， 社会的
な 活動 と し て の教育， そ れ を社会 の 中 でつ く り
上げ て い く こ と ， そ れ が教育 な ん だ と い う こ と
に な り ま すO そ し て ， こ の 教育 の観念がす な わ
ち イ コ ー ル学校 と い う ふ う につ な が る 流 れ を持
っ て お る も の で ご ざい ま す。
近 代 の 学校制度 は ， 人聞 の育つ方 向 と い う も
の を ， 知識 の 上か ら も ， い ろ ん な 目 標の 上か ら
も ， あ る 方 向へ持 っ て い こ う と い う 目 的的 な 技
術 的 な 活動を考 え る 。 そ の 中 で小学校教育， 中
学校教育， 高等学校教育， そ し て 高等教育 と い
う シ ス テ ム がつ く ら れ て い っ た の で、あ り ま す。
こ の シ ス テ ム は近代教育 の歴史 と し て 見 ま す
と ， 明 治 か ら 100年 こ の か た 今 日 ま で， た い へ
ん 壮大 な 整然 と し た秩序 が で、 き 上が り ま し た。
そ し て ， 社会的 な 教育 の 機能 と い う も の が広が
る 一方 で ご ざい ま す。 ま た ， 学校以 外 に も ， こ
う し た組織的な教育は ， 社会教育 の各活動に 見
ら れ ま す し ， 企業 内 の教育 の活動に も 見 ら れ ま
すO 今 日 の カ ル チ ュ ア セ ミ ナ ー の繁栄 と い っ た
よ うな こ と を考 え ま す と ， や は り 社会 の 必 要 と
す る 教育機能 と い うも の が， こ うい う姿 で 伸 び
て い っ て い る と い うこ と が うか が え る の であ り
ま す。
私 の っ た な い 勉強 で知 り 得た こ と か ら 見 ま す
と ， 病気 も ま た極め て 社会 的 な も の で あ り ， そ
し て 病気 も ま た 文化 で、あ る と さ え 言われ て お り
(注 9 )
ま す。 確 か に そ うし た 方 の 指摘 の ごと く ， 痘磨
の流行， ベ ス ト 等 の流行， あ る い は 梅 毒 の 蔓
延， 結核 の蔓延， い ろ ん な タ イ プ の イ ン フ ル エ
ン ザの流行， 最近は エ イ ズ と い う新 し い も の ま
で 出 て ま い り ま し て ， こ れ も 一つ の社会的 な 現
象 と し て 考 え な けれ ば な ら な い よ うな 問 題 を 提
起 し て お る わ け で、 あ り ま す。 こ うい う病気が，
個人 の病気であ り ま す と と も に ， 社会に も 広 が
っ て い っ て ， 社会 の 課題 と し て 考 え な けれ ば な
ら ぬ と い うと こ ろ か ら ， 医療 も 早 く か ら社会的
な 観 点 で、 そ れ へ の対応 と い うこ と を と っ て こ ら
れ ま し た 。 薬 を 与 え る 施療院が で き る ， あ る い
は あ あ い う困 っ た病人 を 隔 離 し な ければ な ら ぬ
と い うよ うな社会的な施設が で き る な ど し て ，
古 代 の 為政者 に と り ま し で も ， こ うし た 医療 と
い う問題 を社会的に ど の よ うに取 り 上 げ て 対応
し て い く か と い うこ と が， 当 時 の政治 の大 き な
課題 であ っ た と い うこ と を知 る の であ り ま す。
そ うし た病気 の あ り 方は ， 大 き く 言 い ま す と ，
民族や 国 家 の あ り 方 ま で 左右す る と い うこ と に
な っ て ま い り ま すO そ の意味で， 病気 も ま た文
化 に 陰 を 落 と す社会的な も の であ る と い うこ と
が 言 え る の で ござし 、 ま す。
近年 に な り ま し て ， 医療 の社会 的 な シス テ ム
と し て の 発展 と い うの は ， こ れ ま た教育 と 同様
に め ざ ま し い も の が ご ざい ま す。 病院， 診療所
と い うも の が 次 々 と 膨れ上が っ て ま い り ま す。
医療従事者 の専門化 と い うこ と も 次 々 と 多岐 に
わ た っ て ま い り ま し て ， 今 日 法定 さ れ ま し た 医
療 関係職種は 22種類 を数え る ま で に な っ て お り
ま す。 そ の 点 で は ， 教育 関係 よ り も ， も っ と も
っ と 社会 的 な 専 門分化 と い うこ と が， 医 療 の 世
界 で進 ん で お る と い うふ うに 考 え ま す。 医療 の
道具 と し て 使わ れ る 医療器具 あ る い は 薬剤 の 進
歩 ， そ れ を動か し て し 、 く 技術 さ ら に は 学 問 す な
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わ ち 医学 の進歩 は ， 教育 の世界 と 比 べ ま す と ，
率直 に 申 し て は る かに先端的で ござし 、 ま す。 今
日 では ， C T ス キ ャ ナ ー あ る い は 人工透析等 の
事例 を と っ て み ま す と ， 世界一 日 本 の 医療が こ
うし 寸 近代器具 を使い ， そ し て 非常 に た く さ ん
の 薬剤を使 うよ うに な っ て ま い り ま し たO 薬 づ
け ， 検査づけ と い うよ うな 医療 の シス テ ム が広
が っ て お る よ うで ござし 、 ま し て ， 患者 は ， も う
病院へ行 く の は勘弁 し て も ら い た い ， 検査検査
で治療は い つ し て く れ る ん で し ょ うか ， と い う
ふ うに ， 医師 と 患者 の 聞 に ， 大 き な シス テ ム と
し て の器材 ・ 器具が入 り 込 ん で、 き て お る の で あ
り ま す。 人工透析を 除 き ま す と ， 大部分が診 断
の た め の器材 の よ うで ござい ま し て ， こ の た め
に 治療費 よ り も 診断に金が余計か か る と い うふ
うに な っ て き て お る の で あ り ま す。
も と も と 医療 と い うの は ， 社会的に大 き な 意
味合い を持 っ て お る も の で ござい ま すか ら ， 早
く か ら社会保障 と し 、 う観念 が取 り 入れ ら れ ま し
て ， そ し て 医療保険 と い うの が か な り 以 前か ら
発達 し て ま い り ま し た けれ ど も ， 昭和36年以降
国 民皆保険に な り ま し て ， 社会的に も こ の 医療
の シス テ ム を保障す る と い うふ うに な り ま し
た。 こ の社会的 な 保 障 の シス テ ム と い うも の が
医療 の 発達を支 え た と い うこ と は 当然 な の で ご
ざい ま す。
こ の よ うに し 、 た し ま し て ， 教育 も 医療 も 社会
的 に た い へ ん 大 き な 発達を し 今 日 に至 っ て お る
の で ござい ま す けれ ど も ， そ の 発展 の 中 で， 教
育 に あ り ま し で も ， 医療に あ り ま し て も ， 国 民
がほ ん と うに満足を し て お る か ， 個人 と し て 満
足 を し て お る か と い うこ と か ら 考 え ま す と ， 臨
時教育審議会が た い へ ん な議論 を し て お り ま す
よ うに ， い ろ い ろ な不満が 高 ま っ て お る の で ご
ざい ま す。 私 は ， こ うし た不満 の こ と を 考 え て
み る に つ け ま し で も ， 教育に も 医療に も ， も う
一つ残 さ れた大 き な領域が あ る と い うふ うに考
え る の で ござい ま す。
そ れ は ， 教育 の ほ うか ら 申 し ま す と ， 環境 の
感 化 力 と い う問 題 で ござし 、 ま すO 人 聞 が生 ま れ
育 つ 自 然環境の違い に よ っ て ， 皮膚 の 色 が 違
う， い ろ い ろ な 生活 の 知恵が違 っ て く る O エ ス
キ モ ー の場合， あ る い は 赤道 の 南 の 人 々 の 場合
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と い う よ う に ， 自 然環 境に作用 さ れ る と い う こ
と が た い へ ん 大 き い の で あ り ま す。 こ う し た 自
然環境ば ， 最近 の よ う に人工 的 な 構造物 の 中 に
育 つ ， マ ン シ ョ ン の 庭 も な い と こ ろ で ， 人 間 が
鳥か ご の 中 ， お り の 中 で大 き く な っ て い く と い
う 生活環境が広が っ て い く と き に ， ど う い う こ
と に な る か と い う 問題 を 醸 し て く る の で あ り ま
す。
し か し こ う し た 自 然環境 よ り も も っ と 大 き
い 影響を 教育 に及ぼ し ま す の は ， 言 う ま で も な
く 文化環 境で ご ざい ま し て ， 言 葉 と い う も の
は ， 教育 に よ っ て ま さ に教え ら れ な け れ ば な ら
ぬ こ と で は ご ざい ま す げ れ ど も ， そ れ は環境 の
持 っ て い る 大 き な 要素 で ご ざい ま す。 私 も ， 環
境 と い う も の は こ う い う も の か と い う こ と を 言
葉遣 い な ど に感 じ る こ と が ご ざい ま す。 百 葉が
大 事だ と い う よ う な こ と が そ う い う 意味て、言わ
れ ま す。 ま た ， 宗教 と い う も の の持 っ て い る 大
き な 影響 力 ， イ ス ラ ム 教 の ア ラ ー の神様を信 じ
る 人た ち の 行 動様式 と い う も の は ， われわれ八
百万 の 神 々 の世界で育 っ て お る 日 本人 と は ， し
ぐ さ が違い ， 行 動様式が遣 っ て く る の であ り ま
し て ， 意識 的 に 目 的 的 に ， 学校 で ど う し よ う と
い っ た っ て ， こ れ は な か な か そ う 簡単 に 山 が る
も の で も ， 変わ る も の で も ご ざい ま せ ん O こ う
し た 大 き な 文化環境 と い う も の に 支 え ら れ て ，
人間が育 っ て お る と い う 現実 が あ る わ け で あ り
ま す。 こ の よ う な環 境 の持 っ て お る 力 と い う も
の を考 え て ま い り ま す と ， 職域 に は 職域 の環境
が あ り ， 地域 に は地域 の感化 力 が あ り ， 国 家 に
は 国 家 の感化 力 が あ る と い う ふ う に考 え ざ る を
得 ま せ ん O
私 が文部 省 に お り ま し て ， 大 学 の い ろ ん な ご
専門 の 方 々 に おつ き 合 い を さ し て い た だ き ま し
た が ， 医学部 の 臨 床 の 先生 の 持 っ て い ら っ し ゃ
る キ ャ ラ ク タ ー ， 基礎 の先 生 の 持 っ て い ら っ し
ゃ る キ ャ ラ ク タ ー ， 工学部 の 先 生 の 持 っ て い ら
っ し ゃ る キ ャ ラ ク タ ー ， 理学部 の先生方 が 持 っ
て い ら っ し ゃ る キ ャ ラ ク タ ー と い う の は ， お も
し ろ い よ う に そ れ ぞれ違 う わ け で ご ざ い ま し
て ， そ れ は ， 個 人 と し て は ど の よ う に 意識 さ れ
た か ど う か と い う こ と を超 え て ， あ る 大 き な 影
響 力 の あ る こ と が私 ど も に も 感 じ ら れ る の で ご
ざい ま す。 そ う い う こ と は ， 結局 ， 匡i の 経済社
会 の あ り 方 あ る い は 政治体 制 の あ り 方 に よ っ て
も 違 う わ け で、 あ り ま し て ， 最近韓国 と 北朝鮮 の
人 々 が知人 の 交歓 と い う の を や っ た よ う で ご ざ
L 、 ま す が ， 歴史的 に高句麗 と 百済 と は 違 う に し
ま し で も ， 同 じ 韓国 の 人 々 が， 40年 の 間 にあ の
よ う な違い に な る と い う の は ， 政 治 体 制 の 違 い
で あ り ， 経済体 制 の違い であ り ， そ の 中 にあ る
考 え 方 の違い であ り ま す。 そ れ が教育 に も 影響
を 及 ぼ す ， 人間 の基本的 な 行 動様式 に影響を及
ぼす と い う こ と に な る 。 そ う し づ 意 味か ら 考 え
て ま い り ま す と ， 環 境 の 持 っ て い る 教化 力 と い
う も の は ， 学校 と い う コ ミ ュ ニ テ ィ を と り ま し
で も ， あ る い は労働組合 と い う 人間 の 集 団 を と
り ま し て も ， 国 鉄 の 現状あ る い は 荒 れ た学校 の
現状に 見 ら れ る よ う に ， そ の コ ミ ュ ニ テ ィ の 持
っ て い る 影響 力 ， 環 境 と し て の感化力 と い う も
の が ， 個 々 の 人聞 を い つ の 聞 にか規制 し ， 持 っ
て い っ て し ま う 力 を も っ と い う こ と を 考 え な け
れ ば な ら ぬわ け で、 あ り ま す。
そ の こ と で， 一番 勾 近 な 例 を 申 し ま す と 家庭
で あ り ま す。 家庭 教育 と い う こ と がし 、 ろ い ろ と
言 わ れ る の で あ り ま すけれ ど も ， 荘、l 工 、 家庭教
育 の 牟番基木 は ， 家 庭 と い う 環境 の 持 っ て い る
感化 力 で あ る と 思 う の で あ り ま し て ， 視が子供
に 口 づ て に も の を 言 う と い う ， やすか を 教え る と
い う こ と に よ る 教育 力 で、は な い と 思 う の で ご ざ
い ま す。 そ の こ と を端的に例証 し て く れ ま す川
柳 が あ り ま す。 i お の が ま ねす る な と 親は 子 に
意 見 l と い う の です。 子供は 親 の 意 見 は 絶対に
聞 き ま せ ん O し か し 親 のす る よ う にす る わ け
で ご ざ い ま し て ， 学校に お い て も ま た そ の と お
り で あ り ま す。 今 日 の荒れた 教室 ， そ れ ; 土 かつ
て の 荒れた学校 の 場， かつ て の荒れ た 大 学 紛
争， 高校紛争， 組合運動 な ど ， そ う い う 場 を ま
ね て 子供た ち が行動す る と い う ふ う に な っ て き
て お る わ け で あ り ま す。
そ れ で は ， 教育 と い う の は ， 環 境 に対 し て は
か な い も の で あ る か。 私 は そ う では な し 、 と 思 う
の で あ り ま す。 教育 と 環境 と い う も の と の 関係
を 考 え ま す と ， い ま 申 し 上げ ま し た よ う な ， 環
境 の 感化 力 と い う 側面 が強 く で る 人は環境に よ
っ て 薫習 さ れ る一一源了 固 さ ん の表現 で ご ざい
ま すO ま た ， 私 の 学生時代に一生懸命 に な っ て
尊敬 し て 読 ん だ東北大 学 の村 岡 典嗣先生 の ご 本
に よ り ま す と ， 日 本文化史 は ， す ぐ、 れた 日 本教
育史で、 あ る O 儒教文化， 仏教文化 ， 西洋文化 の
教道， ま た は学習 の 歴史で、 あ る 。 文化 と い う も
の の持 っ て い る 教化 力 と い う も の が， そ の ま ま
(注10)
教育 の歴史であ る 。 教育 と 文化 と い う の は イ コ
ー ル で、 あ る と い う ふ う に言われ る の であ り ま す
が， ま た別 の 側面 も あ る わ け であ り ま す。 と い
う の は ， 教育 と い う の は ， 人 聞 を 育 て る こ と に
よ っ て ， 実 は 文化 の 発展 と そ の 文化 の 実現 と を
養 い 育 て る の だ と ・ … - 。 京 都に お ら れ ま し た木
村素衛先生が， 戦時中 か け て 執筆 さ れ終戦直後
に な っ て 発表 さ れ ま し た ， I国家に於け る 文化
(注11)
と 教育」 と い う ご 本 の 中 で ， 教育 こ そ が文化 を
つ く っ て い く ん だ と い う こ と を お っ し ゃ っ て い
る 。 文化 を つ く る 人 聞 を育 て る こ と に よ っ て ，
教育は 文化 を動かすん だ と い う こ と で あ り ま
す。
そ の こ と と 同 じ 事柄だ と 思 う の ですが， ク ラ
ー グ ・ カ ー は そ の大学論 の 中 で ， 歴史上一 国 が
栄 え た と き ， そ こ に は世界 の 先 端 を い く す ぐ、 れ
た大学が あ っ た。 ギ リ シャ ， イ タ リ ア の 都市 国
家， フ ラ ン ス ， ス ペ イ ン ， イ ギ リ ス ， ド イ ツ ，
そ し て 今 日 の ア メ リ カ が そ う で あ る 。 だ か ら 社
会 の先端を切 っ て い く す ぐ れた文化 的 な 活動 と
い う も の を つ く る こ と に よ っ て ， 歴史を 引 っ 張
っ て い く こ と が で き る の だ 。 今 日 ア メ リ カ は ，
ア メ リ カ の大学に よ っ て 世界 を 引 っ 張 っ て い る
ん だ と こ う い う 指摘 が で て く る わ け で、 ご ざい ま
〔注12)
す。 こ う い う ふ う に考 え て み ま す と ， 教育 と い
う の は環境に影響 さ れ ま す け れ ど も ， 同 時 に ま
た環境 と い う も の を 動か し て い く ， つ く っ て い
く 源泉で あ る 。 そ の環境を動か し て い く こ と に
よ っ て ， 環境に感化 さ れ る 人間 の 教育を正 し て
い く ， こ の大 き な循環 と し 、 し 、 ま すか， こ こ を 教
育 の 課題 と し て 考 え て おか な けれ ば な ら な い の
だ と い う ふ う に思 う の であ り ま す。
こ う い う 点か ら ， 医療 を 私 な り の っ た な い 勉
強か ら 考 え て み ま す と ， 医療 も ま た 同 じ だ と 思
う の で あ り ま す。 病人 も ま た社会的存在 で、 ご ざ
い ま し て ， 自 然 と 社会 の 両環境か ら 影響 を 受け
て お り ま す。 明 ら か に ， 精神病がふ え る ， 心身
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症 がふ え る と い う の は ， 今 日 の社会環 境 の も た
らす影響 で ご ざい ま し て ， 個人を超 え た あ る 力
が そ こ に働い て お る と い う ふ う に思 う の で ご ざ
い ま す。 ま た ， 水俣病 の よ う な 現実を 見 ま し で
も ， 環 境 の 浄化 な く し て ， 水俣病 の 発生 を 防 ぐ
と い う こ と は お そ ら く は で き な い で あ り ま し ょ
う 。
し た が っ て ， 今 日 の 医学が 当 面 し て い ら っ し
ゃ い ま す医療 の世界は， 病人が生物学 的 な 存在
だ け で は な く て ， 社会科学 的 な 存在 と し て 考 え
ら れ な けれ ば な ら な く な っ て い る 。 患者 の 病歴
を 聞 く に し て も ， 既往症だ け 聞 い て お る の では
い け な い の であ っ て ， 今 日 ど ん な職場で ど ん な
仕事を し て お る か と し 寸 社会環境 を 聞 く こ と が
な けれ ば ， 患者 の 病躯 を 治す， 相談に の っ て い
く と い う こ と が で き な い と い う ふ う に ， 医療を
め ぐ る 社会環境に大 き な 目 が 向 い て お り ま す。
そ し て ， 脳卒 中 を 少 な く す る た め に は ， 地域 く、、
る み で衛生思 想 を 高 揚 さ せ よ う ， あ る い は 検診
を 広 げ よ う ， 血圧 を み ん な では か る よ う に し て
み よ う と い う 生活慣習 の教育問題 に ま で関心が
拡 が っ て お り ま す。 教育 を通 し て 生活習慣 を ど
の よ う に か え る か と い う こ と な く し て ， 地域 の
衛生状態 を 高 め る こ と は で き な い と い う 方 向
に ， 医療 の世界 も 進 ん で お る よ う に思 われ る の
で ご ざい ま す。
栄養改善， 生活改善か ら 進み ま し て ， 健康教
育 へ と い う こ と が医療 の 方 々 か ら 強 く 言 わ れ て
お り ま す。 社会環境を ど の よ う に し て健康な も
の にす る か と い う こ と が， 将 来 の 基 本 的 な 問 題
で あ る 。 こ う し た社会 と い う も の と の か か わ り
で， 医療 と い う も の を考 え ま す と き に ， 当然 の
こ と で ご ざし 、 ま す が， 医 の 倫理 と い う 今 日 言わ
れ て い る 大 き な 課題 に み な さ ま 方 も 当面 し て お
ら れ る と 思 う の で ご ざい ま すO
こ の よ う に考 え て 参 り ま す と ， 教育 と 医療 と
い う こつ の世界は， い ま ま でほ と ん ど医学教育
で し か交わ る こ と が な く て 今 日 ま で き て お る の
で ご ざい ま すけれ ど も ， そ れ ら は と も に ， 個人
生活か ら 社会生活 の全領域 ま でを 支 え て い く 大
き な働 き ， 生活 の 中 に組み込 ま れた 大 き な働 き
と し て ， 両 々 相 ま っ て 人間 の社会活動， 社会そ
の も の を 支 え て し 、 く 共通 の 基盤 で あ る と い う ふ
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う に思 われ る の で あ り ま す。
医療 の 診療制度 の ほ う は ， 学校 の 固 い 構造物
と 比 べ ま す と ， よ り 柔軟 であ り ま し て ， 個人が
あ り ， 開 業 医 が あ り ， 公 の病院 が あ り と い う ふ う
に柔軟性を 持 っ て お り ま す。 ま た ， 教育 の 自 由
と い う こ と で騒 がれ ま し た あ あ い う 問 題 は ， 患
者 が 勝手 に お 医者 さ ん を か え す ぎ る と い う と こ
ろ に ま で 発展 を し て い く わけ で ご ざし、ま す が，
し か し 医療が社会的な活動 と し て 保障 さ れ て
い る と い う ， 社会保障 の側面か ら考 え ま す と ，
教育 よ り は は る か に 大 き な社会保 障 の 思 恵 と い
い ま すか ， そ う い う 社会 の シス テ ム と し て の 構
築 が で き 上が っ て お る と い う ふ う に考 え ま すO
教育費 も 医療費 も 高 く な っ て ま い り ま し た 。
し か し ， 医療費 の 高 い の は ， 社会保障 と し て の
保険経理に負担がかか っ て い く こ と で あ り ま
す。 ですか ら ， こ れは へ ん な 話 で あ り ま す け れ
ど も ， 社会保障， 社会保険 と い う の は ， 医療 の
需要に対 し て ブ レ ー キ を か け る よ う な 役 割 を 今
日 は持 ち は じ め て お る わけ で ご ざい ま す。 し か
し こ の 社会保障制度 は ， 一方 で ブ レ ー キ を か
け な が ら も ， 基本に お い て 医療法 の シス テ ム で
あ る 社会的 な 医療制度， 国 民 に対す る 医療 サ ー
ビ ス を 支 え て ， 医療 の世界 を 社会的に築 き 上げ
て い る の で あ り ま す。 そ の大 き さ は ， 医療費 だ
け を と っ て み ま し て も ， い ま 15兆 円 ぐ ら い に な
っ て お る か と 思 い ま すが， や が て 教育 費 を追 い
抜 く だ ろ う と 思 い ま す。 し か し ， 社会全体を考
え て み ま し た と き に ， 医療費 が ど ん ど ん 重 く な
っ て い く と い う こ と は ， 果 た し て 健康 な 社会 で
あ る か ど う か と い う こ と も ， 社会 と し て は考 え
な け れ ば な り ま せ ん O む し ろ 社会 の 基盤 を支 え
る 活動 と し ま す と ， 医療費 よ り も 教育費 の ほ う
が大 き い と い う こ と の ほ う が健康 で は な い か
と ， 実は私は思 う の で ご ざい ま す。 た だ い ま の
よ う に 日 本 の 教育界が足踏み を し て ， そ し て 医
療 の ほ う は学問 の進歩 と と も に器械 ・ 器材 が 中
間 で 発達を し て ま い り ま す と ， 人間疎外 の 中 で
医療費 の ほ う が大 き く な る と い う ， 社会 の病状
が進む の で は な い で し ょ う か。
そ れ故， 私は ， 教育 と 医療 と が， も っ と 人間
の 存在 の根源に立 ち返 っ て 手 を結ぶ必要が あ る
と 思 L、ま す。 そ う す る こ と に よ っ てーーさ き お
と つ い ， お亡 く な り に な り ま し た 入江 さ ん では
ご ざい ま せ ん けれ ど も ， あ あ い う すば ら し い 人
生 が み ん な の も の に な る よ う な ， そ う い う 将来
を 築 か な け れ ば な ら ぬ わけ で、， そ の た め に ， 個
人 的 な 側面 と し て 考 え た 医療 と 教育， ま た社会
的 な 側面 と し て 考 え ま し た 医療 と 教育 が ， も う
少 し 手 を つ な い で， 将 来 の 日 本 を 考 え る よ う に
し て い く 必要が あ る と 思 う の で ご ざい ま す。
し た がし、ま し て ， 医学 と 医療 と 教育 の接点 と
し て の人材養成 に 当 た っ て お ら れ ま す こ う い う
医学関係 の方 々 か ら ， も っ と も っ と 教育 と 医療
と の輪 を 広 げ て い く ， こ う い う 方 向 に ご 努 力 を
い た だ け れ ば と 思 う の で ご ざし、ま す。
開学十周 年 に 当 た り ま し て ， 最近私 の 考 え て
お り ま す こ と を ， っ た な い こ と ば で 申 し述べ ま
し た 。 ご 参考に し て い た だ く こ と が あ れ ば 幸 い
に 存ず る 次 第 で ご ざい ま す。 あ り が と う ご ざい
ま L tこ。
(注 1 ) 高 山岩男 「教育哲学」 玉川 大学 出版部
(注 2 ) 村井実 「教育」 教育学大事典 第一法規
(注 3 ) 宮原誠一 「教育学 ノ ー ト 」
(注 4 ) ) 1 1 喜 田 愛郎 「病気」 放送教育 開発 セ ン タ
(注 5 ) 福 田 恒存 「教育 と は な にか」 玉川 大学出
版部
(注 6 ) 源了国 「文化 と 人間形成」 教育学大全集 1
巻 第一法規
(注 7 ) 小林登 「 こ ど も は未来で あ る J í続 こ ど も
は未来で あ る 」 メ デ ィ サ イ エ ン ス 社
〔注 8 ) 海後宗臣 教育 の項 教育社会学辞典
(注 9 ) 立川 昭二 「病い と 人聞の文化史」 新潮選
書
(注10) 村岡典嗣 「続 日 本思想史研究」 岩波書庖
(注11) 木村素衛 「国家に おけ る 文化 と 教育」 岩
波書庖
(注12) Clark Kerr "Frantic Race to Remain 
Contemporary"The Contemporary Unive­
rsity : USA edited by R. S. Morriwn 
参考
代表 森 亘 í21世紀へ向 け て の 医学 と 医療」
日 本評論社
加藤一郎， 森島昭夫編 「医療 と 人権」 有斐閣
福武 直， 佐分利輝彦 「明 日 の 医療」 叢書全10巻
中央法規出版
大谷藤郎 121世紀健康への展望」 メ デ ィ カ ル フ
レ ン ド社
日 野原重明 「老い を創 め る 」 朝 日 新聞社
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富 山 県 は 古 く か ら 農業県 で あ っ た が， 反面，
工業立県 を 目 指 し て ， 電源開 発が行われ， 化学
工業等 の 産業が振興 さ れ て き た。 一方， 本県 に
は ま た ， 特殊 な 産業 と し て ， 配置家庭薬産業が
古 く か ら あ っ た こ と は衆知 の と お り で あ る 。 教
育機関 は ， 人 口 100 万に対 し て 比 較的充実 し て
い た が ， 医療福祉 の 面 で は や や 立 ち 後 れ の 感 が
あ っ たO し か し ， 昭和30年代後半， 吉 田 富 山 県
知事 の 時 代， 富 山 県 が新産業 都市 の 指定を 受け
て 以 来 ， 産業 の振興が一段 と 拍車 を か け ら れ る
よ う に な り ， 富 山 県 民 の 総生産 も 急速に伸 び る
に至 っ た 。 こ の よ う な状況 の 中 に あ っ て ， 地域
医療 の 向 上充実 を 目 指 し て ， 医学教育機関設置
の必要性が 叫 ばれ る よ う に な り ， 日 本医 科 歯科
大学構想や富山県立医科大学構想が打 ち 上げ、ら
れた。 し か し 医科大学 と 附属病院 の 開 設 と な
る と ， 莫大 な資 金 を 要す る こ と か ら 進展 を み る
に至 ら な か っ た。 そ の 後昭和47年 田 中 内 閣 に よ
り 一県一医科大 学 の方針 が 打 出 さ れ ， 具体的現
実性を も つ よ う に な っ た。
昭和47年 7 月 ， 国立富山大学医学部誘致期成
同盟会 の名 の も と に ， 中 田 県 知事か ら 次 の 要望
が富山大学長 お よ び各学部 長 に も た ら さ れた。
要 望 書
富山県に お け る 医師不足の解消 と 医療水準 の 向 |
上をはか り ， も っ て成人病 を は じ め と す る 各種疾 J
病対策 ， へ き 地医療対策 ， 救急医療対策 ， 公害対 |
策及び公衆衛生諸事業 の充実強化を期す る た め ，
国立富山大学に医学部をぜひ設置 さ れ る よ う 要望
い た し ま す。
な お ， 受入れ の た め の 諸準備 につ い て は ， 地元
l と し て ， で き る 限 り の協力 を 申 し上げたい と 存 じl ま すの で ， な に と ぞ百万県民 の宿願に応え て ， 昭
和50竿の 開校を期 し ， 昭和48年度予算に こ の創設l 準備費制上 町 す よ う 特段 の 御高配を お願し l
申 し上げ ま す。( 酬47年 7 月 l
国立富山大学医学部誘致期成 同盟会 l 
会長 富山県知事 中 田 幸吉回 | 
当 時富 山 大 学 で は ， 後藤学長 の 時代 ， い わゆ
る 大 学紛争 の 収束期であ り ， 教育研究両面にわ
た る 立 ち お く れ を取 り 戻す の に必死であ っ た。
そ し て 一方 ， 工学部 の五福地区移転問 題 も 十年
来 の重要懸案事項 であ り ， 医学部創設に対 し て
充分 な 対応 が で き な か っ た。
し か し ， 県 は 富 山大学医学部構想 の実現に 向
っ て 具体的検討 を進め る た め 検討委員会を設置
し た の で， こ れに 呼応 し ， 富 山大 学評議会は 大
学独 自 の委員会を設け， 各学部長， 薬学部 では
大浦評議員 が こ れに加 わ り ， 両三度 の 検討委員
会 が も た れ ， 敷地 の視察 も 行 っ た が ， 48年 5 月
段階で， 県側か ら 医学部構想 を 中 断 し 単科医
科大学構想 に切 り 換え る こ と を通告 し て き た 。
他方， 富 山大学薬学部 で は ， 附属和漢薬研究施
設 を 附属研究所に独立昇格 さ せ る こ と と ， 学部
13講座に加 え て 1 4講座 と し て ， 環境衛生分析学
の講座増設を 目 指 し ， 昭和48年 4 月 か ら 積極的
に努力 し て い た の で ， 富 山大 学 と し て は 一つ仕
事が減 っ て ほ っ と し た の が実情で、 あ っ た。
昭和48年 6 月 ， 林学長 が就任 し た こ ろ ， す で
に 医学部設置 の た め の概算要求 の 素 案 が 富 山 大
学事務局 で ま と め ら れ て い た が ， 参考 の た め に
こ れ を県側に 提供 し た。 そ の後 昭和48年 9 月 ，
県 では 国立富 山 医科大学誘致期成同盟会 の も と
に ， 国 立富 山 医科大学準備特別 委員会が置かれ
た。 委員会は ， 金 沢大学， 新潟大学， 千葉大学
の 医学関係教官 で構成 さ れ て い る 。
一科一… l 
国立富山 医科大学準備特別委員会
昭和48年 9 月
国立富山 医科大学誘致期成 同盟会
上記 パ ン フ レ ッ ト の 内 容 に つ い て は省略す る
が ， 地域 の 特色を持たすた め に ， 和漢医薬研究
施設， 環境衛生研究施設 (いずれ も 仮称) を 附
置 す る の が望 ま し い と 記述 さ れ て い る が， 富 山
大 学 と し て は競合す る も の で あ っ た。
し か し幸い な こ と に， 48年 1 2 月 30 日 大蔵省 内
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示に よ っ て ， 和漢薬研究所の設置 と 講座増設が
内 定 し ， 一方県 で要求 し て い た 医学教育機関 の
調査費 が認め ら れた。
49年 6 月 ， 正 式 に富 山 大学附置和漢薬研究所
が 発足 し たO 当 時， 無医大県 よ り 医学教育機関
設置 の 要望 が相 次 い だ こ と か ら ， 新設医大 は そ
れ ぞ れ の地域 の特徴 を 生か し た も の を優先す る
と の 国 の方針 に よ り ， 富 山 医科薬科大学構想 が
急浮上 し て き た。
7 月 5 日 富 山大学部局長懇談会が開催 さ れ ，
林学長 か ら 富 山 医科薬科大学構想 に つ い て ， 薬
学部 ， 和漢薬研究所 の 意 向 が 問われた。 7 月 1 1
1 林学長， 山 崎学部長， 安岡 事務局長は 文部
省、 に 出 頭 し ， 医科薬科大学へ の転換につ い て 種
々 協議 し た 。 そ の後 ， 薬学部 ， 和漢薬研究所両
教授会で審議 を 重ね る と と も に ， 学外 の薬学関
係者 と も 協議 し ， 合意 を 得た。 7 月 26 日 ， 薬学
部 ・ 和漢薬研究所合 同教授会 に お い て ， 1富 山
医科薬科大 学」 創設に参加す る 方 向 で努 力 す る
こ と が 決定 さ れ 7 月 3 1 日 ， 富 山 大 学臨時評議
会 に お い て 「富 山 医科薬科大学」 構想 が了 承 さ
れ た 。
当 時 の 経緯 と 構想 に つ い て 次 の資料を掲載す
る 。
学園ニ ュ ー ス 富山大学No.15
昭和49年11月 富山大学発行
国立富山 医科薬科大学 に つ い て
学長 林 勝次
「富山県に 国立医学教育機関が設置 さ れ る こ と が
正式に決定 し た の は ， 昭和49年度創設準備費が国会
で、予算化 さ れた48年度通常国会期末の 昭和49年 4 月
であ っ た。 こ れは ， 無医大県か ら 脱却 し た い と 念願
す る 富山県か ら 提 出 さ れた医科大学設置 の要求に よ
る も の であ っ た。
昭和42年以来、 富山県は ， 医学教育機関設置の方
針を た て て ， 積極的な活動を展開 し て き た が ， 当
時 ， 富山大学では学 内事情が き わめ て 困難 な と き で
あ っ た の で ， こ れに 関 す る 具体的な運動につ い て は
ほ と ん ど県 当 局 に お い て 行われて い た。 そ の 後 ， 47 
年 6 月 富山県か ら 富山大学医学部設置の 要 望 も あ
り ， 本学 と し て は こ れを正式に取 り 上げ る こ と に な
り ， 評議会 内 に 医学部設置検討小委員会を設けて 検
討す る こ と と な っ た。 しか し な が ら ， こ れは工学部
の五福移転計 画 と 競合す る 結果に な る 点が憂慮 さ れ
る む き も あ り ， 10年来 の 懸案で あ っ た工学部移転が
優先 さ れ る べ き であ る と の有力 な意見 も 学 内 に あ っ
た こ と は否定で き な い。
国立医学教育機関設置の早期実現を 望 む 富 山 県
は ， 48年 6 月 に至 り ， 政府 の 医大新設方針におけ る
医科大学優先への転換に応 じ て ， 国 立富山大学医学
部 と し て の誘致か ら 国立富山 医科大学誘致へ と 方針
を切 り 替え ， そ の 受け入れ態勢を 固 め た い の で ， こ
の 趣 旨 を 了 承 の う え 引 き 続 き 誘致実現に協力 し て ほ
し い と 大学へ要請 し て き た。
こ の よ う な事情か ら 富山大学 と し て は ， 48年度当
初 ， 後藤前学長 の任期満了 直後の評議会 に お い て ，
昭和49年度医学部創設準備費の概算要求を し な い こ
と につ い て ， 特に異論 も な く 承認 さ れた。 それ と 同
時に ， 前記の設置検討小委員会 も 解散 さ れ ， 概算要
求書 も 作成段階半 ばに し て 棄却 さ れた。
昭和48年12月 末， 昭和49年度国立医学教育機関創
設準備費が計上 さ れ ， 昭和49年 3 月 ， 従来 の 慣習 に
基づ き文部省か ら 富山大学が準備大学 と し て そ の 創
設準備 に 当 た る よ う に依頼 さ れた。 私 と し て は ， か
ね て よ り 医薬共存は 自 然の 姿 であ り ， 薬学部 の飛躍
的発展を期す る と と も に ， 和漢薬研究所 も 治療部門
を 備 え る べ き だ と い う 将来計画を かねて よ り 持 っ て
お り ， 薬学部を も っ 国立14大学の う ち ， 富山大学を
除 く 他の大学に はすべて 医学部が併置 さ れ て い る 現
状か ら も ， 医学部創設の 希望を捨て切れず ， 富山大
学医学部 と し て の設置に転換す る こ と につ い て ， 再
三にわた り 文部省に要請を続けて き た。 こ の要請に
よ っ て ， 本年 6 月 下旬 ， 文部省 に お い て ， 薬学部等
の将来を考慮す る な ら ば ， 医学部構想の ほ か に も ，
医科薬科大学構想 の ご と き が考え ら れ る と の弾力 的
な意見の交換が な さ れた。 又 ， 宮山県及び地元関係
者 と し て も 地域医療 の観点か ら 単科医科大学構想 の
ほかに医科薬科大学構想につい て も 考慮す る よ う に
な っ た も の と 思jつれる 。
一方 ， 本年度創設準備費のついた他の 4 大学は単
科医大 と し て の創設準備を進め て お り ， 富山大学だ
けが医学部 と し て構想す る こ と は ， 極め て難 し い状
況 に な っ て き て いた。 7 月 11 日 に ， 改 め て 文部省か
ら 医科薬科大学構想、につ い て の示唆が あ り ， こ れを
検討す る こ と に し て ， ま ず当事者であ る 薬学部及び
和漢薬研究所の意 向を打診 し た。
薬学部及び和漢薬研究所では ， 懇談会 ， 教授会を
経て 7 月 26 日 ， 医科薬科大学創設に参加す る 方 向 で
努 力 す る こ と の 意思決定を し た。 こ れを う け て ， 評
議会は そ の 意 向 を 承認 し た も の であ る 。 評議会 と し
て は ， 徹底的審議を尽 し た と は い え ぬか も し れ な い
が ， す で に 昭和50年10 月 間学が予定 さ れて い る 関係
か ら ， やむを え ぬ も の が あ る と し て 承認 さ れた も の
であ る 。
薬学部 と 和漢薬研究所を富山大学か ら 切 り 離す こ
と は本学 と し て は遺憾な こ と であ る が ， こ れは薬学
部 ， 和漢薬研究所教授会の決定に 基 づ く も の であ
り ， こ れに よ っ て将来の拡充発展が望 ま れ る も の で
あ る こ と を考え る と き ， 分離はやむを え ざ る も の と
いわねばな ら な い 。
富山県に お け る 国立 2 大学が ， 全 く 無関係の大学
では な く ， 富山大学 と そ の分身 と し て の医科薬科大
学 と し て 密接な連絡 ， 提携を保 ち ， 学問 ， 研究 の協
同 の 場を拡げて い く ばか り で な く ， 教職員 の交流等
も 将来 の 問題 と し て 考 え る べ き であ る 。
さ ら に ， 富山大学に お け る 工学部の五福移転 ， 文
理学部改組 ， 経済学部 の貿易学科新設 ， 教育学部 ，
教養部の整備充実 ， 大学院 の設置等 ， 大学 の 当 面す
る 問題に取 り 組 ん でいかねばな ら な い。
大学には種 々 の 困難 な 問題が 山積 し て い る と き ，
富山大学教職員学生の か た が た の ご理解 と ご協 力 を
お願い す る も の であ る 。」
学園ニ ュ ース 富山大学NO.15
昭和49年1 1 月 富山大学発行
医科薬科大学創設参加 につ い て
薬学部長 山 崎 高廃
「数年来政府が ， 最近10年の 高度経済成長 の ひず
み に よ る さ ま ざ ま の社会的矛盾に対す る 反省 の上に
立 っ て ， 人間尊重 と 福祉社会建設 の一環 と し て ， 一
県一医科大学 の 構想を打 出 し た こ と は ， 歓迎すべ き
政策 と いわね ば な ら な し 、 。 こ の こ と は ， あ たか も ，
明治に入 っ て政府が近代 国家の形成を 目 指 し て ， 西
洋 の文物 ， 政治行政 の仕組み ， さ ら には ， それ ま で
の 漢方医学に代わ り ， 西洋医学を導入す る た め ， 文
教政策 のーっ と し て ， 東京法科大学や東京医科大学
を 創設 し た の と 同様の意義を有す る も の であ る 。 こ
の よ う に し て ， 今回富山県に も 医学教育機関が創設
さ れ る に際 し て ， 薬学部が医薬一体 と す る 真 の 総合
性 と 協力態勢を充実 さ せ る た め ， あ え て 医科薬科大
学 の 創設に踏み き っ た も の であ る 。
我が 国 の 国立大学は従来総合大学 の 構想を採用 し
て き た と こ ろ が多 く ， 戦後新制大学が ， 教育 の 民主
化 と 機会均等を基本姿勢 と し て 発足 し た と き も ， 複
合大学 ま た は連合大学構想、を も っ て 出 発 し たが ， こ
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れ も ま た政府の文教政策で、あ っ た。 し か し ， いすやれ
の 場合 も ， 真に学問教育 の総合性 に お い て ， 突 の あ
る も の が あ っ た て、あ ろ う か。 例 え ば ， 戦前東京帝 国
大学医学部は ， 医学科 と 薬学科 と か ら な り た っ て い
た が ， 両者は 同一学部にあ り な が ら ， 真 の 医 と 薬 と
の 総合性 ， 協力態勢が築かれて い た と は 言 い難い の
で は な か ろ う か。 こ の こ と は ， 殆 ん どすべ て の 大学
に共通 し て 言 え る こ と であ り ， 某 々 大学では ， 理学
部 と 工学部 と が ， あ る い は医学部の基礎 と 臨床が仲
が悪い と か し 、 う よ う な こ と は ， 度 々 開力通れ る こ と で
あ る 。 そ の よ う な わけで ， 医 と 薬 と を と っ て み る
と ， そ の 総合性 ， 協力態勢の欠如が ， やが て は ， サ
リ ド、 マ イ ド奇型児 ， ス モ ン病につ ら な っ て い な い と
は ， 断言 で き る であ ろ う か。
数年来各大学が過去いわゆ る 大学紛争を経験 し ，
それぞれ の 改革案が 出 き れなが ら も ， 大学 自 治 の根
幹 を な す も の は学部の 自 治 であ る と い う 思想、が貫か
れ る 限 り に お い て は ， し ば し ば ， 学部の利害が先に
立 ち ， 総合性 の実を期待す る こ と が困難であ る 現実
も 無視で き な い こ と を理解 さ れた い 。 私は実地調査
の た め 来県 し た与野党国会議員 の文教委員 の 諸氏 に
も こ れ ら の こ と を 申 し上げた の で、あ る が ， 十分 の理
解を得た も の と 思 う 。 真 の 総合大学 と は ， 単に学部
の数が多 く な り ， 大学が マ ン モ ス 化す る こ と では な
く ， 突 の あ る 総合性が教育研究 の両面 に お い て 具体
的に発障 さ れて こ そ総合大学であ り ， 薬学部は ， こ
の よ う な深い反省 の も と に ， 真 の 医 と 薬 と の協力態
勢 の 実現を 目 指 し て ， 医科 薬科大学の創設に参加す
る こ と に決 した。 さ ら に一地方に， 小 さ い な が ら も ，
二つ の 国立大学が設置 さ わし相互に啓 発 し あ う こ と
は ， 将来両大学が一層 の充実発展す る に必ず よ い影
響を与 え る も の と 信 じ る 。
薬学部が医科薬科大学 の理念 と し て 渇 げたい こ と
は次の如 く であ る 。
本来 ， 医学 と 薬学 と は車 の両輪 と も い う べ き ， 極
め て 親近な学問の領域であ り ， 特に今 日 ， 医 と 薬 と
の学際的教育 と 研究 の推進充実を図 る こ と は ， 直接
人類の福祉にかかわ る 緊急な課題であ る と 考 え ら
れ ， 併せ て ， 富山大学和漢薬研究所は ， 従来 の 西洋
医薬に対す る 補完的役割を果たすばか り で な く ， 医
と 薬 と の架け橋的存在 と も な り 得 る と 信 じ ， こ の
際 ， 富 山 に 国立医科薬科大学を創設す る こ と は ， 医
薬それぞれ の主体性を発障 し な が ら ， な おかつ ， 上
述 の 学際的教育研究を推進す る にふ さ わ し い環境を
与 え る も の と し て ， そ の 意義は深い と 考 え る 。
以上 の よ う な理念を建学 の精神 と し て ， 我 々 は ，
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富山県に お け る メ デ ィ カ ルセ ン タ ー と し て の 医科薬
科大学 の創設に参加す る こ と に努 力 す る と の意思決
定を し た の で、あ る 。 薬学部 と 和漢薬研究所が ， 富山
大学か ら 切離 さ れ る こ と は ， 富山大学 と し て は遺憾
な点 も あ る が ， それに よ っ て ， 富山大学の 総合性が
失われ る と は考 えた く な い。 それ よ り も ， 先述の 如
く ， 二つ の大学が存在す る こ と に よ っ て ， 互い に啓
発 し あ え る な ら ば ， 両大学に と っ て一層 よ い結果が
期待で き る と 信 ず る 。 何 と ぞ富山大学 の 全教職員 ，
学生の 皆 さ ん の ご理解を得たい も の であ る 。」
学園ニ ュ ース 富山大学No.l5
昭和49年1 1 月 富山大学発行
和漢薬研究所につ い て
和漢薬研究所長 大浦 彦吉
「わが 国 に お い て は ， 従来 ， 外か ら の影響を重要
視 し ， 外国文化に対 し て 異常な 関心を示す反面 ， 日
本 固 有 の 問題や 日 本人 自 身 の 内発的な創造的活動 に
対 し て ， 偏見や先入観か ら し ば し ば軽視 さ れ る こ と
が 指摘 さ れて き た。
明治以来， すべて の学聞が欧米 の基準で理論づけ
ら れ ， 体系化 さ れ ， そ の枠の 中 に入 ら な い も の は捨
て 去 ら わし て き た傾向があ る 。 そ の た め 自 然科学 の分
野で も 明 治期 に お い て 大 き な 断絶が形成 さ れた と い
っ て よ い で あ ろ う 。
最近 ， 西欧合理主義の行 き づ ま り と と も に ， 日 本
の 伝統的な文化の再発見の動 き が各方面で見 ら れ る
よ う に な っ て き た。
医薬品 の面で も ， サ リ ド マ イ ド に よ る 衝撃的事件
を発端 と し て ， 多 く の医薬品に よ る 副作用 ， 薬害 の
影響が大 き な社会問題 と な っ て い る 。
和漢薬は ， 大部分は古 く 中 国 か ら 伝 来 し た も の
で ， 西欧医薬学 の大幅 な導入に至 る ま で ， わが 国 の
治療の主流を な し て き た。 そ の 問 ， 名 実 と も に和漢
薬 と す る 努力 が 行われ ， 同化 さ れて き た 薬 剤 であ
る 。 華岡青洲に よ る 麻酔薬 の研究な ど は そ の代表的
な も の であ ろ う 。
し か し ， 明 治以 来 ， 和漢薬そ の も の の 製剤や処方
は続け ら れ て き た に も かかわ ら ず ， 欧米で問題 に な
ら な い故か ， 一般に学会では和漢薬の評価や学問的
意義の追求が忘れ去 られて き た の であ る 。
こ の よ う な傾向に対 し て ， I和漢薬は何故に今 日
で も か な り 多 く の量が使用 さ れて い る の か 。」 と し 、 う
疑問か ら ， さ ら に そ の 治療効果を発揮す る の は ， ど
の よ う な メ カ ニ ズ ム に よ る の か。 こ の経験的薬物を
科学的に解明すべ き であ る と い う 目 的か ら ， 昭和38
年 ， 薬学部に附属和漢薬研究施設が設置 さ れた。
以来 ， 1 1年を経過 し 5 部門 と な り ， 本年 6 月 7
日 ， 和漢薬に関する 全国 で唯一の 国立研究機関 と し
て 附置研究所が認め られた の で、あ る 。
こ の 間 ， 昭和42年 よ り 毎年和漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム を
開催 し ， 本研究所は ， わが国に お け る 和漢薬研究 の
近代化に関 し て 中心的役割を はた し て き た の であ
る 。 し か し ， 研究は未だそ の緒につ い た ばか り であ
っ て ， 今後一層 の努力を要す る 。
ま た ， 本研究所は和漢薬 の研究に最 も 重要な臨床
治療部門を欠いて お り ， 富山 医科薬科大学の F付属病
院に期待す る と こ ろ が極め て大 き い と いわねばな ら
な い。
今後， 臨床治療診療部門 と の接点を発展 さ せ ， 西
洋医学 ， 東洋医学を 包含 した新 し い医学薬学の進展
と ， 医療に貢献す る こ と を 目 標 と し て 努 力 し た し 、 と
考 え て い る 。」
そ の後 8 月 6日 に 国 立富 山 医科薬科大 学協
力 会が設立 さ れた。 ま た ， 国立富 山 医科大 学誘
致期成 同盟会 が 当日 開催 さ れた 総会に おい て 国
立富 山 医 科薬科大学誘致期成 同盟会 と 名 称 を 変
更 し 8 月 23 孔 設置につい て の 要望 書 を 関 係
各 省 に 提出 し た。
第 3 回
国立富山 医科大学誘致期成同盟会総会
と き 昭和49年 8 月 6 日 午前10時30分
と こ ろ 富 山 県 民 会 館 401号室
国立富山 医科大学誘致期成 同盟会
財団法人国立富山 医科薬科大学
協力会設立総会
と き 昭和49年 8 月 6 日 午前10時
と こ ろ 富 山 県 民 会 館 401号室
財団法人国立富山 医科薬科大学協力 会
殿要 望 書
ぜひ と も ， 昭和50年度予算に国立富山医科薬科
大学の創設費を計上の う え 同年10月 に関学を 図 っ
て い ただ く よ う 格段の 御配慮、を願 い た い。 ，
富 山 県
国立富山 医科薬科大学誘致期成同盟会
さ ら に ， 昭和49年 8 月 16 日 付 を も っ て ， 文部
大 臣裁定に基づ く 富 山大学国立医学教育機関 創
設準備室が 発足 し ， 林 勝次創設準備委員長，
平松 博準備室長 ， 小林 牧， 山 崎高底， 大浦
彦吉 の 各準備委員 が 発令 さ れた。 委員会 が活動
を 開始 し た の は 9 月 で あ る が， 10月 末， 文部 省
よ り 創設準備委員会に対 し ， 富 山 医科薬科大 学
の 検討課題 と し て 次 の こ と が 提示 さ れた。
1 医科薬科大学創設の理念
2 医科薬科大学 の 教育 の 目 標
3 医科薬科大 学 の 基本構想 ( ア カ デ ミ ッ ク
プ ラ ン 〉
4 医科薬科大 学 の 教育研究組織
(1 ) 医学部， 薬学部， 和漢薬研究所， 附属
病院， 一般教養
(2) 学部 に か わ る 研究組織等
5 管理運営組織
参与， 副学長， 学部長等
6 医学部 ， 薬学部等 の 教育研究組織
一医薬一体又 は 医 薬の 境界領域 の 教育研
究組織 の あ り 方一
(1) 医学部 の講座編成
大講座制の採否
(2) 薬学部 の 講座編成
(3) 薬学関 係 の 臨床部 門 の講座又は研究部
門編成
7 一般教育
(1 ) 教養部設置 の有無
(2) 設置 し な い 場合 の担 当教官 の は り つ け
(3) 一般教育教官 の 富 山 大 学か ら の 移籍
(4) 一般教育 の カ リ キ ュ ラ ム
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8 専門教育
(1) 医学 の カ リ キ ュ ラ ム 何 年 一 貫 の 採
否)
(2) 薬学 の カ リ キ ュ ラ ム
(3) 医薬一体 の特色 を し 、 か す カ リ キ ュ ラ ム
9 附属病院
(1 ) 診療科， 中診等附属病院 の 全 体 構 想
一大学附属か学部附属か一
(2) 診療科 の あ り 方一薬学 の 臨床部 門 と の
関係一
(3) 薬学 の 臨床部 門 の位置づけ
(4) 薬剤部 の あ り 方
10 大 学院 医学 ・ 薬学研究科
(1) 医学 の大学院
(2) 薬 学 の大学院
( 3 )  大学院 の 教育研究組織←研究所 と の 関
係-
1 1  地域 と 大学 の 関係←聞かれた大 学 の あ り
方， 関連教育病院， 地域医療， 副学長， 参
与詰u (性格論， 法的根拠)
(1) 地域医療 と の 関係
(2) 地元薬業界 と の 関 係
1 2  薬学部， 薬学大学院及び和漢薬研究所 の
設置廃止 の年次計画
13 薬学部 ， 和漢薬研究所分離後 の 富 山 大 学
の 将来構想
1 4  開 学 ま で の ス ケ ジ ュ ー ル
以 上 の 検討課題を め ぐ っ て ， 創設準備委員 会
で は ， 数回 に わ た り 会議 を 開 催 し ， 文部省 と 十
数度 の協議 を 経て ， 50年 1 月 末 ま で に 開 学 に必
要 な 基本的骨格 を定め ， 基本構想 が 出 来あ が っ
7こO
昭和50年 4 月 2 日 ， 改 め て 文部大 臣 裁定 に よ
っ て ， 平松教授 が富山 医科薬科大 学創設準備室
長事務取扱 と な り ， 富 山 大学経済学部 内 旧 図書
館 の 一角 に創設準備室が置かれ， 50年 4 月 22 日
法律が公布 さ れた。
改 法
正 国 律 国
す 立 第 御 立
る 学 園 二 学。 校 立 十 昭 名 校
設 学 七 和 設
置 校 号 五 置
法 設 十 御 法
r-- Î置 年 の
昭 法 四 璽 ー
和 の 月 部
二 一 二 を
十 部 十 改
四 を 二 正
年 改 日 す
法 正 る
律 す 法
第 る 律
百 法 を
五 律 内 こ
十 日生j こ
号 総 に) 理 公
の 大 布一 臣 す
部 る l
を 三
次 木 l の
よ 武 | 
う 夫 | 
官， 基礎医学担 当 教官 の研究室 が中部高校旧校
舎 (芝 園町〉 に設置 さ れ， 新入学生を こ の 仮校
舎 で迎 え 1 年間講義実習 を行 っ た。
仮校舎 の 中部 高校旧校舎 に は 十分 な ス ペ ー ス
が な か っ た た め ， 暫定校舎 の富 山県立総合衛生
学 院 に暫定臨床研究室が設置 さ れ， 医療担 当 の
副 学長室， 臨床教官研究室， 事務室 が こ こ に お
かれた。 昭和5 1年 4 月 発令の臨床担 当 の教官は
内科， 外 科 ， 産婦人科 の教授， 助教授計 6 名 で
あ っ た。
昭和52年 4 月 ， 杉谷地区に講義実習棟， 福利
厚生棟 が完成 し ， 中部高校旧校舎か ら移転 し た
が ， 県立総合衛生学院 の暫定臨床研究室 は そ の
ま ま 継続 し こ こ に附属病院創設準備室 が設置
三Jù
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一富
山医
科薬科大学
一「
富山大学
富山県
文理学
部
教育学部経済学部薬学部工学
部
に改め
る。
こ こ で， 文部 大 臣裁定が二度 出 さ れ て い る こ
と は 注 目 に あ た L 、 す る 。 す な わ ち ， 49年 8 月 の
裁定は ， 1"富 山県 に設置 さ れ る 医学教育機関 に
関 す る 文部大臣裁定」 であ り ， 50年 4 月 の そ れ
は ， 1" 富 山 医 科 薬科大 学に関す る 文部大臣裁定」
で あ っ て ， 宮 山 医科薬科大学創設が本決 ま り に
な っ て ， 初 め て 裁定 が 出 し 直 さ れた の で あ る 。
教官人事 も 比較的順調 に進み， 内定者 も 決定
し 昭和50年 10月 1 日 ， 富 山 医科薬科大学開学
と と も に ， 平松 博学長 ， 小林 牧副学長， 山
崎高庭副学長 が発令 さ れ ， 富 山 県立総合衛生学
院 (富 山市西長江) 教育棟 1 階に暫定校舎が置
ヵ 、れた 。
暫定校舎 で は ， 富 山 医科薬科大学 教 育 研 究
棟， 附属病院 お よ び附属図書館を始め と す る 諸
施設 の配置等 が検討 さ れ ， 別 記 の 各種委員会 が
発足 し た 。
ま た ， 新入学生受入れ の た め 入学試験管理委
員会 の も と に ， 富 山大学教官 の 協 力 を 得 て 入学
試験実施 の 準備 も 順調 に推移 し ， 5 1年 3 月 ， 医
学部 は県立富 山 中部高校， 薬学部 は 富 山女子短
期大学に お い て 入学試験を実施 し ， 合格 者 205
名 を 発表 し た 。
昭和5 1年 4 月 1 日 ， 事務局，
を
L 
さ れ7こO
昭和53年 3 月 末 ， 杉谷地区 に待望 の 医学部研
究棟が完成 し た こ と に よ り ， こ の 暫定臨床研究
室 は 廃 止 さ れ， 開学以 来 2 年有余に し て ， ょ う
や く 基礎 ・ 臨床共に杉谷地 区 に 集 中 し た 。 次 い
で54年 2 月 附属病院完成 。 3 月 に事 務 局 管 理
棟 @ 薬学部研究棟 @ 共 同利用研究棟お よ び 附属
図書館が完成 し た 。 薬学部教官は ， 富 山大学薬
学部 か ら年次計画 に し た が っ て ， 昭和51年度か
ら 毎年， 逐次 3 講座 4 講座， 5 講座， 2 講座一般教育担 当 教
の 計 1 4講座が移籍 し た。
54年 10月 に は大学附属病院 が開 院 ， 55年 3 月
に は和漢薬研究所研究棟が完成 し ， 5 部 門 が移
行 し た。 こ れ に よ り 富 山大学か ら の 移転が完了
し こ こ に大 学 の全容が整 っ た。
な な ， 紙面 の 関係上， 学科 目 ・ 講座 ・ 診療科
等 の 開 設 に つ い て は 資料編 (年譜〉 を参照 さ れ
7こ し 、 。
最後に富 山 医科薬科大学協 力会に 感 謝 し た
L 、 。
昭和49年 8 月 ， 中 田 富 山県知事 を 発起人 と し
て 「財 団 法人国立富山 医科薬科大学協 力会J が
県 ， 市町村お よ び政財界 の熱意 に よ り 発 足 し
た。
そ の 目 的は 富 山 医 科薬科大 学 の 創設準備 に必
要 な 施設 ・ 設備 の 整備 ， 図書 の購入， そ の 他 関
連事業 の推進 と ， そ れ に 要す る 資金 の募金活動
で あ っ た。
創設準備事業 の 円 滑 な 推進 に は ， こ の 協 力会
の全面 的 な協力 ， 支援に よ る と こ ろ が大 き い も
の で あ っ た。
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協 力 会 の 事業概要は 次 の と お り で あ る 。
l 募金活動事業
(1) 期間
昭和49年 9 月 1 日
~ 昭和53年 3 月 3 1 日
(2) 対象
県 内企業団体等
(3 )  募金額
569 ， 460千 円
2 実験実習用器具 お よ び 図 書 の 購入事業
(1) 実験実習用器具 1 ，  669点
(2) 図 書 10 ， 958点
3 そ の 他 の環境整備事業
特別 高圧電気引 込工事等各種環境整備
4 教職員用 暫定住宅 の借上げ事業
こ の よ う に ， 県 民 の 願い を こ め て で き た我が
大 学 で あ る こ と を銘記 し て ， 教育 ・ 研究 ・ 医療
に遇進 し て こ そ ， 地域 の福祉に奉仕す る こ と が
で き る 唯一 の 道 で あ る こ と を忘 れ て は な ら な
し 、 。
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創設準備に あ た っ て
平
山
大
( 可 会 ) 田
松
キ本
j事
崎 高
博 ( 学 長 )
収 ( 冨Ij 学長 )
光 ( 副 学長 )
謄 ( 教 授 )
( 前副 学長 )
i甫 彦 吉 ( 教 授 )
( 前和 漢薬研究所長 )
辺 正 英 ( 教 授 )
田 辺 : 本 日 は ， お 忙 し い と こ ろ ご 出 席 い た だ き ま し
て あ り が と う ご ざ い ま す 。 本学 L い よ い よ 1 0
月 1 0 日 に 「施 設竣工， 附属病 院 関 院 記 念 式典 を
行 う こ と に な り ま し た 。 開 学 以 来 4 ・ 5 年 で こ
の 杉 谷 の キ ャ ン パ ス も 大変 立 派 に 仕上 リ ま し た 。
こ の 問 先生方 に は ご 苦労 を い た だ い た の で す が，
記録 に 留 め た い こ と ， ご 苦心 さ れ た こ と を 含 め
て ， 大学 の 創 設 を め ぐ る 問 題 あ る い は 将 来構想
に ま つ わ る お 話 を し て い た だ き た い と 思 い ま す 。
最初 に ， 医学教育 機 関 創 設 と L 寸 基 本 的 な 構
想 は ， 昭和42年 頃 か ら 県 の 段 階 で 出 て ま い り ま
し て ， 関学 は ， 昭和 50年 1 0 月 で ご ざ い ま す が，
それ以前 に創 設準備委員会の段階， 準備室の段階が
あ る わ け です。 き ら に 全 国 的 な 医科大学構想、の う ち
か ら ユ ニ ー ク な 医科薬科大学構想、がで き あ が っ た
わ け で大変 ご苦労 の 多 い 構想、 で あ っ た と 思 う の で
す 。 基本構想、 を ま と め ら れ る ま で の 経過 を ま ず
学長 か ら お 話 を し て い た だ き ま す 。
平松 : 私 が， こ の 問 題 に つ い て 聞 い て お り ま し た こ
と は 49牛 6 月 頃 に ， 富 山 に は 国
立 の 医科薬科大学 が で き る と い
う こ と で そ の H寺 ，点 で は ど ん な 庁3
で で き る の か と い う こ と は 間 い
て お り ま せ ん で し た が， 7 月 の
終 り に 富 山 大学 の 林学長 さ ん か
ら お 電話 が あ り そ の 構 想、 を 聞 い た わ け で す 。
山 時 : 県 で は ， 昭 和40年 代 の 初 め か ら ， 日 本海医科
大学 あ る い は 単科の 医科大学 な
ど い ろ い ろ 話があ っ た ら し い の で
す が， 47年 に 県 の 財政 で は と て
も 無理 と い う こ と で医学部 を つ
く っ て ほ し い と 申 し 入 れ が あ っ
た の で 医学部設 置 の た め の 特別
小委員 会 を つ く ろ う と い う こ と で 富 山 大学評議
会 に は か っ た の が 後藤学長 の 時代 で， そ れ で 各
学部長 に 話 し か け ， 薬学部 の 場合 l土 大浦先生 が
評議員 で あ っ た の で， 各学部長， 薬学部 の 方 で
は 大浦評議 員 で小委員 会 を つ く っ て い た だ い た
の で す 。 こ れ が 48年 3 月 頃 の 段 階 で あ り ま し た 。
田 辺 : 学長 が就任 さ れ た と き に は ， す で に キ ャ ン パ
ス は 宇多 谷 に i夫 ま っ て い た の で し ょ う か 。
平松 : 決 っ て い で か な り 具体 的 で し た が48年 4 月 段
階 で は 医学部構想 で し た 。
山 崎 : 48年 度 の 段 階 で富 山 大学評議 会 内 の 小委 員 会
で は 医学部構想 で し た 。 県 の 公室長 も 入 っ て 検
言す し ま し た が ま と ま り ま せ ん で し た 。 し ば ら く
し て 単科 の 医科大学 に す る と い う こ と で こ の 小
委員 会 は解散 さ れ ま し た 。 こ れカ守本学長就任 の 直 前
の 48年 5 月 の 段階 で し た 。
田 辺 : 学長 が， 準備室長 に 請 わ れ た 段 階 で は 医学部
と 薬学部 と の 医科薬科大学 に な る と 確定 し て い
た の で し ょ う か 。
平松 : 確定 し て い た と 思 う ん で す が，
イ蒲 に か か り ま し た 。
田 辺 : 準備室の 前の段階では い ろ い ろ
相談 を受け ら れ た の で し ょ う ね。
平松 : 49年8月 に 室長 になって からて、す九
田辺 : 小林先生 は ・ ・ 。
小林 : い っ し ょ で し た 。
そ の 方 向 で準
山 崎 : 自 民党 の 文教委員 の 間 で は ， 単 科の 方 が良 い
と の こ と で単科医大 と し た か っ た の で は な い で
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し ょ う か 。
小津 : 全 国 的 な 医科大学 を つ く る と い う 構想 に 対 し
て 薬学部 を 組み 入 れ た ， 医学 と
薬学 を a体化 す る と い う 大学 を
つ く ろ う と し た の は ， 自 然発生
的 な も の か 強 力 な 推進 力 が ど こ
か に あ っ た の で す か 。
山 崎 : 48年 頃 に 県 の 方 か ら 医学部構想、 の 申 し 入 れ が
あ っ た の です 杭 富山大学工学部の五福移転問 題
を か か え て い た の で 医薬大構想 が生 ま れ て き た
の は 49年 で す ね 。 こ れ に は ， 外部特 に 県， 文部
省上層 部 の 意 向 が 強 く ， 49年 7 月 中 旬 以 降 の 段
階 で， も し薬学部が参加 し な い の な ら ， 富 山 医科大
学 は 後廻 し に す る と の 文部 省 の 意 向 で あ っ た よ
う で す 。
田 辺 : 全 国 で医科大学構想、 が 出 て き て ， 1 県 1 医科
大学 と な っ た ん で す が， 富 山 大学 の 薬学部 が い
っ し ょ に や る と い う の は ， 小林先生 が協 力 大学
と し て の 重 要 な ス タ ッ フ に な ら れ た 時 点 で ど の
干呈度話 が あ っ た で し ょ う か 。
小林 : 全 然、 な か っ た て、 す ね 。
山 崎 : 49年 7 月 段 階 に 薬学部教授会 で ， 積極的 に 参
加 す る 方 向 で努 力 す る こ と に な っ た が， こ の 時
の 薬学部， 和 漢薬研究所 は ま さ に ， 清水 の 舞 台
か ら 飛びお り る 気持であ り ま し た 。 勿論， 協力大学
の 先生方 と は 接触 し て い な い わ け で す 。
小 j華 : 医科薬科大学構想、 に 対 し ， 具体 的 に は い ろ い
ろ あ っ た と 思 う ん で す が。
山 崎 : そ の 当 時， 49年 4 月 段 階 で は 医科薬科大学構
想、 は 無 か っ た わ け で， 文部 省 に ， 「薬学部 が あ
っ て 医 学 部 の 無 い の は 高 山 大学 だ け だ が， 新
た に 医科大学 が で き る と そ れ と 薬学部の 関 係 を
ど う 思 う か 」 と き か れ た こ と が あ り ま す が， 「急
に そ ん な こ と を い わ れ て も ， 県 の段階 で は 医干ヰ大
学 方 針 で や っ て い く と い っ て い る の で… - ・ 」 と
の こ と だ っ た の で， 特 に 意 見 を は さ む 余 地 が あ
り ま せ ん で し た 。
司辺 : 気運 が 出 て き た の は も っ と 後 に な る と 思 う ん
で す が， 福 井医科大学 と 競合す る と い う こ と か
ら ， 今迄 の 基盤 あ る い は ， 高 山 大学 の 薬学部 と
和 漢薬研究所 を 生 か し な が ら 福井 よ り も 先行 し
よ う と し た の で は な い で し ょ う か 。
平松 : 室長 に 発令 さ れ て ま も な く ， 林学長 か ら 正 式
に 「 医科薬科大学 で 準備 し て い る 」 と 話 し が あ
り ま し た 。
山 崎 : 49年 5 月 に 県 の 坂本公室長 か ら ， 文部省 あ る
い は 県 レ ベ ル で の 構想 と し て ， 医科薬科大学 に
し た ら ど う か と い う 意向があ る こ と を き き ま し た c
田 辺 : 49年 8 月 16 日 に 平松先生 が室長 に ， 小林先生
が 準備委員 に 発令 さ れ た わ け で す が。
山 崎 : 第 1 回 の 打合せ は 49年 9 月 3 日 で す ね 。
大浦 : そ の さ き に ， 概算要求 の 関 係 か ら ， 7 月 の 評
議 会 で薬学部， 和 漢薬研 究所 が
富 山 大学 か ら 医科薬科大学 に 将
来移管 さ れ る こ と が 決定 し て い
ま す 。 ま た ， 杉谷地区 は 医学部
構想、 の 小委員 会で， 二 ・ 三現地 を
視察 し :最良 の 地 で あ る と 決定 し
て い ま し た 。 さ ら に ， 医科薬科大学構想、 は 意 見
と し て 学 内 に も あ り ま し た し ， ま た メ デ ザ カ lレ
セ ン タ ー と し て 統合 し よ う と し た わ け で す 。
田 辺 : と こ ろ で， 準備室長， 準備委員 も 決 ま り い よ
い よ 教官 の 採用 ， い ろ ん な 構想
を つ く ら な け れ ば な ら な い t支F皆
に 入 っ た わ け で す が， 薬学部，
研 究所 に つ い て は 富 山 大学 か ら
切 り 離す と い う と こ ろ に 問 題 が
あ っ た ろ う と 思 い ま す 。 医学部
に つ い て は ， 教官 を 集 め る の に 新設医科大学 と
競合す る の で大 き な 苦心 が あ っ た と 思 い ま す が。
小林 : 基本構想 を つ く る の に 苦労 し ま し た 。 教官集
め は 翌年 に 入 っ て か ら で し た 。
田 辺 : 他 の 医科大学 の こ と も 参考 に さ れ て ， カ リ キ
ュ ラ ム の こ と や教養課程 を お か な い 一 貫教育 と
い う ふ う な こ と も . . . ・ 。
小林 : そ う で す 。 文部省 か ら 各医科大学 は 何 か 特徴
を 出 せ と い う 注文 が あ り ， 医科薬科大学 と し て
教育 ・ 研究面 で お 互 い に 協 力 す る こ と ， 附属 病
院 は 医学部附属 で は な く 大学附属 と し ， 医学部
と 薬学部 の 接 点， ま た 和 漢薬研究所 と 医学部の接
点 と す る と い う 構想、 に 達 し ま し た 。 さ ら に ， ー
つ 研 究 テ ー マ を 出 せ と い う こ と で本学 は 医薬一
体 で す か ら ， 当 時 の 文部大 臣 が 「薬害」 と い う
言葉 を 使 っ て 薬害 の 撲 滅 を う た っ て ほ し い と の
こ と か ら 医 原 性病 態 の 研究 を 特徴 に し ま し た 。
山 崎 : 構想 の う ち に は ， 医 原性病態研究 セ ン タ ー と
い う の も あ り ま し た 。
田 辺 : と こ ろ で 関 連病 院 と し て 県 立 中 央病 院 が決 ま
り ま し た が， そ の 協 力 体制l は ど う い う 形 で く ま
れ る よ う に な っ た の で し ょ う か 。
小林 : 初 め か ら 大体決 っ て い た よ う で， 関 連 病 院 が
が な い と で き な い ん で す ね 。 100 人 を 教 育 す る
に は ベ ッ ド が800 い る ん で す 。 ベ ッ ト を 600 に
し ぼ っ て 200 は 関 連病 院 で 臨床教育 を 行 っ て そ
の 4 分 の l 程度 は 実施 し て 戴 く と い う こ と で す
ね 。
田 辺 : 医学部 で は な く 大学附属 と い う ユ ニ ー ク な 病
院 で， 薬学部 と 和 漢薬研究所 を 含 め て 医学部 と
共 同 し て 行 う 治療 に つ い て は ど う い う ふ う な 構
想、 で 考 え ら れ て い た ん で し ょ う か 。
大 浦 : 富 山 大学 の 研究摘 設の 時代 か ら ， 臨床研究部
門 を 強 く 要望 し て い た の で す が， 接 点 と し て こ
ん ど で き る 大学 の 臨床部 門 と タ イ ア ッ プ し て ゆ
け ば研 究 も 非常 に 発 展 す る ん で は な い か と 考 え
た わ け で す 。
山 崎 : そ う い う 意 味 で 「特殊 診療部」 と し て 「 和 漢
診療 部」 を 要求 し た の も 構想、 の +一 つ で す ね 。
大浦 : 結 果 と し て 和 漢 診療主 と し て 認 め て く れ て い
る の で は な い か と 考 え ら れ ま す が。
小湾 : 将 来 の ヒ ジ ョ ン の 問 題 と し て ， 大学病 院 で 医
療薬学 と い う こ と か ら 市 民 に 寄 与 で き れ ば， ま
た 薬の 安 全性 が確立 で き る よ う な 教育， 医原 性
疾 患 の 治療 に 参加 で き る よ う な 新 し い 分 野 の 教
育 ， 研 究 を 推進 し て ほ し い と 思 い ま す 。
田 辺 : 一般教養 に 関 す る 問 題 と し て ， 他 の 大 学 で は
か な ら ず L も そ う で は な い ん で す が 3 学期市IJ
を と る こ と に な っ た の は 構想 の 論理 か ら 出 て き
た も の で し ょ う か 。
山 崎 : そ の と お り ， 他の 大学 を 参 考 に 一 貫教育 を 行
う た め に 3 学期制 を 構怨、 と し ま し た 。
田 辺 : 現在 ---骨量教育 の 問 題 あ る い は 3 学期制 と か
か ら み あ っ て 多 少 の 問 題 が 出 て く る の は 今 ま で
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昔 の 総合大学 の 医学部 と 薬学部 の 流れ と 新構想、
の 医薬 大 と の 流 れ が つ な が っ て い る よ う な 形 に
な っ て い る か ら で し ょ う か 。
山 崎 : 単科大学の 例 を み る と 一般教養課程， 教養部
と い う も の は 無 い の で す が， 一般教養 は 一般教
養 と し て の 考 え を も っ て や っ て い る の で す ね 。
田 辺 : カ リ キ ュ ラ ム の 問 題 と し て 単科 の 医科大学 で
す と 比較 的 ー般教育 の 先生 を 選 ぶ 際， 医学部の
カ リ キ ュ ラ ム に 結 び っ く よ う に や り た い と い う
考 え が 出 て く る ん で す が， 医学部 と 薬学部 が あ
る た め， あ る程度 一 般 教育 の 独 立性 を も た せ た い
と い う 構 想、 が あ っ た と 思 う ん で す が。
平松 : ー般教育 の あ り か だ と し て ， 医 と 薬 は 非常 に
jiJ: い 頒 域 で す か ら 講義の 内 容 も そ れ に jiJ: つ、 け る
よ う に し て ， 先生 も そ う い う 人 を ， ま た そ れ に
近 い よ う な 人 を 選 ん だ と 思 い ま す 。
田辺 : 医学部 の 教 宮 の 問 題 に つ い て， 出 身 の 各大学
の そ れ ぞ れ の 1虫 白 十主 が あ り ま し て た か な か 高虫干日
し に く い と い う 問 題 が世 間 で は L 、 わ れ て い る ん
で す が， 新 し い 大学 を つ く る に あ た っ て は ， ど う
い う 苦心 を き れ た の で し ょ う か 。
小林 : 苦心 と い う よ り も ， 医学部 の 教官 を 選 考 す る
Jj言合 に は 1 人 で あ ろ う が 3 人 で あ ろ う が 必 ず 公
募 し ま す 。 全 国 的 に 公 募 し た 中 か ら 融和 や 専攻
を }jJ春、 し て iき ん だ わ け で す 。 し た が っ て 初 め か
ら ど こ の 大学 を ど う の と い う こ と は な か っ た で
す ね 。 要 は ， 業績 と 人柄 で す ね 。
田 辺 : 大学 に よ り ま し て は 教官選 考 に つ い て ， 時 間
が な か っ た の で非 常 に 苦心 を し た と き い て い ま
す が 。
山 崎 : 50年度 の 予 算 が 決 ま っ た あ と で な い と 公 募 が
で き な い ん で す ね 。
小林 : 公 募 は 4 月 か ら で し た 。
大 浦 : 締 切 り は 5 月 1 0 日 たず っ た と 思 い ま す 。
山 崎 : 間 学 は ， 50年 10 月 で す が， 5 1 年 4 月 に " 't- 生 を
受 け 入 れ る と き は 医学部 は 8 講座 で し た 。 し か
し ， 30 講座 全 部 の 先生 を 決め る 必要 が あ っ た た
め 時 間 的 余裕 は た か っ た で す よ 。
田 辺 : 薬学部の 場合， 最終的 に は と う だ っ た ん で し
ょ う か 。
山 崎 : 積極的 に 参加 す る 方 向 で 努 力 す る こ と に は な
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っ て い ま し た が， 最終的 に 参加 を 教授 会 で議決
し た の は 50年 1 月 24 日 で し た 。 3 ， 4 ， 5 ， 2 
講座 の 年次移行計画 で ， 和 漢薬研究所 は 53年度
lこ 一 度 に 移行 し ， 同 時 に 大学院 を も 発 足 さ せ る
予 定 で し た 。
平松 : 50年 4 月 1 日 で正 式 に 医科薬科大学 と す る と
い う 大 臣裁定 が 出 て い ま す ね 。
田辺 : 薬学部 の 決議 に 対 し ， 富 山 大学全体の 同 意 を
f与 な け れ ば な ら な か っ た と 思 う ん で す が 。
山 崎 3 週 間 し か な か っ た う え ， 対外的 な 理解 を 得
る 必要 も あ り ま し た 。
田 辺 : そ れ で は ， 関 学 し ， 発 足 し て か ら あ ら わ れ た
問 題 と し て ， 大学院設置 の こ と に つ い て ・ ・
山 崎 : 53年度 か ら 2 専攻 で 発 足 さ せ る 予 定 で し た が
そ の た め に は ， 薬学科 ・ 製 薬化学科 に そ れ ぞ れ
6 講座 が 必要 な ん で 薬学科 の 2 講座 を 最終年 次
に 移行 す る こ と に し た わ け で す 。 50年 当 時， 医
学部 は ， 30講座 あ っ て も 1 専 攻 だ か ら 薬学部 で
も 1 専 攻 と し た い と 考 え て い た の で す が， 14講
座 も あ る た め 既成概 念 が働 い て 2 専 攻 と 考 え ら
れ て い た わ け で す 。 と こ ろ が， 5 1 年 に な っ て ，
文部 省 か ら 医療薬科学 な ら 医学部 と タ イ ア ソ プ
し た 福祉医療 を 中 心 と し た 大学院 で必 ら ず し も
2 専攻 に し な い で1 4 講座 も 1 0大講座制 に し た ら
ど う か と い っ て き た わ け で す 。
田 辺 : い ま の 講座古1] は 大学院 と の か か わ り が あ っ て
の 話 で す か 。
山 崎 : そ う で す 。 そ れ で 51 ， 52年 度 は 2 学科 で 学生
を と っ た わ け で す 。
田辺 : と こ ろ で、 和 漢薬研究所 が遅れ た の で す が， 最
初 か ら 遅 れ る こ と に ・ -
大浦 : 学生 の 教育 が優先 き れ ま す し ， 研究所 の 移 管
は53年単年度 で い け る と い う こ と で し た 。
山 崎 : し か し ， 大学院 を つ く る に は 研究所 は 必要 な
ん で す ね 。
田辺 : 医学部 と も 関 係 が 深 い ん で す か 。
山 崎 : 学部大学院方 式 で す が， 研究所 や 医学部の 先
生 方 の 協 力 を 得 な さ い と い っ て る わ け で， 小林
先生 に お 願 い し て 医学部 は ま だ 完成 し て い な い
ん で す が53年度 に 発 足 す る ま で に 来 ら れ る 先生
に お 原長 い す る こ と に な っ た わ け で す 。
田辺 : 医学部 か ら 薬学部 に 協 力 を し て 行 く と い う こ
と で ， あ る 意 味 で は 現実 に プ ラ ス に な っ て い る
面 も あ る ん で す が将 来 の 問 題 と し て は ど う で し
ょ う か 。
山 崎 : 医学部 は 6 年制 で す が， 大学院学生 が講義 を
受 け て く れ る ん で心 配 は し て い な い ん で す 。
田 辺 : 技術的 な 問 題 は 解決 し て い (t る と 思 う ん で す 。
そ こ で こ れ か ら の 問 題 と し て 大 き い の は キ ャ ン
パ ス の 問 題 な ん で す 。 37万m' も あ り 他 の 単科大
学 に く ら べ て キ ャ ン パ ス は 大 き い と は 思 っ て て
い た ん で す が， 実 際的 に は 今 は 殆 ん ど 一杯 で あ
る と い う 形 な ん で す 。 今後 の 問 題 と し て ， キ ャ
ン パ ス を 大 き く し な け れ ば な ら な い こ と ， 本 学
を 中 心 と し た 地域の 総合計画 を 解 決 し な け れ ば
な ら な い と 思 う ん で す が ， 今 後 の こ れ か ら の 見
通 し と い い ま す か ， 要望 と い い ま す か ， こ こ の
と こ ろ を 学長 い か が で し ょ う … ・
平松 : 要 す る に 土地の取得の 問 題 で す が， さ ら に ，
必要 と は 思 う ん で す が と り あ え ず 完 成 を 急 い で
県 ・ 市， 地域 に 貢 献 で き る よ う に し な け れ ば な
ら な い と 思 い ま す 。 日葺 想 と し て は い ろ い ろ あ る
ん で す が ， 例 え ば医療短大 の 問 題 で す が先 発校
の 例 も あ り い ろ い ろ 考 え て 行 か な け れ ば な ら な
い と 思 い ま す 。
田 辺 : そ う い う こ と に な り ま す と 、 今 ま で 県， 市 民
全体 か ら 全面 的 に 協 力 し て い た だ い た と 思 い ま
す が， き ら に そ の み か え り と し て 池域医療 に 対
す る 医療 セ ン タ ー の 意 味 で病 院 の 特色 と し て こ
れ ま で の 医科大学 ， 医学部 と ち が う と こ ろ が あ
り ま し た ら 。
小林 : 地 域 医 療 だ け で な く ， 学 生 の 実 習 の 場 と し
て 工場 の 従業員 の 検診 が あ り ま す 。 第 一 の 特 色
と し て ， 特殊薬剤部 と し て の 和 漢 診療 室 が あ り
ま す 。 今迄 の 生 薬 と い う よ り 一 歩 出 た 商 洋科学
的 あ る い は 現在 の 薬学的， 医学的 な 解析 を 加 え
た も の と し た い と ，思 っ て い ま す 。
田 辺 : 一 見 し た と こ ろ 附属病 院 の 機構 な ど がす ば ら
し く 感 じ ら れ る ん で す が， 他 の 大学 と く ら べ て
い か が で し ょ う か 。
小林 : 予 算， 人 員 と も に 他 の 大学 と 全 く i亘] じ な の で
す が， 地方 県 の 中 核病 院 と し て の 機能 を 発揮す
る た め 中 央診療部 の 拡充 を 第一 に 重 点 と し て お
り ま す 。
田辺 : 薬学部， 研究所 に 対 し 附属病 院 と し て こ う あ
っ て ほ し も 、 と い う こ と は … … 。
小林 : 薬害 で す ね 。 薬害 を 未 然、 に 防 ぎ ， 予知 す る と い
う こ と で薬剤部 に 研 究部 門 を 設 け て い ま す 。 他
の 大学 と ち が う 特色 を 出 す よ う に し て お り ま す
の で予 算， 人 員 の 拡充 が望 ま れ る わ け で す が，
実績 を 挙 げ る こ と も 必要 な こ と で し ょ う 。
田辺 : 医学部の 定 員 増， 大学院， 医療短大 の 設置計
画 は ・ ・
小林 : 将 来計画 に は あ り ま す 。
田 辺 : 話 は ち が い ま す が， 海 外 と の 交 流 ま た ス リ ラ
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ン カ な ど か ら 研究協力 の 要望 が あ り ま す が ・ ・ ・ 。
山 崎 : な る べ く 交 流， 協 力 を し た い と 考 え ま す 。
田 辺 : 学長， 今後 の 方 針 と し て … … 。
平松 : 最初 に 苦心 し て 作 っ た 構想、 あ る い は 予 想通 り
に は 行 か な か っ た と 思い 、 ま す が， 方 針 に 沿 っ て
今 後 と も 発 展す る よ う 富 山 県 民 に 支 え ら れ て ，
伝 統の あ る 大学 と し た い と 考 え て い ま す 。
田 辺 : 本 日 は 長 時 間 に わ た っ て ， 当 面 す る 問 題， 創
設 ま で の い き き っ ， 苦心 な ど い ろ い ろ 話 し 合 い
を い た だ き ま し て ， こ れ か ら の 進 む べ き 方 向 等
に 多 大 の 示 唆 が え ら れ た こ と と 思 い ま す 。
ど う も あ り カτ と う ご ざ い ま し た 。
「学園だ よ り 」 第 5 号 よ り 転載 (54. 10. 1 )  
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第 3 節 評議会 ・ 教授会
評 議 会
昭和5 1 {F 6 月 23 日 第 5 回 お よ び 7 月 1 4 日 第 6
回 医学 部 教授会 な ら び に， 昭和 5 1 年 6 月 1 6 日 第
3 回 お よ び 7 月 7 日 第 4 回 薬学部教授会 にお い
て ， r 富山医科薬科 大学評 議会規則 (案〉 が
審議 ， 承認 さ れ た 。
昭和5 1 年 9 月 10 日 第 l 同富山医科薬科大 学評
議会 が平松学長 ， 小 林 & 山11時 の 而 副学長， 須藤
@ 松 田 @ 矢野 (医学 部 ) 増 同 G 田 辺 d 木村 (薬
0 富 山 医科薬科大学評議会規則
第 1 条 国立大学の評議会に関する暫定措置を定め
る規則 (昭和28Óf文部省令第11号。 以下 「省令」
と L づ 。 〕 に基づき ， 白山医科薬科大学に許宗長会を
置 く 。
第 2 条 評議会は， 次の各 写 に掲げる評議員を も っ
て組織する 。
( 1 ) 学長
(2) 副学長
(3) 各学部長及び研究所長
(1) 各学部の教授 各 3 名
(5) 附属凶書館長
2 ñíJ項第 4 りーの評議員は ， 各"'f:古[)の教授会におい
て当該学古[)の専任教授の う ちか ら選出する 。
第 3 条 第 2 条第 1 項第 4 号の評議員の任期は， 2 
年 とする 。 ただ し 有il欠の評議員の任期は， 前任
者の任JQJの残余の期間 とする 。
2 rìíj項の評議員は， ↓ザ任さ れる こ と がで き る 。
3 ;g 1 J'l:lの評議員は， 任期が満了 した場合におい
て も ， 新たに評議員が任命される ま では， 同項の
規定にかかわ らず引 き続きその職務を行 う 。
第 4 条 評議会は， 学長の諮問に}，t� じて次の各 けに
掲げる事項を審議する 。
( 1 )  学則その他重要な規則の制定改廃に関する事
項
(2) 予算概算の方針に関する事項
(3) 学部， 学科その他重要な施設の設置廃止に閑
学 部 ) の 会評議員 全 員 が 出 席 し て 開 催 さ れ た 。
当日 の 主 な 審 議事項は 次 の と お り で あっ た 0
0 昭和5 1年度 当初子 算配分案につい て
。 国家公 務員 の週休二 日 制 の 試 行 :こ っ t 、 て
O 評議会定例 開 催 日 程 に つ い て
。 校主主 につい て
な お ， 第 2 同 以 降 の 定例評議会は 毎 月 第 4 金
11111 日 の 1 4 日午か ら 開11長 さ れ て い る 。
する事項
(4) 人事の;JJ;i1þlに関する事項
(5) 学生定員に関する !事項
(6) 学生の厚生補導及びその身分に関する 重要事
項
(7) 学部その他の機関の連絡調整に閲する事項
(8) その他大学の運営に関する重要事項
2 評議会は， 前項に掲げる事項のほか ， 教育公務
員特例法 (昭和24年法律第 1 号) の規定に よ り そ
の権限に属せ しめ られた事引を取 り 吸 う 。
第 5 条 学長は， I評議会を招集 し， そ の 議 長 と な
る 。
2 学長に事故がある と き は， あ らか じ ゐ学長の指
名する副学長が議長の職務を代行する 。
第 6 条 評議会は， 評議員の 3 分の 2 以 Iーの 出席が
なければ議事を閃 く こ と ができ ない。
2 議決を要する事項については， 出席評議員の過
半数でjた し 可否同数の と き は， 議長の決する と
こ ろに 土 る 。
第 7 条 議長l土 ， 必要に応 じ評議員以外の職員を詳
議会に出席させる こ と ができ る 。
第 8 条 評議会の庶務は， 事務)寸に お い て処 理す
る 。
附 員IJ
こ の規則は， 昭和51年 8 月 l 日 か ら施行する 。
附 貝IJ
こ の規則は ， 昭和53年 6 月 27 日 か ら施行する 。
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産学部教授会
昭和5 1年 4 月 1 4 日 ， 中部高校 旧 校舎 に お い て
医学部専門教授懇談会 を開催 し ， 医学部諸規程
そ の 他学部 の運営に 関 す る 意思決定機関 を早急
に 確立す る 必要 が あ る と い う 意 見 が 出 さ れ た。
ま た ， 学級担任制を設け る こ と が 了 承 さ れた。
昭和5 1年 4 月 28 日 ， 暫定校舎に お い て 医学専
門教授打合 せ会を 開催。 議事 と し て 「医学部教
授会組織に つ い て j が と り あ げ ら れ， 次 の試案
が 提 出 さ れた。
(1) 医学専門講座教授 お よ び一般教育学科 目 担
当責任者 で構成す る 「拡大教授会 」
(2)教授 の み を構成員 と す る 「教授会 」
以 上 2 本立て と し 教員 の人事お よ び予 算 に
関 す る 重要事項 に つ い て は (2) の 教授会で審議す
る 。 な お ， 医学専 門分野 に限 っ た議事が あ る 場
合 は 打合せ会方式を と る 。
以 上 の試案に つ い て 種 々 審議 の結果， こ の試
案 を 骨子 と し て 次 の よ う な 案 が決定 さ れ た。
(1)教授会は 学部長 ， 教授 お よ び学科 目 担 当 の
責任者を も っ て 組織す る 。 た だ し ， 教官 の人事
な ら びに予算に関す る 重要 な 事項 に つ い て は学
部長 お よ び教授を も っ て 構成す る 教授会 で審議
す る 。
(2)教授 の選考に あ た っ て は ， 一般教育 な ら び
に 専 門 教育 に お け る そ れ ぞ れ の分野に所属す る
教授を も っ て 構成す る 会議 で審議 し ， 教授会が
こ れ を 了 承 す る も の と す る 。
こ の 打合せ会 に 引 き つ づ き ， 医学部教官打合
せ会が開催 さ れた。 こ こ で前記 の決定案につ い
て 審議， 異議 な く 承認 さ れた。 な お ， こ の 打合
0 富 山 医科薬科大学医学部教授会規程
第 1 条 学校教育法第59条 の規定に基づ き ， 本学部
に教授会を置 く 。
第 2 条 教授会は， 医学部及び附属病院の 専任の 教
授 (薬剤部 の教授を除 く 。 〉 を も っ て組織す る 。 た
だ し 教授会が必要 と 認め る 場合は， 学科 目 担当
の 助教授 (当該学科 目 担当 の 教授が欠け て い る 場
合に限 る 。 〕 を加 え る こ と がで き る 。
第 3 条 教授会は， 次の事項を審議す る 。
(1) 学部教員及び附属病院教員 (薬剤部教員を 除
ぜ会に お い て ， 教授会員相互 の 親睦 の た め の 水
曜会が発足 し た。
以 上 の 医学部専門教授打合せ会， 医学部教官
打合せ会 を 経 て ， 同 日 引 き 続 き 第 l 回 医学部教
授会が開催 さ れた。
主要な議事は以下 の と お り で あ る 。
1 ) 助手 の採用 に つ い て
昭和5 1年度医学部助手定員 3 名 の う ち ， 細菌
免疫学講座助手 l 名 の採用 に つ い て 審議 ， 承
三刃防仏、。
2) 早急に開催を迫 ら れ て い る 次 の 委員会委員
の 選 出 。
施設整備委員， 教務委員， 病院創設委員 ， 献
体委員。
3) 毎 月 ， 第 2 ， 第 4 の 水曜 日 に教授会 を 開 催
す る こ と を 決定。
昭和5 1年 5 月 1 2 日 ， 第 2 回 医学部教授会が 開
催 さ れた が こ こ で議題 と し て と り あ げ ら れ る 筈
で あ っ た教授会規則 は未 だ事務局 に て 検討 中 で
あ る の で ， 次 回 の教授会 に提案す る 旨 説 明 が あ
り 了 承 さ れた。
昭和5 1年 5 月 26 日 ， 第 3 回 医学部教授会 を 開
催。 事務局 よ り 医学部教授会規程案及び 問属参
考案が配布， 説 明 あ り ， 審議 の結果， 施行 日 を
昭和5 1年 4 月 28 日 と し て 原案通 り 承認。 こ こ に
お い て 現行 の 教授会規程 が成立 し た 。 こ の 規程
が前記の 医学部教官打合せ会に お い て 決定 し た
案 と 異 っ て い る 点は予算の審議 に学科 目 担 当 の
助教授 の 参加 を認めた こ と で あ る 。
く 。 〕 の 人事に関す る 事項
(2) 学科， 講座， 学科 目 及び教育研究施設の設置
廃止に関す る 事項
(3) 教育課程の編成に関す る 事項
(4) 学生 の入学及び卒業の認定に関す る 事項
(5) 学生の成績に関す る 事項
(6) 学生団体， 学生活動及び学生生活に関す る 事
項
(7) 学生の賞罰に関す る 事項
(8) 予算に関す る 事項
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(9) そ の 他学部の教育， 研究及び運営に関す る 重
要事項
第 4 条 教授会は， 学部長が招集 し そ の 議長 と な
る 。
2 学部長に事故が あ る と き は， 学部長の指名す る
教授が議長の職務を代行す る 。
第 5 条 教授会は， 毎月 第 2 水曜 日 及び第 4 水曜 日
を定例開会 日 と す る 。 ただ し， 学部長が必要 と 認
め る と き ， 又は構成員 の 3 分の 2 以上の 者か ら要
求が あ る と き は， 臨時に開 く も の と す る 。
第 6 条 教授会は， 構成員 (外国 出張 中 の 者 を 除
く 。〉 の 3 分の 2 以上の 出席が なければ， 議事を 開
き 議決す る こ と がで き ない。
2 議事は， 出席者の過半数の 同意 を も っ て 決す
る 。
3 教授の 人事に関す る 事項の審議及び表決に は，
助教授は加 わ る こ と がで き ない。 こ の場合にお い
て ， 第 l 項に規定す る 構成員数及び前項に規定す
る 出席者数には助教授を含め ない。
第 7 条 学部長は， 必要に応 じ構成員以外の職員を
出席 さ せ る こ と がで き る 。
第 8 条 教授会の 庶務は， 事務局で処理す る 。
附 則
こ の規程は， 昭和51年 4 月 28 日 か ら施行す る 。
附 則
こ の規程は， 昭和53年 7 月 13 日 か ら施行す る 。
附 員IJ
こ の規程は， 昭和54年 8 月 24 日 か ら施行 し， 昭和
54年 5 月 9 日 か ら適用す る 。
附 則
こ の規程は， 昭和58年 2 月 25 日 か ら施行す る 。
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薬学部教授会
昭和5 1年 5 月 19 日 第 l 回薬学部教授会が開催
さ れた。
山 崎学部長事務取扱 よ り 挨拶 と 報告事項 の 説
明 が あ っ た あ と 審議 が進め ら れた。 当 日 の 主 な
審議事項 は 次 の と お り で あ っ た。
0 各種委員会委員 に つ い て
0 富 山 医科薬科大学薬学部教授会規程
第 1 条 学校教育法第四条に基づ き ， 本学部に教授
会を置 く 。
第 2 条 教授会は， 学部長並びに専任の教授， 助教
授及び講師を も っ て組織す る 。 ただ し 教員 の採
用及び昇任に関す る 事項につい て は， 学部長及び
専任の教授を も っ て構成す る 教授会で審議す る 。
2 前項の教授会には， 附属病院 薬剤部 専 任 の 教
授， 助教授及び講師を加 え る こ と が で き る 。 ただ
し， 同項ただ し書の教授会につい て は， 専任の教
授 の み と す る 。
第 3 条 教授会は， 次の事項を審議す る 。
(1) 学部教員及び附属病院薬剤部教員 の 人事に関
す る 事項
(2) 学科， 講座， 学科 目 及び教育研究施設の設置
廃止に関す る 事項
(3) 教育課程の 編成に関す る 事項
(4) 学生 の入学及び卒業の認定に関す る 事項
(5) 学生の成績に関す る 事項
(6) 学生団体， 学生活動及び学生生活に関す る 事
項
(7) 学生の 賞罰に関す る 事項
(8) 予算に関す る 事項
(9) そ の 他学部の教育， 研究及び運営に関す る 重
要事項
第 4 条 教授会は， 学部長が招集 し そ の議長 と な
る 。
施設整備委員会， 学生委員会， 教務委 員
会 等 の 各委員 の 選 出 O
0 各種委員会規定 に つ い て
施設整備委員会規程 ( 案) ， 病院創設委員
会規程 (案) ， 薬学部教授会規程 (案)
2 学部長に事故が あ る と き は， 学部長の指名 す る
教授が議長の職務を代行す る 。
第 5 条 教授会は， 毎 月 第 1 水曜 日 及び第 3 水曜 日
を定例開会 日 と す る 。 ただ し， 学部長が必要 と 認
め る と き ， 又は構成員 の 3 分の l 以上の者か ら要
求 が あ る と き は， 臨時に開 く も の と す る 。
第 6 条 教授会は， 構成員 (外国 出 張 中 の 者を 除
く 。 〕 の 3 分の 2 以上の 出席が なければ， 議事を 聞
き 議決す る こ と が で き ない。
2 議事は， 出席者の過半数の 同意を も っ て 決す
る 。 ただ し 可否同数の と き は， 議長が こ れを 決
す る 。
第 7 条 学部長は， 必要に応 じ構成員以外の職員を
出席 さ せ る こ と がで き る 。
第 8 条 教授会の 庶務は， 事務局で処理す る 。
附 則
1 こ の規程は， 昭和51年 5 月 19 日 か ら施行す る 。
2 第 2 条ただ し書の教授会にかか る 第 6 条 の 適用
につい て は， 当分の間， 同条第 1 項 中 1 3 分の
2 J と あ る の は 1 4 分の 3 J と ， 同 条 第 2 項 中
「過半数」 と あ る の は 1 3 分の 2 以上」 と それぞ
れ読み替え る も の と す る 。
附 則
こ の規程は， 昭和53年10月 27 日 か ら施行す る 。
附 奥IJ
こ の規程は， 昭和54年 8 月 24 日 か ら施行す る 。
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和 漢薬研究所教授会
昭和53年 6 月 19 日 第 1 田和漢薬研究所教授会
が 開 催 さ れた。
平松研 究所長事務取 扱 よ り 研究所長 が 発令 さ
れ る ま で の 問 ， 難波教授 に議長 代行 の指名 が あ
0 富 山 医科薬科大学和漢薬研究所教授会規程
第 1 条 寓山医科薬科大学学貝IJ第1 1条の規定に基づ
き ， 富山医科薬科大学和漢薬研究所に教授会を置
く 。
第 2 条 教授会は， 所長並びに専任の教授， 助教授
及び講師を も って組織する 。 ただ し ， 教員の人事:
に関する事項については， 所長及び専任の教授を
も って構成する教授会で審議する 。
第 3 条 教授会は， 次の事項を審議する 。
(1 ) 教員の人事に関する事項
(2) 研究部門及び研究に関する施設の設置廃止に
関する事項
(3) 諸規則の制定及び改廃に関する事項
(1) 予算に関する事項
(5) その他研究及ひ、運営に関する重要事項
第 4 条 教長会は， 所長が招集 し そ の 議 長 と な
る 。
2 所長に事故があ る と きは， 所長の指名する教授
が議長の職務を代行する 。
り ， 報告事項 の説 明 が あ っ た あ と ， 次 の 事項 が
審議 さ れ た 。
。 和漢薬研究所規程 (案) ， 和漢薬研究所
教授会規程 (案)
第 5 条 教授会は， 毎月第 2 ;J(曜 日 及び第 4 火曜 日
を定例開会 日 とする 。 ただ し 所長が必要 と認め
る と き ， 又は構成員の 3 分の l 以上の者か ら要求
がある と き は， 臨時に聞 く も の とする 。
第 6 条 教授会は， 構成員 (外国出 張 中 の 者を除
く 。 〕 の 3 分の 2 以上の出席がなけ れ ば 議 事を開
き ， 議決する こ とができ ない。
2 議事l土 ， 出席者の過半数の同 意 を も って決す
る 。 ただ し 可否同数の と き は， 議長が こ れをiJと
す る 。
第 7 条 所長は， 必要に応じ構成員以外の職員を出
席 さ せる こ と がで き る 。
第 8 条 教授会の庶務は， 事務局にお い て 処 Jlíiす
る 。
附 貝IJ
こ の規程は， 昭和53年 6 月 2í 日 か ら施行 L ， 昭和
53年 6 月 lí 日 か ら適用する 。
附 則
こ の規程は， 昭和54年 4 月 1 日 か ら施行する 。
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第 4 節 大学 の 敷地 と 古墳
大学敷地 内 の 遺跡群
富山市考古資料館主任学芸員 藤 田 富士夫
大 学 の建つ杉谷台地には ， 旧 石器時代 (約 I
万 3 千年前) か ら 中世 (約 600 年前〕 に か け て
の遺跡が あ り ， 大 学建設前 の 昭和49年に概要を
知 る た め の調査 が行われた。 そ の 後今 ま で 当 台
地 に は ， 旧 石器 時代遺跡が 3 ， 縄文時代遺跡が
3 ， 古墳時代遺跡が 1 1 ， 奈 良 ~平安時代遺跡が
1 ， 中世 ( 1 4世紀〕 遺跡が 2 で， 合 計20遺跡 の
存在 が知 ら れ て い る 。
大学建設 に あ た っ て は ， こ れ ら の 文化財 を破
壊 し な い よ う に 留 意 し て 施設 の配置が行われ，
多 く の遺跡は も と の ま ま で保存 さ れ て い る 。 そ
こ に は ， 遺跡 と 大学 と が ， 一体化 し た環境作 り
が意識 さ れ て い る 。 大 学 の 南東 お よ び 南西側，
す な わ ち 富 山 平 野 に面 し た 台地縁辺 に は 豊か な
緑 を 見 る こ と が で き る 。 こ の緑地帯が保存 さ れ
て い る 遺跡 ゾ ー ン と 重 な っ て い る 。
こ れ ら の遺跡 の 中 で も 特色 の あ る の は 古墳 時
代遺跡 で， い ずれ も 古墳が初め て 作 ら れた こ ろ
の 「古墳発生期J (約 1600年前〉 に 属す る 。
古墳は ， 北東か ら 南西 に ， 10号墳 ( 方墳 ) ，
9 号墳 (方墳) ， 8 号墳 (方墳 ) ， 三 番 塚 古 墳
( 円墳 ) ， 二番塚古墳 ( 円墳 ) ， 一番塚古墳 (前
方後方墳 ? ) ， 5 号墳 (方墳) ， 7 号墳 ( 方 墳)
4 号墳 (四隅突 出 型方墳 ) ， 6 号墳 (長方墳) と
い っ た順 に立地す る 。 お た が し 、 に 100- 150 メ ー
ト ル の 間 隔 を お い て 営 ま れ ， い ずれ も 富 山 平野
を 見 お ろ す台地縁辺 に あ り ， こ の平野を勢力基
盤 と し た 首長墓 と み る こ と が で き る 。 こ こ で
は ， 方境系 の多 い こ と が注 目 さ れ る 。
方墳は ， 出雲地方に主流を も ち ， 特に 日 本海
沿岸に集中 的に形成 さ れ て い る 。 な か で も ， 杉
谷 4 号墳 に み ら れ る 四隅突 出 型方墳は ， 山 陰地
方独特 の古墳であ る 。 そ れ が遠 く 離れた越中国
に 出 現 し て い る の であ る 。 政治的， 祭記的権力
者 で あ る 首長 の墓が 山陰 の 墓制を採用 し て い る
の は ， 両地域 間 の政治的結びつ き を 示す。
ま た ， こ の 4 号墳 の 前面 に は 杉 谷 A 遺跡が あ
り ， 方形周 溝墓が営 ま れ て い る 。 棺 を お さ め た
墓壌 の ま わ り を 溝 で方形 に 区画 し た も の で， 全
部 で 17基 が発掘 さ れ て い る 。 中央に 1 基 の大 型
墓 を 有 し ， ま わ り に 3 � 4 基 の小型墓を配 し た
も の が三群か ら 成 る 。 集 団 内 に厳然 と し た身分
差 の 生 じ て い る こ と が う か が え る 。 副 葬 品 に
は ， 素環万大 万 や ガ ラ ス 小玉 が あ り ， こ れ ら は
北九州 か ら も た ら さ れた も の と み ら れ て い る 。
杉 谷古墳群 は ， 越 中 国 の 古代国家形成 の 一 時
期 に ， 日 本海を ル ー ト と し て 山 陰や北九州 の 勢
力 と 結 びつ き の あ っ た こ と を 明 ら か に す る も の
で ， そ の 文化 的 な 価値は大 き し 、 。 こ の よ う な 文
化財 と 緑 に恵 ま れた環境に大学は 立 地 し て い
る 。
杉谷 A遺跡の方形周溝墓の調査 ・ 昭
和49年1 1 月 (大学南側進入路部分〉

第 3 章 部局別十年 の歩 み

第 1 節 医学部お よ び医学研究科 5 1  
第 1 節 医学部お よ び 医学研究科
1 医学部各講座の開設お よ び諸施設 の 竣工
昭和50年 10月 1 日 ， 国立学校設置法 の 一部 を
改正す る 法律 (昭和50年 4 月 22 日 法律第27号)
の施行 に よ り 富 山 医科薬科大学が設置 さ れ ， 同
時に 医学部 も 設置 さ れ， 医学部長は病院担 当 の
小林 牧 副学長 が代行 さ れた。
昭和51年 4 月 l 日 に は解剖学(1 ) ， 生理学(1) ，
生化学(1) ， 病理学(1) ， 内科学(1 ) ， 外科学(1) ， 産
婦人科学 の 8 講座 お よ び一般教育 の 1 1科 目 が 開
設 さ れた。 こ れ よ り 先 ， 同 年 3 月 に 第 l 回 の 入
学試験が実施 さ れた が ， そ の 合格者 100 名 の 第
l 回 入学式 が 4 月 14 日 に挙行 さ れ， 旧 富 山 中部
高校に お い て 授業が開始 さ れた。 ま た 医学部教
授会規定は 昭和5 1年 4 月 28 日 に施行 さ れ ， 同 日
に 第 l 回 の 医学部教授会が開催 さ れ ， 以後順次
医学部教授会諸規定が制定 さ れ る 運 び に な っ
7こ。
医学部 の 講座は そ の後昭和52年 4 月 1 日 に は
解剖学(2) ， 生理学(2) ， 病理学(2) ， 薬理学， 内 科
学(2) ， 小 児科学， 外科学(2) の 7 講座， 昭和53年
4 月 1 日 に は 生化学(2)， ウ イ ル ス 学， 公衆衛生
学， 法医学， 精神神経医学， 放射線医学， 整形
外科学 の 7 講座， 昭和54年 4 月 1 日 に は 内科学
(3) ， 皮膚科学， 眼科学， 耳鼻咽喉科学， 泌尿器
科学， 麻酔科学 の 6 講座， 昭和55年 4 月 l 日 に
は保健医学， 脳外科学 の 2 講座が増設 さ れ ， 計
30講座 の 開設が完了 し た。
こ の 間施設面 では講義実習 棟お よ び解剖棟が
昭和52年 3 月 30 日 に竣工 し て ， 同年 4 月 よ り 現
キ ャ ン パ ス に て 授業が開始 さ れ た。 そ の後医学
部研究棟 (昭和53年 3 月 28 日 ) ， 放射 性 同 位元
素実験施設 お よ び動物実験施設 (昭和53年 3 月
3 1 日 ) ， 共 同 利 用 研究棟 (昭和54年 3 月 23 日 ) ，
附属図書館 (昭和54年 3 月 28 日 ) ， 動物実 験 セ
ン タ ー 第 E 期工事 (昭和56年 4 月 1 日 ) ， 医 学
研究棟大学院第 I 期 (昭和56年 7 月 10 日 ) お よ
び 第 E 期工事 (昭和57年 3 月 3 1 日 ) が そ れ ぞ れ
竣工 し 薬学部研究棟， 和漢薬研究所研究棟お
よ び附属病院各施設 の 相つ ぐ竣工 と 相 ま っ て 本
学 の主 要 な 施設は ほ ぼ完成 を み る に し 、 た っ た。
2 カ リ キ ュ ラ ム の概要 と 改正
本学医学部 の授業は ， 創設準備期 に カ リ キ ュ
ラ ム の 大 要 を 作成 し て ， 昭和5 1年 4 月 よ り 開始
さ れた。 し か し授業時間数は年毎に追加 さ れ ，
膨脹 し 専門諜程は大学設置基準最大 限 の 4 ， 800
時 聞 を 500 時間 も 超過す る 5 ， 300 時 間 に 達す る
過密状態 と な っ た。 ま た 高学年次 に も 英語， ド
イ ツ 語 ， 体育実技そ の 他 の 一般教育 科 目 を 置
き ， 専門 に偏 ら な い ク サ ビ型 カ リ キ ュ ラ ム を 実
施 し た の で、 あ る が ， 基礎医学科 目 の 実習 中 に外
国 語 の試験が気 に な っ て 実習 に 集 中 出 来 な い な
ど の 短所 も め だ っ て 来た。 さ ら に 「 同 一年次に
2 年 を 超 え 在学す る こ と が 出 来 な し 、 j と の学則
第 18条は ， 学生に心理的圧迫 を 与 え る も の と し
て不評であ っ た。
本学に お け る 医学教育 の 実際を反省 し ， よ り
よ い 方 向 に改善す る こ と を意 図 し て 医学教育検
討委員会が設置 さ れ， 昭和52年 5 月 に 第 l 回 例
会 が 聞 か れ た 。 そ の後次第に明 ら か に な っ た前
述 の現行 カ リ キ ュ ラ ム の 問題点 を克服 L ， 学生
に ゆ と り を与 え る こ と に よ り ， 自 主性 と 創造性
を も た せ る カ リ キ ュ ラ ム に し た し 、 と の 願 い か
ら 1 1 9 回 を 数 え る 委員 会 で の 検討 の 後， カ リ キ
ュ ラ ム の 改正 が 昭和58年 4 月 に施行 さ れた。
そ の 基本方針 は 次 の と お り で あ る 。
(1)学期 を 3 学期制か ら 2 学期 制に変更す る 。
こ の こ と ， お よ び授業時間数を 減 ら す こ と (例
え ば 医学専門課程4 ， 779時間) に よ り カ リ キ ュ
ラ ム の過密 ス ケ ジ ュ ー ル を緩和 し ， ク ラ ブ活動
に お け る 各種大会 の 開催時期 につ い て 他大 学 と
歩調を合わせ る こ と が 出 来 る 。
(2)一般教育科 目 ， 外 国語科 目 ， 保 健 体 育 科
目 ， 基礎教育科 目 は 2 年次 ま でに修得す る 。 3
年次 以 後 は 専 門教育科 目 を 集 中 的 に 修 得す る こ
と を 目 指す。
(3)学則 第 18条 (在学年限) 中 ， 1かつ， 同 ー の
年次に 2 年 を 超 え て 在学す る こ と が 出 来 な い 」
を 削 除す る 。 学年毎 の進級判定を 2 年 終 了
時 ， 4 年終 了 時， 卒業時 の 3 固 と す る 。
そ の ほ か音楽， 美術， 文化人類学を新た に 開
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設 し て 選択 の 幅 を広 げ ， 自 由 科 目 と し て フ ラ ン
ス 語 ， ラ テ ン 語を新たに開設 し た 。 ま た 医学概
論を学生参加 に よ る シ ン ポ ジ ウ ム 形式 と し ， 学
生に問題意識 を も た せ る こ と と し 医薬共通合
同 講議 を 開 設 し 毎年関連分野 の特色あ る テ ー
マ を 決 め て 実施す る な ど， い く つ か の 新 し い 試
み が と り 入れ ら れた。
3 医学研究科博士課程 の 発 足
本 学 の基本構想 と し て ， 医学 ・ 薬学相互 の 緊
密 な 連 携 に よ り 医学 ・ 薬学両学部 ， 和漢薬研究
所 の 協 同 研究 の も と に ， そ れ ぞ れ の分野 と 境界
域 の研究 発展を推進す る こ と に よ り ， 医学 ・ 薬
学お よ び 医療水準 の 向 上を 図 る こ と を 創設 の 理
念 と し て い る 。 そ の た め大学院制度 に 関 し ， す
で に薬学研究科博士課程が昭和53年 に設置 さ れ
て い た が ， 医学研究博士課程が 昭和57年 4 月 1
日 に設置 さ れた。
課程 の 編成は 医学部 に お け る 研究 ・ 診療 ・ 教
育 上 の 特性を十分に生か し ， ま た薬学部 ， 和 漢
薬研究所 な ど と の 交流 が 円 滑に行われ る よ う に
次 の 4 専攻， 1 1部 門 に編成 さ れた。 生理系専攻
: 遺伝 ・ 発生 ・ 発達部 門， 生体 ・ 情報部 門 ， 運
動機構部 門 ， 生化学系専攻 : 生化学物質作用部
門 ， 細胞生理化学部 門 ， 内分泌 ・ 代謝部 門 ， 形
態系専攻 : 形態情報部 門 ， 腫湯部 門 ， 環境系専
攻 : 免疫部 門 ， 病原部 門 ， 生態部 門。 な お定員
は 30名 で あ る が ， 各年度 の 入学者数は 昭和57年
26名 ( う ち 本学新卒者 18名 ) ， 58年度 1 5 名 ( 同
10名 ) ， 59年度22名 ( 同 1 1名 ) ， 昭和60年度 15名
( 同 9 名 ) で あ っ た。
学位申 請論文取扱内規は 約 I 年半 にわ た っ て
検討 さ れた が ， 予備審査 の段階で公開 の 論文発
表会が設 け ら れ る こ と に な っ た。 昭和6 1年 3 月
に は 昭和57年入学 の 第 l 期生が課程 を終了 し ，
そ の後論文博士 の学位審査 も 実施 さ れ る 予定 で
あ る 。
4 入学試験情況
(1)入学試験 内 容 の 経過
昭和51年度か ら 昭和53年度 ま で の 入学試験科
目 は 国語， 社会 ( 3 科 目 中 l 科 目 選択) ， 数学，
理科 (物理， 化学) ， 外 国 語 の 5 教科が課 せ ら
れた。 昭和54年度か ら共通一次学力試験が実施
さ れ る よ う に な っ て か ら ， 医 師 と し て よ り 良 い
資 質 の学生を採用 す る こ と を意 図 し て 二次試験
の 内容 を 含 め て い く つ か の 改善を行 っ て 来た。
共通一次 の 初年度 で あ る 昭和54年度は ， 三次
試験科 目 は 数学 と ， 理科 (物理， 化学〕 を 課 し
た。 翌昭和55年度か ら は受験生 の 能 力 を 総合的
に評価す る こ と を 目 的 と し て 小論文を と り 入 れ
た。 最初 の 年 は課題作文型 の 出 題 で あ っ た が ，
2 回 目 か ら は 資料や論題 の論 旨 の正 し い把握，
理解 力 と ， そ の 上に た っ た 自 分 自 身 の 意 見 や 理
解 を 論理的に総合的に展開 で き る 能 力 を み る た
め に 資料提示型 の 出 題 と し 一 定 の 評価を 得つ
つ 今 日 に至 っ て い る 。
昭和57年度か ら は 医学教育 に おけ る 外国語能
力 の 重要性を考慮す る と と も に ， 共通一次試験
に お け る 言語能 力 の テ ス ト 法 の 限界 を 補 う こ と
を 目 的 と し て ， 二次学力試験に英語を取 り 入れ
た。 こ の 際， 受験生 の 負 担 を 軽減す る た め に 二
次試験 の 理科を 除 く こ と と し た。 理科 の 学 力 は
共通一次試験に よ っ て 十分に評価 で き る と 考 え
ら れた か ら で あ る 。 な お 昭和60年度か ら は 高 等
学校 の 新 カ リ キ ュ ラ ム に対応 し て ， 共通一次 の
内 容 に若干 の 変更があ っ た が ， 上記 の 考 え 方 に
根本的 な 変更 を 要求す る も の では な い と 考 え ，
そ の ま ま 数学， 外国語， 小論文に よ っ て 二次試
験 を 行 っ て い る 。
(2)受験者 と 入学者 の 動 向
昭和5 1年度か ら 53年度 ま で の受験者 数は 458
� 483名 (倍率4 . 6�4 . 7倍〉 であ っ た。 入 学 者
の 内訳 は 男 子85�9 1名 ， 県 内 23�3 1名 ， 現役29
� 37名 と 大 き な 変動は な か っ た。 な お こ の 当 時
は 入学辞退者が5� 14名 と か な り め だ っ た。
共通一次 が始 ま り ， 二次試験に数学 と 理科 2
科 目 を 課 し た 昭和54年度 は受験者 1， 0 17 名 (倍
率 10倍) ， 入学者男 子94名 ， 県 内 1 2名 ， 現 役 18
名 で， 入学辞退者は ゼ ロ で あ っ た。 二次試験が
数学， 理科 2 科 目 ， 小論文 と な っ た 昭和55年度
と 56年度 は受験者 470 名 (倍 率4 . 7倍) ， 180 名
(倍率 1 . 8倍〉 で あ っ た が ， 昭和56年度 の 低 倍
率 は 豪雪 の 影響 も 考 え られた。 な お 入学者 は そ
れ ぞ れ 男 子94名 ， 95名 ， 県 内 16名 ， 23名 ， 現役
1 1名 ， 30名 ， 入学辞退者 l 名 3 名 で あ っ た。
第二次試験が数学， 国語， 小論文 と な っ た 昭
和57年度は受験者 690 名 (倍率6 . 9倍) ， 入学者
男 子87名 ， 県 内 16名 ， 現役28名 ， 辞退者 l 名 で
あ っ た が ， 昭和58年度か ら 60年度 ま で の 3 年間
は ， 受験者 236�384 名 (倍率2 . 4�3 . 8倍) ， 男
子79�82名 (す な わ ち 女子学 生 約20%) ， 県 内
27� 4 1 名 ， 現役25�33名 ， 入学辞退者 0 � 2 名
と い っ た と こ ろ に お ち つ い て い る 。
最近数年間 の 動 向 を み る と ， 受験者数は全国
の 医科系大 学 と 同様に減少傾 向 で あ る と い え
る 。 ま た 入学者 で、は女子学生， 県 内 か ら の 学
生， 現役 の増加傾 向 が み ら れ る 。
近年， 医師過剰 の 時代 と も い われ る が ， 入学
後 の 教育 内容 の 改善 と も 対応 し つ つ ， あ る べ き
医師像を展望 に お い た 入学試験 の あ り 方 を さ ら
に模索 し て い こ う と し て い る 。
5 進路状況
昭和57年 3 月 に 医学部第 1 期生75 名 が 卒 業
し ， 同 年 4 月 に は 医学研究科が発足す る な ど ，
医 学部 の 基盤 も よ う や く 整い つ つ あ る 。 こ れ ら
新卒者 の進路は55名 (73 . 3%) が本学関 係 で あ
り ， そ の 内訳は大学院 18名 ， 研修医3 1名 ， 助 手
6 名 で あ り ， 本学以 外 へ の 進 路 に つ い て も 他大
学 の大学院， 研修 医 が 1 4名 で， 全卒業生 の 約90
%が大学に所属 し て し る 。 第 2 期生以後， 本年
卒業 の 第 4 期 ま で の 進路状況 は ， 本学関係 が53
�55% と 第 l 期生に比 べ て 減少 し た が， 毎年50
名 以 上 の新卒者が本学に所属 し て お り ， ま た 第
l 期生 同様， 本学を含 め て 大 学 の所 属 は 毎年約
90% を 占 め ， 近い 将来各地 の 医療機 関 に お い
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て ， 本学卒業生が 中堅的な存在 に な る こ と が期
待 さ れ る 。
一方医師国家試験合格状況は 第73回 国 家試験
(昭和57年春〉 以後本年春 の 第79固 ま で 7 回 の
受験者数は394名 ， 合格者数364名 (合格率92 . 4
%) で あ り ， 毎 回 国 立大学合格率 の 平均値 よ り
良 い成績を 示 し て い る 。
6 医学会
本学に お け る 医学研究 の振興に寄与す る こ と
を 目 的 と し て ， 学術集会 の 開催， 学会誌 の 刊 行
等 の 事業 を行 う た め に富 山 医科薬科大 学 の 医 学
会 が 昭和54年 4 月 に 発足 し た 。 当 時は よ う や く
附属病院 の 開院準備が進め ら れ て い る こ ろ で あ
り ， ま た学年進 行 中 で も あ っ て 実 質 的 な 活動は
昭和59年 1 月 か ら 開始 さ れた。 す な わ ち学術集
会 と し て は新任教授 の就任講演， 離任教授 の 最
終講議 ， ま た 著名 な 内外研究者 の特別講演を主
催 ま た は共催 L て 来 た。 ま た 昭和田年 1 2 月 1 日
に は 第 l 回 医学会総会 ・ 第 5 回 医学会学術集会
を 開 催 し ， 佐 々 翠学長 の 特別講演 「 日 本 の 風
土病， 世界 の風土病J ， お よ び熊谷 朗副学長，
小 泉富美朝教授司会に よ る シ ン ポ ジ ウ ム 「高血
圧 の 病態に 関 す る 基礎 と 臨床」 が行われた。
従来各専門領域毎 の検討会， セ ミ ナ ー ， 講演
会等は頻繁 に 聞 カ通 れ て い た が ， 今後は斬新 な 企
画 に よ り ， ま た薬学部 ， 和漢薬研究所 と の連繋
を も 意 図 し た学術集会 を 開 催す る こ と に よ り ，
学 内 で の 研究成果 の 積極的 な 交流 の場 と し て 本
医学会を位置づけ て 行 き た し 、 。
(医学部長 佐 々 木 博)
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本学薬学部 は 古 く 明 治26年 に そ の 前 身 が あ
る 。
以 来 ， 幾多 の変遷を経て ， 富 山駅 の北方， 奥
田 の地 ( 2 万 3 千坪) に創設 さ れた の は ， 大正
l 年 であ る 。 昭和20年 8 月 l 臼 (以降昭和年号
を省略)， 米軍 の空襲に よ っ て 校舎は灰憧 に 帰 し
た が ， 書庫は 鉄筋であ っ た の で、無事 で、あ っ た。
筆者 は 翌 2 1 年 2 月 同校に着任 し た が ， 当 時 は 旧
制富 山 高校学校 に 間借 り し た。 間 も な く 奥 田 の
地に復帰 し た 。 24年に新制大学 と な り ， 38年に
は ， 修士課程大学院， 和漢薬 研 究 施 設 (一部
門〕 が発足 し ， 新制大学 と し て は ， 全 国 国 立大
学薬学部 で は ， 最大規模 の も の と な り ， つ い で-
38年�39年度 に か け て ， 今 の 五福 の地 に あ る 富
山 大 学 に 移転 し た 。 こ こ で， 本薬学部 ほ ど ， 過
去 に お い て ， 移転に移転を重ねた歴史を も っ学
校は他 に な い と 言われて い る こ と を述 べ て お き
た い 。 4 1 年 に は ， 二学科制 と な り ， 研究施設は
47年に 5 部 門 と な り ， さ ら に 49年に は ， 第 14講
座 と し て 環境衛生分析学 の講座が生 ま れ ， 5 部
門 の研究施設は 附置研究所に独立昇格 し た。 と
こ ろ で， 薬学部 を お く 国立大 学 に は す べ て 医学
部 が設置 さ れ て い た が ， 富 山大 学だ け は 医学部
が な か っ た。 そ れ が和 漢薬研究所創設が一つ の
大 き な 弾み と な っ て ， そ れ ま で 10年 の 間取沙汰
さ れ て い た 医学教育機関設置へ と 一気 に動 く こ
と に な っ た の で、あ る 。 49年 4 月 ご ろ ， 富 山大学
に医学部 は な い が ， 薬学部 お よ び和漢薬研究所
と し て ， 医学教育機関設置 の運動に対 し ど の
よ う に対応す る か 思 い き っ て ， 医学教育機関創
設 に参加す る こ と は考 え ら れ な い か と 言 う 声 が
6 月 中旬 頃 に な る と 関係 筋 の 方か ら 入 っ て 来
た。 当 時 ， 林富 山大学長へ も ， そ の よ う な 意 向
が伝 え ら れた。 し か し こ の話 は す で に 暗 々 裡
に 48年 の始 め か ら ， ム ー ド と し て あ っ た の で、は
な い か と 思 う 。 と 言 う の は ， 48年 2 月 ご ろ ， 富
山 県 か ら 「東洋医学研究会 と し 寸 外郭 団 体 を 作
る こ と に し た。 つ い て は薬学部 か ら そ の メ ン バ
ー を推薦 さ れた し 、 」 と の こ と で， 筆者は大浦，
木村両教授 を推薦 し た が ， 他大学 の 関 係 者 も メ
ン パ ー と し て 加 わ っ て お ら れ た も の と 思 う 。 48
年 5 月 段階で， 富 山 県 は 富 山大学医学部構想を
白 紙還元 し て ， 単科医科大 学構想 に切換 え ， 富
山 大 学 と は 無関 係 に 医科大学創設に踏 み切 り ，
48年 7 月 に は ， 記録に よ る と ， 金沢， 新潟お よ
び千葉三大学医学部協力 の も と に 医学教官候補
者 リ ス ト が作成 さ れ て い た 。 そ し て ， そ の 特色
と し て ， 和漢医薬研究施設 (仮称) 環境衛生研
究施設 (仮称) を 附置す る こ と な ど の構想 が 出
来 て お り ， 10月 10 日 北 日 本新聞 に も ， 掲載 さ れ
て い る 。 こ れに 呼応す る か の よ う に ， 件 の 研究
会は東洋医学研究所設立委員会 に 改称 さ れ て お
り ， 県 の方か ら ， 知事に 答 申 の 必要 も あ る の
で ， 一読 の 上， 捺 印 を求 め た し 、 と の こ と で あ っ
た が ， 委員 で も な い 筆者 が捺 印 す る の は ， 筋 の
通 ら ぬ 話 で あ る と 拒否 し た も の の ， 結局一部修
正 を 求 め て 了 承 し た 。 以 上 の 経緯 を経 て 48年か
ら 49年 6 月 段階に至 っ た の で、 あ る 。 し か も こ の
時点で， 富 山大 学 では和漢薬研究所が 発足 し ，
教官未発令 の ま ま 環境衛生分析学講座が 出 来 て
い る の で あ る 。 こ の よ う に ， 医学教育機関 の た
め の 周 囲 の 条件が整い 始 め て い た と 言 う こ と が
出 来 ょ う 。 そ れ で ， 薬学部 と し て は ， 現実 の 問
題 と し て 真剣 に検討す る 必要に迫 ら れ た。 7 月
に 入 る と ， 文部省 と の 打 ち 合わ せ， 学 部 教 授
会 ， 部局長懇談会， 評議会， さ ら に は 同窓会関
係 ， 学外 の 薬学関係者 と の協議 が繰返 さ れた。
他学部 の強 力 な反対， 学部 内 に お け る 傾聴 に値
す る 貴重 な 反対意 見 や ， 条件闘争的意見 も 多 々
あ っ た。 そ の た め ， 教授会 を 中 断 し待機 の ま ま
二度 に も わた り 文部 省 関 係 筋 と 電話 で交渉 し た
こ と も あ っ た。 ま た学長 の 出 席 を 求 め て 事情説
明 を 聞 い た こ と も あ っ た。
具体的 内 容 に つ い て は ， 当 時 の 教授会の議事
録 に 残 さ れ て い る の で， こ こ では ふ れ な し 、 。 教
授会 の 一員 一員 の 胸 中 は ， わ が 国 に お け る 薬学
教育 の 苦難に満 ち た 消長 の歴史を知 っ て い る だ
け に ， 賛成 と い っ て も 4 分反 対 の 気 持 が あ っ
た。
し か し 情況 は 決 断 の 時期 に 入 っ て い た。 我 々
と し て は ， 薬学 の 浮沈盛衰 を か け た ま さ に清水
の 舞 台 か ら 飛び降 り る 気持であ っ た。 こ れは ，
単 な る 心情論では な し 、 。 議 決 の 内 容 は ， I医科
薬科大 学 の 創設に参加す る 方 向 で努 力 す る 」 と
言 う も の で あ っ た。 こ こ で富 山大学学園 ニ ュ ー
ス No. 15 I医科薬科大学創設参加 につ い て 」 を転
載す る が，
医科薬科大学創設参加につ い て
薬学部長 山 崎 高麿
「数年来政府が， 最近10年の 高度経済成長 の ひず
みに よ る さ ま ざ ま の 社会的矛盾に対す る 反省 の上に
立 っ て ， 人間尊重 と 福祉社会建設の 一環 と し て ， 一
県ー医科大学の構想、を打出 した こ と は， 歓迎すべ き
政策 と いわねば な ら な い。 こ の こ と は， あたか も ，
明治に入 っ て政府が近代国家の形成を 目 指 し て ， 西
洋の文物， 政治行政の 仕組み， さ ら に は， そ れ ま で
の 漢方医学に代わ り ， 西洋医学を導入す る た め ， 文
教政策 の ー っ と して ， 東京法科大学や東京医科大学
を 創設 した の と 同様の意義を有す る も の で あ る 。 こ
の よ う に し て ， 今 回富山県に も 医学教育機関が創設
さ れ る に際 し て ， 薬学部が医薬一体 と す る 真 の 総合
性 と 協力態勢を充実 さ せ る た め ， あ え て 医科薬科大
学の創設に踏み き っ た も の で あ る 。
我が国 の 国立大学は従来総合大学の構想を採用 し
て き た と こ ろ が多 く ， 戦後新制大学が， 教育の民主
化 と 機会均等を基本姿勢 と して 発足 した と き も ， 複
合大学 ま た は連合大学構想、を も っ て 出発 したが， こ
れ も ま た政府 の 文教政策で あ っ た。 しか し いずれ
の場合 も ， 真に学問教育の総合性に お い て ， 実の あ
る も の が あ っ た で、 あ ろ う か。 例 え ば， 戦前東京帝国
大学医学部は， 医学科 と 薬学科 と か ら な り た っ て い
たが， 両者は 同一学部 に あ り なが ら ， 真 の 医 と 薬 と
の 総合性， 協力態勢が築かれて い た と は言い難い の
で は な か ろ う か。 こ の こ と は， 殆 ん どすべて の 大学
に共通 し て 言 え る こ と で あ り 某々 大学では， 理学部
と 工学部 と が， あ る い は医学部の基礎 と 臨床が仲が
悪い と か い う よ う な こ と は， 度 々 聞か れ る こ と で あ
る 。 そ の よ う なわけで， 医 と 薬 と を と っ て み る と ，
そ の 総合性， 協力態勢 の欠如が， やがて は， サ リ ド
マ イ ド奇型児， ス モ ン病につ ら な っ て い な い と は，
断言 で き る で あ ろ う か。
数年来各大学が過去いわ ゆ る 大学紛争を経験 し，
それぞれの 改革案が 出 さ れな が ら も ， 大学 自 治 の根
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幹を なす も の は学部の 白 治 で あ る と い う 思想が貫か
れ る 限 り にお い て は， しば しば， 学部の 利害が先 に
立 ち ， 総合性 の 実を期待す る こ と が 困難で あ る 現実
も 無視で き ない こ と を理解 さ れた い。 私は実地調査
の た め来県 した与野党国会議員 の文教委員 の 諸 氏 に
も こ れ ら の こ と を 申 し上げた の で、 あ る が， 十分の理
解 を 得た も の と 思 う 。 真の 総合大学 と は ， 単に学部
の 数が多 く な り ， 大学が マ ン モ ス 化す る こ と では な
く ， 実の あ る 総合性が教育研究の 両面に お い て具体
的に発揮 さ れて こ そ総合大学であ り ， 薬学部は， こ
の よ う な深い反省 の も と に， 真 の 医 と 薬 と の協力態
勢 の 実現を 目 指 し て ， 医科薬科大学の 創設に参加す
る こ と に決 した。 さ ら に一地方に， 小 さ い な が ら
も ， 二つ の 国立大学が設置 さ れ相互に啓発 し あ う こ
と は， 将来両大学が一層 の 充実発展す る に必ず よ い
影響を与え る も の と 信 じ る 。
薬学部が医科薬科大学の理念 と して掲げたし 、 こ と
は次の如 く で あ る 。
本来， 医学 と 薬学 と は車の両輪 と も い う べ き ， 極
め て親近 な学問の領域で あ り ， 特に今 日 ， 医 と 薬 と
の 学際的教育 と 研究の推進充実を 図 る こ と は， 直接
人類 の福祉にかかわ る 緊急 な課題で あ る と 考 え ら
れ， 併せて， 富山大学和漢薬研究所は， 従来の西洋
医薬に対す る 補完的役割を果たすばか り で な く ， 医
と 薬 と の 架け橋的存在 と も な り 得 る と 信 じ ， こ の
際， 富 山 に国立医科薬科大学を創設す る こ と は， 医
薬それぞれの主体性を発揮 し な が ら ， なおかつ， 上
述 の 学際的教育研究を推進す る にふ さ わ し い環境を
与え る も の と し て ， そ の 意義は深い と 考え る 。
以上の よ う な理念を建学の精神 と し て ， 我 々 は，
富山県に お け る メ デ ィ カ ノレ セ ン タ ー と して の 医科薬
科大学の 創設に参加す る こ と に努力す る と の 意思決
定を したの で あ る 。 薬学部 と 和漢薬研究所が， 富 山
大学か ら切離 さ れ る こ と は， 富山大学 と し て は遺憾
な 点 も あ る が， それに よ っ て ， 富山大学の総合性が
失われ る と は考え た く な い。 そ れ よ り も ， 先述の 如
く ， 二つの大学が存在す る こ と に よ っ て ， 互 い に啓
発 し あ え る な らば， 両大学に と っ て一層 よ い結果が
期待で き る と 信ず る 。 何 と ぞ富山大学の全教職員 ，
学生 の 皆 さ ん の ご理解を 得たい も の で あ る 。」
内 実 は 記述 の よ う な楽天 ム ー ド では な か っ た
の で あ る 。
し か し と に も か く に も ， 事実上， 医科薬科
大学創設に踏み切 っ て ， 9 月 早 々 に大 蔵省 に概
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算要求 す る と と も に ， 岩間文部次官 の 来学 が あ
り ， 激励を受けた こ と を覚 え て い る 。 創設準備
に む け て ， 実質的に 文部省 と 協議 に 入 っ た の
は ， そ れ か ら で， 10月 下旬か ら 1 1 月 に か け て ，
ほ ぼ， 概算要求 は確実 に通過す る も の と 思われ
た。 こ の こ ろ ， 島根， 大分， 佐 賀 ， 高 知 の う ち
高知， 佐賀は脱落 し た か の よ う で あ り ， 大分は
島根 に つ い で可能性があ る 。 ひ 土 っ と す る と ，
二校分 の予算で三校 に な る か も し れ な い と い う
の で あ る 。 結果的に は 本学 と 島根 の二大学が通
過 し た わ け で、 あ る 。 50年 1 月 10 日 以降 に な る と
法 案提 出 準備 と な る 。 そ の た め I 月 20 日 段階を
迎 え て ， 最終打 ち 合 わせ を す る こ と と な っ た。
こ こ では 薬学部 の 移管計画 お よ び大学院設置計
画 に ふ れ る 。
1 学 生 募 集 51年度実施 と し， 富 山大学
薬学部は50年度募集を最終
と す る 。
2 弱 年 対 策 54年 3 月 ま でに富山大学薬
学部の 課程を履習 し終わ ら
な か っ た者は， 引続 き 所要
単位は富山医科薬科大学に
お い て履習す る も の と す
る 。
3 大学院前期課程 53年度募集実施 と し 富山
大学大学院は52年度募集を
最終 と し 54年 3 月 ま で存
続す る も の と す る 。
4 同上 後 期 課 程 学年進行を待たず， 前期課
程 と 同 時募集を 実施す る 。
5 学部講座 の 移管年次計画
51年度 薬化学 薬品作用学 薬品物理化学
52年度 薬品分析化学 生薬学 薬品合成化
学 微生物化学
53年度 薬剤学 薬剤製造学 環境衛生分析
学 薬品製造工学 薬品製造化学
54年度 衛生化学 薬品生物化学
上記移行計画 は ， 50年 1 月 20 日 以降31 日 ま で
の 間 ， 電話 に よ る 最終決定で あ っ た。 大 学院設
置 の53年度 に は ， 薬学専攻， 製薬化学専攻 の 二
専攻を設 け る こ と が予定 さ れ， 一専攻に つ き ，
@教授 5 名 ， 合教官 5 名 ， 計 10名 ， し た が っ て
二専攻 と な る と ， @教授 10名 ， 合教官 10名 ， 計
20名 の教官を必要 と し た 。 そ の た め ， 53年度 に
は ， 各学科専攻に つ い て ， そ れ ぞ れ 6 講座を 準
備 し て お く こ と が， 資格審査上望 ま し い と い う
の で， 薬学科 6 講座， 製薬化学科 6 講座を53年
度 ま で に 移管す る こ と と し た た め ， 薬学科 8 講
座 の う ち ， 衛生化学 と 薬 品生物化学 の 2 講座が
54年度 に ま わ る こ と に な っ た。 し か し 薬学研
究棟が完成 し た の は54年 3 月 で あ る か ら ， そ れ
ま で教官は す べ て ， 実質 的 に は ， 富 山大学薬学
部 に い た わ け で ， 富 山大学薬学部学生， 院生 の
教育 に あ た っ た。
一方， 富 山 医科薬科大学第一 回 入学式 は51年 4
月 に挙行 さ れ ， 大学院は 前期後期 と も ， 53年 同
時募集 と な っ た が ， 国 立学校設置法一部 改正 法
案 が 国 会 で承認 さ れた の は ， 53年 6 月 17 日 で あ
り ， そ の 入学式 は 7 月 10 日 で あ っ た。 そ し て ，
55年 3 月 ， 学部第一回卒業生を送 り 出 し たO
と こ ろ で大 学院 の設置 に つ い て は ， 種 々 迂余
曲折， 計画 の変更があ っ た。 50年 1 月 20 日 段階
で は ， 薬学部博士課程大学院 につ い て は ， 文部
省、 は ， 重要施策 と し て 取 り 上げ， 責任を も っ て
大蔵省 と 折衝す る と の こ と であ っ た の で ， 我 々
と し て は ， 少 し の ち の こ と で も あ り ， 比較的の
ん び り し て ， 昭和5 1年10月 こ ろ ま では ， 未だ 準
備態勢に 入 っ て い な か っ た。 修士課程 は 富 山 大
学 で既設 で あ る か ら ， あ と は 後期を積 上げ る だ
け と 思 っ て い た か ら であ る 。 と こ ろ が ， 10月 ご
ろ ， 文部省 医学教育課か ら ， 計画書 を 提 出 す る
よ う 指示 し て 来た の で， 早速委員会を設置 し
協議 を始 め た。 当然二専攻 と 思 い話 し 合 い に 入
っ た が ， こ の 時， 始め て ， 新 し い 医科 薬科大学
の 薬学大学院 であ る か ら に は ， そ の 特 色 を 出
し ， 新 し い 薬学研究 の 理念 が な け れ ば な ら ぬ と
い う の で あ る 。 い わ れ て 見 れ ば そ の と お り で あ
る が， 話は全 く 違 っ て 来た。 し か し 結 論 的 に
は ， 医療薬学専攻一専攻 と し 十大講座を と る
こ と に 了 解 が つ い た 。 以 下 そ の組織を 示す。 と
こ ろ が ， 大 学院 の設置は 本来大学課 の所掌す る
と こ ろ で あ り な が ら ， そ の段階では大学課が関
与せず， 専 ら 医学教育課が窓 口 で あ り ， あ と は
大学課が こ れを認めれば よ い と の こ と で あ っ
た。 こ れが 5 1年 1 1 月 下旬 の段階であ っ た。
医療薬科学専攻-1
病 院 薬 学
臨床 化 学 分 析
一薬 剤j 設 計
代謝遺伝生化学
薬 理 活 性
一生物 活 性 制 御
一環境 生 物 化 学
一資 源 利 用
物性 物 理 化 学
一合 成 設 計
そ し て ， 52年 4 月 を迎 え たO い よ い よ ， 概算要
求 を 入れ準備段階 と な っ て ， 52年 4 � 5 月 に な
る と ， 大学課が関与す る こ と に な っ て ， 事情は
一変 し た 。
要す る に ， 医学教育課 と ， 大学課 と の 間 に 詰
め が な さ れ て い な か っ た。 そ し て 事 前 の 計 画 は
一瞬に し て 反古 と な り ， 54年 3 月 ま で， 富 山 大
学薬学部 に存続す る 衛生化学， 薬 品 生物化学を
含 め た 既設 の 14講座全体を 5 大講座 ぐ ら い に 改
組 し ， 弾力 的講座運営 と し ， 一学科一専攻に 出
来 ぬ も の か と い う わ け で、あ る 。 そ し て 他大学薬
学部が真似 出 来 ぬ よ う に理論武装を さ れた し 、 と
言 う の で あ っ た。 そ れ で， 学部学科名 と し て ，
薬学部薬科学科 と し た 。 そ れは ， 従来薬学科，
製薬化学科 の 二学科であ っ た た め に ， も し 薬学
科 の 一学科制 に す る と 製薬化学科 の 存在 が う す
れ る の で， 薬 の サ イ エ ン ス と し づ 意味で ， 薬科
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学科 と し て ， 薬学 の物質科学 の一面を表現す る
こ と と し ， 大学院 の方 も ， 広い意味で， 医療薬
科学専攻 と す る こ と で， な ん と 1 週 間 ほ ど で
の ， 泥縄式結着 であ っ た が ， 当 時 の 医学教育課
長 は 実 の と こ ろ ， 勢 力 的かっ温情を も っ て 真剣
に 考 え て 下 さ っ た こ と を 今 も っ て 忘 れ がた し 、 。
8 月 は ， 教員 の 資格審査 で あ っ た が ， 一専攻
と は い え ， 二専攻相 当 の 規模 の薬学部 で あ る 以
上， 二専攻相 当 の 資格教員 数が求 め ら れ た 。 幸
い学部 だ け で， @教員 19， 合教員 4 (基準は@
10， 合 10) が確保 さ れ， こ れに和漢薬研究所で
は @ 7 ， 合 l が加 わ っ た の で、成立す る こ と に な
り ， 53年度概算要求 も 大蔵省 で認め ら れたO
以 上， 大 学院成立 の経過 であ る が ， こ れ に 伴
っ て ， 学部講座は 次 の よ う な 組織 と な っ て 今 日
に至 っ て い る 。
薬学部薬科学科
物
|
薬
|
衛
生
| 
医
|
臨
|
薬
| 
理 用 薬 床 剤
薬 資 生 品 分 薬
剤 源 花 化 析 理
出寸左一手 会寸旦二，一 主寸丘与 "寸三ιL 主弓立f: �寸:it
こ の よ う に し て ， 前期課程が55年 3 月 第一 回
生， 後期課程が56年 3 月 第一 回 生 を そ れ ぞれ送
り 出 し ， 今 日 ま で， 修士 165 名 ， 博士 1 1名 ， さ
ら に論文博士20名 を 出 し て い る 。
(薬学部長 山 崎 高 鹿〉
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10年一昔 と 人は 言 う 。 何事 も 10年 た て ば随分
古 ぼ け て く る も の だ 。 と め ど も な く 無限に流 れ
る 歳 月 の 中 で， 富 山 医科薬科大学 も 創立以来 10
年た っ た。 ま だ 10年 し か た っ て い な い の では な
く ， 早 く も 10年た っ た の だ。
生 ま れ落 ち て こ の 世 に 生 を 受 け た ばか り の 赤
ん 坊 で さ え 10歳 に な る 。 10歳 と い え ば小学校 の
4 年生 と い う と こ ろ だ 。 善悪 の 判 断 も 十分につ
く 立派 な 人 間 だ 。 そ の よ う に 10年は o 歳 の赤
ん 坊が一人 の 人 間 に成長す る ほ ど の長 い 年 月 な
の だ 。
富 山 医科薬科大 学 も 創立以来， 10年 も の 長い
年 月 を 経て き た の だ か ら ， 本大学 の 良 い と こ ろ
と 悪い と こ ろ の 判 断が 自 ら つ く 年 ご ろ な の だ O
こ の 時 に あ た り ， 現在 ま で過 ご し て き た 日 々 の
歴史 の 中 に ， 悪 い と こ ろ を認 め そ れ を 改 め ， 良
い と こ ろ を 知 り ， そ れ を伸ばすた め の 区切 り と
し て の 十周年 の記念式典 を や る こ と は ， そ れ な
り の 意義 が あ ろ う 。
和漢薬研究所は， 昭和38年富 山大学薬学部 附
属研究施設 と し て 発足 し ， 昭和49年 分 離 独 立
し 研究所に昇格 した。 そ し て ， 昭和53年富 山
医科薬科 大学和漢薬研究所 に移行 し た 。 国 立 と
し て 唯一 の和漢薬に 関 す る 総合 的 な 研究所 で あ
る 。
和漢薬 と は ， 狭義に は 中 国 お よ びわ が 国 の 伝
統医学で用 い ら れ る 薬用天然産物を 意味す る 。
本研究所に お い て は ， 広 く 天然薬物を研究対象
と し て い る 。 薬害や難病治療 の 問題か ら天然薬
物に対す る 関心 と 期待が高 ま っ た。 こ う し た 時
代 の 要請に直接応 え る 研究 を 行 う と と も に ， さ
ら に進 ん で， 天然薬物 の 複 雑 ・ 精妙 な 生体作用
の 解 明 を通 じ て 生命科学 の 本 質 に 関 す る 学理を
追求す る と こ ろ に 本研究所 の 目 的が あ る 。
和漢薬研究所は 5 つ の 部 門 か ら 構成 さ れ て
い る O 資源 開 発部 門 ， 化学応用 部 門 ， 生物試験
部 門 ， 病態生化学部 門 お よ び 臨床利用 部 門 で あ
る 。 近年 の 生命科学 に おけ る 飛躍的発展に よ っ
て 得 ら れた先端技術を果敢に導入 し 諸外国，
他学問領域 の研究者 と の 交流 を促進す る こ と に
よ っ て ， 研究活力を維持 向 上 さ せ ， 和漢薬 に 関
す る 医 ， 薬学的研究 を一層 発展 さ せ る こ と を 目
指 L ， 日 本 国 内 は も ち ろ ん ， 国 際的に も 聞 かれ
た共 同利用 を 指 向 し 資源 開 発系， 天然物化学
系 ， 生体調節系， 薬理系 な ら び に製剤評価系 よ
り な る 2 つ の 客員部門 を含む 10研究部 門 と 6 つ
の機能的な 附属研究施設 の設置を 目 標 と し た い
と 考 え て い る 。 こ れ ら の部 門構成に よ り 天然薬
物 の 品 質 ・ 成分を正 し く 評価 し て 医薬 品 と し て
確か な も の と す る と と も に ， そ の 成分 の 薬理効
果 を動物実験で科学的に評価 し ， 薬理作用 の機
構 を 生命工学 的 な 研究技術 を駆使 し て 解 明 し た
L 、 。
本学設立 の理念 は ， 医学 と 薬学 の連携 と 東西
医 学 の 結合 に あ る 。 し た が っ て 本研究所は こ の
相互関係 の 要 の役割を担 う も の だO 医 ， 薬両学
部 は も ち ろ ん の こ と ， 病院各診療科 も こ の建学
の 理念 に そ っ た研究を活発に展開 し て き た 。 特
に和漢診療部 は 本研究所 と の 密接な連携 の も と
に充実 し た 診療 と 研究 を 展開 し て い る 。 こ の よ
う な 共 同研究 を推進す る ， よ き 相互関係 に お い
て 初 め て 実際に医療 と 直結 し た新 し い 和漢薬に
関 す る 研究 の 発展が期待 さ れ る の だ 。 し た が っ
て ， 和漢薬 の研究領域は完全 に学際的な も の と
い え よ う 。
そ う し た 意味か ら も ， 最近 に お け る 生命科学
の研究領域に強 力 な イ ン パ ク ト を及ぼ し つ づ け
た遺伝子操作 を は じ め と す る 遺伝工学な ら び に
発生工学 の先端技術を導入 し て ， 和漢薬の研究
領域を更に新 し く 展開 し な け れ ば な ら な し 、 。 こ
れ こ そ ， 将来 に お け る 第三 の 医学 と も い う べ き
東西融合医学 の基盤 と し て の役割を果たすべ き
和漢薬研究 の 求 め ら れ る 姿 で あ る 。
し た が っ て ， 木研究所が来た る べ き 医学改革
に お い て 基礎科学的 な面 で貢献す る た め に は ，
研究所 の既設部 門 に おけ る 研究 内容 の再検討は
も と よ り ， 将 来 に 向 け て の 研究体 制 の 質的改革
が必要で、 あ ろ う 。 か く し て ， 和漢薬が実際医療
の 面 で真に西洋医学に お け る 治療法に対 し て 相
補的， ま た協力 的役割を果たすた め の 第三 の 医
学 の 確立 を 目 指 し た よ う な新 し い 学 際 的 な 研究
領域が形成 さ れ る で あ ろ う 。 ま さ し く ， 科学的
先 見性に立脚 し た 高 度 の基礎研究 の充実 に よ っ
て こ そ ， そ の 研究成果 を実際医療 の 面 に生かす
こ と が で き る の で あ ろ う 。 こ う し た研究 エ ネ ル
ギ ー を 総括運用 す る た め に我 々 は新た な 10年に
向 か つ て 一歩 を踏み 出 し た の だO
各研究部 門 に お け る 現在 の研究 目 的は 次 の と
お り で あ る 。
1 ) 資源開発部 門 :
和漢薬 の基源決定， 有効成分 の研究， 品質評
価 法 の 確立， 和 漢薬成分 の体 内 に お け る 代謝 と
薬効発現機構 の 究 明 ， 和漢薬に よ る 醐蝕予 防 の
研究 な ど を 主要 目 的 と し さ ら に ， 民族薬物調
査 に よ る 新資源 の 開 発お よ び比較文化 の研究 を
行 っ て い る 。
2) 化学応用部 門 :
和漢薬 お よ び そ れ に 関連す る 動植物 の 生理活
性 成分 の分離， 構造解析を行 う と と も に ， そ れ
ら の 有効成分 の 化学的合成法 を 開 発研究 し ， さ
ら に化学構造 と 生理活性 と の 相 関 関 係 を 究 明
し ， 和漢薬 の作用物質 の本体を追究す る 。
3) 生物試験部 門 :
和漢薬 の薬効 の 実験薬理学的評価 と 作用 機構
の 解 明 を 目 的 と す る 。 主 な研究課題 ; 1 . 和漢
薬 の 薬効評価法 の 計量薬理学的研究。 2 . 中枢
化学伝達 の薬理学的研究。 3 . シ ナ プ ス 膜 レ セ
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プ タ ー ・ エ フ ェ ク タ 一 系制御機構 の 神 経化学的
研究。 4 . 脳機能 の 発生， 発育 ， 加 令化 の分子
薬理学的研究。
4) 病態生化学部 門 :
遺伝生化学， 免疫化学， 病態生化学 な ら び に
遺伝子工学， 染 色体工学， 細胞工学， 匪工学 な
ど の 医生物学領域に お け る 最新 の 研究技術 を 導
入す る こ と に よ っ て 和漢薬効果に対す る 応答性
体 質 の モ テツレ動物 を育成 L . [証」 と 「方剤」 と
の 関連性を薬理遺伝学的立場か ら 解 明 し た L 、 0
5) 臨床利用 部 門 :
和漢薬 の効果を生化学的に研究 し そ の 作用
機序 な ら び に有効成分を解 明 し ， 臨床応用 を 目
的 と し て い る 。 主 な 研究題 目 ; 1 . 腎不全 モ デ
ノレ動物 の確立o 2 . 和漢薬に よ る 腎不全 の 代謝
改善作用 と そ の 臨床応用研究。 3 . 和漢薬成分
の 各種代謝疾患 モ デ ル動物に対す る 作用 と そ の
応用研究。
確 か に ， わ が和漢薬研究所 の施設や設備 は 世
界 的 に み て も 一流 であ る 。 こ の よ う な 施設や設
備 が し 、 か に一流 の 最上級 ク ラ ス に位置 さ れ る も
の で あ っ た と し て も ， 研究成果 が そ れ に と も な
わ な けれ ば ， む し ろ 悲惨 であ る 。 なぜ な ら ば ，
そ こ に い る 構成 ス タ ッ フ の 能 力 が ， も ろ に 問 わ
れ る か ら だ。
(和漢薬研究所長 荻 田 善一〉
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附属病院 の 創設準備 は ， 昭和50年 10月 小林
l孜副学長 (医療担当〉 が就任 さ れ て の ち ， 病院
創設専門委員会 (委員長小林副学長) を 発足 し
た こ と か ら始 ま っ た (昭和5 1年 5 月 か ら病院創
設委員会 と な っ た。 〉 。 さ ら に ， 病院各部 門 の 運
営 に つ い て 専 門 的 に 検討す る た め ， 放射線， 検
査， 手 術 ， 材料 ， 薬剤， 物療， 輸血， 病歴， 外
来 ， 病棟等 の各専門分科会を置 き ， 具体的 な 作
業 を 進 め る こ と と し た。
本学附属病院 は ， 他 の 医学部附属病院 と は趣
き を 異に し ， 医学関係者 の み な ら ず薬学関係者
の 臨床教育 ・ 研究 の 場 と し て ， ま た ， 西洋 医 学
と 東洋 医学 と の双方 の利点を診療に生かす た め
の 医療機関 と し て 本学創設 の 基本構 想 に 基 づ
き ， 具体的 に検討が進め ら れ た 。
創設業務は ， 主 と し て 各部 門 の シ ス テ ム 設計
か ら こ れ に 伴 う 建物配置計画 ， 面積配分等 につ
い て 精 力 的 に討議 が行われ， 病院建設 の骨格造
り が行われた。 こ の 間 ， 病院建築 につ い て 名 古
屋工事事務所 と の 折衝が頻繁 に続け ら れ， 昭和
52年 3 月 1 1 日 ， 附属病院建築第 l 期工事 (34 ， 6
731め の着工を み る に至 っ た (竣工 昭和54年
2 月 〕 。
昭和52年 4 月 18 日 ， 富 山 医 科薬科大学附属病
院創設準備室が正式に設置 さ れ， 小林副学長が
準備室長に， 同 時 に 今井総主幹， 田 口 事 務 主
幹 ， 坂倉看護主幹， 木村副薬剤主幹 が 発 令 さ
れ， 富 山 県 立 総合衛生学院 (富山市西長江) 内
で創設準備業務を開始 し た 。 当 時 は ， 病院創設
設備費 の配分計画 ， 機器購入計画， 看護要員等
の確保お よ び研修対策， 病歴管理 シ ス テ ム ， 医
事業務電算化 シ ス テ ム 等病院創設 に伴 う 諸準備
が活発に進め ら れた。
翌日年 4 月 ， 病院創設準備室は県立総合衛生
学院か ら 本学臨床研究棟内 (麻酔科教室〉 に 移
転 し た 。 こ の こ ろ は ， 中央診療施設 の技師長予
定者 も 決定 し ， ま た ， 本学採用 に 内定 し て い た
看護要員 につ い て も 他大学附属病院に研修 に 派
遣す る 等開 院 に 向 か つ て の 準備態勢は一段 と 具
体化 し た 。 他方， 同年 8 月 ， 看護婦宿舎 1 期工
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事 (収容人員80名 ， 2 ， 430 m2) も 着工 さ れ (竣
工 昭和54年 3 月 ) ， 創設業務は着 々 進展 し た 。
こ の よ う な 経過を経て ， 昭和54年 4 月 l 臼 国
立学校設置法施行規則 の一部改正 に よ り 富 山 医
科薬科大 学附属病院が設置 さ れ， 病院長 に小林
l肱副学長 が就任 し た 。 設置当初は ， 15診療科
(第一 内科， 第二 内科， 皮膚科， 小児科ー， 神 経
科精神科， 放射線科， 第一外科， 第二外科， 整
形外科， 産科婦人科， 眼科， 耳鼻咽喉科， 泌尿
器科， 麻酔科， 歯科 口 腔外科) ， 4 中央診療施設
(検査部 ， 手術部， 放射線部 ， 材料部 ) の 他 ，
薬剤部 お よ び看護部 が開設 さ れた 。 な お ， 病床
数は暫定的に 320 床 (実在病床 339 床) で行 う
こ と と な っ た。 こ の 他， 学 内措置 と し て 和漢診
療室， 人工透析室， 分娩部 ， リ ハ ビ リ テ ー シ ョ
ン 部 ， 輸血部 等 の 特殊診療施設 を併 せ 開 設 し
た。
附属病院設置か ら 開 院 ま で の 聞 は ， 機器 の搬
入 ， 調 整， 点検が行われ る と と も に ， 診療模擬
演習等各部 門 に お い て 診療受 入準備 に 日 夜忙殺
さ れた が ， 滞 り な く 準備 は 完 了 し 同 年 10月 10 日
に 開 院記念式を盛大 に挙行， 同 月 15 日 よ り 診療
を 開 始 し た 。 ち な み に 当 日 の 患者数は 次 の と お
り で あ る 。
外来患者 135人
I 第一内科21人， 第二内科 1 人， 皮膚科 9 人，
小児科 6 人， 神経科 精神科 5 人， 放射線科 1
人， 第一外科 1 人， 第二外科 7 人， 整形外科
22人， 産科婦人科 4 人， 眼科20人， 耳鼻咽喉
科 8 人， 泌尿器科 6 人， 麻酔科 4 人， 歯科 口
腔外科15人， 和漢診療室 5 人
入院患者 8 人(第一内科 3 ん 小児科 1 人， 眼科 1 人， 泌尿L
器科 1 人， 掬科 口 腔外科 2 人 l 
ま た ， 同 年 7 月 に附属病院第 2 期工事 ( 4 ， 779
m2) 及び看護婦宿舎第 2 期工事 (収 容 人 員 50
名 ， 1 ， 528 m2) が着工 さ れた (竣工 病院昭和
55年 4 月 ， 看護婦宿舎昭和55年 3 月 ) 。
開 院 当初 は暫定的に診療科15， 病床数 320 床
で 発足 し た が， 昭和55年 4 月 1 日 に 2 診 療 科
(第三内科， 脳神経外科〕 の設置が認め ら れ る
と と も に ， 病床 120 床 が ， さ ら に ， 昭和56年 5
月 1 日 に 160 床 が増床 さ れ ， 当初計画 の 病床数
600 床 (実在病床 622 床) が実現 し た 。 ま た ，
建築工事 に つ い て も 昭和55年 9 月 に 高 エ ネ ル ギ
一 治療棟 ( 1 ， 143 m2) が ， さ ら に ， 同 年 10月 に
看護婦宿舎第 3 期工事 (収容人員30名 ， 8 10rriつ
が着工 さ れ (竣工 両工事共 昭 和56年 3 月 ) ，
こ こ に 当初 の 病院建築計画 がほ ぼ完成を み る に
至 っ た。
そ の後， 昭和57年 3 月 3 1 日 ， 病院長 で あ っ た
小林副学長 (医療担 当) が退職 さ れ ， 同年 8 月
1 日 ， 熊谷 朗副学長 (医療担当) が病院長 に
就任 し た 。
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国 立大 学附属病院 で類例 を み な い 本院 の和漢
診療室 につ い て は ， 開院当初， 諸般の 事情で設
置 が正式に認め ら れ な か っ た た め ， や む を 得ず
学 内 措置 で運営 し て き た が ， そ の 実現につ い て
関係者 の 努 力が続け ら れた結果， 昭和60年 5 月
17 日 ， 和漢診療部 と し て正式 に設置が認め ら れ
今 日 に至 っ て い る 。
こ こ に ， 病院創設 の段階か ら 今 日 に至 る ま で
幾多 の 困難 に 打 ち 克 っ て こ ら れた先輩諸兄 に対
し 心か ら 敬意を表 し ， 厚 く 御礼 申 L 上 げ ま
す。
(附属病院長 熊谷 朗)
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は じ め に
国 立学校設置法施行規則 (昭和39年文部省 令
第 1 1号〉 第28条では 「国立大学に事務局及び厚
生補導に 関す る 部 を置 く 」 こ と 等 につ い て 規定
し て お り ， ま た 第29条で、は 「国立大 学 の学部等
に ， そ の規模に応 じ て そ れ ぞれ事務部又 は 事 務
室 を置 く こ と が で き る 」 こ と 等 に つ い て 規定 し
て い る 。 し か し ， 本学 の事務局は ， 前記第28条
お よ び 第29条 の特例 と し て 設 け ら れた 第29条 の
2 の 規定に基づ き ， 1"庶務， 会計， 施設， 学 生 の
厚生補導 に 関 す る 事務を併せ て 処理す る 」 事 務
局 と し て 設置 さ れた。 事務処理 の合理化 ， 能率
化 を 図 ろ う と す る 新 し い 組織形態 で あ り ， い わ
ゆ る 特例 的 な事務局が置かれ て い る の は ， 現在，
旭川 医科大 学 を は じ め と す る 新設医科大学や上
越教育大学， 鹿屋体育大学等20大学にす ぎ な い 。
本学事務局 の歩み
事 務局 は ， 昭和54年 4 月 に 3 部 8 課制 と な り
現在 に至 っ て い る が ， こ れ ま で の歩 み は 以下 の
と お り で あ る 。
1 . 富 山大学国立医学教育機関創設準備室
昭和49年 8 月 16 日 富 山 大 学に 国立医学教
育機関 創設準備室が設置 さ れ， 加藤昭作氏
が事務長に任命 さ れた。 事務室 は 富 山 大 学
の 旧 附属図書館 内 に置かれた。
2 . 富 山大学富 山 医科薬科大学創設準備室
新設 の 医学教育機関 を ， 富 山 大 学薬学部
と 新設 の 医学部 を併せ て 富 山 医科薬科大学
と す る と の方針が決定 し ， 昭和50年 4 月 2 日
に富 山 大 学に富 山 医 科薬科大 学創設準備室
が設置 さ れた。 前 日 の l 日 付け で大 臣 官房
付 〈富 山 医科薬科大学事務局長予 定者〉 に任
命に な っ て い た大 島俊雄氏が 2 日 付 け で創
設 準備室付 に併任 と な っ た。 事務長 に は 加
藤氏 が引 き 続 き 任命 さ れ， 田 口 和彦主幹， 涌
井総務係長 お よ び蔵北会計係長 も 発令に な
り ， 創設準備 に 向 か つ て 本 格 的 な 活動が開
始 さ れた 。 こ の 時期が， 大 学設置審議会に諮
る 「設置計画書」 の作成等， 重要な作業が集
中 し て い た 時期 で、 あ り ， 限 ら れた ス タ ッ プ
で大変 な御苦労があ っ た も の と 思わ れ る 0
3 . 富 山 医科薬科大学事務局
昭和50年 10月 1 日 本学設置に伴 い 事務局
が設置 さ れ， 事務局長に大 島氏， 庶務主幹
に佐藤信 男 氏 ， 会計主幹に加藤氏， 施設主
幹 に浅子修二氏， そ し て 主幹 (附属病院創
設準備担当 ) に 田 口 氏 が そ れ ぞれ発令に な
っ た が， 事務職員 は 事務局長以下わずか 9
人 で あ っ た。 事務室 は ， 富 山 大 学 内 か ら市
内西長江 の富 山県総合衛生学院新館 l 階に
移転 し た 。
昭和5 1年 5 月 10 日 事務局 は 5 課 制 (庶
務， 会計， 施設， 学生お よ ひ 図書課〉 と な っ
た。 庶務， 会計お よ び施設 の各主幹が そ れ
ぞれ課長 と な り ， 学生課長 に 上保安 男 氏 ，
図書課長に津崎成逸氏 が発令に な っ た。 係
の設置 も 8 係 を 数え る に至 っ た。 な お ， 事
務室は こ の年 の 4 月 に 総合 衛生学院 か ら 市
内芝園町 の 富山県立中部 高校 (旧 校舎〉 に
移転， そ の後昭和52年 4 月 に杉 谷 の キ ャ ン
パ ス 内 ( 当初は現在の厚生棟〉 に移 っ た。
一方， 昭和52年 4 月 18 日 附属病院創設準
備室が設置 さ れ， 総主幹に今 井辰雄 氏 ， 主
幹 に 田 口 氏 お よ び坂倉 ナ ミ 氏 が 発令に な っ
た。
昭和53年 4 月 1 日 研究協力課 が 設 置 さ
れ ， 課長に 鬼柳正幸氏 が発令 に な っ た。
昭和54年 4 月 1 日 事務局 は 3 部 8 課制に
な る と と も に 3 月 に竣工 し た事務局管理
棟に移転 し ， 名 実 と も に 本学事務局 と し て
の態勢を 整 え た。
お わ り に
本稿は ， 限 ら れた紙面 と い う こ と も あ っ て ，
機構 の変遷 に終始 し ， こ れ ま でに至 る 先輩諸兄
の御苦労や御活躍に触れ る こ と が で き な か っ た
こ と を おわ び L た い 。 な お ， 歴代 の 事務局幹部
職員一覧 お よ び沿革等 を記入 し た事 務局機構図
を 資料に掲載 し た の で， 事務局十年 の 歩 み を探
る 参考 と さ れた L 、 。
(事務局長 明 野 清和〉
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昭和5 1年 3 月 ， 呉羽丘陵 の杉谷台地に大 学建
設が開始 さ れ， 次 々 と 白亜 の棟 々 が 建 ち な ら
び ， そ の一角 に本学附属図書揺 の建設 がは じ ま
っ た の は 53年 9 月 か ら で， 翌日年 3 月 に完成 し
た。
さ か の ぼ っ て 創設準備室時代， 県立 中央病院
内 の 高等看護学院 の 一室 に ， 医学部設置審議会
委員 の視察 の た め に 4 ， 000�5 ，  000冊 の 専 門 書 が
収納 さ れ て い た の が思 い 出 さ れ る 。 次 い で50年
10月 ， 創設準備委員会 で 当 時 の 学長 で あ っ た平
松先 生を附属図書館長事務取扱 と し て 決 定 し
た。 50年 10月 1 日 ， 本学開設 と 同 時に暫定校舎
(富山市西長江 220 番地富山県立中央病院構 内 〉
に お い て 開学， 翌日年 3 月 26 日 暫定校舎か ら 仮
校舎 (富山市芝 園町 3 - 2 - 1 1富 山県立富 山 中
部 高等学校 旧 校舎〉 へ移転 し 旧 校舎 の ー偶 に
さ さ やか な 図書室 が聞かれ， 単行本約 I 万冊，
雑誌約 200 種 と 今 日 では 考 え ら れ な い よ う な 貧
弱 な も の であ っ たO
次 い で52年 4 月 ， 新校舎 の一部竣 工 と と も
に ， 図書館 も 杉谷 の地に移転 し 現在 の 福利厚
生棟 の 2 階を使用 し て 開館 し た 。 ょ う や く 図書
館 ら し い体裁 を 整 え た と は い え ， せ い ぜ、 い 中学
校か ， 高校 の 図 書室 と い う 感 じ で あ っ た。
初代館長 と し て 整形外科学辻 陽雄教授が54
年 2 月 1 日 什 で 発令 さ れ 4 月 18 日 よ り 現在 の
図書館が開館 し 業 務 を 開始 し た 。
他方， 富 山 大学 の ご協 力 と ご好意 に よ っ て ，
完備 し た薬学系図書27 ， 137冊が富山大学薬学専
門図書室か ら 本学図書館へ全面的に移管 さ れ る
こ と が 決定 し た。 ま た 医学部 に お い て も パ ッ ク
ナ ン パ ー 充実や各方面か ら の 図書 の 寄 贈 を 仰
ぎ ， 辻館長 の献身 的 な ご 努 力 に よ り ， 日 本 で も
ユ ニ ー ク な 医学 ・ 薬学総合図書館 の 基礎が完成
し ， 55年 7 月 ， 蔵書数78 ， 000冊 と な り ， 56年 3
月 に は80 ， 000冊 を突破 し ， 大 学院設置規準に合
格 し ， 医学研究科設置に つ な が っ た。
ま た ， 国立大学図書館協議会の54年度北信越
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地 区理事館 を本学が担当 し 図書 館 の 活動が ま
す ま す活発化 し て い っ た。
本学 の 生物医学， 薬学， 化学領域に お け る J
I C S T オ ン ラ イ ン d情幸� シ ス テ ム ( J O I S )
の 情報検索 の利用 は55年 1 月 か ら 開 始 し た 。 同
年 6 月 に J 1 C S T 北陸支所が富 山商工会議所
内 に 開設 さ れ ， 従来に比 し 格段 の 簡便， 正 確 さ
を も っ て 文献検索 が可能 と な っ た。
56年 2 月 1 日 よ り 第一 内 科学矢野三郎教授 が
館長 と し て 発令 さ れ ， 日 本 医学図書館協会へ の
参加 が重要課題 と な り ， 蔵書数そ の他か ら56年
10月 の 総会に お い て 正式加盟館 と し て 承認 を う
け ， 各大学附属図書館 と の文献交換が極め て 便
利 に な り ， 研究活動に大 き く 貢献 し た O
58年 2 月 l 日 よ り 薬学部 衛生生物化 学 の 西 荒
介教授が館長 と し て 発令 さ れ ， 研究図書は勿論
学生用 参考図書 の充実 と 視聴覚教育資料 の 整備
に ご 努 力 さ れ， 60年 3 月 現在 で蔵書 数 1 13 ， 369
冊 ， 年間購入学術雑誌 1 ， 092 種 (外国 雑 誌 764
種類〕 と な り ， さ ら に 毎年 6 ， 000 間余 の蔵書 の
増加 が見込 ま れ， 収納場所 も 狭瞳 に な っ た が ，
新設医大 で は 最 も 充実 し た 図 書 館 に 発展 し た。
昭和59年度 ， 年間 入館利用 者数は 16万人， 1 
日 平均 550 人 の多 さ に達 し 複写枚数 も 年 々 飛
躍的に増加 し 59年度は34万枚， さ ら に学外文
献複写依頼件数 も 2， 100 件 と な り ， 図書館員 の
負 担 も 急増 し て い る の が現状 で あ る 。
一方， 情報通信技術は ま す ま す発達 し ， 1 N 
S (高度情報通信 シ ス テ ム ) な ら び に フ ァ ク シ
ミ リ の利用 に よ り 他大学 と の 聞 の文献複写利用
が一部大学問 で開始 さ れ， 極め て 鮮 明 な 文字 ，
画 像 が迅速に送受 さ れ る よ う に な っ た。 さ ら に
大 型 コ ン ビ ュ ー タ ー と 連動 し て 大 学図書館 の ネ
ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 化 も 進 ん で い る 。 本学 も こ
れ ら に い か に対処す る か ， 学術情報 の 中枢 で あ
る 図書館 の 今後 の 最 も 重要な課題であ る 。
(附属図書館長 大浦 彦吉)
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哲 学
哲学研究室 は 本学創設 と 同 時 に数少な い 文科
系一般教育 の学科 目 と し て 育 っ て 来 て い る 。 共
同研究棟 の五階ほ ぼ 中央に位置 し て い る が ， 開
学 当 初 は 富 山 中部高校 の 旧 校舎 の 教室 を 借 り て
心理室 の研究室 と 同居 し て い た。 杉 谷 キ ャ ン パ
ス に 移 っ て か ら は ， 講義棟一階 の 教室 を 間 仕切
り を し て 研究室 と し た。 講義は 田 辺 教授が一人
で哲学 と 倫理学 を担 当 し て い る が ， で き る だ け
理科系 の 本学学生 の 理解 し う る 範囲 内 で の 現代
の 思想や倫理 の 問 題 の 解 明 に心 が け て い る 。 開
学以 来数年前 ま で は 一般教育 の 開講科 目 が 少 な
か っ た の で， ほ ぼ学生全員 が一年次 では 受講す
る 状況 で あ っ た の で人数 も 多 く ， そ れ だ け に 苦
労 は 多 か っ た。 こ こ 二三年 の 間 に ， 二期制 と な
り ， 学生 も 数多 く の 科 目 を 自 由 に選択す る こ と
が で き る よ う に な っ た結果， 楽勝 コ ー ス と い わ
れ る 科 目 に学生が集中す る よ う に な っ た こ と は
否 め な し 、 。 本来， 人 聞 の 問題 を よ り 多 く 追究す
る 医学部， 薬学部 の学生に は ， 多少むずか し く
と も 人間 の 問題を基本的に掘 り 下げ て 考 え る 姿
勢が望 ま し し 、。 戦 前 の 哲学青年や文学青年が文
科系 を 志 向 す る と ， 理科系 を 志 向 す る と を 問わ
ず， 関心を 向 け て い た人生問題や文化， 芸術，
宗教へ の興味を基礎 と し て ， 講義を展開 し え た
時代 と は 異な っ て ， 余 り に も 狭い 専 門 的職業的
志 向 が先行す る 現代の学生は， 哲学， 倫理学講
義 の 対象 と し て は頭 の 痛 い 存在 で あ る 。
し か し こ と 医学 と 薬学 と い う ， 人 聞 を ， と く
に人間的生を学問 の対象 と し て 選 ん でい る 学生
に 対 し て は ， 曲 り な り に も 人間 の 生が も ち え た
東洋西洋 の 生や死や愛 に対す る 考 え 方 を理解 さ
せ る 必要は 大 き い と 感 じ て 牛歩 の 歩 み で 努 力 し
て い る 。 田 辺個人 の 研究対象 と し て ， 実存哲学
的 な 出 会い の 問題 ， 仏教や キ リ ス ト 教 の比較思
想 的 な考察， 日 本 の ユ ニ ー ク な 哲学者西 国 幾多
郎， 回 辺 元博士等 の絶対無 の 思 想 を 宗教的実
存 と の 関 連 に お い て 捉 え る こ と を め ざ し て い
る 。 最近は 医学 に お け る 脳死等 の 問題 も か ら ん
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で ， 哲学 と 医学 の 関連が深 ま っ て い る の で こ れ
に つ い て も 模索 し て い る 。
歴史学
理科系 の 大 学 の 一般教育 で， 専 門 と 直接か か わ
り の な い 学科 目 を 教え る む ずか し さ は ， 人文 ・
社会系 の 教師 た ち に共通 し た 悩み と 言 え る だ ろ
う 。 と り わ け ， テ レ ビ で も 小説 で も マ ン ガ で
も ， い わ ゆ る 歴史 も の の 氾濫 し て い る 昨今 ， 学
問 と し て の歴史学 の意義を正 し く 理解 さ せ る こ
と は 至離 の わ ざに近し 、 。 そ の 意味で， 来 し方 の
10年 聞 を顧み る と き ， に が し 、 失 敗 の 思 い 出 ば か
り が先 に立つ。
開学早々 の授業 で理科系 を意識 し過 ぎ て ， 慣
れ な い 科学史に手 を 出 し ， 学生た ち の期待を裏
切 っ た の も そ の 一つ であ る 。 た ま た ま そ の 中 で
蘭学者 た ち の苦闘 に話が及 ん だ と き ， 初め て 彼
ら は反応を 示 し て く れた。 理科系 の 学 生 な れ ば
こ そ ， 人間臭い も の を 求 め る 一面 が あ る こ と
に ， そ の と き や っ と 気が付い た と い う の も ， お
粗 末 な 話 で あ る 。 そ の 後 ， 四苦八苦 し て 積み重
ね て き た授業か ら ， 通 り 過 ぎ て い っ た学生 た ち
は 何 を く み と っ て く れた だ ろ う 。
開学当初か ら の い ま 一つ の 悩み は ， 歴史学 と
は し 、 し 、 な が ら ， 日 本史 し か 開 設 さ れ て お ら ず ，
選択 の多様化 を 求 め る 学生た ち の 要求 に十分応
え ら れ な い こ と で あ っ た。 受験体制 の ゆ が み か
ら か ， 最近は 日 本史 ・ 世界史 の 両方を修得 し て
く る 学生は皆無 に近し 、 。 国 際化 時代 と 言 わ れ る
昨 今 ， 若い世代が正 し い 世界認識 を も つ こ と の
重 要 さ は ， い ま さ ら 言 う を ま た な L 、 。 そ こ で と
り あ え ず西洋史 の新設を諮 り ， 幸 い 関 係 者 の 深
い 理 解 を 得 て ， 53年度か ら ， い ち 早 く 非常勤講
師 の 来 学 を み た こ と は ， 何 よ り も 有難い こ と で
あ っ た。 こ の う え は ， 中 国 と の 交流 も 深 ま り つ
つ あ る 折か ら ， 限 ら れた制約 の 中 で、 も ， 何 と か
し て ア ジ ア 史を組み こ ん で い く 工夫 も し た し 、 と
考 え て い る 。
私 の個人の研究につ い て は ， 研究活動一覧 に
記 し て あ る 通 り な の で， こ こ では ふ れ な い 。
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終わ り に ， こ の十年間 の歩み を 支 え ， 励 し て
く れた 多 く の学生諸君， 教職員 の諸氏に心か ら
感謝 の 意 を表 し ， 新 た な 決意 と 祈 り を も っ て ，
次 の 一歩 を 踏み 出 し て い き た し 、。
心理学
心理学は 最 初 に 開 講 さ れ る 科 目 の l つ で ， 昭
和 5 1 年 1 月 13 日 に 聞 かれた打合せ会 は大雪に驚
か さ れ た が 4 月 2 日 に中 瀬 (助教授〉 が着任
し た と き は雪 も 消 え て い た 。
中 部 高校 の 古 い 木造洋館は ， 由 緒 あ り 気だ が ，
床は き し み危険な個所 も あ っ て ， さ な が ら お化
け屋敷 の 面 持 で あ っ た。 研究 室 は 2 階 の 北西，
広 く 天井 の 高 い部屋に哲学 と 同 居 し た 。 窓、 の 中
に も 雪が 積 も り ， ス ト ー ブ を い く ら燃や し て も
窒息 の心配は な い も の の部屋 の 中 で も 外套 を 着
て い た 。 環境は最悪であ っ た か も 知れ な い が ，
学生 も ， 事務官， 教官 も 数が 少 な く ， 和 気 あ い
あ い と 創 学 の 意欲に燃 え ， 立地 も 良 く 精神的に
は 最 も 良い 時代で あ っ た よ う に思 う 。
次年度 は杉 谷 に 移 っ た も の の 教室 を 区切 っ た
仮住い ， 3 年 目 にや っ と 一般教育 の 場所 が 出 来
て 実験室 も 完成 し た。 し か し ， 心理学 の 教官は
1 人で ， 基本図書だ け で予算が無 く な り ， 実験
器具 の 整備 は思 う に任せ な か っ た。 一般教育 の
場所は渡 り 廊下 も 兼ね て 騒音 が 集 中 し ， 思索 の
場所 と し て は不適切 で あ る 。
わ け
こ の よ う な理 由 で， 実験 は 学外 で 行 い ， 結 果
の分析は京大 の 大 型計算機セ ン タ ー を利用 し て
い た か ら ， 学 内 で は 資料 の 整理 と 文献 の 整理 ・
収集 が 中 心 であ っ た。 こ の 点 で は ， 昭和52年 1 1
月 か ら 人文 ・ 社会系を担当す る 有 能 な 清水順子
さ ん が着任 し 作業が進展 し た 。 文献収集 で は 附
属 図 書館 で珍 し い 貴重な も の ま で探 し 出 し て 貰
え た。 昭和54年か ら は事務担 当職員 が 2 名 に増
え ， 一般教育等全員 を担当す る よ う に な り ， 昭
和56年 9 月 か ら は松下慶子 さ ん が着任， 清水 さ
ん と の コ ン ピ も 良 く 仕事が一段 と はか ど る よ う
に な っ た。 そ の 聞 の成果は 6 月 に 出 版予 定 で あ
る が 2 人 の 努 力 に心か ら感謝 し て い る 。
実験は 学 内 で ほ と ん どで き な か っ た も の の ，
心理学 に と っ て 医学部 の先生方か ら 教 え て い た
だ く こ と は多 か っ た し こ れ ま で縁 の な か っ た
両学部 に触れ， 考 え 方や人間関係等， 大 い に 心
理学 の 実践的研究 に な っ た と 感謝 し て い る 次 第
で あ る 。
数 学
過去 10年間 で、数学教室 の大体 の体裁は 整 っ た
よ う に思われ る 。 計算機関係 につ い て は， 今年 3
月 停年退官 さ れた 須藤教授が購入 ・ 整備 さ れ ，
現在古い の も 入れ て 5 台 の コ ン ビ ュ ー タ ー が あ
る 。 研究雑誌 の方 は 主 と し て 筆者 が手配 し て き
た が ， も ち ろ ん 学科 目 と し 、 う 限界 が あ る 。 基本
的 な 考 え 方 は 1 2 次資料を充実 さ せ て ， 研 究 に
必 要 な 論文は 本学図書館 の 学外文献複写制度 を
利用 し て 入手 す る 」 と い う も の で あ る が， こ れ
は 今後 も 変 え ら れ な い方針 で あ ろ う 。 い ず れ に
し ろ ， 代表 的 な 2 次資料で あ る Mathematical
Reviews は全巻そ ろ え る こ と がで き た の で，
当面 の 研究 に は十分間 に 合 う 。
筆者は こ の 10年間 「 ク ラ ス 2 拡大 の理論」 の
研究 を 行 っ て き た が， こ こ へ き て 一応 の メ ド が
つ い た。 そ の 間図書館 の 学外文献複写制度 に は
大 変 お世話 に な っ た。 記 し て そ の業 務 に 当 た ら
れた方 々 に謝意を表 現 し た し 、 。 次 の 10 年 間 は
「 円分体に お け る 等号 の よ り 深 い把握」 を 主 テ
ー マ と し て 研究に取 り 組ん で い き た L 、 と 考 え て
い る 。
物理学
昭和5 1年 4 月 開校 と 同 時 に 林 (教授) が着任
し ， 中部高校 内 の 仮校舎で第 1 回生に対す る 講
義 を 開 始 し た。 間 も な く 田 村 (教務員 〉 が加わ
り ， 9 月 か ら 始 ま る 物理学実験 の 準備 に と り か
か っ た。 52年 に な る と ， 豊富 (助教授) が着任
し て 物理学科 の顔ぶれ は そ ろ っ た。 ま た 授 業
L 杉谷に完成 し た 新 し い講義棟で、行われ る よ
う に な り ， 教育体勢は一応整 う に至 っ た。
研究 も ， 最初 の う ち は実験装置 も 実験室 も な
か っ た の で ， 富 山 大 学 の放射性同位元素実験室
の 中 に ス ペ ー ス を 借 り ， こ れ も 会社か ら 借 り た
メ ス パ ウ ア 一 分光器 を そ こ に据 え て ， 細 々 と 実
験 を 続 け る 有様だ っ た。
現在， 研究 は 2 つ の グ ル ー プ に分か れ て 行わ
れ て い る 。 (1 ) メ ス パ ウ ア ー 効果 (林， 田 村 )
: 研究室発足以来， 超微粒子 の メ ス パ ウ ア ー 効
果を研究 し て 来た。 超微粒子はパ ル ク と 原子 の
中聞 の 力学系 で あ り ， ノ ミ ル ク と も 原子 と も 異 な
る 独特 の物性を示すゆ え に 注 目 さ れ て い る 。 こ
れ ま で に ， 徴粒子 内部 の格子振動， 試料 中 に お
け る 微粒子そ の も の の運 動 の 問 題 ， 磁性微粒子
中 の 電子 ス ピ ン の 緩和現象等を調べた。 最近，
他大学 の地球科学研究室 と 共 同 し て ， 地球内部
物質 の メ ス パ ウ ア ー 効果の研究 を も 始 め た 。
(2)半導体 (豊富) : 半導体に 関す る 基礎的 な 研
究 ， 特 に ホ ッ ト エ レ ク ト ロ ン に 関 係 し た研究 を
進 め て い る 。 こ れ ま で に n 型Si の ホ ッ ト エ
レ ク ト ロ ン に よ る 発光現象， 強電場 に お け る 半
導体 の オ ー ミ ッ グ コ ン タ ク ト の 問題等につ い て
研究が行われた。
化 学
教室 は 昭和51年 4 月 に 旧 富 山 中部 高 校 の 仮校
舎 内 に 開設 さ れ， 永 田 正 典教授， 広 上助教授が
着任 し た。 昭和52年に は講義実習棟 の 現 ロ ッ カ
一 室 を 4 つ に 区切 り 自 然科学 の 物理， 化学， 生
物 ， 数学が移 っ た。 化学実習が 4 月 か ら 始 ま る
の で実習指導， 教務職員 と し て 平井美朗博士が
着任 し ， 実習 の機械器具， ガ ラ ス 器具， 薬 品 の
調 達 の 準備等 で、追われた。 53年に 医学部研究棟
の竣工に と も な い ， ま た学生数の増加 で、 ロ ッ カ
一 室 を あ げ る こ と と な り 現在 の 泌尿器科 と 皮膚
科 の研究室 の 一部 で仮住 ま い ， 54年に共 同利用
棟 の完成で現在 の研究室 に 落 ち 着 い た 。 本教室
は研究活動 の 面 を重点に考 え て 薬学部 ・ 和漢研
究所 の 化学系 と 同 じ フ ロ ア の 南側 に置 く こ と に
決め ら れた。
54年 4 月 よ り 教務職員 の平井氏 が薬学部助手
と し て 転 出 さ れ ま し た の で後任 と し て 高橋たみ
子博士が薬学部生薬学教室 よ り 着任 し た。
授業科 目 につ い て は一般教養 自 然科学系 の 化
学 1 (物理化学) 2 単位 ・ 広上， 化学 II (有機
化学) 2 単位， 永 田 ， (5 1年か ら 57年 ま で 薬学
部 ・ 吉井教授が担当 ) ， 化学実習 (定性 分 析)
永 田 ・ 広上， 高橋が担当 し て い る 。
基礎教育科 目 の 生物有機化学， 無機化学 (薬
学部 ・ 専門 ・ 選択科 目 〉 を担 当 し て い る 。
研究活動は富大薬学部 の 薬 品 製造化学講座 の
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第一研究室を使用 さ せ て 頂 き 5 1年か ら54 ま で研
究 に必要な設備等を利用 さ せ て も ら い ， 教室は
点 々 と 毎年引 越 し さ せ ら れ た わ け で、すが研究 は
落 ち つ い て 中 断す る こ と な く 今 日 に 至 っ た こ と
を感謝致 し て お り ま す。 ま た薬学部学生が卒業
研究生 と し て 配属 し て 頂 き ， い ま ま で に 山 崎，
岡 本 ， 加藤， 勝木， 黒沢 ， 上 回祥， 畠 山 の方 々
が 来 て く れ， 研究活動を 明 る く 楽 し い も の に し
て く れ ま し た。
研究 テ ー マ は 4 ー ピ リ ミ ジ ノ ン 誘導体 の光化
学反応 と 含窒素 ス テ ロ イ ド 誘導体 の 合成研究 を
行 っ て い る 。
生物 学
生物学教室 が 開設 さ れた の は 昭和51年 4 月 の
こ と で あ っ たO し か し 専任教員 の 本 田 教授 は
外 国 出 張 中 で， 富 山大学薬学部 よ り 菅野 が ， 同
教育学部 よ り 田 中教授が 出 向 し て 生物学 を 開 講
し た 。 そ の 間 ， 専任教員 内 定者 で も あ っ た 私
は ， 二つ の大学を渡 り 歩 き ， 今か ら 思 え ば信 じ
ら れ な い よ う な 激動 の 渦中 に あ っ て ， 数 々 の 「
新 し い大学作 り 」 の 経験 も し た 。 そ し て ， 名 実
共 に 「薬学部生物学教室」 が可動 し た の は 昭和
54年 4 月 の こ と で あ り ， 同 時 に大学院薬学研究
科担当教室 と も な っ た。 こ れ に よ っ て ， 金沢大
学薬学部 の 黒川 昌彦君 が 当 教室博士課程後期学
生 の 第 l 号 と な り ， 研究体制 も 一応 の 整い を み
せ た 。 し か し こ の よ う な 一般教育担 当教室 の
誕生は他 に 例 の な い こ と で， 圏 内 で博士号 を認
定 で き る 10番 目 の 国立大学生物学教 室 と な っ
た。 以 来 6 年有余に し て ， 当教室か ら も 薬学博
士 l 名 ， 薬学修士 5 名 ， 薬学士 12名 が世に送 り
出 さ れた。 職員構成は私 の 他 に技官 l 人 と い う
見掛け は 弱 小 な 教室 で あ る が ， 実態 は さ に 非
ず ， 職員 と 学生は一体 と な っ て 行動 し ， I分 子
生物学領域 で の北陸 の雄」 を 自 負 し ， 大学院生
主体 の 若 き エ ネ ル ギ ー に満ち溢れた教室 で、 も あ
る 。 昨 今 ， 薬学領域 も ま たBio- の嵐 の渦 中 に あ
る が ， ま さ にBiology を冠す る わ が教室 も ， 遺
伝子 の 周 辺 を さ ま よ う こ と を 多 と し 遺伝子 の
「継 ぎ は ぎ」 や細胞融合 を夢め る 「や る 気 の あ
る 若者」 の 集 団 に よ っ て 支 え ら れ て い る 。 主 な
研究課題 は ， (1)細胞核 内情報高分子 の動 的生化
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学， (2) 発癌 の 生化学， (3)癌免疫生化学， な ど に
大 別 さ れ る 。 こ の よ う に ， 開設当初 の予想に反
し て わが教室 が発展 ・ 成長 し え た の も ， ひ と え
に ， 本学 の ユ ニ ー ク な 教育 ・ 研究 シ ス テ ム に負
う と こ ろ が大 で あ っ た。 最後に ， 私 と 共 に苦楽
を 分 ち ， 教室発展 の原動力 と な っ た 当教室大学
院 出 身者諸君 の近況を こ こ に 紹介 し て お く 。 黒
川 昌彦博土 (テ キ サ ス 大学 ・ M .D. ア ン ダ ソ ン
病院 ・ 癌研究所) ， 村 田 操修士 (ェ ス エ ス 製薬
・ 研) ， 新井悦郎修士 ( メ ノレ ク 万有 ・ 研 ) ， 宝 田
哲仁修士 (持 田 製薬 ・ 研) ， 日 比野康英 修 士 (
当 教室博士課程後期学生， 3 年) ， 岸 田 孝 一修
士 ( 日 本新薬 ・ 研) 以 上 で あ る 。
英 語
英語教室 は 公 式 に は 昭和5 1年 4 月 1 日 を も っ
て 他 の 多 く の 教室 と 共に 出 発 し た。 し か し 実 際
に は ， 英語が入学試験 の科 目 と な っ て い た 関 係
上， 活動は す で に 前年度 よ り 開始 さ れ て い た。
も っ と も 専任が常木 1 名 で あ っ た の で、教室 と い
う 名 を称す る の も 気恥 し い こ と では あ っ た。
ど う に か 入試 も す ま せ ， 地元新 聞 の 問題 に つ
い て の批評 も “ 妥 当 な 出 題ぬ と 述 べ ら れ ， ほ っ
と す る の も 束 の 間 ， 医 ・ 薬 あ わ せ て 200 人余 の
学生の授業が始 ま っ たO そ れ か ら の最初 の 数年
聞 は ， 日 本人 ・ 外国人 の非常勤講師最高 7 人 の
確保 の た め の予算面 と 人的関係で の折衝に翻弄
さ れ る 日 々 で あ っ た。 専任 1 人 で、 あ れ ば ， 入試
問題 の作製 も 毎 回 他大学か ら の援助を う け な け
れ ば な ら ず， 6 月 の 入試問題作製主任決定以後
は ， 翌年 の 入試問題完成 ま で， 作製 の た め の 数
回 の 委員会， 決定稿が で き て か ら の 数回 の校正
と 神経 の 使 う 仕事が多い の も 「一人一教室」 の
気安 さ を 相殺す る に あ ま り あ る も の で あ っ た。
そ の 点， 今 回一般教育運営委員会 で英語助教
授 の配分が決定 さ れ， ま た 3 月 末 に予想 も し な
か っ た Jill ian Kay氏 の 本学へ の 外人教師 と し
て の配属 が文部省 よ り 承認 さ れた こ と は ， こ の
上 な い 朗報で あ り ， や っ と チ ー ム と し て ， カ リ
キ ュ ラ ム の 中味につ い て 決定 し実行す る こ と が
可 能 と な っ た。
翻訳機が 日 進 月 歩 し て い る 今 日 ， 今後 の 語学
教育 は ， そ の 目 標 と 方法 に 一大 変 革が予想 さ れ
る 。 A-V 機器 の 活用 ， グ ラ ス 人 数 の 減少 と い
っ た 各種の方法を活用 し ， 厳 し い 時代 を 生 き ぬ
く 学生に本 当 の 意味で の 実 力 を つ け る こ と を 目
指 し 三人 力 を あ わ せ て 努 力 せね ば な る ま い と 思
っ て い る 。
独 語
初年度 に上原， 一年遅 れ て 諏訪 田 着任， 以 後
別 に非常勤三名 の 協 力 を 得 な が ら ， 大 半 の学生
に と っ て 初 め て の外国語で あ る 独語 を ， そ の学
生た ち の た め に初歩か ら 始 め て 二年 間 で 曲 り な
り に も 独語論文を読解 し 得 る に 足 る 辞書 の 使い
方 の 習 得 を 目 標 と し あ わ せ て 外国語に接す る
こ と に よ っ て そ れ が 自 国語を顧み る 機縁 と も な
り ， 進 ん で は 言葉 の 本質 を 垣 間 見 ， 言葉を手段
と す る 論理 と 思 考 の 錬磨 に も 資す る こ と が 出 来
れ ば ， と い う の が 当 教室 の 願 い で あ る 。 そ の 後
1982年度 に薬学部 の必修二外国 語 の う ち の 一 つ
が単位数が従 来 の 半分 の 四単位に減少 さ れた こ
と も あ っ て ， 1934年秋諏訪 田 助教授静 岡 市 に 転
じ て か ら は 専任は上原ひ と り と な る 。 教育 と 平
行 し て 研究 も 人並み に な さ れ て い る が ， 活字離
れ の慨かれ る 昨今学会 と 会議場だ け は活字 が氾
濫， 文運 の 隆 昌 を寿 ほ ぎ ， 言論 の斉放を慶 こ ぶ
べ き か ， は た ま た地 上 の へ ど ろ 化 を 憂 う べ き
か。 そ う し た 時流 と は風馬牛に 当教室 が 此 の 十
年 間 に 発表 し た も の は 著書一冊論文雑文 そ れ ぞ
れ数篇 に過 ぎ な い が ， 今後 も 無 く も が な の 活字
化 は 極 力控 え ， 諏訪 田 は 静 岡 に移 っ て も こ れ迄
通 り 文法理論 の 実証的研究 を継続す る で あ ろ う
し 上原 も 従来か ら の 中 世 の テ キ ス ト の 解読 と
校訂 と L 、 う 地道 な仕事を続け る で あ ろ う 。 独語
教育 に就 て も そ の や り 方 を改変す る 差 し 当 つ て
の 理 由 は 今 は な L 、 。
保健体育
研究室 は ， 昭和5 1年 4 月 に 旧 富 山 中部 高 校 の
旧 校舎 内 に 開講， 第 1 回生を迎 え た。 体育実技
の授業は ， 神通川 河川 敷運動場 と 中部 高 校 の 体
育館， テ ニ ス コ ー ト を週 l 回 ， 借 り て 実施 し た
が ， 教官， 学生共 々 ， 大 変窮屈 な思 い を し て 1
年 聞 を過 ご し た。
52年 4 月 ， 杉谷丘陵に移 っ た と き ， 体育館が
で き て い た の で， 仮校舎時代に比べ， 学生た ち
は ， 生 き 生 き と ス ポ ー ツ を楽 し ん で い た。 52年
度 に テ ニ ス コ ー ト ， 53年度 に陸上競技場， 野球
場 お よ び 弓 道場等が竣工 し ， 漸 く 体育実技 の 授
業 な ら び に課外 ス ポ ー ツ 活動 の 教育が軌道に乗
っ た。 そ の 間 ， 関係者 の理解 と 協 力 に 支 え ら
れ ， 体育施設用 具， 視聴覚機器 等 の 整 備 ， ま
た ， 模型 カ リ キ ュ ラ ム は学生 の体育活動振興に
大 き な 役割 を 果 た し た と 考 え て い る 。
そ の 間 ， 学生は ， よ く ぞ不十分 な 条件 を克服
し ， 今 日 の 基礎固 め に協 力 し て く れ た と 感謝 し
て い る 。
研究活動
研究室 は ， 5 1 年仮校舎 内 ， 52年体育館， 53年
医学部研究 棟 の 1 室 ， 54年に現在 の研究棟に漸
く 落着 い た が ， そ の 間漂泊 の旅であ っ た。
主 な る 研究課題 は 次 の と お り で あ る 。
。51 �53年 ・ 小 中学 の運動処方 を テ ー マ
に心拍数を基準に し た ト レ ー ニ ン グ 負 荷 と
効果 の 検討
中 高年齢者 の運動処方 を研究対象 と し
な が ら ， リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に お け る 運動
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負 荷 ・ 全身持久性能 力 の 簡易 評価法 ・ ト レ
ー ニ ン グ強度設定につ い え の検討
。54�56年 ・ 全身持久 性 の ト レ ー ニ ン グ処
方 を テ ー マ に ， 全身持久性運動に お け る 主
観性強度 と 客観的強 度 の 対応 に つ い て (54
年度科学研究費 〉
温水運動療法 の 呼吸循環機能 に及ぼす
影響に つ い て (55�56年度科学研究費〉
@57�58年 ・ 温水運動療法が呼吸循環器
系反応に及ぼす影響 を テ ー マ に ， 水中運動
時 の体温変動力 、 ら み た 作業能 力 に つ い て 検
討
@59�60年 「温水運動療法が呼吸循環系機
能に及ぼす影響」 を テ ー マ に し て ， 各種水
温下に お け る 運動時 の 心収縮時 間 の 測定 を
行 い ， 水温が S T r に及ぼす影響 を検討(59
年科学研究費)
60年度は ， 温熱ノミ ラ ン ス と 運動血流 の 観点
か ら ， 上記 テ ー マ を検討す る 。
そ の 他， ス ポ ー ツ に対す る 意識調査。 ラ イ
フ ス テ ー ジ ス ポ ー ツ プ ロ グ ラ ム の作成 (60
�63年〕
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解剖学 ( 1 ) 
教室 は 昭和51年 4 月 1 日 に 旧 富 山 中部高校 の
仮校舎 内 に 開講 し た 。 金沢大学 よ り 松 田 健史教
授が着任 し ， 以 来 10年 目 を迎 え て い る 。 そ の 間
52年 4 月 に は講義実習棟 3 階に ， 53年 4 月 に は
医学部研究棟 4 階に ， さ ら に57年 4 月 の大学院
医学研究科 開設に伴 う 増築 に よ り 現在 の場所へ
と ヲ ! っ 越 し ， や っ と 落 ち着 い た。
現在 の 教室 員 は ， 教授 の 他 ， 助教授 l 名 (森
沢佐歳) ， 助手 l 名 (篠原治道) ， 技官 l 名 (堀井
竹夫) ， 大学院生 1 名 (中谷喜男 ) ， 研究生 2 名 ，
研究協 力員 4 名 で あ る 。
教室 の研究 テ ー マ は ， (1)染 色体構造異常 と 修
復機構 の研究， (2)性腺細胞成熟過程 の形態学的
研究， (3)遺伝性疾患の人類遺伝学的 ア プ ロ ー チ
(4)晴乳動物骨格 の 成長変化 に 関す る 形態学的研
究 を 主眼 と し て 行 っ て お り ， 大学院医学研究科
(博士課程〕 生理系専攻 の授業科 目 と し て 共通
と 遺伝 ・ 発生 ・ 発達部 門 を 担 当 し て い る 。
松 井 晶 氏 (現在， 伊勢崎市民病院小児科医
長〉 は 5 1 年 6 月 � 12月 にわ た り ， 群馬大学小児
科学教室 よ り 当教室 に 国 内留学 し ， ヒ ト 染 色体
の 核型分析 お よ び ヒ ト の 遺伝性疾患 の 家系分析
法 に 関 す る 基礎的研究 を 行 っ た。 ユ ス ナ ム ・ シ
ャ リ フ 氏 ( イ ン ド ネ シ ア 閏 ヤ ル シ イ 大 学解剖学
教室講師〉 は55年 4 月 �56年 4 月 の 約 1 年 間 当
教室 に留 学 し 主 に神経解剖学 の標本作成 と 肉
眼解剖学 の 教授法を研鎖 し た。 教室 の篠原治道
助手 は ハ ワ イ 大 学解剖学 ・ 生殖学教室 の 柳町教
授 の も と に57年 7 月 よ り 1 年間留学 し た。
教室 の業績は こ の 10年で著 書 (分 担 執 筆)
17， 翻訳 (分担) 1 ， 原著論 文 67 編 〔欧 文 8
編 (国外誌 7 編) ， 邦文59編J ， 総説 7 編， そ の 他
15編， 学会報告82題 で あ る 。
ま た 開 学 当初 よ り 解剖学実習体 の確保が憂慮
さ れた。 教室 員 一 同 と 研究協力課職員 は ， 県 内
外に て 開催 さ れ る 献体希望者 と の集会に時に学
生 を 同伴 ， 参加 し ， 登録会員 と の交流 の 場 を 持
っ た。 52年 4 月 に解剖棟が完成 し ， 平松 博 前
学長 (故人) ， 小林 牧副学長 (現名 誉教授) と
と も に献体 キ ャ ン ベ ー ン が展開 さ れた。 そ の 後
の 献体 の あ ゆ み は “学園 だ よ り 凶 に報告 し て き
た。 特筆 し な け れ ば な ら な い の は ， し ら ゆ り 会
理事長 中井精一氏 (本学参与) お よ び し ら ゆ り
会会員 各位に ， 多 く の 集会等 で， 精神面 で の 学
生教育に参加 し て 頂 い た こ と で あ る 。 こ れ ま で
に頂 い た御教示 @ 御支援に対 し 心か ら 御 礼 申
し 上げ ま す。
献体登録 キ ャ ン ベ ー ン は ， 富 山 県 内 の病院 ・
施設は も ち ろ ん 市町村役場， 社会福祉事務所等
の 行政機関 に 及 ん だ 。 と く に 中 井精一氏 は ， ロ
ー タ リ ー ク ラ ブ， 老人 ク ラ ブ ， 婦人会等 の会合
に も 出 席 し ， 卓話等を通 じ て 献体を 訴 え ら れ
7こ。
本学主催 の合 同慰霊祭 は ， 毎年10月 第 3 土曜
日 に 本学体育館に お い て ， 富 山 県 善意銀行主催
の 追悼合 同法要は毎年 4 月 第 3 土曜 日 ， 本願寺
富 山 西 別 院 に て 営 ま れ て い る 。 各年度 の 実 習 は
毎年 3 月 の納棺式を も っ て 終了 し ， 一体 ご と 富
山市斎場 に て 火葬 し 遺族に直接渡 さ れ て い
る 。 御遺族 の 了 解 の も と ， 分骨は 本学慰霊碑 内
納骨堂に納 め ら れ る 。 ま た解剖学実習終 了 後 の
感想文が学生 よ り 寄せ ら れ て し る 。
解剖学実習 は 昭和52年が 第 I 回 で学生 100 人
に御遺体 10体で あ っ た。 こ の 第 l 回 の 2 人 の 学
生 よ り 御 自 分た ち の母親 の御遺体 を 献体 し て 頂
い た こ と は感銘深 し 、 。 こ の後 ， 学生 8 人 に l
体 6 人 に l 体， そ し て 現在 は 4 人に l 体 と な
り ， さ ら に 5 年次 ， 6 年次学生に学習 の 場 と し
て の 解剖学実習 も 考慮 さ れ て い る 。 し か し 単 に
解剖体数 の 問 題 だ け で な く ， 献体者 に よ る 解剖
学実習 は学生に大 き な心理的変容を も た ら し
医 の 倫理を通 じ て の 死生観， 人生観に大 き な影
響 を 与 え て い る 。
最後 に ， 医 学 の 教育 な ら び に研究に貢献 さ れ
た 方 々 の御冥福 を お祈 り 申 し 上げ る と と も に ，
成願に際 し て 御理解い た だ し 、 た御遺族各位に 対
し 改め て 深謝し 、 た し ま す。
解剖学 ( 2 )
富 山 の雪に驚 き ， 立 山 連 峰 の 美 し さ に魅せ ら
れ て 早 10年， 当 時が感慨ぶか く 思 い 出 さ れ る 。
我 々 が赴任 し た の は 昭和52年 4 月 で， 新設校舎
の 一つ の 図書室 (現在 の 福利厚生棟〉 に 高 屋憲
一 (教授) ， 木村通郎 (助教授 ) ， 藤 岡厚子 (助
手 〉 と 宮 田 堅司 (助 手 ) の 4 人が集 ま り ， 開始
の 差 し迫 っ た組織学実習 の標本作 製 に つ い て 相
談 し た の も ま る で数 カ 月 前 の よ う だ。 そ の 後準
備 も 整L 、 l 年後 に最初 の学生を無事進学 さ せ た
と き は 一 同感無量 で あ っ た。 6 月 に は電子顕微
鏡が整い 研究 も ス タ ー ト し た。 実 習 で肝臓 の 超
薄切片 を 電子顕微鏡で観察 し て ， 学生た ち が，
“ あ あ ， 教科書 の写真 と 同 じ に 見 え る ! " と の
声 に 勇 気 づ け ら れた。 昭和53年 6 月 に善光 る み
子 (文部事務官〉 が教室 に加わ り 事務 と 組織切
片標本作製を担 当 し た が 昭和57年 8 月 に学長秘
書 と な っ た。 か わ り に安川 陽子 ( 旧 姓新井) が
着任 し 組織標本作製 と ス ラ イ ド 作製を受け持 っ
て い る 。 藤 岡 は 近 畿大学助教授 と な り 昭和54年
7 月 転 出 し た 。 共 同利用 棟電顕室 に透過電子顕
徴鏡 200 CX (]EM) が入 り 新鮮凍結乾操超薄
切片作製が一段 と 進歩 し た。 エ ネ ル ギ 一 分散型
X 線 マ イ ク ロ ア ナ ラ イ ザ ー (Ortec) に よ り
微小領域 (50nm 以下〉 で の 定量分析 を 行 い ，
さ ら に 同 じ 時期 に走査型分析電子顕徴鏡が移管
さ れ新鮮凍結乾操超薄切片 を用 い た分析 で、種 々
の 動物組織 の金属元素が検出 さ れ， 定量分析 に
よ る 比較が行われ て し る 。 昭和55年 に は凍結試
料作製装置が教室 に設置 さ れ組織 の凍結割断標
本 の観察を行 っ た。 宮 田 は細網細胞を細胞 質 の
突起が細網線維 を と り ま く 細胞 と の定義に従 い
マ ク ロ フ ァ ー ジ と の違い を電顕的酵素組織化学
等 で比較 し 多 く の 知 見 を 得 ， す べ て 外 国 雑誌 に
発表 し て い る 。 昭和59年 2 月 か ら 吉 田 淑子 ( 旧
姓高木) が助手 と な り 主 に リ ン パ 節 の 支質 の 電
子顕微鏡観察 に よ る 研究 に 従事 し て い る 。 木村
は 主 に免疫担当細胞 の 電顕的組織 ・ 細胞化学を
研究 の テ ー マ と し リ ン パ 節 の細胞を電顕的酵素
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組織化学 と 免疫電顕法 を用 い て 検討 し 抗日RP
抗体 の電顕 レ ベ ル の局在を し ら ベた。 昭和60年
4 月 に は 新設 の 関西 し ん 灸短期大学解剖学教授
と し て 転 出 し た 。 後任 と し て 広 島大学 よ り ] 1 1 真
田 聖ーが赴任 し ， 解剖学 の 教育 を 行 な う 臨床 経
験 の 有 る 医師が得 ら れ ， 活躍が大 い に期待 さ れ
る 。 主 に 内耳 の 支持細胞や人体 の 各種臓器 の 生
検材料 の 電顕観察に よ る 研究 に従事 し て し る 。
昭和57年 に は 最初 の 医学部大学院 生 の 沢 田 石勝
(第 2 外科〉 と 笹川 五十次 (泌尿器科) が電子
顕微鏡 に よ る 研究 を は じ め ， 人食道癌培養細胞
の 核小体 と 不妊症精巣 の 微細構造 に つ き そ れ ぞ
れ研究 し そ の成果を ま と め つ つ あ る 。 牛 島一男
(昭和55年 12月 一昭和56年 3 月 〕 は 主 に 血 管 内
皮細胞 の 電顕的酵素組織化学的研究 を お こ な っ
た。 八木裕一郎 (昭和57年 7 月 昭 和 58 年 3
月 ) ， 小 田 切治世 (昭和58年 6 - 12月 ) ， 山 田 明
(昭和57年 12月 昭和58年 1 月 〉 等が助手 と な
っ Tこ。
こ れ ま で外 国 よ り 来学 し 特別講義を行 っ た人
々 で， H. S .  Bennett 教授 (North Carolina 
大学医学部解剖学主任教授) は 3 回 ， 電子顕微
鏡 と 細胞生物学， 筋肉運動 の 分子解剖学， 東洋
医学 と 西洋医学 の歴史 の比較につ き そ れ ぞ れ講
演 さ れたo W.E.Stumpf教授 (North Carol ina 
大学医学部解剖学教授) は ス テ ロ イ ド の細胞 内
局 在 につ い て 話 し た 。 S. S. Spicer 教授 (South
Carolina 医科大学病理学主任教授〉 は 肥満細
胞 の 組織 ・ 細胞化学につ き 講演 さ れた。 P .Galle
教授 (Paris 大学医学部生物物理学 ・ 放射線医
学主任教授) と C. Chassard-Bouchaud 博士
(Paris 大学生物物理学教室) は 2 次 イ オ ン 質
量分析法 (SIMS) の 生物試料への応用 と SIMS
を 用 い た フ ラ ン ス 海岸 の 貝 類 の組織 の 細胞 内 の
ウ ラ ン の分布につ き 講義 し た 。 ま た富 山 湾 の 貝
と 蟹 を 固定 し て 持 ち 帰 り SIMS に よ り 細胞 内
の Li の分布を世界 中 の 海岸 の も の と 比較 し て
報告 し て い る 。 いずれ も 深 い 感銘 を 与 え ， 組織
学 ・ 細胞学 の将来進むべ き 方 向 を 示 唆 し て い
る 。
74 第 4 章 講座等 の沿革
生理学 ( 1 ) 
昭和5 1年 4 月 ， 第一回生入学 と 同 時 に 開 講 し
た。 富 山県立中部 高等学校 旧 校舎 の二階 の 一室
を仮住い と し て の 発足 で あ っ た。 翌 昭和52年 4
月 ， 杉 谷 キ ャ ン パ ス に完成 し た講義実習棟 の 生
理学実習室に移転， 同 時 に ， 本間信治助教授，
佐藤悠助手 が着任 し た 。 次 い で， 5 月 に は 岡 田
美保子助手が着任 し た も の の ， 研究 は ， 各 自 旧
任地で行 う と い う 状態であ っ た。 こ の年 の 9 月
に は ， 学生に対す る 生理学講義が始 ま っ た が ，
本間助教授は 内地留学先 で あ る 東京医科歯科大
学薬理学教室か ら 毎週か よ っ て く る と い う こ と
も あ っ た。
昭和53年 4 月 初旬 ， 仮住い か ら 開放 さ れ ， い
よ い よ 完成直後 の 医学部研究棟に移転 し た。 木
の 香 り な ら ぬ セ メ ン ト 湿気 の 立 ち こ め る 研究室
で あ っ た。 4 月 中旬 ， 五十嵐勝美技 官 が 着 任
し ， 教室 の ス タ ッ プ が よ う や く そ ろ っ た。 研究
室 ， 実験室 の 整備 を 開始す る と と も に ， 学 生 の
生理学実習が始 ま っ た。 2 年間 徐 々 に 準備 は し
て お い た も の の ， い ざ始 ま っ て み る と 何か と 不
足 が 目 立 ち ， 教室 あ げ て 多忙 な 毎 日 で あ っ た。
研究 の テ ー マ と し て は ， ま ず， 眼球運動 の調節
機構 の 解 明 で あ り ， こ れ は ， 小脳片葉が前庭動
眼反射に よ る 眼球運動に ど の よ う に 関 わ る の か
と い う こ と か ら 着手 し た (担 当川 崎， 佐 藤〕 。
一方で， 小脳片葉へ の 入 出 力 系 に 関 す る 神経解
剖学的， 電気生理学的研究 も 始 め た (川 崎， 佐
藤， 五十嵐〕 次 は ， ヤ ツ メ ウ ナ ギ の 神経系 の 形
態 と 機能 の 解 明 と い う テ ー マ で あ り ， 本間助教
授が担当 し 呼吸運動に関係す る ニ ュ ー ロ ン の 同
定 と 活動様式， 脊 髄 内 ニ ュ ー ロ ン の形態学的お
よ び生理学 的 同 定 と そ れ ら ニ ュ ー ロ ン 聞 の シ ナ
プ ス 結合様式， ま た ， ヤ ツ メ ウ ナ ギ の 脊髄 と ネ
コ の 脊 髄伝達物 質 の 定量比較等 に 関 す る 研究 に
着手 し た 。 さ ら に ， 岡 田 助 手 は ， マ イ ク ロ コ ン
ビ ュ ー タ ー の 医療情報処理へ の応用 と い う テ ー
マ で研究 を行 っ て い た。
開学十周年 に あ た っ て ， 顧み る と ， 昭和53年
と い う 年は 当教室 に と っ て ， 誠に忙 し く ， 印 象
深 い 年 で あ っ た。 し か し ， と に も か く に も ， 一
応 の 条件 と ス タ ッ プ が そ ろ い 教室 と し て 順調に
す べ り 出 し た と 思われた。 と こ ろ が ， 翌 昭和54
年 3 月 ， 岡 田 美保子助手 が母校で あ る 東京女子
大 学理学部へ転 出 し た 。 4 月 か ら の 学生実習 も
ス タ ッ プ 1 名 欠 員 と い う 事態 に な っ た が お 互 い
補L 、 合 っ て 無事終了 し た。 7 月 に は ， 梅野克身
助 手 が新潟大学医学部 第三解剖学教 室 よ り 移
り ， 神経筋接合部 の 電顕的研究 ， と く に ， 新生
時 の 多重神経支配終板が単一神経支配終板へ変
る 機構 の 解 明 と い う テ ー マ で研究 に着手 し た。
こ の こ ろ に な る と ， そ れ ぞ れ の研究 も 軌道 に の
り ， 名 実 と も に富 山 医科薬科大学医学部生理学
第一講座 の研究室 で、行われた研究 と し て ， い く
つ か の 論文 を 発表 で き る よ う に な っ た。 昭和昨
年 3 月 第一回 生が卒業 し 4 月 に大学院医学研
究科が発足 し た。 時を 同 じ く し て ， 眼科学教室
よ り 院生 と し て 山本文昭君が ， 眼球運動調節機
構解 明 と 臨床応用 と い う テ ー マ で研究に参加 し
た。 翌昭和58年 4 月 か ら は ， さ ら に 1 名 ， 耳鼻
咽喉科学教室 の 院生， 将積 日 出 夫君が平衡機能
の 基礎的研究 に 当教室 の 研究 に参加 し現在に至
っ て い る 。
こ の 間 ， 昭和田年 10月 に は ， 生理学第二講座
(小野武年教授) と と も に ， 日 本生理学会 中部
談話会 を主催 し た。 昭和59年 4 月 に は ， 本間信
治助教授が新潟大学医学部 第二生理学教室教授
と し て 転 出 し 前年 9 月 か ら 外 国 留 学 中 の 佐藤
悠助手 が助教授に昇任 し た。
比較的小人数の教室 な が ら ， 10年 の 歩 み を振
り 返 っ て み る と ， そ こ に は ， や は り ， さ ま ざ ま
な こ と が 時 と と も に 生 じ ， 去 っ て い っ た。 次 の
10年 で は ， 本学 の卒業生 も さ ら に増 え る こ と で
も あ り ， 去来す る 人 も 多 く な る と 予想 さ れ， ま
た ， 大学の充実 と と も に 当教室 の充実 も あ り ，
そ こ に お け る 出 来事は 内 容 と も に倍増す る も の
と 期待 さ れ る 。
生理学 (2 )
本教室 の創設は 小 野 (教 授 ) ， 西 野 ( 助 教
授 ) ， 佐 々 木 (助 手 ) ， 松 山 (技官) が そ ろ っ た
52年 4 月 で ， 講義実習棟 4 階 の 生理系実習室 で
研究 を 開始 し た 。 夏 の 国 際生理学会 (パ リ ) に
研 究 発表 を 行 う た め連 日 ， 行動下サ ノレ を 使 っ て
視 床下部摂食 中枢 の ブ ド ウ 糖感受性 ニ ュ ー ロ ン
の諸性質を調べ る 実験を行 っ た。 1 年 目 か ら ス
ム ー ズ に研究を ス タ ー ト で き た の は ， 前年京大
霊長研神経生理で， 小野， 西野， 佐 々 木が 共 同
研 究 を し た こ と や ， ア ン プ を は じ め と す る 研究
に 必 要 な 種 々 の機器類 を 準備 し ， す で に試験的
な セ ッ ト ア ッ プ も 済 ま せ て い た こ と が大 き し 、 。
研 究生 と し て 村本 が参加 し ラ ッ ト 急性 お よ び
慢性実験用 シ ス テ ム を組み上げ、 ， 秋に は 2 セ ッ
ト の シ ス テ ム が フ ル 回転す る こ と に な っ た。 53
年か ら は じ ま る 学生学習 の た め 機器 の 組 み 立
て ， 実 習 書 の 作 成 な ど に も 追 わ れ た が ， 秋 に は
ニ ュ ー ヨ ー ク 州 立 大 学 の Brocksお よ び:Koizumi
教授が訪 問 さ れ， 学生に 「心臓 の 生理学」 につ
い て 特別講義を お願い し た 。 53年度 に は 研究棟
に 移 り ， 脳 ス ラ イ ス 標本を用 い視床下部 ニ ュ ー
ロ ン の化学感受性を調べ る た め の実験 シ ス テ ム
を組み上げ， 合 計 3 セ ッ ト の シ ス テ ム が働 く こ
と に な っ た。 西野章 (現第二 内 科〉 が助手 と し
て 加 わ っ た。 54年 に は 福 田 (助手〕 が現 ス タ ッ
フ に加わ っ た。 ミ ニ コ ン (PDP， 1 1/03) の 導 入 に
よ り 新 し い 実験 シ ス テ ム を作製 し ， 研究 テ ー マ
も ， 1) サ ル の摂食行動 と 視床下部 ， 扇桃体お よ
び大脳基底核各部位 ニ ュ ー ロ ン 活動， 2) 自 由 行
動下 ラ ッ ト 摂食 中枢 (LHA) ニ ュ ー ロ ン の 長
時間記録， 3) ス ラ イ ス 標本 で の視床下部 腹 内 側
核 (VMH) ニ ュ ー ロ ン の ブ ド ウ 糖感受性お よ
び 4) LHA お よ びVMH ニ ュ ー ロ ン の オ ピ ェ ー ト
感受性 の 4 つ が 同 時進行す る よ う に な っ た。 55
年度 は 前年度 と 同 じ ス タ ッ フ ， 同 じ テ ー マ で研
究 が進 み ， 第28 回 国 際生理学会 ( ブ ダ ベ ス ト 〉
に研究成果 を 発表 し た。 56年度 に は Steffens
( グ ロ ニ ン ゲ ン 大 〕 準 教授 が， 内藤財団 の援助
を 得 て 参加 し 3 ヵ 月 間 「行動中 ラ ッ ト 脳室 内
液 の 採取 と 脳室 内 へ の薬物微量注入に よ る 摂食
行 動 の 化学機構 の解析」 の 共 同 研 究 を 行 っ た。
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以 上 ま で の 5 年 間 を 創設期 と すれ ば ， 57年度 以
降 は 内部拡充期 と い え る 。 す な わ ち 大 学院 の ス
タ ー ト ， 外国 人研究者 と の共 同 研究 な ど に よ り
研究分野 も 一段 と 広 く 展開 さ れ る よ う に な っ
た。 57年度 に は 本学 1 回卒 の 西条が大 学院生 と
し て 加 わ り ， グ ロ ニ ン ゲ ン大 か ら 共 同 研究 に 参
加 し たLu iten助教授 と と も に扇桃体一視床下部
の線維連 絡 を HRP 法 で詳細 に解析 し た 。 ま た
電算機室 の 中村 (現本教室助手 〉 が 加 わ り ラ ッ
ト の 学習行動実験を開始 し た 。 一方， 1 ) 細 胞 内
へ の HRP注 入に よ る VMH ブ ド ウ 糖受容 ニ ュ ー
ロ ン の形態学的 同定， 2) LHA ニ ュ ー ロ ン の 摂
食行動 と 脳 内 自 己刺 激 (ICSS) に対す る 応啓性
お よ び リ ズ ム 特性， 3) サ ル基底核各部位 ニ ュ ー
ロ ン 特性 な ど を 明 ら か に し た。 58年度 に は 2 回
卒 の 柴 田 が 大 学院生 と し て 加 わ り ， VMH ニ
ュ ー ロ ン の長時間記録実験を 開始 し た 。 ロ ッ ク
フ エ ラ ー 大 の ノ ノレ グ レ ン 準教授 (現ペ ン シ ル パ
ニ ア 州 立 大 教授〉 が 日 本学術振興会 の 援 助 で
「味覚 お よ び ICSS に よ る 強化学習J 共 同 実験
に加わ っ たO 脳外科大学院 生 の 山 谷 が ， サ ル を
用 い 前頭葉 と 記憶機能 の研究 を は じ め ， 高橋
(研究生〉 が脳損傷後 の運動お よ び遅延反応障
害 につ い て 行動学的研究 を開始 し た。 こ れ ら の
成果は 第29 回 国 際生理学会 ( シ ド ニ ィ ー ) に お
い て 発表 し た。 12 月 か ら 佐 々 木 (現機器 セ ン
タ 一 助教授〉 が ニ ュ ー ヨ ー ク 大 (Llinas 研究
室 ) に 留 学 し た 。 59年度は研究 テ ー マ も さ ら に
広 が り ， サ ノレ の実験で、 は ， 1) 視床下部 と 摂食 の
開始， 2) 扇桃体 と 情動， 3) 前頭葉 と 記憶， 4) 基
底核 と 運動遂行， 5)脳損傷 と 遅延反応障害， と
各分野 に わ た り ， ラ ッ ト の実験では， 6) LHA 
ニ ュ ー ロ ン と 学習 ・ 記憶， 7) VMH ニ ュ ー ロ ン
の リ ズ ム 性， 8) ICSS と 扇桃体 ニ ュ ー ロ ン 応
答， 9) 脳 内 ド ー パ ミ ン 細胞移植 の 9 テ ー マ が進
行 し た。 59年末 に は 松 山 (技官) が退官 し ， 畑
山 (59年) と 古崎 (60年〉 が加 わ り ， 60年 に は
新た に研究生 と し て 川 畑 が加 わ っ て い る 。 初年
度， í摂食行動 と 視床下部機能」 と い う 1 テ ー
マ 1 セ ッ ト で研究 を開始 し た が ， 現在では 研
究 は 多 岐 に わ た り 展開 さ れ て い る 。 各 テ ー マ は
互 い に連 関 す る も の で あ り 5 年， 10年後 に は
さ ら に大 き な 成果 を 生み 得 る と 期待 し て い る 。
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生化学 ( 1 )
本教室 は 昭和51年 4 月 富 山 医科薬科大 学 の 創
設 と 同 時 に 開 設 さ れ 岡本 宏教授 と 野瀬 清助
教授が就任 し た が未 だ研究棟が設置 さ れ て い な
か っ た た め 岡 本 は 金沢大学医学部生化学教室 の
一室 を ， ま ずこ野瀬は東京大学医科学研究所 の 一
室 を 借 り て 研究 を 開始 し た。 こ の 間 岡 本 は 医 学
部 生化学 の 全 て の講義を担当 し ， 教授会， 各種
委員会に参加す る と と も に研究室 の設計 ・ 設営
に 心 力 を 注 い だ 。 5 1 年 10月 に な り 伊藤信行助手
が発令 さ れ研究活動に加わ っ て ， 52年 の 春 に は
ラ γ ト に誘発 し た イ ン ス リ ン 産生腫蕩か ら イ ン
ス リ ン メ ッ セ ン ジ ャ ー RNA を 抽 出 し た世界で、
最初 の 論文がFEBS Letters に 発表 さ れ た。 52
年 4 月 に は 小 西 (旧姓州 崎) 陽子が助手 と し て
発令 さ れた が ， 53年 3 月 に辞職 し た た め 金沢大
学医学部か ら 山 本 博が助手 と し て ， ま た東京
教育大学卒 の 恒 田 ( 旧 姓 沢 田 〉 則子 が文部技官 と
し て 加 わ り 少人数な が ら 一応教室 の態勢が整 う
に つ れ ラ ン ゲ ル ハ ン ス 島 の イ ン ス リ ン 生合成 に
関 す る 研究や フ レ ン ド 白 血病につ い て の 研究が
軌道に乗 り 出 し た。 54年に な り 遺伝子組換 え 実
験 も 開始 さ れ イ ン ス リ ン 合成に つ い て の 新 し い
調節機構 (Translat ional Control) が 発見 さ れ
伊藤 と 岡 本で、Nature に 発表 さ れた。 ま た ， こ
の 年 岡 本 は 第 10回 カ ー ル ス パ ー グ 国 際糖尿病 シ
ン ポ ジ ウ ム (東独 ， カ ー ル ス パ ー グ〉 に招 か れ
日 本人 と し て 最初 の 特別講演を 行 っ た。 こ の 年
か ら 研究生や医学部学生 も 10数人教室 に 出 入 り
す る よ う に な り 大 変に ぎ や か に な っ た。 55年に
な り 野瀬 の フ レ ン ド 白血病に つ い て の研究 も 進
展 し 第 2 回 国 際細胞生物学会 (西独， ベ ル リ ン 〉
で そ の 成 果 を 発表 し た。 56年に は 教室 内 に本格
的 な 遺伝子組換え P3ル ー ム が完成 し 山 本 博
ら に よ り ア ロ キ サ ン 糖尿， ス ト レ プ ト ゾ ト シ ン
糖尿 な ど の実験的糖尿病発症 につ い て の 基本機
構 が 見 出 さ れNatureに 発表 さ れた 。 57年 に な り
研究活動 も ま す ま す活発に な り イ ン ス リ ン 依存
性糖尿病 の 発症 と 防止 に つ い て の モ デ ル が提唱
さ れ る に至 っ た。 そ し て 岡 本 は 米 国 プ リ ン ス ト
ン大 学 で の 若年性糖尿病 の 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム
ナ イ ロ ピ で の 第 1 1 回 国 際糖尿病学会， 第 7 回 ア
ジ ア オ セ ア ニ ア 内分泌学会 (東京〉 で ， こ の 糖尿
病 の 新学説 に つ い て 招待講演を行 っ た。 ま た 山
本 は 東京 で の 第 13回 高松宮妃国 際癌 シ ン ポ ジ ウ
ム で イ ン ス リ ン 産生細胞 の癌化につ い て 招待講
演 を し た 。 58年に な り 新 し い 研究 テ ー マ と し て
血圧降下作用 を 有す る 神経伝達様物質Vasoact
ive Intestinal Peptide (VIP) の 研究 も 開始 さ
れ遺伝子組換え 法 に よ り ヒ ト VIP メ ッ セ ン ジ
ャ ー RNA の全構造が世界で初め て 決 定 さ れ
Nature に 発表 さ れた。 ま た ， こ の 成果は ベ ル
ギ ー ， ブ ラ ッ セ ル で、開催 さ れ た 第 l 回 VIP 国
際 シ ン ポ ジ ウ ム ， ス エ ー デ ン ， コ ペ ン ハ ー ゲ ン
で、 の Steno Symposium で 岡 本 に よ り 特別 講演
と し て 発表 さ れた。 こ の 年 の 5 月 に 岡 本 は 第36
田 中 日 文化賞 (受賞対象 : イ ン ス リ ン 生合成調
節機構 の 研究) を受賞 し た。 7 月 ， 伊藤信行は
米国 City of Hope へ留学 し たo 59年 に は 岡 本
は 第57回 日 本 内 分泌学会総会で 「 ホ ル モ ン 産生
細胞 と そ の腫疹化 の分子機構」 と 題 し て 特別講
演 を 行 う と と も に 第 4 四分離 ラ ン ケ、 ル ハ ン ス 島
と 糖尿病研究 につ い て の 国 際会議 (東独， ト ラ
ー ゼ ン ハ イ ド ) ， 第 7 回 国 際 内分泌学会 シ ン ポ
ジ ウ ム ( カ ナ ダ， ケ ベ ッ ク ) ， 第 7 回 パ ン チ ン
グ ・ ベ ス ト 国 際会議 ( カ ナ ダ ， ト ロ ン ト ) ， 第
7 回 ポ リ ADP リ ボ ー ス 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム
( ス イ ス ， ブ ィ ツ ナ ウ ) で ， そ れ ぞ れ特別講演
を し た 。 ま た ， 野瀬は 第 3 回 国 際細胞生物学会
(東京〕 で化学発癌剤 の ヒ ト 培養細胞 に対す る
作用 に つ い て 発表 し た。 こ の年 の 9 月 か ら 岡 本
は 東北大学医学部医化学第一講座を担当す る こ
と に な っ た が60年 3 月 ま で本教室 を併任 し た0
60年 4 月 に な り 山 本 博， 大 沢謙三 (研究生) ，
大学院生 ( 山 上孝 司 ， 西 沢幹雄， 高沢仲， 那谷
耕 司 ) も 東北大学へ移籍 さ れ ， 野瀬 清 は 東京
大学医科学研究所癌細胞研究部へ転 出 し た。 と
の よ う に 逸速 く 富 山 の地で開花 し 約 9 年 にわ た
り 続け ら れた糖尿病， 癌， 高血圧症 と い っ た現
代 医 学 の 中心課題 に密着 し た分子生物学の研究
が 幕 を 閉 じ る こ と と な っ た が後任 の新教授に よ
り 本教室 が生 ま れ変 り 新 し く 発展す る こ と を 願
っ て や ま な L 、。
生化学 ( 2 )
医学部生化学第二講座は 昭和53年 に 開設 ， 教
授 藤 岡基二， 助教授 岡本光弘， 助 手 小川
宏文， お よ び技官 高 田 義美 の 計 四人 で着任早
々 ， 学生 の講義 ・ 実習 ， 研究 の ス タ ー ト を切 っ
た O 昭和55年 4 月 に 岡 本助教授が母校 の大阪大
学医学部生化学教室助教授 と し て 転 出 ， 大学院
設 置 の 準備 期 で あ っ た が， 幸 い ， 同 年 9 月 に小
川 助 手 の 助教授昇任が認め ら れ ， 10月 に は五味
知 治 を 助手 と し て 迎 え た。 ま た ， 60年 4 月 に は
古西清 司 が助手 に任官 し ， 現在 に至 っ て い る 。
教室 の研究 テ ー マ は 主 と し て 酵素 の構造 と 機
能 の 関連 に 関 す る 研究 であ る 。 教室 開設当初は
サ ッ カ ロ ビ ン ・ デ ヒ ド ロ ゲ ナ ー ゼ を と り あ げ
た 。 こ の酵素は リ ジ ン と α ー ケ ト クー ル タ ル酸 の
還元的縮合 と い う ユ ニ ー ク な反応を触媒 し p甫
乳動物 に お け る リ ジ ン 代謝経路 の 最初 の酵素 で
あ る 。 われわれは こ の酵素 の反応 メ カ ニ ズ ム を
追及す る た め に ， そ の分子構造が よ り 単純 で，
安定性 の 高 い酵母 サ ッ カ ロ ビ ン ・ デ ヒ ド ロ ゲ ナ
ー ゼ を モ デ ル と し て 選 び ， 化学修飾， 反応速度
論的方法 を駆使 し て ， 酵素活性中心 の ア ミ ノ 酸
を 同 定 し ， そ の触媒作用 に お け る 役割につ い て
納得すべ き 知 見 を 得 る こ と が で き た。
昭和55年 ご ろ よ り は ， メ チ ル基転移反応 と そ
の 関連酵素 の反応機構に関す る 研究 を 行 っ て い
る 。 s ア デ ノ シ ル メ チ オ ニ ン 依存性生体 内 メ
チ ル化反応は ホ ル モ ン の生合成， 種 々 生理活性
ア ミ ン の 代謝 な ど に 関与す る ほ か ， 核酸， タ ン
パ ク 質， 生体膜 リ ン 脂質 な ど生体高分子 の メ チ
ル 化 に も 関与 し と く に高分子物質 の メ チ ル化
反応 は ， 細胞増殖， 細胞 内情報伝達 の調節 な ど
細胞 の機能 の 発現 に 密接に か か わ っ て い る こ と
が 明 ら か に さ れ て い る 。 こ れ ら の物 質 の メ チ ル
化反応 は そ れ ぞれ ， 特異的 な メ チ ル基転移酵素
に よ っ て 触媒 さ れ る が \， 、 ずれ も 反 応 生 成 物
S ア デ ノ シ ル ホ モ シ ス テ イ ン に よ っ て 強 く 阻
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害 さ れ る 。 し た が っ て ， s ー ア デ ノ シ ル ホ モ シ
ス テ イ ン を加水的に分解す る S ア デ ノ シ ル ホ
モ シ ス テ イ ナ ー ゼ、 は ， 種 々 の メ チ ル基転移反応
の調節 の標的酵素 と 目 さ れ る 。 わ れ わ れ は 本酵
素 の 阻害 を 中心に反応機構 の 研究 を 進 め ， 本酵
素活性中心 の構造 と ， 触媒作用 に 関与す る ア ミ
ノ 酸残基 の 同定に努 力 中 で あ る 。
メ チ ル基転移反応は ， 上述 の よ う に種 々 の 細
胞機能 の 発現に重要な物質の合成に 関 与 す る
が ， 一方， シ ス テ イ ン の 生合成， メ チ オ ニ ン の
再合成 の た め に必要な ホ モ シ ス テ イ ン の 生 成 に
も 必須 の反応であ る 。 し か し な が ら ， 生体 内 高
分子物 質 の メ チ ル化 ， カ テ コ ー ル ア ミ ン な ど ホ
ル モ ン の 代謝に利用 さ れ る S ー ア デ ノ シ ル メ チ
オ ニ ン は量的に限定 さ れ ， 上記 の 目 的 の た め に
は 不充分 で あ る と 思われ る 。 我 々 は グ リ シ ン の
メ チ ル化反応が ホ モ シ ス ス テ イ ン の供給に重要
な 貢献を し て い る も の と 考 え た 。 グ リ シ ン は メ
チ ル化 に よ っ て サ ル コ シ ン を生成 し ， 後 者 は酵
素 的に再び グ リ シ ン に代謝 さ れ る 。 し た が っ
て ， グ リ シ ン の 実 質 的 な 消 費 な し に S ー ア デ ノ
シ ル メ チ オ ニ ン か ら ホ モ シ ス テ イ ン を 生成す る
こ と に な る 。 実際， グ リ シ ン の メ チ ル化 を触媒
す る グ リ シ ン メ チ ル ト ラ ン プ エ ラ ー ゼ は 他 の
メ チ ル基転移酵素 に比 し て 肝臓 内活性が 高 く ，
S ー ア デ ノ シ ル メ チ オ ニ ン に対 し て 正 の 協 同 性
を 示す調節酵素 で あ る こ と ， ラ ッ ト を 高 メ チ オ
ニ ン食 で餌育す る こ と に よ っ て 誘導 さ れ る こ と
な ど を 見 出 し た 。 現在， 本酵素 の cdna の ク ロ
ー ン 化 に成功 し ， cdna の塩基配列 よ り 酵素 の
一次構造 を 決定す る 実験が進行 中 で あ る 。 ま
た ， 現在 ア フ ィ ニ テ ィ ー ラ ベ リ ン グ に よ り 種 々
の メ チ ノレ基転移酵 素 に は そ の S ー ア デ ノ シ ル メ
チ オ ニ ン 結合部位 に共通 の ア ミ ノ 酸残基が存在
す る と し 、 う 予備的結 果 を 得 て い る 。 酵素活性 中
心 の構造 の 研究 は ， 反応機構 の 解 明 は も と よ
り ， 合理的な化学療法剤 の 開 発に極め て 有用 で
あ る と 考 え て い る 。
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病理学 ( 1 ) 
講座 の 開設 を 教官 の 発令を も っ て す る と す る
な ら ば ， 病理学講座 の そ れ は 昭和51年 4 月 で あ
る 。 複数講座は大講座制を と る 建 て 前 と さ れた
た め と 思われ る が ， 第 I 講 座 の 北川 教授 と 第 2
講座 の 深瀬助教授が， ま ず発令 さ れ， 次年度 に
第 2 講座 の 小泉教授 と 第 l 講 座 の 三輪助教授が
発令 さ れた。 し た が っ て 両講座同 時発足 と 言 っ
て も よ し 、 。 ま た ， 機構上病理学講座 の一部 門 と
さ れた寄生虫学研究室は 昭和53年度 の 上村助教
授 の 発令に よ っ て 出 発 し た。 と こ ろ が， 当初は
旧 中部 高校校舎 を 借 り て の授業開 始 で あ り ， 入
る べ き 研究棟が な か っ た た め ， 各教官 は そ れ ぞ
れ 前任校 に留 ま り ， そ こ で の理解 ・ 協 力 の下 に
研究棟 の設計や教材作 り に努 め た。 研究棟が姿
を現わ し 設備 が整 っ て き た の は 昭和53年度 中
で あ り ， こ の 間 ， 52年度第 3 学期， す な わ ち 昭
和52年 12月 か ら 第 2 学年に対 し て 「病 理 学 総
論J の講義が始め ら れた。
研究棟 の 割 り 振 り で特筆 し て お く べ き こ と は
病理学教室 が基礎研究棟では な し に ， 臨床研究
棟 の ， し か も 2 階 と い う ， 附属病院 に 最 も 近 い
位置に設け ら れた こ と で あ る 。 そ し て ， 教室 の
下 に は 病理標本庫 が， そ こ か ら道路一つ 隔 て た
病院地階に は 剖検室 ・ 遺体安置室 が配置 さ れた
の で あ る 。 こ れ は 教室 と 病院 の病理検査や解剖
業 務 と の 関 係 が考慮 さ れた も の で あ り ， 従 来 の
大 学 と は し 、 さ さ か 異な る 病理学教室 の あ り 方 に
対す る 病理側 の姿勢が関係者に受入れ ら れ て 実
現 し た の で あ る 。 そ し て ， 他 の 基礎系講座に比
し て 床面 積 の 広い 分だ け を寄生虫学研究室 が 占
め る こ と と な っ tc.o
病理学 の講義 ・ 実習 に 関 し て は ， そ の後総論
を 40時聞か ら60時間 に増や し ， 第 3 学年 の 第 1
学期か ら と し て ， そ の 分 の 各論を 減 じ る な ど の
手 を 加 え 2 学期 制に移行 の 昭和58年度以降は
ほ ぼ流 れ が定 ま っ て き て い る O
さ て ， 病理学第一講座は 上記 の よ う に 昭和5 1
年 4 月 に北川 正信教授が， 次 い で翌年10月 三輪
淳夫助教授 が ， そ れ ぞれ金沢大学か ら着任 し ，
昭和53年 4 月 か ら金沢大学大学院薬学研究科修
了 の村井嘉寛助手 と 名 古屋衛生短期大学卒業 の
熊 田 時正技官が加わ っ た。 こ れ ら の 人員がそ ろ
っ て の 実 質 的 な 教室 の 出 発は研究棟が整 っ て き
た 昭和53年 の秋か ら であ る 。 ま た ， 2 講座 に ま
た が っ て 解剖介助を勤め る 山根久 昌技官が昭和
54年 7 月 か ら ， 受託検査担 当 の 清水貴子技官が
58年 4 月 か ら 仲 間 に加わ っ た。
北川 教授は従来か ら の 肺癌 の組織発生を種 々
の ， い わ ゆ る high risk lesion と の 関 連 で 究 め
る こ と と ， 発生病理 の知見が乏 し い 肺疾患 (例
え ば び ま ん 性汎細気管支炎) の検索に努め る 一
方 ， 近年問題 と な っ て き た ア ス ベ ス ト と 悪性腫
蕩 と の 関 係 に つ い て 独 自 の研究 を 発展 さ せ て お
り ， 村井助手は 塵肺症 の立場か ら こ れ を 助 け て
し る 。 三輪助教授は金沢大学梶川 欽一郎教授 の
下 で コ ラ ゲ ン の 生体 内分解 の機序 に関す る 研究
を 行 っ て い た が ， 富 山 で は人体 病 理 学， 特 に
醇 ・ 胆道疾患に焦点を合 わ せ て 研 究 を 行 っ て お
り ， 醇頭十三脂腸部 の 早期癌や醇炎 の病理に つ
い て 業績 を 挙 げ て い る 。
本学 で の 研究開始以 来 ま と ま っ て き た貴重 な
業績 と し て 「 イ タ イ イ タ イ 病」 の病理が あ る 。
地元神通川 流域 の奇病 と し て 種 々 の臆測や不 当
な取 り 扱い を 受 け て き た本症を病理学 の 立場か
ら 不 動 の 疾患単位 と し て 確立 さ せ る こ と が で き
た こ と にわれわれは 医 師 と し て の 責任 の一端を
果 た せ た も の と 自 負 し て い る 。 そ し て ， 現在 さ
ら に そ の病理発生に関 し て 追求 を 続 け て い る 。
昨年度は幸い58年度本学卒業 l 名 (野 田 誠
院生) の 入局 を み る と と も に ， 金 沢大学大学院
修 了 の 増 田 信二君を助手 に迎 え ， 今年度 に は京
都大学卒業 の松井一裕助手 を 加 え て よ う や く 教
室 の形態を な し つ つ あ り ， 今後 の 発展を期 し て
い る 。 な お こ の ほ か ， 研究 生 と し て 昭和田年 6
月 か ら 蛇 沢 晶 (東京聖路加 国 際病院 病 理) ，
同56年 6 月 か ら 遠山龍彦 (高 岡市民病院 内科) ，
同59年 4 月 か ら 村瀬 均 ( 日 本医薬品工業研究
所〉 の 3 君が在籍 し て い る 。
病理学 ( 2 )
本講座は 昭和52年 4 月 に 開設 さ れ ， 臨床研究
棟 の 2 階に位置 し 第 I 病理お よ び寄生虫学研
究室 と 一緒 の 棟で限 ら れた床面積を有効 に使用
す る た め 2 講座 と l 研究室 が共通 の 医局兼図
書 室 ， 組織お よ び電顕標本作製室， 暗室等を備
え 活用 し て い る 。 昭和54年 10月 附属病院 開院以
来 ， 学 内 な ら び に学外 の生検例 お よ び 剖検例が
年 毎 に増加 し 現在 の 年間生検例数は学 内9， 000
件 (細胞診 を含む ) ， 学外 1 ， 800件 で， 剖検例数
は年間220� 230例 を数え ， 両講座が半 月 交替で
分担 ・ 処理 し て い る 。 そ の 他 に本講座 では 県立
中央病院 で年間50�60体 の病理解剖 を 行 っ て い
る 。 な お ， 昨年 7 月 か ら は 病理部検査業務が 中
検か ら 移管 さ れ両講座て、運営 し て し る 。
教室員 は ， 小泉富美朝 (教授) ， 若木邦彦(助
教授) ， 櫛淵統一 (助手 ) ， 肥 田 高嶺， ; 1 1 口 誠
(大学院生) ， 谷 内 宗臣 ・ 田 中 裕 (研究生) ，
倉茂洋一 (教務職員 ) ， 松 島 (旧 清水〉 貴子〔技
官 ) ， 小川 因 子 (非常勤職員 〕 の 10名 で ， 教育，
研 究 ， 診 断 に 当 た っ て い る 。
研究面 で は 開講 9 年 目 に な り ， 科学研究 費 な
ど に よ り 免疫病理学的研究分野 の 冷凍室 ， ク リ
オ ス タ ッ ト ， E 1 A リ ー ダ ー ， イ ス コ ・ フ ラ ク
シ ョ ン コ レ ク タ ー お よ び可視吸光度 u v モ ニ タ
ー ， ベ ッ ク マ ン 製卓上形分離用 超遠心機 (両講
座共通 ) お よ び 明 石 L E M 1000超顕徴鏡 な ど が
整備 さ れ た。 教室 の研究 は ， 人体病 理 が 基 本
で， そ こ か ら 帰 納 さ れた概念 を 動物実験に よ り
実証す る と い う 体制で歩 ん で き て い る 。 各 自 の
研究 テ ー マ は ， J医原病 に お け る 血管病変 の 解析
(小泉 ) ， 病巣感染症 の 免疫病理学的 研 究 (ω
泉 ) ， 実験的 S L E 病変 の作成 と 解析 (若木 ) ，
醇 ・ 胆管病変に お け る 免疫病 理 学 的 研究 (櫛
淵 ) ， 各種疾患 の酵素抗体法に よ る 免疫電 顕 的
研 究 (肥 田 ) ， 病巣扇桃 に お け る 免疫 組 織 化 学
お よ び免疫 電顕的研究 (川 口 ) ， リ ウ マ チ 動 物
モ デ ル の研究 (谷 内 ) ， 老化 の研究 (和漢 薬 研
究所 と 共 同研究) ， ア デ ニ ン 投与実験 に よ る 腎
不全 モ デ ル動物作成 (和漢薬研究所臨床利用 部
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門 と の 共 同 研究) を そ れ ぞ れ行 っ て い る 。 そ の
う ち ， 躍原病に お け る 血管病変 の研究 で は ， 厚
生省 特定疾患 ・ 系統的血管病変 に 関 す る 調査研
究班病理分科会長を 昭和54年か ら 6 年間 引 き 受
け ， 昭和56年 9 月 に は ， 勝原病の血管病変 に つ
い て 宇奈月 シ ン ポ ジ ウ ム を 聞 き ， そ の 内 容 は 臨
床免疫 14巻 5 号 と し て 発刊 さ れた。 ま た 本分科
会 で作成 し た冠状動脈 お よ び 腎動脈検査法 マ ニ
ュ ア ル に従 っ て 全 国 か ら 収集 さ れ て 検討 さ れた
跨原病剖検例 の う ち ， 冠状動脈検索 152 例 お よ
び 腎動脈検索 124例 の デ ー タ は ， 村本健 一 郎非
常勤講師 (第 2 生理) ， 中村清実助 手 (実 験実
習機器 セ ン タ ー 〉 の援助 に よ り ， 本学実験実習
機器 セ ン タ ー の電算 機 P D P 1 1 /34 に 入 力 さ
れ ， 解析 さ れ て 各 々 冊子に ま と め ら れ ， 報告 さ
れ て い る 。 こ の 中 で， と く に最近 の全身性 エ リ
テ マ ト ー デ ス 例 で は ， 治療に よ る 延命効果がみ
ら れ る 反面 ， 冠状動脈粥状硬化症 の 強 い 例 が 台
頭 し て い る こ と が指摘 さ れ ， こ れ は 昭和59年 1
月 にパ ン コ ッ グ で、聞 かれた第 5 回 東南 ア ジ ア ・
太平洋地区 リ ウ マ チ 会議 で報告 し た 。 ま た最近，
注 目 さ れ て い る ア レ ル ギ ー 性肉芽腫性血管炎
(Churg-Strauss 症候群〕 の 日 本 に お け る 実態
調査が行われ ， そ の う ち 病理組織学的に裏付け
の あ る 36例 を整理 し 今年聞 か れ た 国 際 リ ウ マ
チ 学会 ( シ ド ニ ー ) に発表 し た 。
文部省 科研費交付 の 内訳で は ， 昭和53年か ら
2 年間 一般研究 ( B ) ， 昭和54年か ら 3 年間 ，
総合研究 ( A ) 分担研究 ， 昭和54牛度特定研究
な ど が 主 で あ る 。 ま た ， 昭和56年度 か ら 2 年
間 ， 和漢薬研究所 の大浦， 荻 田 ， 渡辺 (現千葉
大) 3 教授 と の 共 同 研究 と し て老化が取 り 上げ
ら れ ， 文部省特定研究 の 交付を受 け て 研究 が 行
われ て い る 。 さ ら に和漢薬研究所臨床利用 部 門
と の 共 同 研究 で は ， 昭和56年か ら ア デ ニ ン 投与
に よ る 実験的尿路結石 の 生成や実験的腎不全 モ
テゃ ル 動物 の 作成に成功 し ， 腎不全 モ テ、 ル ラ ッ ト
に お け る 和漢薬 の 治療効果 に つ い て 研究が進め
ら れ て い る 。 ま た 昭和55年か ら 現在 ま で県か ら
イ タ イ イ タ イ 病助成金 が交付 さ れ， こ の分野 の
研究 も 続け ら れ て い る 。
80 第 4 章 講座等の沿革
病理学 (寄生虫学〉
本 学 の 創設準備 時 に ， ウ イ ル ス 学講座 を設け
寄生虫学， 公衆衛生学， 薬理学， 生化学 2 の い
ずれかを カ ッ ト し よ う と の試 み が な さ れ ， 結局
寄生虫学が半講座に な り ， 教授予定者だ っ た 鈴
木 了 司予研室長は 高知医大教授に転 向 さ れ る こ
と に な っ た 。 と こ ろ が半講座 と は名 ば か り で，
助手 も 技官 も つ い て な く ， 講座費 も 3 分 の l と
新設医大 で最小最低 の 規模 で あ っ た。
昭和53年 4 月 富 山 県 衛生研究所か ら 上村 清
が助教授に就任 し ， 教務職員 l 名 を助手がわ り
に配属 さ れ ， 薬学部53年卒 の 丸 山 由 紀子 を 同 年
6 月 採用 し ， 教室作 り が始 ま っ た。 寄生虫学講
義50時聞 を30時間 に減 ら し ， 実習30時間 の倍 の
非常勤講 師 を 特別 枠 でつ け て も ら い ， 金沢大学
寄生虫学教室 な ど の協 力 で， 医学部 3 年生に 同
年 9 月 13 日 か ら寄生虫学 の 授業 を 開 始 し た。 ま
た 昭和57年度 ま で医 ・ 薬 3 年生 の 実験動物学 15
時 聞 を 担 当 し た 。 昭和57年か ら大学院 の 医動物
学特論 も 担当 し て し る 。 昭和58年 6 月 丸 山 が和
漢薬研究所助 手 に 昇任 し ， 後任 と し て 九州 大 学
生物的 防除研究施設か ら荒川 良 が 同年 8 月 に
就任 し た。
部屋は ， 医学部研究棟 2 階東端に病理学教室
に寄生 し て 小 じ ん ま り と 設 け ら れ ， 助教授室，
医動物研究室 (標本室) ， 医動物実験室， 衛生
害 虫 飼育室が半 ス パ ン ずつ あ る O 手 狭 な た め ，
昭和58年か ら 隣 接 の ピ ッ ト を物置がわ り に用 い
さ せ て も ら っ て い る 。
研究面は ， 衛生動物 の研究 が主体で， 蚊 の殺
虫剤抵抗性 と 防 除 の 研究 を ， 昭和55年度科研奨
励 A I チ カ イ エ カ の 日 本集 団 に お け る エ ス テ ラ
ー ゼ多型形質 の遺伝子頻度J ， 昭和57年度 科 研
奨励 A I薬剤抵抗性獲得機構解 明 へ の 遺伝生化
学的 ア プ ロ ー チ」 を受 け ， 昭和58， 59年度科研
特定 1 I熱帯寄生虫病の対策 に 関 す る 基礎的研
究J (代表 : 大鶴正満) に 参加 し ， 殺虫剤 処 理
網 に よ る 蚊防除 の研究を行 っ た。 ま た ， 昭和59
年度 田 村科学技術振興財 団研究助成 「富 山 県 に
発見 さ れた殺虫剤抵抗性 の 蚊 と ， そ の 発生防止
の 研究J を 薬学部小橋教室 ， 富 山 衛研 と 共 同 で
行 っ て い る 。 日 本脳炎媒介蚊 の疫学 を 富 山 衛研
の 協 力 を 得て 行 っ て い る が ， 昭和58�60年度科
研海外学術調査 「 カ ラ チ地方 に 発生 し て い る 原
因 不 明 脳炎 の 神経学的， ウ イ ル ス 学的， 疫学的
研究J (代表 : 高須俊 明 ) を分担 し ， 昭和 58 年
5 � 6 月 と 8 � 9 月 に現地調査を行 い ， 昭和60
年 9 � 10月 と 6 1年 2 � 3 月 に再び現地 に赴 く 予
定 で あ る 。 ま た ， 日 本学術振興会昭和59年度外
国人招へい 研究者 (長期) と し て ， パ キ ス タ ン
国 立 シ ン ド大学寄生虫学主任教授 S. S. Ahmed 
を 昭和59年 9 月 か ら 7 ヶ 月 間受入れ， 媒介蚊 の
防除に関す る 共 同研究 を行 っ た。
オ ン コ セ ル カ 症媒介 ブ ユ の研究 は ， 昭和51年
度科研総合 A I オ ン コ セ ル カ 症対策 の た め の 媒
介昆虫 防除， 化学療法お よ び効果判定法 に つ い
て J (代表 : 多 田 功 ) の 分担者 と し て ブ ユ 防 除
試験 を 行 い ， 昭和55年 3 � 1O月 に J I C A の グ
ア テ マ ラ 共和国 オ ン コ セ ル カ 症研究 対 策 プ ロ
ジ ェ ク ト に 国 際協力事業団専門家 と し て 巡遣 さ
れ， 媒介 ブ ユ 防除法の確立を行 っ た。
そ の 他 ， 立 山 に 多 発 の ク ロ バ エ 類 の調 査 を ，
国 立子研衛生見虫部 ， 富 山 衛研 と 共 同 で行 い ，
福光町中河 内 に多 発 の イ ヨ シ ロ オ ビ ア ブ の調査
も 継続 し て 行 っ て い る 。 ア レ ノレ ゲ ン と し て 注 目
さ れ る ユ ス リ カ 類 の 消 長調査を小児科な ど と 共
同 で 行 っ て い る 。 同 じ く ア レ ル ゲ ン と な る 室 内
塵性 ダ ニ 類 の研究 を ， 昭和57， 58年度科研一般
C I昆虫 ・ ダ ニ ア レ ル ギ ー 症対策 に 関す る 基礎
的研究 」 を 受 け ， 小児科， 公衆衛生学 の 協 力 を
得 て 行 っ た。
内部寄生虫 と し て は ， 犬糸状虫症， 神通川 産
サ ク ラ マ ス寄生広節裂頭条虫 な ど の研究 を 行 っ
て き た。 近年， 国 際化が進み ， 海外か ら の 帰 国
者 に よ る 寄生虫病が増加 傾 向 に あ る 。 低開発国
へ の 医療協力要請 も 高 ま り ， 熱帯医学， 寄生虫
学を志す学生 も 増 え て き て い る 。 附属病院 な ど
か ら の 検査依頼 も 急増 し て お り ， 教室 の充実が
強 く 要請 さ れ る 。
細菌学 ・ 免疫学
5 1年 4 月 ， 芝 園 町 の 旧 中部 高校仮校舎 に小西
教授， 山 岸助教授， 桜井助手 の 3 人 で 出 発 し
桜井は l 年半東大医科研 ア レ ル ギ 一 部 へ 内地留
学 し た 。 52年 4 月 ， 井上技官が加 わ り ， 現形態
系実習室に仮住 ま い し 解剖 2 講座 と 同 居 し
た。 53年 4 月 坂本助手， 6 月 石坂助 手 が 加 わ
り ， 現在 の と こ ろ に落 ち 着 い て 本格的活動が始
ま っ た。 54年 10月 久保研究生， 57年 4 月 石 坂
( l 外) の 代わ り に林助手， 58年 4 月 桜井 (千
葉) の 代わ り に小市助手， 同 時に河合院生， 水
田 医学部 生 (現 6 年) ， 10月 よ り 上村研究補佐
員， 59年 4 月 小市 (金沢医大〕 の 代わ り に黒木
助 手 ， 同 時に森永院生， 60年 4 月 黒木 ( 2 外)
の 代わ り に 鈴木助手， 同 時 に 向 医 学 部 生 ( 2
年) が参加 し て 現在 1 2名 で あ る 。
研究は下記 の ご と く ， 分担 L て 進 め て い る 。
1 )  獲得性免疫寛容 の基礎 と そ の応用 - … ・ 胎
生期， 新生時 ま た は大量 レ線照射48時間後 に 抗
原 を投与す る こ と に よ り 容易 に 寛容 が成立す る
こ と お よ び成熟動物に大量 の抗原 を投与 し で も
部分寛容 し か 成立 し な い こ と を小 西 が報告 し て
い る 。 寛容は大量 の抗原を “ 何 ら か の機会" に
与 え る と 成立す る と 考 え ら れ ， 人体を障害 し な
い “機会" を 見 つ け る こ と に よ っ て 移殖そ の 他
の 分野 で の 飛躍的展開が期待 さ れ る 。 ( 水 田 〉
2) 癌 の血清学的診 断法 の確立… … 寛 容 の 応
用 の 一つ で あ る が ， ヒ ト 癌組織抽 出 液 を ウ サ ギ
に投与す る と き わ め て 高 い不 要 の 抗 ヒ ト 血清抗
体が産生 さ れ る 。 そ こ で ヒ ト 血 清 に 寛 容 に し た
ウ サ ギ に ヒ ト 癌組織を投与す る と 抗癌抗体 の み
が 得 ら れ ， こ れ と 被検者血清 中 の 癌抗原 と 反応
さ せ る こ と に よ り 癌 の血清学的診 断が可能 と な
る こ と を 小西 が報告 し た 。 現在， 臨床診断に先
立つ 1 年 以 上前 の 早期診断法 と な る よ う な 手技
を 開発すべ く ， 第 2 外科 と の 共 同 実験 を 行 っ て
い る 。 こ れ が 開 発 さ れれ ば細胞融合法に よ り 各
ス テ ー ジ の癌に対す る モ ノ ク ロ ナ ー ル抗体 を 作
る こ と に よ っ て 免疫療法へ の 展 開 が 期 待 さ れ
る 。 (小西 ・ 鈴木)
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3) 腸 内細菌 の抗腫虜性 … … 消 化管 の う ち 小
腸 に は 癌 は 稀 で あ り ， ま た モ ル モ ッ ト に は 自 然
発生癌 が 少 な し 、 。 こ の こ と か ら モ ル モ ッ ト の 腸
内正常細菌叢 と 抗腫蕩性 と の 関 係 を 検 ベ た 結
果 ， す で に 認 め ら れ て い る Propion ibacterium，
Serrat ia， P roteus の 他 に Eubacterium に抗腫
蕩性が あ る こ と がわか っ たO 現在， Eubacteri  
um を 中心 と す る 2 ， 3 の菌 の併存に よ る 抗腫
虜効果を直接作用 ， 生体賦活作用 の両面か ら 追
求 し て い る 。 (坂本 ・ 森永)
4)  ウ エ ノレ シ ュ 菌 の 生態 … ・ ・ ウ エ ル シ ュ 菌は
毒素産生菌 で あ る が ， 毒素産生性は腸 内容物に
よ っ て 抑制 さ れ る 一方， ヒ ト 腸管では芽胞 の形
で存在す る と い う 生態が 明 ら か に な っ た。 ま た
非耐熱性 の食 中毒株 の 毒素 検 出 に はTortora 培
地 が よ い こ と を 見 出 し た 。 (山 岸 ・ 坂本) 一方
ウ エ ル シ ュ 菌 の 水質指標性に つ い て 検討 し た結
果， こ の菌数の方が大腸菌群お よ び腸球菌 の そ
れ よ り 水質指標 と し て 優れ て い る こ と が立証 さ
れた。 ( 山 岸 ・ 久保〉
5) 好塩 ピ ブ リ オ の新種 … … 胆嚢炎 を 併 発 し
た l 患者 の B 胆汁か ら L+ ビ ブ リ オ か と 思 われ
る 好塩 ピ ブ リ オ が検出 さ れ ， 検討 の 結果新種で
あ る こ と が判 明 し た 。 命名 の 上国 際登録 を準備
中 で あ る 。 (小西 ・ 山岸) な お現在抗原解析 を
行 っ て い る 。 (林 ・ 向 )
6) ュ ス リ カ ・ ア レ ル ギ ー . . … 数種 の ユ ス リ
カ の 純培養 に成功 し そ れ ら か ら 得 ら れ た 抗原
に つ い て 種特異性， 脱感作， 臨床的効用 につ い
て 検討 し て い る 。 (河合)
7) ュ ス リ カ の分類 と 分布 … ・ ・ - 佐 々 学長 の 仕
事 と し て ユ ス リ カ の分類 と 分布が研究 さ れ て お
り ， 教室 と し て は 水質指標性 と の 関連 も 検べ て
い る 。 (河合 ・ 上村)
ウ エ ル シ ュ 菌 の 水質指標性 の 研 究 に は 58年 よ
り 3 年間科研費 を ， 学外者 と の共 同 実験 で あ る
“陸水生物 (細菌， ユ ス リ カ ， 水 性 昆 虫 ， 藻
類 ， 魚類) の 水質指標性 と 汚染除去能 に 関 す る
研究" に は 59年度か ら 4 年間 ， 日 産科学振興財
団 か ら助成を受 け て い る 。
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ウ イ ル ス 学
ウ イ ル ス 学講座は 昭和53年 4 月 に 開設， 初代
教授 と し て 新潟大学助教授 (医学部細菌学) の
庭 山 清八郎， 助教授 と し て 同講師 の落合宏が赴
任 し た 。 完成 し た て の 9 階建 て 基礎臨床研究棟
の 6 階東端に配置が 決 ま り ， 新採用 の 中川 明 夫
事務官， 薬学博士 の林 京子 (54 . 1 ) ， 医学士
の麓耕平 (54. 4 ) 助手， 元 田 昭 策 (54. 4 ) ， 
佐藤征也 (54. 1 1) 研究生を 加 え ， 研究室 づ く
り が は じ め ら れ た 。 近年， 微生物学 の 発展 に よ
り 医学教育 を単独講座 では賄 い き れ な く な り ，
48年度か ら ウ イ ル ス 学講座 が 国 立大 医学部 で誕
生 を み て か ら ， 5 番 目 ， 新設医大 で最初 の も の
と な っ た 。 教室 の 主 テ ー マ は ， ほ ぼ 3 つ で， 1) 
イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス の 抗原変異に 関 す る 研
究 ， 2) ウ イ ル ス 感染症 の 発生機構 と 診 断 に 関 す
る 研究 ， 3) ワ ク チ ン に よ る 予 防や化学療法等 に
関 す る 研究等が挙げ ら れ る 。 イ ン フ ル エ ン ザ，
特に A 型は ， ほ ぼ 10数年毎 に世界的大流行を お
こ すO こ れ は ウ イ ル ス 表面 の HA ゃ NA の 変 異
に よ る が， そ の分子機構につ い て は不 明 の 点 が
多 い 。 そ こ で， 開設後 も 一貫 し て イ ン フ ル エ ン
ザ ウ イ ル ス の 抗原変異に関 し ， 流 行 時 の分離株，
標準株を用 い ， 広 く 血清疫学的検索 を 展 開 し ，
HA ゃ NA の精製， NS蛋 白 の 追跡， ウ イ ル ス
出芽機構 の 解 明 な ど生化学的， 分子生物学的，
遺伝学的観点か ら解析を進め て い る 。 ま た ，
診 断 の た め風疹 HI 試験用 固 定血 球 の 研 究 ，
CF 反 応 と し て 有用 な 一元放射補体 結 合 反 応
(SRCF-Fi司 法 等 の 展開 に 努 め た り ， 精製
HA が Ehrlich 腹水癌 の 発症や各種培養細胞 の
発育を 閉止す る 知見 も 得た。 さ ら に ， 日 本 脳
炎， 風疹， へ ル ペ ス ， ア デ ノ ， イ ン フ ル エ ン ザ，
パ ラ イ ン フ ル エ ン ザ\ ム ン プ ス ， ロ タ ， ア カ パ
ネ 等 の ウ イ ル ス 性疾患や惹虫病な ど の疫学的調
査， 抗体分布調査に よ る 解析やEgg shel l  cul­
ture 法 ， 培養細胞寒天平板拡散法 に よ る 抗 ウ
イ ル ス 剤 ， 抗癌剤 の ス ク リ ー ニ ン グ を実施 し ，
毎年， 日 本 ウ イ ノレ ス 学会， 日 本臨床 ウ イ ル ス 学
会 ， 日 本細菌学会 中部支部 総会， 日 本感染症学
会 等 に 発表 し ， J.Virological Methods を は じ
め 紙上発表を多数行 っ て き た。 な お ， 国 際学会
に つ い て は58年 ウ ィ ー ン の 第 13回 国 際化学療法
学会 に ， Experience in  antibiotic treatment 
on Psittacosis を ， 59年仙 台 の 第 6 回 国 際 ウ イ
ル ス 学 会 で 1 ) Passive Hemagglut ination 
Test for Oetecting Rubella V irus Antibody 
2) Evaluation of  SRCF Test in  the O iagn 
osis of Influenza 等に つ い て 発表 し た。 ま た ，
落合助教授 は 文部省長期在外研究員 ( 甲 〕 と し
て U. S. A. の Hahneman Univ . の 山 本信 人 教
授 ， R ichard L . Crowell 教 授 の 下 に (58 ・
7 ・ 3 1-59 . 5 .  28) ， つ い で カ ロ リ ン ス カ 研
究 所 の George Klein 教授を 訪れ (59 ・ 5 . 2 1  
7 • 1 ) ，  lysophospol ipid 誘導体 の マ ク ロ
フ ァ ー ジ 活性化や 自 己腫療 に対 し て cytotox lC
な T cell に 関す る 研究 に従事 し た。 さ ら に ， 林
京子助手 も 文部省長期在外研究員 (乙〕 と し て
U. S. A. の U . of North Carolina の Y .-C . C 
heng 教授 の下に行 き (58 ・ 1 1 ・ 20-59 ・ 1 1 ・
19) ，  EB ウ イ ル ス 核酸 の分析， 抗ヘ ル ペ ス 剤 の
作用 メ カ ニ ズ ム の研究 に専念 し た。 い ずれ も 十
分 な 成果 を 収 め て 帰 国 し ， 当教室研究発展 の た
め の 推進 力 と な っ て い る 。 一方， 庭 山 は 58年 10
月 20 ， 2 1 日 に 第20回 日 本細菌学会 中部支部総会
会長 と し て ， 学会を立山称名 荘で催 し ， 会員 200
名 を迎 え ， 58演題 を こ な し 国 立予 防 衛生研究
所 ウ イ ル ス リ ケ ッ チ ア 部長大 谷 明 博士を招 き ，
「新流行 ウ イ ル ス 登場 の 機構」 と 題す る 特別講
演 を 行 い ， 成功裡に終了 す る こ と が で き た。 そ
の ほ か ， 講義は ウ イ ル ス 学全般， マ イ コ プ ラ ズ
マ ， リ ケ ッ チ ア ， ク ラ ミ ジ ア を対象 と し 90 時
間 ， 実習 に30時間 を い た だ き ， ウ イ ル ス 学 の 発
展に即応 し た 内 容 で、実施 し て い る 。 非常勤講師
に は宮村定 男 教授 (新潟薬科大 ) ， 波 田 野 基 一
教授 (金大 ・ 癌研 ・ ウ イ ル ス ) ， 浜 田 忠弥 教 授
(新大 ・ ウ イ ル ス ) ， 岩瀬勇 雄博士 (デ ン カ 生
研 ) ， 芝 田 充男博士 (新潟衛研 ) ， 森 田 修行博士
(富 山 衛研) 等 を レ ギ ュ ラ ー に 毎年特徴あ る 有
益な講義を し て 戴い て い る ほ か ， 東昇名 誉教授
(京大 ウ イ ル ス 研 ) ， Richard L . Crowell 教授
な ど に 特別講義 を お願し 、 し ， 教育効果 の 向 上に
努 め て い る 。
薬理学
沿草
昭和52年 4 月 l 日 ， 中西頴央 (教授) と 武 田
龍司 (助教授) が信州大学 よ り 赴任 し ， 薬理学
講座を開講 し た。 続い て 山 崎弘美 (富 山大 ・ 薬
学部卒， 現講師〕 と 西 口 慶子 (大 阪女子大 ・ 学
芸学部卒， 技官) が加わ り ， 講 座 の 形態 が概ね
整 っ た。 医学部研究棟が完成す る ま で の 1 年聞
は ， 信 州 大学薬理学千葉茂俊教授 の御好意に よ
り ， 全員 同教室 内 に間借 り し て 研究 を 続 け ， 中
西 は 月 2 回 聞 か れ る 教授会 に松本 よ り 富 山 へ 出
向 し た。 翌日年 4 月 研究棟の完成 と と も に杉 谷
キ ャ ン パ ス に 移 り ， 本格的な研究活動が始 ま っ
た。 53年 9 月 に は百瀬弥寿徳 (東邦大 ・ 薬学部
卒， 現講師) が信 州 大学 よ り 参加 し講座が完成
し た 。 54年 9 月 に は イ ン ド ネ シ ア よ り Risyaf
Saladin 医師 が研究生 と し て 来 日 し ， 1 年 3 カ
月 間 ア セ ト ア ル デ ヒ ド の薬理に つ い て 研 究 し
た。 彼 の 来 日 は 富 山 友愛病院林理事長 の御好意
に よ る も の で あ る 。 56年 4 月 に は 宮元玲子 (昭
和大 ・ 薬学部卒) が研究生 と し て 入局 し ， 3 年
間 にわ た り 肝 ア ル デ ヒ ド 脱水素酵素 (ALDH)
に つ い て 研究 し た。 ほ ぼ 同 じ 時期 に櫨彰 (名 屋
市立大 ・ 薬学部卒， 現在 カ ナ ダ カ ル ガ リ ー 古大
学 Remmers 教授 の研究室 に留学中) も 研究生
と し て 約 1 年間 カ エ ル 脊髄 ニ ュ ー ロ ン に お よ ぼ
す薬物作用 に つ い て 研究 し た 。 開講 以 来 8 年
間 ， 武 田 助教授 を 中心に全教室 員 が一丸 と な っ
て 教育， 研究， 教室 の運営に あ た り ， 薬理学教
室 の 基礎 を確立 し て く れた努 力 に 対 し 深 く 感謝
す る 。 さ ら に 酒井文徳、 (前東京大教 授 ) ， 福 原
武彦 (慈恵医大教授 ) ， 田 所作太郎 (群馬大 教
授 ) ， 千葉茂俊 (信州 大 教授 ) ， 富 田 忠雄 (名 古
屋大教授 ) ， 野 々 村禎昭 (東京大教授) の 諸 先
生 に は 非常勤講師 と し て 特別講義を担当 し て い
た だ き ， ま た学 内講師 と し て 木村正康教授， 荻
田 善一教授， 渡辺和夫教授 (現千葉大薬学部教
授 ) ， 野村靖幸教授に も 特別 講義 を 担 当 し て い
た だ き ， 医学生に深 い 感銘 と 刺激 を 与 え て い た
だ し 、 7こO
研究活動
中 西 ， 山 崎 ， 西 口 ， 宮元 ら が生化学的薬理学
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領域を担当 し ， 武 田 ， 百瀬， 櫨 ら が生理学的薬
理学領域を担当 し て き て い る 。 山 崎講師 ら の グ
ル ー プ は ， 1 ) ラ ッ ト 肝 ミ ク ロ ゾ ー ム の 電子伝達
系 に お よ ぼす薬物 の影響， お よ び薬物に よ る こ
れ ら酵素系誘導応 答 の遺伝支配 ， 2) マ ウ ス に お
け る ア ル コ ー ル耐性発現 と 脳 シ ナ プ ト ゾ ー ム 膜
酵 素 ， 3) ラ ッ ト ， マ ウ ス の 肝 お よ び脳 ALDH
の細胞下分布 と カ イ ネ テ ィ ク ス ， ALDH ア イ
ソ ザ イ ム 活性 の 日 内変動， ALDH ア イ ソ ザ イ
ム に及ぼす薬物 の影響， ア ル コ ー ル晴好性 と 脳
ALDH ア イ ソ ザ イ ム と の 関係 ， 4) ア ル コ ー ル
の 薬理作用 に お け る ア セ ト ア ル デ ヒ ド の役割，
な ど に つ い て 研究 し て き て い る 。 武 田 助教授 ら
の グ、 ル ー プは ， 1 ) 平滑筋細胞 の膜電気現象に対
す る ア ル コ ー ル と ア セ ト ア ル デ ヒ ド の 作用 ， 2)  
ア メ ブ ラ シ ニ ュ ー ロ ン の膜電気現象に対す る ア
ル コ ー ル と ア セ ト ア ル デ ヒ ド の 作用 ， 3) ネ コ お
よ び カ エ ル 脊髄 ニ ュ ー ロ ン に対す る ア ル コ ー ル
の 作用 ， 4) カ エ ル心房筋細胞 の膜電気現象に お
よ ぼす薬物 の影響につ い て 研究 し て き た。 武 田
助教授は 昭和58年 3 月 よ り 1 年 間 ， ア メ リ カ テ
キ サ ス 大 学医学部 呼吸器科 Remmers 教授 の 研
究室へ客員教授 と し て 招 か れ ， 呼吸性 ニ ュ ー ロ
ン の 神 経生理学的研究 を 行 い ， 腿虫類 の 呼吸性
ニ ュ ー ロ ン の シ ナ プ ス 後電位 の 解析， ネ コ 呼吸
性 ニ ュ ー ロ ン の シ ナ プ ス 電位 と 神経連絡 の 解 析
な ど につ い て 多大 の成果を挙げた。 百瀬講師は
昭和56年 1 月 よ り 2 年間 ， テ キ サ ス 大学医学部
生理学 Szabo 教授 の下で， カ エ ル心筋 イ オ ン
チ ャ ン ネ ル の研究を行い ， ア セ チ ル コ リ ン に よ
っ て 活性化 さ れ る 単� K チ ャ ン ネ ル の 開 問機構
を 明 ら か に し て 帰 国 したO さ ら に59年 5 月 よ り
4 カ 月 間 ， カ ナ ダ カ ル ガ リ 一 大学生理学 Giles
教授 と 共 同研究を行い ， 平滑筋細胞 イ オ ン チ ャ
ン ネ ル に つ い て 研究 し ， モ ル モ ッ ト 精管単一
細胞 に お い て ， Ca 活性化 K チ ャ ン ネ ル の 存在
を 明 ら か に し た 。 昭和60年 6 月 よ り 3 カ 月 間 ，
再 び Giles 教授 に招かれ， 心筋ペ ー ス メ ー カ ー
細胞 の イ オ ン チ ャ ン ネ ル に つ い て 研 究 し たo
Giles 教授は ， 昭和60年度 日 本学術振興会外国
人招へい 研究者 (短期) と し て 3 カ 月 間 ， わ れ
わ れ の教室に滞在 し 百瀬講師 ら と 共 同 研 究 を
行 っ た。
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保健 医学
保健医学教室 (Department of Community 
Medicinめ と し づ 講座名 は 日 本 で は ， 本 学 に
お し 、 て 初め て 命名 さ れた も の で あ り ， 従来か ら
の 衛生， 公衆衛生学 の新 し い 発展 の 一翼 を に な
う も の と し て 昭和55年 4 月 に 開設 さ れた。 し た
が っ て ， こ れ ま で の 教育 ・ 研究 に つ い て も ， 複
雑多 岐にわた り 変ぼ う を と げつ つ あ る 現代社会
の 要請に沿い つ つ ， 新 し い 方 向 を 目 指す も の で
な けれ ば な ら な い と の認識 の も と に そ れ を 実施
し て い る 。
医学教育 は ， 個 々 の患者 の 診 断 ・ 治療 を 扱 う
臨床医学に対峠 し て ， 患者 の み な ら ず よ り 多 く
の健常者を含む集団 に お け る 健康事像 の把握 ・
解析そ し て 対策 と い っ た集団 医学的 ア プ ロ ー チ
を 学 ば せ る よ う 配慮 し て 実施 し て い る 。 こ れ ら
の 教育 を 通 し て 疾病発生 の 要因や そ の 予 防 の た
め の 社会医学的視 点 の 育成に努 め て お り ， さ ら
に ， 社会医学に お け る ベ ッ ド ・ サ イ ド テ ー チ ン
グ の 一環 と し て 実習 を公衆衛生学教室 と 協 同 で
行 っ て き て い る 。 こ れは学生に テ ー マ を選択 さ
せ て お こ な う も の で， こ れ ま で地域， 保健所，
市町村保健セ ン タ ー ， 学校等に お け る 対 人 保
健 ， 企業に お け る 作業環境を 扱 っ た 労働衛生，
大 気環境や水質調査等に よ る 環境評価 と い っ た
分野 の テ ー マ で、実施 し て き た。 こ れ ら の 成果を
ま と め た 実習報告書が毎年刊行 さ れ， 実 習 に 際
し て 御協 力 い た だ し 、 た 関係機関 お よ び全 国 の大
学 の 衛生 ・ 公衆衛生学教室 に配布 し ， 地域あ る
い は 他大学 と の 交流 に努 め て い る 。 な お ， 昭和
59年度以 降 は ， カ リ キ ュ ラ ム の変更に よ り ， 講
義 と 実習 が こ れ ま で の 4 年生か ら 5 年 生 に 移
り ， ス タ ッ プ に と っ て は教育がや り やす く な っ
た と 同 時に学生は社会医学 の 理念 を よ り 一層 理
解 で き る よ う に な っ たO
研究 と し て は ， 教室 の 基本的構 想 と し て ，
「環境 と 遺伝 の 相互関連」 を取 り あ げ ， 以下 の
よ う に推進 し て い る 。 ウ イ ル ス 感染症 の疫 学 の
新 し い 局面 と し て ， 発 ガ ン ・ 催奇性 を 取 り あ
げ ， 教授 の こ れ ま で の イ ン タ ー フ ェ ロ ン を 中心
と し た実験的研究 ， あ る い は風疹， ト キ ソ プ ラ
ズ マ 等 の感染 と 奇形発生に 関 す る 疫学的研究 を
さ ら に お し 進 め て き たO ま た 高齢化社会 に お い
て 重 要 な健康障害 と な る 高血庄 ・ 糖尿病 に つ い
て は ， そ の 発生 の 背景 を 遺伝生化学 な 面 に重点
を 置い て 研究す る こ と と し 助教授 を 中心に双
生児研究， 脳卒 中 登録 シ ス テ ム に よ る コ ホ ー ト
研究等 の 手 法 に よ り 成人病予 防に対す る 新 し い
ア プ ロ ー チ を展開 し て い る 。 一方 で は ， 医学研
究 に対す る 昨今 の社会的要請に基づ い て ， 当教
室 の研究方法 の 基軸 で あ る ， 分子細胞 レ ベ ル か
ら の疫学的 ア プ ロ ー チ に よ り ， 先天性心奇形児
の姉妹染 色分体 (SCE) の 上昇， 石綿暴露集団
に お け る イ ン タ ー フ ェ ロ ン ナ チ ュ ラ ル キ ラ ー
細胞活性系 の調節障害， 農薬使用 者 に お け る ス
イ 臓 ガ ン の 相対危険度 の増加等， 対策に結びつ
く 新 し い 知見 も 報告 し て き た。 さ ら に個 々 に 得
ら れた新知見 も 加 え て ， そ れ ら を 総括 的に評価
す る 方法 と し て ， 我 々 は生態学的 ア プ ロ ー チ も
き わ め て 重要 と 考 え て お り ， 地域職域集 団 で の
疾病流行や水質 ・ 大 気環境 と 人体影響に 関 し て
フ ィ ー ル ド 調査を追跡的に実施 し て き て い る 。
教室開設後 5 年 目 に入 っ た が ， こ れ ま で の
ひ と つ の 区切 り と し て ， 昭和60年 10月 に は 渡辺
教授が会長 と し て 第44 回 日 本公衆衛生学会 を富
山 で 開催す る 。 そ こ に は 「社会 の 高齢化 に と も
な う 公衆衛生活動 の新 し い 局面」 を 中心 テ ー マ
に3， 000人余 り の 会員が集 ま る 。
公衆衛生学
開 学 よ り 2 年遅 れ て ， 昭和53年 4 月 に 開講 し
た。 こ の 時発令に な っ た の は ， 加須屋 寅教授
(札幌医科大学医学部) と 加藤輝隆助手 (富山
大学薬学部 ) ， そ れ に 山 本広志事務官 (富 山 県
立技術短期大学農業機械科〕 で あ っ た。 こ の 年
7 月 には寺西秀豊助手 (金沢大学医学部) が着
任 し て ， す こ し に ぎ や か に な っ た。 翌昭和54年
4 月 に青 島恵子助手 (札幌医科大学医学部) が
発令に な り ， こ れ で 4 名 の教員 1 名 の 事務
官， 全員 が そ ろ っ た。 寺西は そ の 後， 昭和田年
9 月 に講 師 ， 昭和57年 5 月 に 助教授 と な り ， こ
こ で完全 に研究室 の体制は と と の っ た こ と に な
る 。 山 本 は 昭和56年 4 月 か ら 本学医事課に移 る
こ と に な り ， そ の後任 と し て 蓑 島彰子 (富 山 大
学人文学部) が採用 さ れ今 日 に至 っ て い る 。
昭和57年 4 月 ， 医学部 の 第一期生が卒業， 窪
田 裕子 (富 山 医薬大 医学部〕 が大学院生 と し て
入局 し た 。 昭和58年度 に は 西条 ( 回 中 ) 旨 子
(富 山 医薬大 医学部) が大学院生 と し て ， ま た
寺西高子 (金沢大学医学部〉 が研究生 と し て 入
局 し た。 昭和59年 4 月 に は岩 田 孝 吉 (信州 大 学
医学部) が大学院生 と な り ， 翌 昭和60年 5 月 に
は 粕樹悦郎 (富山 医薬大医学部〉 が研究 生 と し
て 入局 し て い る 。
研究分野は 実験的研究 か ら フ ィ ー ル ド ・ ワ ー
ク ま で幅広 い 。
組織培養法 を用 い た ， 環境汚染物 質 の 毒 性 の
機序 と ， 毒性予測 に 関す る 研究 は ， 最近手 が 回
ら な く な っ て 小休止 の状態で あ る 。
芦原町を フ ィ ー ル ド と し て ， 講座開設 以 前か
ら ス タ ッ プ の 一人 に よ っ て 開 始 さ れ て い た ， 大
気汚染 の 自 然環境 と 住民 の健康に与 え る 影響 の
調査は 12年 目 を迎 え た 。 樹木 の タ ン ニ ン 生合成
の 阻害 が植物 の枯死につ な が り ， ス ギ の年輪分
析 に よ り 過去 の大気汚染 の影響 を把握で き る こ
と が 明 ら か と な っ たO ま た ， 大 気 汚染対策を ほ
ど こ す と 住 民 の 健康影響が軽減す る だ け で は な
く ， 植物 の 成育 も ま た 回復 し う る こ と ， な ど が
明 ら か に さ れた。
ア レ ル ギ 一 関係 の研究 で は ， ま ず， 花粉症 に
関す る も の が あ る 。 呉羽 ナ シ の果樹園 を舞台 に
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は じ め て ナ シ 花粉症が存在す る こ と を 明 ら か に
す る と と も に ， 下草 の 花粉 も ま た ア レ ル ゲ ン に
な り 得 る こ と を 明 ら か に し た。 こ の ほ か ， ハ ウ
ス ・ ダ ス ト あ る い は家屋内 ダ ニ と ぜ ん 息 と の 関
係 ， ダ ニ と 川 崎病 な ど に つ い て も 研究 を お こ な
っ た。
環境汚染物質に 関 す る 研 究 で は ， 重金属， な
か で も カ ド ミ ウ ム に 関す る 研究 が行 わ れ て い
る 。
1 . イ タ イ イ タ イ 病患者 に つ い て : a 活性
型 ビ タ ミ ン D ( l α OH-D3) に よ る 治療効果
が 明 ら か に さ れた。 b . 最近で も 新患 の 発生 し
て い る こ と が確か め ら れた。 c . 患者 の尿 中 に
は ， ビ タ ミ ン D を 結 合 し た v itamin D-bi­
nding protein (Gc-globulin) が漏 出 し て い る
こ と ， な ら び に ， 腎 障害が 高度 な 例 で は vit .D
の 代謝障害 の あ る こ と がわか っ て き たo d . 患
者 の耐糖能が低下 し て い る こ と が 知 ら れ たO
e 患者 で は ， 腎臓 の brush border に局在 し
て い る trehalase が尿中 に排 出 し て い る こ と が
わ か っ た。 さ ら に ， 腎尿細管 の荒廃 に 伴 っ て
trehalase の 排 出 は か え っ て 低下す る こ と が わ
か っ て き た。
2 . カ ド ミ ウ ム 汚染地域 に お け る 調査 : a 
腎再吸収障害 の 高度 な住民が多 く ， そ れ は 土壌
の カ ド ミ ウ ム 量に対応 し て い る 。 b 高度 な 糖
尿 と ， 高 度 な β2-microglobulin 排祉 の あ る 集
団 の 中 か ら イ タ イ イ タ イ 病患者 は 発 生 し て い
る 。 c 汚染地域住民 の 中 に も trehalase を か
な り 排 出 し て い る 例 が 見 出 さ れた。 d . 住民 の
腎臓障害は12年後 で も 回復 し な い も の が多 く ，
中 に は悪化 し て い る も の も 見 ら れた。 e 昭和
元年 に さ か の ぼ っ て イ タ イ イ タ イ 病様患者 の 死
亡実態を調べた と こ ろ ， ほ ぼ神 岡 鉱 山 の採掘状
況 に対応 し て 大 き な 2 つ の患者発生 の ピ ー ク が
認め ら れ た。
3 . 動物実験 : カ ド ミ ウ ム の 平滑筋に対す る
毒 性 を ， ウ サ ギ な ど の 腎動脈 な ど を用 い て 研究
し て い る 。 ま た ， カ ド ミ ウ ム の毒性に対す る 労
働 負 荷 の影響に 関す る 研究 も 準備 中 で あ る O
以 上 の 他， 富 山 県 内 の労働衛生に関す る 調査
研究， 保健所 と 協 力 し た ， さ ま ざ ま な地域住民
の健康調査を実施 し て き て い る 。
86 第 4 章 講座等の沿革
法医学
当講座は新設 の研究棟 8 階， 将来 の 拡張を予
定 し て ， 東側 の 手洗 の東西に ま た が る 3 ス パ ン
で ， 大 谷 勲教授， 龍谷秀翁助手， 牧野周二事
務官 の 3 名 で発足 し た。 昭和53年 4 月 2 日 付 の
毎 日 新聞 に は ， I医薬大 に法医学教室 ， 県警，
メ リ ッ ト 大 と 期待」 と の 3 段抜 き 見 出 し で紹 介
記事が載せ ら れ て い た 。 事実上 の 産声 を 上げ た
の は 4 月 6 日 の ， 仮設 の解剖台上で， 被虐待児
症候群 の 5 か 月 児 の 司 法解剖が行われた 時で、 あ
る 。 そ の 後 は 県 下 に 発生 し た犯罪事案等 に 係 る
諸鑑定 の 求 め に応ずベ く ， ま ず， 組織検査材料
の 作製や染色， 血清学的検査 な ど、 の た め の諸実
験 ・ 測定機器 な ら び に 当 然具 え る べ き 図 書 の 整
備 に 努 め つ つ ， 当年度， 18件 の解剖鑑定等 を 解
剖学松 田 教授， 病理学小泉教授 の ご 助 力 も あ
り ， 全 う す る こ と が で き た。
翌54年度 は 西 隣 り に 眼科学講座が 開 設 さ れ
て 8 階 の フ ロ ア も 一度 に に ぎ や か に な り ， 当
教室 に も 中村 功教務助手が解剖棟所属で配置
に な り ， 組織検査等が充実 し た。 そ し て 10月 10
日 に 附属病院 が開 院 と な り ， 法医解剖室 も よ う
や く セ ン ト ラ ル冷暖房 の恩恵に浴 し ， 冬 は 凍 え
な が ら ， 夏 は 汗だ く の 解剖か ら 解放 さ れた。 当
年度 の解剖等 の鑑定事案は 27件 に増加 し た 。
55年度 4 月 か ら浅井正 嗣他 の 第 l 回 生 ( 5 年
生) に対 し て 講義が開始 さ れ た。 そ こ で ， 講義
時間に解剖が重 な る 機会 に は努 め て 学生に解剖
を 見学 さ せ た 。 そ の う ち ， 法医解剖室 と 廊下 を
隔 て た系統解剖学実習 中 の 学生 も 新鮮死体 の臓
器 色 の 認識 と い う こ と で松 田 教授 の 了 解 を 得 て
見学す る よ う に な っ た。 こ の 年 の 暮れか ら 56豪
雪が始 ま り ， あ け て 1 月 ， 法 医学実習 のーっ と
し て 行 っ た解離試験法に よ る 血液型判定 の 際，
氷冷すべ き 生食水を窓外 の 積雪 で冷却す る と い
う 豪雪 の メ リ ッ ト も あ っ た が ， 実習 で遅 く な っ
た女子学生 の 帰 り の便に 気遣 っ た こ と も 土地柄
で あ る 。 当年度 の 解剖鑑定等は22件 で あ っ た。
56年 4 月 ， 牧野事務官 は 経理課へ配置換 え と
な り ， 引 き 継 ぎ期 間 も 含め て ， 谷本淑夫技官が
3 月 よ り 当教室勤務 と な っ た。 当年度 の 解 剖鑑
定等は24件 で あ っ た。
57年 3 月 ， 第 l 回 の卒業生を送 り 出 し ， 小林
l吹副学長 の ご 尽 力 に よ り 大学院が設 置 さ れ た
が ， 法医学を専攻す る 卒業生が な か っ た こ と は
残念 で あ っ た。 し か し ， 教室は予定通 り 拡張工
事が完成 し て ， 東側 の 4 ス パ ン に落 ち 着 き ， 研
究室は解剖棟 の 失敗に懲 り て ， セ ン ト ラ ル冷暖
房か ら外す こ と に し 秋 ま で に は 引 越 し も 終了
し た 。 当年度 の 解剖鑑定等は34件， 多忙を極め
た。
58年 4 月 ， 谷本技官は学生課へ配置換え ， 庶
務課か ら 森 田 徹夫技官が勤務す る こ と と な っ
た。 彼は 庶務能力 に優れ 4 名 の 小人数で， こ
の年 の 10月 ， 宇奈月 ・ 黒部荘に て ， 第 5 回 日 本
法医学会中部地方会を 2 日 間 にわた り 滞 り な く
開催す る こ と が で き た。 天候に も 恵 ま れ ， ト ロ
ッ コ 電車は好評で あ っ た。 59年 1 月 1 日 付 で大
谷教授 は 岐阜大学へ転任す る こ と に な っ た。 1
月 22 日 付 の地元新 聞 に 「法医学 の先生， た だ 今
ゼ、 ロ 」 と の大袈裟 な 記事が 出 た。 3 月 末 日 ま で
は併任であ り ， 新聞報道 と は こ ん な も の で あ
る 。 2 月 13 日 に は 「 ヘ モ グ ロ ビ ン を 指標 と す る
人 ・ 獣血鑑別」 と 題 し て 最終講義 が な さ れた。
当年度 の 解剖鑑定等 は25件 で あ っ た。
59年 4 月 ， 寵谷助手が岐阜大学 に転任 し た。
6 月 1 日 付 に て 科学警察研究所か ら 滝津久夫教
授が就任 し ， I血液型 の 研究 と 鑑定」 と 題 し て
講演を 行 っ 1-:"0 7 月 か ら 森 田 技官 に 替 り 村井規
伊子事務官が勤務， 本学法医学教室 の ス タ ッ フ
と し て は じ め て の女性 の 登場 と な り 教室 が 明 る
く な っ た。 当年度 の 解剖鑑定等は22 件 で あ っ
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い つ の こ ろ か ら か ， 学生が教室へ 出 入 り す る
よ う に な っ た。 法医学教室 (法医学で は な く )
を愛す る 会 と 称す る と か。 そ の面 々 は 高 崎 秀
昭， 成瀬隆倫， 西川忠之， 酒井 尚 雄， 山 下 信
也， 平津 泰た ち で、 あ る 。 日 曜 ・ 祭 日 を 間 わ
ず， 司法解剖を よ く 手伝 っ て (邪魔 し て ? ) く
れ る が ， ま だ だ れ も 卒業 し て い な し 、。
医薬大研究活動一覧 (第 2 輯 1978-第 8 輯
- 1985) に よ れば ， 著書 1 ， 原 著30， 総説 4 ，
学会発表67に な る 。 そ の 他， 提 出 し た鑑定書は
167通 を数 え て い る 。
内科学 ( 1 ) 
昭和5 1年 4 月 ， 第 1 期生 の 入学 と と も に ， 矢
野 は た だ l 人 の ス タ ッ フ と し て 着任 し ， 第 l 内
科が発足 し た ， 当 時， 研究棟は未 だ建設 さ れ て
お ら ず， 富 山 県 総合衛生学院教育棟 の l 階を暫
定臨床研究室 と し て 使用 し た 。 大学創設 の 準備
で忙 し し 午後 は各種委員 会 出 席 の た め ， 事務
局 の あ っ た 旧 中部高校の暫定校舎 に 出 か け る こ
と が多か っ た。 着任早 々 で あ っ た が ， 和漢薬研
究 所 の 援助 の も と に 8 月 28， 29 日 の 両 日 ， 第
10回和漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム を 主催 し た 。
昭和52年 4 月 ， 福利厚生棟， 講義実習棟が完
成 し た が ， 臨床 関 係 は そ の ま ま 暫定研究室に残
っ た 。 加藤は 助手予定者 と し て ， 昭和5 1年 9 月
か ら 長崎大学薬学部 の 北川 常広先生 の も と で酵
素免疫測定法 の研究を し て い た が ， 昭和52年 4
月 ， 第 l 内科は じ め て の助手 に任用 ， そ の 後 1
年 間 ひ き つ づ き長崎に留 ま っ た。 初年度 の予算
で， 現在 も 使用 し て い る ベ ッ ク マ ン の光電比 色
計を購入 し た が ， こ れは 第 l 内 科 と し て の 最初
の研究機器 で あ り ， 研究棟が で き る ま で和漢薬
研究所に保管 し て 頂 い た。
昭和田年 4 月 ， 医学部研究棟完成。 徳 島大 学
よ り 鈴木が助手 と し て 着任。 4 月 末 に は 加 藤 も
富 山 に帰 り 5 月 か ら 文部事務官 の大江が第 l
内 科 に配置 さ れ， こ こ に 第 1 内科 の基礎が 固 ま
っ た。 当 時は 医局に コ ッ プ な ど な く 4 月 25 日
鈴木 と 矢野は駅 前 の ユ ニ へやか ん や コ ー ヒ 茶碗
を 買 い に 行 っ た。 こ の コ ー ヒ 茶碗 は 今 も 残 っ て
い る 。 6 月 1 2 日 (月 ) ， 午後 6 時， 第 l 回 の 教
室 セ ミ ナ ー 開催， 担 当 は 鈴木。 こ の ほ か ， 大浦
研 の セ ミ ナ ー に は 初年度か ら参加 し て い た が ，
こ れは病院 開設 で多忙 と な っ た の で 中止。 1 1 月
か ら 内 科学 の講義が始 ま っ た (月 ， 木 の 週 2
回 ) 。
昭和54年 4 月 ， 日 生病院 よ り 浅沼助教授， 藤
井助手着任， 薬学部卒 の 中野 (長谷部) が最初
の研究生 と し て 入学。 8 月 ， 杉森が信大 よ り 研
究生 と し て 着任 (後， 医員→助手)0 10月 に は
伊藤， 中尾 が病院講師 と し て 来富 し ， い よ い よ
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開 院 へ の体制が整 っ た。 10月 10 日 開院式。 10月
15 日 (月 ) よ り 診療開始。 第 l 内 科外来 の初診
患者は25名 で， う ち 3 名 が即 日 入院。 1 1 月 9 日
に は 阪大 よ り 坂谷先生の応援を求 め て 第 l 回 の
気管支鏡検査。 と も か く 臨床が忙 し く 1 人 3
役 の 時期 で あ っ た。 6 月 17 日 : 内科開講記念講
演会， 7 月 28 円 : 第 l 回 富 山 内分泌 ・ 代謝 セ ミ
ナ ー 開催。
昭和 55 年 ， 城 石 ， 杉 山 ( 6 月 ) ， 赤 川 ( 1 1
月 ) が入局。 4 月 よ り 臨床講義開始， 9 月 よ り
ポ リ グ リ 開始。 8 月 2 日 ， 山 田 政 治 氏 が入院患
者 と し て は じ め て 死去， 剖検が行われた。 1 月
1 4 日 : 第 I 回富 山免疫 ア レ ル ギ ー 懇 話 会 (講
師 ， 岸本忠三教授 ) ， 4 月 19 日 : 第 l 回富 山 肺
癌研究会 (講師， Dr. ラ ル フ ・ ス ロ ー ン ケ タ リ
ン グ 癌研究所)， 6 月 1 4 日 : 第 107回 日 本 内科学
会北陸地方会 (会長 ， 矢野)。
昭和56年 6 月 ， 山下， 丸 山 ， 竹 田 入局 し 教
室 員 14名 ， 6 月 20 日 : 第 l 回 富 山 呼吸器疾患懇
話会 (講師， 螺 良英郎教授)。
昭和57年 3 月 ， 第 l 期生卒業， 池本， 高 田 ，
星野が入局。 泉が 自 治 医大 よ り 着任。 大学院発
足 に伴 い 研究室 2 室増。 昭和58年は 第 l 内 科充
実 の 年。 浦風， 森 岡 ， 森蔭， 横 山 ， 吉川 ， 奥村
入局。 10月 に は 千葉 よ り 浜崎， 滋賀 よ り 大 角 が
着任。 昭和59年 も ひ き つ づ き 入局多 く ， 朝 日 ，
沢崎， 多喜， 長浜， 平 田 ， 深川 の 6 名 O 昭和田
年 1 1 月 10， 1 1 日 : 東海北陸合 同地方総会， 昭和
60年 3 月 14 日 : 糖尿病学会 中部地方会 を主催。
参考資料
1) 文部省科学研究費交付 : 昭52 よ り 3 年 間， 矢
野， 総合研究A (班員) 。 昭54 よ り 3 年間， 加藤， 奨
励研究 A 。 昭55， 伊藤， 一般 D 。 昭56 よ り 3 年間 ，
伊藤， 一般 C 。 昭58， 鈴木， 奨励研究A 。 昭59， 中
尾， 一般 C 。 山下， 奨励研究 A 2) 実験用試薬費
の推移 : 昭53， 662， 305円 昭54， 1 ， 425， 042 円
昭55， 2， 522， 454 円 ， 昭 56， 2 ， 850， 640 円 昭57，
3 ， 137， 209円。 昭58， 5， 446， 127円 昭59， 5 ， 650， 
987円 3) 第 1 内科外来患者 1 日 平 均 数 : 昭54，
22 . 3 ， 昭55， 30 . 3 ， 昭56 ， 41 . 6 ， 昭57， 49 ，  7 ， 昭58，
48. 2 .  
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内科学 ( 2 )
第 2 内科学講座が誕生 し た の は 昭和52年 4 月
で あ る 。 金沢大学第 l 内科助教授で あ っ た杉本
恒 明 が初代主任教授 と し て 着任， 水村， {市 岡 が
そ れ ぞれ助教授， 助手 と し て 発令 さ れた。 当 時
研究施設や付属病院 は な か っ た が ， 研究 ， 診療
活動は金沢大学第 1 内科や富 山県立 中央病院 内
科， 富 山市民病院 内 科 の 協 力 を え て 続け る こ と
が で き た。 昭和53年 4 月 ， 医学部研究棟が落成
し ， 寺 田 ， 高 田 が助手 と し て 発令に な っ た。
昭和53年 1 1 月 ， 内 科学教室 と し て の教育活動
が ス タ ー ト し ， 医学部 3 年次生に対 し て 内科学
総論， 各論 の 講義が始 ま っ た。 昭和54年 4 月 ，
5 名 の教室員 が大学研究室 に 勢ぞ ろ い し 実験
的研究 を テ ー マ と す る 研究活動を 本格 的 に 開 始
し た 。 同年 6 月 ， 内科学 の 3 講座が そ ろ っ た こ
と を 記念 し ， 山村雄一， 武 内重五郎， 市 回 文弘
3 教授 に よ る 内 科学講座開講記念講演会を 開 催
し た 。
昭和54年 10月 ， 大学附属病院 が 開 院 し い よ
い よ 診療活動が開始 さ れ る こ と と な っ た。 こ れ
に 伴 い 講 師 に浦 岡 ， 飯 田 ， 助手 に余)1 J ， 井 内 が
発令 さ れ， 医員 あ る い は研究生 と し て 5 名 が加
オつ っ た。 第 2 内科は主 に循環器， 腎臓 お よ び神
経疾患を担当す る こ と に な り ， 外来診療は週 2
回 行 っ て い る 。 病棟は眼科， 耳鼻咽喉科 と 同 じ
西 5 階で， 病床25床 か ら ス タ ー ト し た 。 開院 当初
は 多 少 の 混乱 も あ っ た が， 半 年 を 経 る こ ろ に は
軌道に の り ， 昭和田年 5 月 に透析室 が開設 さ れ，
次第に診療態勢が整 っ て き た。 こ の こ ろ ， 有志
の 医家を対象 と し ， 症例 を も と に教官が新 し い
知 見 を 解説す る と い う 形で第 2 内科臨床研究会
が 発足 し ， 今 日 ま で続 い て い る 。 昭和55年度 に
は 6 名 の 医員 と 研修医が加わ り ， 初 め て 2 名 が
関連病院 に 出 向 し た 。 昭和56年 4 月 ， 東病棟が
完成 し ， 東 5 階に移転 し 47床 に増床 し た。 同 じ
こ ろ 神 経 内 科 を 専 門 と す る 井上が助手 に な り ，
医員研修医 と し て 6 人 が入局 し た 。 昭和56年度
か ら 医学部学生は 6 年次生 ま でそ ろ い ， 外来実
習 につ づ い て 病室実習が始 ま っ たO 昭和57年 3
月 ， 医学部 の 第 l 回卒業生が送 り 出 さ れた。 当
科で も 本学 出 身者 8 名 ， 他大学 出 身 者 3 名 が 入
局 し た 。 同 じ こ ろ ， 秋 山 が 助手 に 発令 さ れた。
こ の 年 に は 教室員 が40名 を越 え ， 徐 々 に研究 ・
教育 ・ 診療活動が充実 し て き た。
昭和58年は 第 2 内科に と っ て 激 動 の 年 で あ っ
た。 医局長 ， 病棟医長 と し て 献身 的努 力 を し て
き た浦 岡講師 が喜多医師会病院院長 と し て 転任
す る こ と が決 ま っ て 間 も な く ， 昭和58年 3 月 ，
杉本教授が母校 で 出 身 教室 で あ る 東京大学第 2
内 科教授に選任 さ れ 6 月 富 山 を 離 れ 赴 任 し
た。 初代教授 と し て の在任期 間 は 6 年 2 か 月 で
あ っ たO こ の 間 ， 高 田 が講 師 に ， 神保， 松本が
助手 に な り ， 4 人 の新入局 者 が あ っ た。 教授不
在 の 間 ， 水村助教授が代行 し た。 同年 9 月 ， 教
授会 に よ り 京都大学第 3 内 科講師篠 山重威 が 第
2 代主任教授 と し て 選任 さ れ， 同年 1 1 月 着任 し
た。 篠 山 教授は 従 来 の 教室運営を継承 し つ つ ，
研究面 を 中心 に ， 教育， 診療に新 し い 構想 を 展
開 し て き た。 昭和59年度 に は ， 麻野井， 中 島，
藤木を助手 に 迎 え ， 研究活動に一層 の進展がは
か ら れた。 こ の年， 初め て の大学院生 3 名 と 研
修 医 6 名 が加 わ っ た。 昭和60年春に は ， 能沢が
助 手 に な り ， 新 た に 3 名 が 入局 し て 医局員 はらO
名 に達 し た 。
教室 の研究活動につい て ， 昭和59年末 ま で の
原 著 は 162 編 で あ る が ， 現在， 国 際 的 に評価 さ
れ る 成果 を 目 指 し て ， 循環器 クー ル ー プ では虚血
心 の局所心筋機能， 心室性不整脈 の 発生機序 ，
心機能を血管 と の 相互関連， 運動予備 カ の 面か
ら解析 し よ う と す る 研究が行われつつ あ る 。 ま
た ， 腎 ・ 高血圧 クゃ ル ー プ で は 腎疾患 な ら び に 高
血圧 の 発生機序 と 病態生理に関す る 研究 を推進
し て お り ， 腎移植 に も と り 組ん で い る 。 今 日 ，
開学十周 年 を迎 え ， 研究 ・ 教育 ・ 診療 の 質 が 問
わ れ て い る こ と を 改 め て 痛感 し て い る 。 おわ り
に ， こ れ ま で の 教室 の発展に， 支援 し て い た だ
い た 学 内 外 の 方 々 ， 日 夜努 力 し て き た 医局員 ，
こ れ を蔭 で支 え て く れた技師， 事務員 ， 研究助
手 の協 力 が あ っ た こ と を銘 記 し て お き た し 、 。
内 科 学 ( 3 )
内科学第三講座 (第三 内科) は 昭和54年 4 月
佐 々 木 博教授 の着任 と と も に正 式 に 発 足 し
たO 発足 当 初 10名 前後 で あ っ た 医局員 も 昭和60
年 4 月 現在50名近 い人数 と な り ， 研究 ， 診療，
教育 い ず れ の 面 に お い て も 体制が整 い つ つ あ
る 。
当科は主 と し て 消 化器病学を 専門分野 と す る
た め ， 当 初 ス タ ッ プ の大部分は新潟大学第三 内
科お よ び東京女子医科大学消化器病 セ ン タ ー 内
科 よ り 赴任 し た が ， そ の後本学卒業生 お よ び地
元 出 身 の 他学卒業生を加 え ， 全員 が一体 と な っ
て 消 化器病学全般を 幅広 く カ バ ー で き る 内科 を
目 指 し て 努 力 し て い る 。
昭和54年 10月 の 附属病院診療開始 時 に は 佐 々
木教授以下， 井上助教授， 田 中講 師 ， 中野講
師 ， 助手 3 名 ， 医員 5 名 の構成であ っ た が ， 55 
年 3 名 ， 56年 6 名 ， 57年 1 1 名 ， 58年 6 名 ， 59年
9 名 ， 60年 4 名 の入局者があ り ， 60年 4 月 現在
の 在籍者 は 48名 と な っ て い る 。 主 な 転 出 者 と し
て は59年 4 月 よ り 中野講師 が朝 日 町泊病院へ院
長 と し て 赴任 し 58年 9 月 に は 斎藤 清 二 助 手
が ， 学 内保健管理セ ン タ ー 講師 と し て 転 出 し
たO そ の 聞 の 圏 外 へ の 長期 出 張 (留学〉 は井上
助教授 (昭和56年 9 月 �57年 7 月 ， 英 国 ， ロ ン
ド ン 大学 ロ イ ヤ ル フ リ ー 病院 ， Scheuer 教授) ，
田 中講師 (昭和60年 4 月 ， 西 ド イ ツ ， ミ ュ ン
ヘ ン 大学， Classen 教授) ， 小 島講師 (昭和58
年 8 月 �59年 10月 ， ベ ル ギ ー ， ル ー パ ン 大学，
Desmet 教授) ， 市 田 隆文助手 (昭和59年 5 月
~ ベ ル ギ ー ， ブ リ ュ ッ セ ル 自 由 大 学 ， Wisse 教
授) の 4 名 で あ る 。
研究面 に お い て は肝臓病学 の領域で， 教授，
小 島講師主導 の も と に電子顕微鏡 を用 い た組織
免疫学的手技に よ り ， 肝炎 に お け る 肝細胞壊死
の 発生機序 の 解 明 に努 力 し 多 く の 業 績 を 発表
し て き た。 井上助教授 の グ ル ー プ は 本学薬理学
教室 (主任中西頴央教授 ) ， 和漢薬研究所病態
生化学部 門 (主任荻 田 善一教授) の 協 力 を頂 き
ア ル コ ー ル 代謝 の 生化学的側面 お よ び肝疾患に
お け る 活性酸素 と そ の scavenger で あ る supe­
roxide dismutase (SOD) の 動態に つ い て の
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研究 ま た肝細胞癌発生過程に お け る B 型肝炎 ウ
イ ル ス の 関 与 につ い て の分子生物学的研究 を 行
っ て い る 。 そ の 他中野前講師 の 後 を 継 い だ樋 口
助 手 を 中 心 と す る 肝免疫 グ ル ー プ ， 市 田 助 手 を
中心 と し た肝癌研究 クー ル ー プ， 紺 田 助手 を 中心
と し た肝炎研究 クホ ル ー プが あ る O 消 化 管 の領域
に つ い て は 田 中講 師 が 中心 と な り ， 色素 内視鏡
を は じ め と す る 内視鏡診断学， レ ー ザ ー を用 い
た 消 化器疾患 の 治療 ， 消 化管粘膜 の 超徴形態，
胃 腸疾患 に お け る 局所 の血流動態 な ど の 研究 を
行 な っ て い る 。 ま た保健管理セ ン タ ー に転 出 し
た斎藤助手 の 後 を 継 い だ 醇研究 クソレ ー プ で は 実
験醇癌 の 作成， ヒ ト 醇癌 由 来癌細胞 の 継 代培養
に成功 し こ れ ら を用 い た 生化学的， 超徴形態
的研究 を行 っ て い る 。 以 上 の 各研究 グ ル ー プ の
研究活動は 著書 お よ び原著論文 と な っ て 現れ て
お り 1 年間 の 発表論文数は最近 の 3 年間 に お
い て 毎年60編を越 え て い る 。
診療 に 関 し て は 開 院 当初は西 6 階病棟を第一
外科 と 共用 し て い た が ， 昭和56年 5 月 東 6 階病
棟 の使用 開始 と と も に ， 西 6 階病棟は ほ ぼ全面
的 に 第三 内科 の 病棟 と な っ たO 専門領域が 消 化
器疾患で あ る た め ， 入院患者 の大部 分 は 肝 疾
患， 胃 腸疾患， 醇胆道疾患 で あ る が ， 最近は血
液疾患が増加傾向 に あ る 。 ま た 末期 の 悪性腫蕩
の 入院患者が多 い た め院 内 で も っ と も 多忙 な 病
棟 の 1 つ と な っ て い る 。 し た が っ て 死亡数， 部l
検数 も 多 く ， 開 院 以 来 の 剖検数は昭 和 54 年 l
件 55年 17件 56年23件 57年35件 ， 58年45
件， 59年25件 ， 60年 ( 4 月 末現在) 1 1件 で ， 剖
検率 は70�80% と な っ て い る 。
教育面に つ い て は 学生教育 の充実を 図 る た め
講座開設当初 よ り 新潟大市 田 文弘教授， 山 口 大
竹本忠 良教授 に非常勤講師 を依頼 し て 来た が ，
そ の 後福井医大 中村徹教授， 三重大 白 川 茂 教
授 ， 京都大 吉 田 弥太郎講 師 に 主 と し て 血液学 の
臨床講義等を依頼 し て い る 。
以 上第三 内科教室 の 発足時か ら の 足跡を振 り
返 っ て み た が， こ の 6 年間 に O か ら よ く こ こ ま
で 来た と の 実感 と と も に ， 今後予測 さ れ る 医 師
過剰 時代 に 向 け ， 研究業績 の 向 上， 診療 レ ベ ル
の 向 上， 学生教育 の充実に一層 の 努 力 が必 要 で
あ る と 痛感す る 次第であ る 。
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皮膚科学
富 山 医 科薬科大学皮膚科学教室 は ， 昭和54年
9 月 に 開講 し 同 年 10月 に附属病院に診療科 を
開設 し た の に始 ま る 。 開 院 当 初 は ， 諸橋教授，
五十嵐助教授， 福居講師， 須藤助手 ， 前 田 研究
生 の 5 名 で， 皮膚科 の講義， 診療， 研究， 教室
の 整備等 に あ た っ た。 そ の後， 昭和55年 4 月 に
池 田 講師， 高橋助 手 が 7 月 に は 宮入助手 が ス
タ ッ プ と し て ， ま た松永が 4 月 に技官 と し て 加
わ っ た。 そ の 後， 新た に56年 に は 小 田 島， 小西
が ， 57年 に は桧垣が， 58年 に は松井， 老 田 ， 斉
藤， 関 ， 山 中 が入局 し た。 ま た ， 研究生 と し て
58年 に 鈴木， 59年 に佐貫， 60年 に 阿部 が加 わ っ
た。 こ の よ う に 医局員， 研究生 も 次 第 に 増 加
し 診療， 研究面 に お い て も 充実 し て き た。 そ
の 間 ， 福居講師が 昭和57年 6 月 に 開 業 ， 昭和58
年 4 月 に 小 田 島助手 が東海大学医学部皮膚科学
教室へ転任， 58年 10月 に は 教室 の 創設に苦労 さ
れ た 五十嵐助教授が新潟県立中央病院 に皮膚科
部長 と し て 赴任 し ， 宮入助手 が 昭和61年 2 月 に
開業 し た 。 ま た 高橋助手は 昭和56年 10月 か ら 昭
和58年10月 ま で の 2 年間 ， 米国 Wayne 州 立大
学医学部皮膚科学教室 に留学 L ， 帰 国後講師に
昇任 し た。 ま た ， 教室 内 で は 関助 手 が北里大学
皮膚科学教室 に ， 斉藤助手が金沢医科大学形成
外科学教室 に そ れ ぞ れ 園 内留学を行 っ たO
学会 の主催は ， 昭和57年度 の 北陸医学会総会
の 皮膚科分科会 を担 当 し ま た 昭和57年 1 1 月 に
は 第 18四 日 本皮膚科学会北信越合 同皮膚科学会
を 富 山 で主催 し た 。 ま た 昭和58年度は諸橋教授
が 日 本皮膚科学会北陸地方会会長 と し て 年 4 回
の学会 を担当 し た 。 ま た諸橋教授は 第37回 日 本
皮膚科学会中部支部 総会学術大 会 の 会頭に指名
さ れ， 6 1年 9 月 に富山県民会館 で学会を 主催す
る 予定 で あ る 。 全 国 か ら 約600�800人 の 会員 の
参加 が 見込 ま れ て い る 。
教室 の 行事 と し て は ， 開 院 当 初 よ り ， 毎週木
曜 日 に症例検討会， 組織検討会， 抄読会 を 行 っ
て お り 1 カ 月 に 1 回 ， 問題あ る 難 し い症例に
つ い て 組織検討会を 行 っ て い る 。 ま た ， 月 に 1
回 (第 3 木曜 日 ) 午後 7 時 よ り ， 病院 の カ ン フ
ア レ ン ス ル ー ム で富山県皮膚科医 会 の 先生方 と
一緒に合 同 の 症例 ・ 組織検討会 も 行 っ て い る 。
研究分野 で は ， 諸橋教授は皮膚 の 電子顕徴鏡
的研究 を手 が け 特 に メ ラ ニ ン の 色素 異常症や座
磨， 脱毛症 な ど の 毛包脂腺系 の病態生理 に 関す
る 研 究 を 行 っ て い る 。 五十嵐助教授は ， 水庖
症， 自 己免疫疾患な ど の 免疫組織学 的研究 を行
っ た 。 五十嵐助教授 の あ と 須藤講師， 斉藤助手
が そ の分野 の 研究 を 引 き つ ぐ と と も に ， モ ノ ク
ロ ナ ー ル抗体を使用 し て 酵素抗体法 に よ る 免疫
組織学的研究 を行 っ て い る 。 池 田 講 師 は 皮 膚 の
抗原物質 の 抽 出 や細胞性免疫 に 関 す る 研究 を 行
っ て い る 。 ま た 高橋講師は免疫組織学 を応用 し
た皮膚 の 電子顕微鏡学的研究 ， 特に ラ ン ケ、 ル ハ
ン ス 細胞 に 関す る 研究を 行 っ て い る 。 宮 入 ， 松
井助手 は 電顕を ， 関助手 は組織培養 を行 っ て い
る 。
ま た ， 皮膚疾患 に対す る 和漢薬 の 基礎的臨床
的研究 も 教室 の 研究 テ ー マ の ーっ と し て と り あ
げ ら て お り ， 特に座療 な ど い く つか の 皮膚疾患
に お い て は和漢薬がか な り 有効で あ る こ と が 確
認 さ れた。 皮膚疾患へ の和漢薬療法 の 臨 床 的 な
有効性を実証す る た め の 基礎的研究 の ーっ と し
て 教室 では動物実験 で の 実験的面胞接触 ア レ ル
ギ ー に対 し和漢薬 の 抗面胞作用 ， 抗 炎症作用 ，
ア ク ネ 梓菌 CPropion ibacteriu m acnes) に対
す る 抗菌作用 な ど につ い て も 検討 し て い る 。
(小西 ， 槍垣 ， 春木助手 〕
ま た ， 講座開設以来学生に対す る 特別講義を
福代良一， 久木 田 淳 ， 佐藤 良夫， 橋本 健， 広
根孝衛， 森 岡 貞雄， 安 田 利顕， 大城戸宗 男 ， 水
野信行， 森 俊二， 上 回 恵一， 文iJ 輔仁， 陳
錫唐 の 各教授 に し て 頂い た。
以上， 当教室 の 開講 し て か ら 現在 ま で の あ ゆ
み を簡単に述べた。
今後， ま す ま す 臨床面 ， 研究面 と も に充実 さ
せ ， 皮膚科学 の進歩に貢献 し て 行 き た し 、 と 考 え
て い る 。
小 児科学
小児科学講座は ， 昭和52年 4 月 1 日 に 発令 と
な り ， 直 ち に ， 岡 田 教授 と 鈴木助教授 が赴任 し
た 。 当 時， ま た研究棟， 病棟 も な く ， 西長江 の
県立病院 脇 の 創設準備室 の 1 室 を借 り て ， ス タ
ー ト し た。 毎 日 ， 狭い部屋で， 慣れ な い 設計図
や ， 実験器具 の選定な ど の 毎 日 で あ っ たO し か
し 幸 い ， 和漢研 の 荻 田 教授 の御好意 に よ り 病
態生化学 の研究室で， 従来 よ り 行 っ て い た尿蛋
白 分 析 の 仕 事 を し た 。 臨床医 に と っ て ， 患者 さ
ん の 診療 が 出 来な い ほ ど苦痛 な こ と は な し 、 。 今
に し て 思 え ば ， こ の よ う な生活に耐 え ， 頑張 っ
た と 思 う 。 当 時 ， 月 3 � 4 回 の 会議 が ， 杉 谷 の
医科薬科大学で、 聞かれたた め ， 西長江か ら ， 車
で 出 向 き ， 当 時発令 さ れ て い た 15講座 の先生方
に お会い し 建設 の進 む大学 の様子 を 見 な が ら
希望を燃や し た も の で あ る 。 こ の よ う な 生活 が
続 く こ と 1 年， ょ う や く 現在 の 研究 棟 が 完 成
し 昭和53年 3 月 29 日 に 引 越 し を し た。 当 時 医
局員 は 4 名 で， ガ ラ ン と し た研究室 に ， 西長江
か ら 運 ん だ 書籍 な ど の 後片 付 を 始 め た。 ま だ春
先 き だ っ た こ と ， 建物が新 し い こ と な ど 重 な
り ， 膝か ら 下 が冷 え込み， 関節痛 が 出 ， 急 い で
ス ト ー ヴ を焚 き ， ジ ュ ウ タ ン を 敷 く な ど の 対策
を 講 じ た 。 小児科研究室 も 少 しずつ整備 さ れ て
き た の を き っ か け に ， 動物実験を 始 め ， ま ず犬
を用 い て ， 体位性蛋 白 尿 の 発症機序 の実験， さ
ら に尿蛋 白 の分析実験， ま た ， ラ ッ ト を 用 い ，
ア ミ ノ ヌ ク レ オ レ ッ ド ネ フ ロ ー ジ ス の 実験， 尿
中酵素 の 動態， 尿蛋 自 の分析 な ど 同 時 に 行 っ
た。 当 時， 臨床 の 場 が な か っ た た め ， 時間 だ け
は十分 に あ り ， 朝 か ら 悠 々 と 実験 を 始 め た。 も
ち ろ ん ， こ れ ら の成績は， 学会研究 会 に 発 表
し ， 同 時に教室員全員 で学会に参加 し た 。 ま た
一方， 尿検体 の 収集 の た め 遠 く 新潟方面 に ま で
出 掛 け た こ と も し ば し ば で あ っ た。 こ の よ う な
生活 の 中 で よ う や く 昭和54年 10月 15 日 (月 ) 待
望 の 開 院 の 日 を 迎 え た 。 富 山 に赴任後 2 年 6 カ
月 目 の こ と で あ る 。 当 時， 医局員 も 10 名 に 増
え ， 医局 も 随分に ぎ や か に な っ て い た。 開 院 の
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日 の 日 誌 の 一頁 を 紹 介 し よ う 。 午前 9 時 10分全
員 外 来 に 集合す る 。 患者 さ ん l 名 (ネ フ ロ ー ゼ
症候群) す で に診療 を待 っ て い る 。 ( l 時30分
ま で外来患者 5 名 ， ほ か に入院 (新生児) 1 名
あ り と 記 さ れ て い る 。
以 来 ， 今 日 ま で 8 年が過 ぎ て し ま っ た。 医局
員 も 30名 を越 え る 大世帯 と な り ， ま た ， 毎年 3
� 4 名 の 入局者を迎 え ひ っ そ り と し た研究室 も
現在， 机 と 書籍 で う ず ま り ， 書架や ， ロ ー カ ー
も 廊下 に 並べ な け れ ば な ら ぬ ほ ど 手狭 に な っ て
嬉 し い 悲 鳴 を あ げ て い る 。 そ し て 毎夜 お そ く ま
で ， 患者 の診療 に ， 学生の教育 に ， そ し て 研究
に全員頑張 っ て い る 。 臨床 も ， 各 々 専問別 に分
け て 担当 し て い る 。 教室 の メ ー ン テ ー マ は ， と小
児期 腎疾患 の病態解 明ミ であ り ， 形態面 と 機能
面 よ り 取 り 組ん で い る 。 ま た ， 新生児 未熟児
班， 小児 ア レ ル ギ ー 瑞息班， 小児神経て ん か ん
班， 小児循環器疾患班， 小児悪性腫蕩班 な ど に
分か れ ， そ れ ぞれ臨床に各班 と も 特殊外来を設
け ， 患者 の 診療 に あ た っ て い る O こ れ ま で に 至
っ た の は ， 医局員 の 日 夜た え ま ぬ努 力 に よ る こ
と と 思 う が ， 皆様方 の 暖か い 御支援 の 賜 と 感謝
し ， 誌上を 借 り ま し て ， 厚 く お礼 申 し 上 げ ま
す。 最後 に な り ま し た が ， 現在 (昭和60年 5 月
30 日 ) 教室員 の 名 簿 を あ げ ， 沿革史 の ー頁 に い
た し た い 。
教 授 岡 田 敏夫 医 員 足立 雄一
助 教 授 鈴木 好文 11 浅 田 礼子
講 師 樋 口 晃 11 松野 正知
/ノ 谷沢 隆邦 村上美也子
助 手 小西 徹 んF 佐伯 陽子
11 五十嵐隆夫 fノ 今村 博明
ノJ i鳴尾 智 ノノ 高井 里香
1/ 谷 守正 大 学 院 窪 田 博道
11 原 正則 11 今井 郁子
ノノ 稲場 進 11 松倉 裕喜
医 員 村上 巧啓 研 修 医 本郷 知久
ノノ 三枝 伸子 /ノ 丸山 明夫
11 山谷 美和 1/ 八木 裕子
11 宮崎 あ ゆみ 外国 出 張 市 田 蕗子
1/ 山谷 真己 研 究 生 : 深 島 丘也
// 馬瀬 大介 ノノ 小栗 拍子
// 紺 田 応子
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精神神経医学
〔 昭和53年〕
4 月 1 日 ， 医学部 の講座増設 に伴 い ， 当講座
は 「精神神経医学講座J と し て 発足。 同 日 付 で
遠藤正 臣 (教授 ) ， 中村一郎 (助教授 ) ， 細川 邦
仁 (助手) が着任o 4 月 26 日 第 1 回 の 医局研究
会開催， 現在 ま で継続。 1 1 月 1 日 付 で 稲 生 暁
春， 助手 に採用 さ れ る 。
〔 昭和54年〕
4 月 I 日 ， 清水昭規， 助 手 に 採 用 。 4 月 16
日 ， 早川 千都世事務官着任。 10月 1 日 ， 平野正
治 ， 講師に採用 ， 病棟医長を兼務。 清水助手 は
講 師 に 昇任 し ， 外来医長兼務す る 。 同 日 松原隆
俊 ， 助手 に採用 。 10月 6 日 ， 系統講義始 ま る 。
10月 15 日 ， I神経科精神科」 と し て 診療開始。
病棟は西 2 階 ( 当 時 の婦長は 江 口 富子氏 )0 1 1  
月 2 日 か ら 小児科 と 合 同 で脳波研究 会 が 始 ま
る (週 l 回 ) 。
〔 昭和田年〕
4 月 1 日 ， 藤井勉， 助手 に採用。 4 月 14 日 ，
臨床講義 が 始 ま る 。 5 月 26 日 ， 第 I 回 C MM
(Colloq ium Medicina Mentalis) ，  講 師 は村
田 忠 良教授 (札幌天使女 子 大 )0 6 月 1 日 ， 田
中 良 則 ， 伊井雅康， 医員 (研修 医〕 に採用。
8 月 1 日 ， 神経科精神科 の 病 棟 完 成 (東 2
階， 43床〉。
〔 昭和田年〕
2 月 5 B ， 富 山 大 学 と の 合 同 の 言 語学研究会
始 ま る (月 2 回 ， 最近 ま で 継 続)0 4 月 1 日 ，
数川 悟， 助手 に採用 。
7 月 18 日 ， 19 日 の 両 日 ， 第 5 回 神経心理学懇
話会が富 山 市 で開催 さ れ る (会長遠藤正 臣)0 10 
月 18 日 ， 第 2 回 C MM， 講 師 はG . Huber 教授
(Bonn大学)0 12月 13 日 ， 第 3 回 C MM， 講師
は 島薗 安雄教授 (東京医歯大 ) 。
〔 昭和57年〕
3 月 1 日 ， 清水講師は医局長， 細川助手 は 病
棟医長に 。 3 月 3 1 日 ， 平野講師 ， 伊井医員辞職。
4 月 20 日 ， 堀有行 (大 学院) 入局。 5 月 1 日 ，
細 川 助 手 ， 講 師 に 昇任。 5 月 18 日 ， 稲生助手 は
厚生連滑川 病院 に 出 張。 5 月 28 日 ， 田 中 医員 は
本学眼科学教室 に配転。 10月 1 日 ， 江上峰子，
助手 に採用 。 10月 22 日 ， 第 4 回 C MM， 講師 は
十束支朗教授 (山形大〉。
〔昭和58年〕
2 月 28 日 ， 松原助手辞職。 3 月 22 日 � 7 月 8
1 遠藤教授 ， 西独 (Ulm大学〉 に 出 張。
9 月 30 日 ， 江上助手 辞職。 遠藤教授， 大韓民
国 へ 出 張 ( 10月 3 日 帰 国 ) 0 10月 1 日 ， 烏帽子
田 彰， 助手 に採用 。 1 1 月 8 日 ， 第 5 回 C MM。
講 師 は Wolf 教授 (ベ ル リ ン 自 由 大学)0 1 2 月
18 日 ， 第 6 回 C MM， 講師は村 田 忠 良教授 (札
幌天使女子大 ) 。
〔 昭和59年〕
9 月 1 日 ， 大 井 健， 助手 に採用 。 9 月 18 日
Nachshon 教授 (Bar-Ilan大学〉 講演会。 10月
8 日 ， 第 7 回 C MM。 講師は Tassinari 教授
(Bologna大学〉。
12月 1 日 ， 森川 恵一， 助手 に採用。
〔 昭和60年〕
3 月 1 日 ， 中村助教授 米 国 へ 出 張 ( 3 月 7 日
帰 国 〉 。
3 月 5 日 ， 遠藤教授逝去。
4 月 l 日 ， 烏 帽 子 田 助 手 は厚生省 へ 出 向 ， 大
井助手は 滋賀医大 へ， 森川 助手は 金大医学部へ
転 出 。 同 日 付 で三辺義雄， 助 手 に ， 事務補佐員
末原 さ っ き 採用 。 4 月 10 日 ， 谷 井 靖 之 (大 学
院) 入局。 4 月 16 日 ， 故遠藤教授 の 医学部葬が
執 り 行われ る 。
5 月 l 日 ， 野 田 真紀子， 助 手 に採用。 6 月 16
1 葛野洋一， 堤 学， 助手 に採用O
〔教室員〉 昭和60年 6 月 末現在
(助教授， 科長事務取扱〉 中村一郎 ， (講師)
清水昭規 (兼医局長 ・ 外来医長 ) ， 細川邦仁(兼
病棟医長 ) ， (医学部助手〉 数川 悟， 葛野洋一，
堤 学 ， (病院助手) 藤井 勉， 三辺義雄， 野
田 真紀子 ， (大学院) 堀 有行， 谷井靖 之。
放射線 医 学
放射線医学教室 が誕生 し た の は ， 大 学構 内 に
医学部研究棟が落成 し た の と 同 じ 昭和53年 4 月
で あ る 。 柿下， 瀬戸， 羽 田 の 3 名 が そ れ ぞれ教
授， 助手 と し て 発令 さ れ新 し い 教室 づ く り が始
ま っ た。 教室 づ く り を ど の よ う にす る か は 全 く
困 る こ と は な か っ た。 こ れ は金沢大学 で放射線
医学講座 と 核医学講座 を生み 出 さ れ て ， そ の 経
験 の 深 い思 師平松 博先生が富 山 医 科薬科大学
学長 に な ら れ ， 大 学 の 創設 に 努 力 し て お ら れ た
の で， い つ も 名 コ ー チ振 り を 発揮 し て い た だ け
て い た か ら で あ る 。 こ の年 の 7 月 に ， 平松先生
を 会長 と し て ， 第3 1 回 日 本温泉科学会大会が新
平場温泉で行われ， 全 国 よ り 150 人 以 上 の 参加
者 が あ り 大 盛会 で あ っ た。 こ の と き は ， 本学 の
細菌免疫学教室 の 小西健一教授 の全面的援助 で
何 と か学会 を 成 し 遂 け、た。 12月 に瀬戸助手 が医
学部講師 に 昇任 し 54年 4 月 に は 助手 と し て 石
崎が発令 さ れた。 こ の 4 月 か ら ， 実験動物施設
の業務開始に伴 い実験的研究 を テ ー マ と す る 研
究活動を本格的に開始 し た 。 施設， 設備 の 関 係
で今 ま で， 核医学分野 に お け る 研究を金沢大学
医学部核医学教室 の 協 力 で ， ま た放射線診断学
に 関す る 研究 を 金沢医科大学放射線医学教室 の
協 力 で そ れ ぞれ研究 を 続 け る 事 が で き ， ま た放
射線照射 に 関す る 研究 には 富 山市民病院 の好意
あ る 協 力 を得た。 こ の場 を か り て 深 く 感謝す る
と と も に御礼申 し あ げ ま すO
昭和54年 10月 ， 大学附属病院 が 開 院 し た 。 診
療活動 の 開 始 で あ る O こ れ に伴 い講師 ・ 医局長
に羽 田 が ， 助 手 に二谷が発令 さ れ た 。 病院設備
と し て は ， C T は頭部専用装置だ け で あ り ， 放
射線治療装置 も 未設置 の ま ま の ス タ ー ト で あ っ
た。 又 4 年生の放射線医学 の講義が始 ま り ， 教
育 ・ 研究 ・ 診療 の 講座 と し て の 3 本柱が そ ろ っ
た の も こ の年 で あ っ た。 翌日年 3 月 に は 講 師 に
石崎が発令 さ れた。 7 月 12 ・ 13 日 の 両 日 にわ た
り 日 本医学放射線学会第73 田 中部地方会 お よ び
日 本核医学会第39回北陸地方会 ・ 第30回東海地
方会合 同地方会が本学臨床大講義室 で 開 催 さ
れ ， 病院施設 の 見学 も 含 め 大 盛会 であ っ た。 9
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月 に は助教授に瀬戸が発令 さ れ ， 10月 に 助 手 に
古本が発令 さ れ講座 と し て の形態 も か な り と と
の っ て き た。 こ の 1 年聞 は ， 無我夢 中 で あ っ た
が 以 前 に も 増 し て 充実 し た 毎 日 で あ っ た。 臨床
家 と し て は ， や は り 母体 と も い え る 附属病院 の
開 院 が う れ し か っ た。 診療が軌道 に の り ， い そ
が し さ が増 し て き た 昭和56年 に は 6 月 ， 7 月 に
そ れ ぞれ助手 と し て 亀井， 日 原 が発令 さ れた。
こ の 年 の ハ イ ラ イ ト は ， 恩 師 で も あ る 平松 博
学長が 1 1 月 3 日 の叙動に あ た り 勲二等旭 日 重光
章 の栄与を受け ら れた こ と であ る 。 こ の ビ ッ グ
ニ ュ ー ス は新 聞 ・ テ レ ビ で報ぜ ら れ ， 富 山 医 薬
大 の 名 が全 国 に轟い た の は 本 当 に有難い こ と で
あ っ た。 医学部 第 l 回卒業生を送 り 出 し さ ら に
大 学院医学研究科 の設置が認可 さ れ た 翌 昭和昨
年 3 月 に は ， 昭和49年 8 月 富 山 医学教育機関準
備室長， 翌日年 10月 富 山 医科薬科大学長に就任
さ れ て 以 来 ， 大 学 の 創設か ら充実， 完成に精魂
を傾け， すべ て を 完 了 さ れた平松 博先生が御
退官 な さ れた。 私 た ち は 先 生 の 立派 な 業績 に は
じ な い 放射線医学教官に 発展すべ く 心に誓 っ た
の で あ っ た。 57年度 は助手に滝， 麻生 (本学第
l 回卒業生〉 が 発令 さ れ ， 教室 員 は 10名 と な っ
た。 こ の年 に 附属病院放射線部 と し て ， R I 部
門 の オ ー ト フ ロ ロ ス コ ー プ， 診 断部 門 の全身用
C T ， 循環器 X 線診 断 、ン ス テ ム ， 治療部 門 に リ
ニ ア ッ グ お よ び ラ ル ス ト ロ ン が 導 入 さ れ ， 研
究 ・ 診療 の 内 容 は 質 ・ 量 と も 倍増 し た。 昭和58
年 2 月 に は 慶応大学放射線診 断部 に研修 の た め
古本助手 を ， さ ら に 昭和59年 2 月 に は ， 愛知県
が ん セ ン タ ー 放射線治療部 に 羽 田 講 師 を ， そ れ
ぞ れ 1 カ 月 間派遣 し 彼 ら は 新 し い 刺激 を 医局
に 持 ち か え っ て き て く れた。 こ の年 に は 悲 し い
出 来事 が あ っ た。 思 師平松 博前学長 の 急 逝 で
あ る 。 先 生 の 理想 と し て お ら れ た教室 の 姿 に一
歩 で も 近ず く こ と が ， 私 ち た の っ と め だ と 思 っ
て い る 。 昭和60年 2 月 に ， 長 い 間 医局 長 を し て
く れ て い た 羽 田 講 師 が放射線部助教 授 に 昇 任
し ， 石崎講師が新医局長 と な っ た。 ま た 3 月 に
二谷助手 が講師に昇任 し た 。 医局員 の人事を 中
心 に こ の 10年を ふ り か え っ て み た が長い よ う で
短い 10年 で あ っ た。
94 第 4 章 講座等の沿革
外科 学( 1 ) 
拙 章 の 記述 に あ た り ， 教室 の研究業績等 の 詳
細 に つ い て は ， 逐年発刊済 の 「富 山 医 科薬科大
学研究活動一覧」 に掲載済 で あ る の で省略 し ，
従来述べ る 機会 の な か っ た 「外科学教室J 形成
の 経緯を 記 し ， 教室 の 明 日 を担 う 人 び と へ 申 し
送 る こ と と し た い 。
本学創設理念 の 柱 の ひ と つ で あ る 大講座制 の
長所を尊重育成 し ， 他学に ま ざ る 特色あ る 「外
科学教室J 創造に共感を い だ く 私 ど も が ， 研究
棟臨床 3 階に 「外科学教室」 の表示を掲け寺 た の
は53年 3 月 であ る が ， 以来外科学 1 と 2 と の両
講座は ， お互い の教育， 診療， 研究領域， お よ
び関連研修病院 で の地域医療活動を尊重 し な が
ら も ， 隔壁を な く し て 協調 発展 の 実 を あ げ る こ
と に努 め て き た。 こ の こ と は ， 上掲 の建学構想
に 基い て 5 1年 4 月 ， ま ず 山 本教授 ， 伊藤助教授
が 発令 さ れ， 当 時富 山 中部 高校 旧 校舎 お よ び富
山県立衛生看護学校に分設 さ れた仮施設 に 著任
し て 教室 の 基礎づ く り に あ た り ， つ い で52年 4
月 ， 藤巻教授， 上 山助教授 ら が こ れ に 加 わ っ た
経緯か ら も 明 ら か で ， 第 l 外科， 第 2 外科 の 区
別 は ， 附属病院 の外科 2 診療科開設に対応せ し
め た学 内措置に よ る も の で あ る 。 し た が っ て 私
ど も は藤巻教授 ， 伊藤助教授 ら と 熟議 の 上， 研
究室 の設計， 研究協力課事務官 お よ び研究補助
員 の配置， 採用 に も すべ て 両外科協調 の具現を
は か る と と も に ， 配分床面積 の均等 供 出 に よ
り ， 各実験室 ， 病理組織室 ， 電顕室， 写真室，
図書室等はすべ て 共用部分 と し ， 互譲平等使用
を 守 っ て き た。 こ れ は ， 手狭 な新設医大 の研究
棟面 積 の 有効利用 上， 無駄 な 重 複 を 省 い て 将来
ひ と り で も 多 く の 医局員 を 収容す る た め の備 え
に も な る と 考 え て い る 。 し か し一方で， 斯様な
大講座的思想が現実面 で、組離を 来たす倶れ は な
い か ? 模索を重ねた と こ ろ で も あ る 。 藤巻教授
と も ど も 他学視察 出 張 の機会 を 捉 え て ， 先輩諸
校 の 助言 も 求 め る こ と に も 意 を用 い た。 し か し
い す'h の方か ら も 直 ち に安易 な 全面 的賛成論を
き い た こ と は な く ， 結局 自 ら の 道は 自 ら 切 り 拓
い て ゆ く ほ か は な い こ と を感得 し た 。 私 自 身，
大 学 の 発展 と と も に大世帯 と な っ て ゆ く 両外科
医局 の将来を考 え る と き ， 理想 と 現実 と の 隔 り
が後継者 に 与 え る 影響 な ど も 思 い あ わ せ ， 両外
科 の 創設にたず さ わ っ た私 ど も の真意 が後輩た
ち に も 理解支持 さ れ て 大学発展 の 基盤 と な っ て
育 っ て ゆ く こ と をねがわず に は い ら れ な い 。
私 ど も が創設に参画 し て 印 象的 で あ っ た こ と
の ひ と つ に ， 予 算執行 の 学年進行 が 挙 げ ら れ
る 。 す な わ ち 施設 の 整備 の み な らず， 教室 ス タ
ッ フ も ， 5 1年 4 月 以降逐年 1 ， 2 名 ずつ (富川 ，
森 ， 申 の諸君) 発令 さ れ， 54年病院開設年度 に
は 龍村， 永井両講師， 石坂君 を加 え て よ う や く
8 名 そ ろ う こ と が で き た。 当 時金沢大学医学部
第 l 外科 よ り 幾多有能な人材 (関君を筆頭に，
坂東， 平野 ， 村 中 (故人〕 ら の 各氏〉 の 割 愛 を
得た こ と は教室 の歴史に特筆 し て 感謝せね ば な
ら な し 、 。 私 ど も は お の お の の 出 身校 に 拘 泥 せ
ず， 富 山 に あ っ て ， 富 山 の た め に働 く ひ と で あ
れ ば 隔意 な く 受入れ る 趣 旨 か ら ， 津 田 ， 宮崎，
村ー上， 笠 島， 小 中 ， 湊， 朝倉， 稲 田 等 の優秀 な
人 び と を 得 る こ と が 出 来 た が， 富 山 医科薬科大
学 自 前 の卒業生諸君 ら を 含 め た 気鋭 の新人 (杉
山 ， 横) 1 1 ， 小 山 ， 木元， 橋本， 山 口 ， 明元， 大 場
の諸君) を 迎 え た の は57年以後で、 あ り ， 10周年
の 今春， さ ら に湖東， 鈴木， 浜 中 ， 高野 の諸君
を 加 え て ま す ま す 力 を 得 た想 い で い る 。 ま た ，
研究生等 と し て 戸 島， 宮沢， 武 田 ら の諸氏 の寄
与 が あ る が， そ れ と と も に教室 の研究協力業務
お よ び庶 務 に 関 し 新井， 広 田 の 両技官をたす
け て ， 白 谷 (現平尾 ) ， 神 山 ， 柳瀬 (現古瀬村 ) ，
平 田 ， 温井 (現， 村上)， 松 田 (現小泉) ， 福 田
伊藤 ら の諸嬢お よ び増山技士が薄給に甘 ん じ て
夜 お そ く ま で タ イ プ 印 画 ， ス ラ イ ド 作製等 に つ
く さ れた貢献を 記 し ， 深 く 感謝 し た い 。
第 l 外科は心 ・ 血管外科， お よ び 呼吸器 を 含
む腫蕩外科領域を担当 し ， と く に大動脈癌， 閉
塞性動脈疾患 の外科では53年度在外研究員 と し
て 国 際的舞台 で も 認め ら れ た 上山助教授 を 中心
に ， 内外施設 中 出 色 の症例数 と 実績 を 自 負 し て
お り ， 一方 surgical oncology の 領域 で は ，
肺癌， 大腸癌等 を 中心 に ， 手術手技， 併用化学
療法 の 開 発を 進 め て お り ， 龍村講師は Yale 大
学薬理へ 出 向 し て 共 同 研究 の成果を あ げた。
外科学 ( 2 )
昭和60年 5 月 現在， 教室員 は52名 ， 関連教育
病院 は 16であ る 。 第 2 外科 の研究室を覗 く と ，
こ れ以 上教室員 が増 え れ ば机が 当 た ら な く な る
心配 も 出 て 来 て い る 。 週 2 回 の 朝 の 症 例 検 討
会 ， 週 1 回 の夜 の抄読会， が行われ る カ ン フ ァ
レ ン ス ル ー ム で は ， 学生 も 加 わ る と ， 立錐 の 余
地 も な い ほ ど で あ る 。 他方， 病棟に 目 を う っ せ
ば ロ ビ ー の患者 さ ん や ナ ー ス ル ー ム の看護婦 さ
ん カ ル テ を 記載 中 の 若い 医 師 た ち は そ れ な り に
落 ち 着 い た様子で， 昔 日 の “ 戦場" の 名 残 り は
な L 、。
思 い お こ せ ば， 富 山 医科薬科大学第 2 外科教
室 の 開局 は ， 昭和5 1年 4 月 に伊藤助教授 の着任
に始 ま り ， 昭和52年 4 月 に は藤巻が着任 し 同
時 に ， 新潟大学医学部第 l 外科 学教室員 お よ び
医学部卒業生が ， 助手 あ る い は 医局員 と し て ，
新 し い 教室創設 の意気に燃 え て 参集 L tこo 翌日
年 に は 総勢21 名 と な り ， 附属病院 開院 の 年 の 昭
和54年 4 月 に は 25名 と な っ た。 と は 言 え ， 開学
以 来 ， 開院 ま で の 間 ， ス タ ッ プ 以外は大 学 を 離
れ て ， 自 ら の 外科医 と し て の 研 修 を 積 ま ね ば な
ら な か っ た。 県 内 では 富山県立 中央病院外科で
研修医 と し て ， 不二越病院 ， 町立泊病院 で は 外
科医 と L て ， ま た県 外 で寸土 ， 新潟大学第 1 外科
の 関連病院 で外科 医や研修医 と し て ， 大 き な不
安 と 夢 を 持 ち な が ら 研讃 の 日 々 を送 っ て い た。
昭和54年 10月 ， 待 ち に待 っ た 附属病院 の 開 院
と な っ た。 は た し て ， 患者 さ ん が来 て く れ る だ
ろ う か と 一抹 の不安を抱 き つ つ診療 を 開 始 し
た 。 幸い に し て ， 地域 の 人 々 の御理解 と ， 内 科
を 始 め と し て 他科 の御協 力 ， そ れ に看護婦 さ ん
を 始 め 大学， 病院関係者， すべ て の人 々 の御協
力 を 得 て ， 順調に船 出 す る こ と が 出 来た。 開院
当初は外来， 入院診療 に あ た っ て は ， や る こ と
な す こ と すべ て が ゼ ロ か ら 始 め る と い う 状 態
で ， 早朝 か ら 深夜に至 る ま で仕事に か か り 切 り
に な る ほ ど で ， そ の費や し た 時間 と 労 力 た る や
想像を絶す る と 言 っ て も 言 い 過 ぎ で は な か っ
7こ 。
昭和55年 4 月 に は新た に 数名 の教室員が加わ
り 教室員は30名 と な っ た。 以後56年32名 ， 57年
第 2 節 医 学 部 95 
39名 ， 58年45名 ， 59年44名 ， 60年 に は 52名 と な
り 現在 に至 っ て い る 。 こ の 間 昭和57年 3 月 に は
本学医学部 第 1 回生 の卒業 と な り ， 教室 に も 6
名 の 本学卒業生を迎 え 得 た こ と は こ の 上 な い 歓
び で あ っ た。
一方， こ の 聞 に も ， 斉藤講師， 長谷川 助手，
麓助手 ， 藤 田 助手 ， 藤木医員 ら は ， 家 庭 の 事
情， さ ら に は 自 ら の病院 開設 の た め ， 教室 を 離
れ た 。 彼 ら 諸 兄 に は 富 山 医薬大 第 2 外科 の 同 窓
生 と し て ， 外か ら 教室 を支 え て い た だ い て お
り ， 若い 教室員 の直接 の 指導医 と し て 御協 力 を
い た だ い て い る 。
研究活動 の面では ， 食道癌， 胃 癌 を 中心に し
て ， 肝胆醇， 大腸旺門， 乳腺， 甲 状腺疾患 の 治
療に取組み， 実験食道癌や ヒ ト 食道癌 の培養，
ヌ ー ド マ ウ ス 移植等 に ， ま た ， 肝転移 の抑制に
関す る 研究や ハ イ パ ー サ ー ミ ア や電顕を用 い た
研究 な ど多方面 にE り 実績 を 積み重ね て 来た。
昭和59年 5 月 に は ， 第36回食道疾患研究会 を
私 の 当番世話人で富 山 の地で開催 し 各方面 の
御協 力 に よ り 実 り あ る も の と し 得た こ と は ， 若
い 教室 に と っ て こ の 上 な い 励 み で あ り ， 喜 び で
あ っ た。
ち な み に ， 過去10年 の 研究活動 と し て は ， 学
会発表5 1 1 回 ， 著書， 原著数210稿 で あ る 。
現在関連病院は北は秋 田 県 か ら 南は 三重県 ま
で， 16病院 あ り ， 大学 と の 聞 で 6 カ 月 な い し 1
年 間 の 出 張形態で ロ ー テ ー ト を組み， 外科医 と
し て の研修を行 っ て い る 。
振 り 返れば 10年は長 い よ う で も あ り ， ま た極
め て 短い よ う に も 思われ る 。
と に か く ， こ こ ま でや っ て 来 ら れ た の は教室
員 を は じ め 研究協 力 員 ， 病院関係者 等 の 涙 ぐ ま
し い 努 力 と ， 関連病院各位 の御協力や 暖かい 励
ま し ， さ ら に地域 の 人 々 の御協力 の 賜 で あ る と
胆に命 じ て い る 。
開学， 教室創設初期 に 抱 し 、 た夢 を 現実 の も の
と し て ゆ く た め に は ， ま だ ま だ長 く て 困難 な 道
を乗 り 越 え て ゆ か ね ば な ら な い で あ ろ う が， よ
り 良 い 教室 づ く り を 目 差 し て ， た ゆ ま ず精進 を
続 け て ゆ く こ と を誓 っ て ， 筆を置 く こ と に す
る 。
96 第 4 章 講座等の沿革
脳 神経外科学
富 山 医薬大 が 開 学 し て ， 早 く も 10年 の 歳 月 が
過 ぎ ， 富 山 県 内 は も と よ り ， 国 内 外 で 同胞諸子
が御活躍 し て い る こ と は ， 誠に御 同 慶 の 至 り で
あ る 。 我 々 ， 脳神経外科学講座 の 開 設 は そ れ よ
り 遅 れ る こ と 5 年。 大 学 の歩 ん だ道に比 ら べ れ
ば ， ま だ ひ よ こ 的存在 では あ る が ， ひ と つ の 区
切 り と し て ， こ れ ま で の 道 を ふ り 返 っ て み た
し 、 。
昭和55年 4 月 が 当講座 の 開 設 で あ っ た が， 実
際 に は 前年 の 10月 に遠藤助教授が， 手術部に着
任 し た こ と か ら始 ま る 。 み ち の く 仙 台 の地か ら
何 も 知 ら な い 我 々 が 当地に来 る に あ た っ て ， ひ
と 足先 に着任 し た彼 の 準備活動は貴重な も の で
あ っ た。 開 設 当 時 は ， 高久教授は じ め 5 名 ， そ
の年に 2 名 が加わ り 7 名 で ス タ ー ト し た教室 は
毎年 の よ う に脳神経外科医 を志す若 い 衆が入局
し ， 今 年 の 5 名 を加 え て 27名 と な り 4 倍 に膨
れ あ が っ た。 し か し 関連施設 の 増加 に 伴 い 相
変 ら ず人は 少 な く ， や り く り に苦労 し て い る 。
診療面 で は ， 当 初 は 10余 り の ベ ッ ト で あ っ た
が ， 現在 で は 25床 に 増 え ， 手術件数は 5 年間 で
725 件 に及 ん で い る 。 こ れ は 決 し て 多 い 数で は
な い が， 新設大学 と し て は満足すべ き も の で あ
ろ う 。 手術機器や診断機器 が 毎年 の よ う に最新
の も の が導入 さ れた こ と は ， 我 々 に と っ て 心強
い こ と で あ り ， ま た 時間外 の患者に対 し て の 各
方面 の 協 力 は ， 誠 に あ り が た L 、 も の で あ っ た。
外科治療 に 関 し て は ， 血管性障害， 特に頚動脈
閉塞性疾患に対す る 治療は 高 い 評価 を 得 て い る
も の と 考 え る 。
研究面 で は ， 器械 も 薬 品 も 何 も な い と こ ろ か
ら ス タ ー ト し た が ， そ れ で も い く つ か の 成果 は
現 れ て き た。 脳血管肇縮 に対す る 研究 で は ， モ
デ ル の作成 と 各種薬剤 の反応 を み て き た。 局所
脳循環測定では， 電気分解 に よ り 水素 を 発生 し
て 測定す る 方法 を 開 発 し た 。 生化学班 は ， 虚血
脳に お け る リ ン 脂質関連酵素 の変化を追い ， あ
わ せ て 各種薬剤 に対す る 研究 も 行 っ て き た。 水
頭症に対 し て は ， 動物実験 モ デ ル を作成 し ， 血
管構築 を 主 と し た血管系か ら の ア プ ロ ー チ を試
み て い る 。 脳腫療班 は ， 各種細胞 の 培 養 を は じ
め ， 抗癌剤耐性細胞 の誘導や放射線壊死 に 関 す
る 研究を 行 っ て い る 。
教育面 で は ， 毎週 の よ う に学生講義が あ り ，
さ ら に は 外来実習， 臨床実習 と 休む暇が な し 、 。
こ れ は仙 台 時代 と 大 き な違 い が あ る 。 以 前 は ，
脳神経外科 の 学生教育は一般外科 の 一部 に繰 り
込 ま れ て い た た め ， 学生教育 の割 り 当 て が 少 な
か っ た の であ る O 開設当初は， か な り の戸惑 い
が あ っ た が ， 5 年た っ た 今 で、 は ， や っ と 慣れ て
き た感があ る 。
教室 の行事は ， 月 ・ 水 ・ 金曜 日 は定期手術で
あ り ， 火曜 日 は 教授回診 ， 夜は 術後 症 例 検 討
会 ， 抄読会 ・ ジ ャ ー ナ ル ク ラ ブ ・ 医 局 会 と 続
く 。 木曜 日 は 早朝野球に始 ま り ， 研究朝会 が あ
り ， 金 曜 日 は 助教授 ま た は ， 講師団診， 土曜 日
は ， 術前症例検討会が持たれ る 。 一年 の 行 事 を
ふ り 返 る と 5 月 の新人歓迎会， 花 見 に始 ま
り ， 夏 は 毎年登山が持た れ る 。 日 ご ろ の 体 の 鍛
え 方 を 問 われ る つ ら い 修 行 で あ る O 秋 は ， 家族
を 含 め た芋煮会が あ り ， 暮れは一年間 の 各 自 の
仕事を反省す る 大研究朝会が持 た れ た 後 に ， 忘
年会 が 聞 か れ る O 年が 明 け る と ス キ ー 大 会 が あ
り ， そ れ ぞ れ の行事で診療 ・ 研究 の ス ト レ ス を
発散 さ せ て き た の で、あ る 。
こ の 5 年間 で ， 最 も 大 き な行事は ， 昨年春 の
富 山 で の 第 1 2四 日 本小児神経外科学研究会 の 開
催であ っ た だ ろ う 。 日 本全 国 か ら 500 人 以 上 の
人が集 ま り ， 盛況裏に終わ っ た が ， そ の 準備 に
は一年以上を 要 し た 。 我 々 の 学会経験が浅い こ
と は 言 う に及ばず， 富 山市 自 体 も ， こ れ ま で全
国 規模 の 大 き な 学会， 研究会が な く ， 一時は ど
う な る こ と か と 案 じ た が ， お陰で， 教室員 に和
が で き 各 自 に も い く ら か の 自 信 と 社会 に 向 け る
心 が で き た と 信ず る 。
我 々 も ま た ， 10年 目 を 目 指 し て 新た な意欲を
持 っ て ， 新 し い一歩を踏み だ し た い 。
整形外科学
北 に 日 本海を望 み ， 東に立山連峰を仰 ぐ。 学
問研究に は絶好 の環境であ る こ と は 本学を訪れ
た 人 の 異 口 同音 の 印 象であ る と 聞 く 。 整形外科
学教室は キ ャ ン パ ス の全貌が佑併 と す る 荒地 の
中 に 医学研究棟が完成 し ， 病院 は 槌音 を 立 て て
建設 中 の 昭和53年 4 月 1 日 に 開講 し た。 当 時，
教授辻， 助教授玉置， お よ び助手 山 田 の 3 名 が
発令 さ れ ， 連 日 の研究室整備 と 学 内会議 に 明 け
暮れた。 5 月 に は文部技官佐野が着任 し 7 月
に は 第 l 回 の公開抄読会を 開催 し ， 実 質上教室
と し て の研究 の 第 1 歩 を 踏 み だ し た。 こ の こ ろ
よ り 国 際学会 を 始 め 国 内学会へ の研究報告 を 開
始 し たo 54年 4 月 ， 助手 と し て 野 口 を加 え る と
と も に ， 整形外科学講義が 開始 さ れた。 同 6 月
に は 脊椎外科研究会を担当 し ， 10月 病院開院 と
と も に伊藤， 館崎両講師が着任 し ， 以 来 教 授
1 ， 助教授 1 ， 講師 2 ， 助 手 7 名 計 1 1名 の ほ か
教室員 は年 ご と に 増 え 現在す で に 47名 の大所帯
で， 日 夜心 の か よ う 医療 と 研究教育 に 活 気 あ ふ
れ る 多忙 な 毎 日 と な っ た。
教室 開 設 の 理念 は ， 発想 の 自 由 と 尊重， そ し
て 聞 かれた教室 に あ る 。 日 ご ろ の活動で の 一挙
一投足 に は 科学的理 由 が あ り ， そ の活動 の 中 で
新 た な 発見 と 発想が要求 さ れ る 。 こ の 普段 の 心
掛 け は す な わ ち 研鎮であ り 進歩 で あ る と 信 ず
る 。 そ し て 教育は我 々 に課せ ら れた 最重要事項
で あ っ て ， そ こ に は 医療に対す る 独 自 の 哲学 と
信 念 を も っ て ， 厳 し く か っ愛情を も っ て 当 た る
こ と を モ ッ ト ー と し て 今 日 に至 っ て い る 。
整形外科 の 日 課は 毎朝 8 時 5 分か ら の ミ ー テ
ィ ン グ に は じ ま る 。 診 断 の ス テ ッ プ， 治療手段
へ の思考過程 と そ の科学的根拠を お互い に確認
し 合 う 。 こ の こ と は ， ス モ ー ル グ ル ー プ を 交 え
た臨床 カ ン フ ァ レ ン ス に お い て ， 山場を迎 え
る 。
毎週 の助教授 回 診 と ， 教授 回 診 に お い て も 同
じ で あ る 。 抄読会は教室開設以来， 公 開 と し ，
深夜に ま で及ぶ が ， 県 内県外か ら の 多 く の 整形
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外科医 の参加は年 ご と に増 え ， と も に 学ぶ姿勢
が貫かれ て ， 冥利 につ き る 思 い で あ る 。
診療科 と し て の 整形外科は 現在約50床 で 開 闇
以 来 100 % を 超 え ， 患者 は ほ ぼ全 国 か ら 集 ま る
状況 に あ る 。 脊椎脊髄疾患， 関節疾患， 骨軟部
腫蕩等 々 ， 教育， 研究に事欠 く こ と の な い 幅広
い疾患層 は 誠 に辛い であ っ て ， 年間 新 患 数 約
6 ， 000 ， 年間手 術件数は逐年的に増加 し 全 麻
手 術 は 約400例 の ペ ー ス で あ る 。
教室 の研究主題 は い く つ か あ る が ， 古 く か ら
取組ん で き た人類宿命 の 腰 痛 を は じ め ， 脊椎脊
髄障害 の病態 と 治療につ い て ， 高 い レ ベ ル で の
臨床的経験 と 電気生理学的素地 に加 え て ， 病態
生理研究 に必要な多角 的 な 新 し い 設備 と に よ っ
て ， 新た に 展 開 を み せ よ う と し て い る 。 椎間板
変性 の 病理 ・ 代謝学的研究 お よ び 脊髄電気生理
学的研究 では大学院 開設以来， 急速に ポ テ ン シ
ャ ノレ を 挙 け、た 今 ， こ の 方面では世界 で も 屈 指 の
教室 に な り つ つ あ る と い っ て よ し 、 。 こ れ も 昭和
53年以 来， 毎年， 数件 の 科学研究費が取得で き
て い る こ と に も よ る 。 他方， 継代移植腫蕩 を 用
い た悪性腫蕩 の基礎 と 臨床， 振動反射 を 用 い て
の 側壁症病因 の解析 ， 末梢 神 経部分 損 傷 の 研
究 ， 骨軟骨代謝， バ イ オ メ カ ニ ク ス な ど な ど，
研究室 の灯 り は深更 ま で と も る 。
と も あ れ教室 の歴史は未だ 浅し 、 。 し か し ， 発
想 の 自 由 と そ の 実践の精神 は い ま わ が 国 の 中 で
も 特徴 あ る 教室 の ーっ と 目 さ れ， 圏 内留学生 も
年 ご と に増 え ， 絶 え る こ と は 少 な し 、。 意義あ る
先駆的研究 を 指 向す る と と も に 密度 の濃い 研修
を 目 指 L ， そ し て 地域医療 の 中 で の 指導的診療
と 常 に涙を忘 れ る こ と な く ， 患者 の た め に 存分
に尽 く せ る よ り よ き 医 師 た ら ん と 一 同 力 を合わ
せ て い る 。 教室 開設満 7 年 を 迎 え た い ま 多数 の
教室員 な ら び に地域 を 中心 と し た 整形外科医師
を 対象 と し た卒後研修 の一環 と し て ， 富 山 医科
薬科大学整形外科 立山 セ ミ ナ ー を 立 山 山 麓 に お
い て 夏期 2 日 にわ た っ て 行 い ， 本年 2 回 を修 了
で き た こ と は 聞 かれた教室へ の 指 向 の一端 と も
い え よ う 。
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産科婦人科学
産科婦人科学教室 は ， 最 も 早 く 発令 さ れた講
座群に 入 れ て い た だ き ， 5 1年 4 月 か ら ， 1 期生
の 入学 と 同 時 に 開講 し ま し た。 お そ ら く 主幹講
座 と い う こ と が主 な 理 由 で あ っ た の で し ょ う
が ， そ の 時は 柳沼 前助教授 と も ど も 東京 の 出 身
大学に在職 し て お り ， ま だ 本学の 附属病院 は 3
年半後 で な い と 設置 き れ な い と い う こ と も あ っ
て ， 教室 の 助 手 に な っ て も ら う よ う な 若 い 医 師
に は ， そ の 時点 では ま だ と て も 来 て も ら う わ け
に も ゆ かず， 病院が始 ま っ た54年 10月 ま で ， 教
室 と し て の 活動はほ と ん ど な い ま ま に過 ご す結
果 に な っ た。 し か し 当 時は， 古い 臨床教室 に み
ら れ た と ひ ずみミ を 持 ち 込 ま な い で， そ の 長所
の み を 活か し た 良 い 教室づ く り を夢 み て ， い ろ
い ろ の プ ラ ン ニ ン グ に期待 を か け て い た の で、大
変楽 し い 時期 で も あ っ た。 開 院 時 に は ， 母校か
ら優秀な人材 を ス タ ッ プ と し て 割愛 し て も ら っ
た こ と も さ る こ と な が ら そ れ 以 上 に あ り が た か
っ た の は ， 県 内 の 産婦人科医 の ご 子息で， そ の
年 の 4 月 に卒業 し た ば か り の フ レ ッ シ ュ マ ン が
2 名 ， 丁度 タ イ ミ ン グ よ く 入局 し て 来 ら れた こ
と で あ っ た。 何 と か こ れ で格好 が つ い た よ う な
状況 に な っ た。 診療設備 に つ い て も ， 放射線 の
深部治療が行 え な い 状態が オ ー プ ン 後 2 年間 も
つ づ い た こ と は ， 婦人科腫蕩学が教室 の 主た る
研究課題 で あ る 我 々 に と っ て は こ の 上 も な く 辛
い こ と で あ り ， 適応患者 を 前 に し て 大 変な苦慮
を し い られた。 し か し そ の 後 は ， 学長， 病院長
を は じ め 関係各位 の ご 努 力 に よ り ， 診療設備 も
急速 に充足 ・ 整備 さ れ ， そ れ に つ れ て ， 婦人科
患者 も 増加 し て い っ た。 こ の 間 ， 福井県在住 の
卵 巣腫療 の患者が ， 石川 県 を通 り こ し て わ ざわ
ざ我 々 の 病院 に救急患者 と し て 来 ら れ た こ と が
あ っ た。 一命 を と り 止 め 無事に全快 さ れた が ，
退院 さ れ る 時に富 山 の地方新 聞 に投書 さ れ ， 富
山 医 科薬科大学附属病院が建物 だ け で な く ， 医
師 ・ 看護婦は じ め すべて の職員 の方 が き わ め て
親切で あ り ， 患者 に と っ て 驚 く ほ ど理想的 な 病
院 で あ る こ と ， 福井県に設置 さ れ る 予定 の 医科
大 学 の 附属病院 も こ の よ う な すば ら し い 医療機
関 に な っ て 欲 し い と し 寸 意味 の ， お褒 め の 文章
が投書欄 に掲載 さ れた。 こ れは ， 我 々 に と っ て
感激で あ り ， こ れ に よ っ て 大 い に元気づけ ら れ
た ， 印 象深 い 出 来事で あ っ た。 お 陰 さ ま で昨今
は 産婦人科病室 の ベ ッ ド 稼動 率 も 通常 的 に 100
% を越 え る よ う な状態 と な っ て い る 。 貴重 な 症
例 を 送 っ て 頂 い て い る 県 内 の 産婦人科 の諸先生
の ご 協 力 ・ ご 支援に厚 く 御礼 を 申 し 上げ た い 。
現在 の研究活動を紹介 し ま す。 腫蕩関 係 は 臨
床研究 の も と に な る 症例 の蓄積 も 未 だ 少 な く ，
な お 時聞 が必要です。 婦人科悪性腫療 の初期病
変 の 病理学的研究， 化学療法感受性予知法 と し
て の in v itro colony assay 法 の 開 発 な ど を行
っ て い る 。 こ の 他， 卵巣腫療に つ い て は そ の 自
然史の研究や早期検出 を 目 的 に ， あ る 種 の 集 団
検診を試み て い る 。 不妊症 関 係 で は ， 2 年前か
ら 開始 し て い る 体外受精は 未だ 成果 を あ げ て い
な い の が残念 で あ る 。 産科関 係 で は ， 子宮 内 発
育遅延の解析 の た め ， 子宮胎盤血流量 を も と に
追求 し て い る 。 人事で は ， 発足以 来 ， 教室 の 基
礎づ く り に頑張 っ て 頂 い た柳沼前助教授が母校
の東大 へ転任 し た が ， テ キ サ ス 大 学 に 2 年間留
学 し て い た長阪講師が帰局 し体外受精 を は じ め
い ろ い ろ の分野 で そ の成果 を 実 ら せ て い る 。 本
年 7 月 よ り 新居講師 が ケ ン タ ッ キ 一 大学に留学
し て 帰 国 後 の 発展に期待 し て い る 。
本年度 は ， 例年に な く 多 数 の 本学卒業生が入
局 し た。 川 端講師， 細川 医局長が張 り 切 っ て 研
修指導を行 っ て お り ， 近い 将来， 教室 の 主軸 に
育 っ て く れ る も の と 確信 し て い る 。 皆 さ ん の 一
層 の ご 指導 ・ ご鞭轄 を お 願L 、 申 し 上げ る 次第で
す。
眼科学
医学部 眼科学講座は 昭和54年 4 月 開講 し た。
発足 当 時は教授窪 田靖夫， 助教授中村泰久 ， 助
手柿栖米次 ， 技官沢 田 マ チ 子 (現姓柴 田 ) に研
究生宝 田 千賀子 (現姓新 田 ) のわずか 5 名 が教
室 の構成員 で あ っ たO 学生に対す る 講義 も こ の
時 に 始 ま り ， 研究室， 実験室 の 整備 と そ の秋 の
診療開始 の 準備 に追われ る 多忙 の 毎 日 で あ っ
た。
10月 ， 附属病院 の 開院 と と も に講師 と し て 窪
田 叔子 (現朝 日 町立泊病院) ， 助 手 と し て 山 田
祐司 (現在 開 業 〕 が ス タ ッ プ と し て 加 わ っ た。
診療開始 と と も に病床は満床 と な り ， 満床状態
は 現在 ま で続い て い る 。 学生の 臨床教育 ， 研修
医 の 修練 の 場 で あ る と と も に地域医療 の 中核 と
な る 高度 の 眼科診療機関 と し て ， 現在 の 眼科 と
し て の 最 高 の レ ベ ル の 診療 を行 っ て 来 た と 自 負
し て い る 。 入院 を 要す る 患者数に比 し 病床数
は あ ま り に も 少 な く ， 緊急患者 を優先 し て 入院
さ せ る た め ， 入院予約後 も 数 カ 月 も 空室 待 ち の
期 聞 を 要 し て お り ， こ の 点 につ い て 将来何 ら か
の解決策を必 要 と す る と 考 え る 。
忙 し い 診療 の 聞 に ， 学生に対す る 教育 と と も
に講座本来 の重要な責務であ る 研究 も 着 々 と 進
め ら れた。 窪 田 は 臨床電気生理学， 網膜変性疾
患 に 関 す る 研究， 中村は眼科画像診断， 眼科領
域 に お け る 形成手 術 に 関 す る 研究 ， 山 田 は 限 科
領域 に お け る 生化学的研究 と 勢 力 的 に行 い ， 内
外 の 学会， 学会誌 に 発表 し た 。 国 際学会に お け
る 主 な る 研究報告 と し て は Ocular injuries 
in Japanese agriculture CY. Kubota and S . 
Kubota ][ rd World Congress of Ergophtha­
lmology， Istambul ，  1 98 1. 6 ) ， ERG of Be 
hcets desease and its diagnostic S ignificance 
(Y. Kubota and S . Kubota， XVlI Symposi 
um of the International Society for Ele 
otrophysiology of Vision， Erfurt ，  1979. 6 ) ， 
The sector projection method for the CT 
of the orbit CY. Nakamura， 4th  Internatio­
nal symposium of orbital d isordes， Amste­
rdam， 1981 ， 8 ) Update of Diagnostics in 
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Orbital  and Adnexal Affliclions， orbital 
involvement (guest speaker Y.  Nakamura， X 
Congress of the Asia Pacific Academy of 
Ophthalmology，  New Dehli ，  1985， 1 1 ) な ど
が あ る 。 な お ， 開講以来現在 ま で に ， 桜井泉講
師 (昭和55年 6 月 ~ 昭和56年 6 月 ， 現在開業)
お よ び栗原秀行講師 (昭和56年 6 月 ~ 昭和58年
2 月 ， 現在開業〕 が お の お の 短期 間 で は あ っ た
が ， 開 講 当 初 の 手不足 の 時期に ス タ ッ フ と し て
加 わ り ， 研究に診療に多 い に貢献 し た 。
昭和田年 6 月 に教授窪 田 が会長 と な り ， 県 民
会 館 を 主会場 と し て ， 第21回北 日 本限科学会が
開 催 さ れた。 こ の 学会に は 全 国 か ら 約 800 名 の
参加者 が あ り ， 特別講演， 教育講演， シ ン ポ ジ ウ
ム の ほ か 1 23 題 の 一般講演が行われた。 こ の 学
会 の ほ か ， 開講以来， 富 山限科集談会〈年 2 回〕
富 山 医薬大眼科臨床 カ ン フ ァ レ ン ス (年 4 回)
を教室が主催 し て お り ， 一 昨年 8 月 に は 開 講 5
周年記念 第 10回 富 山 眼科集談会が開催 さ れた。
開講以来， 毎年新入局 者 を 迎 え ， 昭和55年 3
名 ， 昭和56年 1 名 ， 昭和57年 3 名 ， 昭和58年以
降 毎年度 4 名 の 入局者があ り ， 現在教室 の構成
員 は 教官 10名 ， 医 員 ， 研修医 4 名 ， 大 学院生 3
名 ， 技官， 事務補助 員 ， 研究補助員各 l 名 の 計
20名 の 多 数 と な り ， 研究， 教育， 診療 の 各方面
に わ た り 活 発 な 活躍が な さ れ て い る 。 な お ， 昭
和54年度 に 窪 田 は 「網膜色素変性に よ る 中途失
明 者 の 社会適応 に関す る 研究」 の テ ー マ で文部
省 科学研究費 を ， ま た 同 じ く 窪 田 は 「医 薬 品 の
視覚障害に関す る 研究 J に つ き 昭和54年度 よ り
57年度 ま で の 4 年間にわた り ， 厚生省依託研究
(分担) 研究費 を 受 け て い る 。
ま た ， 富 山 赤十字病院 (富 山 市 ) ， 町立 泊 病
院 (朝 日 町) ， 社会保険高 岡病院 (高 岡 市) に
教室 よ り 常勤医師 が派遣 さ れ て お り ， 地域医療
の 中核 と し て 診療 に 当 た っ て い る 。 こ の ほ か済
生会富 山病院 (富山市 ) ， 厚生連糸 魚川 病院 (糸
魚 川 市 ) ， 厚生連上越総合病院 (直江津市 ) ， 県
立須坂病院 (須坂市〉 な ど に非常勤 で あ る が医
師 を派遣 し て お り ， すべて 近 日 常勤医師 を派遣
す る 予定 で あ り ， こ れ ら の病院 の充実発展が講
座 の 発展に結びつ く も の と 期待 し て い る 。
1 00 第 4 章 講座等の 沿革
耳鼻 咽喉科学
富 山 医 科薬科大学医学部耳鼻咽喉科学教室 が
開講 し た の は ， 昭和54年 4 月 1 日 で あ っ た。 こ
の 際 ， 水越鉄理 (教授 ) ， 大野吉昭 (助教授 ) ，
渡辺行雄 (講 師 ) ， 大橋直樹 (助手〉 の 4 名 が
新潟大学 よ り 赴任 し 武 田 精一 (技官〉 が ， 当地
て、新た に任官 し ， 今 日 ま で， ま さ に 開拓精神 で
教室 を 築 い て き た。
当 初 は ， 昭和54年 10月 の 附属病院 の 開 院 に 向
か つ て ， 診療 シ ス テ ム ， 器材 の 整 備， 学 生 教
育 ， 研究室 の調整， 会議 と 忙 し い 日 の 連 続 で あ
っ た。 10月 10 日 の 開 院式に は新潟大学猪 初 男
学長 と 高知医科大学森本正紀学 長 ( 当 時 副 学
長〕 の 2 人 の 恩師 を快晴 の呉羽丘 陵 に お迎 え す
る こ と が で き た こ と は誠に喜ば し い こ と で あ っ
7こO
開院時， 外来患者 は新患 13名 で始 ま っ た が ，
外 来 ・ 入院患者 と も 急増 し ， 昭和55年 3 月 に 山
形大学 よ り 小林英人 (助手〉 が赴任 し ， 続 い て
昭和55年 5 月 に吉 田 行夫 (助手〉 も 入局 し ， 診
療面 も 充実 し た。 昭和56年 7 月 19 日 ( 日 〕 に 第
29回 日 耳鼻中部地方部会連合会 を 担 当 し 9 県
12医大 の 会員 を 迎 え た。 昭和57年 3 月 に 第 1 回
生が卒業 し 大学院生 (将積) と 研修 医 (浅井
大井) が 入局 し て ， 大 学 ら し い 形態 を整 え る に
い た っ た。
そ の 後 ， 病床数 の増加， 出 張研修病院 の増加
と と も に ， 診療 内 容 ， 臨床研究 内 容 と も 充 実
し ， 教育面 も 向 上 し て き たO 昭和59年度 に は 入
局 員 ( 8 名 〉 も 増加 し ， 同年 9 月 に は 第43回 日
本平衡神経科学会 を 担 当 し ， 県民会館 に 中 国 ，
韓 国 ， 台湾を含め て 600 余名 の 方 を迎 え ， 無事
終了 す る こ と が で き た。 こ の 間 ， 昭和国年 10月
に大野助教授 が 開 業 (新潟市) L た が ， 渡辺助
教授， 大 橋 ・ 小林両講師 も 誕生 し た。 現在， 教
室 員 が20名 ， 研究生が 2 名 に な っ て い る 。
1 ) 診療 : 外来診察室は ， 聴検室， 予診室 ( 内
視鏡室 ) ， 注射室 に分け ら れ ， 能 率 的 に 整 備 さ
れ ， 病室 も 27床常時満床 で あ る 。 平衡機能検査
室 は 中央検査部 に設置 さ れ ， ENG 2 台 が小型
電算機 PDP 1 1 /34 の 制御下 で オ ン ラ イ ン 実 時
間処理で x-y プ ロ ッ タ ー に 即 時 出 力 さ れ， 重心
動揺計 も 含 め て 分析 さ れ て い る O 現在， 月 火金
が新患 日 ， 再診は予約制で， 特殊外来 は め ま い
外 来 ， 聴覚外来， 顔面神 経外来， 耳 鳴外来， 鼻
ア レ ノレ ギ ー 外 来 な ど が 中心に行われ， 内視鏡検
査 も 随時行われ て お り ， 月 水 は手術 日 に 当 て ら
れ て い る 。 ま た地域医療に対 し て も 学校検診，
耳鼻科集談会 (毎月 l 回 ) ， 出 張診療 な ど が 行
われ て い る 。
2)研究 : 神経耳科学を 中心に進め ら れ て お り
1 ， メ ニ エ ー ル病 の 神 経耳科的疫学的研究，
厚生省 の 特定疾患 メ ニ エ ー ル病調査研究班， 前
庭機能異常調査研究班に属 し て ， 全 国 な ら び に
富 山県 の疫学調査が行われた。 2 ， 中枢神経，
特 に 小脳脳幹障害へ の 神経耳科的 ア プ ロ ー チ
(眼運動分析 ， 聴性脳幹反応 ABR な ど) 0 3 ，  
水俣病 の 神 経耳科学的研究 (水俣病総合研究班
員 ， 環境庁 の 臨 時水俣病審査委員 担 当 )0 4 ，  
眼運動 (眼振) の 自 動分析 シ ス テ ム の 開 発。
5 ， 耳鼻咽喉科領域 へ の マ イ コ ン シ ス テ ム の 活
用 (総合的他覚的聴覚検査 シ ス テ ム )0 6 ， 慢
性扇桃炎 の病態 と 臨床。 7 ， 和漢薬 の耳鼻咽喉
科領域へ の応用 8 ， 顔神麻痔 の 臨 床 的 研 究
( 総合研究)0 9 ， 鼻 ア レ ル ギ ー ， 耳 鳴 の 臨床 的
研究 な ど が な さ れ て い る 。 特に ， 情報処理化 に
よ る 神経耳科的研究成果は パ ラ ニ ー 学会， 国 際
学会誌 に も 多数発表 さ れ て お り ， 内 外 の分野で
指導的立場 に あ る も の と 自 負 し て い る 。 今後，
基礎的研究 の ま す ま す の 発展が期待 さ れ る 。
3)教育 : 耳鼻咽喉科領域は視聴覚教育 が主要
で あ る た め ， TV-v ideo の 活用 は 積極的に行
わ れ て お り ， 特別講演の 収録， 16mm映画 ， v ideo 
演題 の作成な ど編集機を活用 し て 教材 も 製作 さ
れた。
4 ) 医局生活 : 医薬大 の 恵 ま れた環境を十分に
利 用 す る べ く ， 夏 の 海水浴， 秋 の 医局旅行， 冬
の ス キ ー と ， 白 白 に かつ ， 家族 的 な 団 繁 の パ ー
テ ィ が行われ， 人 の和が築かれて い る 。
以上， 教室 の 沿 革を概説 し た が ， 未だ に創設
期 か ら や っ と 充実 期 に 入 ろ う と し た 段 階 で あ
り ， 今後各方面 へ の 発展が期待 さ れ る 。
泌尿器科学
当教室は 昭和54年 4 月 1 日 に 発足 し た が 当 時
の ス タ ッ フ は 教授片 山 喬， 助教授 中 田瑛浩，
助手服部義博， 秋谷 徹 ， 柳 重行， 技 官 山 崎
典 昌 の 6 名 で あ っ た。 そ の 後 の 入局 者 を 示 せ ば
助 手 に 石川 成 明 ， 嘉川 宗秀， 小池 宏 ， 寺 田 為
義 ， 風間泰蔵， 梅 田 慶一， 古 田 秀勝， 酒本 護，
河野孝史， 岩崎雅志， 大学院学生に笹川 五十次，
里見定信， 研修医 に 金 田 隆志 の諸君で， 服部，
秋 谷 ， 柳は の ち に講 師 に 昇任 し て い る 。
教室 の 研究は 次 の 4 つ の主 要 テ ー マ を 中心 に
行 わ れ て い る 。
(1) 生殖生理に 関す る も の
(2) 腎性お よ び 副 腎性高血圧に 関す る も の
(3) 泌尿性器腫療 に関す る も の
(4) 尿路感染症 に 関す る も の
(1ト の 生殖生理に つ い て は片 山 が 以 前 よ り 行
っ て き た 男 性不妊 の 基礎的 な ら び に 臨床的研究
を ひ き つ ぎ ， 精巣機能 と 血流 ， 精巣上体機能 と
妊手 性， 精撲中諸物質 の測定 と そ の妊苧 能 と の
相関性， 実験的精巣機能障害 な ど に つ い て 研究
を 行 い ， そ の成績は片 山 が第2 1 回 日 本医学会総
会 シ ン ポ ジ ウ ム 「不妊 の 成 因 と 対策J ( 1983) で
報告 し た 。 さ ら に Zona-free eggpenetration 
test に よ る 精子妊字能 の研究， 精巣 の超微細構
造， 和漢薬 と 精巣機能 Leydig 細胞機能 の 研究，
抗精子抗体 な ど生殖免疫学的研究 impotence
に お け る 勃起能 の 研究 な ど を行 っ て い る 。
(2)ー の外科的高血圧に関す る 研究 では 中 国 が
中心 と な り ， そ の 米国 N I H に お け る 研究 を 更
に 発展 さ せ ， 副 腎再生性高血圧 の 昇圧に心， 大
動脈 の collagen ， elastin 代謝 の充進 が 関 与 し
て い る こ と を 発 見 ， さ ら に 腎性高血圧 の 昇圧 お
よ び 高血圧維持に 関す る 血管収縮蛋 白 の 関与 に
つ い て の研究， 血圧調節機構に お け る kinin­
kallikrein 系 の 関与， 高圧酸素 の S H R に及 ぼ
す影響， 副 腎 カ テ コ ラ ミ ン の 研究 な ど を 行 っ て
い る 。
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(3) の 泌尿性器腫虜に 関す る も の と し て は 前
立腺癌 の ア ン ド ロ ゲ ン レ セ プ タ ー に 関 す る 研
究 ， 腸脱腫療 と 抗癌剤吸収， 尿路性器腫蕩組織
の 特 異蛋 白 の 抽 出 ， 高圧酸素 の跨脱癌化学療法
に及ぼす影響， 再燃前立腺癌や進行性腎癌に対
す る 集学的治療， 前立腺腫蕩 の疫学的研究 (前
立腺疾患 の 集検) な ど を行 っ て い る 。
(4) の尿路感染症 につ い て は最近 Sexually
t ransmitted d isease の 1 っ と し て 注 目 さ れ て い
る ク ラ ミ デ ィ ア 感染症に つ い て の 研究 を 行 っ て
い る 。
教育面 で は 学部学生に対す る 講義 と し て ， 泌
尿器科学総論， 同各論， 臨床講義を片 山 ， 中 田 ，
秋谷が担当， ま た外来， 病棟で臨床実習 (前後
期 〉 が行われ， 大学院学生に対 し て も 講義が行
わ れ て し る 。 学部学生へ の講義 に は 他学， 他病
院 の 諸先 生 に非常勤講師 と し て 御協力頂 い て い
る 。
診療面 で は 昭和54年 10月 の 附属病院 開院 と 共
に診療科 と し て の 泌尿器科が開設 さ れ， 病棟は
西 7 階， 火， 金 躍 を 手 術 日 と し て い る 。 開 院 以
来昭和59年末 ま で の 臨床統計は 日 泌北陸地方会
で報告ず み で あ る が ， 近 々 原 著 と し て 発表予 定
で あ る 。 最近 の 特長 と し て は 入院例 に腫蕩が多
い こ と ， 下部尿路疾患に は T U R ， 上部尿路疾
患 に は経皮的腎到達法 (超音波 ガ イ ド 下) が多
く 行われ ， い わ ゆ る endourology ( 内視鏡的泌
尿器科) の分野が広 ま っ た こ と で あ る 。 ま た画
像診断で も 被曝や侵襲 の多 い方 法 に 代 え て 超音
波診断が多 く と り あ げ ら れ て い る 。
ま た西 7 階に 腎移植用病室 が設置 さ れ， 第二
内科， 小児科， 第一外科お よ び 当科を 中 心 に 生
体腎移植が各診療科 (部) の 協 力 に よ り 行われ
て お り ， さ ら にdonor を 求 め て 死体腎移植 の た
め の 準備 も ほ ぼ終 わ っ て い る 。
本学開学十周年 に あ た り ， 泌尿器科 学教室 の
構成員 ， 研究， 教育， 診療 の現状を述べた。
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麻酔科学
54年 I1 月 ， 底冷 え の す る 日 が続 く な か ， ガ ス
ス ト ー ブす ら な い と こ ろ で ， 伊藤 ， 久世， 佐藤
で慣れ な い 伝票切 り を し て ， 机 を 並 べ た の が富
山 の 麻酔 科 で の 最初 の 仕 事 で あっ た 。 5 月 か ら
山 木 昌 子 ， 高 柳 ( 現在 中) 1 1 ) 陽子 が加 わり ， 7 
月 に 中 西 拓 郎 ， 海木玄郷， 1 0 月 の 病 院 開 院 時 に
は樋口昭子， 田 辺 隆一， 増 田 明 が 発 令 と な り ，
麻酔科 医 8 名 と い う 新設 医 大 で は 恵 ま れ た 陣 容
で の ス タ ー ト と な っ た。 周 到 な 準備 の う え と は
い え ， 手 術 部 第 l 例 の 麻酔 の 実施 ( 第 l 外不j' ，
35歳女性 の 十二指腸穿孔) ， 40 1 守室 で の ICU
患者 の 治療， 麻酔科外来 の ベ イ ン ク リ ニ ッ ク と
麻酔 前診察， ど れ を と っ て も創設 者 な ら で は の
心 の お の の きを 感 じ た もの で あっ た 。 開 院 す る
や， そ の よ う な 心配 は 吹 きと び ， 述 日 の 多忙へ
と 8 名 全 員 が つき落 さ れ た 。 10 1 号 室 に 重症患
者 の 入 っ た 時 の忙 し さ は こ の 上 もな か っ た 。 55
年 4 月 に手 術 部 副部長宮崎久義， 6 月 里 村 敬，
1 2 月 牛 島一男 と 着 々 と 陣容 は 整 っ て い っ た 。 56
去雪 の 頁只 中 5 歳女児 が厳寒 の マン ホ ー ノレ に
落 も ， 30分 間 のiiq 水 か ら の 蘇 生後， ICU で の
苦 闘 の 結 果 100 日 間 の 植物状態か ら 脱 し て ， そ
の 後 の 干1[1 経機能 の 回 復を観察 し ， リ ハ ビ リ テ ー
シ ョ ン に参加 し 得た こ と は続生学 の 大 き な 収穫
で あっ た 。 56年 4 月 矢作直樹， 57年 4 月 杉 森
隆 ， 八木裕 'f![3 ， r U 崎光章， 大 田 良子 ， 9 月 牧
野 |専孝， 58午2 月 手 術部 助 教授佐藤根敏彦， 4 
月 佐 々 木均， 渋 谷 ( 現在桐 [11 ) 昌 子 ， 林睦子，
594'- 4 )j 増 旧 達， 渋 谷 仲 子 ， 広 田 区、毅， 5 月 島
田 雅子 ， 60年 4 月 冨 田 博 Shay Pin tov ， 6 月
仲 丙 蹄 夫 が 仲 間 入 り し た。 教室 の 事 務 l工高 柳|陽
子 ， 竹 内 陸 美 ， 柿沢香子， 松 r'紀子 へ と 引 き 継
が れ た 。 共 に 学 び遊 ん だ同僚が ， ま た 巣立 っ て
いっ た。 60年 6 月 現在 ， 出 張お を 含め て そ の 状
況 を み る と ， 長 岡 赤十字病院 ・ 佐藤祐 次 ， 笛山
県 立 中央病院 ・ 樋口昭子 ， 信山市 民病院 ・ 中 西
拓 郎 ， 田 辺 隆 一 ， 桐山 昌 子 ， 本学整 形外科海木
玄郷， 福井医大 @ 八木裕 → 郎 ， 国 立循環器病 セ
ン タ 一 。 矢作直樹， 堺市清恵会 病 院 @ 牧 野 博
孝 ， 神戸市民病院 。 林 睦 子 ， 熊本大 学 ・ 牛 島
一 男 ， 国 立熊本病院 @ 宮 崎久義 ， ニ ュ ー ヨ ー グ
市 モン テ フ ィ オ レ 病院 ・ 杉森 隆 で ある 。
教室 の 研究 主 題で ある 急性低酸素症 の 病態 生
理 の 研究 で は ， 脳組織病変 を 電顕像か ら そ の 可
逆 性 を 追求 し ， 脳細 胞 内 PH の変化， 細 胞 内 外
のC，，+i の 動 き， カ ル モ ジ ュ リ ン の態度 と 拡 げ て
L 、 る 。 乳酸加 リ ン ケ、 ノレ 液 の 代謝 と 適正 な 手1;} tl:1輸
液 の 検討， 麻酔導入 時 の 血 中 カ テ コ ラ ミ ン の 変
化 ， 難治 性疹 痛 の 神 経 ブ ロ ッ グ お よ び 東 洋 医 学
的療法， コ ン ビ ュ ー タ ー に よ る 重症患者 の 呼 吸
・ 循環 の 解 析 な とや多方面 に わた っ て い る 。 麻酔
の 臨床 で は ， 手 術忠者 の 麻酔 前診察， 症例検討
会 ， 術者ー と の 十分 な連絡 を と っ て の 麻砕施行 ，
疹 痛 ・ 呼吸 な と、 術後管理へ の 参 加 と 激密 さ が 要
求 さ れ て い る 。 麻酔 と は 痛 み と ， そ し て ハ イ ポ
キ シ ア と の 闘 し 、 で ある と し て ， 麻酔 ・ 蘇生学 の
み な ら ず\ 疹 痛 治療 ， 集 中 治療へ の 発展 に つな
が る 麻酔 科学 の 研 修 を 目 標 と し て い る 。 子 術 部
で患者 を 中心 に 外科医 と チ ー ム を 組 ん で し 、 る よ
う に ， 麻酔 科 医 は 病院 内 外 の おじ言、 に 闘 し て も呼
吸 ・ 循環 の 管理 を 中 心 に チ ー チ 医療 の 」員 と な
り ， 救急診療 の 道 を きり 聞 く 新た な 勿 力 を 傾注
し な けれ ば な ら な し 、 。 大 学 外 の 麻酔需 要が急速
に 高 ま り ， 58年宮山市民病院， 60年富山県 立 中
央病院 に 麻酔科医 を 送 っ た が ， 61年 に は 黒部 市
民 病 院 に 麻酔 科 を 新設す る こ と と な っ た。 大学
と 関 連病院 が そ れ ぞ れ の 特徴 を 生か し た卒後教
育 を お こ な う た め に は ， 今 は 少 し の 無理を し て
で も関 連 病 院 を 確保 し な けれ ば な ら ず ， 教室員
」 同多忙 な 毎 日 が強い ら れ て い る 。 こ の 苦難 の
時期 を 乗越 え る 要件 は ， 教室員 が 各 々 の 役訓 を
時実に 果 た す こ と と 相 互扶助 に よ る チ ー ム プ レ
ー で ある 。
臨床 ・ 教育 ・ 研 究 に 追われ続 けた 6 年 で あっ
た が ， 51年北陸三大学野球対 抗戦優勝， 57年度
学 内 医 局対抗野球 4 位 の 成績 を お さ め た こ と ，
54年 夏 の 立山登山， 氷 見 海岸 で の 魚釣 り ， 54年
の不動温泉 で の忘年会， 57 ・ 58年 の 白 馬 村 へ の
医 局旅行 な ど が 走 馬 灯 の ご と く ， 次 々 と 想 い 出
さ れ ， 6 年間 の 重 み を ひ し ひ し と 感 じ て い る 。
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薬剤薬理学 (薬剤学)
教 授 小泉 保 昭和53年 4 月 ~
助教授 掛見 正郎 昭和60年 3 月 ~
講 師 掛見 正郎 昭和54年 4 月 ~昭和60年 2 月
助 手 掛見 正郎 昭和53年 4 月 ~昭和54年 3 月
片山 和憲 昭和58年 5 月 ~
教務員 片 山 和憲 昭和54年 4 月 ~昭和58年 4 月
遠藤真樹子 昭和58年 7 月 ~
技 官 辻堂 清 昭和53年 4 月 ~昭和58年 3 月
本教室が昭和53年 4 月 ， 富 山大 学薬学部薬剤
学講座か ら 移行 し た 当 時 の ス タ ッ フ は教授小泉
保， 助手掛見正郎， 技官辻堂 清 の 3 名 で あ っ
7こO
同年， 掛見正郎は 「解熱鎮痛 薬 の 生体 内 動態
と 解熱効果 に 関 す る 薬動力学的研究」 を ま と め
た が ， 爾来 ， 「薬物 の 生体 内 動態 と 薬理効 果 に
関 す る 速度論的研究」 と い う の が 本教室 の研究
テ ー マ の 1 本 の 柱 と な り 現在 ま で継続 さ れ て い
る 。 体温， 血糖， 体液， 血圧等 の生体調節 系 の
一端に薬物が作用 し ， こ れ に対す る 生体側 の 反
応 の 影響が調節系 の 別 の 端で薬効 と し て 観察 さ
れ る と 解釈すれば， 薬物 の生体 内 動態を表すた
め の ， 生理学模型を縮退化 し た コ ン パ ー ト メ ン
ト 模型に 「作用部位」 コ ン パ ー ト メ ン ト を ，
Sheiner の仮定に基づい て ， 追加 し た模型 と ， 生
体調節系を表す た め の 負帰還 ル ー プ模型を ， 組
み合わせた数学模型を構築す る こ と が で き る 。
こ の方法を用 い て 現在 ま で に ， 解熱鎮痛薬， 血
糖降下薬， ル ー プ利尿薬に つ い て ， 観測 さ れ た
薬物血 中濃度 あ る い は 尿 中排世速度 の 経時的変
化 と 薬理効果 の経時的変化 を合理的に説 明 で き
る こ と を立証 し て 来た。
辻堂 清 は 「皮膚や粘膜に適用 す る 剤形か ら
の 薬物放 出 と 経皮 吸収に関す る 研究J を志 向 し
て 拡散現象にか か わ る 基礎的実験に 従 事 し た
が ， 昭和58年 4 月 ， 業 務部施設課整備係に配置
換 え に な っ た。 こ の テ ー マ は そ の 後 も 継 続 さ
れ， 本教室 の研究 テ ー マ の 2 本 日 の 柱 を な し て
い る 。
昭和54年 4 月 ， 片 山和憲が教務員 に採用 さ れ
て ， 腎 に お け る 物質輸送 (糸球体F過， 尿細管
分泌， 尿細管再吸収) を 中心 に薬物生体 内動態
の速度論的解析に取 り 組み ， 現在 も 進行 中 で あ
る 。 こ の分野 の 研究 では ， ス ル フ ァ メ チ ゾ ー ル
と p - ア ミ ノ 馬尿酸 の 腎排祉に お け る 相互作用
の 原 因 が尿細管分泌 の競合に あ る こ と ， ま た ，
4 ー ア ミ ノ ア ン チ ピ リ ン の投与量に依存 し た 腎
排世は こ の薬物の尿細管分泌過程 の 飽和 と 腎血
流量の抑制が原 因 で あ る こ と を ， そ れ ぞ れ ， 速
度論的解析 に よ っ て 立証 し た 。
昭和55年 4 月 に は朱家壁 (南京初学院， 蔚剤
学教研室) が ， 同 10月 には森野 昭 ( 日 本新薬
株式会社， 中央研究所) が， そ れ ぞ れ ， 研究生
と し て 本教室 に加わ っ た。 朱家壁は 「人 に お け
る フ ロ セ ミ ド の 生体 内 動態 と 利尿効果 に 関 す る
速度論的研究」 に従事 し ， 数 々 の 興味深 い成果
を 挙 げ て 昭和57年 4 月 に帰 国 し た。 森野 昭 は
昭和田年 9 月 ま で ， ラ ッ ト に お け る 末梢 性筋弛
緩薬 の研究に従事 し ， I薬理反応 を指標 と し た
薬物速度論 の解析 j の た め の実験計画法， デ ー
タ 解析手順 の 確立 に 貢献 し た 。 こ の研究 テ ー マ
は現在 も 継続 し て い る 。
昭和国年 7 月 ， 遠藤真樹子 は教務員 に採用 さ
れ ， ア ン ジ オ テ ン シ ン 変換酵素 阻害薬 に つ い て
「薬理反応 を指標 と し た薬物速度論 の 解析」 に
取 り 組み ， 病態動物 を 用 い て の 研究 が進行 中 で
あ る 。
昭和60年 3 月 ， 掛見正 郎は ニ ュ ー ヨ ー ク 州 立
大 学 (バ ッ フ ァ ロ ) に おけ る 2 年間 の 薬物速度
論 の研究 を 終 え 帰 国 し た 。 同 4 月 に は ， チ ョ ウ
( ラ ン グ ー ン 医科大学) が研究生 と し て 加 わ
り ， I リ チ ウ ム 製剤j の 生体 内動態に 関 す る 研究J
に着手 し て い る 。
ま た ， 博士後期課程 の学生 と し て ， 佐藤真治
は 「 ラ ッ ト に お け る グ ロ ル プ ロ マ ジ ン の体温降
下作用 と 血糖上昇作用 」 に つ い て ， 直偉は 「 ピ
レ タ ニ ド の 生体 内動態 と 利尿効果」 に つ い て ，
そ れ ぞ れ ， 研究 中 で あ る 。
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薬剤薬理学 (薬品作用学〉
当研究室 の 前身 は 富 山 大 学薬学部薬物学講座
〔北川 晴雄教授 〈現千葉大学薬学部 ) 創設〕 で ，
北川 教授転 出 後 1 年前か ら和漢研初代教授 で
あ っ た木村正康教授 が兼任 し ( 1964年 4 月 ) ，
そ の 時か ら 薬 品 作用 学講座 と 改称 し て 5 年後
か ら 専任教授 に な っ たO
富 山 医 科薬科大学へ の 移行期 は ， 木村教授が
開 学 l 年前に創設準備委員 に単身 出 向 し て い た
の で， 1975年 10月 の 開学時には先発講座 と し て
設営隊 の 役 割 を 果 た し た 。 3 年間 にわ た る 移行
完 了 期 ま で， 教授は新旧 両教授会 に 属 し ， 延べ
16種 の 委員会 の 雑務に追われ， 研究 ど こ ろ か多
忙 と 苦労 の思 い 出 だ け が残 っ た と い う 。 し か
し 年来 の 夢が実現 し ， す べ て が新 し い 出 発で
あ っ た の で， や り 甲 斐 も あ っ た こ と と 推察 さ れ
る O 大学院博士課程設置に伴 い ， 薬剤学講座 と
合併 し 大講座名 と し て 薬剤薬理学講座 と 改称
し た が ， 従来通 り 薬 品 作用 学研究室 と し て 存続
し て 来た。
以 下 に こ の 10年間 の研究室活動 を列挙す る 。
1 975年 4 月 木村教授 富 山 医科薬科大学創設
準備室委員。 鈴木潤 日 本学術振興会薬学奨励
研究生に選定 さ る 。 7 月 木村教授， 木村郁助
手 第 6 回 国 際薬理学会 (へ ノレ シ ン キ ) に て 研
究 発表 (胆管 オ ッ ジ 括約筋に対す る モ ル ヒ ネ の
作用 ) ， 1 0 月 富 山 医 科薬科大 学開学。 木 村 教
授， 脇助教授， 木村郁助手 ， 富 山 医薬大兼任O
1 976年 4 月 木村教授 日 本薬学会北陸支部幹
事。 8 月 木村教授 富 山 医 科薬科大学評議員
(→ 1978年 7 月 ) 0 1 0 月 古林伸二郎 日 本学術
振興会薬学奨励研究生に選定 さ る 。
1 977年 4 月 谷 口 事務補佐員 退職。 5 月 行
之 内唯容子 事務補佐員 に就任。
1 978年 7 月 木村教授 ， 木村郁助手 第 8 回 国
際薬理学会 ( パ リ 〉 に て 研究 発表 (CCK の cAMP
依存性 プ ロ テ イ ン キ ネ ー ス 活性化 と Ca 取込
み ) 。
1 979年 3 月 栗山技能員 和漢研へ転 出 o 4 月
薬 品 作用 学研究室 杉谷新校舎へ移転O 鈴木研
究生 教務員 に就任。 木村教授 文部省 科学研
究費補助金審査委員 (生物系薬学， 継続 2 年 〕 。
1 980年 4 月 木村教授 日 本薬学会評議員 (継
続 2 年〉。 協助教授， 木村郁助手 日 本薬 理 学
会評議員。 9 月 木村教授 第 3 回 国 際人参 シ
ン ポ ジ ウ ム ( ソ ウ ル ) 招待講演 (人参血糖下降
成分 の イ ン ス リ ン 分泌作用 )0 1 0 月 木村教授 ，
木村郁助手 世界 中 国 医薬学術会議 (台北〕 代
表講演 (巧薬成分 と 甘草成分 の 複合効果〉。
1 98 1 年 7 月 第 8 回 国 際薬理学会 (東京) に て
木村教授 ワ ー ク シ ョ ッ プ (東洋薬物) の オ ー
ガ ナ イ ザ ー を 務め る 。 木村教授， 脇助教授 ， 木
村郁助手， 鈴木教務員 ， 各 々 研究 発表。
1 982年 4 月 木村教授 日 本薬学会役員 等候補
者選考委員。 6 月 木村教授 薬学研究奨励財
団 研究助成金審査員 (継続 2 年) 0 7 月 木村
教授， 木村郁助手 国 際医薬用 植物学会 ( グ ラ ー
ツ ) に て 研究発表 ( コ ク ラ ウ リ ン ， ペ オ ニ ブ ロ
リ ン 誘導体 の 神経筋接合部遮 断作用 )0 1 1 月
木村教授 医科学応用研究財団 鈴木謙三記念賞
受 賞 (糖尿病性細小血管症 の 薬理学的研究) 。
1 983年 3 月 脇助教授 退職。 4 月 木村郁助
手 高志奨学財団 研究助成金受賞 (漢方方剤 の 糖
尿病性神経疾患治療効果)0 5 月 鈴木教務員
助 手 に 昇任。 木村郁助手 助教授 に 昇任。 古林
研究生 ペ ン シ ル ベ ニ ア 大 学梶教授 の も と へ
Post Doctoral Fellow と し て 留 学， 1 0 月 木
村正康教授開講20周年記念会 (呉羽 ハ イ ツ 〕 。
1 984年 6 月 木村教授 国 際中薬研究 シ ン ポ ジ
ウ ム (香港〉 招待講演 (糖尿病治療漢方方剤 中
の人参 の役割 と ブ レ ン ド 効果)。 木村 教 授 文
部 省 在外研究員 (短期) と し て 東欧視察及び ロ
ン ド ン大 学 Jenkinson 教授 と 共 同研究。 7 月
木村教授 ， 木村郁助教授 第 9 回 国 際薬理学会
( ロ ン ド ン 〉 に て 研究 発表 (エ ク オ リ ン Ca2十
シ クゃ ナ ル に よ る 細胞 内 Ca2十 動態に対す る 薬物
効果) 0 9 月 木村教授， 木村郁助教授 ， 鈴木助
手 第 4 回 国 際人参 シ ン ポ ジ ウ ム (韓国 ) 招待
講演 (人参精製画分 の イ ン ス リ ン 分 泌 作 用 様
式 ) 0 1 2 月 木村教授， 木村郁助教授 上 海 中
医学院 お よ び北京医学院 で招待講演 (六神丸 の
強心複合効果 お よ び人参血糖下降作用 機序 ， 六7
薬甘草湯構成成分 の 複合効果〉。
臨床分析学 (分析化学)
私 た ち の研究室 は ， 本学開学 2 年 目 に富 山大
学 よ り 移転 し た が ， 富 山大学薬学部 時代 に は 志
甫伝逸教授 の も と に有機金属錯体 を 中心 と し た
研 究 を 行 っ て き た教室 で、志甫教授は 同大学 に お
け る 教育研究 に尽 く し た功績 に よ り 日 本薬学会
の教育賞を受賞 さ れ て い る 伝統 の あ る 研究 室 で
あ る 。
私 は 富 山 医科薬科大学が新 し い 機構す な わ ち
医療 の 現場 で あ る 病院が従来 の 医学部付属病院
か ら大学 の付属病院 に な る と し 、 う 大学設置基準
の 改 正 を 伴 う よ う な新 し い構想 の も と に設立 さ
れ ， か つ 薬学部 に お い て も 基礎学科 と 目 さ れ る
分析化学教室 を 改称改組 し て 臨床分析学講座 と
し て 新生す る と し 、 う 試み に た い し て 魅 力 を感 じ
て 非 力 を も 省 みず52年秋 に参加 し た 次 第 で あ
る 。
臨床 と い う 名 前を付 し で も 当然科学 と し て の
範 囲 を 出 る わ け で は な く ， 科学は も の を測 り そ
の量に基づ い て 判 断を進め る 学 問 で あ る こ と に
変 り は な い と も 思わ れ る ， ま た私た ち の 出 来 る
こ と も そ の範囲 の 中 で あ る こ と は い う ま で も な
い の で研究 の 内容 と し て は 測定 の 方法論に な ら
ざ る を 得 な し 、 。 し たが っ て 分析化学 の 基礎 と 臨
床化学 の 応用 を 目 指 し て 以下 の よ う な テ ー マ を
中心に研究 を 行 っ て き た。
光学対掌体 の直接分離 : 生理活性を持つ化合
物 に は 光学活性 の も の が多 く かっ光学活性体 の
一つ は 生理作用 が あ っ て も 他方は全 く 生理作用
の な い も の が多 L 、 。 し た が っ て そ れ ら を 直接相
互分離す る こ と は き わ め て 重要であ る 。 α ア ミ
ノ 酸 に つ い て は 1970年代後半に こ れ が達成 さ れ
た が ， 私た ち は α ヒ ド ロ オ キ シ 酸， 月 ア ミ ノ ア
ル コ ー ル な ど の対掌体 も 銅 を 用 い る 配位子交換
グ ロ マ ト グ ラ フ ィ ー に よ っ て ， ほ ぼ例 外 な く 分
離分析 で き る こ と を 示 し た 。 現在は こ の機構で
試料が大量 の場合につ い て も 対掌体 の分離に適
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用 出 来 る 可能性があ る か を試み て い る 。
カ ル ボ ン 酸分析計 : 意外に思 え る が カ ノレ ボ ン
酸特に水溶性 の も の は 定量が難 し い ， そ こ で特
異 的 な 呈 色反応を考案 し イ オ ン 交換 ク ロ マ ト グ
ラ フ ィ ー と 組み合せ る 方法 を 作 っ て み た が 食 品
化学 と く に 発酵に関係す る 分野 で、は役立 つ た よ
う で あ る 。
カ テ コ ー ル ア ミ ン の分析 : 血液 中 の カ テ コ ー
ル ア ミ ン は徴量 の た め 定量 は 困 難で、かつ熟練が
必 要 で あ る が ， こ れ も 三本 の カ ラ ム を組み合 せ
た 自 動液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー と 特異的発蛍光
反応 を 組合 せ た シ ス テ ム で、解決 さ れた。 今後は
血液中 の カ テ コ ー ル ア ミ ン が ど の よ う に変動す
る か を調べ る 計画 で あ る 。
液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー の分離能 の 限界 : 液
体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー は こ の 15年間 に 著 し く 進
歩 し た の でほ ぼ論理的 な限界 が 見 え て き つ つ あ
る 。 そ こ で液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー の 分離能 の
極限 を探 る 目 的 で 同位体標識化合物 の分離を最
近試 み始 て お り benzene と benzene-d の 分離 を
理論段数約 100万段を越 え る 分離系 で達成 で き
る こ と な ど が解か っ た。
ま た 田 上助教授 に よ っ て 以下 の よ う な研究 も
進 め ら れ て い る 。
イ オ ン選択電極に よ る 医薬 品分析 : イ オ ン 選
択電極 の 特性を生か し ， 医 薬 品 を分解 し電極に
応答す る よ う な分子種に導い て 定量す る 方法 が
開 発 さ れ て い る 。
な お教室員 は志甫教授 の 研究 を 支 え て き た 田
上助教授， 中野助手 を は じ め53年秋 に は 堀川 助
手 ， 58年初め に は 山 崎助手 を 迎 え る こ と が 出 来
た。 こ の 間 中野助手は56年末 よ り カ リ フ ォ ノレ ニ
ア 大学， ブ リ テ ィ ッ シ ュ コ ロ ン ピ ア 大学に留学
中 で あ り ， ま た堀川 助手 は58年 よ り 2 年間NIH
に留学 し て 60年 5 月 に帰国 L た O
ま た ， こ の 間 に 当 研究室か ら 5 名 の 修士 と l
名 の 博士が巣立 っ て そ れ そ�;h の分野 で、活躍 し て
い る 。
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臨床分析学 (環境衛生〉
当教室 の 沿革 と い う こ と で あ れ ば ， テ ー プ を
少 し 巻 き 戻 し て 富 山大学 の こ ろ か ら 語 り 始 め る
の が適 切 で あ ろ う 。 教室 の 創 立 は 昭和49年 で，
五福時代末期 に さ か の ぼ る 。 「環境衛生分析学J
と い う 名 称 で あ っ た。
公害や薬害がやか ま し く い われた時代で， 薬
学部 で は 最 も 新 し い 教室 と い う の で期待 し て 来
て み る と (教授， 狐塚 寛 : 昭和50年 3 月 � ) ，
何 と 実験室 の一つ も な い有様であ っ た。 新設講
座 に は そ れ な り の予算や建物 がつ く も の だ が ，
医薬大移管が決定 し て い た こ と も あ り ， も ろ に
緊縮財政 の し わ寄 せ を 喰 っ て し ま っ た。
そ れ以 来医薬大 (杉谷) へ移転す る ま で の 4
年 間 ， 既設講座 の温情にすが っ て 実験室 を 間 借
り し た り ， 学期 に よ っ て 空室 と な る 学生実習室
を渡 り 歩 い た り し た 。 い わ ば 医薬大誕生 の陣痛
の 苦 し み を も ろ に受 け た の は 当教室 で ， い ま で
も ど こ か に 後遺症を心配 し て い る 。 こ の 間 ， 助
教授， 宮原龍郎博士 (昭和50年 5 月 � ) を 衛
生化学教室か ら ， 助 手 ， 森 正 明博士 (昭和50
年 6 月 �) を九州 大学か ら 割 愛 を 受 け ， 教室運
営 に 協 力 い た だ い て い る 。
こ の よ う に ， わ が教室は羅針板 も 持たずに 航
海 を 始 め た オ ン ボ ロ 船であ っ た が ， 運命を共に
し よ う と 乗 り 組 ん で き た奇特 な 数名 の卒研生が
お り 感激 し た。 い つ の 聞 に か グ ル ー は 収容能力
を 越 え る 大人数 と な り ， ハ ラ ハ ラ し な が ら 航海
を 続 け て い る 。
富 山 医 科薬科大 学へ の 移行 に 際 し て ， 大講座
制が敷か れ ， I臨床分析学」 講座に 属す る こ と
に な っ た が ， I環境衛生」 の 名 は 古 く は 教 室 の
テ ー マ ソ ン グ も あ っ た ほ ど で あ り ， 教室 の通称
と し て 残 っ て い る 。 今年は医薬大 開 学十周年 で
あ る が ， 当教室 も 開講 10年 に あ た る 。 初期 の こ
ろ と 現在 で は 世 の 中 も 変化 し 学生 の気質 も 大
部 変 っ た よ う に も 思 え る が ， 平均的に い え ばや
る 気 の あ る 学生が多 く 集 ま り ， 研究室 内 は 活 気
を呈 し て い る 。 な お ， 医薬大 移行後， 東北大 学
大 学院 を 終 え ア メ リ カ 留 学 中 で あ っ た川 嶋洋 一
博士 (昭和54年 6 月 �) を 助 手 に迎 え ， 当教室
の教育 ， 研究体制が一層充実 し た 。
教室 の 同 門会 (百子会〕 が組織 さ れ ， 数年 に
l 回 集 ま り を持つ。 当然 の こ と な が ら 会員 は増
え 続 け ， 最近名 称 に ふ さ わ し く 100人に達 し た 。
と く に実社会 の 中堅 と し て 活躍す る O B が増 え
て い る の は喜ば し い 限 り で， 製薬会社 と 並 ん で
官庁勤務者が比較的多 い の は 当教室 の 特徴か も
し れ な し 、 。 近年 ド ク タ ー コ ー ス (後期) の大学
院 生 も 増 え つ つ あ り ， 修士 出 で さ ら に大学， 研
究所で勉強 し て い る も の も 多 い の で， 間 も な く
当教室 出 身 の博士 も 輩 出 す る も の と 期待 し て い
る 。
門下生 の 出 身地は北海道か ら九州 ま で と 広
く ， 教官側 も 出 身地が さ ま ざ ま で 当 教室 は全国
区 的 な 色彩が強 い か も し れ な し 、。 最近 と く に院
生 レ ベ ル ま で他大学 と の交流 が ひ ん ぱ ん に な
仏 教室 の 活性化 に役立 っ て い る 。 さ ら に 国 際
化 時代 と い う こ と で， 外 国 か ら の留学生 も 入 る
よ う に な り ， 教室 は大変に ぎ や か で あ る 。 教室
か ら も 森先 生が昭和57�58年 に か け て ， ジ ョ
ン ・ ホ プ キ ン ス 大学 に留学 し た 。
研究領域 は 一 口 に い え ば毒性学 ( ト キ シ コ ロ
ジ ー 〕 で あ る が ， 当教室 の歴史 と 守備範囲 を反
映 し て 研究対象は 広 く ， Forensic Toxicologyか
ら Environmental， さ ら に は Clinical Toxico 
logy に ま で及ぶ。 直接の対象は異に し て も ト
キ シ コ ロ ジ ー に共通 し た思考や手法 も 模索 し た
い と 考 え て い る 。 開講以 来 と り あ げ て き た も
の ， 現在研究 中 の テ ー マ を大別すれば次 の よ う
で あ る 。 1 ) 法 中毒学に お け る 分析法 の 開 発 と
反応機作， 2 ) 毛髪中 の徴量元素 の分析 と そ の
意義， 臨床分析 と の か か わ り ， 3 ) カ ド ミ ウ ム
を 中心 と す る 重金属 の毒性 と 相互相用 ， と く に
骨へ の影響， 4 ) 異物代謝 と 変異原性一一有機
ニ ト ロ 化合物 を 中心 と し て ， 5 ) 血 中脂質改善
薬 を 中心 と す る ベ ル オ キ シ ゾ ー ム 増殖作用 と 脂
質代謝。 論文は70報 く ら い だ ろ う か。
学会活動 も 薬学会を 中 心 に ， 生化学会， 骨代
謝学会， 脂 質生化学会， 毒科 学会， 公衆衛生学
会， 法 中毒学会 な ど多岐にわた っ て い る 。 意欲
的 な 人 材 の 教室へ の参加を期待 し て い る 。
医薬品化学 (薬化学〉
本学に お け る 薬化学教室 の歴史は ， 昭51年 4
月 に ， 富 山 大学 よ り 移管 さ れた薬化学講座に始
ま っ た の で あ る が ， 実質的に は ， 富 山大学薬学
部 に お け る 創設 (昭25年 4 月 ) に さ か の ぼ る こ
と に な る 。
初代 の 三橋監物教授 (1905- 1980) は ， 昭 1 1
年 10月 に 富 山 薬学専門学校教授 と し て 着 任 さ
れ ， 奥 田 の地で教育研究生活を始 め ら れた の で
あ る が ， 戦 中 戦後 の あ ら ゆ る 面 で困難な 時代に
あ っ て ， I フ ェ ナ ン ト リ ジ ン 誘導体 の 研 究」 で
す ぐ れた業績を あ げ、 ら れた。 ま た ， 清潔な人格
者 ， 熱心 な 教育者 と し て ， 学生， 学 界 の 信 頼 を
集 め ， 名 物教授 の声 が 定着 し た の も こ の こ ろ
で， 後年 (昭46年) 日 本薬学会教育賞を受賞 さ
れ ， 日 本薬学会有功会員 に推 さ れた。
学制改革に伴 い ， 昭25年 に薬化学教室 が 発足
し た が ， 物資不足， わずか な研究費 の た め 約 10
年 聞 は ， 研究活動 の面 で は苦難 の 時 代 で あ っ
た。 そ の 後 ， 戦後復興が順調 に 進 み ， そ し て 教
室 出 身 の塩谷俊作助 手 ， 野村敬一助手 を 相つ い
で迎 え る に至 っ て ， 研究活動が本格 的 と な っ
た 。 新 し い テ ー マ と し て 取 り 上げ ら れ た の が ，
「 中枢性鎮痛剤 の化学構造 と 薬理作用 の 関 係 に
関す る 研究」 と 「共投 ケ ト ン 類 と ヒ ド ラ ゾ酸 と
の 反応 」 で あ っ て ， こ れ ら は 修士講座開設 (昭
38年 4 月 ) ， 五福 キ ャ ン パ ス 移転を経 て ， 三 橋
教授 の停年退官 (昭46年 4 月 〉 ま で続げ ら れ ，
質 ， 量 と も に充実 し た業績が残 さ れた。 こ の こ
ろ の 三橋教授 の 口 ぐ せ は ， I非麻薬性鎮痛 剤 の
開 発 こ そ 薬化学 の使命 」 で あ っ た が ， 先 生 の 手
が け ら れた鎮痛薬 が実用 化に近い こ と を 思 う
と ， 先 生 の 信念 と 実 行 力 に は敬服す る の み で あ
る 。
昭49年 10月 ， 武 田 薬 品工業 (株〉 研究所か ら
増 田 克忠教授 を 迎 え ， 野村敬一助教授， 安立準
助手 の陣容が新発足 し た。 研究 テ ー マ と し て ，
従 来 の 「 ア ジ リ ジ ン 環化合物 の研究」 に 「 メ ソ
イ オ ン 化合物 の化学 j が加 え ら れ た が ， こ れ も
ま た 医薬 品 の 開 発 を 主眼 と し た も の で あ っ た。
昭5 1 年 4 月 ， 富 山 医科 薬科大学 の 薬化学講座
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と し て 移管 さ れ ， 53年 6 月 に は 博士課程設置に
伴 っ て 大講座制 と な り ， 薬 品 製造化学教室 ( 山
崎高庭教授) と と も に 医薬 品 化学講座を 構成す
る こ と に な っ た。 54年 4 月 に ， 杉谷 キ ャ ン パ ス
に完成 し た研究棟に移転， 荒井謙次助手 を 迎 え
て 博士講座 と し て の 陣容 を と と の え る こ と が で
き た。 翌年に和漢薬研究所が竣工 し て ， 本学の
教育研究施設 の 整備がほ ぼ終わ り ， 恵れた環境
の 中 で ， 教育研究 に専念 で き る よ う に な っ た。
し か し 4 年後 の57年 8 月 に ， 増 田 教授が副学
長 に就任 さ れ ， 先 生 に は慌 た だ し い在任 8 年間
で あ っ た と い え よ う 。
昭58年 6 月 ， 吉井英一教授 が薬用 資源学講座
(合成化学教室〉 よ り 移 り ， 野村敬一助教授，
武 田 敬助手 と と も に ， 薬化学教室 の運営 に 携 る
こ と に な っ たO 翌 年 に は ， 堀耕造教務職 員 を 迎
え 今 日 に至 っ て い る が， 教室職員 がすべて 同 窓
生 と い う こ と で チ ー ム ワ ー ク も 万善で あ る 。 研
究面では ， 薬化学教室 の伝統 で あ っ た含窒素 異
項環化合物 の化学か ら 離れ， 現教授が こ れ ま で
や っ て き た含酸素環化合物へ と シ フ ト し て い
る 。 す な わ ち ， 現在は 「抗腫療活性抗生物質 の
合成研究 J を 主 テ ー マ と し て ， ピ ラ ノ ・ ナ フ ト
キ ノ ン 系や ス ピ ロ ・ テ ト ロ ン 酸系化合物を取扱
っ て い る が ， 古典的 な天然物 の全合成が 目 的 で
は な し 、。 生理活性標的化合物 の効率 的合成法が
主 眼 で あ り ， 関連 し て ， 高選択的合成反応 の 開
発 も 重要 な 課題 と し て い る 。
l 職員
教 授 三橋 監物 (1950. 4�1971 . 4)  
増 田 克忠 (1974. 10�1982. 8) 
吉井 英一 (1983 . 6� ) 
助 教 授 野村 敬一 (1963. 1 �  ) 
助
塩谷
安立
手 野村
塩谷
安立
荒井
俊{乍 (1968. 2�1968. 3)  
準 (1983 . 1 �1983 . 3) 
敬一 (1962 . 4�1962 .  1 2) 
俊作 ( 1960. 1 1 �1968. 2) 
準 (1966 . 4�1982. 1 2) 
謙次 (1979. 4�1983 . 6) 
武 田 敬 (1983. 6� ) 
教務職員 堀 耕造 (1985. 4� ) 
2 教室 出 身者数 191名 ( 1953 . 3 � 1985. 3 ) 
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医薬品化学 (製造化学)
本 学 の 薬 品 製造化学教室は ， 昭和53年 4 月 に
富 山大 学薬学部 薬 品 製造化学講座に始 ま る の で
あ る が ， そ の沸j源は ， 昭和24年 4 月 ， 富 山大学
薬学部創設後 の ， 昭和26年 4 月 に さ か の ぼ り ，
名 実 と も に講座 と 称 し た の は ， 昭和38年全 国 初
の ， 国 立新制大 学大学院修士課程 の設置以 来 の
こ と で あ る 。 講 座 の 名 称 は !日 制東京帝国大学医
学部薬学科 の 第四講座 の 薬 品 製造学 の 名 称 を 真
似た も の で あ る 。 と こ ろ が ， 飯 田 武夫先生が教
授 に就任 さ れ て か ら 間 も な く ， 本講座 は 薬 品 合
成化学講座 と 名 称変更 さ れ， 昭和41年富 山大学
薬学部 に二学科制を採 る こ と と な り ， そ れ に 伴
っ て ， 大学院 も 薬学専攻 と 製薬化学専攻 の三専
攻制を設け た と き ， 薬 品 製造化学講 座 が 復 活
し ， そ れ ま で薬剤製造学講座を担 当 し て い た 山
崎が こ れ を担 当 す る こ と に な っ た。 私 が教授に
な っ た 昭和36年 3 月 以 降 の こ と を い う と ， 昭和
38年 12月 ま では ， 薬 品 物理化学， 昭和44年 3 月
ま では ， 薬剤製造学， 44年以 降 は製 品 製造化学
の 担 当 で あ る 。 こ の 間 ， 私 の 教室 員 は 次 の と お
り で あ る O
永田 正典 昭和38年 1 月 �42年 3 月 講 師
昭和42年 4 月 �51年 3 月 助教授
的場 勝英 昭和42年 4 月 �51年 3 月 助 手
昭和51年 4 月 ~ 助教授
井上 信 昭和38年 4 月 �41年 9 月 助 手
宮城 正子 昭和45年 4 月 �46年 3 月 教務員
宮腰寿美子 昭和46年 4 月 �49年 4 月 教務員
高畑 広紀 昭和51年 4 月 ~ 助 手
平井 美朗 昭和52年 4 月 ~ 助 手
昭和50年 10月 富 山 医科薬科大学が創設 さ れ ，
富 山大学か ら ， 薬学部 ， 和漢薬研究所が移管 さ
れ る こ と に な り ， 学年進行 に 伴 い ， 当講座は，
昭和53年 4 月 に薬学部 の ー講座に な っ た が ， 文
部 省 令 の 改 正 に よ っ て ， 6 大講座制を採用 し ，
薬化学講座 と と も に ， 医薬品化学講座 と な り ，
今 日 ， 通称製造化学教室 と な っ て い る 。
当教室 で は ， 教授 山崎が， 昭和25年か ら 薬化
学教室 の助教授 と し て ， 一時期ほ と ん ど研究 ら
し い 研究 の 出 来 な か っ た こ ろ ， 偶然合成 し た メ
チ ル エ フ ェ ド リ ン (既知物質) を初 め て 治療界
に提供 し て 以 来 ， 残念乍 ら 医薬 品 を 開 発 し た こ
と が な L 、。 た だ ， そ の 後 の研究面 で の仕事は ，
一貫 し て ， キ ノ リ チ ン ， 含窒素 ス テ ロ イ ド ， 等
を 始 め と す る 含窒素複素環式化学物 の 合 成 と 反
応 そ し て そ れ ら の 医 薬 品 へ の応用 を 目 的 と し て
仕事を し な が ら 今 日 に至 っ て い る 。
衛生 ・ 生物化学 (衛生化学)
本研究室 の歴史を語 る に は50年前に さ か の ぼ
ら ね ば な ら な し 、 。 昭和 9 年 旧 富 山 薬専教授 と し
て 赴任 し た 倉 田 軍一 (富山大学名 誉教授〕 に そ
の 端 を 発す る 。 昭和24年新制度 の 富 山 大 学薬学
部 衛生化学講座 に 発展， 昭和46年定年退官す る
ま で37年 の 長 き にわ た っ て 教室 を 主宰 し ， 昨年
80歳 (傘寿) を 迎 え た。 二代 目 教授 と し て 柳 田
友道が東大応用 微生物研究所か ら着任 し ， 富 山
大学か ら 本学へ の 移管に際 し て 富 山大学で の 最
後 の 薬学部 長 を務 め た 。 昭和54年柳 田 教授は富
山大学学長 の就任， 昨年 6 月 そ の 任期を満了 し
た 。 三代 目 教授 と し て 小橋恭ーが生化学教室 よ
り 昇任 し 現在に至 っ て い る 。 研究室 出 身 者 は す
でに300名 を越 え ， 薬業界， 薬学会 の 中堅 と し
て 活躍 し て い る 。
こ の 間 ， 研究室 の 主 な テ ー マ と し て 倉 田 教授
時代には 『含窒素多糖類 キ チ ン の分岐鎖構造 と
そ の酵素分解J お よ び 『 ビ タ ミ ン B 1 拾抗物質
と し て ア ミ ン 類 に よ る 脱硫置換化合物 の 開 発』
が ， 柳 田 教授時代には 『 自 然水界 に お け る 好貧
栄養細菌 の分布 と 生態』 お よ び 『医薬品 の微生
物汚染 と 有害物質 の 産生』 が あ げ ら れ る 。 本研
究室 は歴史は 古 く と も ， 医薬大 と い う 新 し い 草
袋 に は 新 し い 酒 を く ま な け れ ば な ら な し 、。 研究
員 ， 研究 テ ー マ は 装い を新 た に し て い る 。 現在
の 研究 テ ー マ は ， 腸 内 菌叢 の酵素 と 宿主 と の 生
化学的相互作用 を主題 と し た ん 白 質 の構造 と
機能 を 一貫 し て 追求 し て い る 。 教授， 小橋恭一
(阪大 ， 阪大 院 ) ， 助 教 授 ， 酒 井 立 夫 (富 山
大 ， 阪大院) ， 助手， 赤尾光昭 (富 山 大 ， 阪大
院 ， 理 博〕 と 竹部幸子 (富 山大 ， 富 山 大 院 ， 薬
博) の ス タ ッ プ に ， 教務補佐員 ， ド ク タ ー コ ー
ス ， マ ス タ ー コ ー ス の大学院生， 研究生， 卒業
研究生を加 え ， こ こ 10年間常に20名 余 り が在籍
し に ぎ や か で活気 に あ ふれ で い る 。 小橋は ，
同 じ大講座 の 衛生 ・ 生物化 学 の 生化学研究 室 に
昭和36年か ら 18年間長 谷純一教授 (昭和57年退
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官 ， 本学名 誉教授) の助教授 を し て お り ， ス タ
ッ フ の 赤尾 ， 竹部 の 両博士 も 同 教室 出 身 で あ る
こ と か ら ， 生化学教室 出 身者 と も 連係 を 保 っ て
い る 。
学部 に お け る 講義は 「衛生化学J に お い て 食
品 ， 栄養 を ， w公衆衛生学』 に お い て 集 団 と し
て の健康 と 環境を ， w生化学』 に お い て 器 官 機
能生化学 を 担 当 ， 実習は生物系 の 一分野 と し て
栄養 素 ， 食 品 添加物， 飲料水， 排水 な ど の 生物
的， 化学的分析評価 を行 っ て い る 。
こ の 10年間 に ， 学会誌公表は72報， 学会講演
145報 ， 修 士 の 学位取得者 は 21名 に達 し て い る 。
小橋を主査 と し て 本研究室 の テ ー マ で ， 本学 に
お い て 4 名 の薬学博士が誕生 し た。 こ の 他 ， 本
研究室 に在籍 し そ の 聞 の 研究成果に基づい て
北大， 東大， 京大 に お い て 3 名 の博士が誕生 し
た 。
こ れ ら の 学位論文は ， 尿素分解酵素や胆汁酸
代謝 な ど酵素化学的 テ ー マ を取 り 扱 っ た も の で
あ る が ， こ れ に加 え て ， 和漢薬成分 の ヒ ト 腸 内
菌酵素 に よ る 代謝， バ ク テ リ ア 毒素 の 産生 と そ
の 生体膜通過 と 活性化 ， か び に よ る 発癌毒素 の
産生 と 生体 内 代謝， 硫酸転位酵 素 に よ る 生理活
性 の 制御 ， 細胞 内 プ ロ テ ア ー ゼ に よ る 酵素活性
の 制御 な ど の研究 が進行 し て い る 。 こ れ ら の諸
テ ー マ は ， 多 く の 研究者 が敬遠 し が ち な材料を
扱 う 『生臭 い 生化学」 であ る 。 人 の 嫌 が る 中
に ， 他人が重要 と 考 え て い な い 中 に こ そ ， 新 し
い 発見 が あ る わ け で， 事実 こ の 10年聞 に数種 の
新 し い酵素反応 (酸性 ウ レ ア ー ゼ， タ ウ ロ 胆汁
酸特異的水解酵素， ブ ェ ノ ー ル硫酸転移酵素 な
ど ) が 発見 さ れた。 こ れ ら の 研究 は ， 臨床生化
学的側面 を持 っ て お り ， バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー に
よ る 医薬品創製 の先駆け と な る こ と を 目 指す も
の で あ る 。 夢 と 発想 を ふ く ら ま せ， 次 の 10年 の
歴史に実績が残 る よ う 努 力 し た し 、 と 願 っ て い
る 。
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衛生 ・ 生物化学 (生化学〉
生化学教室 は ， 初代教授長谷純一先生が富 山
大 学薬学部 (奥 田 校舎時代〉 に赴任 さ れ， 生化
学講座 を 担 当 さ れた こ と に始 ま り ， そ の後五福
地 区 へ の 移転， さ ら に 富 山大学か ら 富 山 医科薬
科大学へ の組織がえ に伴 っ て 杉谷地区へ移 り ，
薬学部衛生 ・ 生物化学講座生化学研究室 と し て
現在に至 っ て い る O 長谷先生は， 昭和57年に停
年退官 な さ る ま で、 の30年間 に わた っ て ， そ の 聞
に 生化学教室 に在籍 し た 300 名 近 い 学部学生，
大 学院 生 の 研究 の御指導 を な さ り 大 き な 業績を
残 さ れた こ と は ， 最近10年余 の 聞 に先生が 日 本
薬学会宮 田 専 治学術賞 (昭和47年 ) ， 富 山 新 聞
文化賞 (昭和56年) お よ び 日 本薬学 会 教 育 賞
(昭和57年〉 を 受賞 さ れた こ と か ら も 明 ら か で
あ り ， 先 生 の御退官 に あ た っ て 出 版 さ れた 「生
化学講座30周年記念業績集」 と し て 集大成 さ れ
て い る と お り で あ る 。
富 山 医科薬科大学に移 っ て 後 ， 長年 に わ た っ
て 生化学教室 の助教授を 勤め ら れた小橋恭一先
生が， 同 じ 衛生 ・ 生物化学講座 の 衛生化学教室
の 教授 (柳 田 友道前教授 の 後任〕 に 昇任 さ れ ，
生化学教室 に お い て 小橋先生が中心に な っ て 研
究 さ れ て い た研究 テ ー マ が 衛生化学教室 で装い
を 新 た に し て ま す ま す発展 し て い る こ と は 周 知
の 通 り で あ る 。 一方， 生化学教室 では ， 前教授
長谷純一先 生 の後任 と し て ， 昭和田年 4 月 に 中
川 秀夫教授が着任 し ， そ れ に 伴 い 生化学教室 の
研究 は ， 毒素 タ ン パ グ に 関す る 研究 (三井助教
授〉 に加 え て ， 炎症に関す る 研究 を 中心に新た
に ス タ ー ト し た と こ ろ で あ る 。 こ の よ う に ， 生
化学教室 の 最近 10年 の あ ゆ み は ， 長 谷 前教授 の
長年 の御指導に よ る 一連 の研究 の 隆盛期 (完成
期 〉 と ， そ し て 中川 教授に よ る 新 ら し い 研究 の
は じ ま り で あ る と 言 え る 。 現在， 生化学教室 に
は 教授 の 他 ， 三井健一郎助 教 授 (薬博 ) ， 渡辺
一義助手 (薬博〉 お よ び大学院 (前期課程〉 学
生 4 名 4 年次学生 (卒業研究) 6 名 が在籍 し
て お り ， さ ら に 年度 内 に技官が教育 ・ 研究に参
加す る 予定であ る 。 長谷前教授時代 と は 中心に
な る 研究 テ ー マ が 異な る と は 言 え ， 伝統あ る 生
化学教室 に ， 研究を通 し て 今後 さ ら に新 ら し い
伝統を積み あ げ て ゆ く こ と を願 っ て ， いずれ も
若 い 教室員 一 同 ， そ の 若 さ を 発揮 し て 新 し い 研
究 の 発展 の た め に努 力 し て い る 昨今 で あ る 。
衛生 ・ 生物化学 (微生物化学〉
本研究室 は 富 山 大 学薬学部 当 時は 生物薬 品 製
造学講座 と 呼ばれ て い た。 富 山 医科薬科大学 に
移 管 の 際 ， 簡 明 化 の た め現在 の研究室名 を 掲 げ
る よ う に な っ た も の で あ る 。 研究室 の歴史 は そ
れ程古い も の では な L 、 。 昭和42年 の 9 月 に 西 ，
菅野 の 両名 が そ れ ぞれ教授， 講 師 ( 当 時〉 と し
て 着任 し た の が始 ま り で ， 翌43年 の 春 に は 岡 村
助 手 ， 浅水教務員 を 迎 え ， 空 っ ぽ だ っ た実験室
に も 多 少 の器機が備わ り 研究室 ら し い体裁を と
と の え る に 至 っ た。 大学院生や卒業実験 の 学生
は 43年度か ら 受 け入れ， そ れ以後富山 医薬大 を
合 せ て 講座 の卒業生は 12 1 名 (医薬 大 以 後 35
名 ) ， 大学院修士課程修 了 者 は 26名 ( 同 1 1 名 )
に達 し そ れ ぞれ各界で活躍 し て い る 。 昭和5 1
年 に 富 山 医科薬科大 学薬学部 が設置 さ れ ， 本研
究室は移管 の 第二陣 と し て 看板 を 書 き 変 え る こ
と に な っ た が杉谷 の研究棟が 出 来 る ま で は 五福
の 富大 キ ャ ン パ ス に居候 の 形 に な っ て い た。 移
管 と 共 に菅野助教授は 生物学教室 の 教授 と し て
栄転 さ れ， 代わ っ て 浅水助手 が誕生 し た。 そ れ
以後数年 間 は教官 3 人 で遣 り 繰 り し て い た が ，
56年に若 い 黒崎教務員 を迎 え 研究室 も 活気付い
た。 そ の後 ， 57年 に は 岡村助手 が助教授 に ， そ
の 翌年黒崎教務員 が助手 に ， さ ら に 最近浅水助
手 が助教授 に 昇任 し た。
研究 の 流 れ を ふ り 返 っ て み る と ， 目 的は 少 し
ずつ変化 し て い る が研究材料は比較的 固 定 し て
い て ， カ ピ と 植物 の培養細胞が久 し く 主 役 を 勤
め 今 日 に至 っ て い る 。 研究室 の 開設以来， 培養
室 の 主 の よ う にず、 っ と 坐 り 続け て 継代培養 さ れ
て い る も の に キ ン ト キ ニ ン ジ ン の細胞があ る 。
こ の 培養細胞は菅野教授が学生時代に分離 し た
も の で ， 色素生産性や生長 の 速 さ な ど に優れた
性質を持 ち ， 多 く の学生が こ れ を 実験材料に し
て 卒業論文や学位論文を も の に し て 社会に 出 て
行 っ た。
岡 村助教授 の クゃ ル ー プは こ の ニ ン ジ ン 細胞を
用 い て 植物微小管 の研究を続け て い る 。 徴小管
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の 役割や化学的性質は動物細胞で は詳 し く 調べ
ら れ て い る が ， 植物では妨害物 質 の 存在 な ど か
ら ほ と ん ど研究 が進ん でい な か っ た。 岡 村 ら は
培養細胞が材料 と し て 有利 な こ と に 目 を付 け ，
条件 を詳 し く 検討 し な が ら最近， 植物徴小管 の
in vitro で の 解体 ・ 再構成に成功 し たO
植物 の細胞壁は 生化学的 に な お不 明 な 点 が多
い が ， 浅水 ら は ニ ン ジ ン 細胞を酵素 的 に プ ロ ト
プ ラ ス ト 化 し て そ の細胞壁再生 の 経過 を 研究 し
た。 細胞壁は一度で き る と 安定 し た構造体 と 考
え ら れ勝 ち で あ る が ， 細胞 の生長 を 追 っ て 調べ
る と そ の 成分が大 き く 変動す る こ と が わ か っ
た。 浅水助手 (当時) は こ の あ と 渡 米 し 2 年
間植物 ウ ィ ル ス の仕事を手掛け昨年帰 国 し た 。
植物 の培養細胞は植物に特徴的 な二次代謝 の
研究に適 し て い て ， 最近 は そ の応用 的利用 も 盛
ん で あ る 。 本研究室 の ニ ン ジ ン 細胞は カ ロ チ ノ
イ ド の 生成活性が 高 く ， そ の 生成調節 の研究は
富大時代か ら 長 く 続い て い る 。 フ ァ イ ト ア レ キ
シ ン は植物が病原菌 の感染に反応 し て 生成す る
抗菌物質 で ， 植物細胞 に新 し いこ次代謝系 を誘
導す る 例 と し て 注 目 さ れ て い る 。 黒崎は カ ピ と
ニ ン ジ ン 細胞 の 相互作用 で 出 来 る そ の誘導物質
の検索を重ね， 最近そ れ が植物細胞壁 由 来 の ポ
リ ウ ロ ン 酸 と ペ プ チ ド で あ る こ と を 明 ら か に し
た。 こ れ は 生理的に不活性 と さ れ て い た 細胞壁
物 質 に も 重要 な 働 き が あ る こ と を示 し て い る 。
ニ ン ジ ン と と も に久 し く 研究材料 と し て 親 し
ま れ て 来た の は真正粘菌で， こ れは カ ビ の 一種
で あ る が生活史が複雑で細胞分化 の 研究 の 上 で
も 著名 でー あ る 。 我 々 は こ の菌が細胞壁を持た な
い の を利用 し て 微生物では比較的例 の 少 な い膜
蛋 白 質 の研究 に用 い ， そ の 生合成過程や細胞分
化 に 関連 し た 変動を調べ て 生理的機能 の検討を
進 め て い る 。
十年 と 言 え ば長 い よ う で短 く ， やや も すれ ば
夢謀 の 聞 に終わ っ て し ま う 。 過去の十年を振 り
返 り つつ ， 来 る べ き 次 の十年 の糧にす る よ う 心
掛 け た い 。
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薬 用 資源学 (生薬学)
当教室は 旧 富 山薬学専門学校か ら 富 山大学薬
学部 を へ て 今 日 の 当大学生薬研究室へ と 受 け継
が れ て い る 。
教室 は 教授 森 田 直賢， 助教授清水左手夫 ， 助
手有津宗久 ， 助手林 利光 ら か ら の ス タ ッ フ か
ら な っ て い る 。
本研究 室 で は薬用植物学， 生薬学， 生薬化学
な ど を教育 し ， 研究 の対象は植物性天然、薬物 で
成分 と し て 分布 の 広 い Flavonoid の研究を 行 っ
て き た。 そ し て こ れ を植物分類学に と り 入れた
ケ モ タ キ ソ ノ ミ ー (化学分類学) の 研 究 を 行 っ
て 5 � 6 属 ， 約80種につ き 成分 異 同 で寄与 出 来
た。
以上， 植物化学的研究 以 外 に ， 薬物 の 生理活
性 ス ク リ ー ニ ン グ テ ス ト し な が ら ， 活性物質 の
探索 も 進 め た 。 す な わ ち ，
I 肝臓機能改善 に関す る 研究
体 内 の毒物が クゃ ル ク ロ ン 酸抱合体 を 作 り ， 腸
内 に排世 さ れ ， 腸 内 菌 のβ glucuronidase に よ
り 再び分解お こ し ， 毒物再生に な る か ら ， こ の
酵素 を 阻害す る と し 寸 基礎研究 であ る 。 薬物 の
ス ク リ ー ニ ン グ テ ス ト で， 強か っ た菌陳高湯 に
つ い て 研究 を 行 い ， 水可溶部 の 非透析部 に 最 も
強 く 現れ， そ こ に は 糖 と タ ン パ ク を含み， 割合
い は 22 . 5 : 77 . 5%を 示 し た。 こ の 間害性 の 糖 タ
ン パ ク は ， 日甫 乳類 の舌下腺や尿か ら分離 さ れ て
い る が ， 生薬や漢方薬か ら 今 回 抽 出 は 始め て で
あ る 。
II Aldose-Reductose 回害研究
こ れ は 眼病 の 白 内 障 に 関 係 あ る 研究 で ， 体 内
の glucose が こ の酵素 で還元 さ わし Soabitol と
な り ， こ れ が増加 す る と ， く も り を 生ず る と い
う 。 ま た糖尿病に も 関係が深L 、。 こ れ ら観点か
ら ， こ の酵素 回害を研究 し 対象 と し て 当 教室
所有 の Flavonoid 48検体 の 中 ， 10種に つ い て 強
い 回害性を 認 め た 。 Luteolin-glycosidcs， Kae 
mpferol-glycosides ets . で あ る 。
阻 血圧降下に 関与あ る ACE (Angiotensin­
Converti時 Enzym) 阻害作用 物質 の研究
酵素 ACE が Angiotensin を Angiotensin
1 と し て 血圧を 上昇す る の で ， こ れ を 阻害す る
研究， 各 種 の 天 然薬物につ い て エ キ ス を 作 り ， ス
ク リ ー ニ ン グ を 行 い ， 活性材料 を 究 明 中 で あ る 。
W が ん 細胞KB-cell 法 で の細胞毒 性 の 研究
こ れ は KBcell 法 を用 い て が ん 細 胞 を 培 養
し こ れ に各種天然物 の 抽 出 エ キ ス ， ま た は 各
種溶媒に よ る エ キ ス な ど与 え ， ス ク リ ー ニ ン グ
テ ス ト を 行 い ， か な り の細胞毒性を有す る 薬物
を 見 出 し ， 成分抽 出 ， 分離を行 っ て 活性物質 を
究 明 中 で あ る 。
V 1ヲ薬 の 筋馳緩作用 物質 の化学的研究
有薬 の 各種成分 の研究 は ， 東大柴 田 教授 の 下
で 行 わ れ ， Paeoniflorine， Alb iflorine， Benz­
oy lpaeoniflorine な ど抽 出 分離 さ れ化学構造 の
確認 さ れた が ， こ れ ら は有薬本来 の 筋馳緩作用
物質で な か っ た。 当教室 で そ の作用物質 を ， 巧
薬 (根) を冷水抽 出 行 い ， 非極性溶媒に て 抽 出
し た部分か ら 熱湯に割合 い 不安定な新物質 を抽
出 す る こ と がで き た。 Paeoniflorigenone と 命
名 し た。 ま た こ れ 以 外 の 2 � 3 の新物質 も 抽 出
検討 中 で あ る 。 こ の Paeoniflorigenone の 薬
理作用 につ い て は 本学木村教授 と 共 同研究 を 行
い ， 筋肉 に直接作用 す る 方法 に よ っ て ， や や 弱
い け れ ど も ， 一応， 筋馳緩作用 を有す る こ と を
証 明 し た O
W 抗炎症作用 物質 の 化学的研究
こ の 抗炎症作用 につ い て は ， ラ ッ ト 足腕部 に
カ ラ ゲ ニ ン 投 与 の 浮腫法を用 い て 行 っ た。 古来
か ら 抗炎症作用 の強い ビ ワ の葉に つ い て ， 抽 出
し ， 分霊IJ を 行 な い ， 結局， 作用 物質は ト リ テ ル
ペ ノ イ ド の マ ス リ ン 酸であ る こ と を証 明 し た。
四 南米 パ ラ グ ァ イ 薬草 の化学， 薬学的研究
古来 グ ア ラ ニ ィ ・ イ ン デ ィ オ の 伝承薬草 の研
究 を 国 立 ア ス ン シ オ ン 大 学化学部 と の 聞 に 共 同
研究 プ ロ ジ ェ グ ト が 出 来， 昭和60年か ら 3 年に
わ た り ， Jica 支援 の下， 行 う こ と に な っ た。
こ の 研究は 4 項 目 に つ い て 行 う 。 1 薬草 の分類
調査 2 薬草 の化学薬学的研究， 3 育種， 栽 培
4 生薬 の 品 質管理で， 相互に専門家 を派遣， 交
流 を 行 っ て ， 両 国 の親善， 発展に寄与す る 。 な
お こ の研究は薬草 園教官 2 名 の応援 の も と 行 う
こ と Iこ な っ た。
こ の 10年， 当教室 か ら 学卒3 1 名 ， 修士 5 名 ，
論博 1 名 を 出 し ， そ れ ぞれ社会で活躍 し て い る 。
薬用資源学 (合成化学)
当教室 は 富 山大 学薬学部時代は薬 品合成化学
講座 と よ ばれ， 横 田 嘉右衛門教授 (富 山大学，
第 4 代学長) ， 飯 田 武夫教授か ら 昭和45年 に 吉
井英一教授へ と ひ き つ が れ て 来た。 本学発足 と
共 に ， 薬用 資源学講座 ・ 合成化学教室 と 称す る
事 に な り ， 年次移行計画 に従 っ て 昭和52年， 4 月
本学に移管 さ れ ， 五福 ・ 杉谷 キ ャ ン パ ス 併立時
代を経て 昭和54年 4 月 移転完了 ， 以 来薬学研究
棟 4 F に位置 し て し る 。
本学開設 当 時 の ス タ ッ フ は ， 教授吉井英一，
助教授小泉徹， 助手竹 内義雄， 教務職員織部多
喜子 で あ り ， 研究課題は ， (1)強心性 ス テ ロ イ ド
の 合 成研究 ， (2)光学活性 リ ン 化合物 の合成 と 反
応 の 立体化学， (3)動物生薬 の 品 質評価 に 関す る
研 究 等 で あ っ た。
講義科 目 と し て は 一般教養 ・ 化学 ( 1 年次 l
学期， 吉井) ， 生物有機化学 ( l 年次 2 学 期 ，
小 泉 ) ， 有機化学 1 ( 1 年次 3 学期 お よ び 2 年
次 l 学期， 吉井) ， 有機化学 n ( 2 ，  3 年 3 学
期 ， 小泉) お よ び有機化学系実習 ( 2 年次 2 学
期 ， 分担) を 担 当 ， 吉井は 開学後 6 年間 ， 医薬
両学部 l 年次生に一般教養 ・ 化学 ( 2 単位) を
講義 し た 。
織部 の辞職 (昭和54年 3 月 〉 に伴 い ， 昭和55
年 4 月 に は 教務職員 武 田 敬博士が着任 し た 。 開
学 前後 よ り 米谷 正 (富 山 高 専 ・ 助手 ) を 共 同
研究者 と し て ピ ラ ノ ナ フ ト キ ノ ン 系抗生物 質 の
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合成研究 が 開始 さ れ ， 含酸素 ヘ テ ロ 環 を有す る
各種抗生物 質 の 全合成研究 と し て ， 吉井教授 の
現在 の 研究へ と 発展 し て き た。 米谷 の 研究成果
は 本学論文博士 ・ 薬博乙 10号 (昭和58年 7 月 27
日 ) と し て 結実 ， 富 山 高専 出 身者 の 論文薬博第
l 号 と し て 注 目 さ れた こ と は ， 地元紙を通 じ て
よ く し ら れ る と こ ろ で あ る 。
昭和田年 6 月 ， 吉井教授 の 医薬 品 化学講座 ・
薬化学教室 へ の 配置換に伴 い ， 教授小泉 徹，
助教授竹 内義雄， 助手荒井謙次 の新 陣 容 と な
り ， 昭和59年 4 月 ， 高 山広光博士 を教務職員 と
し て 迎 え 現在 に い た っ て い る 。
昭和58年 4 月 に行われた学部 カ リ キ ュ ラ ム 改
訂以後は ， 生物有機化学 ( l 年次後期， 小泉) ，
反応論 ( 3 年次前期， 小泉)， 合成化学 n ( 3  
年次後期， 竹 内) お よ び有機化学系実習 は 年
次後期， 分担〕 を担当 し て い る 。
現在 の研究 内 容 は ， 硫黄 ・ リ ン 原 子 の キ ラ リ
テ ィ を利用 す る 新規 な高選択的不斉反応 の 開 発
と 応用 (小泉， 荒井， 高 山) お よ び新 た に 開始
し た 多重官能性炭素化合物 の化学 (竹 内 ) を 2
本柱 と し て い る が ， こ れ ら の 成果を踏 ま え ， 反
応機構研究 に立脚 し た新 し い 有機反応 の 開 発，
生物有機化学 を 基礎 と す る 新素材 の 開 発を 志 向
し て お り ， 本学の今後 の 発展に歩調 を合わせ ，
研究面 で も 大 い な る 発展 を期 し て い る 。
医科薬科大学発足以 来 の 当教室 の卒業生は ，
学部卒業生30名 ， 大学院博士前期課程修了 生 1 1
名 で あ り ， そ れ ぞれ の分野で、活躍 中 で、あ る 。
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物理薬剤学 〈触媒化学〉
(1 ) 開学以来， 早 く も 第 l 期 と も い う べ き 月
日 が経過 し た。 十周年記念 を 迎 え て 研究 室 の 歩
み を思 い 起 こ し 第 E 期 に 向 か つ て 気 を新た に
し て 出 発 し た い 。
当研究室 の 出 身 は 富 山大学薬学部 ， 製薬学科
薬 品 物理化学講座で， 奥 田 校舎 と 五福校舎時代
を併ぜ ， ほ ぼ 同 じ 期 間 の 10年余 を 過 し て 移転 し
た。 こ の 聞 の研究は有機合成に お け る 機能性触
媒 の 開 発 ， お よ び ， 粉末薬 品 の物性研究 の二面
か ら 行 っ て 来た。 こ の 時期， エ ネ ル ギ ー 危機に
直面 し ， 製薬工業 に お け る 反応工程 の短縮， あ
る い は ， 資源節約 の線に添 っ た 問題点を触媒化
学 の 見地か ら 合理的に解決す る こ と を 目 標 と
し ， 新大学に移行後 も 前半 の 約 5 年間 は ， こ の
方 向 で研究を行 っ た。 ま た ， 粉末薬品 に 関 し て
は ， 制酸剤 と し て 従来用 い ら れ て い た重炭酸 ナ
ト リ ウ ム に 代わ っ て 合成 ケ イ 酸 ア ル ミ ニ ウ ム が
登場 し 広 く 用 い ら れ た が ， そ の物性が製法に
よ っ て 多様に変化す る の で， 製造方法 と の 関連
性 の 解 明 が望 ま れ て い た 。 こ の 時期 に 行 っ た研
究 の 主 な も の を 記す と o 固体酸あ る い は 金 属
酸化物 を 触媒 と し た 芳香族化合物 の 核 メ チ ル化
に 関 す る 研究 ， 。 銅 ア ン ミ ン 錯体に よ る 脂肪酸
の ア ミ ノ 化 に よ る ア ミ ノ 酸 の 合成に 関 す る 研
究 o コ バ ル ト 酸化物を用 い た ピ リ ジ ン の直接
ア ミ ノ 化 に 関す る 研究， 。 ゼ オ ラ イ ト 触媒に よ
る ピ リ ジ ン 類 の ア ル キ ル化 に 関 す る 研究， 。 ア
ル ミ ノ ケ イ 酸 ナ ト リ ウ ム の流動特性 な ら び に ケ
イ 酸 の重合形態 に 関 す る 研究。
(2) 新大学に お い て は ， 薬科学科に統ー さ れ
大講座物理薬剤 学 の う ち ， 触媒化学研究室 と し
て 発足 し た 。 す な わ ち ， 薬学に お け る 触媒化学研
究 の 方 向 を緩和 な 条件下 に お け る 選択性 の 高 い
触媒系 の 開 発 と ， こ れ ら の 触媒 の 特性解 明 に 向
けた。 す な わ ち ， 安価 な試薬 で効率良 く 医薬 品
を 製造 し よ う と す る も の で あ る 。 同 時 に ， 固体
聞 の 接触に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 化学反応 につ
い て 研究 を 行 っ た。 最近 5 年間 に お け る 研 究
は o 酸化 モ リ ブ デ ン ー有機錫化合物担持活性
炭 を 触媒 と し ， 過酸化水素水を酸化剤 と し た オ
レ フ イ ン 類 の不均一系 エ ポ キ シ化 に 関 す る 研
究 ， 。 パ ラ ジ ウ ム ー ア ル ミ ナ ， 塩化 ナ ト リ ウ ム
塩化 ア ル ミ ニ ウ ム に よ る 芳香族化合 物 の ハ イ
ド ロ ア ル キ ル化 に 関 す る 研究， 。 ロ ジ ウ ム ー不
斉配位子担持活性炭触媒に よ る ア セ ト ア ミ ド 桂
皮 酸 お よ び L - D O P A 前駆体 の不斉水素化 に
関 す る 研究 o パ ラ ジ ウ ム ス ル フ ォ ン 酸型 イ
オ ン 交換樹脂 を 触媒 と し 過酸化水素 を 用 い た
2 ー メ チ ル ナ フ タ レ ン よ り ビ タ ミ ン K3 へ の 酸
化 o 二成分系粉体 の混合過程で生成す る ラ ジ
カ ル に 関す る 研究。
こ れ ら の う ち ， 不斉還元触媒 の不均一化 に 関
す る 研究 (昭和58， 59年度) ， お よ び ， 生体物質
と 薬物 の 相互作用 に関す る 物理化学的研究 (昭
和59， 60年度 ， 東北大 ， 長哲郎研究室 と 共 同 )
で文部省 科学研究補助金 を 受 け た 。
当研究室担当 の授業課 目 は ， 物理化学 1 ( 化
学熱力学 2 単位必修， 榎本担当〕 お よ び ， 物
理化学 n (化学反応速度論 2 単位必修選択 ・
井上担 当 〕 で行 っ て 来た。 物理系実習 の 内 2
単位を量子化学研究室 と 共 同 で行 っ た。
開 学 当 初 は 芝 園 町 の 中部高等学校 旧 校 舎 に 第
l 回 生を迎 え ， 何か と 互い に不便を 忍 ん で講義
を 始 め た。 新校舎に移転当初， 研究室 は 富 山 大
学に在 り ， 学生実習期 間 中 の午後は道路 の 舗装
も 不完全 な 中 を五福 の富 山大学か ら 実 習 に 必 要
な雪氷を車 の 座席一杯 に積 ん で通 っ た が ， 教員
4 名 中 3 名 が こ の 時期 に運転免許を取得 し た。
道路脇に は 「 ま む し 注意」 の立札があ り ， 山 地
を切 り 拓 い た こ と を 示 し て い た が ， 地続 き の 当
研究室 の 書類棚 の奥 で， ま む し が あ ず き 色 の と
く、、 ろ を巻い て い た こ と が あ っ た。 何か と 話題 の
絶 え な い 日 々 を送 っ て い た よ う に思 え る 。
卒業生は 昭和55年 3 月 の 第 l 回 生， 3 名 を 初
め と し て ， 以 後 6 回 の卒業で通 算32名 の 4 年次
生を送 り 出 し たO ま た ， 博士前期課程 4 名 ， 博
士 (論文乙) 1 名 を送 り ， 現在， 4 年 次 生 5
名 ， 博士後期課程 2 名 が研究室に在 籍 し て い
る 。
物理薬剤学 (製剤学〉
当教室 の 前身 は 富 山大 学薬学部薬剤製造学教
室 で あ る 。 当 時 の 教官組織は ， 教授堀越 勇 ，
助教授竹 口 紀晃， 助手森井孫俊であ る 。 堀越先
生l土 中外製薬研究所に長 く 勤務 さ れ ， 北里大学
を へ て 富 山大 学 に 来 ら れ ， 主 に 打錠工程， 誘電率
測定に よ る 薬物分子 の コ ン フ ォ メ ー シ ョ ン の 研
究 を さ れ て い たO 医薬大創設 に あ た り ， 病院薬
剤部長 の 要職 に就かれ， 今 日 に い た っ て い る 。
薬剤部 に お い て ， 助教授， 助 手 を は じ め ， 研究
意欲に燃 え る 博士号や修士号 を有す る 多数 の 薬
剤 師 を擁す る 一大研究組織 を 作 ら れ ， わ が 国 に
お け る 病院薬剤部 の あ り 方 の 見 本 を 作 ら れ た 観
が あ る 。
竹 口 は 主 と し て ， 生体膜 ・ 人工膜 ・ 胃 酸分担、
関係 の仕事を し て い る 。 博士課程創立に伴 う 助
手定員 の拡充に よ り ， 北大薬学部物理化学教室
出 身 の柏 倉 正 君が来 ら れ た の は 昭和53年 10月
で あ っ た。 昭和57年 7 月 竹 口 は 教授昇任， 昭和
57年 1 1 月 森井孫俊君は講師に昇任， 昭和59年 4
月 京大 薬学部生化学教室 出 身 の 浅野真司 君が教
務員 に採用 さ れ， 現在 の 教官組織が 出 来 あ が っ
て い る 。
次 に研究室 の研究 内容 を最近 の大学院 生 の 博
士 ・ 修士号 の テ ー マ で紹介す る 。
iin v itro カ エ ノレ 胃 粘膜 の塩酸分泌機構」 西
村嘉博 (昭和58年 9 月 ， 博士)
「光散乱法に よ る リ ポ ソ ー ム の 粒子径 と 膜透
過性」 サ ミ ロ ・ ア ブ ザ、 イ ド (昭和59年 3 月 ， 博
士)
「膜電流雑音解析 に よ る (H+ + K+) -ATP 
ase の イ オ ン 輸送機構 と s - s 架橋試薬 に よ る
ATPase 処理効果」 井上豊 (昭和56年 3 月 ， 修
士)
「 胃 ベ シ グ ル (H+ + K+) -ATPase に よ る
H + 能動輸送 な ら び に そ の ATPase に対す る 化
学修飾」 荒川 理恵 (昭和57年 3 月 ， 修士)
「小腸粘膜に お け る 薬物吸収に及ぼす リ ポ ゾ
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ー ム の 効果J 桜井和久 (昭和58年 3 月 ， 修士)
i H ， K -ATPase の コ ン ブ ォ メ ー シ ョ ン と
準弾性光散乱」 石村典元 (昭和59年 3 月 ， 修士〉
「 胃 ベ シ ク ノレ膜 の塩透過性調節機構」 斉藤拓
哉 (昭和59年 3 月 ， 修士)
「 胃 H， K-ATPase の ア ニ オ ン チ ャ ン ネ ル」
山 崎芳伸 (昭和60年 3 月 ， 修士〕。
も ち ろ ん 四 回生 も そ れ ぞれ よ い 仕事 を な さ っ
て ， 当 研究室 の 良 き 新 し き 伝統 を 産み 出 し つ つ
あ り ま す ( ス ペ ー ス が な い の で， テ ー マ 名 ， 人
名 は 省略)。
諸外国 と の学術交流 に お い て も ， 見 る べ き 成
果 が あ り ま すO ア ジ ア 以 外 の 国 (エ ジ プ ト ) か
ら ， 留学生を薬学部 に受 け 入 れ た の は 当教室 が
最初で し た 。 職員 の留学 で は ， 竹 口 の 米国 マ サ
チ ュ セ ッ ツ 州、1 (昭和46年 48年) ， ア ラ パ マ 州、|
(昭和53年一54年) ， 森井君 の マ サ チ ュ セ ッ ツ
チ1'1 (昭和59年 6 1 年 ) ， 柏 倉君 の ペ ン シ ル パ ニ
ア 州 (昭和57年一59年) が挙げ ら れし ま す。 こ の
間 ， 国 際生理学会 ( オ ー ス ト ラ リ ア ) や各種国
際 シ ン ポ ジ ウ ム ( ニ ュ ー ジ ラ ン ド ， フ ラ ン ス ，
イ タ リ ア ) で業績が発表 さ れ ， 国 際的 に も 認知
さ れつ つ あ る 。
胃 酸分泌 に 関 す る 仕事は ， 1970年代 の 後半か
ら80年代 の初め に は ， Am.  J .  Physiol .ゃJap.J .
Physiol . と い っ た生理学関係 の 雑誌に 発表 さ れ
て い る が ， こ こ 数年は ， 米国 の Biochemistry
や J. Biol .  Chem. 等 の 生化学系 の 雑誌 に 発表 さ
れ て い る 。
最近は モ ノ ク ロ ー ナ ル抗体 (浅野君が 中心) ， 
遊離肝細胞 の エ ネ ル ギ 一 代謝 (柏 倉君が 中心) ，
イ オ ン チ ャ ン ネ ル の再構成 (森井君が 中心) ， パ
ッ チ ク ラ ン プ (竹 口 が 中心) と い っ た新 し い 対
象や手法 も ， ど ん ど ん 取 り 入 れ て 研究を進め て
い る の で， や が て 新成果が 出 て く る こ と と 思わ
れ る 。 な お教室 の英名 は iLaboratory of Bio­
physical Chemistry J で あ る 。
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物理薬剤学 (量子化学)
こ の 研究室は ， 1976年に医薬大 に加 わ り ， 富
山 大学薬学部 と の双方 の 事柄 の処理に あ わ た だ
し く ， 1978年に こ れ ま で の 薬 品 製造工学か ら 現
在 の 名 称 に 変わ っ た。 翌年移転 し ， 職員 は 1 人
増 え 4 人 と な っ た 。 (教授は 1983年停年退職 し ，
現在 に 至 っ て い る 。 〉
こ の 間研究室に所属 し た学部卒業研究や大学
院 の 課程を終 え た 人 々 は40数人で あ り ， い ろ い
ろ の職場 で そ れ ぞれ特色あ る 活躍を 行 っ て い
る 。
授業科 目 の 分担は ， 応用 数学， 物理化学 卜
量子化学， 物理化学系実習， 演習， 卒業研究 ，
薬 品 製造工学特論 な ど に な っ て い た が， 最初 の
は 担 当 が変わ り ， 次 は物理化学 I と な り ， 特論
は量子化学 (物性 @ 分子動力学 の予定) と な っ
て き た。
扱 っ て 来た研究 内 容 は ， 生体 あ る い は 薬物に
関連 し た分子 に つ い て の構造や反応 に か か わ る
電子状態 な ど に 関す る 理論計算 と 分光法や分子
線に よ る 実験 が 主 な も の で あ る 。
理論計算 に 関 す る 具体 的 内 容 と し て は ， 第一
に ， ウ レ ア ー ゼ の 尿素加水分解機構 と ヒ ド ロ キ
サ ム 酸 に よ る ウ レ ア ー ゼ阻害 に 関 す る 半経験的
分 子 軌道法に よ る 研究 が あ る 。 こ れで ， ヒ ド ロ
キ サ ム 酸 に よ る ウ レ ア ー ゼ阻害力 は ヒ ド ロ キ サ
ム 酸残基 中 の水酸基 の 電子密度 と 密接 に関連 し
て い る こ と を示 し た 。 こ の テ ー マ と の 係わ り で ，
無機塩基触媒存在下 に お け る 尿素 の加水分解機
構 と 中性水溶液 中 で の 加水分解機構 に つ い て も
研究 し た。 こ の結果， 二つ の 系 に お け る ア ン モ
ニ ア 生成 は 非常に似た反応機構 で、 あ る に も か か
わ ら ず， 反応初期 に は 尿素 中 で の 電 荷 の移動が
異 な る た め ， 活性化 エ ネ ル ギ ー に大 き な 違い が
生ず る こ と が分か っ た。 こ の ほ か ， ヒ ス タ ミ ン
類に つ い て の作用 機構や疎水性相互作用 に 関 す
る 基礎的研究を理論計算 の立場か ら 実行 中 で あ
る 。 さ ら に 医学部 と の共同研究 に よ り ， 臨床 デ
ー タ の解析に必要 な 電子計算機 の プ ロ グ ラ ミ ン
グに つ い て も 研究 を行 っ て い る 。
実験 で は ， 超音速 ノ ズル 分子線 ( ビ ー ム ) を 中
心的手段 と し て 用 い て き た。 こ の方法を使用 す
れば， 通常 の方法で は容易 に実現で き な い ぺ極〕
低温" の孤立有機分子気体， あ る い は 弱 し 、 相互
作用 (水素結 合等〉 で有機分子が数個一数 101固
ま で 結 合 し た 分子 ク ラ ス タ ー を生成す る こ と が
で き る 。 前者 に つ い て は分光学的手法， 後者 に
は質量分析法を あわせ用 い る こ と に よ り ， こ れ
ら 分子種の性質お よ び 生成条件 を 検討 し て き
た 。 と く に ， 水素結合 に よ り 会合 し た カ ル ボ ン
酸等 の分子 ク ラ ス タ ー に つ い て は質量分析法に
よ り 定量的検 出 が で き る よ う に な り ， そ れ ら を
新 し い 反応分子種 と し て 積極的 に利用 す る 道が
聞 け て き た。 そ こ で 得 ら れ る 結果 は ， 生体反応
系 を 含む実在 の溶液 (固体〉 系 と の対比を 可 能
に し よ う 。 最近は ， 紫外 ， 可視 レ ー ザ 一 光 に よ
る こ れ ら 分子種 の 分解や イ オ ン化 の研究 も 行 っ
て お り ， 得 ら れ る 情報 の 幅 も 広 が っ て き た。 ま
た実在 の 凝縮系 に つ い て の実験 も 並行 し て 行 っ
て き た。 例 え ば， 固体 ア ミ ノ 酸 の 熱 分解過程 の
研究か ら は ， こ れ ら 固体 の 熱安定性 に水素結 合
が重要 な 役割 を し て い る こ と が示唆 さ れた。
こ れ ら の研究は基礎的な も の では あ る が ， 近
年 の 急 速 な 医療関連技術 の 発達は応用 へ の直結
を進 め て い て ， 適用 に関す る 責任 も ま す ま す大
き く な る 。
こ の よ う な 事情は ， 最近10年 で の 学生や教職
員 の 意識 の 変ぼ う と 活動範囲 の 移動や教育研究
の 効率化 の 問 題 な ど と 無縁 と は 考 え ら れず， 今
後 の大学は も と よ り 社会 の あ り 方に大 き な影響
を 与 え よ う 。
次 の 10年に は ， 情報量 の 増大 と 処理不全 を越
え ， よ り 広 い視野か ら深 く 思考 で き る よ う 努 力
し な けれ ば な ら な い と 自 省 を込め て 考 え て い
る 。 そ し て そ の過程で生 じ る き ょ う 雑物 と い え
ど も 包含す る と こ ろ の ， こ の大 学 の 真 の伝統を
つ く っ て い く こ と が ， こ れ ま で種 々 の ご 協 力 を
頂 い た方 々 へ の 感謝を忘 れ な い こ と に も な る も
の と 思 われ る 。
附属薬用植物園
薬用植物園 は薬学部 の 薬用植物 ・ 生薬学 の 教
育 の 一環 を 担 う 教育実習施設 と し て 昭和52年 4
月 に 本学に設置 さ れた。
本 園 は 前身 の 富 山 大 学薬学部 附属薬草園 を現
在地に移転引 き 継 い だ の で あ る 。
沿 革
。大正 12年， 神通川 の廃川 地 に 富 山 薬専薬草園
(約 l 万坪〉 が設置 さ れた の が発祥で、 あ る 。
。昭和 2 年， 奥 田 の 富 山薬専校舎敷地 に隣接 し
た地に移転 さ れ ， 敷地は約 l 万坪 で あ っ た 。 以 来
約40年間 こ の地 に お い て 薬草栽培が行われた。
こ の 間 ， 昭和 6 年に建物 3 棟が建て ら れた。 ま
た ， 昭和24年に富 山大学薬学部発足に よ っ て 同
学部 に 引 き 継がれた。
。昭和40年， 同大薬学部 の五福移転 に伴 っ て 薬
草 園 は 五福校 内 (約 500 m2) と 寺町地区 (約 3
万 m2) に 移転 し た。 五福校 内 に温室， 寺町地 区
に管理棟が建 て ら れ ， 続い て 寺町地 区 に温室 と
整理棟が建 て ら れた。
。昭和48年 4 月 ， 教育実習施設 と し て 富 山 大 学
薬学部 附属薬草園 の 名 称 を 掲 げ ， 学部 附属施設
と な っ た。
。昭和53年度， 現在地 に お け る 園 の 圃場， 建物
計画が決 ま り ， 昭和54年 3 月 に竣工 し た。
。 昭和54年 4 月 ， 前身地か ら植物 の 移植が始 ま
り 秋 ま で、 に大部分 の 移植 を 終 え た 。
薬学部 附属薬用植物園 は 本 国 約 l 万 ぱ お よ び
校 内 西 側 に あ る 西 国約 8 千d， 総面積約 l 万 8
千m2か ら 成 る 。
概況
本 園 に は 圃 場 お よ び建物 が あ り ， 圃場は年 々
整備 を行 い 見本標本区， 樹木 区， 種苗 区 お よ び
栽培試験研究 区等に区画 さ れ， 適応 し た管理が
行 わ れ て し る 。 建物は研究棟 ( 2 階建) 延 400
m2， 温室棟 (温室 150 m2， 同作業場お よ び ボ イ
ラ 一 室50m2 ) ， 管理作業棟 160ぱ お よ び堆肥舎3 1
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d等 で、 あ る 。 西 国 は将来 の薬用 樹木 自 然、標本区
と し て の環境が作 ら れつつあ る 。
薬 草 園 発足以来受け継 が れ て き た 植 物 は 約
500 種， な か で も 大樹 と な っ て い る フ ウ ， ハ ゼ ，
ア キ ニ レ ， サ イ カ チ ， キ ハ ダ類， イ タ リ ア ニ ン
ジ ン ボ ク に 加 え ア ケ ボ ノ ス ギ ， ナ ン キ ン ハ ゼ\
ホ オ ノ キ ， コ ブ シ等 は 園 の 歴史を物語 る も の で
あ る 。 現在， 圃場 お よ び温室 に は 旧 園 か ら 伝承
し た植物に加 え ， 本学 の諸先生， 関 係 の あ る 大
学植物 園 な ら び に研究機関 の諸先生か ら 恵与 さ
れた種苗が栽植 さ れ て い る 。 さ ら に 本 園職員 の
蒐集 し た種苗を加 え ， 約 1 ， 500 種類に達 し た。
薬用植物園 は こ の地で 歴史は 浅 い が ， 特徴あ
る 薬用植物 園 づ く り に職員 → 同 努 力 を 行 っ て お
り ， 今 日 ま で蒐集 し た植物を も と に研究が進め
ら れ て い る 。 昭和57年に植物 目 録 を 発行 し ， 昭
和58年， 59年に は そ れぞれ追録 を 発行 し 昭和
60年 に植物 目 録 を 発行 し た。
園職員 は野外植物調査研究 を 行 し 、 知 見 を 積
み ，
1 ) 繁 用 生薬 の 中 で当帰， 柴胡， 均薬等数種 の 栽
培品種を栽培 し 当地に適応 し た有用系統 の 選
抜研究。
2)地域 自 生 の薬用植物種苗を集 め ， 系統選別 を
行い適正 な薬用植物 の 育成研究。
3 ) 本 園 で栽培 し た薬用植物 の 特定 ・ 有効成分 の
研究 を 行 い ， 生薬 の調製 ・ 品 質評価 の 研究
等研究に 幅 の あ る も の を 目 ざ し て い る 。
生薬資源 と す る 野生 の 薬用植物 は そ れ ぞれ 白
生地 の特性を持 っ て い る も の で， 有効成分 の 研
究 と 平行 し て 栽培研究 ， 生薬調製研究 を 行 L 、 薬
用植物園独 自 の研究領域を深め る 方 向 で あ る 。
開学十周 年 に 当 た り ， 今後は 自 製 の 生薬， 惜
葉標本 を 一層充実 さ せ ， 同 時に特徴 を 持 っ た薬
用植物園 づ く り を 行 い ， 薬用植物 ・ 生薬 の 一環
し た研究 の 発展を望 む研究施設 に な る こ と を 次
の 区切 り に か け た い と 思 っ て い る 。
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資源開発
本部 門 は 昭和38年 ( 1963) 4 月 ， 富 山 大学薬
学部 附属和漢薬研究施設創設 時に最初に設置 さ
れ， 昭和49年 6 月 富 山大学附置和漢薬研究所，
昭和53年 6 月 富 山 医科薬科大学附置和漢薬研究
所に移管 さ れた。 そ れ 故 10年前 の 本学創設時に
は ， 富 山大学附置研究所の 1 部 門 で あ っ た。
以下昭和50年 ( 1 975) 以降 の 本部 門 の 研究 内
容 ， 業績， 学位等 を簡単に記 し て お く 。
C A J  和漢薬 の 生薬学的研究
漢薬は広大 な 中 国 の土地で起 り ， し か も 長 い
歴史を有 し て い る か ら ， 異物 同名 品 が数多 く あ
る 。 こ れ ら の基源を決定あ る い は証 明 す る こ と
は ， 品 質評価 に繋 が る 研究であ り ， ま た成分，
薬理研究 の 基礎 と も な る べ き 研究 であ る 。 過去
10年間 の 原報57報， 約27種 の 生薬 の 基源 を 解 明
し た 。
C B J  和漢薬 の 本 草学的研究
漢方処方 に 用 い ら れ る 生薬 (漢薬) は ， 時代
と と も に そ の 種類が変化 し て い る も の が あ り ，
今 日 市販 さ れ て い る 漢薬が， か つ て 処方創製当
時に配剤 さ れ た漢薬 と 同一 で あ る か ど う か は ，
今後漢方処方 の薬効を検討 し て い く 土で大 き な
問題 と な る 。 こ れ ら 漢薬類 の 時代的変遷 を 本 草
書 ， 医籍， 地方志 な ど を 基 に し て 歴史的考察 を
行 し 、 真 実 を 解 明 す る 。 原報14報， 14種 の 生薬に
つ い て 考察 を 行 っ た。
C C J  民族薬物 の 資源開 発に関す る 研究
世界各地域 を現地調査 し そ こ で使用 さ れ て
い る 天然薬物資源 の再開 発 な ら び に未利用 資源
の 開 発 を 行 い ， そ れ ら 民族薬物 の 生薬学的 お よ
び活性成分 の化学的研究 を 行 う 。 さ ら に は そ れ
ら 民族薬物 と 使用 民族 の文化 と の 関 連 を比較研
究す る 。 原報23報， 台湾， ネ パ ー ル ， ス リ ラ ン
カ の薬物 の 基源， 含有成分研究 を 行 っ た。
C D J 和漢薬 の 品 質評価 に 関す る 研究
和漢薬 の 成分 と そ の生理活性 を平行 し て 研究
し ， 漢方医学 に お け る 和漢薬 の 薬効 を 証 明 す る
と と も に ， 主要化学成分や そ の 生理活性を指標
と し た 品 質評価 の研究 を 行 っ て い る 。 ま た ， 薬
用植物 の 栽培実験か ら ， 生薬類 の 品 質 改 良 ， 経
済性の検討な ど も 研究 し て い る 。 原報 13報。
C E J  和漢薬成分 の薬効発現に 関 す る 研究
ヒ ト 腸 内細菌叢 に よ る 和漢薬成分 の 代謝 を 検
討 し 和漢薬 の薬効発現機構 と 腸 内細菌叢 と の
繋 り 合 い を研究 し て い る 。 原報 5 報。
C F J  舗蝕予防に関す る 研究
和漢薬そ の 他伝統薬物 の踊蝕 原性菌 Strepto
coccus mutans に対す る 抗菌作用 ， 平滑面付着
回止作用 等 を 検討 し ， そ の 活性成分を 解 明 し て ，
踊蝕予 防薬 の 開 発 を 行 う 。 原報 5 報。
C G J 動物性和漢薬 の薬効解析 に 関 す る 研
究
薬理学系研究室 と 共 同 で 「監J ， I鹿茸」 な ど
の 薬効成分を研究 中 であ る 。 原報 1 報。
C H J  そ の 他
和漢薬 の 成分化学的研究， 薬用植物 の 栽培研
究 ， 和漢薬成分 の肝障害修復作用 Nucleoti­
des の 合成研究 な ど につ い て も 研究 を 行 っ て き
た。 原報 13報。
以 上， 過去 10年間 に原報 1 3 1 報 を 発表 し て い
る 。
C A ] ， C B J の研究に よ っ て ， 現在 ま で に 7
名 ， 薬学博士の学位を授与 さ れ て い る 。 ま た
C C J に 関 連 し て 1983年( 昭和58年〉 度 の 文部省
科 学研究費 (海外調査) に よ り 「 ス リ ラ ン カ お
よ び ネ パ ー ル両 国 に お け る 伝統医学 の比較並び
に薬物資源 の 学術調査」 を 行 い ， そ の 成果 の 一
部 を 昭和60年 3 月 末 に 『生薬資源研究 ， No. 1 � 
と し て 刊 行 し た。
昭和60年 5 月 15 日 現在 の 教室 員 ， 教授 (難波
恒雄) ， 助教授 (服部征雄)， 助手 (御影雅幸 ) ，
技官 (垣 内信子 ) ， 秘書 (藤森雅子 ) ， 客 員 研究
員 (馬永華 ) ， ]ICA研修員 (Upali P ilapit iya) ，  
大学院生 (修士) 3 ，  (博士) 4 ， 研究生 8 ， 招
蒋研究員 1 ， 学部学生 1 ， 計24名 。 う ち 外 国 人
10 ( 中 国 5 ， 韓国 2 ， ス リ ラ ン カ 1 ， ネ パ ー ル
2 )。
本研究部 門 の 出身者は 100名 を越 え ， そ の う
ち 外 国 人留学生は 10数名 で， 表基倹 (韓国 ) ， 林
俊清 (台湾) は博士号取得後， そ れ ぞ れ の 母 国
で， 薬用植物学， 生薬学 の 教授 と し て ， 精 力 的
に 教育 ， 研 究 に たず さ わ っ て い る 。
生物試験
昭和38年 (1963年) 4 月 ， 富 山大学薬学部 に
和漢薬研究施設が設置 さ れ ， 生物試験部 門 は 本
研究施設 に お け る 第 2 番 目 の部 門 と し て ， 昭和
39年 4 月 に 開設 さ れ ， 木村正康博士が初代教授
に就任 し た (富 山 大学薬学部薬物学講座 よ り 〉 。
そ の 後， 昭和44年 ま で薬学部薬品作用学講座 と
の 併任期 間 も 含め 5 年間 ， 金 岡 又雄助教授 (昭
和42� 48年) ， 長 田 永三朗講師 (昭和39�43年〕
の ス タ ッ フ で， 和漢薬研究施設 の 基礎作 り と と
も に ， 部 門 の研究確立に尽 力 し た 。
昭和44年， 木村教授 の併任が解かれた こ と に
よ り ， 昭和45年 1 月 ， 渡辺和夫博士が 第二代 目
教授に着任 し た (名 古屋市立大学薬学部 薬 品 作
用 学講座 よ り 〕 。 同年 4 月 ， 後藤義 明 助 手 (名
古屋市立大学薬学部薬品作用 学講座 よ り が ，
昭和48年 4 月 ， 金 岡 助教授 の 化学応用 部 門 へ の
転任に 伴 い ， 渡辺裕司 助教授 (東京大学薬学部
薬害作用 部 門 よ り ) が， そ れ ぞ れ着任 し た。 昭
和49年 6 月 ， 和漢薬研究施設は富 山大学付属研
究所に昇格 し 昭和53年 6 月 に 富 山 医 科薬科大
学 に 移管 さ れ， 昭和55年 5 月 ， 五 福 地 区 よ り
現在地 の杉谷へ移転 し た。 こ の 間， 昭和54年 10
月 ， 本部 門 に萩原 昌樹技官 (本部 門 よ り ) が着
任 し た。 昭和58年 3 月 ， 渡辺教授は 千葉大学薬
学部薬効 ・ 安全性学講座へ， 後藤助手 は ， 徳 島
文理大学薬学部助教授 と し て そ れ ぞ れ転 出 し
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昭和59年 5 月 ， 野村靖幸博士が三代 目 教授 に
着任 し た (広 島大学医学部 総合薬学科薬効解析
科学講座 よ り )。 昭和60年 4 月 ， 金子周司 助 手
(京都大学薬学部薬理学講座 よ り が着任 し ，
同 年 5 月 ， 萩原技官 は ， 富士薬 品工業株式会社
に 転 出 し 現在， 野村教授， 渡辺助教授， 金子
助手 の ス タ ッ フ で研究活動 し て い る 。
本部門 で は ， 設立当初 よ り 現在 に至 る ま で一
貫 し て ， 和漢薬 の薬効を実験薬理学 の 手法に よ
り 定量的に評価 し ， 分子 レ ベ ル の 薬理作用機序
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の 解 明 と ， 作用 本体 の 追究 を 目 的 と し て 研究 を
行 っ て い る 。
初代 の木村教授 ら は ， 動物性和漢薬 と く に六
神丸構成生薬 の 牛寅， じ ゃ 香 ， 謄献等 の心臓，
循環器系 へ の 作用 や抗炎症作用 ， 熊胆 の鎮厘作
用 ， 抗糖尿病生薬 の 作用 に 関 し ， 病態に即 し た
作用 ， 和漢薬 の複合作用 と い う 観点 よ り ア プ ロ
ー チ し ， 重要な新知見 を得た。 木村教授 ら の こ
れ ら の 創設期 で の 成果は そ の後， 薬学部薬品作
用学教室 で の研究 で さ ら に大 き く 発展 し ， 和漢
薬 の 分子病態薬理学 と し 、 う 新学問 の構築 に 向 か
っ て い る 。
二代 目 の渡辺教授 ら は ， 消化性潰蕩 の 病態 モ
デ ル動物 を 用 い て 黄連や黄本， 人参， 延胡索 ア
ル カ ロ イ ド (dehydrocorydaline) な ど の 抗潰蕩
作用 を 明 ら か に し た。 ま た ， 中枢性 の ペ プ チ ド ，
ア ミ ン ， ア ミ ノ 酸 に よ る 胃 酸分泌制御機構 と そ
れ に及ぼす抗潰蕩薬 の影響を新 し く 見 出 し ソ ン
氏病に有効な 厚朴 の 有効成分が magnolol た0
4 ー キ ン お よ び hônokiol で あ る こ と ， そ の 作用
機序 も 示 し さ ら に 中枢 ド ー パ ミ ン 神経系 に 作
用 す る 各種和漢薬成分 の 作用 機序 も 解 明 し た。
木村教授， 渡辺教授 ら の 努 力 に よ っ て 得 ら れ
た 以 上 の よ う な優れた研究業績 を 踏 ま え て ， 現
在， 野村教授， 渡辺助教授， 金子助手 に よ っ て
新 し く 研究が展開 し つ つ あ る 。 最近急展開す る
生命科学 の成果， そ の 考 え 方 と 実験技術 を 導 入
し ， 新 し い分子薬理学的， 神経化学 的 な 薬効評
価 法 の 検討 と 確立， そ し て そ の和漢薬研究 へ の
応 用 ， さ ら に和漢薬薬効本体 の追究 と そ の 作用
機序 の 解 明 を め ざ し 研究 し て い る が ， そ の た め
の基礎的な研究課題 と し て ， ①脳 シ ナ プ ス 膜 レ
セ プ タ ー ・ エ フ ェ ク タ 一 系制御機構お よ び膜 内
情報伝達因子 の分子的諸性質 と 細胞 内動態， ②
脳細胞機能 の 発生， 発育， 加 令変化， な ら び に
③中枢 シ ナ プ ス 伝達機構 な ら び に 中枢作用 薬 の
動物行動， 脳 内化学伝達物質に及ぼす影響 な ど
に 力 を 注 い で い る 。
臨床利用
昭和40年 4 月 ， 和漢薬研究施設第 3 部 門 と し
て 設立 さ れ ， 当初大浦彦吉教授， 日 合奨講師，
中 島松一助手， 太 田 洋子技官 の ス タ ッ プ で発足
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し さ ら に 同 年 9 月 塚 田 欣司 助教授が任用 さ れ
た。 次 い で昭和45年 10月 ， 病態生化学部 門 の 増
設 に 伴 い ， 塚 田 欣 司 助 教授， 中 島松一助手 の 配
置換， 同年 1 1 月 横沢隆子助手任用 ， 昭和52年 9
月 長沢哲郎技官任用 ， 次 い で昭和54年 10月 助手
昇任， 昭和55年 5 月 ， 五福地 区か ら 本学へ移転
し た O
当 部 門 は和漢薬 の 薬効 を 生化学的手 法 に よ り
解 明 す る こ と を 目 的 と し ， 作用機序 の 解 明 ， 活
性物質 の 追 究 を 行 い ， 臨床応用 の た め の 基礎的
研究 を行 っ て き た 。 最近， 病理学第 2 講座 な ら
び に和漢診療部 と も 共 同研究を 行 っ て い る 。 そ
れ ら の概要を以下述 べ る 。
(1 ) 糖， 脂 質代謝改善薬 の 開 発 に 関 す る 研究
薬用人参 よ り 分離 し た 粗 サ ボ ニ ン の ラ ッ ト 肝
細胞の粗面小胞体お よ び リ ボ ソ ー ム の 増 加 作
用 ， な ら び に糖 ・ 脂 質代謝促進作用 に つ い て 検討
し た。 さ ら に単離 し た サ ボ ニ ン の 蛋 白 合成活性
に つ い て 検討 し た 。 最近， サ ボ ニ ン の 中 で Rb2
が正常 ラ ッ ト に対 し 最 も 強 い 生理活性を有 し
肝 グ リ コ ー ゲ ン の減少， G - 6 - P 量 の 増加，
G 6 P - D H，  PFK ， Malic enzyme， Acety 1 
CoA carboxy lase の酵素活性 の 上昇及び脂 肪
組織 の LPL 活 性 の 上昇， 中性脂 肪 の 増加等に
よ る 一連 の 糖 ・ 脂 質代謝 の充進を 明 ら か に し て
き た。 さ ら に ス ト レ プ ト ゾ ト シ ン 糖尿病 ラ ッ ト
で は 血糖値 の 低下 と と も に血 中 TG， NEFA， 
総 コ レ ス テ ロ ー ル の 低下， ケ ト ン 体， 乳酸の有
意 な 低下 を 認め ， 高脂血症 ラ ッ ト では各種 コ レ
ス テ ロ ー ル の 代謝改善， 動脈硬化指数 の 改善等
を 認 め た 。 以 上 の結果か ら ， 人参 サ ボ ニ ン Rb2
の 医療へ の応用 の 可能性が示唆 さ れた。
(2) 実験的腎不全 モ テ、 ル ラ ッ ト の作製
ア デ ニ ン を30 日 間投与 し た結果， 血清 ク レ ア
チ ニ ン ， BUN の 著 し い 上昇， メ チ ル グ ア ニ ジ
ン ， グ ア ニ ジ ノ コ ハ グ 酸 の 増 加 ， urea cycle 
の 異常 ， ア ミ ノ 酸 パ タ ー ン の 異常， 電解質代謝
異常， 多尿， 低比重尿 を 認 め た。 さ ら に50�60
日 投与 に よ り 尿毒症状 が よ り 著 明 に 認 め ら れ
た 。 組織学的 に は尿細管腔 内 や 間 質 に多 数 の針
状 結 晶 (2 ， 8-dihydroxyaden ine) を 認 め ， 尿
細 管 の 閉塞 ， 肉芽腫 の形成， 管 腔， 間 質 の 拡
張， 上皮変性， 空胞化 等 を認め ， 腎 の 荒廃， 顕
著 な 線維症等か ら ， 尿細管障害に よ る 慢性腎不
全 モ デ ル動物 と な り う る 結果 を 得た。 一部 の ラ
ッ ト は水腎症を き た し ， 尿路結石 を認め た。
(3) 窒素 代謝改善作用 な ら び に慢性腎不全改
善薬 の 開 発に関す る 研究
大 黄 tヲ薬に BUN低下作用 を 見 い 出 し ， 活
性成分 と し て Rhatannin ， Gallotann in を分離
し 化学構造 を 究 明 し 作用 機序 と し て 窒素 の
生体 内 で の再利用 系 を 促進 し ， 蛋 白 合成系を克
進す る こ と か ら ， anabolic な 作用 を 認 め た。
さ ら に 腎不全 ラ ッ ト に対 し て 検討 し た結果， 高
窒素血症 の 改善， 尿素産生の抑制， Ca ， P の 改
善， メ チ ル グ ア ニ ジ ン ， グ ア ニ ジ ノ コ ハ ク 酸 の
著 明 な 低下等か ら ， 尿毒症状 の 改善作用 が示唆
さ れた。 次 い で ， 大 黄 を 主剤 と す る 漢方方剤温
牌湯に つ い て 検討 し た結果， 大黄 エ キ ス 同様，
尿毒症状 の 改善作用 が認め ら れ ， 大黄以外 の 人
参， 附子に複合作用 を示唆す る 知見 が 得 ら れ
た。 他方， こ れ ら の 基礎的知見に基づ き ， 腎不
全患者に応用 し ， BUN， ク レ ア チ ニ ン ， メ チ
ル グ ア ニ ジ ン ， 尿酸， P 等， 尿毒症状 の 改善を
認 め て い る 。
(4) 和漢薬成分 の 内分泌系 へ の 作用
薬用人参 サ ボ ニ ン は 副 腎 内 c-AMP 量 の 増
加 ， 血援 ACTH お よ び コ ル チ コ ス テ ロ ン 値を
上昇 さ せ， 下垂体 副腎皮質系を刺激す る 作用
を有す る こ と を 明 ら か に し た 。 さ ら に柴胡 サ ボ
ニ ン に も 同 様 の 効果が認め ら れ ， 構造活性相関
な ら び に そ の 作用 機序 を 追 究 し ， デ キ サ メ サ ゾ
ン に よ る クツレ コ コ ル チ コ イ ド分泌 の抑制や 副 腎
の萎縮に対 し ， 桔抗的に 作用 す る こ と が示唆 さ
れた。
病態生化学
本部 門 は 昭和44年 4 月 ， 富山大学薬学部附属
和漢薬研究施設 の 第 4 番 目 の部 門 と し て 開設 さ
れた。 昭和50年 1 月 ， 初代 の 塚 田 欣司 教授が東
京医科歯科大学難治疾患研究所へ転 出 し た 後 を
う け て ， 昭和5 1 年 5 月 ， 荻 田 善一教授が大阪大
学医学部か ら着任 し た。
荻 田 善一教授が着任 し た 当 時 は ， み る べ き 設
備 も な く ， 研究を進め る こ と に も 困難を感 じ る
ほ ど で あ っ た。 昭和53年 6 月 ， 富 山 医科薬科大
学附置和漢薬研究所に移管 さ れた。 昭和55年 5
月 新築 さ れた研究所に移 り ， 現在 に 及 ん で い
る 。 研究所 の新築計画 に 際 し て ， 遺伝子工学，
細胞工学 な ら び に匹工学的研究技術 を 導 入 し
た ， 先端研究技術 の利用 を 考 え た研究 の 展 開 を
期待 し た 。 当時， 国 立大学 の研究室 に P3 ク ラ
ス の研究室 が設備 さ れ て い た と こ ろ が な か っ た
に も か かわ ら ず\ 幸 い に し て ， 本部 門 にバ イ オ
ハ ザ ー ド 実験室を設備 し 得 た こ と で， 研究活動
が急速に活性化 し た 。
10年 間 に お け る 本部 門 の研究進展 の概要は次
の ご と く で あ る 。
従来か ら 和漢薬効果に関す る 科学的解 明 は 含
有 さ れ る 有効成分 の 解 明 も さ る こ と な が ら ，
「随証治療」 の 科学的解 明 に あ る 。 権患 し た個
人 に注 目 し そ の 人 の個人差に基づ く 「証」 と
い わ れ る 病態変化 を遺伝学的 な ら び に病態生化
学的に解 明 し そ れ に と も な う 処方， す な わ ち
方剤 と の 関連性 を 明 ら か に し た い と 考 え て い
る 。 主 な 研究課題 は 次 の ご と く で あ る 。
C A J  体 質 の 遺伝学的 な ら び に病態生化学的
研究
l リ ウ マ チ 患者 に お け る 証 の分布
2 I ベ ル ペ リ ン 証」 マ ウ ス の育成
3 薬物応答性 の 遺伝生化学的研究
C B J  体質遺伝学 の生命工学的展 開 の た め の
基礎的研究
I 遺伝子 ク ロ ー ニ ン グ の た め の 染 色体分取法
2 細胞再構成 に よ る 遺伝物質 の 移 入
3 生殖生物学 お よ び 発生基礎技術 の 開 発 と そ
の応用
a ー卵性多仔 マ ウ ス 作製法 の確立
b 発生遺伝学 の 電気泳動法 に よ る 展開
以 上 の よ う な研究課題に つ い て ， 遺伝子工
学， 細胞工学 な ら び に匪工学 的 な 先端研究技術
を導入す る こ と に よ っ て ， 本研究 の 目 的を射程
内 に と ら え る こ と が で き る 段階に至 っ て い る 。
C C J 和漢薬効果 の 生化学的 な ら び に免疫学的
解析
l 八味地黄丸効果 の 電気泳動法的 解析
2 生理活性か ら の ジ ャ コ ウ 代替生薬 の探索
3 和漢薬成分に よ る 免疫応答性 の調節 に 関 す
る 研究
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4 プ ロ テ ア ー ゼ ザ、 イ モ ー ゲ ン の 活性化機構 の
電気泳動法的解析
1 ) 八味地黄丸 の マ ウ ス へ の 投与に よ っ て も た
ら さ れ る 顎下腺 ア ル ギ ニ ン ア ミ ノ ペ プ チ タ ー ゼ
活 性 の 上昇 に及ぼす影響か ら ， 八味地黄丸 の 効
果 に つ い て 解析 し た。
2) ジ ャ コ ウ お よ び ヒ ツ ジ 精巣 エ キ ス を マ ウ ス
腹腔 内 に投与 し 顎下腺組織抽 出 液 を 電 気泳動
し ア ル ギ ニ ン ア ミ ノ ベ プ チ タ ー ゼ活性を 検 出 し
た。 ア ル ギ ニ ン ア ミ ノ ペ プ チ タ ー ゼ活性に影響
を 与 え る 成分 の検索の結果， ジ ャ コ ウ エ キ ス に
お し 、 て も ヒ ツ ジ 精巣 エ キ ス に お い て も ， 極性分
固 に存在す る こ と が 明 ら か に な っ た。 そ こ で各
極性分画 を薄層 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー お よ び ガ ス
グ ロ マ ト グ ラ フ ィ ー で比較す る こ と に よ っ て ，
ジ ャ コ ウ 代替品 と し て の ヒ ツ ジ 精巣 エ キ ス を用
い る 可能性に つ い て 検討 し た 。
3) 種 々 の免疫応答は ， T 細胞 が 発揮す る 抗原
特異的， ま た は 非特異的な 正 と 負 の調節 の バ ラ
ン ス の 上に成立 し ， こ の調節 の 乱れ が ， ア レ ル
ギ ー ， 自 己免疫疾患， 癌等 の I つ の 病因 を形成
す る と 考 え ら れ る 。 強度化学修飾細菌 α ア ミ
ラ ー ゼ ( B α A ) は B 細胞 レ ベ ル で、 は native
B α A と 交差 し な い が ， T 細胞 レ ベ ル (Th，
T 1>Tl! ， Ts) で交差す る こ と を 示 し こ の 方法
を 用 い ， 梅寄生多糖が TDTH 誘導を増強す る こ
と を 明 ら か に し た 。
化学応用
化学応用 部 門 は 昭和47年 4 月 に設置 さ れ ， そ
の 後 ， 研究所 へ の 昇格， 富 山 医科薬科大 学へ の
移管， 新研究棟へ の 移転等 の 変遷 を 経て 今 日 に
至 っ て い る 。 以下本部 門 の 年表 を付す。
昭和47年 4 月 化学応用 部 門設置
昭和48年 4 月 金 岡 又雄助教授 (生物試験部
「う か ら 〉 配置換
昭和48年 10月 化学応用 部 門研究室増設， 移
転
昭和49年 6 月 富 山大学附置研究所へ昇格
昭和49年 1 1 月 菊 池 徹教授 (京都大学薬学
部 か ら 〉 着任
昭和50年 4 月 門 田 重利技官 (京都大学化学
研究所か ら 〉 任用
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昭和5 1 年 10月 門 田 重利技官， 助 手 に 昇任
昭和53年 6 月 富 山 医科薬科大学附置研究所
へ移管
昭和56年 4 月 松 田 暁子技官 (京都大学薬学
部 か ら 〉 任用
昭和60年 4 月 松 田 暁子技官退職
本部 門 は ， 化学的手法 を 用 い て 和漢薬 お よ び
関連す る 動植物 の 生理活性成分 の分離， 構造解
析 を 行 な う と と も に ， そ れ ら の有効成分 の化学
的合成法 を 開 発 し さ ら に 化学構造 と 生理活性
と の 相 関 関 係 を 究 明 し ， 和漢薬 の活性物質 の 本
体 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し て ， 現在次 の
よ う な 研 究 を 行 っ て い る 。
(1 ) 和漢薬成分 の分離， 構造解析 : 日 本産辛
夷 ， 霊芝 ， フ ッ キ ソ ウ ， 台 湾産一知療 な ど
の 成分 につ い て 研究中 で あ る 。
(2) ア ュ ル ヴ ェ ー ダ (伝承 イ ン ド 医学〕 生薬
成分 の研究 : ア カ ネ 科 植 物 Hedyotis la  
wsoniae， ト ウ ダ イ グ サ科 植 物 Acalypha
indica ， オ ト ギ リ ソ ウ 科植物 Hypericum
mysorense な ど
(3) 邦産有毒 キ ノ コ の成分研究 : 日 本 の 各地
に 自 生す る 有毒 キ ノ コ の 生理活性成分 を分
離， 検索 し そ の構造を 明 ら か に す る こ と
を 目 的 と し て ， 現在 ニ ガ ク リ タ ケ ， ド ク サ
サ ゴ な ど の 成分に つ い て 検討 し て い る 。
(4) 生理活性 ジ テ ル ベ ノ イ ド の 合 成 な ら び に
糖類水酸基位置選択的修飾
ツ ツ ジ 科ハ ナ ヒ リ ノ キ (Leucothoe gra 
yana) の 成分で あ る グ レ ア ノ ー ル お よ び関
連化合物 の全合成を検討 中 で あ る 。 ま た ，
糖類は光学活性な 生理活性物質 の 合成原料
と し て 最近注 目 を あ び て お り ， 糖類 の有効
利用 の た め に ， 金属 (特に ス ズ) 化合物を
用 い 糖類水酸基 の位置選択的反応 の 検討 を
行 っ て い る 。
(5) 和漢薬有効成分 の酵素免疫測定法 の 開 発
: 和漢薬 の 有効成分 の生体 内 の 代謝等 の動
態 に つ い て 不詳 な点が多 し 、 。 こ れ を 解 明 す
る 目 的 で， こ れ ら の 生体試料 中 に於げ る 濃
度 を 高感度， 迅速， か つ簡便で臨床 的 に も
利用 さ れ る 測定方法 と し て 酵素免疫測定法
の 開 発を行 っ て い る 。 甘 草成分， シ ャ ク ヤ
ク 成分につ い て 検討 中 で あ る 。
(6) 水道水 の 臭気物質 の 研究 : 環境汚染に よ
る 水質悪化 に伴 っ て 全 国 各地 で 発生 し た カ
ピ臭 の 原因物質 と し て ， こ れ ま で に 放線菌
や藻類， カ ピ類か ら 数種 の 臭気 物 質 を 分
離， 証 明 し た が ， 現在粘菌類や担子菌類 の
発生す る カ ピ臭物質， そ の 他 の 臭気成分に
つ い て 研究 中 で あ る 。
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歯 科 口 腔外科
本学歯科 口 腔外科は ， 診療科 と し て 昭和54年
4 月 開設 さ れ ， 同 年 10月 1 日 ， 附属病院 の 開 院
に 伴 い ， 東京医科歯科大学 よ り 戸塚盛雄先 生が
当科初代教授 と し て 着任 さ れた。
そ の 後 ， 順 次 山 本康一講師 (55年 に助教授 に
昇進 ) ， 渡辺 裕助手， 森川 正 俊歯科技工士， 前
田 清美歯科衛生士， 相沢貴美子文部事務官 の ス
タ ッ フ が 集 ま り ， 協 力 し て ， 外来， 病棟， 医局
の 整備 が すす め ら れ た 。 当初， 外来治療用 ユ ニ
γ ト は 3 台 ， 西二階病棟に病床数 4 床 を 得 て 診
療が開始 さ れた。
か つ 昭和55年 4 月 よ り 臨床医学系総合講義 と
し て 歯科 口 腔外科学が ， ま た 同年 9 月 か ら 学生
へ の 臨床実習が開始 さ れた。
ま た 当 科 の 医 局 は 昭和56年 9 月 よ り ， 病院一
階 よ り ， 現在 の 共 同 研究棟一階に移転 し た。
昭和57年 7 月 ， 戸塚教授 の岩手 医科大学歯学
部 へ の 御転 出 に伴 い ， 翌 昭和58年 1 月 ， 札幌 医
科大学 よ り 古 田 勲教授が二代 目 教授 と し て 着
任 し た。
富 山 を は じ め北陸三県 に は 従 来 よ り 歯科大学
は な く ， 本県 に お い て も 口 腔外科を標携す る 専
門機関 は 皆 無 で あ っ た。 そ の た め顎顔面領域 の
炎症， 外傷， 腫虜 を は じ め と す る 口 腔外科疾患
の歯科， 医科界 よ り の 紹介 が年 々 増 加 し て き
た 。 さ ら に ス タ ッ フ が強化充実 さ れ， ま た外来
ユ ニ ッ ト も 5 台 に 増 え ， 昭和58年 1 1 月 よ り 当科
の 病床数 も 10床 と 倍増 し た。 ち な み に 昭和59年
度 1 年間 の 当科病床稼働率 は ， 13 1 . 8 % と 報告
さ れ て い る 。 同 時 に 日 本 口 腔外科学会 の認定医
研修機関 に指定 さ れ， 近い 将来， 当科 よ り 口 腔
外科の認定医， 指導医 が生 ま れ よ う 。 ま た 当科
は昭和61年度 よ り 講座への昇格が決定 し た 。
学生教育 に 関 し て ， 現在， 診療科 の た め講義
時 聞 は 15時間 と 少 な い が ， 週 4 日 の 臨床実習 と
あ わ せ ， 医学部学生が必要不可 欠 な 歯科学， 口
腔外科学習 得 の た め ， 努 力 を は ら っ て い る 。 講
義 内容 と し て は ， 歯科学一般 (歯 の 発生学， 保
附 属 病 院
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存学， 補綴学， 歯科矯正学等) か ら 始 ま り ， 口
腔外科学 と し て ， 顎顔面領域 の炎症， 外傷 (上
下顎骨折 ) ， 顎関節疾患， 奇形 (唇顎 口 蓋裂)
神経疾患， 嚢胞疾患， 良性 ・ 悪性腫湯 ， 顎顔面
補韻学， 口 腔 と 全身疾患等 に 関 し講義を行 っ て
き た。 と く に こ れ ら疾患 に 関 連 し て 生 ず る 岐
合 ， 阻日爵 お よ び言語機能 の 障害 と そ の 改 善 に つ
き ， 重 点 的 な 学習 の配慮を は ら っ て い る 。 さ ら
に ， 口 腔外科学 の権威 ， 塩 田 重利教授 (東京医
科歯科大学) ， 小浜源郁教授 (札 幌医科 大 学)
に非常勤講師 と し て お願し 、 し ， 学生へ の講義 の
充 実 を は か っ て い る 。 ま た 臨床実習 で、 は ， ま ず
学生同志， お互 い に 口 腔 内 の 印 象採得を行わせ ，
自 分 の顎態模型を作製す る こ と か ら 口 腔機能 の
認識 を新た に さ せ ， そ の 上で外来， 病棟， 手 術
室 で の 見学， ア シ ス タ ン ト ， 症例検討， 討議等
をすす め て い る 。
一方， 当 初 に お け る 研究 は ， 従来 よ り 口 腔癌
に 関 す る 研究 を一貫 と し て 進 め て い る 。 す な わ
ち ， 組織培養法に よ る 属平上皮 癌 の 細胞動態学
的検索 を行 い ， かつ 制癌剤， 放射線等 の 効 果 な
ら び に 治療法の研究を進 め て き た。 ま た従 来 よ
り 培養が極め て 難 し い と さ れ て き た エ ナ メ ル上
皮腫， 悪性黒色腫等 に 関 し で も ， 組織培養法， 病
理組織学的， 電顕的研究 と あ わせ 多 角 的に検討
を 行 っ て い る 。 さ ら に 口 腔癌治療後に後遺す る
顎顔面欠損症例 の 治療法 と し て ， 古 田 ら の 開 発
し た 中空体顎補綴 を適用 ， 顔面補績 と あ わ せ頃
合 ， 阻鴨機能検査 な ら び に言語機能 の 改 善に 関
す る 音声 学的研究 を推進， 発表 し て き た。 本年
よ り ， 桜木正 昭 (歯博)， 寺 田 周 明 ( 医博〉 の 各協
力研究員 が誕生 し ， 種 々 研究 の ア ド バ イ ス を い
た だ い て い る 。 古 田 は 本年 10月 に 第28回 日 本 口
腔科学会 中部地方会を， ま た 昭和62年 5 月 に は ，
第 4 回 日 本顎顔面補顔学会総会 を 主催す る 。
診療科 と し て 当 科 は 口 腔外科疾患 の み な ら ず
一般歯科治療 も 特に院 内患者， 職 員 ， 学生に対
し 積極的に行 っ て き た。
ま た ， 関連 医療機関 と の協調 の 下 に地域医療
に貢献 し て き た。 一昨年来， 富 山赤十字病院 ，
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砺波総合病院 に お の お の歯科 口 腔外科が開設 さ
れ ， 当科 の 助 手 が常勤 と し て 奮 闘 し て い る 。 ま
た 富 い る 山歯科 口 腔外科懇話 会 を 毎 年 開 催 し
て O 現在 当 科 の ス タ ッ フ の う ち ， 山 本康一助教
授 は ， 西 ド イ ツ ボ ン 大学顎外科に 出 張 中 で あ り ，
こ の 他 に沖 田 進 ， 水分寿雄助手 と 医員 6 名 ， 大
学院 2 名 ， 技官 2 名 ， 事務官 1 名 ， 研究生1 1名
で あ る 。 因 に 当 科 の野球チ ー ム 名 は ， Big Jaws 
と 勇 猛 で は あ る が と ん と 勝利 の 美 酒 を飲 ん だ た
め し が な L 、。
和漢診療部
附属病院 の 中 に和漢診療部 を設置 し よ う と い
う 構想 は ， す で に 医科薬科大 学 の設立が な さ れ
た 時 に で、 き あ が っ て い た と 聞 い て い る 。 医科 と
薬科 の有機的 な 結合 の ひ と つ の 具体的 な 場 と し
て 考 え ら れた も の で あ る 。
実 際に そ の 活動 の 一歩 を 記 し た の は 昭和54年
10月 ， 今か ら 6 年前で， 附属病院 の 開 院 と 同 時
で あ る 。 寺沢， 土佐の二人 の 医 師 と ， 外来看護
婦 の 門 口 ， 事務官 の篠川 の 4 人 の所帯。 そ し て
病棟は西 2 階に脳外科， 歯 口 科等 と 雑居 の 形 で
5 床 を運用 し た 。
開 院 前 の 予 想 で は ， 外来 の患者 さ ん は 1 日 に
5 - 6 人 で は な い か と い わ れ て い た が， 昭和54
年 10月 は 1 46人， 1 1 月 ， 2 1 4人， 12月 、 1 6 1 人 と
新患は増加 し 再来を含め た 月 間延人数は55年
1 月 に早 く も 1 ， 000 人 の 大 台 を 越 え て し ま っ
た。 昼食 は 早 く て 午後 4 時， 遅 い と 6 時過 ぎ の
昼食 ? と な っ た も の であ る 。 病棟 の 回 診， 指示
室書 き は 当 然， 準夜帯 に な り ， 病棟 の看護婦 さ
ん た ち に は ず い 分 と ご 迷 惑 を か け た 次 第 で あ
る 。 薬剤J部 の 皆 さ ん の 総 力 を 挙 げ て の ご 協 力 も
特筆 し な け れば な ら な し 、 。
昭和55年 6 月 か ら ， あ ま り に増加す る 新患患
者 に 対応 し き れず， 医 師 の 紹 介状を持た な け れ
ば受診資格 が な い こ と と し た。 患者 さ ん に は ひ
ど い 仕打 ち を し た こ と に な っ た が， こ の 制度 の
導入に よ っ て ， 前匿 と の ト ラ ブ、 ル も 皆 無 と な
り ， ま た和漢治療 が 本 当 に必要な患者 さ ん が来
院す る よ う に な り ， 今振 り 返 っ て ， よ い 決 断で
あ っ た と 考 え て い る 。
昭和田年 7 月 に は 今 回屋が助手 と し て 就任。
引地獄で仏" に 出 会 う と は こ の こ と と 喜ん だ 。
外来担 当 の看護婦 は 西 中 に バ ト ン タ ッ チ さ れ ，
そ の後 ， 端崎 も 加 わ り 二人体制に な っ た。 ま た
医事課か ら大橋が派遣 さ れ受付け業務を担 当 し
て く れ る よ う に な っ た。 こ の年 の 月 間延患者 は
1 ， 500 人， 1 1 月 には最高 の 1 ， 88 1 人 を 記録 し て
い る 。 東 3 階病棟 の開設に伴い ， 病床は 10床 の
利用 が許 さ れた。 科学技術庁 の研究班 「証 と 経
穴 の 実証 に 関 す る 特定総合研究J の 班 員 と な
り ， 疲血病態 の 解 明 に と り 組みは じ め た。 ま た
学生 の 講義 「和漢薬論」 と 外来実習 が始 ま っ た
の も こ の年か ら で あ る 。
昭和56年， 伊藤が千葉大学卒業 と 同 時に研修
医 と し て 入部 ， ボ ー ノレ ペ ン を 耳 に は さ ん で病棟
を文字通 り 飛 び 回 っ て く れた。 薬学部 を卒業 し
た坂東， 飛川 が研究補助員 と し て 研究 の推進に
当 た っ て く れた。 癒血病態 と 血小板機能 @ 血液
粘度 と の 関 係 が 明 ら か に な っ た。 こ の 仕事 につ
い て は ， 中 検 の 桜川 教授， 薬剤部 の 堀越教授，
上野助教授 の お 力添え を得た。
昭和57年， 千葉大 よ り 三瀦を迎 え ， ま た 待望
の 本学第一期生， 松 田 ， 嶋 田 の 入局 で， 体 制 の
第一歩 が 固 ま っ た。 外来看護婦は 内沢， 受付け
窓 口 は松下， 田 口 ， 大森， 平野 と 受 け 継 が れ て
き た。
昭和58年， 本学第 2 期生 の新谷入局。 こ の年
の秋， 第 17 回 ， 和漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム の年次会長
を拝命 し ， 富 山県民会館 で 1 ， 300 名 を 集 め 無事
終 了 し た 。 慰労会 の 酒 の う ま か っ た こ と は 今 で
も 忘 れ ら れ な い 。
昭和59年， 本学 3 期生 の 高橋， 山 本 ， 平林，
島 田 ， 霜 田 が 入局。 と も か く に ぎ やか な 医局 と
な っ た。 研修 医諸君が皆， 腰 の あ た り に ポ シ ェ
ッ ト を下げ る と い う 風俗 が流行 し ， し み じ み と
ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン ギ ャ ッ プ を感 じ た O
こ の 年堀越が技官 と し て 就任。 9 月 ， 第 1 田
和漢医薬学会 が富 山 で、開催 さ れ， 熊谷会頭 の 事
務局 を担当。 ま た富 山県立中央病院 に 内科 (和
漢診療) が開設 さ れ ， 今 回 屋赴任。 外来看護婦
は渡辺 ， 前 回 。 そ し て 受付け は 高野， 竹 島， 野
沢， 村井， 島 田 が担当 し て く れた。
昭和60年， 第 4 期生 の 小林， 喜多 ， 塩 谷 ， 布
施入局。 城石が第 l 内科 よ り 移籍， 桜井重樹先
生が鳥取 日 赤 よ り 内地留学。 5 月 17 日 ， 文部省
訓令に よ り 中央診療施設 と し て 認可 さ れた。 東
3 階病棟では 島 田 婦長 ， 和漢担当 の 山吉等 の 手
に よ り 「和漢看護 マ ニ ュ ア ル 」 が完成， 病棟 も
充実 し て き た。 正念場は こ れか ら で あ る 。 (敬
称は 略す。 〉
検査部
近年， 診 断技術 の 著 し い進展は 高性能 自 動機
器 を駆使す る 臨床検査技師 に よ る 中央 シ ス テ ム
化 さ れた検査体制 の確立を も た ら し た。
検査部基本構想は ， 昭和52年， 前副学長兼病
院長小林牧先 生 を 中心 と し て 作成 さ れ， 検査部
運営委員会 で54年 10月 10 日 の 開院期 日 を 目 標 と
し て 基本 的準備 が行われ， 54年 8 月 15 日 着任 し
た桜川 信 男 教授が 同 委員会 の 協 力 で ， 診察上不
可欠 の機器 の 導入 と 優秀 な 人 材 の 確 保 を 進 め
7こ。
開 院 時 の ス タ ッ プ は部長 (桜川 信 男 教授J ， 技
官 〔松 田 正毅技師長， 大 門 良 男 ， 内 記三郎， 奥
田 忠 行 ， 林 史郎， 江尻哲， 吉 田 郁子， 村 田 み
ね子， 柴 則子， 竹 内久江 (59年退職)J ， 事務
官 (瀬戸美和子， 補佐員 ( 内藤静江〉 で あ っ た
が， そ の 後， 桑原卓美， 坂本純子， 木屋千 恵
子 ， 野 手 良 剛 ， ; 1  I 烏猛志 ， 服部 浩 明 (57 年 退
職) ， 角 田 美鈴， 野手姫代美 (59年転属) ， 丹羽正
弘 (58年退職) ， 加藤正彦， 島崎伊津子， 細谷孝
子 お よ び 山地裕子が加 わ り ， 増加 の一途 を た ど
る 業務に取組 ん で、い る 。 総面積は 1543m2で， 検
体検査部 門 は ， 検体 の共通性か ら血液， 生化学
お よ び血清部 門 が 同 一 フ ロ ア と な り ， 細菌， 生
理， 内視鏡 お よ び病理部 門 は ， そ の 特殊性か ら
独立 し た室 の体系 を と っ た。 一方， 主 治 医 が夜
間 自 由 に使用 で き る 緊急検査室 も 開設 さ れ て ，
重症患者や救急患者 の検査に対応 し た。
検査部 の 基本 的 な 役割は 臨床各部 門 へ正 確 な
情報を敏速に提供す る こ と で あ る が ， 検体数は
開 院 以 来増加 を 続 け て ， そ の 後 5 . 5 ヶ 年 を 経た
今 日 で は ， 技官 1 人 あ た り の処理数は 開 院 時 の
約 3 倍 と な っ て い る 。 一方， 日 進 月 歩 の 検査技
術 の 導入に努 力 し つ つ ， 大学病院 の 機能維持に
つ と め て も ， 検査部 内 で の処理に は 限 界 が あ
り ， 一部検体 は 民 間 検査機関へ依託 さ れた。 開
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院 5 年 目 迄 に副技師長 (大 門 良 男 〉 お よ び主任
臨床検査技師 ( 内 記三郎， 奥 田 忠行) が発令 さ
れ， ま た検査部 内将来検討委員会 を 設 定 し ，
CPU 導入 に よ る よ り 機能的 な 運 営 を 計 る べ く
努 力 し ， 一方， 59年 7 月 よ り 病理部 門 は 病理部
と し て 病院 内 で独立 し 発展が期待 さ れ て い る 。
検査部 の重要な役割に研究 と 教育 が あ る が，
55年 4 月 高橋 薫助手 が着任 し ， 57年 8 月 米国
留 学後 ， 近藤信一助手 が着任 し た 。 59年 8 月 高
橋助手が帰国 し 60年 4 月 助教授 に 昇任 し ， 近
藤助手が 同年 5 月 米国留学後， 佐藤伸二助 手 が
着任 し た。 研究生は 湯浅和典， 丹羽正 弘， 金 堂
要， 丹羽知登世， 前 田 美雪が研究 に没頭 し ， 遊
道浩子が補佐員 と し て そ の お世話を し て い る 。
研究 テ ー マ は① 「血友病治療薬 の 経 口 化 に 関 す
る 研究(一般研究 B : 57480460) J ， ② 「 ア ン チ ト
ロ ン ビ ン 目 異常症にお け る 分子異常解析 と そ の
血栓症治療へ の 応用 (一般研究 B : 58480434) J  
お よ び③総合研究 A (分担) ( 田 中健三班， 浅 田
敏雄班〉 ④厚生省科学研究班 (小宮正文班， 安
部英班， お よ び風間睦美班) を 主軸 と し ， ⑤和
漢薬 の 凝血系に及ぼす影響， ⑥へ パ リ ン 依存性
蛋 白体 の 研究 を 行 い ， 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 4 回 ， 国
内 シ ン ポ ジ ウ ム 8 回 ， 英文論文22編， 邦文論文
89編 の業績を挙げ て い る 。 一方， 現場 の技師 も
上記 の ご と く 多忙 な 毎 日 に も かかわ らず， 技 師
会や 臨床病理学会へ46回 の 発表 を 行 っ て い る 。
教育 は ， 医 ・ 薬学部学生に対 し ， í臨 床 検査
診 断学」 の講義を担当 し 他 に 内 科学 と 小児科
学 の 一部 と し て の 「血液学」 の講義 を分担協 力
し ， 同 時 に 医学部 5 年生 の ポ リ ク リ 教育 を行 っ
て い る 。 ま た ， 大学院生( 風 間 嘉 晶 ， 山 岸 良一〉
お よ び研究生 の教育， 指導 も 行 っ て い る 。
以上， 検査部 の沿革につ い て 述べ て き た が，
検査部 の 役 目 は重大 で あ り ， か つ 多 岐 に わ た る
も の で あ り ， 病院運営 の 円 滑化 と 共に研究に よ
り 技術 開 発に寄与す る こ と が大 切 で あ り ， 一方
臨床検査 の意義 の認識 を 目 的 と す る 学生教育 に
も 大切 な 責務があ る 。
手術部
「世 の 中 に ， た え て 手 術 の な か り せ ば ， 患者
の 心 は の どけ か ら ま し」。 手 術 な し に す べ て の
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医療が可 能 で あ る と し た ら ， 患者 に と っ て こ ん
な 福 音 は な い だ ろ う 。 し か し 現実 は さ に あ ら
ず ， わ が 手 術部 で、 は 毎 日 十数例 の 手 術 が 行 わ
れ ， 年 間 総数 3 ， 000 例 を 越 え て い る 。 部 長 (兼
任 ) ， 副 部 長 ， 助手 2 ， 看護婦 (土) 2 1 ， 技師
3 ， 技能 員 2 ， 事務員 1 の ス 夕 、ソ フ が ， 手術部
を 利用 す る 医 師 が最大 の 力 を 発 揮 で き る よ う 心
掛 け て い る 毎 日 で あ る 。
54年 10月 の 附 属病院 開 院 と と も に ， 手術部 l工
業 務 を 開 始 し た 。 そ の と き は ， 手術器械 の 滅 菌
は 大丈夫か ， 若 い ナ ー ス は 器械 出 し が で き る だ
ろ う か ， 患者 の 生命 は 守 ら れ る だ ろ う か と 江川
婦長 と 心配 し た も の で あ る 。 こ れ ら の 心配 も 間
も な く 吹 き 飛 ん で， 予 想 以 上 の 手 術件 数 の 中 に
入 っ て 行 っ た。 そ し て パ イ オ グ リ ン ル ー ム 2 ，
手 術 用 X 線装置 4 ， 手 術 用 顕微鏡 4 ， 手 術 実 況
撮影用 カ ラ ー テ レ ビ 装置 2 ， マ ッ ケ ・ ハ ッ チ ウ
ェ イ 方式 の 完備 し た 9 手術室 か ら な る 本邦 で も
有数 な 手 術 部 が 完 成 し た 。 手 術器械 も 年 々 整備
さ れ ， 各科 の 基本 的 な 諸 子 術 の ほ か に ， 人工心
肺 に よ る 開 心術， 腎移植術， 問 自l照射 子 術 ， 食
道癌根 治 手 術 ， 開 頭 術 ， 関節全置換術等 々 第一
械 の 手 術 が 行 わ れ て い る 。 手 術部 は ， 手 術 の 直
接 ・ 間 接 介 助 ， 麻酔 の ほ か に 次 の 各種 業 務 に よ
っ て 支 え ら れ て い る こ と を忘 れ る こ と は で き な
L 、 。 血液 ガ ス ・ 血 清 電 解 質 な ど の 測 定 ， 手 術部
内細菌数 ・ 手洗 い 装置 の 清潔度 の チ ェ ッ グ ( 中
丸 勝人 ) ， 麻酔器 ・ 人工呼吸器 ・ マ ッ ケ 手 術 台 ・
キ ュ ー サ ・ レ ザ ー 装置 ・ 手術用 顕徴鏡 ・ 人 工心
肺 ・ 大 動脈パ ル ー ン ポ ン プ等 々 大 型手 術誌械 の
点検整備 (高道昭一) ， 手 術 中 の X 線 透 視 ・ 撮
影 (奥野政一 ) ， オ ー ト ク レ ー ブ ・ エ チ レ ン オ
キ サ イ ド ガ ス 滅菌， 高圧窒素 ガ ス の 管理 (塚本
博 ) ， 手 術 衣 ・ 各種 リ ネ ン の 整備 ， 手 術 部 内 清
掃 (酒 井 キ ミ 子 ) ， 手術伝票 の 整理 ， 物 品 調達 ，
電話連絡 な ど の受付事務は神 谷 〔 旧 姓西 rl� ) 民
子 か ら 小林恵利子 へ と 引 継 が れ た 。 一方 ， 手 術
部職員 は 業 務 の 進 歩 改 善 を 目 指 し て 日 夜研究 を
重ね て い る 。 手術部 内細菌数 の 変動， 手 術 X 線
撮影 の 特殊性， レ ザ ー 光線 の 安全 な 使用 ， 術 前
訪 門 ， 手 術患者体位， 患者体温 の 変 動 等 々 全 国
の 手術部学会 な ど に 発表 L ， 高 い 評価 を 受 げ て
L 、 る 。
こ の 5 年半 の 部 内 人事兵動 と し て は ， 助教授
(副部長) が宮崎久義か ら 佐藤根 敏 彦 へ ， 婦
( 士) 長 が江川 ア ツ 子 ， 桂木史， 松 旧 公夫 と そ れ
ぞ れ 引 継 が れ ， ナ ー ス も 多 く の 交 代 が あ っ た。
開 院 以 来 の 念願 で あ っ た 仕 事 の 能率 向 上ば ， 外
注 に よ る 手 術 部 内 清掃 ， 全 自 動洗滋器 の 導入 ，
手 術 器械 の セ ッ ト 化 ， 看護手!I慎 の 作 成 な ど に よ
り 逐次達成 さ れ つ つ あ る 。 器械は購 入 で き て
も ， 人 は増 や せ な い 厳 し い 現況 で は ， 緊 急 手 術
で は 外科医 か ら 器 械 出 し を や っ て も ら う こ と も
あ る 。 し か し ， ど ん な に忙 し く と も 一刻 を 争 う
帝王切開 術 な ど は そ の対応策を講 じ て お か ね ば
な ら な し 、 。 手術患者 の 安全 に 関 し て ， 本 手 術 部
は お お む ね好 ま し い 方 向 へ と 歩 ん で い る と 思 わ
れ る 。 そ の 理 由 と し て ， 各科 の 周 到 な やtf 前 準
備 ， 手術器械等 の 準備 ， 術 中管理， 術 者 の 1 人
が必ず伴 う ハ ッ チ ウ ェ イ を 越 え で の 患者輸送 ，
同復室か ら 病室 へ の 引 継 ぎ と 全 く 省略 の な い こ
と が 挙 げ ら れ よ う 。 千 術患 者 が 自 ら の体 を 守 る
に い か に 非 力 で あ る か は ， 他施設 て、 の 事故例か
ら も 推察 で き る 。
手 術 部 は 病院 内 で長 も チ ー ム プ レ イ が 要求 さ
れ る と こ ろ と 自 負 し ， 術 者 と の 日 常 の 接 し 方 は
も と よ り ， 忘年会 な と、 で、 は 手 術部利用 者 と の 好
ま し い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を つ く る よ う 努 め て
い る 。 恒例 の忘年会は 100 名 に も 膨れ あ が る 盛
況 と な っ た の は 感謝 し た し 、 。 開学十周 年 と は い
え ， 手 術 部 は 発足 5 年半 ， ま だ ま だ こ れ か ら と
い う と こ ろ で あ る 。 た ゆ ま ぬ努 力 を重 ね て ， 設
備 も そ の 内 容 も 東洋 ー を 目 指 し た い と 思 う 。 各
位 の 相変わ ら ぬ ご 指導 ， ご 支援 を お 願 し 、 す る 次
第 です。
放射線部
欣射線部 は 昭和54年 4 月 に 柿下教授 を 部 長 と
し て 4 名 の 技 師 (倉 西 ， 中村， 利波， 新谷〉 で
発足 し ， 同 年 10月 の 開 院 時 に は 3 名 の 技師j (安
井 ， 野原 ， 大塚) と I 名 の 事務職員 ( 中) 1 1 ) を
加 え て 業 務 を 開 始 し た 。 そ の 後 ， 55年 4 月 に 6
名 の 技師 (池 田 ， 衷戸， 熊 谷 ， 稲垣， 伊藤， 吉
田 〉 と 事務職員 l 名 (園部 〉 が 加 わ り ， 56年 2
月 に は 1 名 の 事務職員 (淳井 ) ， 同 年 4 月 に は
技師 l 名 (水木〉 が増員 さ れ ， 新設医科大 学 の
放射線部 と し て の人員 が充実 さ れた。 そ の後 の
異動 と し て は58年 1 2 月 に大塚が結婚 の た め 退職
し 代わ り に59年 4 月 よ り 森が加 わ り ， 60年 2 月
に は 発足以来空席 で あ っ た助教授 (副部長〕 に
放射線医学教室 の 羽 田 講師が昇任 し た 。 ま た ，
同 年 4 月 に は野原が 国立療養所高山病院へ技師
長待遇 と し て 栄転 し 代わ り に市川 を 採 用 し
て ， 現在 ， 部 長 (兼務) ， 副部長， 技師 1 4 名 ，
事 務職員 3 名 で放射線部 の運営 に あ た っ て い
る 。
設備的に は 開 院 当 時は大学病院 の放射線診断
に 最少限必要 と な る X 線撮影装置 7 台 ， X 線 テ
レ ピ 2 台 ， ガ ン マ カ メ ラ 1 台だ っ た が ， 55年度
に は 撮影装置 3 台 ， テ レ ビ l 台 と 頭部用 X 線 C
T と 超音波診 断装置 3 台 が追加 さ れ， 56年度に
は 影撮装置 l 台 ， 多 結 晶 型 ガ ン マ カ メ ラ ， シ ネ
循環器 X 線診 断 シ ス テ ム が設置 さ れた。 ま た ，
56年 6 月 に は 高 エ ネ ル ギ 一 治療棟が オ ー プ ン
し ， リ ニ ア ッ ク お よ び ラ ル ス ト ロ ン の 治療 用 装
置が設置 さ れ ， 本格的な放射線治療 が 始 ま っ
た 。 さ ら に 同 年 10月 に は病院全体 が待望 し て い
た全身用 X 線 C T が設置 さ れ， 名 実 と も に地域
の 中核病院 の放射線部 と し て 機能 で き る 体制が
整 っ た。 そ の 他 と し て は58年度 に は ECT 付 ガ
ン マ カ メ ラ ， 59年度 には デ ィ ジ タ ル サ ブ ト ラ ク
シ ョ ン ア ン ギ オ 装置が設置 さ れ， さ ら に充実 し
た 放射線部 と な っ て し る 。 放射線診療技術 や 装
置 の 発展は 日 進 月 歩 であ り ， そ れ に対応 し て い
く こ と も 今後は必要であ り ， 60年度 に は 悪性腫
湯温熱治療 シ ス テ ム の導入が決定 し て い る が ，
他 に も 核磁気共鳴 C T 装置 (MRI) ， 医用画像
情報を統括管理 し て 診療支援体制を整備す る と
と も に ， そ れ ら の有効利用 を 図 る た め の コ ン ピ
ュ ー タ シ ス テ ム の導入を計画 し て い る 。
大量 の 検査等 を少数の 技師 で処理 す る た め
に x 線撮影部 門 で は レ イ ア ウ ト お よ び機器導
入上で省 力化を検討 し 実行 し て い る 。 レ イ ア
ウ ト 的に は撮影室 の操作 ス ペ ー ス を ワ ン ル ー ム
と す る こ と に よ り 技師 の動線を短 く し 設備的
に は カ セ ッ テ レ ス 撮影台 や 明 室 で フ ィ ル ム の 処
理 が で き る 機器 を導入 し ， 作業効率 の 向 上 と 患
者 サ ー ビ ス に努 め て い る 。
し か し 放射線診療業務は基本的に患者 と の
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マ ン ツ ー マ ン で行われ る も の で あ り ， こ れ ら の
機器導入に よ る 効率化に も 限度 が あ る 。 最近 の
資料に よ る と ， 技師 l 人が処理 し て い る X 線撮
影量は 全 国 々 立大学病院 の ト ッ プ と な っ て お
り ， 技師不足は極限に達 し そ の不足数は 約 10
名 と 算 出 さ れ て い る 。 こ の よ う な過度 の 技師不
足 の状況 の 中 で も 大過 な く 診療 を 行 え る の は ，
放射線部職員 の対患者意識 に支 え ら れ て い る も
の と 考 え ら れ る 。
大 学創立十周年を迎 え ， 今後 の課題 と し て は
技師 の増員 が最急務であ る こ と は い う ま で も な
い が ， 病院勤務者各位が ル ー ル を厳守 し て 放射
線部へ御協力下 さ る こ と も 肝要で あ る 。 今後 も
皆 様 の 御理解 と 御支援を賜 り ， 最先端 で ， か っ
有用 な 放射線診療 を 支 え て い き た し 、 と 考 え て い
る 。
材料部
昭和54年 10月 の 附属病院開院に先立 ち 7 ， 8 
月 の う だ る よ う な 暑 さ の 中 ， 材料部取 り 扱い物
品 と な る デ ィ ス ポ ー ザ フ、 ル製 品 の選定各 セ ッ ト
器材 の種類 と 数 の 決定等 々 につ い て 材料部長 の
藤巻教授， 副部長上山助教授 ， 委員 の諸先生方
そ し て 事務の方 々 と と も に大会議室 に 集 ま り ，
器材を実際に手 に と り ， あ れ こ れ と 選定 し た こ
と ， ま た 開 院 を 1 カ 月 後 に控え た 9 月 7 日 全 自
動超音波洗浄機が試運転 を 開 始 し 続 い て オ ー ト
ク レ ー ブ ， ガ ス 滅菌機が作動， 開院へ の 緊張感
を 盛 り あ げ て い っ た こ と 等 が つ い 先 日 の よ う に
思 い 出 さ れ る 。 今 開学十周 年 を 迎 え ， 附属病院
材料部 の 約 6 年 の歩みを振 り 返 り ， 今後 の 材料
部 が ど の よ う な役割を期待 さ れ る か ? 私 の 考 え
を 少 し記 し て み た い と 思 う 。 当 院材料部 は そ の
中核 に病棟直結 の エ レ ベ ー タ を有 し 病棟 と の 動
線 の短縮， ま た 清潔物 と 不潔物 と が 交差 し な い
構造 で あ る こ と ， 器材が カ ー ト に セ ッ ト さ れ た
ま ま 滅菌 さ れ清潔 ノレ ー ム か ら 専用 エ レ ベ ー タ ー
に よ り 病棟に払い 出 さ れ保管庫 と な る 等近代的
感覚 の も と に運営 さ れ て い る 。 こ の こ と は 開
院 以 来県 内外 の 医療関係者 が多数見学に訪れて
い る こ と に よ っ て も 明 ら か で あ る 現在， 材料部
で行われて い る 滅菌業務は開院時に比 し 注射器
だ け で も 約20倍 の量 と な っ て お り 昭和国年 の 低
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温 ガ ス 滅菌機 の購入に よ り 滅菌材料部 と し て は
そ の 役割を十分に果た し て い る と 思 っ て い る 。
し か し 日 進 月 歩 の 医学 の進歩 を考 え る 時， 材料
部 と し て の 役割は滅菌がほ と ん ど で あ っ て は な
ら な い と も 考 え て い る 。 院 内 で使用 さ れ る M E
器械 の 整備 ， 保管を 責任を も っ て 行 い常 時 (24
時間) 医療が必要 と す る 時， 最 良 の状態で必要
な所に送 り 出 す こ と も ， こ れか ら の 材料部 の 役
割 と し て 重要な分野 のーっ と 考 え る O 開学十周
年 を 迎 え る に あ た り 大学 と 共に歩み 発展す る 材
料部 で あ る よ う 一層努 め て い き た し 、 。
輸血部
本学基本設計 に 際 し ， 初代小林院長は大学附
属病院 で の診療， 臨床研究上当部 を重視す る 卓
見 か ら ， 他 の新設医大 に類 を み な い 5 室 187 m' 
と し 、 う 破格 の 規模 を 策定 さ れた。 そ の後他部 門
と の 調整か ら 多 少修正縮小 さ れた が ， 後述 の諸
機器整備 に 関 し て も 強 力 に支持 さ れた。 一方 で
は 富 山県赤十字血液セ ン タ ー と の 緊 密 な連繋態
勢 の も と に ， 新設校 の学 内措置に よ る 輸血部 と
し て は 群 を 抜い た 整備 が な し と げ ら れ ， 無事故
を 保 ち 得 て い る こ と は ， ひ と え に 関係各位 の お
陰 に よ る 。
人員 面 で は ， 学 内措置 の 関係上， 54年 10月 の
開 院 時 に は部 長 に 山本教 授 が 就 任， 高道技師
(手術部人工心肺担当併任〉 が 発令 さ れ て ， 激
務に苦労 し た 。 ょ う や く 55年 4 月 よ り 専任者 と
し て 輸血検査業務に堪能 な 西野技師 を迎 え ， 寡
勢を克服す る た め の機械化に努め る 一方 ， 奥野
技官 (手術部兼務57年 4 月 ) ， 桑原事 務 官 (医
事課兼務58年 2 月 〉 に加 え て 増山技師 (非常勤
60年 7 月 〉 の 配 置 を 得 る に至 っ た。 そ れ で も な
お 月 間 3， 000 件 を 超 え る 多量 の血液製剤 の 入 出
庫管理に忙殺 さ れ て お り ， 輸血部本来 の 仕事 で
あ る 輸血適合性判 定 の た め の ， よ り 高度 の免疫
学的検査， 感染症供血者 の鑑別等 の 作業 に 努 力
し つ つ あ る が ， 目 標達成は特殊診療部概算要求
の 承認 に ま で ま たね ば な ら な し 、 。
さ ら に ま た大学輸血部 の 使命 の 一 つ で、 あ る 血
液診療， 学術研究面 で の 指導的立場を 確立す る
こ と では ， 第 3 内科佐 々 木教授， 井上助教授( 当
部副部長〉 ら のバ ッ グ ア ッ プ を得， 開 院 と 同 時
に血液成分分離機 IBM2997 を全国 に先駆け て
2 台 導入 し ， 年間 100 件 を 超す血紫交換等 を 処
理す る 一方 ， 増加 の 一途を た ど る 血小板， 頼粒
球採取等 を 円 滑 にす る た め ， 58年 10月 CS 3000 
を補充稼動せ し め る な ど尖端的 な 態 勢 を 整 え
TこO
さ ら に60年 1 月 ， 藤巻教授 の部長就任 と 同 時
に セ ノレ ソ ー タ - Epics C を購入 し ， 当部 は常 に
全 国 新設医大 の ト ッ プ レ ベ ル に あ る こ と を 目 指
し て ， 一層 の精進を続け て い る 。
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン と い う 語はす で に 受 け 入
れ ら れ ， 身体障害者 の社会復帰 の た め の 医療 の
最終段階を受 け持つ場 と し て 理解 さ れ て い る 。
し か し そ の実際的 な機能 ・ 組織につ い て は ま
だ十分に理解 さ れ て い る わ け で は な い の が現状
で あ る と い わ ね ば な ら な し 、 。 そ こ で ， 本学に お
い て は ， 特殊診療部 と し て ， 理学療法部 と い う
呼称に と ら わ れず， リ ハ ピ リ テ ー シ ョ ン 部 と し
て 組織作 り が行われ， 新設医科大学 と し て は 最
大 限 の設備， 人的な配慮 が な さ れ て 来た の で あ
る 。 そ の 結果， 開院以来 6 年間 ， 大 病院 内 で の
リ ハ ピ リ テ ー シ ョ ン施設 と し の 責 を大過な く 果
た し て 来 る こ と が で き た と 考 え て い る 。
実際 の 診療が開始 さ れた 昭和54年度 を 前 に し
て ， 理学 ・ 作業両療法士 の資格を持 っ た 田 村茂
が採用 さ れ， 整形外科 ・ 辻 陽雄教授， 玉置哲
也助教授 ら と と も に， こ の部 の 基礎作 り と し て
の 基本設計， 設備選定な ど に取 り 組ん で い た。
開 院半年後に， 碇康子理学療土が加わ り ， 臨床
症例 も 徐 々 に増加す る に従い多忙を極め る よ う
に な り ， さ ら に l 名 の 療法土 の増員 が認め ら れ ，
松平洋子作業療法土が着任， 言語療法 も 担当 す
る こ と に な っ 7こO
チ ー ム ワ ー ク が要求 さ れ る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ
ン 医学 の 場 に お い て 3 人 の療法土 と ， 事務職
員 l 名 と 兼任 の 医 師 2 名 で は 患者 に対す る 精神
面 で の ア プ ロ ー チ ， 社会的 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン
面 で の そ れは十分に行 う こ と は 困 難であ る 。
し か し ， 各人が 時 に は心理療法士 と し て ， ま
た Social case worker と し て 患者 の社会復
帰 に 最大 限 の 努 力 を重ね て い る 。 毎週， 金 曜 日
午前 の カ ン フ ァ レ ン ス を通 じ て の 各 科 の 受 持
医 ， 看護婦 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を大切に し
つつ ， ポ リ ク リ 学生， 全 国 各地 の リ ハ ピ リ 学院
か ら の実習性， 県 内外 の病院か ら の研修生を受
け入れ， さ ら に各種学会で の 発表 な ど ， 教 育
面， 研究面 で も 責任を果た し て い る 。 ち な み に ，
開設後 6 年 の現在， ス タ ッ フ は下記 の と お り で
あ る 。
部長， 玉置哲也 (60年1 1月 よ り 辻 陽雄に 交 代) ，
副部長， 山 田 均 理学療法士， ) 1 1合宏 稲谷巌 作
業療法士， 松平洋子 事務官， 河原博之
透析部
当大学附属病院 の透析部 は 中央診療棟 の 3 階
に あ り ， 当初そ の運営に つ い て は 昭和54年 9 月
に 第 1 回人工透析室運営委員会が 聞 か れ ， 委員
長 に 片 山教授が選ばれ， ま ず透析室 に設置す る
機種の選定が行われた。 同 年 10月 15 日 に本学附
属病院 が 開 院 し た が ， 透析室 は ま だ 聞 か れ て い
な か っ た の で， 急性腎不全 の 治療 に は 外 科 ・ 麻
酔科 ・ 内 科 な ど の病棟で個人用透析装置 を 借 り
て 緊急透析 を 行 っ た。 昭和55年 4 月 に人工透析
室 の 人員 も 決 ま り ， 看護婦 3 人 と 森 田 技士 が 配
属 に な っ た。 さ ら に 6 台 の個人用 透析装置 と 水
処理施設が設置 さ れ 5 月 12 日 に透析室 の運営
が開始 さ れ ， 同年度 の透析人数は延 684 人 で あ
っ た。 昭和56年に は個人用透析装置 も 1 1 台 と な
り ， 重炭酸透析 ・ 高 ナ ト リ ウ ム 透析 ・ 血液漉過
な ど も 頻 回 に行われ る よ う に な り ， 同年度 の 透
析延人数 も 1 ， 000 人を越 し た 。
昭和田年 1 月 よ り 透析室は透析部 に昇格 し ，
病院 の 特殊診療施設 の 一員 と な り ， 部長に片 山
教授， 副部長に水村助教授が任命 さ れた。 本院
の透析部 は大学病院 と 言 う 性格上， 重症患者が
多 く ， 病棟に 出 張 し て の緊急透析が頻 回 に行わ
れ て い る 。 ま た定期的透析へ の導入 の 患者 も 多
く ， こ れ ら の患者は 安定 し 次第， 他院 に 紹 介 さ
れ ， ま た他院か ら シ ャ ン ト ・ ト ラ ブ、 ノレや そ の 他
の合併症 の た め 本 院 に 紹介 さ れ て く る 患者 も 少
な く な し 、 。
昭和58年 に は 本院 の 6 階に 腎移植 室 が 作 ら
れ， こ こ で も 透析 の た め の電源 ・ 給水 ・ 排水施
設 ・ 純水装置 な ど が設置 さ れ て い る 。 現在 ま で
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4 例 の 腎移植が行われ， 移植後 の 乏尿期 の 間 は
透析部 か ら個人用透析装置 を も っ て 行 っ て 透析
が行われた。
現在 の透析部 の ス タ ッ フ は 内科 ・ 小児科 ・ 泌
尿科か ら の多 く の 医 師 と 吉国婦長， 村藤 ・ 松 島
看護婦 お よ び森 田 透析士であ り ， 血液浄化療法
ば か り で な く 腎移植 チ ー ム の 一員 と し 腎不全患
者 の 治療 に あ た っ て い る 。 透析部 に勤務 し た看
護婦は上記 の ほ か に ， 酒井 ・ 川 田 ・ 宝 田 ・ 綱
谷 ・ 北川 ・ 石黒 ・ 森 田 の 諸 氏 で あ る 。
分娩部
開学十周年， 分娩部 に と っ て は 今年が 7 年 目
に あ た る 。 過去を ふ り か え っ て ま ず想 い 出 す の
が “分娩第一号凶 の こ と で あ る 。 当院最初 の分
娩 は ， 何 と 分娩室で は な く ， 手 術 室 で 行 わ れ
た。 骨盤位 (逆子) で， 胎児仮死 (分娩 中 に 赤
ち ゃ ん が危 険 な状態 に あ る こ と 〕 に 陥 り ， 泉教
授 を 中心に全員 で協議 の結果， 帝王切開に決定
し た わ け だ が ， こ の 時 の緊張 と 不安は， 長 い 過
去 の 経験 に も 類 を み な い 独特な も の で あ っ た。
そ の後 に は ， 開業医 よ り ， 帝王切開後， 出 血 が
止 ま ら な い (DIC) と い う 患者 が 紹介 さ れ て 来
て ， 手 術部 を は じ め ， 多方面 の方 々 の 協 力 を 得
て 一命 を 救 っ た こ と も 記憶 に 生 々 し し 、 。 供血に
御協力 い た だ い た学生諸君 も ， 今 は ， 一人前 の
ド ク タ ー に な っ て お ら れ る こ と と 思 う 。 家族が
ラ ジ オ 局 に 供血 の 呼びかけ を依頼 し た た め に ，
予定外 の 多 数 の人 た ち が， 病院に集合 し て く れ
た が ， あ ま り に多人数で， 必要な血液は も う 十
分 あ る の で， ど う か お帰 り 下 さ い と 説 明 し で
も ， “ せ っ か く 来 た の に 凶 と 随分， 我 々 が 叱 ら
れ た こ と を想 い 出 す。
明 る い 話題 と し て は ， 三つ子 の 赤 ち ゃ ん が二
組， 相次い で生 ま れ， 保育器 な ど を 医療器械業
者 の方 々 か ら 貸 し て い た だ し 、 て ， 無事育 て た こ
と が あ る 。 こ の 時 に は ， 小児科の先生方に大変
お世話 に な っ た。 最近では座産 (腰か け て す る
お産) を試み て ， 産婦 の 方 々 の多数か ら好評を
得た こ と も 記憶に新 し い 。
病院 の 立地条件 を 考 え る と ， 分娩件数は あ ま
り 多 く は な る ま い と 思 っ て い た が ， 年 々 増加 の
傾 向 に あ り ， 特 に 異常妊娠や合併症を も っ た妊
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婦 の 出 産 が増え て 来 て い る こ と は ， 教育 ・ 研究
機関 と し て も 喜ば し い こ と で あ る 。 こ の よ う な
状況を認識 し て ， 今後 は ， さ ら に病院 内各方面
と の協 力 を も と に ， 総合的， 積極的， 進歩 的 な
周産期医療を追求 し ， 北陸 の 中心的存在 と な る
べ く ， ス タ ッ フ 一 同 ， 精励 し た い と 心 に念 じ て
い る 次 第であ る 。
病理部
本学附属病院 の建設に 当 たっ て は ， 研究棟の
場合 と 異な り 時間的余裕 が あ っ た た め ， 関係者
一 同 で十分 な 積み崩 し を重ね る こ と が で き た の
で あ る が， そ の 中 で検査部， 特に病 理 検 査 室
と ， 病理解剖部 門 に つ い て は病理学教室側か ら
の 要望 が よ く 取 入れ ら れ た と い え る 。 組織診 と
細胞診 を 受 け持つ病理検査室 に は病院発足 の年
で あ る 昭和54年度 に は l 名 ， 翌年度 さ ら に l 名
がつ い て ， 計 2 名 の技官で現在 に至 っ て い る 。
こ の 間診断に 当 た る 教官 の定員 は な く ， 検査件
数 に は 著 し い 仲 び が あ っ た た め (下 表 ) ， 昭 和
59年ーか ら細胞診 ス ク リ ー ニ ン クゃ の外注を行わ ざ
る を 得 な く な っ た。
病理関係業務の 件数の推移
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附属病院開設以来， 病理検査室 は 検査部 に所
属 し ， 病理解剖 に 関 し て は 管理体制が あ い ま い
な ま ま で， 両部 門 の 業務を 病理学教室職員 が無
償 で行 っ て き た。 こ の よ う な 事情か ら ， 将来 の
病院病理部 へ の 布石 と し て の 「病理部 J の設置
と 病院運営会議 へ の参加， お よ び助手 の配置 を
早 く か ら 要望 し て い た の で あ る が， ょ う や く 昭
和58年 1 月 ， 当面剖検 の み を担 当 す る 「病 理
部J が学 内措置で設け ら れ る こ と に な っ た。 追
っ て 昭和59年 7 月 か ら は実質的に病理検査室 を
検査部 の所管か ら は ず し て 病理部 に移行す る 措
置が と ら れ ， 昭和60年 5 月 か ら 病院助手 l 名 の
配 属 を み る に至 っ た。 こ の 初代病理部助手 に は
病理学第 l 講座 の 増 田 信二君が就い た が ， 病理
部 発足来部長は 第 l 病理学講座 の 教授 が ， 副部
長 は 第 2 病理学講座 の 助教授 が 当 た る こ と と
し 任期 2 年で 2 講座間交替で勤め る こ と と な
っ て い る 。
病歴部
昭和53年 7 月 附属病院創設準備室 内 に ， 医事
コ ン ピ ュ ー タ ー の機種選定 と ， そ れ に連動す る
病歴， 伝票類 の様式決定等 の た め に病歴分科会
が設置 さ れた。 7 月 4 日 に 第 l 回 の分科会 を 開
催 し ， 委員長 に辻教授が選 出 さ れ， 精力 的 に 審
議 を重ねた。 54年 10月 附属病院 が 開 院 ， 病歴分
科会は病歴室運営委員会 と 名 称変更 し ， 1 1 月 8
日 の 第 l 回病歴室運営委員会で は ， 運営委員長
に 山 本教授を選任 し た 。
開院後 も 採用 機種 の 不備や grade up な ど差
し 迫 っ た諸問題が相次い で も ち 上が り ， 果 て は
一旦採用 後 の契約更改 の強硬論 ま で と び 出 す な
ど ， 文字 ど お り 波澗万丈 の 時期 を過 ご し た。 そ
の後関係者 の 努 力 に よ っ て ， ょ う や く 富 山 医 薬
大方式 と も い う べ き も の が形を整 え て き た と 自
他共に認め る よ う に な っ た の は 58年に 入 っ た こ
ろ で あ る 。 い ま 当 時 の 事情 を ご 存 知 の 方 も 少 な
く な っ た の で， あ え て 記 し て 将来発展 の 資 と し
た い 。 中診係長は初代今江氏 か ら 池 田 ， 千 田 ，
五十嵐 の各氏 へ と 4 代引 き 継がれた。
病歴部 の仕事は， 附属病院 の 日 常業務全般に
直結 し ， 医 師 ， 技官 お よ び看護婦等 の 緊 密 な 協
力態勢 の 具 現 の 場 で あ る と の 認識か ら ， 運営委
員 を全診療部 門 か ら 選任 し ， 重要議題 の有無 に
と ら われず， 隔 月 の 定例委員会開催を 本 旨 と し
て 堅守 し て い る 。
附属病院 の 発展に伴い ， 病歴保有数 も 外来 8
万 3 千冊， 入院 2 万 5 千冊 を超え る よ う に な っ
て ， 当初計画 の 収容 ス ペ ー ス に溢れ， 第 2 収納
庫 (59年 3 月 ) を設け る ま で に な っ た。
さ ら に ま た ， 58年 1 月 よ り 病歴室は病歴部 に
昇格 し ， 室長 の 山 本教授が部長 と な り ， 新設 の
副部長 に創設準備委員会以来病歴， 検査 ・ 注射
処置筆 の シ ス テ ム 作成に心血 を 注い で き た 玉 置
助教授 (58年 2 月 〉 を迎 え て 人材を充実 し た。
60年 1 月 よ り は辻教授 が部長 に再就任 し ， 熊
谷病院長 の指揮 の も と ， 医療情報 セ ン タ ー 設置
へ の 将来展望 を 掲 げ て ， 全部 員 ， 日 々 早朝 よ り
夕 刻遅 く の残業 にし 、 た る ま で， 寧 日 な く 激務 に
は げ ん で い る 。
フ ォ ト セ ン タ ー
病院 開設約 l 年後 の 昭和55年 9 月 1 日 に フ ォ
ト セ ン タ ー は 発足 し た 。 今 日 の 医 療 ・ 医 学 研
究 ・ 教育 の 面 で写真記録は不可欠重要な位置を
占 め る 。 フ ォ ト セ ン タ ー は こ の 診療研究教育 に
た し 、 す る サ ー ピ ス 精神を貫 く よ う 努 力 し 今 日 に
至 っ て い る 。 梅谷光悦氏 が写真技師 と し て 着任
以 来 ， 患者 の写真記録整理， 手術写真， 映画 ，
X 線 コ ピ ー ， ス ラ イ ド 複製， 作成， 写植等 々 ，
多岐にわ た る 作業 を こ な し て い る 。 そ の 作業量
は逐年的に お び た だ し い量 と な り つ つ あ る が ，
こ れ も 病院 の 活動が高 い こ と を 示すーっ の証拠
と し て 喜 び で あ る 。 し か し い ま ， 一人 で の 作
業量に は お のずか ら 限界 が あ り ， 増員 の 時期 に
至 っ た と 考 え ら れ る 。 こ の よ う な 現状 と 科学に
お け る 写真技術 の必然性は論 じ る ま で も な い こ
と か ら ， 研究者， 医 師各位に おか れ て は 最小 限
の写真技術 を習得 さ れ る こ と が望 ま し し 、 。 こ の
点 に つ い て も 技術 の指導を行 う 体制 に あ る 。
薬剤部
大学が開学 し て 10年， 附属病院 が開院 し て 5
年半に な る 。 医 ・ 薬一体 と ， 東西両医学 の 融合
と し 、 う 創設 の 理念 に 沿 っ て 薬剤部 も 発足 し ， 数
多 く の特色を備 え て 今 日 に 至 っ て お り ， 誇れ る
部 門 の 一つ で あ る 。
こ の 機会に薬剤部 の 医療 と 教育に対す る 考 え
方 と そ の実態を 紹介す る こ と にす る 。
特 色 の 第ーは 附属病院 が大学直属 で あ り ， メ
デ ィ カ ル セ ン タ ー と し て 医 ・ 薬両学部 お よ び研
究 所 の 共 同利用機関 と し て 位置付け ら れ て い る
事 で あ る 。 し た が っ て 薬剤部 は 薬学教育 に お け
る 実務研修 の 場 で あ り ， 職 員 は 技官 の薬剤師以
外 に 教授， 助教授， 助手各 1 名 が配属 さ れ て い
て ， 技官， 教官協 同 し て 実務面 の 教育指導 に 当
っ て お り ， 学部学生， 院生 も 薬学部 の 講座並み
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に配属 さ れ る の で， 実務 と 教育 ・ 研究 と が両立
し て い る 。 教官は 薬学部教授会 お よ び薬学等研
究科委員会 に所属 し ， 人事権 も 薬学部教授会が
持 っ て い る 。 病院が大学直属 の大学は ， 他 に筑
波 が あ る が， 薬学部 が な い た め特色 と な っ て い
な い 。
特 色 の 第二は薬剤師全員 が 医 師 と 同 じ 6 年制
修 了 者か 学位取得者 で あ る こ と で あ る 。 講座並
み に全員 が学位取得者に な る の も 10年を必 要 と
し な い だ ろ う 。 薬学生 の み で な く ， 医学生 の 実
習 を指導す る 薬剤師は ， 医 師 と 同 じ 6 年 の 教育
が是非必要 と の 考え方か ら 修士卒 を原則 に採用
し て 来た。 こ の結果職員 の誰 も が時間 の余裕 さ
え あ れば研究 で き る 体制 と な っ た。
第三は職員全員 に研究 を 義 務付 け て い る こ と
で あ る 。 医療 の場で医師 と 協 力 関 係 を維持 し て
ゆ く に は研究能力 と 専門分野を持つ こ と が要求
さ れ る 。 現在か な り の診療科 と の 間 で協同研究
が開始 さ れ ， 発展 しつ つ あ る 。 研究業績 も か な
り の 数に達 し た の で， 昨年 「薬剤部 5 年 の 歩
み」 の形で小冊子を発行 し た 。
第四 は和漢診療 に伴 っ て 和漢生薬 ・ 方剤 の調
剤 と 製剤 さ ら に研究 を お こ な っ て い る こ と で あ
る 。 東西医学 の 融合が建学 の 理念 で も あ る の
で， 薬剤部 は か な り の エ ネ ル ギ ー を投入 し て い
る 。 洋薬 の 副 作用 が社会問題化 し て 以 来漢方薬
は 安全 な 薬 の 代名 詞 の ご と く 登場 し ， 中 国 と の
国交回復 と 交流 が こ れ に拍車 を か け た形で使用
が拡大 さ れ て い る 。 漢方は 経験 の 積み重ね で、集
大 成 さ れた 医療体系ゆ え ， 薬 に 関 し て は 原典 を
温存 し ， こ れ ら を 現代科学的に解 明 し て 行 く こ
と を薬剤部 は 使命 と し て い る 。
第五は新 し い タ イ プ の 薬剤師 の 養成であ る 。
ア メ リ カ で は 20年前 よ り ， 薬剤部 で な く 病棟に
薬剤師が常駐 し て 活躍 し て い る 。 こ れ を 臨床薬
剤師 と 呼ぶ な ら ば ， 今， 日 本 に し 、 る 臨床薬剤師
の数は片 手 の 域 を越 え て い な し 、。 臨床薬剤師は
真 の 意 味 の 薬 の専門家で な け れ ば な ら な し 、 。 専
攻は 薬理や生化学で， そ の分野 で の 研究経験が
あ り ， 薬剤部一般業務に も 精通 し て い て ， 臨床
の 場 で は 副作用 の モ ニ タ ー を 中心 に ， よ り 適切
な 薬物治療 の実現を 目 標に 医 師 を 補佐 で き る 薬
剤 師 で ， 数年後 に は 本学に も そ の 第 1 号が誕生
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の 予 定 で あ る 。 博士課程 は 医療薬学専攻を 目 標
に認可 さ れた が ， 臨床薬剤師が誕生 し ， 成長 し
て 教官 と し て ， よ り 臨床指向 の教育が可 能 な れ
ば ， 大学院 も 充実 の 度を増す と い え よ う 。
こ れ ら 特 色 の充実発展に大 き な 障害が一 つ あ
る 。 そ れは薬剤師 の身分が技官で あ る こ と で あ
る 。 教官であ る 医 師 に は ， 日 常 の 診療業務 と 教
育 と 研究 と は 課せ ら れた義務で、 あ る が， 技官 で
あ る 薬剤師に教育 と 研究 の義務は な い 。
そ の た め に研究費や旅費が支給 さ れ な い だ け
で な く ， 科研費 の 申 請資格 も 無 い に ひ と し く ，
大 学院卒業者 に教官 で は 与 え ら れ て い る 初任給
調整や前歴評価 が な く ， 加 え て 奨学金 の 減免 ，
留 学 の 機会 も 与 え ら れ て い な い た め現状では薬
剤 師 と し 、 う 職種 の 魅 力 は う す し 、 。
医療 の 高度化， 複 雑化 に対応す る に は研究能
力 を 持 っ た薬剤師が必要で、 あ る 。 そ の た め に は
技官 の全員教官化， も し く は 準教官化 が必要で
あ り ， こ の事が実現 し て ， は じ め 医薬一体は理
念 の 域 を 脱 し ， 現実 の も の と な る と 思 っ て い
る 。
看護部
開学 10周 年 の 記念すべ き 日 を ， 多 く の 教職員
の方 々 と 喜び を 同 じ く す る こ と は大変嬉 し い こ
と で あ る 。 今ふ り か え っ て み る と 10年は ま た た
く ま に過 ぎ さ っ て し ま っ た。
附属病院 の 開 院 は大学創設 よ り 2 年遅れ て 発
足 し ， 昭和52年 4 月 18 日 附属病院創設準備室 が
設置 さ れ坂倉が看護主幹 と し て 着任 し た 。 小林
l肱室長 と 今井辰雄総主幹， 田 口 和彦主幹， さ ら
に薬剤担 当 の木村 昌行副主幹 と 事務 の方数名 が
富 山市西長江 の富 山県立総合衛生学院 の 一部 を
借 り て 仕事 を 始 め た 。 本学附属病院 の 創設業務
は 大 別 し て ， 病院 の建築設計， 内部設備 の 配 置
と 人員 の確保 の 三つ に分け ら れ る 。 創設準備室
も 建築 の完成年次 ご と に富 山市西長江か ら杉 谷
の研究棟の 4 階 さ ら に ， 現在 の 場所へ と た ひ、 た
び 移転 し た。 昭和52年 当 時は 附属病院創設準備
室 の看護職員 は 私 た だ一人で、 こ れか ら 先 ， 600床
を う け も つ看護部 の設備や， 人員 の 確保 が は た
し て 出 来 る か心細 さ を感 じ た と き で あ っ た。 し
か し ， 小林室長， 今井総主幹 を は じ め 事務 の 方
々 が ， 大 学 の事務機構をほ と ん ど 知 ら な い 私 を
よ く 助 け て 下 さ っ た。 私が発令に な っ た と き に
は ， 現在 の 外来診療科 と 西病棟 の l 階か ら 7 階
ま で の 基礎工事がすでに始 ま っ て い て ， 看護部
に つ い て は そ の レ イ ア ウ ト に 見 合 う 設備を配置
す る こ と に な り ， 予 算要求 と 人員 の 確保 が 当 時
の 主 な仕事 で あ っ た。 先発 の 筑波大学や浜松医
科大学 を 見学 し た り ， 文部省大学局医学教育課
や名 古屋工事事務所へ打 ち 合わ せ の た め に た び、
た び、 出 張 し た 。 そ の結果 ， 1 で き る だ け 限 ら れ た
人員 で能率 の よ い 病院作 り 」 と い う 文部省 の構
想 が は っ き り し て き た。 し か し予算要求 は 出 来
る だ け 押 え る よ う に と の 要望 も あ り ， さ し あ た
っ て 現在 の 西病棟 の設備や備 品類， 例 え ば ベ ッ
ト ， 床頭 台 ， イ ス な ど か ら は じ ま っ て ナ ー ス ス
テ ー シ ョ ン の看護用 具 な ど を 山 積 し た カ タ ロ グ
か ら 抜翠 し 一覧表を 作 る の に ひ と り で数 カ 月
も か か っ た。 と く に心を配 っ た こ と は ， 患者に
と っ て 最 も 基本 的 な設備 の一つ で あ る ベ ッ ト が
整形外科 と 人間工学 の立場か ら 辻 陽雄教授 の
ご 指導 に よ り 特別 に設計 し て 発注 さ れた。 ま た
い つ も 温かい食事を患者に提供 し よ う と い う 考
え 方 に 立 っ た保温車 な ど は 事務部 の理解に よ り
購 入 で き た。 看護要員 の確保 は ， 私 が創設準備
室 に赴任 し て 一番 の 難問題 で あ っ た。 そ れ は大
学創設 が発表 さ れ る と す ぐ 富 山 県 内 の地域医療
団体 よ り 県 内 の病院診療所 な ど か ら 看護婦 を 引
き 抜か な い よ う に と い う 申 し 入 れ が あ っ た か ら
で あ る 。 そ れ に も かかわ ら ず県 当局 の尽 力 で24
名 の 新卒者が確保 さ れ， そ れ ら の新卒 者 は 国 立
東京第二病院， 国立が ん セ ン タ ー ， 国立循環器病
セ ン タ ー に分散 し て そ れ ぞ れ 2 年間実務研修に
派遣 さ れた。 翌日年 4 月 に は ひ ろ く 全 国 の看護
婦養成機関 か ら 新卒者 の募集につ と め 上記国立
病院 の ほ か に ， 千葉大学， 東京医科歯科大学，
筑波大学， 浜松医科大学， 滋賀医科大学， 金 沢
大学， 新潟大学， 岐阜大学医学部 附属病院 な ど
に研修派遣 を 行 い ， 本学附属病院 の建築完成を
待 っ た 。 こ の よ う に し て 昭和54年 10月 10 日 の 本
学附属病院開院式 ま で に 当 時 の 定員 の 155 名 が
確保 出 来た。 キ ャ ン パ ス 内 に は す で に看護婦宿
舎 も 完成 し ， 茶室や誤楽設備 も 完備 し た。 昭和
56年度 に は 病床数が 600 床 と な り 看護職員 の 定
数 も 297 名 に増加 し 今 日 に い た っ て い る 。
め ざ ま し い 医 学 の 進歩 と と も に昔か ら 医療 と
看護は 車 の両輪であ る と 言わ れ て い る が， は た
し て 看護 の面か ら み て 医療 の進歩 に お く れを と
っ て い な い だ ろ う か。 医療機器 の 発達 を み て も
そ の変化は 目 を み は る ス ピ ー ド で あ る 。 こ う し
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た 時代に看護は ど の よ う に評価 さ れ， 位置づけ
ら れ て い る だ ろ う か。 医科大 学 の な い 県 を解消
し よ う と い う 国 の政策は一応 目 的 を 達 し た が ，
こ れか ら の 医療 と 看護 の 問題 は 医療人ばか り で
な く ， す べ て の人た ち が考 え て い か な け れ ば な
ら な い 問題 で あ ろ う 。
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第 6 節 共 同 利用 施設
動物実験セ ン タ ー
医学 ・ 薬学 の 教育 ・ 研究 に お い て ， 動物実験
は 基本的手段 と し て 不可欠 で あ る 。 し た が っ
て ， 適正 な 実験動物 の充足 と 精度 の 高 い 動物実
験 を 実施す る た め に は 実験動物を取 り 巻 く 種 々
な 要 因 を 可 能 な 限 り 統御 し た施設が 必 要 で あ
る 。 本学に お い て も 大学 の 創設当初か ら こ れ ら
の 理念像に合致す る よ う 祈願が こ め ら れ小西健
一教授 (初代施設長， 医学部 ) を 中心 と す る 関
係 者 の 努 力 に よ り ， 53年に実験動物施設 と し て
89 1 m2 ( 3 階建) の建物が竣工 し ， 年末 ご ろ よ
り 運転が開始 さ れた 。 こ の 間 ， 実験動物施設規
程が制定 さ れ ， 実験動物施設運営委員 会 が 発足
し た 。 当初か ら ， 増設 の 要望 が強 か っ た が ， 幸
い ， 関係者 の 努 力 に よ っ て ， 56年 4 月 に 本学 の
共 同 教育研究施設 と し て の動物実験 セ ン タ ー の
設置が認可 さ れ ， 第二期工事 と し て 9 1 4 m2 の 増
築 が実現 し た 。 小津 光副学長 (動物実験 セ ン
タ ー 長事務取扱〉 の 後 を 引 き 継 い だ初代 セ ン タ
ー 長川 崎 匡教授 (医学部 〉 を 中心 に ， セ ン タ
ー 専任教官 と し て 57年 3 月 に赴任 し た東候英昭
助教授， 教務員 1 名 ， 技官 6 名 の構成で， 動物
実験 セ ン タ ー と し て 新た な 運営が始 ま っ た。 そ
の後， 本 学 の 教育 ・ 研究体制が充実， 進展す る
につれ， 施設 の利用 が一層増す な か で ， 第 2 代
セ ン タ ー 長 に庭山 清八郎教授 (医学部〉 が 選 出
さ れた。 つ い で， 学 内 の強 い 要望 と 関係者及び
各方面 の熱意 と 努 力 に よ っ て ， 第三期工事 と し
て 1 ， 220 m' の増設が認め ら れ， 60年 3 月 に竣工
し た。 第三期建物 に は ， 各種動物 の 収容増 を 図
る と と も に ， 小規模 な が ら バ リ ア 一 方式 に よ る
SPF マ ウ ス ・ ラ ッ ト 飼育室， バ イ オ ハ ザ ー ド
対策 ク ラ ス ll A の 安全規準 に 準拠 し た プ レ ハ ブ
式 の 感染動物実験室 な ら び に 清浄手術室等が設
け ら れたO さ ら に ， 第一期建物 と 第二期建物 と
に分散 し て い た 洗繰 ・ 滅菌室 を 第三期建物 に統
合す る と と も に ， 動物飼育室 の若干 の配置換え
も 行 われた。 こ の よ う に ， 52年 4 月 に認可 さ れ
た 実験動物施設は56年 4 月 動物実験 セ ン タ ー の
表 1 動物実験セ ン タ ー 沿革
昭和53年 3 月 31 日
53 . 10 . 27 
54. 1 . 12  
54. 1 1 .  6 
54. 12. 21  
55 .  10 .  25 
56 . 4 . 1 
56 . 4 . 1 
56 . 4 . 1 
56 . 9 . 1 
56 . 10. 24 
56 . 1 1 . 1 
57. 3 . 16 
57. 3 . 30 
57. 10. 23 
58. 10. 22 
58. 1 1 . 1 
59. 10. 27 
60. 3 . 20 
60. 6 . 22 
実験動物施設竣工 (第 I 期工
事， R 3 ， 893m2) 
実験動物施設規程制定， 実験
動物施設運営委員会設置
実験動物施設長に小西健一教
授 (医学部， 細菌免疫学)
実験動物施設長に川 崎 匡教
授 (医学部， 第一生理学)
第 1 回実験動物慰霊祭
第 2 回実験動物慰霊祭
動物実験 セ ン タ ー 設置
動物実験セ ン タ 一 規則制定
動物実験 セ ン タ ー 長事務取扱
に小津 光副学長
動物実験 セ ン タ ー 運営委員会
設置
第 3 回実験動物慰霊祭
初代動物実験セ ン タ ー 長に川
崎 匡教授 (医学部， 第一生
理学〕
動物実験 セ ン タ ー 専任に東篠
英昭助教授
第 E 期建物 ( R 3 ， 925 m') 
竣工
第 4 回実験動物慰霊祭
第 5 回実験動物慰霊祭
第 2 代動物実験セ ン タ ー 長に
庭山清八郎教授 (医学部， ウ
イ ノレス 学〕
第 6 回実験動物慰霊祭
第 E 期建物 ( R 3 ， 1 ， 220m2) 
竣工
動物実験セ ン タ ー 完成式挙行
設置を 経 て 60年 3 月 の 第三期建 物 の 完 成 (計
3 ， 030ぱ) を 見 る に い た り 6 月 22 日 に学 内 を
中心 と し た完成式が挙行 さ れ る 運 び と な っ た。
こ の 間 ， 本施設 の完成に注がれた関係者 な ら び
に 各方面 の熱意 と 努 力 は 計 り 知れ な い も の が あ
る O 今後 の セ ン タ ー の 円 滑 な 運 営 は 言 う ま で も
な く ， 全 学 の 支援 と 協力 に よ っ て 始 め て 成 し 得
る も の で あ り ， 本学 の 創 設 10周年を契機に動物
実験 セ ン タ ー が ま す ま す有為に利用 さ れ， 優れ
た実験成績を基に立派 な業績が生み 出 さ れ る こ
と を祈願す る も の で あ る 。
表 2 動物実験セ ン タ ー 職員
氏 名 | 在 職 期 間 l
i 小西 健一 施設長 54. 1 . 12�54. 11. 5 
川 崎 匡 施設長 54. 11 .  6 �55. 3 . 
小津 光 セ ン タ ー 長事務 56. 4 . 1 �55 .  1 1 .  5 
取扱
川 崎 匡 セ ン タ ー 長
庭山清八郎 セ ン タ ー 長 i 58 11 6 40 11 5 | 
東{際 英昭 助教授 57. 3 . 16� 
吉川 弘正 教務員 1 56. 4 . 1 ~59. 5 . 311 
桃井 啓子 教務員 • 50. 4 .  1 � 
藤井 秀春 技 官
〔異動)
栗山 政彦 技 官 : 53 . 6 . 17� 
村藤 貞雄 投 官 54. 4 .  1 � 
l 村井 厚志 技 官
(異動)
佐伯 芳仁 技 官 55. 4 .  1 �57. 3 . 3 
(異動)
坪 田 等 技 官 1 57. 4 .  1 � 
長谷川 実 技 官
矢後 正一 技 官 58. 4 . 1 � 
吉 田 勝美 技 官 58. 4 .  1 � 
実験実習機器 セ ン タ ー
本学に お け る 教育研究用機器 の充実 と 効率 的
運用 を 図 る た め ， 1"共 同利用機器 セ ン タ ー 」 の
設置計画 が ， 基本構想 (創設準備委員会， 昭50
年 4 月 〉 に 盛 り 込 ま れ， そ の 実現に む け て 本格
的 な 作業が始め ら れ た の は ， 5 1 会計年度 に 入 っ
て か ら で あ っ た。
創設準備委員会か ら 施設整備委員会へ と ， 全
学 的 な 整備計画 の審議を通 じ て ， 本施設 を現在
地 の共 同利 用 棟 内 に設け る こ と ， ま た所要面積
(約 1 ， 000 m') は ， 関係部局 の 資格面積を割愛
し て 用 意 す る こ と が合意 さ れ て ス タ ー ト し た の
で あ る 。 ま ず ス ペ ー ス を有効に使 う た め ， 設備
委 員 会 が 中心 と な っ て ， 設置機器， 設備 に つ い
て 希望 調査 が お こ な われた。 施設整備委員会 と
設備委員会 は ， 寄せ ら れた膨大 な 要求 を絞 る 作
業 を繰返 し 計画 の骨子 ( ス パ ン 割 り ) を 作 り
上け、 た の が51年末で、 あ っ た。
翌年 に な っ て ， 薬学研究棟 と 同 じ く ， 53年度
に共同研究棟の新営工事が決 ま っ て か ら 具体的
な 作業 に 入 る こ と に な っ た。 ま ず し 2 階部分
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を利用す る こ と で了 解 を得， 施設整備委員会共
同棟分科会が窓 口 と な っ て ， 設 計 の 教育施設研
究所， 管理 の 本学施設課， そ の 他 の 関係者 と の
協議 を重ね， 52年末 ま で に設 計 が で き あ が っ
た。 着工後 も ， 施設課 と 施工の詳細 につ い て の
打合せ ， 交渉が続け ら れ る 一方， 竣工後 の 内部
設備等 の 準備 も 順調に進め ら れた。
54年 3 月 の 竣工後 ま も な く ， 1"共 同利用 研 究
施設」 が 発足 (54年 6 月 ) ， 同運営委員会 が 中
心 と な っ て ， 施設 の 整備 と 運 営 に あ た る こ と に
な っ た。 そ し て 1 年後 に は ， 和漢薬研究所 の 竣
工 に 伴 い ， そ の l 階部分の 2 ス パ ン を施設面積
に加 え て ， ほ ぼ 当初計画を達成 し た。 そ の後 ，
学 内 の 協 力 を 得 て ， 設備 (機器) の充実， 技官
の増員 が お こ な われ， 各小委員 会 の 支援 を う け
て 施設 の 円 滑 な運営が で き る よ う に な り ， 56年
度 に は 利用 案 内 を配布 し た。
こ の よ う に し て ， 開学後約 5 年 間 に わ た る 関
係者 の継続的な 努 力 と 学 内 の 理解 に よ っ て ，
「共同利用 研究施設」 が基盤 を か た め ， 大 方 の
期待に応え ら れ る ま でに な っ た が ， あ く ま で も
学 内措置に よ る 施設 で あ る こ と か ら ， 省 令施設
へ 昇格 さ せ る こ と が次 の 課題 で あ っ た。
そ こ で ， 1"総合研究機器 セ ン タ ー 」 を全 学 的
な 支援を う け て 概算要求 し た結果， 2 年 目 の59
年度 に ， 名 称 を 先 発 の新設医科大学 (医学部)
の 例 に な ら っ て 「実験実習機器 セ ン タ ー 」 と し
て 認 め ら れ ， 助教授定員 (振替) と 運営費が措
置 さ れ る こ と に な っ た。 こ れ を う け て ， 59年 3
月 に実験実習機器 セ ン タ ー 設置準備委員 会 を も
ち ， 関連諸規程 (規則) お よ び配置定員 の 原 案
を ま と め ， 各教授会， 評議会 の議 を 経 て 制定，
4 月 よ り 新セ ン タ ー が発足 し た 。
現在 の機器 セ ン タ ー の職員構成 は ， セ ン タ ー
長 (併任) ， 教員 ( l 名 ) ， 技 官 ( 5 名 〕 で あ
り ， 設備備 品 の管理区分に し た が っ て ， 12部 門
(超遠心機， 形態系， 構造分析， 物性分析， ア
ミ ノ 酸分析， 工作機器， X 線装置， コ ン ビ ュ ー
タ ー ， 液体窒素， GC-MS， LC-MS ， 分光
分析〕 が お か れ て い る 。 セ ン タ ー の予算， 運 営
の 重要事項 は ， 運営委員会 に よ っ て 決定 さ れ，
日 常 の運 営 は ， 各専門部会幹事を は じ め 関係教
職員 の協 力 に よ っ て 円 滑 に お こ な わ れ て い る 。
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な お ， 主要機器は下記 の と お り で， 0 印 が県
協 力会寄付金に よ っ て 購入 し た も の で あ る 。
高分解能透過電子顕微鏡
微小部走査 X 線分析装置
超伝導 F T 核磁気共鳴装置
。 原子吸光 ・ フ レ ー ム 分光計
。 多 目 的 自 動吸光分光測定装置
高 分解能質量分析装置
G C 質量分析計 o 電子計算機 ( ミ ニ コ ン〕
L C 質量分析計 。 CO， 培養器
。 分離用超遠心機 。 横 フ ラ イ ス 盤
。 分析用超遠心機 X 線解析装置
。 蛍光分光光度計 。 元素分析装置
円二色性分散計 。 中型透過電子顕微鏡
ア ミ ノ 酸分析計 電子ス ピ ン 共鳴装置
。 軟 X 線発生装置 。 深部治療用 X 線装置
。 超 ミ ク ロ ト ー ム o デ ィ ー プ フ リ ー ザ ー
保健管理セ ン タ ー
学生 お よ び教職員 の心身 の健康を保持増進す
る こ と を 目 的 と し て 保健管理セ ン タ ー が設置 さ
れ た の は ， 昭和58年度 で あ っ た。 こ れ に 先 だ
ち ， 昭和56年 3 月 に ， 学生委員会 の 中 に 「保健
管理セ ン タ ー 設立に 関す る 懇談会」 が設置 さ れ
構想 が練 られ始 め て い る 。 昭和57年 10月 に は こ
の懇談会を解消 し て 新た に 「保健管理セ ン タ ー
設立委員会J (仮称〉 が も う け ら れ る こ と に な
り ， 翌 昭和田年 2 月 に 「保健管理セ ン タ ー 設置
準備委員会」 と し て 発足 し ， さ ま ざ ま の 関係規
則 な ど が審議 さ れた。 昭和58年 4 月 1 日 に保健
管理セ ン タ ー は設置 さ れ， 翌 月 に運営委員会が
も う け ら れ 6 月 に は所長 の 選考 が は じ ま っ て
い る 。 8 月 に は所長 も 決 ま り ， 続い て 専任 の 講
師 の選考がは じ ま っ た。
そ の年 の 10月 に は 内科 出 身 で， 心身症に く わ
し く ， かっ精神衛生に強 い 関 心 を 持 っ て い る 医
師 を 決め る こ と が で き た。 実 際に一人ひ と り に
つ い て 健康問題を 考 え る 場合， 身体 の健康 と ，
心 の健康を切 り 離す こ と は 困難 で あ り ， 心身 の
両面か ら 同 時に ア プ ロ ー チ す る こ と が重要であ
る 。 こ の 意味で適切 な人選 で あ っ た。 こ れ に ，
保健管理セ ン タ ー が設置 さ れ る ま で本学 の健康
管理に あ た っ て い た 保健室時代か ら の ， 人望 の
厚い 看護婦 さ ん l 名 を加 え 2 名 の専任職員，
そ れ に 学生課厚生係 と し 、 う 構成 で本格的な業務
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専任講師は心身 の悩みや不安， す べ て に つ い
て の 相談に応ず る わ け で あ る が ， さ ら に 当 初 の
目 的 を達成す る た め に ， ス タ ッ プ の 充実 を は か
っ た。 す な わ ち ， 付属病院 の 関 係 各科 の 協 力 を
得 て ， 医学上 の 専 門 的 な 要請に応 え る た め に ，
精神神経科， 整形外科 ， 産科婦人科， 眼科， 耳
鼻咽喉科， 歯科 口 腔外科 ， (内科につ い て は セ
ン タ ー の専任講師が担当) に つ い て 学校医 を お
い た 。 ま た ， 学業上の諸問題 につ い て の 相談に
応ず る た め 医学部， 薬学部 ， そ れ ぞ れ に学務相
談員 (教授〉 を も う け た。 当初， 心理学者に よ
る 心理相談の体制 も と と の え て い た が ， 昭和60
年 5 月 現在， 本 学 の 心理学助教授が他学へ転勤
と な っ た の で欠員状態であ る 。 な お こ の ほ か ，
所長に よ る 電話相談 も 受 け付け る よ う に な っ て
い る 。
保健管理セ ン タ ー の場所につ い て は 曲 折 が あ
っ た が， 始 め の予定 ど お り 付属図書館に隣接 し
た学生課 の三階 と 決 ま り ， 昭和田年 2 月 に は
278 . 66m2 の建物が完成 し ， 昭和60年度か ら は 明
る く ， 落着い た セ ン タ ー で住事を始 め る こ と が
で き た。 設備 は ， 普通 の 診 断用 の 機 器 の ほ か
に ， 体 力測定器や各種 の機能測定用 具， さ ら に
は健康教育用 の ビ デ オ も 備 え て お り ， セ ン タ ー
の利用 者 が ひ と り で健康 と い う も の ， あ る い は
自 分 の健康状態 に つ い て 理解 を深 め る こ と が で
き る よ う に な っ て い る 。
定期健康診 断 を 除 く 保健管理セ ン タ ー の利用
情況 を み る と ， 学生の場合， 昭和58年度は合計
2 ， 323 件， う ち 内科的疾患 975 件 で さ ら に そ の
う ち 心理相談 を含む面接相談は48件 で あ っ た。
昭和59年度は ， 合 計 3 ， 382 件， う ち 内科的疾患
が一番多 く 1 ， 450 件， そ の う ち 心理相談を含む
面接相談は 1 1 1 件 と ， い ずれ も 著 し く 増加 し て
し 、 る 。
職員 の利用情況 は ， 昭和58年度 に は 合 計 437
件 で ， う ち 感 冒 の 182 件が一番多か っ た。 昭和
59年度 で は 合計632件 ， う ち 感 冒 254件 と ， や は
り 増加 し て い る 。 特に 胃 腸疾患が， 昭和58年度
43件， 59年度80件 と 倍増 し て い る の が め だ っ 。
今後 も 学生， 教職員 の信頼を集め る 保健管理
セ ン タ ー と し て 成長 し て い く こ と が 期 待 さ れ
る 。
な お ， 現在 の 関係職員 は 次 の よ う に な っ て い
る (表 1 ) 。
表 1 保健管理セ ン タ ー 関係職員
所長(併) 加須屋 寅
講 師 斎藤 清二
看 護 婦 山 田 房子
学 校 医
内 科 斎藤 清二
神経科精神科 清水 昭規
整 形 外 科 山 田 均
産 科 婦 人 科 新居 隆
限 科 山 田 祐司
耳 鼻 咽 喉 科 大橋 直樹
歯科 口 腔外科 沖 田 進
一般相談
斎藤 清二 保健管理 セ ン タ ー 講師
学務相談
伊藤 祐輔 医学部教授
狐塚 寛 薬学部教授
電話相談
加須屋 寅 セ ン タ 一 所長
放射性同位元素実験施設
本学放射性同位元素 (RI) 実験施設は ， 昭和
53年 3 月 末第一期工事 ( 890 m2) を 竣工， 58年
3 月 末に増築分 ( 372 m2) が終了 し ， 総床面積
1 ， 262 m2 で講義実習 棟 の 南西 に位置 し 動物実
験 セ ン タ ー に 隣接 し た 3 階建 て の コ ン ク リ ー ト
造 り で あ る 。 建物に 向 か つ て 左側 の 空地に は ，
RI 排水処理施設 と 放射性有機廃液貯蔵施設 が
設け ら れ て い る 。 総合大学に 劣 ら ぬ実験施設 と
い え よ う 。
本学は 名 称 ど お り 医薬学 の 総合教育研究機関
で あ り ， RI 関 係 の研究， 教育 は不 可 欠 で あ
る 。 RI を利用 す る 研究者数， 研究 テ ー マ 数 な
ら び に学生実習 の増大 と ， 絶 え ず進歩す る 機器
類 の増設 の た め ， さ ら に増築， 設備充実 を希望
し て い る 現状 で あ る 。 ま た ， R I は そ の放 出 す
る 放射線 に よ っ て ， 研究者及び環境に悪影響を
も た ら す危険性を も ば ら ん でい る こ と も あ り ，
こ れ ら に対 し て 十分 な 施設設備 を 有す る ア イ ソ
ト ー プ総合 セ ン タ ー の 構想につ い て こ の 数年来
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文部 省 に設置申 請 を 行 っ て き て い る と こ ろ で あ
る 。
RI 実験施設 の 特長 は ， RI 取扱者 の放 射線
障害 な ら び に環境汚染 を 防止す る た め 放射線安
全管理体制下 に あ る こ と ， 全学的な共通施設 と
し て 高度 の 最新放射線関連機器設備 を充実 し
共 同利用 と し て 活用 す る 場 を 提供す る こ と ， 学
生実習 を 行 う と 同 時に研究者に対す る 放射線取
扱い 安全教育訓練 を行 う こ と ， そ し て ， 研究 者
聞 の 交流連絡 な ら び に全学的研究 の啓蒙開 発 の
役割を果た す も の で あ る こ と が あ げ ら れ る 。
施 設 の 管理室 に は ， RI 廃液の状況， 排気 中
の RI 濃度， RI 取扱室 の放射線量率等 自 動的に
刻 々 と 記録監視 を 行 う 放射線監視 シ ス テ ム が完
備 さ れ て し る 。 1 階 に は ， 学生実験室 ， 密封線
源 を 用 い る 物理系実験室 ， RI 保管室， 廃棄物
貯蔵室， 動物処理室 ， 有機廃液焼却室， 生理学
系実験室 が あ る 。 2 階に は ， か な り ス ペ ー ス に
ゆ と り を も っ た 測定室， 化学系 ， 生化学系， 生
物系， 形態学系実験室 ， 実験動物室 ， 暗室， 低
温室 が あ り 3 階に は 主 と し て 機械室， 排気設
備等が設け ら れ て い る 。 研究 内容 と 利用 者数 を
中心に そ れ ぞ れ の 系 列 に 区分 し お よ そ一講座
一実験 台 を 割 り 当 て で あ る 。
当施設 で は ， 生体科学研究 に最 も 多 く 使用 さ
れ る 3H や 14C を主 と し て 取 り 扱 う の で， 遮蔽
よ り も 空調 ， 特に排気に特別 の注意 と 配慮が な
さ れ た こ と が特長 と い え よ う 。 も ち ろ ん y 線放
出 の 核種 も 十分取 り 扱 え る よ う に な っ て い る 。
汚染防止上 RI の取 り 扱い は で き る だ け フ ー ド
内 で行 う べ く そ の 数 も 他 の 大学に く ら べ て 比 較
的多 い 。
主要機器類 と し て は ， D P M換算 の で き る 液
体 シ ン チ レ ー シ ョ ン カ ウ ン タ - 5 台 (富大薬学
部 か ら 移管 の も の に 加 え て ， LSC- 903 型 : 53 
年 12月 ， TRI - CARB 300 C 型 : 57 年 1 月 ，
LSC - 903 型 : 60年 2 月 (病院部 よ り 移管) ，
TRI-CARB3255型 : 60年 3 月 (生化学 (l) よ
り 供用 換) ) を は じ め ， オ ー ト ウ ェ ル ガ ン マ シ ス
テ ム (ARC-503型 : 53年 12月 ) ， ARG 用 ク リ
オ ス タ ッ ト (LKB-2250型 : 56年 2 月 ) ， 超遠
心機 (70P72型 : 57年 3 月 ) ， 放射性有機廃液焼
却装置 (AFF- 150型 : 57年 3 月 ) ， 微弱 ガ ン
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マ 放射能測定装置 ( オ ル テ ッ ク 社 : 60年 3 月 ) ，
白 記分光光度計 ( U -3200型 : 60年 3 月 〉 等 が
購入 さ れ配備 さ れ て い る 。
当初科学技術庁か ら 非密封 RI46 核種， 密封
1 核種 で使用許可 を受 け て 発足以来， 今 日 で は
5 1 核種 の 非密封 RI と 4 核穫 の 密封 RI の使用 許
可 を 受 け て お り ， 主 と し て 生体 内 の 特定標識化
合物 の 代謝， 放射性医薬 品 の 開 発に 関 す る 諸研
究 が行われ て し る 。 現在は ， 利用 講座数35， 使
用 登録者数 280 有余名 ， 研究 テ ー マ 数 100 に 及
ん でい る 。
週 l 回 の 研究会， 年 1 回 の研究発表会 を 行 っ
て い る が ， 国 際的業績を 目 指 し て 飛躍的発展を
期待す る も の で あ る 。
放射線障害防止法に よ り ， RI 運営委員 会 の
も と ， 施設職員 が管理に 当 た っ て い る が ， 利用
者各位 の 一層 の ご 協 力 を賜 り ， 円 滑 な 運 営 を は
か り ， 共 同利 用 施設 と し て の役割を十分果た し
た く 関係各位 の一層 の御支援を願 う も の で あ
る 。
廃棄物処理施設
病院 の 向 こ う 側 ， 外来駐車場に 隣接す る 一固
に廃棄物処理施設 (3 ， 870ぱ〉 が位置 し て い る 。
高層建築 では な い し 環状線 の外側 に あ る た め
見過 ご さ れやす い が ， 大学に と っ て き わ め て 重
要 な 役 割 を 果 た し て い る 施設 で あ る 。
大 学 の よ う な 事業所で は ， そ の い ろ い ろ な 活
動に伴 っ て た く さ ん の廃棄物が生 じ る 。 こ れ ら
を適切 に処理 し て 水や空気 を 汚 さ な い よ う にす
る の は大学側 の 責任 であ り ， 教育， 研究， 診療
と い っ た表看板 と な ら ん で， 廃棄物処理 も い ま
で は 他人任せ で は済 ま さ れ な い大 事 な 仕 事 で あ
る 。
本学に始 め て 廃棄物処理委員会が設け ら れ た
の は 昭和51年 6 月 の こ と ， 大 学は ま だ 中部高校
に仮住い で， 講義実習棟建設 の槌音が こ こ 杉 谷
の地に響 き 始 め た こ ろ だ っ た。 廃棄物処理 の 専
門 家 な ど一人 も い な か っ た が ， と に か く 各部局
か ら 委員 が集 ま っ て ， 排水 の 水質基準を ど の レ
ベ ル に設定す る か ， ど の よ う な廃水処理方式を
採択す る か な ど に つ い て 連 日 議論を戦わ し た 。
処理方式 の 決 定 に あ た っ て は ， メ ー カ ー の ヒ
ヤ リ ン グ の み に 頼 らず， 手分け し て 先 発諸施設
を 見 学 し て 歩 い た 。 旅費 な ど あ ろ う は ず が な く
手 弁 当 の奉仕であ っ た が皆一生懸命だ っ た。 最
終的に 活性汚泥方式 の採択が決 ま り ， 同年に生
活系， 実験廃水合併処理用 の 第 l 期施設 が， 昭
和53年に は 第 2 期施設が完成 し た 。
も っ と も 緊張 し た の は ， 昭和5 1年 1 1 月 に 中老
回公民館で、持たれた地元住民側 と の懇談会 で，
ミ ズ リ 一 号 に お も む く 重光全権 の よ う な 気分で
参加 し た が ， 無理な注文 も 出 ずに調 印 が済ん だ
と き は 本 当 に嬉 し か っ た。 仲 介者 と し て の県 当
局 の ご 努 力 も さ る こ と な が ら ， 初代委員長 の松
田 教授がた ま た ま 当地 の 御 出 身 で あ り ， そ の温
好 な お人柄が本席 の 円満解決に大 き く 貢 献 し
た。
そ の 後昭和54年度 には廃水処理棟 。70 m2) 
を建設， 有機廃液燃焼炉 (噴霧燃焼 方 式 ) ， 動
物遺体焼却炉， 一般雑芥焼却炉を収納又 は併設
し た 。 同 時に重金属処理装置 ( フ ェ ラ イ ト 方
式) も 完成 し た。 こ れ ら は 現在必要に応 じ て 稼
動 L ， そ の 役割を十分に果た し て い る が ， 初期
の こ ろ は 廃 液 の 集荷方式が う ま く 機能せず， 種
々 検討 の 末， 日 時 と 場所を指定 し 集荷を専門業
者 に委託す る 現行 の方式 が で き あ が っ た。
さ ら に 昭和56年度 には 廃液分析室 (6 1 . 5m2)  
を建設， 徐 々 に で は あ る が廃水 の 自 主管理を併
行 で き る 能 力 を 貯 え つ つ あ る 。 ま た 昭和57年度
に は 中水化処理施設 (47 . 8m2) を建設 し 処理
排水 の再利用 に よ る 水資 源 の 節約 に 貢献 し て い
る 。 な お ， 昭和57年 10月 に は ， 廃棄物処理施設
長 を選任す る よ う 規程 の 改正 が あ り ， 他 の 学 内
共 同利用施設 と 全 く 同 じ管理運営方式 を と る よ
う に な っ た。
廃棄物処理 の実行面 で の 主要 な 実績 を 列挙す
る と 次 の よ う で あ る 。 ①塩化 ビ ニ ー ル類 の 使用
を 自 粛す る こ と に よ り ， 焼却炉 の損 傷を 防 ぎ ，
有害物質 の生成を防止 し た。 ②試薬 の購入量，
使用 量 の調査， 鉛ば り 流 し の使用 状況調査 な ど
を通 じ て ， 排水 中 の 鉛， ク ロ ム の濃度を下 げ る
の に成功 し た。 ③一般 の 規制に先立 つ て 乾電池
類 の分別 回 収 を 実行 し 水銀 の排 出 を抑 え た。
④洗剤， 試薬な ど の調査に よ り ， リ ン の濃度を
下げた な ど。
本学 の よ う な 小 さ な大 学 で は ， 廃水処理 を 研
究 テ ー マ に組み こ む よ う な専門家が得に く い の
が 弱 点 で あ る が ， や る 気に な れば即実行に移せ
る こ と と ， 全部局 に徹底 さ ぜやす い と い う 利点
が あ る 。 こ の辺 の事情を わ き ま え て 今後 の 廃棄
物対策を考え て い く べ き で あ ろ う 。
こ の 10年間施設 の建築， 運 営 につ い て 大勢 の
方 々 の ご尽 力 が あ っ た。 と く に歴 代 の 廃棄物処
理施設運営委員長 : 松 田 健史 (昭5 1 �54) ，
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加 須屋 寅 ( 昭57�59) ， 狐塚 寛 ( 昭54�
57， 59� ) 同施設長 : 加 須屋 寅 (昭57�59) ，
狐塚 寛 (昭59� ) ， 施設課長 : 浅子修二 (昭50
�54) ， 瀬川 義博 (昭54�60) の 諸氏 に ご 苦 労
を わ ず ら わ し た 。 さ ら に大 変だ っ た の は ， 盆 も
正 月 も な く 施設 の 管理， 保全， 運転に励 ま れ る
施設職員 の方 々 で あ る 。 辻堂 清 ， 小 山 昭，
水上登美夫 の各氏に心か ら の謝意 を表 し た し 、。
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第 1 節
関連教育病院
富山県立 中央病院長
吉崎 亨
開学十周年記念誌 の 発刊 を お慶 び 申 し 上 げ ま
す。
富 山県立中央病院 は ， 昭和26年 4 月 に 開 院
し 当 時 の 規 模 は ， 診療科 9 科， 病床数 255
床， 職員数 193 名 で あ り ま し た。 以 来 ， 県 内 医
療機関 の基幹病院 と し て 県 民 に 高度 な 医療 を 提
供す る と と も に ， 県 内 医療水準 の 向上に努 め て
き た と こ ろ で あ り ， 現在 ， 診療科 16科 ( 内 科，
精神科， 神経内科， 呼吸器 ・ 循環 器 科 ， 小 児
科， 外科， 整形外科， 形成外科， 脳神経外科，
産婦人科， 皮膚科， ひ尿器科， 眼科， 耳鼻 い ん
こ う 科， 歯科， 放射線科)， 病床数800床， 職員
800 余 名 を擁 し 年間来院患者数 も 約 60 万 人
と ， 県 内 最大 の 総合基幹病院 と な っ て お り ま
す。
施設面 で は ， 中央 ・ 外来診療棟お よ び各病棟
の増改築 に加 え ， ガ ン セ ン タ ー ， 人工透析 セ ン タ
ー ， リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 施設 な ど の整備を逐次
進 め る と と も に ， こ れ ら に伴 う コ バ ル ト 60照射
装置， 連続血管撮影装置， 超音波診断装置， 内
視鏡 な ど の 医療機械 の 整備充実を 図 っ て お り ま
す。 さ ら に ， 昭和54年 7 月 に 第 3 次救急医療体
制 の 確立 の た め に ， 救命救急 セ ン タ ー が 開設 さ
れ ， 全身用 C T ス キ ャ ナ ー 2 台 ， I C U ， C C
U 等 を 備 え ， ベ ッ ド 数 も 30床 を確保 し ， 常時，
救急患者に対応 し て い る と こ ろ で あ り ま す。
診療面 に お い て は ， 単に専門的分野 で の 部分
診療 に と ど ま らず， 各種症例検討会， 抄読会 な
ど を 通 じ て ， 総合 的 な 診 断に留意す る な ど ， チ
ー ム 医 療 の 利 点 を 生か し た診療 が行われて い ま
す。 ま た ， 医療技術 の 高度化に対応 し て ， 国 内
及 び 国 外 留 学 の 派遣研修 を 積極的に実施す る な
ど ， 医療技術員 の 資質向上に も 努 め て い る と こ
ろ で あ り ま す。
地域医療 の 一環 と し て ， 無歯科医地 区 へ の 歯
関 連 団 体
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科医 師派遣， 夏期 の立山診療所 の 開 設 ， 市町村
立病院へ の 医 師派遣を実施 し て い る ほ か ， 昨年
9 月 に は ， 既存診療科 の連 携 の も と に ， 東洋医
学 の 長所を取 り 入れた特色あ る 診療 を 行 う た
め ， 内科に和漢診療部 門 を設置 し た と こ ろ で あ
り ま す。
一方， 教育機関 と し て の病院 の 立場か ら ， 臨
床研修 医 の 卒後教育 を実施す る と と も に ， 昭和
55年 9 月 か ら ， 富 山 医科薬科大学 の 関連教育病
院 と し て 臨床教育実習が開始 さ れ ， 昭和60年 3
月 末 ま で、 に 受 け 入れた教育実習生は 4 13 名 に達
し て お り ま すO 当病院に お け る 臨床 教 育 実 習
は ， 豊富 な 臨床例で診療 を 見 学 ま た は実習 し
地域医療 の必要性， チ ー ム ワ ー ク ， 人 間 関 係 の
重要性 を 理解 し 医療機関 で の 組織人 と し て の
役割を習得す る こ と を基本に， 原則 と し て ， マ
ン ・ ツ ー マ ン の 指導法 に よ り ， 各科指導医ー名
が教育実習生一名 の 指導を担 当 し て い ま す。
い ま ， 富 山県 で は ， 2 1世紀に 向 け て の長期的
課題 と し て ， 1" 日 本ー の健康県 づ く り 」 を 積極
的に進 め て い る と こ ろ で あ り ， 当病院 の 果 た す
役割 も 大 き し 全県民が必要な と き に ， い つ で
も 最高水準 の 医療が受 げ ら れ る よ う ， 人的， 物
的 に も そ の体制を着実に一歩一歩整備 し て い き
た い と 考 え て い る 次 第であ り ま すO
し ら ゆ り 会
一一一 「献体J と 「献体運動」 一一
1 1"献体」 と は
理事長 中 井 精一
数年前 ま で辞書に も 出 て い な か っ た 「献体J
に つ い て ， 広辞苑第 3 版 (昭和58年改訂〉 に は
「本人 の意志に よ り 死後 そ の 遺体 を研究用 に 無
償で提供す る こ と 」 と あ る 。
日 本 の献体第 l 号 は ミ キ 。 明 治 2 年 ( 1869
年) 8 月 ， 34歳 で死亡 し た ミ キ 女 は 死後 自 分 の
遺体 を解剖 し て 欲 し い と 遺言 ， そ の 遺体解剖は
東京府 と 政府 の 許可を え て ， 医学校 (後 の東京
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大 学医学部〉 で、行われたO 政府 の 許 可 書 に は
「解剖後厚 グ 相弔 イ 遺 ル ベ キ コ ト 」 の 添書があ
り ， 医学校 も ， ミ キ の 篤志に感 じ て 遺体を 丁重
に取扱い ， 遺族 に は 10両 と し 、 う 大 金 が 与 え ら
れ ， そ の 墓所念速寺 に は 3 両 の永代読経料が寄
進 さ れた。
な お ， 大学東校 (後 の東大 医学部) は ， 刑死
体 あ る し 、 は 引 取人 の な し 、 獄死体 を 医学研究 の た
め 解剖を希望す る 旨 を 当局 に 申 請， 明 治 3 年 10
月 20 日 付で許可 さ れた。
ま た ， 乃木希典大 将 の 「遺言 条 々 J ( 明 治45
年) 第 10条に 「此方遺骸 ノ 儀 ハ 石黒男 爵へ相願
置候間可然医学校へ寄付可致 墓下 ニ ハ 毛髪爪
歯 (義歯共〕 ヲ 入 レ テ 充分 ニ 候 (静子 承 諾)J
一ー と あ り ， 注 目 に値す る 。
(東北大学石井敏弘教授 ・ 教示)
2 献体運動
し か し ， I献 体」 が ， 運動 と し て 始 め ら れ る
の は 戦後 の こ と で あ っ た。
① 「 白 菊会」 の 発足 (昭和30年 9 月 16 日 〕
戦後 間 も な い こ ろ ， 東京在住 の 倉屋利助 と い
き ょ う う ん ど う L お の や
う 人が杏雲堂病院 の塩谷卓爾博士 の 治療 ・ 指導
を 受 け ， 危 う く 一命 を と り と め た。 倉屋氏 は 医
学 の思恵に感謝 し ， そ れ に報L 、 る 方法 と し て ，
「残後 の 自 分 の 死体を解剖材料 と し て 医学生に
つ ね
献ず る 」 こ と に思 い 至 り ， 藤 田 恒太郎東大 解剖
学教授を訪ね た (昭和26年 5 月 〉。 解剖用 遺 体
の不足に悩 ん で、 い た藤 田 教授 は ， 深 く 感銘 し て
倉屋氏 の厚意 を 受 け い れ ， 同 氏 紹 介 3 名 の l 死
体寄付 の 申 込み」 も 受 け つ け た 。
そ の 後 4 年 で他界 し た 倉屋氏 の 遺 言 の な か
に ， I葬式す る な J I息を 引 き と る と 同 時に東大
解剖学教室 に 知 ら せ ， 通夜 の翌朝直 ち に遺体引
取方 を お願 い す る こ と 」 な ど が あ り ， I こ れ も
遺言 に よ っ て ， 切 り 取 ら れた曹を遺体 に 代 え て
と し かず
納骨 の法要を営 ま れた 」 と し 、 う 。 長 男 倉屋利一
氏 は ， よ く 父 の 悲願 を う け つ ぎ ， 献体を希望す
る 人び と の 団 体一一 「 白 菊会」 を 藤 田 恒太郎教
授 を 会長 と し て 発足 さ せ る O 日 本献体運動 の 出
発 で あ る ./ (藤 田 教授 ・ 示教)
② 「 し ら ゆ り 会」 を つ く る
こ こ で も ， 人 と 人 と の 出 会 い が あ っ た。 昭和
43年， 全 国 善意銀行連絡協議会 の 総会 (名 古屋
市 ) で， 倉屋利一氏 と 中井精ー の 出 会 い が あ
むねき と
り ， そ の 倉屋氏 の 紹 介で金沢大 学 の 山 田 致知教
授 と 中井が 出 会い ， 金沢大学医学部 に ， 山 田 教
授主唱 で 「 し ら ゆ り 会」 を 創立す る (昭和44年
10月 )。 石川 | ・ 富 山 ・ 福井の三県人を対 象 と す
る 。 そ の 後 ， 富 山 ， 福井に も 医学部 が 設 立 さ
れ， そ れ ぞ れ 「 し ら ゆ り 会支部」 を つ く っ て 活
動 を 続 け て い る 。
③ 「篤志解剖j全国連合会J (昭和46年 3 月 創立)
献体運動は 次第に全国各地 の 大 学 を 中 心 に 拡
ま り ， 献体登録者 「団体」 に 「大学」 を 加 え た
全 国 組織一一一 「篤志解剖全国連合会」 が 創 ら れ
る 。 同連合会 は ， 山 田 致知教授提案 の 「篤志献
体に関す る 立法を推進す る こ と 」 を決定 (昭和
48年 7 月 ) ， そ の 後， 日 本解剖学会， 解 剖 体委
員会， 日 本学術会議， 献体推進議員 連盟 な ど の
協 力 に よ り ， 待望 の 「医学及び歯学教育 の た め
の 献体に 関す る 法律」 の 成立 を み る に 至 っ た
(昭和58年 5 月 〕 。 こ の 立法化推進 の過 程 で ，
文部大 臣か ら の献体者 に対す る 感謝状 の 贈呈が
行 われた。 相侯 っ て ， I献体」 も よ う や く 市 民
権 を 得た と 言 え よ う か。
④献体運動は， 何を も た ら すか
献体運動創始者 倉屋利助氏は 「 自 分 の 死体
を 解剖材料 と し て 学生に献ず る 」 と 言 っ た が ，
こ の 「献ず る 心」 か ら ， 献体者 と 医学生 と の 間
に 心 の 交流が生 ま れ ， 新 し い 医 の 心 が育 く ま れ
始 め た よ う だ 。 永 い 間 ， 特権者 と し て 人 び と に
臨 ん で い た 医療者 の ， そ の卵 と も 言 う べ き 医学
生が， 我 々 の 同志 の さ さ や か な 善意一一「献体」
ーーを 素 直 に 受 け い れ ， そ の 上， 感 謝 さ え し
て ， 医療の道へ の精進 を 時 に は情熱を こ め て 素
朴に語 っ て く れ る 。 そ れ が 我 々 に感 銘 を 与 え
る 。 や が て 来 る 自 己 の 「献体」 ←一死 を待 ち な
が ら ， 献体登録 に よ る 喜び と 心 の 安 ら ぎ を感 じ
て い る 人 も 少 く な し 、 。
自 分 ら も ， 間接的 な が ら 医学に 係わ っ て 医学
教育や医療に い く ら か で も 役立 ち ， 人類 の 未 来
に も 貢献 で き る と ， 喜び と 生 き 甲 斐 を 口 にす る
人 も い る 。
「人 の た め の 医療J は ， き っ と 社会 を 明 る く
す る に ち が し 、 な し 、 。 他人 の た め 未 来 の た め に 生
き る 人生 も ， 人び と に光 を 与 え る で あ ろ う 。
富 山 医科薬科大学 と 献体運動
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献体運動は 富 山 県 を 中心に挙県的運動 の体制が敷かれ， 富 山 県 ・ 富 山県市長会 ・ 富 山県町村
長会 ・ 富 山県社会福祉協議会 ・ 富 山県婦人会等が 「 し ら ゆ り 会J の献体運動に協賛す る こ と
と な り ， 今 日 に至 っ て い る 。 以下本学 と 献体運動 と の 係わ り につ い て 掲載す る 。
昭和44年 9 月 17 日 「 し ら ゆ り 会J 発起人会。
昭和44年 10月 25 日 「 し ら ゆ り 会J (富 山 ・ 石川 ・ 福井 3 県 の 献体登録者会) 結成総会。
昭和44年 1 1 月 29 日 第 1 回 「 し ら ゆ り 会富 山県懇談会」 が 発足 し 以 降毎年開催。
昭和45年 1 月 4 日 「 し ら ゆ り 会J 富 山県連絡所設置。 (富 山県善意銀行 内 〕
昭和46年 3 月 31 日 篤志解剖全 国連合会創立。
昭和46年 1 1 月 20 日 第 l 回 「献体献眼物故者追悼合 同法要J (富 山県善意銀行主佳〕 が行われ以 降 毎
昭和48年 1 2 月 10 日
昭和50年 8 月 初 日
昭和5 1 年 3 月 30 日
昭和5 1年 1 1 月 26 日
昭和52年 5 月 17 日
昭和52年 6 月 18 日
昭和52年 9 月 28 日
昭和52年 10月 7 日
昭和52年 1 1 月 5 日
昭和53年 1 月 28 日
昭和53年 3 月 15 日
昭和53年 3 月 17 日
昭和53年 4 月 22 日
昭和53年 6 月 19 日
昭和54年 6 月 2 日
昭和54年 10月 24 日
昭和54年 1 1 月 12 日
昭和田年 6 月 6 日
昭和55年 1 1 月 19 日
昭和57年 10月 6 日
昭和57年 1 1 月 17 日
昭和57年 1 1 月 25 日
昭和58年 5 月 25 日
昭和田年 6 月 27 日
年開催。
「富 山県新聞 等編集責 任者会誌」 へ献体運動へ の協力要請。
富 山 医科薬科大学期成 同盟会総会 で献体に つ い て 討議。
篤志解剖全 国連合会へ加入O
第 l 回 「 し ら ゆ り 会高 岡 地 区懇談会」 が 発足 し 以降毎年開催。
献体 キ ャ ン ペ ー ン を 始 め 以降毎年継続。
「 し ら ゆ り 会富 山 医 科 薬科大学支部」 設置。
献体 につ い て 富 山 県 善意銀行 と の 打合せ会開催。
富 山 医科薬科 大学第 I 回解剖学実習 開始。
第 l 回 「富 山 医科薬科大学慰霊祭」 を挙行 し 以降毎年開催。
平松博学長 が 中 井精一氏 と 献体につ い て テ レ ビ対談。
第 l 回 「 し ら ゆ り 会富 山 市地区懇談会J が発足 し 以降毎年開催。
第 l 回 「富 山 医科薬科大学納棺式」 を挙行 し 以降毎年開催。
富 山 医科薬科大学慰霊碑除幕式O
第 I 回 「 し ら ゆ り 会 旧 中新川 地区懇談会」 が発足 し 以降毎年開催O
し ら ゆ り 会会員 と 富 山 医 科薬科大学医学生 と の懇談会開催。
「献体運動を進 め よ う ー よ り よ い 医 師 を 育 て る た め に j と 題 す る リ ー フ レ ッ ト を
県 内全戸に配布を始 め る 。
第 1 回 「 し ら ゆ り 会婦負地 区懇談会 」 が 発足 し 以降毎年開催。
富 山 県 善意銀行職員 と 富 山 医科薬科大学教職員 の懇談会。
第 1 回 「 し ら ゆ り 会入善地区懇談会」 が発足 し 以降毎年開催。
献体 さ れた故人に文部大 臣感謝状 の贈呈が始 ま る 。
第 l 回 「 し ら ゆ り 会新湊地区懇談会」 が発足 し 以降毎年開催。
第 1 回 「 し ら ゆ り 会魚津地区懇談会」 が発足 し 以 降毎年開催。
昭和58年法律第56 号 「医学及び歯学 の教育 の た め の 献体 に 関す る 法律」 が公布 さ
れ る 。
第 l 回 「献体者 に対す る 文部大臣 の感謝状 の伝達式J (本学主催) が挙行 さ れ 以
降毎年開催。
合 同 慰 霊 祭
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し ら ゆ り 会規約
(名 称お よ び事務所〉
第 1 条 本会は ， し ら ゆ り 会 と 称す る 。
第 2 条 本会は ， 事務所を金沢大学医学部に お く 。
た だ し ， そ の 必要が あ る と き は支部 も し く は連絡
所を お く こ と が で き る 。
( 目 的お よ び事業)
第 3 条 本会は ， 会員相互の 親陵 と 健康 の 増進を は
か り ， あわせて 医学教育に対す る 理解を深め ， 究
極的には金沢大学医学部を は じ め本会が支援す る
大学の 正常解剖に会員 の遺体を 提供す る こ と に よ
っ て 医学 の 発達に貢献す る こ と を 目 的 と す る 。
第 4 条 本会は ， そ の 目 的を達成す る た め に ， つ ぎ
の 事業を 行 な う 。
1 会員 の た め の健康指導 と ， 会員 相互の意見交
換 ， な ら びに親睦を はか る 。
2 医学教育 ， と く に正常解剖に関す る 啓蒙 な ら
びに広報活動。
3 遺体提供に関す る 連絡業務。
4 本会が支援す る 大学 (以下大学 と 略記す る )
の解剖学実習 に お い て ， と く に優秀 な成績を お
さ め た学生の表彰。
5 そ の 他 ， 必要で適 当 と 思われ る 事業。
(構成)
第 5 条 本会の会員は ， 正会員 ， 準会員 な ら び に賛
助会員 と す る 。
1 正会員 と は ， 本会の 目 的に賛同 し ， 家族の完
全 な 同意を 得て ， 自 己 の遺体を 大学へ提供す る
た め の予約手続を完了 し た者を し 、 う 。
2 準会員 と は ， 正会員 に 準ずる 者であ っ て ， や
むを得ない事 由 の た め大学への 予約手続 き が 未
了 の 者 を い う 。
3 賛助会員 と は ， 本会の趣 旨 に賛同 し て 本会の
目 的 と 事業 の 達成を支援す る ため ， 相 当 の寄付
行為 の あ っ た者 ， も し く は ， 本会の発展に い ち
じ る し い功績 の あ っ た者 で ， 理事会が推薦 し た
者 を い う 。
賛助会員は ， 本会の 君、志決定に直接参加す る
こ と は で き な い 。
第 6 条 本会に ， つ ぎ の 役員を お く 。 役員 は ， 本会
の 正会員か ら選出す る 。
1 理 事 長 1 名
2 副理事長 1 名
3 常任理事 若干名
4 理 事 若干名
第 7 条 理事長 ， 副理事長お よ び常任理事は ， 理事
の 互選に よ っ て こ れを定め る 。
理事は ， 会員の互選に よ っ て こ れを定め る 。
第 8 条 役員 の 任期は ， と く に定め な い。
た だ し ， 選任後に お い て 在任を不適 当 と 認め る
事態が生 じた と き は ， 理事会の議を へ て 解任す る
こ と ヵ: て、 き る 。
第 9 条 本会に ， 顧問を お く こ と が で き る 。
第10条 本会に ， 幹事をお き ， 原則 と し て 大学に勤
務す る 教職員 に こ れを委嘱す る 。 幹事は ， 本会の
事業達成の た め に 必要な支援 と 協力 を 行 う 。
第1 1条 本会に ， 書記を お く こ と が で き る 。
書記は ， 理事長 も し く は常任理事 の あ ずか る 庶
務 ・ 会計 に関する 事務を分掌す る 。
第12条 本会に ， 監事を お く 。
監事は ， 本会の経理状況を監査す る 。
〔運営〉
第13条 理事長は ， 本会を代表す る と と も に ， 会務
を統轄す る も の と し ， 理事会を招集 し て そ の議長
と な る 。
理事長に事故が あ る と き は ， 副理事長が そ の 機
能を代行す る も の と す る 。
第14条 理事は ， 理事会を構成 し て 重要な 会務の 議
決を行な う 。
常任理事は ， 理事長を補佐 し て 会務の執行に あ
た る 。 そ の た め に ， 理事長は随時常任理事会を 招
集する こ と が で き る 。
第15条 総会に つ い て は ， つ ぎ の よ う に定め る 。
1 本会は ， 年 1 固定期総会を 聞 く 。
2 理事会が そ の 必要を認め た と き は ， 臨時総会
を 開 く こ と が で き る 。
(会計〕
第16条 本会の会計年度は ， 毎年 9 月 1 S に 始 ま
り 8 月 31 日 に終わ る 。
第17条 本会の経費は ， 寄付金 そ の 他の収入を も っ
て こ れに あ て る 。
第四条 本会に ， 基金を設け る こ と が で き る 。
基金に関する こ と は ， そ の 必要を生 じ た と き 別
に こ れを定め る 。
(付則〉
第四条 こ の 規約を変更 し よ う と す る と き は ， 理事
会 に お い て ， 出席理事の 3 分の 2 以上の 同意を得
なければな ら な い。
第20条 こ の 規約は ， 昭和44年10月 25 日 よ り 施行す
る 。
1 昭和46年 4 月 24 日 一部改正 ， こ の 改正規約は ，
即 日 施行す る 。
2 昭和49年 7 月 12 日 一部改正
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公 開 講 座
本学 で は ， 教育研究 の成果を広 く 社会 に 開放
し 地域社会 の 教育文化 の 向上に資す る た め ，
公開講座を実施すべ く 公開講座委 員 会 を 昭和59
年 6 月 に設置 し た 。
こ れ ま で実施 し た公開講座は 次 の 2 講座 で あ
る が， 昭和6 1年度以降 も 毎年実施 の 予 定 で あ
る 。
1 昭和56年度公開講座
。 講座名 健康 と 運動 (テ ニ ス を 中心 と し て 〕
。 実施期間 昭56 ・ 10 ・ 24 (土) � 
昭56 ・ 1 1 ・ 15 ( 日 〉
5 日 間20時間
。 受講者数 36人
。 講義題 目 ・ 担当講師
10月 24 日 (土〉 テ ニ ス 実技
(医学部教授 金子基之 ・ 薬学部助教
授小野寺孝一〕
10月 25 日 ( 日 〉 テ ニ ス 実技 ( か ) 
運動 と 内科的疾患
(医学部講師 田 沢賢治〉
11 月 7 日 (土〕 テ ニ ス 実技
(医学部教授 金子基之 ・ 薬学部助教
授 小野寺孝一〉
1 1 月 8 日 ( 日 〕 テ ニ ス 実技 ( ν 〕
運動 と 喫煙
(医学部教授 加須屋 賞)
11 月 15 日 ( 日 〉 テ ニ ス 実技
(医学部教授 金子基之 ・ 薬学部助教
授 小野寺孝一〉
運動に起 り 易い事故 と 応急処置
(医学部講師 斉藤寿一〉
2 昭和印年度公開講座
。 講座名 薬 と 健康
。 実施期間 昭和60年 6 月 1 日 (土) � 
昭和田年 7 月 6 日 (土〕
6 日 間 13時間
。 受講者数 76人
。 講義題 目 ・ 担当講師
6 月 1 日 (土〉 薬用植物現地指導
一猿倉山周辺一
(薬学部教授 森 田直賢)
6 月 8 日 (土〕 身近な薬草 と 健康管理につ い て
( か 〉
6 月 15 日 (土〕 頭痛 と 和漢薬
(�付属病院助教授 寺沢捷年〉
6 月 22 日 〔土〉 和漢薬 と 代謝改善
(和漢薬研究所教授 大浦彦吉〉
6 月 29 日 (土) 富山 の成人病の 現状
(医学部教授 加須屋 賓〉
7 月 6 日 (土〉 易 しい成人病の話
(医学部教授 矢野三郎)
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第 1 節
1 )  本学教育課程 の 特色
本 学 の 創 設 の 理念 と 基本構想、 に は 当 時 の社会
状勢 と そ の要 請 が多分 に と り 入れ ら れ ， 高度成
長 の歪 が著 し く な っ て 低成長期へ移行す る に あ
た り ， 今 ま で の深 い 反省、 と 将来を先取 り す る 期
待 を も っ て つ く ら れ て い ま すO す な わ ち 医 と 薬
と は疾病を 防 ぎ ， 治 癒 さ せ ， 人類 の健康を守 る
共通 目 的 を も ち ， た だ そ の方法や分担に相違は
あ っ て も ， 互い に緊密な協力が必要な も と も と
一体的 な も の で あ り ま す。 こ の両者は 近代科学
の分化 と と も に 専 門 的に分離 さ れ る 傾向 に あ る
た め ， こ れか ら 脱却 し て 一体的教育研究 の推進
を 図 る こ と が ま ず第ーであ り ま す。 次 に 本 学 に
附置 さ れ て い る 国立唯一 の和漢薬研究所を特徴
づけ る 古来わ が 国 で、親 し ま れ て き た 東 洋 医 学
({美方) と ， 明 治以 来導入 さ わし現行医療 の 主流
に な っ て い る 西洋 医学 と を 改 め て 見直 し ， 両 医
療 の長所 を 伸 ば し ， 欠 け た と こ ろ を 補 い 合 わ
せ， 将来に役立つ新 し い 医療 の進展を企 て る こ
と が第二で あ り ま す。
こ れ ら の 理念 と 構想 と に基づ い て 本学 の 教育
課程が作 ら れた の で， 特 に教養部 は 設けず， 医
薬両学部 は そ れぞ れ 6 年 と 4 年 の 一貫教育 で，
い わ ゆ る 模型で， 一般教養 と 専 門 が接 し ， 例 え
ば体育 ・ 語学等 も 専門 に 入 っ た 高学年で、 も 行 っ
て い ま し た 。 ま た共通科 目 を設け両学部 の 教官
の相互乗 り 入れ態勢を と り 医薬合同講義 も 行 っ
て い ま す。 附属病院は大学直属 の病院 と し て 両
学部が 教育研究 の 場 と し て 用 い ， 薬剤部では薬
学部 4 年生 の 卒業研究 の 指導 も 行 っ て お り ， 和
漢診療部 では和漢薬論を 開 設 し て い ま す。
関学当初か ら 1 年 3 学期制を採用 し 各学年
末 に年度 内不合格零単位の厳 し さ で進級判定を
し て き ま し た が留年者が多 く ， つ い で 2 科 目 4
単位 ま で仮進級 を認め る な ど緩和 し た が あ ま り
変 ら ず， 一方昭和54年度か ら 共通一次試験が実
施 さ れ， 入学 し て く る 学生 の 学 力 ・ 意識 ・ 価値
観 の 推移変化 も あ り ， カ リ キ ュ ラ ム の過密化，
時間数の増加等， 模型教育 の弊害 も 感 じ ら れ ，
6 年間 の 教育経験を踏 ま え て 見直 し を行 い ま し
学 生 生 活
た 。
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昭和56年以 来学 内 で医学教育検討委員会， 薬
学部 カ リ キ ュ ラ ム 検討委員会， 一般教育運営委
員会及び各学部教授会 に お い て 精 力 的か つ慎重
に審議を重ね， 昭和57年秋に は 基本 方 針 が 決
り ， 昭和58年 3 月 の評議会で最終的に決定 し ，
4 月 か ら 実施 し ま し た 。 こ の改正 で は 前 も っ て
学生新 聞 に 掲載 し た り 説 明会 を 開 催す る な ど周
知徹底 を 計 り ， ゆ と り あ る カ リ キ ュ ラ ム を主眼
と し 学生諸君 に は こ の趣 旨 を十分理解 し ， 自
主 的学習意慾 を期待 し て い ま す。
改正 の概要は 次 の と お り であ り ま すO
1 基本的事項
(1)学期 を 3 学期制か ら 2 学期制に変更す る 。
カ リ キ ュ ラ ム の過密ス ケ ジ ュ ー ノレ を 緩和 し
ま た課外活動に お け る 各種大 会 の 開催時期 に
つ い て 他大学 と 歩調を合わ せ る こ と と し た 。
学期は さ ら に 必 要 に応 じ 前半後半区分 し 得 る
こ と と し た。
(2)一般教育科 目 ， 外国語科 目 ， 保健体育科 目 ，
基礎教育科 目 は 2 年次 ま でに修得す る 。 3 年
次 以 降 は 専門教育科 自 を 集 中効果的に修得す
る こ と と し 7こO
(3)学則第 18条 (在学年限〉 中 「か つ ， 同 ー の 年
次 に 2 年 を 超 え て 在学す る こ と が で き な い。 」
を 削 除 す る 。
(4)新 l 年次か ら 適用 し 2 年次 以 上 の 現在学生
に 係 る 移行措置は 別 に定め る 。
2 一般教育科 目
内容充実 の た め に ， 人文科学 系 に 「音楽J ，
「美術 」 を ， 社会科学系 に 「文化人類学 J を
新 た に 開設 し 人文科学系社会科学系 の授業
科 目 を 3 科 目 ずつ 4 クゃ ル ー プ に分け選択 の 幅
を広げ， 履 修 の 機会を増やす こ と と し た ( l
• 2 年次合同講義)
3 外国語科 目
(医学部) 自 由 科 目 と し て 「仏語J I ラ テ ン
語」 を新た に 開設す る こ と と し た 。
(薬学部 ) I仏語J を新た に 開 設 し 第 二外
国 語 ( 4 単位必修) を 「英語J I独語J I仏語J
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の 中 か ら l 科 目 を選択で き る も の と し 現行
の 要件単位数を 16単位か ら 12単位 に 変 更 し
た。 ま た 自 由 科 目 と し て 「 ラ テ ン 語」 を新た
に 開 設 し た 。
4 保健体育科 目
(医学部〉 現行 の修得単位数 の保健体育講
義 l 単位， 体育実技 3 単位を薬学部現行 と 同
様 に そ れ ぞれ 2 単位に変更 し た 。
5 基礎教育科 目
本学の特色 と す る 医薬一体 と し て の 「医薬学
概論」 は従来学長 ・ 副学長 が両学部一年次生
に対 し て 講義形式 で行 っ て き た が ， 新 カ リ キ
ュ ラ ム に お い て は学長 ・ 副学長 は 最初 の 3 回
の み に止 め ， 後は 医薬両学部 に分か れ て そ れ
ぞれ の学生に教官が工夫 し て シ ン ポ ジ ウ ム 自
主討論形式 で問題提起 の 新 し い方 法 で 実 施
し ， 医学 ・ 薬学を志す学生に早期 に心構え と
自 覚意識を も た せ る 様， 見学 ・ 実習 も 取 り 入
れ て い る 。
(医学部 ) 1薬用 生物学J 1細胞生物学J を新
た に 開設 し 現行 の 「放射線基礎学」 を 「放
射線基礎医学」 と し て 専門教育科 目 に組 み 入
れ充実 し た 。
(薬学部) 現行 の基礎教育科 目 は全 て 専 門
教育科 目 に組み入れ充実 L fc.o 
6 専門教育科 目
「医薬共通 合 同 講義」 を新た に 開設 し ， 毎年
関連分野 の特色あ る テ ー マ を 決 め 実施す る こ
と と し た 。
(医学部) 関連科 目 と し て 「歯科 口 腔外科
学J ， t リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医学」 を新た に 開 設
し ， 現行 の 「人類遺伝学」 は 「基礎遺伝学」
お よ び 「臨床遺伝学」 に拡大充実 し た 。
(薬学部) 現行 の三系列 中二系列必修 の 履
修方法を廃止 し 選択 と し て 各系列 (有機化
学系， 物理化学系 ， 生物系) よ り 各 4 単位 を
修 得す る も の と し ， 調和 の と れた履修を行 う
こ と と し 7こo
7 卒業要件単位数お よ び 時間数
(医学部〕 現行 の 一般教育科 目 等7 1単位 +
専 門教育科 目 4 ， 800時聞 を ， 69単位 + 4 ， 779時
間 と す る 。
(薬学部) 現行 の 一般教育科 目 等67単位 十
専門教育科 目 95単位 = 162 単位 を ， 5 1単位 十
94単位 = 145 単位 と す る 。
8 学年暦 (昭和60年度分〕
〔前学期〕
4 月 10 日 11 日 入学式 ・ オ リ エ ンテ ー シ ョ ン
4 月 12 日 � 7 月 15 日 授業
7 月 16 日 � 7 月 18 日 振替及び補講
7 月 22 日 � 8 月 31 日 夏季休業
9 月 2 日 � 9 月 14 日 授業
9 月 17 ・ 18 日 補講
9 月 19 日 � 9 月 30 日 期末試験
〔後学期〕
10月 1 日 開学記念 日
10月 7 日 �12月 24 日 授業
12月 25 日 � 1 月 7 日 冬季休業
1 月 8 日 � 2 月 6 日 授業
2 月 7 日 � 2 月 13 日 振替及び補講
2 月 14 日 � 2 月 24 日 期末試験
3 月 20 日 卒業式
3 月 21 日 以降 春季休業
9 授業時間 に つ い て
現行 l コ -<80分 (1 . 5時間 〕 を 100分 ( 2 時
間) と す る 。
10 以 上 の 改正 に 伴い学則 も 改正 ， 両学部履修
内規， 年次移行基準 も 改正 し ， 薬学部 は 外
国語科 目 履修方法 を作成 し た。
(1学園 だ よ り J 15号昭和田年 3 月 1 9 日
発行 18頁� 28頁 参照)
2) 経 済 援 助
イ . 奨学生
日 本育英会奨学生 の推薦は ， 育英会か ら 示 さ
れ る 推薦枠を も と に ， 希望者を募 り ， 学部学生
は学生委員会， 大学院医学研究科生は 医学研究
科教務委員会， 大学院薬学研究科生は薬学研究
科委員会 と ， そ れ ぞ れ の 審議機関 に お い て 推 薦
基準に基づ き 選考 の 上， 行 っ て い る 。
本学学生 の現在 の採用 状 況 は ， 表 1 の と お り
で あ り ， 学生数に対す る 貸与者 の比率 は ， 学部
生 で25% ， 大学院生は50% と な っ て い る 。
貸与額 は ， 学部生 の 例 で み る と ， 昭和5 1年度
入学生 の 一般貸与は 月 額 1 1 ， 000 円 ， 特別貸与は
自 宅生 1 3 ， 000 円 ， 自 宅外生 で 18 ， 000 円 で あ っ た
が ， 昭和60年度入学生 で は ， 自 宅生22 ， 000 円 ，
自 宅外生で28 ， 000円 と 授業料 の値上げ に ほ ぼ比
例 し て 順次増額 さ れ て き て い る 。 大学院 も 博士
課程が月 額48 ， 000 円 →75 ， 000 円 ， 修士が38 ， 000
円 →65 ， 000 円 と 学部生 と 同様 に順次増額 さ れ て
い る 。 貸与額に対す る 学生の 希望状況 を み る と ，
約半数の 学生は現状 で満足 し て い る が ， あ と の
半数は増額を希望 し て お り ， そ の額は ， 10 ， 000 
円程度 と す る 者 が 多 L 、 。
ま た ， 日 本育英会以 外 の 育英奨学団体 の採用
者 も 数多 く ， 昭和5 1年度か ら現在 ま で， 本学が
取扱 っ た育英国体 と 採用者数は ， 5 1 団体， 95名
と な っ て お り ， そ の 内訳 は ， 表 2 の と お り で あ
る 。
表 1
| 学生数 奨学金の種類
| 区 分 l i60. 5 L l-「一十一五一 合 計
�
/ -J  \現 在) :! 1 1が ;一限立別| 、 I 種 |種 !貸与貸与
l学竺F d-4 十 人| 空 ? ω  i 46 70. 147(23. 3) 
i ド薬 学 部 叫 科 2 32 60 122(28. 3) 門 計 i 1 吋 52 1 9 78 130 制25. 3)← 一一l 宇学研究 �I�j 大科 +---_591 391 1 蝋66. 1)
剖薬学研究 ocl 0c l I 
I 
|子科 | 哩�I 1_3竺竺
lm L 山 市 7型 |
合 計 1 m8 1 - 9! 河l 印 刷28 の |
表 2
奨 学 金 名 医 薬 計 |
厚生省公衆衛生修学資金
富山県医学生等修学資金
富山県母子福祉修学資金
石川県奨学金
長野県医学生等修学資金
神奈川県公衆衛生修学資金
大阪府育英会奨学生
鹿児島県大学特別奨学金
茨城県奨学資金
東京都公衆衛生修学資金
埼玉県公的保健医療機関勤務医及び
歯科医師修学資金
岐阜県修学資金
群馬県母子福祉修学資金
茨城県寡婦福祉修学資金
富山市育英基金奨学金
富山市横山奨学金
滑川市奨学金
黒部市奨学金
桐生市奨学金
2 2 
l I 1 
2 2 
11 4 15 
ーム1ムヴ，aτi1ょっυ
1ょ1ム
マム
にリ
ームーょっム可i1in〈u
ti
， 1 
1 2 
I 1 1 I 2 
2 2 
I 2 ' ヮ“qυ
マょっ釘
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江戸川区医学生等修学資金
上越市奨学金
浜松市奨学金
川崎市公衆衛生修学資金
佐野市奨学金
宇都宮市奨学金
勝山市奨学金
須坂市奨学金
浦和市奨学金
横浜市公衆衛生修学資金
輪島市奨学金
いわき市奨学資金
堺市奨学金
上市町奨学資金
大山町奨学金
井波町竹村奨学金
安田町奨学金
高森町奨学金
穴水町奨学金
上平村医学生修学資金
山田村奨学金
tiτょ1ょ
11企
噌i
1 
1 
1 
マムマよ1ム
1it--ょ
111ムTi1ム
守lム市B4吋Bム
司自由-
1iTよ
ームTム1i マBa司1ム4fム
一奨学金 | 3 u : 
富銀育英会奨学生 I 1 I 1 
住友生命福祉事業団医学奨学生 1 10 i ! 10 
原 口奨学金 1 I 1 
森下仁丹奨学金 I 1 I 
霊山育英会奨学生 I 1 ! 1 
交通遺児育英会奨学生 I 1 I 1 
中村積善会奨学生 I 2 I I 2 繋明館土田家育英事業奨学生 I 1 I 1 
江副育英竺竺 I I 1 1 1 I 
五十 ! 67 28 I 95 1 
青木村奨学金
ロ . 授業料免除
本学に， 第 I 期生が入学 し た 昭和5 1年 4 月 当
時 の 国 立大学授業料 の年額は ， 96 ， 000 円 であ っ
た。 そ の 後， 昭和53年度入学者か ら は ， 144 ， 000 
円 ， 昭和55年度は 180 ， 000 円 ， 昭和 57 年 度 は
2 1 6 ， 000 円 ， 昭 和59年度入学者 の後期か ら 半期
分 1 26 ， 000 円 と 隔年 ご と に改訂 さ れ， 昭和60年
4 月 の 入学者 につ い て は ， 年額 252 ， 000 円 と な
っ て い る 。
学生の奨学 ・ 援護 の 一環 と し て ， 授業料免除
制度が と ら れ て い る が ， 本学 に お い て も ， こ の
制度 の 適 切 な 活用 を 図 る た め ， 昭和51年 4 月 1
日 に 「富 山 医科薬科大学授業料免除及び徴収猶
予 に 関す る 規程J が 制定 さ れ， ま た ， 免除者 の
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選考に関す る 基準を ， よ り 明 確 にす る た め 昭和
54年 4 月 1 日 に 「富山 医科薬科大学授業料免除
等選考基準」 を 制定す る 等所要 の 学 内 規程 を 整
備す る と と も に授業料免除制度 の適切 な 運 用 を
図 る よ う 努 力 し て い る 。
本学に お け る 授業料免 除 は ， 前期分， 後期分
ご と に希望 者 を 募 り ， 学生委員会に お い て ， 学
業成績お よ び経済面 に つ い て 規程に基づ き 選考
の 上決定 し て お り ， 昭和5 1年度か ら の 免 除 者
は ， 表 1 の と お り で あ る 。
半額免除者が少 な い の は ， 免除実 施 可 能 額
(昭和56年度以 前 の 入学者に つ い て は ， 収入予
表 1 学部生授業料免除者数
定額 の 8 %， 昭和57年度以 降 の 入学者 は ， 同 10
%) に 対 し て 免除 申 請者 が 少 な く ， 免除選考基
準 の 要件を満たす者につ い て は ， ほ ぼ全 員 ， 全
額免除 で き た た め で、 あ る 。 ま た ， 昭和57年度か
ら 免 除者数が減少 し て い る の は ， 各世帯 の所得
額が年々 増 え て き た の に比 し て ， 最高所得基準
額 が据 え 置か れ て い た た め ， 家計基準 オ ー バ ー
に よ る 免除不許可者が多 く な っ た こ と に よ る も
の で あ る 。 所得基準額が若干増額 さ れた 昭和59
年度 に免除者 も 若干増 え て い る の が ， こ れ を 表
し て い る も の と 思われ る 。
学 生 数 j 免 除 者
i ""'" 1 前期 i 医 学 部 | 薬 学 部 合二 計医 | 薬 | 計 l 一 一-----， - ------ ， I /<' " ' 後期 全 額(%) 半 額(初 | 全 額(初 ! 半 額(%) 全 額(%) 半額(%)
1 前期 o 0 i 1 (1 . 0) 0 1 (0. 5) ! 0 100 ! 105 205 一一一一←一一一一一一 トー ←ー-i 後期 1 6 (6. 0) : 0 i 4 (3. 8) 0 ， 10 (4. 9) 1 0 
209 1 4jh両日記 。 3 (1 . 4) 1 0 1 1  (2. 70) I 0 | せ 両1 13 両 b一一戸 両 o 竺 竺のi 0 
示品! 17 ぷ. 6) ， 0 ---1 16 (5 い I 33 (5. 4) 0 
If - - 一て二 17J1 J 」(10 3〕 0 1 56 0 叫 o
前期 1 25 (口) '， 0 1 38 (9 む 2 (0 の 63 (7. 7) 2 (� . 2) 1 l 54 403 ; 414 1 817 - J - L 一 !依期 I 29 (7. 2) 1 1 (0 州 41 (9. 9) 0 I 70 (8. 6) 1 1 (0. 1) 
[ 前期 27 (5. 4) 0 37 (8. 0) 0 I 64 (6. 6) ' 0 1 55 503
1
460 963 1- l- 十 三 i ト ー「一 一; 後期 I 28 (5. 6Y 0 ! 42 (9. 1) 0 ' 70 (7. 3) ' 0 
l 寸 i前期 34 (5 . の 1 0 36 (7. 7Y 0 I 70 (6. 5) 0 601 469 i 1 ， 070:一一 l ーーよ一一 l | 後期 l 28 (4 d o | 38 (8 U 0 1 66 (6 叫 O 
i 前期 23 (3 η 。 I 25 (5 叫 o 1 48 (4. 5) 0 1 ， 068: . .-'-------- ， 
| 治期 27 (4 則 。 28 (6 叫 o 55 (5. 1) 0 
! 前期 21 (3. 4) ; 0 
|
58 623 437 1J601 」一一一一一」| 後期 i 23 (3・ 7) ' 0 
l 前期 25 (4. 0) ' 0 59 632 431 1 ， 063:一一一，
l 後期 32 (5. 1) 0 
( ) 内は学生数に対する免除者の割合を示す。
18 (4. 1) 0 39 (3. 7) 0 
19 ハリ、hJJつυA斗A/t\ ' 42 (4. 0) 0 
18 (4. 2) . 0 i 43 (4. 0) 0 
18 (4. 2) ' 0 ハU\1ノ門/• 4 /{\ ハURU 
表 2 大学院生授業料免除者数
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: 年 | 学 生 数 | 免 除 者
ãr l2î * 
H I 前期 i 医 学 研 究 科 i 薬 学 研 究 科 l 合 計医 薬 計 |巴 ー |勾 全 額ω 半 佐 野 半 即) 1 全 一一� ' 
， 前期 5 ω の1 0 1 5 ( 18. 5) : 0 27 . 27 一一一一
JLfJ J ! 均 一二二i LL (18. 5) 1 o  1 5 (18. 5) ! 0 〕 // / 1  56 J6 1塑 --::.;:::-，ご二ここ17!竺ぺo 1 17 (3竺〉l 空
後期 l//// l i 9 (16 ザ o 9 (16・ 判 。
" ..- �-----前期 i 11 (19. 0) 1  0 1 11 (19. 0) 1  0 
I 55 ! 58 I 58 一一一 」 一一一ブf 一一一十一一一一一一一一斗一一一 」一 一一一一一十一一 | 
! i/ i l 後期 1 10 (17. 2) ' 0 i 10 (17. 2) 1 0 
|
56 | / l  u i  r4 | 前期 | /////| 7 (10 9〉 | 0 | 7 (10 判 。o 
凹 l m | 勾|二三プ ， 6 (ムムI 0 1 6 (9. 4) 1 0 
| 前期 1 1 (3 の I 0 7 (9 の o 1 8 (8 州 0 57 i 26 74 100 一一一一」 一一一一一ートー ! 
後期 1 (日) 1 0 7 (9 叫 o 1 8 (8. 0) 1 0 
58 39 78 J7 1
前期 I 5 山b yo ???! 土 - E P--竺I_�
後期 | 2 (5・ 叫 o 9 (11 引 o 1 1 1 (9・ 叫 o 
| 前期 1 2 (3. 4) ! 0 I 7 (8. 1) [ 0 9 (6・ 2) 1 0 「9 1 59 竹 山 研 工 心)1 0 - - !-7-可 瓦 l 9 〔6 2〕 J D
( ) 内は学生数に対する免除者の割合を示す。
、 . 学生生活実態調査
学生生活 の実態調査は ， 本学学生 の 経済面 と
健康等 の実態 を把握 し ， 学生生活 の充実 向 上 を
図 る 基礎資料 を 得 る こ と を 目 的 と し て ， 現在 ま
でに 2 回実施 さ れ て い る 。 最初は ， ま だ学年進
行途上の 昭和55年に実施 され， 2 回 目 は ， 学年
進行がほ ぼ完成 し た 昭和58年に実 施 さ れ たO
(大学院医学研究科は 昭和60年度完成) 今後 も
引 き 続 き 3 年 ご と に実施す る 予定 で あ る 。
調査対象は ， 学部学生 と し 調査方法 は ， 学
生 2 分 の l を抽 出 し ， 学生諜厚生係で調査票を
配付， 回 収 し た 。
回 収率 は ， 次表に示す と お り ， ほ ぼ， 同 じ結
果 と な っ て い る 。
調査 の 内 容 は ， ①住居 ・ 通学， ②経済 ・ 生活
③福利厚生施設， ④健康， ⑤学生生活 お よ び悩
み と 大 き く 5 項 目 に 区分 し て 行わ れ て い る 。
過去 2 回 の調査結果 を比較 し て み る と 3 年
間 で全般的な顕著 な 変動は認め ら れ な い が ， 生
活環境が 向 上 し て い る 反面 ， 経費 が増加 し て い
る こ が と 示 さ れ て い る 。
調査結果 の概要は ， 次 の と お り で あ る 。
住居面 で は ， 自 室 に風 呂 ， 台所， 便所付 き の い
わ ゆ る 学生 マ ン シ ョ ン 形式 の 室 に住む者 が増え
て お り ， 通学方法 も 自 動車通学者が 大 幅 に 増
え ， 現在 では 6 割以上に達 し て い る 。
こ れ を 反映 し て 経済面 で は ， 月 平均支出 額 が
前回 よ り 2 万 円 余 り 増 え て ， 自 宅生では 5 万 円
自 宅外生では 10万 円余 り と な っ て お り ， こ れ を
全 国平均 と 比べ て み る と ， 自 宅生は平均 ( 自 宅
生 の全 国平均〉 以 下 で あ る の に対 し ， 自 宅外生
は 平均 ( 自 宅外生の全国平均) を上回 る と い う
結 果 に な っ て い る 。
福利厚生施設関係では ， 食堂， 売匝， 理容室
の利用状況， 施設に対す る 要望 等 につ い て は ，
特に変化 は み ら れ な か っ た。
健康面 では 1 年間 に病気や け が を し た 者 が
58年度 の調査では ， 約 4 割で前回 よ り 若干減少
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し て い る の に 対 し そ の 治療費 に つ い て は ， 逆
に 噌 え て お り ， 特 に 年 間 l 万 円 以 上支払 っ て い
る 者 が 大 幅 に増 え て い る 。 ま た 58年 の 調 査実施
後 ， 保健管理セ ン タ ー が オ ー プ ン し て い る の で
健 康 面 で は 次 回 の調査結果が注 目 さ れ る 。
学生生活 と 悩み に つ い て は ， 試験， 進 級 ， 将
来 の 進 路 に 関 す る も の が最 も 多 い が ， 第 2 回 目
医 巴一会 司;調 査 年 度 I生 日u
抽出数 回収数 同収率
(%) 
男 233 147 63 .  1 
55 �年 度 女 19  15 78 . 9 
百十 252 162 64 . 3 
男 279 161  57. 7 三8 � J:ít 女 32 1 9 59 . 4 
3 1 1  180 57. 9 
3) 保 険 制 度 (学生教育研 究 災害傷害保険〉
こ の 保険は ， 文部 省 が ， 大 学 に 学ぶ学生 の 被
る 種 々 の 教育研究活動 中 の 災害 に 対 す る 被害救
済 の 指置 と し て 検討 し て き た 災書補償制度 で あ
り ， 財団法人学徒援護会が保険契約者 と な り ，
東京海上火災保険株式会社を 幹事会社 と す る 国
内 の 損害保 険会社20社 と の 聞 に 一括契約 さ れ た
も の で あ る 。
任意加 入 で あ る が ， 本 学 で は ， こ の 保 険 制度
の 趣 胃 か ら 全 員 加 入 を 呼 び か け ， �(i和5 1年度 の
第 1 J羽生入学以来 ， 新 入 生 の 100 % が加 入 し て
L 、 る 。
補償 の 対 象は ， 大 学 の 教育研究活動 [::j l に 被 っ
た 急激か っ偶 然 な 外 来 の 事 故 に よ る 身体 の {易占
と な っ て お り ， そ の 範 囲 は ， 昭和5 1 年 の 発足 時
に は ， 正 課 I ド お よ び学校主催行 事 仁! 1 の み で あ ぺ
た が ， 昭和55年 4 月 か ら は ， 課外活動 r! 1 ( キ ャ
ン パ ス 内 の み 〕 が ， 昭和58年 4 月 か ら は ， キ ャ
ン パ ス 内 の 休 憩 中 お よ び キ ャ ン パ ス 外 の 課外活
動 中 の 傷害 も 対 象に な る 等順次改善 さ わし て き て
表 1 事故件数
の 調 査 の 前 に 本 学 カ リ キ ュ ラ ム の 大 幅 改 正 が 行
わ れた こ と を 反 映 し て か ， 試験， jffi級 に 閲 す る
悩 み が 前 同 に比 べ て 半減す る と L 、 う 結果 と な っ
て い る 。 し か し そ の 対処方法 に つ い て は ， 前
回 同様 そ の 大 部 分 が ， 友人先輩に相談， 日 分 で、
対処す る ， な り ゆ き に ま か せ る と し て お り ， 変
化 は み ら れ な か っ た 。
薬 寸主立� 古官 J口込 五十
抽出数 回収数 回収率 抽出数 同収数 日収率
(%) (%) 
9:5 59 62 . 1 328 206 62 . 8 
1 3 1  1 1 1  82 . 8 153 126 82. 4 
229 170 74. 2  481 332 69 . 0 
127 95 74. 8 406 256 63 .  1 
90 84 93 . 3 122 103 84. 4  
217 179 82. 5 528 359 68 . 0  
L 、 る 。
本 学に お け る 保険加 入 告 の 事 故件数は ， 表 l
の と お り で あ る が ， そ の 内 界 は ， 表 2 に み ら れ
る よ う に ， 運 動 中 の靭帯損傷， 捻持:が 最 も 多 く
次 L 、 で骨折， 脱 日 お よ び実験 ・ 実 習 中 に お け る
切傷， 言IJ傷が多 L 、 。 昭和55年度 以 降 に 運動 中 の
事故件数が急激に 多 く な っ て い る の は ， そ れ ま
で 己! I二 さ れ て い な か っ た 課外活動 1 !'1 の事故件数
を 保険制度 の 改 善 に よ り ， 課 外活 動 中 の 事 故 も
補償 さ れ る よ う に な っ fこ こ と に伴 い ， n円和55千「
度 か ら 計 上 し た た め で、 あ る 。
表 l の 学生数に対す る 事故発生:':t(を み る と ，
全 国 平均 (昭和58年度調査で 0 . 55 % ) に 比 し
て ， 非常 に 高 い 古IJ子? を 示 し て い る 。 こ れ は ， 受
験 準備期 間 中 の 運 動不足や ， 下宿 生 (全学生 の
約85%) の食事面 で の 栄養 の ア ン バ ラ ン ス 等 か
ら な る 体 力 不 足 な ど が 主 な 原 因 と 思 われ る が ，
今後 ， あ ら ゆ る 面 か ら 事 故発生 の 原 因 を 調 査 し
傷書事 故 の 発生 を な く す る た め の 対 策 を ， 早急
に 立 て る こ と が必 要 で あ る と 考 え ら れ る 。
1 年 度 正 課 中 ω | 学校行事中仰) I 課外活動中仰 l 砧ぶヨ?の 合 計 (%)
1 (0. 5) I 1 (0 ・ 5) 1� 2 (1 . 0) 
第 1 節 学 生 生活
三し 410 I -�3�(0. 7) o τf二 ! ! 
1 57 
3 (0 . 7) 
町 64訂
1戸〕 i O L / / 11 f / f f - 1 7M 1 -� iJ7 m l 9 (1 0了! 0 I___-/コて二ごフア 1両
一寸 1， 021 i 16(;� 6)1 1 (0 川 8(O I7 - 一一一二フア「 一56 1 品訂 一一日両日一 一 元. 1) 示1. 1) 二三三二ーユl - hiibj 
1 
f 1，元副 8(0 の | 王山 I 14(1 . 同: 一二--- フ-1 --;(;� O) 
| 58 1 山 J 函云 ! ふん | 云ι 9)寸 日両下 43而-!
59 1， 208 1 附 3) I 1 (0 1) i 的 8) I 1 (0. 1) I 40(3. 3) 1 
動
中
( ) 内は学生数に対する被災者の割合を示す。
52 I 5:1 戸4 I 55 I 6 I 57 1 58 1 59 1 計
ttl-1hJ寸卜ト;小?-lて干す〉
打
の 損 ;〓 1 1 (f「す1午: 川〕[:;;の 損 傷 | 寸十 I 1 1 I 1 1 ト 1 1 3 瓦ー十日�I-二 I 「 γI (iアI I l --q了
の 他 (一丁 「 | [ (i〉 | i i | トプ?
l f ? | (iL日;LL ;!L-立ljl 2 1) 1 3)
創傷 . 裂傷 . I 1 1 1 (�) 〉 l 1 l (;P〉 | (;P〕 | 1 J 〔;P〉 | 1γ) I �討rirJ ( 
f l而瓦 傷釦I I 1一_1 _1 とJ})つ 〔二「一_1 Lf_ゴι乞Li ; 1 薬 疹 ( (�) 3 1 I 1 | 官
習剖[1旦ιの 損 傷 I I 二二-l二二コlL一J2 1 _1 _1一J2 中 [ 捻 挫 I (iP〉 ( | t〉i 計 1 2 1 (�) i ? | ? | ? | 1 | (守?〕 | ? | (1;認:2そιl 靭 帯 損 傷 - I--- - ---�I - 1 ?丁一 7一寸(i了
i
の
日-�I 二 二 1 I I 1 1 亡仁
折 | _1 __1 一 一人」-i--LJ--1Ll (i)
他 | 一 計 1 1 l 1 2) l ? I--W--
I L IT 1 (f[7E「? i ? l  g〕 l ii) 1 2 | 官 1 2 I S;ア
1 58 第 6 章 学生生活と課外活動
4) 福利厚生施設
イ . 食堂
昭和52年 4 月 か ら ， 福利棟 l 階に お い て ホ ー
ル の面 積 224 m2 ， 席数 153 で営業 を 開始 し ， 財
団法人学校福祉協会に経営 を 委託 し ， セ ル フ サ
ー ピ ス 方式 で運営 さ れ て い る 。 そ の後 ， 昭和53
年 4 月 に価格改訂， 同年 8 月 に増築 に よ り ホ ー
ル の面積458m2， 席数390 と な り ， 昭 和 55 年 1 2
月 と 昭和59年 7 月 に価格改訂 さ れ， 現在 に い た
っ て い る 。
利用者数 も 学年進行に伴 っ て 年 々 増 え ， 現在
で は 一 日 平均 1 ， 500 食を提供 し て い る 。
ロ . 喫茶室 ・ 談話室
昭和55年 4 月 か ら ， 福利棟 2 階で財団 法人学
校福祉協会 の委託経営 に よ り 運営 さ れ て い る 。
喫茶部分 と し て は ， 35m2 ， 席数20で あ る が ，
同 フ ロ ア に隣接の談話室 ( 232 m2席数80) と 併
用 し て 利 用 し て お り ， 一 日 平均 300 名 が利用 し
て い る 。
ま た ， 談話室 は ， テ レ ビ， 新 聞， 雑 誌， 囲
碁， 将棋等 の設備 を設け， 学生 の 憩 い の場 と L
て 提供 L て い る 。
ノ\ 売居 ， 書目 ， 理容室
昭和52年 4 月 か ら ， 福利棟 l 階部分 ( 130 m2) 
で一般業者 に よ り ， 書籍， 日 用 雑貨 等 を 販 売
し ま た ， 厚生棟 l 階で は ， 昭和55年 4 月 か ら
理容室 (19m2) を設け， いずれ も 市価 よ り 低廉
な 価 格 で運営 さ れ て い る 。
5) 健 康 管 理
昭和58年 4 月 ， 新設 の 医 科系大学 と し て は ，
全 国 に 先 が け て 本学に保健管理セ ン タ ー が設置
さ れた。 昭和59年 2 月 に は 附属 図書館 3 階に セ
ン タ ー建物が竣工 し ， 本格的 な 活動に は い り 現
在 に至 っ て い る 。 こ こ に至 る ま で の 木学 に お け
る 学生 お よ び職員 の健康管理活動 の 状 況 に つ い
て ま ず振 り 返 っ て 見 た し 、 。 昭和5 1年 6 月 ， 富 山
中部高校 旧 校舎 に保健室 が設置 さ れ ， 昭和5 1年
度 入学生 の 定期健康診断が初め て 実施 さ れた。
こ の 時 よ り 現在 に至 る ま で保健室業務を実質的
に支 え て き た の は 当 時学生課所属 の 山 田 房子看
護婦で あ る 。 学校医 と し て は河上内科医院院長
河上清医師 が学生 の健康相談に あ た っ た。 昭和
52年 4 月 には新校舎竣工 と と も に保健室 も 福利
厚生棟へ移転 し ， 学校医は 国 立富 山 病院 内科樋
口 洋 医 師 に 委 嘱 さ れ附属病院開院 ま でそ の 任に
あ た っ た。 昭和51年 4 月 ， 事務局管理棟竣工 と
と も に保健室 は講義棟事務室隣へ引越 し た。 昭
和55年 4 月 か ら は 本学第 2 内科寺 田 康 人 医 師
が， 昭和57年 4 月 か ら は 第 3 内科市 田 隆文医師
が学校医 と な り 保健管理セ ン タ ー 竣工 ま で そ の
任 に あ た っ た。 こ れ ま で の 学生に対す る 健康管
理業 務 の 実 際 と し て は春季 の 学生定 期 健 康 診
断， 日 常 の保健室 に お け る 救急処置 お よ び週一
度 の 学校医 に よ る 健康相談が主な も の で あ っ
た 。 ま た職員 の健康管理は 独 自 に庶務課 と 附属
病院 に よ っ て 行 われ て お り ， 本学の学生， 職員
の健康管理業 務 の 一体化 が望 ま れ て い た。
昭和56年本学か ら 保健管理セ ン タ ー 設 立 の 概
算要求が文部 省 に 提 出 さ れ， 昭和57年 12月 に は
幸 い に も 設置 の 内示を得 る こ と が で き た。 昭和
58年 2 月 評議会に お い て 「保健管理セ ン タ ー 設
置準備委員会」 が設置 さ れ， セ ン タ 一 規則 の 審
議 が行われた。 同年 4 月 ， 本学に正式 に保健管
理 セ ン タ ー が設置 さ れ， 運営委員会 に お い て 所
長 お よ び専任教官 の選考が行われ る こ と に な っ
tc.o 昭和田年 8 月 15 日 ， 本学公衆衛生学加 須屋
実教授が所長 (併任〉 と し て 発令 さ れ， 同年 10
月 1 日 に は 本学第 3 内 科助手 で あ っ た斎藤清二
医 師 が専任講師 と し て 着任 し 山 田 房子看護婦
と と も に こ こ に セ ン タ ー の ス タ ッ フ が全員 そ ろ
う こ と に な っ た。
さ て 本学保健管理セ ン タ 一 規則第 2 条に は セ
ン タ ー の 目 的 と し て 「本学に お け る 保健管理に
関 す る 専 門 的業務を 附属病院 と の連携 の も と に
一体的に行 い ， 学生お よ び教職員 の心身 の健康
の保持増進 を 図 る こ と を 目 的 と す る 」 と 明 記 さ
れ て い る 。 こ の趣 旨 に則 り セ ン タ ー と し て は 学
生 お よ び職員 の心身 の健康 に 関す る あ ら ゆ る ニ
ー ズ に応 じ ら れ る 体制lを つ く る べ く 下記 の ご と
く 業務体 系 を 整 え る こ と に な っ た。 ま ず学生 の
心身両面 に お け る 一般相談は 斎藤講師 が 毎 日 こ
れ に応 じ て い る 。 履修上 の 問題， 進路上 の 問 題
に つ い て は 医学部 よ り 伊藤祐輔教授， 薬学部 よ
り 狐塚 寛教授 を相談員 と し て 委 嘱 し ， 学務相談
に あ た っ て い た だ い て い る 。 心理療法 を必要 と
す る よ う な ケ ー ス に つ い て は非常勤 カ ウ ン セ ラ
ー と し て 心理学 の担当 の教官 の応援を得た。 ま
た各専 門科学校医 (神経精神科， 整形外科， 産
科 婦人科， 眼科， 耳鼻咽喉科， 歯科 口 腔外科 〉
に よ る 健康相談 を 月 2 回ずつ実施 し て い る 。 さ
ら に 緊 急 の 場合や セ ン タ ー に来所 し に く い ケ ー
ス に対応す る た め 加 須屋所長 の 自 宅電話 を 開放
し 電話相談に も 応 じ て い る 。 新入生に対 し て は
保健管理セ ン タ ー の ガ イ ダ ン ス と U P 1 (大学
生性格検査) に よ る 健康調査 を 入学 直 後 に 行
い ， 学生が気軽に セ ン タ ー を利用 で き る よ う P
R に も 努 め て い る 。 そ の 効 あ っ て か 昭 和 59 年
( l 月 � 12月 ) の セ ン タ 一 利 用 者は述べ件数に
し て 学生3 . 225件 ， 職員619件 に達 L た 。 こ れは
学生に お い て は l 人年聞 に 3 回 セ ン タ ー を利用
し て い る こ と に な る (定期健診， 診 断書 の 発行
は 除 く 〕 。 学生お よ び職員 が よ り 有意義な 生 活
を お く る た め の心身 の健康管理に対す る 援助 と
い う セ ン タ 一 本来 の 目 的 の 達成 の た め に は さ ら
に一層 の 努 力 と 全学的取組み が必要 と 思 わ れ
る 。
6) 研 修
イ . 新入生合宿研修
富 山 は 海 と 山 の 自 然に恵 ま れ， 本学は 遠 く 富
�LJ 湾 を 望 み ， 近 く 北 ア ル プ ス 連峰を 目 前に し た
呉羽丘陵に立地 し て し る 。 創設以来本学 で は 新
入生合宿研修を実施 し ， 早春 の 5 月 上旬 ， 積雪
の 中 を 開通間 も な い 立 山天狗 平 の 立 山 高 原 ホ テ
ル を 借切 り ， 学生 ・ 教職員 が共に一泊 し ， 悠大
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な 自 然 の懐に 入 っ て 己が人間 の 小 さ さ を覚 り ，
自 然 と 人間 ・ 人間 同士 の 出 合 い の場 と し て 語 り
合 う 機会 と し て い る 。 学生は 全 国 か ら 広 く 集 ま
り ， ま た地元 出身者 て、 も 夏 山 は と も か く ， こ の
こ ろ の厳 し い 春 山 の 経験は な く ， 新入生には 強
烈 な 印 象を与 え る よ う で， 卒業後 も 本学 で学ん
だ 良い 思 い 出 と な っ て い る 。
パ ス と ケ ー ブ ル を乗継 ぐ往復 の 団体行動か ら
宿泊中 ま で班別 に リ ー ダ ー を設け， 学生に役 目
を分担 さ ぜ て 自 主協力活動 を 促 し ， 晴天 に 恵 ま
れ れ ば屋外で雪 中 を 国 見 峠や地獄谷へ と 歩 き ，
ス ノ ー ボ ー ト で斜面 を 滑 り 興 じ て 十分に若 さ を
発散 し 雨天 な ら 屋 内 で講演や ス ラ イ ド 映写 で
山 に 関す る 知識 を 聞 く な ど と 自 由 時間 も 交 え ，
両学部， 学生 教職員 の 別 な く 互 い に 交流 し 親
し く 話 し合 う 意義は大 き L 、 。
(た だ し 昭和58年度は ， 乗鞍青年 の 家 で実施 し
た〕
ロ . 厚生補導研究会
学 内 に は 教育課程 の 基本的事項 と そ の運営に
関 し て 協議す る 教務委員会 と ， 学生の厚生補導
に 関 す る 事項を審議 し連絡調整を 図 る 学生委員
会 が あ り ， いずれ も 副学長 (教育研究 ・ 厚生補
導担当〉 を委員長 と し て 学生生活 の 正 課授業 と
課外活動 ・ 生活改善等 に つ い て 配慮を心掛け て
い る 。 こ の両委員会は 毎年 2 月 に合 同 で厚生補
導研究会を一泊 し て 催 し ， 翌 年 の 学年暦 の 作成
か ら 学生気質 ・ 自 治活動 ・ 福利厚生 ・ 大学祭 ・
交通事故防止 ・ 留年問題 ・ 講習研修会 な ど幅広
く 学生 ・ 教務にわた る 諸問題に つ い て 活発 な 意
見交換 と 討議 を 行 っ て い る 。
1 60 第 6 章 学生生活と課外活動
1 )  文化系サ ー ク ル 活動
イ . 叩年の歩み
第 2 節
5 1年 4 月 ， 第 l 回 入学生が入 っ て く る と 元 気
の よ い 連 中 は 早速各種 サ ー ク ル の 結 成 を 開 始
し 1 学期末 ま で に次 の 10 の サ ー ク ル が誕生 し
た 。 (英語 ク ラ ブ， 医薬研究会， 演芸部 ， 軽 音
同好会， ギ タ ー マ ン ド リ ン ク ラ ブ， 結鞭会， 植
物研究会， チ ェ ス ク ラ ブ， 美術部， 歴 史 同 好
会) 年末 ま で に は 文芸部 と 写真部 が加わ り 12 と
な っ た。 桔鞭会は ， 本 学 の 前身 富 山 大 学薬学部
で 4 年前に創設 さ れ て い た の を 受け継 い だ も の
で， 漢方 を学ぼ う と す る し 、 か に も 医薬大 に ふ さ
わ し い グ ラ ブ で あ る 。
こ の 1 2 の ク ラ ブ は ， や が て 文化 サ ー ク ル連合
準備委員会 (俗称文サ連) を結成 し 学友会設立
準備委員 会 の 一つ の 委員会 と な り ， の ち に学生
自 治会文化部会 の母体 と な っ た。
年 を 経 る ご と に文化系 サ ー グ ル の 活動は多様
化 し て ， 55年 に は ( 申 請中 の も の を 含め る と 〉 実
に 28 の サ ー ク ル 数 と な り ， 増減を繰 り か え し つ
つ現在 の正式 の サ ー グ ル数は お と な っ て い る 。
文化系各サ ー ク ル は ， 運動部 に比 べ て ， 部員
の獲得が難 し い と し 、 う 実状や名 目 だ け の部員 で
あ る 幽 霊部 員 問 題 と い っ た共通 の 4悩み を抱 え て
い る 。 毎年 8 月 に 聞 か れ る 文化系 サ ー ク ル リ ー
ダ ー 研修会は こ う し た 問題 につ い て 主 に 討議す
る 場 と な っ て い る が ， 打開策は 見 出 せ な い ま ま
に な っ て い る 。 体 を 動か し て 活動す る 運動等 の
部活動に比べ て やや地味な活動で あ っ た り ， 時
に は授業 の延長 み た し 、 に な っ た り す る 文化系 サ
ー ク ル 活動で、は ， こ れは 一種 の 宿命 な の か も し
れ な い 。
こ う し た 中 で， 音楽系 の サ ー ク ル は比較的順
調 な 活動を続け て い る 。 混声合唱 団 は ， 金 沢大
学， 新潟大 学 と で三大学合 同 演奏会を 毎年聞 き
定期演奏会 も 5 回 開催 し て い る 。 部員獲得 の悩
み を 持 ち つ つ も 室 内合奏団 は 7 回 の 定期演奏会
を 聞 き ， 昨年 の 「バ ッ ハ 生誕300年記念」 と 題
す る 演奏会は特に好評であ っ た。 他 に ギ タ ー マ
ン ド リ ン ク ラ ブ も 6 回 の定期演奏会， ク ラ シ ッ
課 外 活 動
ク ギ タ ー 部 は 2 回 ， 軽音楽 も 4 回 の 定期演奏会
を 聞 い て い る 。 少人数 の フ ォ ー ク ソ ン グ グ ラ ブ
は 学 内 で “ ち ん ま り " と コ ン サ ー ト を 聞 い て い
る が ， 昨年は市 の公会堂で伊藤敏博 と 共演す る
壮挙を行 っ た。 邦楽 の 三 曲 会は ， 琴 ・ 尺八 ・ 三
絃 と い う 日 本古来 の楽器 を 演奏す る サ ー ク ル
で， 師範級 の 男 子尺八奏者 を含め て ， 北陸三県
大 学芸交祭等で成果を披露 し て い る 。
趣味的 な サ ー ク ル と し て は ， コ ン ト ラ ク ト ・
ブ リ ッ ジ ク ラ ブが比較的長 い歴史 を 誇 っ て い
る 。 囲碁将棋部 も 須藤教授 と こ れを 継 い だ 古 田
教授 の顧問就任 でい よ い よ 部 員 の腕 が あ が っ て
い る と い われ る 。 茶華道部 の顧問は 木 村 教 授
で ， 大学祭 で の 生け 花 の 展示や茶会は一服 の 清
涼剤 と な っ て い る 。 演劇部 と 称 さ な い 「演劇を
楽 し む会」 は 文字通 り 学 内 で “演劇を楽 し む 泊
現況 で あ る 。 他 に写真部 ， 美術部 も 大 学祭 ・ 芸
交祭で成果 を 発表 し て い る 。
変わ っ た ク ラ ブ と し て ， 入院児童を楽 し ま せ
る ボ ラ ン テ ィ ア 活動か ら生れた 「青い 鳥」 は ，
お寺で 日 曜学校を 聞 い て 子供達 と ゲ ー ム を し た
り 小児科で七夕祭 り や グ リ ス マ ス 会 を 聞 い た り
し て い る 。
典型的 な文化祭 の サ ー ク ル と し て の英語 ク ラ
ブは 少人数な が ら 開学以来 の 伝統を も ち ， 5 1 年
部 の 創設 と 同 時に 副部長岩崎文子は ， 第 10 回 西
日 本学生英語弁論大会 で優勝， 賞 と し て サ ン フ
ラ ン シ ス コ 旅行 を 得 て い る し そ の 後金沢大学
で の ス ピ ー チ コ ン テ ス ト l 位， 特に 昨 年 は 富 山
大 学， 福井大学， 信州大学で の そ れ ぞ れ の コ ン
テ ス ト で 1 ， 2 位独 占 と い う 成績 を お さ め た。
コ ン ピ ュ ー タ ー ク ラ ブ では 1 B M-5550 の 特 別
レ ン タ ル や K D -290A の導入等に よ り 専 門家は
だ し の 実 力 を持つ部 員 が し 、 る と い わ れ ， 59年度
ノ之 ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ー 誌 で谷 口 部 員 の ソ フ
ト が特賞候補に な っ て い る 。 結鞭会は着実 な 活
動を続け会誌 の 発行 ， 大学祭で の展示 と 実演等
で注 目 さ れた。 地味 な が ら天文部 ・ 植 物 研 究
部 ・ 薬学研究会 も 日 常 の 活動や全薬 ゼ ミ ナ ー
ル ， 関薬連等 で そ の 実 力 を 発揮 し て い る 。
ほ か に キ ネ マ 倶楽部 が 月 1 回 自 腹を切 っ て 世
界 の 名 画 の ビ デ オ 上映 を や っ て い る 。
こ う し た サ ー ク ル活動は今後 も 地味 な が ら 息
長 く 続 く も の と 思われ る 。
口 . 大学祭， 芸交祭
5 1年度入学 1 回生 も 2 学期 を 終 え る こ ろ 気持
に も ゆ と り が 出 て ， 他大学 な み の大学祭を 聞 こ
う と し 、 う 気運 が生 ま れ ， 当 時起 り つつ あ っ た学
友会設立準備委員会 の設置 と 相前後 し て 52年 4
月 第一回大学祭実行委員会が 2 Ma浅井正 嗣 を
委員長 と し て 発足 し た。
学 内 者 だ け で こ じ ん ま り と やれ ば ， と い う 大
学側 と 一般公聞 を 考 え て い た実行委員会側 と の
数度 に わ た る 協議 の後 ， い ず れ 内 容 が充実すれ
ば公開す る と い う 条件で第 1 回 医薬大祭は 9 月
30 日 夕 方か ら ロ ッ ク コ ン サ ー ト で開始 さ れ， 10 
月 1 ， 2 日 の 本祭 3 日 の大運動会， と そ の 日 の
夕 方か ら の後夜祭 を も っ て 幕 を 閉 じ た 。 ロ ッ
ク ・ 招待講演 ・ 分科会映画 ・ 模擬屈 と い っ た大
学祭 の 一つ の 型が こ の 時設定 さ れた。 招待講演
は ， 森永 ヒ 素 中 毒 の研究 で知 ら れ た 岡 山大学青
山 助教授， ま た分科会 の テ ー マ は 「薬害問題」
「精神医療J I医薬分業 に つ い て 」 な ど身 近 な
テ ー マ で， ま じ め な一期生 ら し い意欲が感 じ ら
れ る も の だ っ た。
一般に公開 し て 早 く 大 学 の 存在 を県 民 に 知 ら
せた い と し づ 学生 の希望 は ， 街 に み こ し を 出 し
医薬展な ど54年 の 3 回 以 降 で実現 し た。 (次表
の と お り 〉
芸交祭 (北陸三県大学学生交歓芸術祭) は ，
毎年 10月 か ら 1 2 月 の 聞 に文化系 の サ ー ク ル活動
の 発表 の場 と し て 開催 さ れ， 現在23 の短大 ・ 大
学が加盟 し ， 本学 も 軽音楽， 管弦楽 ・ 邦 楽 ・ 美 術 ・
写真 の 各サ ー ク ル が そ の成果 を 発表 し て い る 。
文 化 系 サ
0回 ・ 期 日
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E大 学 祭3
O記念講演会 ・ 演題 ・ 演者O医薬展のテ ー マ第 3 回 (1979. 9 .  27�30) 
医学教育 中川米造氏
薬学教育 高野哲夫氏 ・ 辰野高司氏
解 剖 展第 4 回 (1980. 9 . 19�22) 
戦後を考えなおす 江藤 淳氏
研究の楽 しみ と苦 しみ 柳田友道氏心臓と腎臓第 5 回 (1981 . 10. 8 � 11) 
戦後か ら何を学ぶか 大江健三郎氏胸の痛み， お腹の痛み第 6 回 (1982. 9 .  30�10. 3 ) 
日 本語の由来 大野晋氏
肺ーその正常と異常一第 7 回 (1983. 10. 27�30)
技術文明 と人間 石井威望氏誕生の不思議第 8 回 (1984. 10. 25�28)
日 本経済の今後の見通 し と医療 竹内宏氏
富山 と成人病
ハ サ ー ク ル 紹介
昭和5 1年冬組織 さ れた文化 サ ー ク ル連合設立
準備委員 会 は ， 昭和52年 「 自 治会」 の 設立 と 共
に文化部会 と し て 発会 し た。 歴代代表者は ， 初
代議長高野隆， 二代浅井正 嗣， 初代事務局 長 高
田 良久 ， 二代丸 山 明夫， 三代 中村達弥， 四 代畑
谷芳功， 五代野村邦紀で あ る 。 現在加盟サ ー ク
ル は23サ ー ク ル で、あ る が ， 休部 中 の も の に歴史
研究会， 加盟 申 請中 の も の に書道部 が あ る 。 そ
の 他 か つ て 創部 さ れ現在廃部 と な っ て い る サ ー
ク ル に ， チ ェ ス グ ラ ブ， 文芸部， 映画 サ ー ク ル
女性問題研究会， 生物部 ， 旅行 同好会， ユ ー ス
ホ ス テ ル ク ラ ブ， 社会医療研究会， 歎 異抄研究
会 ， 聖書研究会， エ ス ペ ラ ン ト ク ラ ブ な ど が あ
る 。 以下23サ ー ク ル を紹介す る 。
ー ク ル
l グ ラ ブ | ラ ブ 名 i 員 ノ 数 | 設 立 年 月 i 主 た る 活 動
結 鞭 会 I 52 I 昭和4如 月 | 植物採集， 植物栽培， 文献輪読
美 術 部 | 10 I 昭和51年 5 月 | 作品の制作お よ び鑑賞
植 物 研 究 部 I 29 i 昭和畔 5 月 | 採集会， 合宿等を行い， 植物の生態を調べる 。
ギタ ー マ ン ド リ ン ク ラ ブ I 31 昭和畔 5 月 | 定期演奏会を毎年実施
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軽 二圭日t 楽 首:
三阿五口 ク ブ フ
写 真 自日
コ ン ピ ュ ー タ ー ク ラ ブ
混 士F且 メ日込 唱 団
室 内 メ口斗 日昌 団
ク ラ シ ッ ク ギ タ 一 部
囲 碁 将 棋 部
社 交 ダ ン ス 部
天 文 部
演 劇 を 楽 し む 会
コ ン ト フ グ ト フー リ ッ ジ グラ フ
プ ラ ス ア ン サ ン プ ル
薬 学 研 究 JZ3三ξ-
フ ォ ー ク ソ ン グ ク ラ ブ
華 道 部
青 し 、 鳥
茶 道 部
曲 メエιミ〈
2) 体育系サ ー ク ル 活動
イ . 1 0年の歩み
48 昭和52年 4 月
18 昭和51年 5 月
31 昭和51年12月
14 昭和52年 5 月
50 昭和52年 4 月
19 昭和52年 6 月
13 昭和53年 5 月
23 昭和59年 5 月
17 昭和53年11月
10 昭和54年 4 月
15 昭和54年 5 月
1 1 昭和54年 4 月
20 昭和54年 9 月
18 昭和54年10月
13 昭和55年 4 月
23 昭和56年 4 月
24 昭和56年 4 月
33 昭和57年 5 月
20 昭和58年 4 月
昭和5 1年 4 月 ， 富 山 中部 高校 の 旧 校舎 を 借 り
仮校舎 に 第 l 回 生 を 迎 え る に あ た り ， 課外活動
の場 (体育館等) の 要望 に ど う 対応す る か， 関
係 者 一 同 苦慮を重ね て い た。
予想通 り ， 体育系 ク ラ ブ設立 の機運 は 早 く か
ら 高 ま り ， 5 月 末 に は 15の ク ラ ブが 設 立 さ れ
た。 練習場所 と 用 具 の 要望が相次 い で 出 さ れ，
用 具 に つ い て は希望に添 う こ と は で き た が， 練
習場所に は ほ と ほ と 困 っ た。
幸い ， 中部 高 校 の 深 い ご 理解 と ご好意に よ り
週数回練習 の 場 を与 え て い た だ し 、 た と き ， あ た
か も 水を得た魚、 の よ う に学生は大喜び だ っ た。
し か し ， そ れ で も 練習場所 の不足には悩 ま さ れ
た 。 ク ラ ブ毎に東奔西走， 不備 な 条件 を 良 く 克
服 し懸命に活動 し て い た 。
同 じ こ ろ ， 北陸三大学体育連盟 (北三) と ，
西 日 本医科 学生体育連盟 (西医体) か ら 加盟 の
定期演奏会， 新歓 コ ンサー ト
大学祭におけ交る ス ピーチ コ ン ア ス ト北陸五大学 歓会への参加
写真展 (年 2 回〉 撮影会
ミ ニ コ ン ・ マ イ コ ンを使い， プ ロ グ ラ ミ ン グを楽 しむ
他大学と の合同演奏会， 定期演奏会を実施
定期演奏会， 全 日 本医学生オ ー ケ ス ト ラ参加
定期演奏会， 北陸三県合同演奏会への参加
職員 と の対抗試合， 大学対抗戦
新歓 ・ 大学祭 ・ ク リ ス マス ダ ンスパ ー テ ィ ー
天体の観察， 写真撮影
新歓 ・ 大学祭における公演
コ ン ト ラ ク ト ブ リ ッ ジ競技会の開催
新歓 コ ンサー ト ・ 大学祭参加
全国楽学生ゼ ミ ナー ルへの参加， 大学祭における研究発表
会員の演奏 と発表
生け花の練習および発表会
小児科慰問， 日 曜学校の子供たち と の交流
勉強会， 練習， 大学祭での発表会
北尺八， 琴交， 三味線術陸ゴ県 歓芸 祭に参加
誘 い が 入 っ た。
こ れ が契機 と な り ， 学生間 で体育会設立 の 必
要性が論 じ ら れ る と 同 時 に ， 体育系 ク ラ ブ総括
顧問金子教授 (文化系 ク ラ ブ総括顧問 は 田 辺教
授 ) の助言 を受 け ， í北三 l 加盟へ積極的 に 準
備 を進 め た 。
9 月 に学生の合意を得， 10月 に加盟 申 請， 1 1
月 に承認 さ れた。 あ わせ て ， 名 称 は 「北三」 か
ら 「北四」 と 改め ら れた。 各 ク ラ ブ と も ， 次年
次大会に 向 け て練習 に一段 と 熱が入 っ た。
52年 2 回 生が入学す る と ， 8 の ク ラ ブ が新
し く 誕生 し 計24 ク ラ ブ (現 在 の 数) と な っ
た 。 「北四」 競技種 目 の 内 ， 本学 に無い ク ラ ブ
は ， ア メ リ カ ン フ ッ ト ボ ー ル ， 少林寺拳法， 合
気道， 自 動車 ， 創作舞踊 で あ る O
体育会設立の議論が さ れ て か ら ， 約 1 年半余
り を 経た53年 1 月 再び そ の 必要性が唱 え だ さ れ
た 。 主た る 理 由 は ， 学 内 の体育的行事 (運動会
球技大会等〉 に おけ る 責任 の暖昧 さ ， 北四大会，
西 医体等 の 手続 き 等 の 責任は ・ ・ … ・ 等 で あ っ た。
難産では あ っ た が ， 53年 5 月 体育会が発足 し
以 後 の 体育行事や連盟 の仕事が 円 滑 に 運 ぶ よ う
に な っ た。
6 月 の運動会は ， 杉谷地 区 の 方 々 が弁当持参
で大 勢参加 さ れ学生 も 張 り 切 り ， 盛 り 上が っ た
も の と な っ た。
教授会 の承認を得て 「西医体」 加盟， 10 ク ラ
ブ初参加 ， I北四大 会J 1 2 ク ラ ブ， 1 4 1 名 初 参
加 ， さ ら に 関西薬学生大会 (関薬〕 に視察団 の
派遣， 秋 の運動会 等 々 ， 体育会は多 く の 業績を
重ねた。 学生 の体育系 ク ラ ブへ の 加 入率 (重複
加 入 を含む〉 は ， 医学部92%， 薬学部65% と ス
ポ ー ツ に対す る 関心度は急速 に 高 ま っ た。
54年 に は ， 体育施設が よ う や く 整い ， 水泳を
除 く 各 ク ラ ブは学 内 で練習が で き る よ う に な っ
た。
先輩がし 、 な い ， 伝統 の な い新設大学 と い う 何
か と 苦労 の 多 い 中 で ， 55年 に は ， 県 医 師会， 富
山 ， 高 岡両医師会な ら びに県教育委員会 の ご 協
力 で， 西 医体 の バ ス ケ ッ ト ボ ー ル (500人) ， バ
ド ミ ン ト ン (600人〉 競技 を そ れ ぞれ主管 し ， 56
年 に は ， 関 薬 の 陸上競技大 会 を 本学陸上競技場
で， さ ら に59年度 に は ， 北陸地区国立大 学体育
大 会 (北国 ・ 57年福井医科大 学 の加 盟 に よ り
「北三」 を 「北国」 に 改称〉 を学生 の 手 で運営
L ， 他大学か ら 高 く 評価 さ れた。
医薬大体育会が発足 し て ， わずか 7 年余 り で
全学生， 全 サ ー ク ル が一体 と な っ て 日 一 日 と 築
い た 貴重な礎は 必ず後輩に 引 き 継 がれ， や が て
良 き 伝統を構築す る であ ろ う 。
競技力 に お い て も ， 年毎に 力 を つ け近 年 の 西
医体や 関 薬 で の 活躍は 目 ざ ま し し 、 。 な か で も ，
59年 の北国大会 で 「空手J ， I硬式庭 球J I準 硬
式野球」 の擾勝， 2 ，  3 位種 目 も あ り 確実 に 力
を つ け た証拠で、 あ る 。 こ と に 「準硬式野球」 は ，
北信越 で優勝 し地区代表 と し て 全 国 大会に進み
活躍 し た 。
個人競技で も ， 全 国 レ ベ ル の大会 で、活躍 し た
l 回生 の 宮林千春 (空手) ， 窪 田 裕子 (体操) ，
2 回生 の 新 島光宏 (陸上5000m ) ， 4 回生 の 山
崎 晶 子 ( ス キ ー ・ ア ル ペ ン ) ， 牧 山 尚也 (水泳)
諸先輩の業績は特記す る に 値す る 。
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伝統 と 先輩 の い な い 新設医薬大， 暖か な 教職
員 の後 ろ 楯が あ っ た と は い え ， 10年間 の苦悶苦
闘 の ク ラ ブ の 足跡を大切に， 団 結 と 厳 し い ト レ
ー ニ ン グ で築いた礎を ま す ま す大 き く 育 て よ
う 。
開学以来， 大学行事 と し て 行 わ れ て き た ス ポ
ー ツ 大会， 第 1 回 (春季) は県営軟 式 野 球 場
で ， 秋は ， 中部 高校河川 敷 グ ラ ウ ン ド で全学生
教職員 が参加 し盛大に行われた。 終 了 後 ， 大 教
室 で学生 と 教職員 と の 交流会， 有意義 な 集い で
あ っ た。 最近は ち ょ っ と 淋 し い 大 会 に な っ て い
る の が気がか り で あ る 。
ス キ ー 講習会 も ， 12月 の休暇を利用 し 志 賀 高
原 ス キ ー 場 で ， 今 日 ま で 9 回継続 さ れ て き た。
学生に は ， 最 も 人気 の 高 い行事で あ る 。 講 習
内 容 も ， 全 日 本基礎 ス キ ー 代表 の 相 田 氏 を 特別
講 師 に 迎 え る な ど年毎に充実 し て き た。
特 に ， こ の講習会 の 指導者全員 が 本学 の 教職
員 で あ る こ と と ， 学生 と 寝食を共に生活す る と
こ ろ に大 き な 意味が あ る 。 今後は， も っ と 多 く
の学生， 教職員 が参加 で き る シ ス テ ム に 改 め て
い く べ き で あ ろ う 。
こ れ ら の諸行事 の 内容 を さ ら に検討 し ， 特色
あ る 医薬大伝統行事に 育 て よ う では あ り ま せ ん
カ ミ。
ロ . サ ー ク ル 紹介
体育会 は 開学 と と も に組織 さ れ ， 今年度 で八
期 を 迎 え ま し た。 こ こ で初代か ら の体育会委員
長 を 紹介 し ま す。 初代か ら ， 宮林千春， 近藤覚
也， 影 山 広美 ， 熊 田 晶夫， 森 田 論， 大橋一満，
奥村昌史， 藍寿司。 け っ し て ， 組織 の 長 と な る
人物だ け で そ の 組織が活動で き る わ け で、は あ り
ま せ ん O し か し組織 の長 は ， や は り 組織 の顔で
す。 組織 の 活動状態を は っ き り と 反映 し ま す。
先 に紹介 し た歴代委員長は体育会 の看板を背負
っ て 時 と し て 看板 の 重 さ に危 く 潰 さ れ そ う に な
っ て 踏 ん 張 っ て き た。 歴代委員長 の足跡は現在
に 至 っ て 立派に受け継がれ て い ま す。 次 に 各 グ
ラ ブ の 紹 介 を い た し ま す。
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体 育 系 サ ー ク ル 60. 4 現在
!l '7 一子一 五ば苛五五何 日 」 主 た る 活 動
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L レ ー ボ ー 吋 15 i - 竺 l 一一一山岬町…。
ス キ 一 部 I 44 ! 昭和叩 月 l 練血多 く 由で常に上位山一。
一 一 一 部 | 18 l 昭和一 l 霊法225mv と一 一
岳 部 | ぉ l 昭和叩 月 l ヒ マ ラ ヤの高齢 目指 し 身体鍛錬 山 る。
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! t1TI::t:n l:: o& A R I 昭和56年度北陸地区国立大学体育大会団体優勝手 部 I 34 I 昭和昨 4 月 | 昭和59年度 M 団体~個人優勝
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3) 課外活動施設
本学に は ， 下 記 の課外活動施設設備 が あ り 逐
次完成 し て い ま す の で紹介 し ま す。
体育館 : 課外活動施設 と し て 最初に 昭和 5 1 年
に完成 し た施設で， 床面積は 1 ， 457m2 あ り
第 l 体育室 で は ， 入学式， 卒業式等諸行事
の 他 ， 各種 の 課外活動に使用 し ， ま た 第 2
体育室 ( l68m2) で は ， 空手道部 ， 体 操 部
が活動 L 2 階は ， 卓球場お よ び ト レ ー ニ ン
グ場 と し て の器具が整備 さ れ て い る 。
厚生棟 : こ の棟は， 昭和5 1年に完成 し た が，
昭和54年 3 月 ま で ， 仮管理棟 と し て 事務局
が使用 し て い た 。
昭和54年 10月 に 内部 の 改修工事 を行 い ，
新 し く 学生の厚生棟 と し て ， 大集会室， 小
集会室 ， 共 同 サ ー ク ル室， 和室， 印 刷室等
が完成 し た 。 ま た 昭和58年に ， 大 集会室 に
防音設備 が完備 し 音楽室 と し て 使用 し て い
る 。 昭和59年度 に は和室を拡張改修 し た 。
弓 道場 : 昭和53年度に完成 し た 6 人立射 場 を
有す る 施設で， 射場面積は 1 28 . 4 m2 あ り ，
弓道部 の 課外活動用 に使用 し て い る O
武道館 : 昭和57年 3 月 29 日 に竣工 し た総 面 積
335 m' で， 柔道部 と 剣道部が半分ずつ課外
活動に使用 す る 他授業用 剣道に も 使用 し て
い る 。
テ ニ ス コ ー ト : 昭和5 1年度 末 に ク レ ー コ ー ト
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4 面 と ア ン ツ ー カ ー コ ー ト 2 面 が完成 し ，
昭和57年に は ， 全天候型 コ ー ト 2 面 が完成
す る と と も に 昭和58年度 に は ， ク レ ー コ ー
ト 一面 を ア ン ツ ー カ ー コ ー ト に改修 し ， 現
在 に至 っ て い る 。 ま た ， 昭和59年度 に ， 打
球板 も 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 製 で完 成 し て い
る 。
陸上競技場 ・ こ の競技場 は ， 400m 8 コ ー ス の
ト ラ ッ ク と ， サ ッ カ 一 場一面 が と れ る フ ィ
ル ド を有す る 総合陸上競技場で昭和54年 10
月 に完成 し た も の で あ る 。
た た 昭和58年度 に は ， 日 本陸上競技連盟
の 3 種公認 の 総合陸土競技場 と し て 認定 さ
れ て い る 。
野球場 : 昭和53年度に完成 し た 。 両翼は 92 m 
ノ ミ ッ ク ス ク リ ー ン ま で 100 m あ り 内野は ク
レ ー 土， 外野は芝を張 っ た野球場 で、 あ る 。
準硬式野球部 が課外活動に使用 す る ほ か ，
授業用 お よ び教職員 の球技大会に も 使用 し
て い る 。 な お， 昭和59年度 に外野 フ ェ ン ス
敷設 と 内 野 の 土 の入れ替 え を し た 。
水泳 プ ー ル : 昭和59年度 に 完成 し た も の で，
25m 7 コ ー ス ， 水深 1 . 3m � 1 . 4 m で ， 循環
ポ ン プ等機械類 も 最新 の も の を 備 え て い
る 。 水泳部 の 課外活動お よ び授業用 に 昭和
60年度か ら使用 を始め て い る 。
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1 ) 医 学 部
私 の机 の あ る 研究室 の窓か ら 講義棟 の 前庭が
望 め る 。 今年は二本， 桜 の 花が咲いた。 毎年 の
卒業生 の 記念植樹 の う ち ， 第一回 生 ・ 二 回 生 の
植 え た桜が咲い た の だO 枝ばか り の木 を不安 な
心持 ち で、見上げた 入局二年 目 の春 を 昨 日 の こ と
の よ う に思 い だす。 仕事に追われ， 来 る 日 々 ば
か り を思 う 日 常 に ， ふ と 過 ぎ た 日 々 の 重 み を 感
じた。
昭和5 1年 2 月 ， 私 た ち 第一期生は 入学願書を
西長江 の県立中央病院 内 に おかれた大学事務局
へ送 っ た。 受験票を も っ た私 た ち を迎 え た の も
合格通 知 を 手 に し た私た ち を迎 え た の も ， 冬 に
な れ ば 雪 の 舞い 込 む 中部 高校 旧 校舎 であ る 。 仮
住し 、 か ら建設 中 の杉 谷 キ ャ ン パ ス へ ・ ・ … ・ 。 所は
変わ っ た が 行 う こ と すべ て が創 始 で あ る 情況は
変わ ら な し 、 。 私た ち は そ の こ と に興奮 も 感 じ る
一方， 層 の 薄 さ ， 歴史 の 浅 さ に意気消沈 し た こ
と も 多 か っ たO 周 囲 の人 々 に 励 ま さ れ， 気 を と
り 直 し て 理想 を 支 え ， 行動を持続 し て き た十年
間 で あ っ た よ う に思 う 。
昭和60年 3 月 ， 四 回 目 の卒業生が巣立 ち ， 四
本 自 の 桜 の木が植 え ら れた。
本学医学部 同窓会は開学 と 共に 準備 さ れた 。
正式に発足 し た の は 昭和57年 3 月 ， 第 - 回 生 の
卒業時 で あ る 。 発足に 際 し い く つか の 事業計画
が た て ら れ， 現在， 研究 ・ 診療 と 会務遂行 の 挟
み撃 ち に役員一 同 窮 々 と し な が ら も そ の い く つ
かが実行 さ れつ つ あ る 。 こ こ に些 少 な が ら こ れ
ま でに進め ら れた卒業生 の 動 向 に 関す る 調査結
果 を報告 し ， 若干 の検討を試み た い 。
表 1 は ， 卒業後 出 身大学 に 引 き 続 き 在籍す る
い わゆ る 「大学に残 る 」 卒業生 (表 1 a ) と ，
他学あ る い は 他医療機関 に在籍 ま たは 勤務す る
「大学 を 出 る 」 卒業生 (表 1 b ) の卒業生全体
に対す る 割合 を 示 し た も の で あ る 。 第一回 生 で
は 同 じ新設校 の 中 で も 島根 ・ 滋賀に比べ本学お
よ び浜松は 「残 る 」 卒業生が多 し 、。 と こ ろ が二
回 ・ 三回 と 下 る に し たが い ， 本学 で は 残 る 卒業
生が50%台 に 落 ち こ む の に対 し ， 浜松 では70%
近 く が依然残 っ て い る 。 一方， 島根 ・ 滋 賀 で は
各期 と も 残 る 卒業生は60% を越え な い 。 入学者
数 に 占 め る 大 学設置県 内 お よ び そ の 近県 出 身 者
数 と 「残 る 」 卒業生数 と の 関係 が未調査 で あ っ
た り す る た め ， こ の表は 実 際 の と こ ろ 単 に事実
を 数表化 し た 以 上 の 意味は な い が， こ ん な 仮説
を た て る の も 興味深 い 。 そ れ は 大 学 を と り ま く
社会的条件， つ ま り 大学設置地域 の人 口 ・ 医療
事情等 と 卒業生 の 動 向 と の 相 関 で あ る 。 表 2 は
表 l の 各大 学 の設置 さ れた県 の人 口 ・ 人 口 密度 ・
人 口 1 万人 あ た り の医師数 ・ 病院 ベ ッ ド 数 ， 参
考ー ま で に年間快晴 日 数 ・ 最寒月 の平均気温 (最
暖 月 は ど こ で も 8 月 で26 0C 位 で あ る 〉 を ま と め
た も の で あ る 。 表 l と 対照す る 。 浜松医大 の あ
る 静 岡 県 では全人 口 に比 し て 医 師数 ・ ベ ッ ド 数
共 に 少 な く ， い わ ば 医 師 の需要が多 い と い え
る 。 こ の こ と が 「残 る 」 卒業生数 に 関 係 す る の
で は な い だ ろ う か。 逆 に 「 出 る 」 卒業生が多 い
島根では確か に 医師数 ・ ベ ッ ド 数 と も 人 口 に比
し で か な り 多 L 、 。 本学の場合， 富 山 県 そ の も の
は 全 国 的 に み て 中位の医師数 ・ ベ ッ ド 数 で あ る
が， 隣県 の新潟県 ・ 岐阜県 は そ れ ぞ れ 12- 9 人，
1 15 - 90 床 と 少 な く ， 隣接地域を 合わ せ て 考 え
た場合 (た だ し 石川 県 は 医師数 18人 以 上， ベ ッ
ド 数 165 床 以 上 で そ れ ぞ れ全 国 第 3 位 ・ 4 位 の
高充足県 で あ る 〉 ま だ ま だ 医療 の充足が望 ま れ
る 地域 に あ る と 考 え ら れし そ う だ 。 平均63% と い
う 「残 る 」 卒業生数は そ の 反映か も し れ な い 。
地域 の 医 師不足を解消 す る と い う 新設医大構想
の 一つ の 目 標は こ れ を み る 限 り 達成 さ れつ つ あ
る と い え る 。 し か し こ う し た需給関 係 は地域 の
人 口 増 が そ う 簡単には お こ ら な い こ と を考 え る
と ， た と え人 口 の老齢化 に伴 う 医療対象人 口 の
増加 を考慮に入れた と し て も ， 現在 の ベ ー ス で
医 師 の 供給が進め ば早晩平衡に達す る こ と は確
か だ ろ う 。 事実， 厚生省 は 「将 来 の 医 師需給を
均衡 の と れた も の にす る た め に ， 当面70年 を メ
ド に医 師 の新規参入を 最低限一割程度 削減す る
必要があ る 」 と の 見 解 を 示 し て い る 。 医 師 を と
り ま く 今後 の 状況は 決 し て 明 る く は な L 、 。 そ う
し た 中 で、本学卒業生 の 動 向 は 今後 ど の よ う な推
移 を み せ る であ ろ う か。
次 に 表 3 を 示す。 6 年制 の 医学部 で は ， 昭和
57年 3 月 ， 第一回 生75名 が卒業 し ， 以 後 こ れ ま
で に第二回 生 102 名 ， 第三 回生92名 ， 第 四 回 生
102名 ， 計37 1名 が卒業 し た 。 こ の う ち 女 子 は そ
れぞれ 9 名 ， 1 4名 ， 1 2名 ， 6 名 ， 計 41 名 で あ
る 。 各 回卒業生が ど ん な 講座 に進んだ か を 本学
に 「残 っ た」 者， I 出 た 」 者 あわせ て ま と め た
も の が 表 3 a で あ る ( 四 回生は現在集計中 〉 。
一見 し て わ か る よ う に 内 科 ・ 外科 と い っ た 臨床
医学系 に進む卒業生が圧倒的 に多 い 。 他学 の資
料が な い た め本学 の 動 向 を他 と 比較検討す る こ
と は で き な い が ， 医学部卒業 生 の 多 く が 臨床系
に進む の は一般 的 な 傾 向 で あ る 。 し か し 臨床系
に進む者 も ， 研修医 と し て ま ず実地臨床 の 道 を
た ど る も の と ， 大学院へ進み所属科 の専門 分野
に つ い て 研究か ら 着手す る 者 と 二通 り あ る 。 多
く は前者 で あ る 。 後者 に は 臨床系講座に籍 を お
く が ， 基礎系講座 に 出 向 し て 研究を進 め て い る
者 も お り ， 表中 の 臨床系 に 進 ん だ も の す べ て が
医 師 と し て 診療 に の み従事 し て い る と は限 ら な
L 、 。 一方基礎系 に進 ん だ 者 は ほ と ん どが大学院
に進み実験 ・ 研究 に専心 し て い る 。 中 に は早 く
も 欧米著名 誌 に そ の成果を認 め ら れ た 者 も お
り ， 今後の 活躍が楽 し み で あ る 。 表 3 b に各年
度 の 大学院進学者数 を示す。 一定年限 の 臨床研
修 を積 ん で か ら 大学院へ進学す る 者ー も あ る た
め ， 各年度進学者は必ず し も そ の 年に卒業 し た
者 だ け で は な し 、 。 い ず れ に し て も 卒業生は現
在 ， そ れ ぞ れ の 道 で、 日 夜 粉骨砕身 の 努力 を続け
て お り ， 同 窓会総会 の 案内 に も 「欠席。 と に か
く 忙 し い 。 」 と い う 返事が大多数 な の が現状 で
あ る 。
最後に， 本学 と 本学卒業生の今後の 姿 に つ い
て 思 い を め ぐ ら せ た い 。
本学は東洋医学 と 西洋医学 の 融 合 ， 医学 ・ 薬
学一体 と な っ て の 健康 と 卒福 の 追求 を 建学 の精
神 と し た 大学 で あ る O い う ま で も な く ， 融合 ・
一体化 と し 、 う の は両者 を 適 当 に ま ぜ あ わ せ た り
つ ぎ は い だ り す る こ と で は な く ， 融合 ・ 一体化
さ れた医学 ・ 薬学 の 創造 に ほ か な ら な し 、 。 こ れ
は長い時間 と 多 く の 人 々 を要す る 仕事で あ る O
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創造性豊かな精神 ， それを育む風土 の 必要 な 仕
事で あ る 。 次 の エ ピ ソ ー ド は示唆 に富む。
「 ア イ ン シ ュ タ イ ン は ， 物理学 に独創的 な 貢
献は し な く な っ た 晩年に も ， 彼以後の物理学 の
発展に非常 に 貢献 し た 。 彼は ボ ア ー を は じ め ，
何人か の 独 創 的 な 若手 の物理学者た ち に論争を
ふ っ か け た 。 い く つ か の 論争で、結 局 彼 は 負 け た
の だ が ， 論争を し た こ と が ， そ の若手物理学者
の理論 の 発展 に大 い に プ ラ ス に な っ た 。 つ ま
り ， ア イ ン シ ュ タ イ ン に批判 さ れ る こ と に よ っ
て ， そ れを き ち ん と 論破す る ま で理論 を 発展 さ
チ ャ レ ン ジ
せ る O そ う し づ 契機 ・ 挑戦を ひ き お こ す こ と に
よ っ て 物理学 に非常 な 貢献を し た 。 J
広 中平祐氏が ハ ー バ ー ド の 同 僚 に 開 い た と い う
こ の 話 は ， ア イ ン シ ュ タ イ ン の 偉大 さ と 共 に ，
人物 を 育 み新 し い 学聞 を創造す る ア メ リ カ の豊
か な 精神 と 風土を感 じ さ せ る O 偉大 な人物が し 、
つ で も ど こ で も 栄光 に 満 ち て ばか り は い な い こ
と は 例 え ば ウ ィ ー ン の モ ー ツ ア ル ト を 思 え ば よ
く わ か る (彼は しか し プ ラ ハ で は幸せ だ っ た 〉 。
本学が人物 を 育 み ， 優れた診療 ・ 研究か ら 新 し
い 学問 創造 ま で の 場 と な る よ う 本学 同 窓 生は も
ち ろ ん 本県 は じ め多 く の人 々 の 力 と 心 を 集 め た
い 。 今度 開学十周 年記念事業 の一環 と し て 国 際
交流事業が計画 さ れ ， 同 窓会 も そ の一翼を担 う
後援会が発足 し た こ と は ， 豊か な 風土づ く り の
ーっ と し て 大変 喜ば し し 、 。 こ う し て 力 を 集 め ，
心 を 集 め ， か た ち が て、 き て い く の だ 。 昭和55年
9 月 ， 第 4 回医薬大祭記念講演会 の 講師 と し て
本学 を 訪れた江藤 淳氏は本学 を 御 覧 に な っ
て ， I ア メ リ カ の富俗な大学 に比べ て も 全 く 遜
色 の な い諸設備 を 備 え た 大学」 と 評 さ れ ，
「文部省 が ， 富 山 県 が ， 諸君の大学を ど ん な に
大切に考 え ， 手塩 に か け て あ の 設備 を つ く り 上
げ た か が よ く わ か り ま す。」
と ， 語 ら れた 。 今度は私た ち が心 を 傾 け ， 力 を
合わせ て ， 診療 ・ 研究 @ 精神 ・ 風土 と い っ た か
た ち の な い か た ち を つ く っ て い く 番だ 。 全国 か
ら ， 全世界か ら 本学 に集 ま っ た人 々 が ， 本学 を ，
そ し て 木 県 の 自 然 ， 生活 ， 人 々 を愛情を も っ て
語 る よ う に な れば幸い で あ る 。
(医学部同窓会長 高 田 良 久〉
新設医大各校か ら の 他学 ・ 他医療機関移
行率
〉二三J監 伊竺i滋賀医柳町 [
他大学 '20. 0(%)'払 3(%) !24. 7(%)'
1 期生 一一一寸 一一一斗一一一一斗一一一一 ，19. 5 (紛|他民涼 | η ゥ i つ に i " η  | . �機関 1 2・ 7 ;) ・ 5 I 6. 2 一一一一一 一一 li!他大学 33. 7 I 41 . 2 1 19. 5 n� � 1 2 期生 I l l 一 、 | | 他医療 ! 日 n 刊 Æ 。 ハ
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表 1 - b
学生生活 と 課外活動
新設医大各校の 出身大学在籍率
l\l富山医科 島根医大 i 滋賀医大 i 浜松医大 |
J 期生 77. 3(%) 1 50 附)1 45. 7(%) 1 74. 4(刻
2 期生I 56. 4 I 41 2 52. 9 74. 5 
1 3 期生 55. 7 ト I 56. 6 
|平 均 I 63. 0 45. 9 I 51 . 7 72. 1 
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表 1 - a
32. 7  
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人/km2
日 /年
OC 
〔観測地〕
数 人
(人 口 1 万人当た り )
病 院 ベ ッ ド 数 床
(人 口 1 万人当た り )
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269 444 
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18以上
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20 
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15�12 
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(いずれ も 1980年現在)
本学医学研究科 〔大学院〕 進学者数表 3 - b
2) 薬 学
イ . 学部
昭和50年に 医学部 ， 薬学部 ， 和漢薬研究所が
一体に な っ た ユ ニ ー ク な 富 山 医科薬科大学が創
設 さ れ， 生み の 苦 し み を 味わ い な が ら ， 今年昭
和60年 は 創立十周年を迎 え る こ と に な っ t::.o 大
学は設備， 内容 と も に充実 し た大 学 と し て 発展
し て き たO 薬学部 に は 昭和53年に大学院博士課
程が設け ら れ研究 の態勢 も 整 っ て き た。 4 年制
の 薬学部 では 第 l 回生は 昭和55年 3 月 に54名 が
卒業 L ， 昭和60年 3 月 に 第 6 回生99名 を合わせ
550名 に達 し ， そ の 中女子は322名 を数 え る 。
卒業生お よ び 同窓会 (薬窓会) は 本学前身 の
県 立富 山 薬学専門学校 ( 明 治43年) ， 官立富 山
薬学専門学校 (大正 9 年〉 か ら 富 山 大 学薬学部
(昭和24年〉 を経 て 富 山 医科薬科大学薬学部 へ
音日
ーお161
H351132 
2 
5 
と 連綿 と 受 け 継 がれ て き た 。 第 l 回卒 (大正 2
年〉 か ら 第72回卒 (昭和60年〉 ま で の卒業生総
数は約5 ， 800名 で， 卒業生は全国 は も と よ り 海
外 に ま で活躍 し て い る 。 昭和38年 に大学院修士
課程が創設 さ れ， 第 l 回修了 (昭和40年) か ら
第2 1 回修 了 (昭和60年) ま で に 修 了 生は 457 名
を数え る 。 ま た 昭和53年に大学院博士課程 も 設
立 さ れ ， 昭和60年 3 月 ま で課程博士 1 1 名 ， 論文
博士20名 を世に 出 し た。
本学の沿革は 富 山 薬学専門学校卒業生 (第 l
回 ~ 第39回卒) は全国 に雄飛 し ， 優秀 な 製薬技
術者を送 り ， こ の影響が研究 ， 製造 に志 向 し た
薬剤師 を醸成 し た と 思われ る 。 そ の 結果， 有名
製薬会社社長や重役を輩 出 し ， 本学 の栄誉を充
分に昂揚 し た 。 こ れ を う けつ ぎ ， 本学は学制改
革に よ り ， 富 山大学薬学部 と な り ， 卒業生 (第
40回 � 66回卒) 2285名 を生み (中女子 1 105名 ) ，
薬専 の 伝統が継承 さ れ ， 社会的に優秀 な 中堅~
上級幹部 を 輩 出 し ， 活 躍 し て い る 。
薬学部 第 l 回生 (通算67回生， 昭和55年 3 月
卒業〉 は54名 で 中女子は37名 で66% を 占 め て い
る O 医薬大 と し て 第 l 回 の 入学生で あ り ， 当 時
の社会状況か ら み て ， 経済不況 の 中 に あ っ た が
卒業生 の就職は ， 病院 9 名 (女 9 名 ) ， 会 社関
係 13名 ( 1 2名 ) ， 大学院進学 17名 ( 7 名 ) ， 公務
員 4 名 ( 3 名 ) ， 研究生 7 名 ( 3 名 ) ， そ の 他 な
ど を 示 し て い る 。 と く に県下で の女子 の就職は
難 し い が ， 幸い に県 下 に 100 有余社 の 製 薬 会
社 が あ り ， 卒業生 の先輩 と の コ ン タ グ ト に よ っ
て 解決 の方 向 に あ る こ と は 喜ば し い こ と で あ
る 。
第 2 回生 (通算68回生， 昭和56年 3 月 卒業)
は 8 1 名 (女 ・ 56名 ) で56名 の女子 の就職は県 内
30名 ， 県外26名 ， 県 外 の女子は地元で就職 出 来
な い の で富 山 に と ど ま り た い と の 意 向 が 出 て き
て 大 変 で、あ っ た が， 諸先生方， 卒業生 の 方 々 と
の 努 力 に よ っ て 解決 す る こ と が 出 来た。 病院 1 5
(女 14) ， 会社関係26 (25) ， 公務員 4 ( 2 ) ， 大
学院進学24 ( 5 ) ， 研究生 2 ( 1 ) そ の 他 な ど
で あ る 。
第 3 回 生 (通算69回生， 昭和57年 3 月 卒業〉
は 1 1 1 名 (女83名 ) と 多 く ， 女子83名 の 困 難 さ ，
地元志 向 の マ イ ホ ー ム 型で職に対す る 積極性が
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ぞ の ま れ る 。 逆 に会社 (官庁) か ら は 有 能 な 人
材 を ど ん ど ん 求 め 出 る 事態 と な っ て き た。 病院
1 4  ( 13) ， 会社関係39 (33) ， 公務員 5 ( 3 ) ， 大
学院進学28 ( 12) ， 研究生 4 ( 3 ) な ど と な っ
て い る 。
第 4 回 生 (通算70回生， 昭和58年 3 月 卒業)
は 105名 (女59名 〉 で， 病 院 16 ( 13) ， 会 社 関
係 4 1 (32) ， 大 学 院 進 学 3 1 ( 4 ) ， 公 務 員 7
( 2  ) ， 研究生 4 ( 3 ) そ の 他 な ど で あ る 。
第 5 回生 (通算7 1 回生， 昭和59年 3 月 卒業〉
は98名 (女52名 ) で病院 9 ( 8 ) ， 会社関 係 30
(22) ， 公務員 10 ( 4 ) ， 薬局， 卸 7 ( 5 ) ， 大 学
院進学33 ( 2 ) ， 研究生 2 ( 2 ) で， 次 第 に ス
ー ノζ ー マ ー ケ ッ ト 時代 の拡大 で ， そ の 中 で の 薬
局 へ就職 の機運が 出 て い る 。
第 6 回 生 (通算72回生， 昭和60年 3 月 卒業〉
は99名 (女34名 〉 で病院 1 1 ( 5 ) ， 会社関 係 29
( 1 5) ， 公務員 7 ( 5 ) ， 大 学院進学33 ( 2 ) ， 研
究 生 8 ( 2 ) そ の 他
以 上か ら 昭和57年度卒業生か ら大学院 へ の 進
学 が多 く な り ， 昭和60年卒 ま で に お お よ そ コ ン
ス タ ン ト の 数字 と な っ て お り ， 男 子就職に お け
る 大 ， 中企業会社 の研究室 へ の 志 向 が と み に 目
立 っ て い る 。 女子に関 し て は 毎年 の 悩 み で あ る
が ， こ れは企業意識か らすれば， せ っ か く l 年
つ と め て 役立 つ て い る 折 に ， 退職 の 事態が多 く
あ る の で， そ の デ メ リ ッ ト は 大 と の意識が強 く
な っ て い る こ と は 今後 の大 き な 問題 で あ る 。
薬学部卒業生就職状況 (昭55�60年) 以下 の
と お り 。
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病
区 分 卒 業 年 度
院
昭和54年度 ( 9 ) 9 
昭和55年度 ( 14) 15 
薬学部 昭和56年度 (
13) 
14  
昭和57年度 ( 13) 16 
昭和58年度 ( 8 )  9 
昭和59年度 ( 5 ) 1 1  
(62) 
94 
就
製花
薬子工
ヱムミ業Jレ't、
社主
( 1 1) 
12  
(25) 
26 
(33) 
39 
(32) 
41 
(22) 
30 
(15) 
29 
( 138) 
177 
大学院薬学研究科 の 就職状況は以 F の 通 り
昭和54年度 ( 4 )  3 1 1  
昭和55年度 ( 3 ) 18  
日(j平日56年度 ( 2 ) 3 1 1  
大 前期課程 昭和57年度 ( 1 ) ( 2 ) 2 20 
a主主 昭和58年度 ( 1 ) ( 2 ) 2 14 
院 昭平159年度 ( 2 ) ( 1 ) 3 19  
薬 計 ( 6 ) ( 12) 
2弓3、子ノ， 13 93 
昭和55年度
研
昭干[156年!長
究
J十
昭和57年度 1 
後期課程 昭和58年度 1 
昭和59年度
2 
ロ . 大学院
/に戸ー
ロコ
他
製
ユ、と旦と
( 1 ) 
1 
( 2 ) 
2 
( 3 ) 
3 
1 
2 
( 1 ) 
1 
( 0 ) 
2 
( 1 ) 
6 
大学院前期 (修士 〉 課程 ば 附和55年 3 月 修 了
の 第 1 6 回 生 か ら 昭和60年 3 月 修 了 の 第2 1 凶 生 ま
で、合 わ せ て 1 65名 (女38名 ) が 修 了 し た 。 そ の
中 平均56% の 方 々 は 大 ， 中 の 堅 実 な 会社研究室
へ就職 し て い る の が特徴で あ る 。 ま た 病院へは
女 子 が増 え ， 公務員 も 平均 2 � 3 名 と コ ン ス タ
ン ト に ， そ し て 大学院博士課程 へ の 進 学 も 次 第
職 大 研 /グ、ー町 企仁:1
卸 公 'C ￡学 修生
. 院 の
i主 の 計 研進 究
士7c 貝 {也
λ寸iら一 生 他 五十
( 1 ) ( 3 ) ( 1 ) (26) ( 7 ) ( 3 ) ( 1 ) (37) 
1 4 1 28 17 7 2 54 
( 1 ) ( 2 )  ( 5 ) (47) ( 5 ) ( 1 ) ( 3 ) ( 56) 
2 4 。r 52 24 2 3 81 
( 1 1) ( 3 ) ( 6 ) (66) ( 12) ( 3 ) ( 2 ) (83) 
1 1  J 戸 6 75 28 6 2 1 1 1  
( 3 ) ( 2  ) ( 2 ) (52) ( 4 )  ( 3 ) (59) 
3 7 2 69 3 1  4 1 105 
( 5 ) ( 4 )  ( 2 ) (43) ( 5 )  ( 2 )  ( 2 ) (52) 
7 10 4 152 32 2 2 98 
( 2 )  ( 5 )  ( 3 )  (30) ( 2 )  ( 2 ) ( 1 ) (35) 
5 7 3 55 33 8 り 101 
(23) (19) ( 19) (264) (35) ( 14) ( 9 ) (322) 
29 37 21  341 165 29 15 550 
( ) は女子で内数
( 1 ) ( 5 )  ( 2 ) ( 7 ) 
1 1 17 3 2 22 
( 1 ) ( 4 )  ( 4 )  
3 23 3 26 
( 2 ) ( 5 )  ( 2 ) ( 1 ) ( 8 )  
2 2 19 4 1 24 
( 2 ) ( 5 )  ( 1 ) ( 1 ) ( 7 ) 
3 25 6 1 32 
( 4 ) ( 1 ) ( 8 ) 
6 1 23 3 26 
( 0 ) ( 3 ) ( 0 )  ( 1 ) ( 4 )  
3 27 6 2 36 
( 9 ) ( 2 ) (30) ( 3 )  ( 3 ) ( 2  ) (68) 
1 17 4 134 25 3 3 165 
1 1 I 2 
1 1 1 
1 1 2 
2 3 3 
( 1 ) ( 1 ) 
3 3 
( 1 ) ( 1 ) 
7 9 1 1 1 1  
( ) i 工 女 了 で 内童文
に 増加 し て い る こ と は 研 究 が 軌道 に乗 っ て き た
こ と を 示 し て い る 。
大 学院 博士課程は 昭和53年 に設 け ら れ ， 昭和
56年 に課程博二上 2 名 ， 57年 に 2 名 ， 58年 2 名 ，
59年 4 名 ， 昭和60年 l 名 の 計 1 1 名 の 課程博士 を
生 ん だ 。 ま た論文博士 は 昭和57年 l 名 ， 58年 9
名 ， 59年 に は 10名 で 計20名 の論文博 士 を 生 ん だ コ
課程博士 の 中 に は ， 学位取得後， 韓 国 や 台 湾 の
大学助教授， ア メ リ カ の 大学 ・ 研究所 の 研究員
と し て活躍 し て い る 者 も お り ， ま た ， 地元製薬
会社 の研究所に も 就職 し て い る 。
ま た ， 論文博士は本学 出 身 で会社研究所に勤
務 の し て い る 者や ， 本学薬学部 ・ 他大学薬学部
に勤務 し て い る 者 に 授与 さ れ て い る 。
本学は創立以 来 10年 の歳月 を経たわけ で あ る
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が ， 薬学部 は 古い伝統を生か し ， 良 き 先輩 の 力
添 え と ， 諸先生 の 努 力 に よ っ て 就職 の 実 を挙 げ
て き た。 大学院 の 前期 (修士) 課程， 後期 (博
士〕 課程 も 次第に充実 し て 参 り ， 今後 ま す ま す
教育， 研 究 に 実 り を あ げ ， 良 い 社会人を生むべ
く 就職に最善をつ く さ な け れ ば な ら な い 。
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第 1 節 国際学術交流
イ . 中国藩陽薬学院 と の学術交流
現在 の 中華人民共和 国 は 1949年 (昭和24年〉
南京 で成立 し わ が 国 と は久 し く 正式国交が絶
え て い た が ， そ の 間残留邦人 の 送還や個人的交
流 は 細 々 な が ら 続 き ， 文化大 革命が終息 し 正 式
国交回復後は急速に進展 し ， 中 国 の 近代化 と 経
済解放政策 と あ い ま っ て 日 中交流は 今 日 の 盛況
を み る に至 っ て い ま す。 地理的に比較的近い 東
北地 区 (旧 満州 の遼寧 ・ 吉林 ・ 黒瀧江 の三省〕
か ら の 富 山 県 へ の 来訪 は 1980年以 降 相 次 ぎ ，
1984年春富 山県 は遼寧省 と の 聞 に 友好県 省 を 富
山 で締結 し 今年は そ の 一周年記念式典が洛陽
で挙行 さ れ る に 際 し ， 本学か ら も 「 日 中友好富
山 県 民 の 翼」 に参加 し て 訪 中 す る と と も に ， 本
学 と 洛陽薬学院 と の 学術交流 に 関 す る 協定を 5
月 10 日 に締結 し て き た。 こ れに至 っ た 経過は ，
昨年 5 月 遼寧大 学 の張副校長 が 富 山 大 学 の 柳 田
学長 と 本学を表敬訪 問 さ れ， 佐 々 学長 と の懇談
で富山大学 と 遼寧大学 と は学術交流協定を 結 ん
だ が貴校が望む な ら 適 当 な 相手校を仲介す る と
の 話 が 出 た。 6 月 に は 早速遼寧省洛陽薬学院 の
茶副院長か ら学長へ の 手紙が届 き ， I遼寧 大 学
の 楊学長か ら ， 佐 々 学長先 生 な ら び に貴校 の 友
好 的 な 意 向 を承 り ， こ れか ら 両校 の 間 で学術交
流 ， 人員 ・ 資料の交換な ど の面 で絶 え 間 な く 進
展す る こ と を心か ら望 ん でい る 」 旨 の 申 入れが
あ っ た。 そ の 後学長 と 茶副院長 と の 問 で手紙 の
住復が あ り ， 今年 l 月 16 ' 17 日 の 両 日 ， 昨年 同
学院 と 学術交流協定を結 ん だ北里大 学 の 招 き で
来 日 の途， 癌陽薬学院代表団 (紀有恒院長 ， 茶
氏参副院長， 頓学芸教授， 徐数勉副教授 お よ び
刻 環教授〉 が本学を訪問， 懇談会で具体的な希
望 や学術交流 を 図 り た し 、 旨 が述べ ら れた。 学術
交流 に関す る 協定書 の 内 容 に つ い て は そ の 後各
教授会に お い て 検討 さ れ 3 月 の 評議会 で承認 さ
れた。 4 月 に金沢 で の 日 本薬学会総会に参加 の
徐副教授が本学に立 ち 寄 り 最終打合せ を し て 準
備 ， 5 月 の 訪 中 を機に実現 さ れた 次 第 で あ る 。
洛陽薬学院 の概要は ， 次 の と お り で あ る O
。所在地 遼寧省議陽 (旧奉天〕 市文化路
0沿草 1931年 中国工農紅軍衛生学校 (江西省〉
調剤班 1935年長征後 ， 欧西省北
部に移 り ， 八路軍軍医 学 校 薬 学
科 ， 次いで中国医科大学薬学科 と
な る ー
1942年 延安薬科学校
1946年 東北薬科専門学校 (黒瀧江省佳本
斯市〕
1948年 落陽医学院薬学部 (元満州 医科大
学薬学部) を吸収 し ， 東北薬学院
と 改称 (遼寧省溶陽市〉
1955年 漸江医学院薬学系 ， 山東医学院薬
学系 と 合併 し ， 渚陽薬学院 と 改称
(1980年 6 月 か ら溶陽薬学院は国
家医薬管理総局 お よ び遼寧省、 に所
属〉
0構成系 (学部〉 ・ 専攻 (学科) 4 年制
薬学系 (学部〉 薬物製剤専攻 (学科〉
薬物分析専攻 (学科〕
中薬専攻 (学科〉
日 本語薬学課程
教養部で 日 本語を学 び ， 後はす
べて 日 本語で講義を 受 け る 。 こ
の課程だ けが教養部 3 年 と な
り ， したが っ て 卒業 ま での修学
年数は 5 年 と な る 。
製薬学系 (学部〉 化学製薬 (合成〕 専攻 (学科 〕
微生物製薬 (抗生物質〉 専攻 (学
科〕
基礎学部 (教養部〕
。職員数お よ び学生数 (1980年現在〉
職員数 789人
(教授 2 人 ， 助教授12人) 講師131人 ， 普 通 教
官28人 ， 助手62人 ， そ の他554人〕
学生数 1 ， 058人
大学院生 21人
卒業生数 約7， 000人
O土地 ・ 建物等
土地面積 約218， 000m2
建物面積 約60， 000m2
図書館 蔵書数 約16万冊
薬用植物園 1 ケ 所 (植物標本600種余〉
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製薬工場 1 ケ 所
(中草薬の 拍出 ， 合成薬 の 中 間試験お
よ び大量生産を行い ， 注射薬 ， 錠剤 ，
軟膏剤の生産可能〕
そ の 他 中薬研究所 ， 分析研究所 ， 薬理研究所な
ど も あ る 。
な お ， 中華人民共和国 に は こ の洛陽薬学院 と
南京薬学院 の 2 つ の薬学院 が 国 家医薬管理局 の
下 に あ り ， 国 家衛生局 の 下 の 医学院 に も 附属薬
学系 (部〉 も あ る 。 し か し 日 本語薬学課程を設
け て い る の は洛陽薬学院 だ け で あ る 。
(増田克忠〕
1985年 5 月 11 日 付渚陽薬学院の新聞
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口 . 和漢薬 (中薬〉 の 医学薬学的研究 に 関 す
{) 日 中 シ ン ポ ジ ウ ム に つ い て
文部 省 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 助成金 に よ る 上記 日
中 シ ン ポ ジ ウ ム が富山医科薬科大学主催で， 昭
和60年 9 月 1 日 2 日 両 日 にわた り 中 国 側 15名
を含む 日 中学者 200 名 の 参加 を 得て ， 県民会館
特別会議室 を 中心 に 盛会裡に行われた。
8 月 3 1 日 中 国 側は胡照 明 団 長 (衛生部 副部長
一 中 国 で の厚生次官に あ た り ， 中 国 の 医科大 学，
薬科大学すべて を統括 し て い る ) を含 め た 15名
を空港 で熱烈歓迎 し ， 団長以下全員 は会長 で あ
る 佐 々 事学長 を表敬訪 問 さ れた。 そ の後主催者
側 の大 学教官 と 大会議室 で， 中 国 側 は 胡 団 長 の
本 シ ン ポ ジ ウ ム の 意 義 と 中 国 側 の熱意を表 明 さ
れ， わ が方 は 大 学 の 各部局 の現況 を 説 明 し ， 懇
談 に 入 っ た。 特 に 印 象に残 っ た の は ， 中 国 では
伝統医学を重視 し 中 医学院 と 通常 の 医学院は
別 個 に 独立 さ せ て い る が ， 中 医 と 西 医 は 医 師 と
し て 対等 に あ っ か い ， 両学院 の卒業者 の 中 よ り
さ ら に ， 西 医 は 中 医学院 ， 中 医 は 西医学院 で教
育 し た も の を 中西医結合医 と し て 育 て て い る 。
こ れは 単 に 医療 を お ぎ な い 合 う と い っ た 実利的
な 面 だ け では な く ， 新 た な 第 3 の 医学を 目 ざす
の で あ る と 中 国 医 学 の 指導者 の 口 よ り 現在 目 標
と し て い る 中 国 医学， 医療へ の取 り 組み方 の 基
本 を 示 さ れ ， 中 日 友好医院 な ど は そ の 場 と な る
の で あ る と も 聞 か さ れた。 ま た富 山 医 科薬科大
学は そ の意味 で の 学術交流 の パ ー ト ナ ー と し て
最 も ふ さ わ し い大学であ る 事 も 強調 さ れた。
翌 日 か ら の シ ン ポ ジ ウ ム は ， 両 国 語 同 時通訳
で， あ ら か じ め全原稿を両国語に翻訳 さ れた講
演集を作 っ て い た の で、討論は活発に行われ， 相
互理解 の 上 き わ め て 役立 っ た。 内 容 は 中 医 学 の
基礎理論 よ り ， 生薬成分 の化学構造 よ り ， 薬理
作用 ま で お よ び ， ま た生薬 ま たは そ の有効成分
の 新 し い 臨床応用 も み ら れ て き わ め て 広範囲 に
ま た が る 研究発表 で あ っ た が， ま ず シ ン ポ ジ ウ
ム と し て の 成果は十分は た せた も の と 思 っ て い
る O 内 容 に 関す る 詳細は講演集あ る い は61年 1
月 号 の 雑誌に 日 本文 と し て 完成 さ せ た も の と し
て 発表す る の で参考 に し て い た だ き た し 、 。
昨年 5 月 北京 で 中 国 側 と 小生が接触 し て 以 来
全学 を あ げ て 準備 を し た成果で、あ っ て ， 組織委
員 長 と し て 協 力 を い た だ い た 各位に こ の 紙面 を
か り て 御礼 を 申 し た し 、。 ま た留学生が翻訳， 通
訳 と し て 御助 力 を い た だ き 心 よ り 感謝 の 意 を 表
し た し 、 。 次 回 は お そ ら く 中 国 で行われ る こ と と
な る で あ ろ う 。
〔熊谷 朗〉
日 時 1985年 9 月 1 臼 ( 日 ) � 2 日 (月 〕
場所 富山県民会館
シ ン ポ ジ ウ ムプ ロ グ ラ ム
9 月 1 日 (第 1 日 〉
開会の挨拶 富山 医科薬科大学 ・ 学長
佐 々 亭 (Sasa Manabu) 
中 国衛生部副部長挨拶
胡 照 明 (Hu Xi-Ming) 
文部大臣挨拶
松永 光 (Matsunaga Hikaru) 
シ ン ポ ジ ウ ム ( l ) 代謝性疾患
座長 熊谷 朗 (Kumagai Akira) 
(富山 医科薬科大学 ・ 副学長〉
座長 金 恩源 Oin En-Yuan) 
(中 日 友好病院 ・ 副教授)
l 李 廃詔 (Li Geng-Shao) 北京中医学院 ・ 中
医基礎理論研究所 ・ 講師
中風病 の基礎理論及び臨床研究
2 斎藤 康 (Saito Yasushi) 千葉大学医学部 ・
第 2 内科 ・ 講師
高血圧 と 脳微小血管の代謝異常
3 安 蒲虚 (An BangωYu) 中医研 究 院 ・ 針灸
研究所 ・ 副研究員
甘露消渇 カ プ セ ルを用 いた非 イ ン ス リ ン 依存
性糖尿病102例の 臨床観察
4 山本 昌弘 (Yamamoto Masahiro) 日 生病院 ・
内科部長
人参の代謝作用 と 糖尿病患者への 臨床応用
シ ン ポ ジ ウ ム ( II ) 証の近代的研究
座長 大塚恭男 (Otsuka Yasuo) 
(北里研究所 ・ 東洋医学研究所 ・ 副所長)
座長 李 廃部 (Li Geng-Shao) 
(北京中医学院 ・ 中医基礎理論研究所 ・ 講
師〕
5 張 雲茄 (Zhang Yun-Ru) 中医研究院広 安 門
医院 ・ 内科副主任
老年虚症の現代科学的検討
6 寺沢捷年 (Terasawa Katsutoshi) 富山 医科薬
科大学 ・ 附属病院助教授 ・ 和漢診療部長
疹血証の 現代科学的研究
7 宮川 マ リ (Miyakawa Mari) 埼玉医科大学 ・
内科 ・ 助手
証の 現代科学的検討
シ ン ポ ジ ウ ム ( 亜 〕 生物活性 と 臨床応用
座長 大浦彦吉 (Oura Hikokichi) 
(富山医科薬科大学 ・ 和漢薬研
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究所 ・ 臨床利用部門 ・ 教授)
座長 陳 鴻珊 (Chen Hong-Shan) 
(中国医学科学院 ・ 抗菌素研究
所 ・ 副研究員)
8 陳文為 (Chen Wen-Wei) 北京中医学 院 ・ 中
心実験室 ・ 研究員
中医補益薬物一霊芝の 生化学的薬理学的作
用機序の 研究
9 崖 文英 (Cui Wen-Ying) 北京医科大学 ・ 中
西医結合研究室
ア イ ソ ト ー プ技術を用 いた 中医益気養血治
療法則 の応用研究
10 横沢隆子 (Yokozawa Takako) 富山医科薬科
大学 ・ 和漢薬研究所 ・ 臨床利用 部門 ・ 助手
尿毒症に対す る 大黄 の 改善作用 と そ の機序
11 江 田 昭英 (Koda Akihide) 岐阜薬科大学 ・ 薬
理学 ・ 教授
抗 ア レ ルギ ー 剤作用 を有す る 和漢薬の 研究
9 月 2 日 (第 2 日 〉
シ ン ポ ジ ウ ム ( N ) 感染免疫
座長 矢野三郎 (Yano Saburo) 
(富山医科薬科大学 ・ 医学部 ・ 第 1 内 科
学 ・ 教授〉
座長 張 雲茄 (Zhang Yun-Ru) 
(中国研究広安門医院 ・ 内科副主任)
12 森沢成司 (Morisawa Seij i) 大阪市立 大 学 ・
医学部 ・ 第 1 生化学 ・ 教授
柴胡の免疫調節作用
13 陳 鴻珊 (Chen Hong-Shan) 中 国医学科 学
院 ・ 抗菌素研究所 ・ 副研究員
柴胡の動物体 内免疫促進 と 抗 ウ イ ルス 性肝
炎作用
14 日 野邦彦 (Hino Kunihiko) 防 衛 医 科 大 学
校 ・ 第 2 内科 ・ 講師
グ リ チ ノレ リ チ ン の大量投与に よ る B 型肝炎
の 治療
15 金 恩源 Oin En-Yuan) 中 日 友好 病 院 ・ 副
教授
天然牛黄及び そ の主要成分製剤 の実験的流
行性脳炎 ウ イ ルス 感染に対す る 影響
シ ン ポ ジ ウ ム ( V ) 資源 と 品質
座長 難波恒雄 cr、�amba Tsuneo) 
(富山 医科薬科大学 ・ 和漢薬研
究所 ・ 資源開発部門 ・ 教授〉
座長 顧 徳辛 (Gu De-Xin) 
(中国国家医薬管理局科学研究
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処 ・ 処長〉
16 金 蓉驚 (Jin Rong-Luan) 南京 薬 学 院 ・ 副
教授 ・ 科主任
中薬資源 と 品質研究 の概要
17 鎗 忠人 (Tani Tadato) 近畿大学 ・ 東洋医学
研究所 ・ 助教授
和漢薬 の資源 と 品質に関す る 諸問題
シ ン ポ ジ ウ ム ( VI ) 薬理活性
座長 木村正康 (Kimura Masayasu) 
(富山 医科薬科大学 ・ 薬学部 ・
薬剤薬理学 ・ 教授)
座長 陳 文為 (Chen Wen-Wei) 
(北京中医学院 ・ 中心実験室 ・
研究員〕
18 議i 斐君 (Xie Fei-Jun) 上海医薬工 業 研 究
院 ・ 工程師
7侯頭菌 CHericium erinaceus (BULL.­
exFR.) PERS. ヤ マ ブ シ タ ケ 〕 培養物の
薬理活性成分に関す る 研究
19 周 蘭芳 (Zhou Lan-Fang) 中 国 医学科学院 ・
薬物研究所 ・ 助理研究員
酢酸 ゴ シ ポ ー ル投与時 に お け る ラ ッ ト 副牽
丸の組織化学的検討
20 木村郁子 (Kimura lkuko) 富山 医 科 薬 科 大
学 ・ 薬学部 ・ 薬剤薬理学 ・ 助教授
糖尿病性 neuromyopathy と 生薬複合効果
の薬理学的研究
ハ . 外 国 人 客 員研究員制度
本学で は ， 学術研究 の進展に寄与 す る た め ，
外 国 人 の 講師 相 当 以上 お よ び研究業績が優れ て
い る と 認 め ら れ る 学術研究者 ま た は学識経験者
を 客員研究員 と し て 受 け入れ， 原 則 と し て 1 年
以 内 の 期 聞 を定め ， 共 同 研 究 を 行 っ て い ま す。
以 下 ， 10月 1 日 現在受入れ中 の 諸氏 を 紹 介 い た
し ま す。
外 国 人 客 員 研 究 員
(研究 員 名 ・ 国籍 ・ 職名 ・ 研究題 目 ・ 研究期間
. 受入部局〉
馬 永幸 ( 中 国 )
南京 中 医学院科研処処長
和漢薬 の作用 メ カ ニ ズ ム の 研究
60. 4 .  1 �61 .  3 .  31  
和漢薬研究所
徐 洛珊 ( 中 国 〉
南京薬学院 生薬学教研室 副教授
金銀花の生薬学的研究
60. 8 .  16�60. 10. 31  
和漢薬研究所
青 尚 斌 (中 国 〉
四 川 省 中 薬研究所 薬理室 助理研究員
中枢神経系機能 に 関 す る 分 子 薬理学的研
究
60. 6 . 1 �61 .  5 . 31  
和漢薬研究所
鄭 平東 ( 中 国 )
上海中 医学院附属曙光医院 内 科 講師
腎不全治療薬に関す る 研究
60. 4 .  1 �61 .  3 . 31 
和漢薬研究所
張 宝恒 (中 国 〉
北京医学院 基礎医学系 (薬理学〉
ソ フ ァ ラ ミ ン の薬理作用 につ い て の共 同
研究
60. 4 . 9 �61 .  2 .  4 
薬学部
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各講座 の 学会活動を詳細に掲載す る こ と は 紙
面 の都合上で き な か っ た。
こ こ では 昭和51年 4 月 か ら 昭和60年 9 月 ま で
に 開 催 さ れた 本学主催 の学会等を年次 別 に 列 挙
し 北陸 ・ 中部等 の地方学会は割愛す る こ と と
し た 。 そ の 一端を 紹介す る 。
学 会 活 動 等 一 覧
""与づ二牟 Ä Z三三 等
第10回和漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム
第 4 回環境汚染物質 と そ の ト キ シ コ ロ ジ ー
シ ン ポ ジ ウ ム ( 日 本薬学会)
第31 回 日 本温泉科学会
“脳の統御機能 の概念の確立" に関す る 夏の ワ ー ク
シ ョ ッ プ (文部省特定研究 「脳 の統御機能」 総括班〕
第12回和漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム
第21 回 日 本脂質生化学研究会
第14田和漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム
第 1 田和漢薬研究所特別セ ミ ナ ー
第 5 回神経心理学懇話会
第15回和漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム
第 1 回富山 カ ン フ ァ レ ン ス
“人類遺伝学の新 し い展開を求め て "
第32回電気泳動学会
第 1 回立山 シ ン ポ ジ ウ ム
「凝固 ・ 線溶 ・ 血小板研究」
第 8 回反応 と 合成 の 進歩 シ ン ポ ジ ウ ム ( 日 本薬学会〉
第 2 田和漢薬研究所特別セ ミ ナ ー
第10回臨床心臓電気生理研究会
第四回 日 本小児 腎臓病研究会
第 2 回富山 カ ン フ ァ レ ン ス
収人類遺伝学の新 し い展開を求め て "
第38回学術 シ ン ポ ジ ウ ム
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47. 6. 1 I中田富山県知事が富山大学に対し， 医 部設置について要望した。
学部設置について要望した。 48.3 富山県知事が， 文部省， 自民党関係者
6 富山県知事が文部省に対し， 医学部設 に対し， 医学部設置に つ い て 要望し
置について要望した。 た。
6.8 富山県庁内に国立富山大学医学部誘致 6.12 国立富山大学医学部誘致期成同盟会を
推進本部を設置した。 国立富山医科大学誘致期成同盟会， 国i
6.22 I国立富山大学医学部誘致期成同盟会が 立富山大学医学部誘致推進本部を国立
結成された。 富山医科大学誘致推進本部に改称し
6 |富山県知事が文部省， 厚生省， および| た。 以後， 単科の医科大学の誘致運動i
自治省に対し， 医学部の創設について に切替えた。
要望した。 I 12.28 49年度予算案が隠議決定され， 富山県
7 }期成同盟会が富山大学に対し， 医学部l のほか島根， 高知， 大分， 佐賀の各県
設置について要望した。 の医科大学(医学部〉の創設準備費が
富山県知事が金沢大学に対し， 医学部 計上された。
誘致に関して協力方を要請した。 49 3.20 文部省大学学術局長から富山県に国立
富山県知事及び金沢大学医学部長が新 の医学教育機関を創設するための準備
潟大学及び千葉大学に富山県の医学部 事務の委嘱について富山大学長に依頼
誘致に協力方を要請した。 があった。
期成同盟会会長が， 田中総理， 自民党 3 . 25 上 記の準備事務の委嘱方依頼に対し，
4役， 文部省等に対し， 医学部設置に 同意する旨富山大学長より 回答さ れ
ついて要望した。 た。
8 |富山市議会自民クラブが富山市西金屋 4 . 3 文部大臣裁定による「富 山 県， 島 根
及び同市杉谷を医学部候補地として協 県， 高知県， 佐賀県及び大分県におけ
力する旨知事に申し入れた。 る国立医学教育機関， 徳島大学歯学部
9 i富山県が医学部誘致問 題懇談会〔金 及び千葉大学看護学部の創設準備組織
沢， 新潟， 千葉の医学部長及び病院長 要項」が 制定された。
を招へい〉を開催し， 教官確保を依頼 4.26 富山大学評議会を開催
するとともに， 関連教育病院整備につ 学長から， 文部大臣裁定により富山
いて協議した。 富山市杉谷から県に対 大学に富山県に置かれる国立医学教
し， 同総代及び土地所有者95名の連署 育機関の創設準備に関する事務を処
押印をもって， 同用地提供に同意する 理するため， 創設準備 室を置くこと
旨の同意書が提出された。 になる旨の報告があった。
富山市議会が， 富山市に医学部を設置 6 3 第4回富山市「国立富 山 医 科 大学設
されたい旨の決議をした。 置」期成同盟会総会が開催された。
10 富山大学医学部設置検討委員会が開催 (富山大学長， 同事務局長出席〉
された。 6.10 富山県に置かれる医学教育機関設置予
11 l富山県知事が， 文部省， 厚生省及び大 定地(宮山市杉谷 〕の実地調査及び事
蔵省関係者に対し， 医学部設置につい 情聴取があった。
て要望した。 (文部省斉藤医学教育課長ほか〉
富山市富山大学医学部設置期成同盟会 6.25 設置予定地の実地調査及びエネルギー
設立総会が開催された。 サプライの引込工事並びに地元協力に
12 |富山県知事から， 富山市及び婦中町に ついて事情聴取があった。
対し， 医学部用地の取得について協力 〔名古屋工事事務所専門職員ほか〉
方を依頼した。 I 富山県知事公 室に出席を求め， 現在ま
富山県知事が， 文部大臣に対し， 医学| での進行状況， 特に用地取得について
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49 . 8 .29 I第2回創設準備委員会を開催
1 富山大学事務局長から， 大臣裁
定要項学長裁定要項の説明会及び
創設準備の経過 概略表によりこれ
ま での経過 報告があった。
2 学長から「富山医科薬科大学」
構想案の説明があった後， 今後の
問題点について意見交換を 行 っ
た。
3 和漢薬研究所長から和漢薬研究
所の将来計画についての説明があ
った。
4 講座数とその内容， 和漢薬研究
所と附属病院との 関係， 薬草園の
移転問題等について各委員から意
見がだされたが随時準備委員会を
開催し， 結論をだすこ と に な っ
た。
5 事務局長から設置予定地 (365， ! 
山2)の現状について説明があっ l
た。
6 予定地面積 365，622m2 のうち有
効面積が約270，000ば?と考えられ
るので新構想大学としての必要面
積， 薬草園が移転する場合の必要
面積， 将来計画に要する面積等を
充分計画をたてたうえ効率的に利
用すべきであることで意見の一致
をみた。
終了 後， 設置予定地を視察した。
9 . 2 !文部省の招集により国立医学教育機関
創設準備打合せ会あり
(教育会館にて準備大学の学長， 準備
室長， 事務局長， 準備室事務長出席〉
9 .6 i富山大学評議会を開催
学長から 8 月8 臼に第1 回の国立
医学教育機関創設準備委員会を開催
し， 創設準備委員会要項を定めたこ
と 8 月16日付で平松金沢大学教授
が創設準備室長に併任発令されたこ
と， 小林新潟大学教授及び山崎， 大
浦富山大学教授を創設準備委員会
委員に委嘱したことの報 告 が あ っ
た。
また， 第2回創設準備委員会を 8
月29日に開催した旨報告があった。
9 .17 I第 3回創設準備委員会を開催 (基本構
想について審議〉
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1 富山大学事務局長から9 月 2日
文部省で開催された創設準備打合
せ会の内容について説 明 が あ っ
た。
2 次の諸点について意見の一致を
みた。
(1) 医学部の講座数を30講座とす
る。
(2) 薬学部は現在14講座で、あるが
将来20講座としたい。
(3)一般教育は分離せず一貫教育 l
構想で検討する。
(4) 関連教育病院は県立中央病院
lか所とする。
(5) 医学部の講座の内容について
平松室長試案がださわし次固ま で
に検討することになった。
富山県の主催により国立富山医科薬科
大学創設準備特別委員の会合があった
〔東京〉。
第4回創設準備委員会を開催
1 名古屋工事事務所所 長 補 佐 か
ら， 今後の創設準備計画と名古屋
工事事務所としての予定について
詳細な説明があった。
2 審議の結果， 次のことがほぼ了
承された。
(1) 医科， 薬科の学生受入れは同
時期である。
(2) 医科， 薬科の入学定員
医科は100人 (将来120人 〕
薬科は120人 (現在105人 〕
参考 (現講座数叫来18
�:0}
現学科数 2 11 3 
(3)一般教育は一貫教育で、行う。
(教養部は設けない。〉
専門課程は医科， 薬 科 に分け
る。 ただし， 医薬共通のカリキ
ュラムを検討する。
(4) 各委員から次のことが問題点
として提起された。
。学部機構の在り方
。講座と診療科の問題
。中央検査部の範囲と組織
。 アイソトープ関係
。薬科ドクターコースの問題
。医療技術短大の構想
。看護学校の問題
。薬草園の場所と面積
188 資 料
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49. 10. 16 衆議院文教委員調査班来県。 県庁にて 22日地元の協力態勢について県，
富山医科薬科大学創設準備に 関し事情 市の 関係者を招いて事情聴取をし
聴取の後， 富山大学薬学部及び和漢薬 たことについて内容の説明があっ
研究所を視察 た。
10. 17 I第5 回創設準備委員会を開催 2 講座名 (数〉 について第3 回目
1 審議の結果， 次のことが了承さ の平松室長試案が出され， 長時間
れた。 にわたり審議が行なわれたが結論
(1)学部， 研究所は解体しない。 に至らず次回に再審議することに
ただし， 内容， 運営方法を具体 なった。
的に検討する。 3 小林委員及び和漢薬研究所長が
(2) 副学長制をとる。 参与制は当 創設準備調査のため， 他大学(5
分とらない考えて、いくが関学時 大学) 及び厚生省に出張すること
に検討する。 が了承された。
(3) 教養部はつくらない。 教官組 11. 18� 第7回創設準備委員会を開催
織 (一般， 専門) で一般教育運 19 小林委員及び和漢薬研究所長か
営協議会を設置する。 ら， 過 日創設準備調査のため出張
一般教育担当教官定員の振替の した結果について報告があった。
問題は将来の富山大学の発展的 2 基本構想全般について具体的に
段階で考慮する。 審議が行なわれた。
教育課程は一貫教育とする。 1JU 第7 回まで、審議された基本線を踏
の模形とする。 まえながら草案作成作 業 に 入っ
(4)大講座 制をとる。 た。
(5) 医学， 薬学とするが， 医薬共 作成した草案に対する審議は11月
通の分野もある。 19 日に持ち越した。
(6)病院は大学の附属 病 院 と す 3 11月19 日， 前 日作成した草案に
る。 基づき審議の結果， それぞれの内
中央診療施設として検査部， 放 容に修正を加え， その成案が第1
射線部， 材料部， 診察部， レン 次会議資料となった。
トゲン部等を設ける。 4 第1 次会議資料でなお説明不充
(7) 関連教育病院は県立中央病院 分なところがあるので各準備委員
とし， 大学附属病院とともに組 に分担して草案原稿を作成依頼し
織委員会を設けて審議する。 次回において審議することになっ
(8)大学院の教育研究組織は医・ T乙D
薬一体とする。 5 組織図 (案)， 富山医科薬 科 大
医学は 4 年制60人， 薬学は5 年 学 (仮称 〕職員組織〔案 〕につい
制40人， 和漢研は5 年lIíU10人を て事務局で作成し次回において審
目途とする。 議することになった。
(9) 富山大学から薬学部， 和漢薬 11. 25� 第8 回創設準備委員会を東京都港区富
研究所の移管は年次計画 に よ | 27 山県赤坂会館において開催
る。 1 . 名古屋工事事務所長及び金沢大
大学院薬学研究科の移管は昭和 学施設部長から， 現段階でのレイ
51年4 月としたい。 アウトの説明があった。
10. 21 I名古屋工事事務所長が， 県， 市関係者 2 「富山医科薬科大学」の構想の
を招集し， 協力態勢について事情聴取 第l次会議資料 (以下「会議資料」
(富山大学) 。 という。〉 及び新たな草案に 基 づ
10 .25 I文部省関係者と創設準備委員との打合 き逐一審議に入り， その結果第2
せ会 (大学局会議 室 〕 次会議資料成案として了承 さ れ
10.31 I第6 回創設準備委員会開催 た。
1 名古屋工事事務所長から， 10月 3 11月26日文部省と打合せした結
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果により第 2 次会議資料に基づき 料成案として了 承された。
逐一審議に入り， その結果第 3 次 50 .1. 7� 富山大学長以下 創設準備委 員 全 員上
会議資料成案として了 承された。 9 京， 富山医科薬科大学創設 実 現 を 期
49.12. 3 I第9 回創設準備委員会を開催 し 関係者及び関係機関に陳情を行う。
1 富山大学事務局長から第 3 次会 1 .11 富山医科薬科大学創設(50 年10 月間学〉
議資料をその後事務的に修正した の予算案が閣議決定された。
内容について説明があり了 承され 1 .14 1 第一準備委時開催
た。 (修正した資料は第4 次会議 1 富山大学事務局長から次のとお
資料となった。〉 り報告があった。
2 第4 次会議資料に基づき逐一審 1 月11日予算内示資料として示さ
議に入り， その結果第 5 次会議資 れた 「医科大学の創設， 創設準備
料成案として了 承された。 に伴う定員措置」の概要について
3 副学長 3 人を 置くこととして検 2 文部省から説明を求められた事
討することとなった。 項として(1)大講座 制の問題 (2)欠
4 事務部 は原則として 3 部 6 課 制 陥講座 (従来の 1，1，2 パターンで1，1，3 
をとることとして事務局が中心と ないもの) (3)薬学部講座群 (4) 
なって案を作成するこ と に な っ 和漢薬研究所各部門について各委
た。 員が分担して草案を作成， その草
12. 4 富山大学長， 準備室長上京， 富山医科 案について審議した結果， 一部修
薬科大学創設実現を期し， 衆議院文教 正のうえ了 承さわした。
委員に陳情を行う。 3 「薬学系大学院の発足， 和漢薬
12 16~ | 設置予定地の実地調査及び協力事業関 研究所の移管， 和漢薬研究所大学
17 係敷地， 宿舎予定地， 仮校舎， 関連教 院の教育」 の内容については次回
育棟県 立中央病院の視察があり富山県 までに山崎薬学部長， 大浦和漢薬
知事公室が説明した。 (文部省教育施 研究所長に原案作成を一任した。
設部名古屋工事事務所ほか〉 1 .17 富山大学和漢薬研究所教授会を開催
12 19 ~ | 第10回創設準備委員会を東京都港区富 和漢薬研究所長から和漢薬研究所の
20 山県赤坂会館において開催 移管について説明があり， 審議の結
1 富山大学事務局長から富山医科 果， 昭和 53年4 月に移管することが
薬科大学施設基本計画 (昭和49 年 了 承された。
12月 5 日金沢大学施設部長試案) 1 .20 第13回創設準備委員会を文化庁第二会
に基づき昭和49 年12月10日文部省 議室及び東京都港区富山県赤坂会館に
教育施設部において打合せした結 おいて開催
果について報告があった。 1 前 回の会議において審議の結果
2 第 5 次会議資料に基づき逐一審 了 承された説明書 (今回から 「医
議に入り， その結果第 6 次会議資 学教育の講座編成の特色」 という
料成案として了 承された。 標題にした。〉を文部省に提出した
3 11月20日文部 省 と 打 合 せ し た 結果， 説明不充分である旨示唆の
結果により第 6 次会議資料に基づ あった事項について平松室長及び
き逐一審議に入り， その結果第7 小林委員の草案に基づき審議した
次会議資料成案として 了 承 さ れ 結果一部修正のうえ了 承された。
た。 (了 承された内容を直ちに文部省
12.27 I第11回創設準備委員会を開催 に提出した。〉
1 12月25日文部省と第7 次会議資 2 「医学教育の講座編成の特色」
料に基づき事務打合せをした結果 についての説明書及び第 8 次会議
示唆のあった点について説明を行 資料に基づき文部省から示唆のあ
った。 った点について審議した結果， 修
2 第 7 次会議資料に基づき逐一審 正案及び新しい講座案がだされ そ
議に入り， その結果第 8 次会議資 れ ぞれ了 承された。 その結果第 8
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次会議資料 は第9 次会議資料とな 1 .29 富山大学薬学部教授会を開催
った。 先きに了承された講座の移行年次計
3 副学長制については取りあえず 固について文部省から 2 .4.6 .2 で移行
2 名を 置 き， 更に 1 名増やすこと で きなし、かと照会があり， 審議の結果
を検討することになった。 3.4.5 .2 の移行年次計画案が了 承され
4 参与制をとることになった。 た た。
だし， 筑波方 式はとらない。 2 .12 第14回創設準備委員会を開催
5 医学部の発足， 薬学部及び和漢 l 富山大学事務局長から次のとお
薬研究所の移管〔廃止， 設置 〕な り報告があった。
らびに大 学院薬学研究科発足の時 国立学校設置法の一部を改正する
期について審議の結果医学部の発 法律案要綱(案 〕について
足 (50年10 月開学， 51年4 月学生 2 第9 次会議資料について一部修
受入) 及び薬学部の発足(51年4 正案がだされ審議の結果了承され
月学生受入 〕 は異論なく， 結論に た。 その結果第9 次会議資料 は第
至らなかった事項については大学 10次会議資料となった。
に持ちかえりそれぞれの機関に諮 3 「医学教育の講座編成の特色」
り， その結果を 1 月27日までに文 について， 各委員からの修正案に
部省に報告することになった。 基づいて審議の結果了承され最終
50 1 20 ~ ! 文部省関係者と創設準備委員との打合 案となった。
21 せ会一 (文部省体育局会人議室及び特別会 2 .19 富山大学長以下創設準備委 員 全 員上
議室〉 京， 富山県赤坂会館において会合L，
1 .22 1大学設置審議会医学専門委員会が国立 2 月20日文部省と打ち合わせるための
教育会館において開催さわし， 富山医科 次の資料を作成した。
薬科大学の基本構想等が議せられたが 1 2 月28日開催の大学設置審議会
継続審議となった。 医学専門委員会における配布資料
1 .24 1富山大学薬学部教授会を開催 について
1 薬学部講座の移行年次計画につ (1) 富山医科薬科大学の基本構想
いて審議の結果， 51年4 月以降4 (2) 医学部教官組織
4.4.2 のl民で移行することが 了 承 (3) 専門教育科目の授業科目及び
された。(後に 3.4.5 .2の順に変更 授業時間数
された〉 (4) 講座編成の特色
2 医学部の発足， 薬学 部 の 発 足 2 .20 文部省医学教育課と富山大学長以1'.倉Ij
〔移管〕及び和漢薬研究所移管の 設準備委員全員と打合せ会を開催(文
時期について薬学部長から説明が 部省大学局会議室)
あり審議の結果了承された。 2 月19日 作成した配布資料案 ((1)�
1 .25 \富山大学大学院委員会を開催 (4))に基づき打合せた結果双方了承し
富山医科薬科大学創設に伴う富山大 k.。
学大学院薬学研究科の移管 (廃止及び 2 .28 大学設置審議会医学専門委員会が国立
富山医科薬科大学の大学院設置〕につ 教育会館において開催され， 継続審議
いて学長及び薬学研究科長からそれぞ となっていた富山医科薬科大学の基本
れ説明があり， 審議の結果， 昭和 5 3年 構想等が審議され承認された。
4 月に移管することが承認された。 3 .4 第15回創設準備委員会を開催
1 .27 \富山大学臨時評議会を開催 l 富山大学事務局長から 2 月28
富山医科薬科大学創設に伴い医学部 日の大学設置審議会医学専門委員
の発足， 薬学部の発足(移管)， 和漢薬 会において富山医科薬科大学の基
研究所ならびに大学院薬学研究科の移 本構想等が承認された旨の報告が
管(廃止設置)について学長及び薬学 あった。
部長から説明があり， 審議の結果了承 2 教員募集の基本方針について審
された。 議の結果， 公募することになり具
年月日
5 0. 3.10 
3 .14 
3 . 17 
3 .18 
3.20 
3.25 
3 .27� 
28 
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体的な事項は次回の創設準備委員
会において決定するこ と に な っ
fこ。
3 教員人事の審議機関として医学
関係専門委員会と一般教育関係専
門委員会を設置することが了承さ
れた。
第16回創設準備委員会を開催
1 教員募集要項(案〉 の内容につ
いて逐一審議の結果一部修正のう
え了承された。
2 学長から富山大学教員の停 年に
関する規則の特例に関する規則を
制定し， 国立医学教育機関創設準
備室に任用する教員に は適用しな
いことにしたい旨提案があり異議
なく了承された。
3 第10次会議資料について一部修
正案がだされ審議の結果了承され
た。 その結果第10次会議資料は第
11次会議資料となった。
富山大学評議会を開催
1 富山大学教員の停 年に関する規
則の特例に関する規則(案 〕が原
案どおり承認された。
2 金沢大学医学部平松博教授を昭
和 50年4月 1 日付けをもって富山
大学教授(専任〉 に任用すること
が承認された。
富山医科薬科大学施設計画打合せ会を
開催〔名古屋工事事務所長ほか 〕
富山医科薬科大学施設計画について創
設準備委員と施設関係者との打合せ会
を開催(名古屋工事事務所長ほか〉
富山医科薬科大学教員推せん方依頼の
公文書発送(公募はじまる〉
第18回創設準備委員会を開催
1 富山大学教育学部金子助教授を
一般教育担当教授〔創設準備室付)
に任用することが承認された。
2 富山大学薬学部木 村教授を創設
準備室付教授に任用することが承
認された。
3 富山医科薬科大学創設準備組織
要項(案〉 が原案どおり承認され
た。
富山大学長以下創設準備委員全員と事
務関係者との打合ぜ会を開催し， 創設
準備のスケジューノレ等について打合せ
年月日
4.1 
4.2 
4 .14 
4 .21 
4.22 
4.24 
5 . 1 
5 .22� 
23 
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をした。〔東京都港区富山県赤坂会館 〕
山口大学大島経理部長が大 臣官房付
(富山医科薬科大学事務局長予定者 〕
に任命された。( 4. 2 創設準備室付に
併任発令)
1 文部大臣裁定による 「富山医科薬
科大学・ 島根医科大学及び千葉大学
看護学部ならびに高知県， 佐賀県及
び大分県に 置く国立医学教育機関な
らびに徳島大学歯学部の創設準備組
織要項」が 制定された。
2 富山大学長裁定による 「富山医科
薬科大学創設準備組織要項」が 制定
された。
3 富山大学平松教授〔創設準備室付〉
を富山医科薬科大学創設準備室長事
務取扱に併任する発令があった。
4 大島商船高等専門学校田口会計課
長が創設準備室主幹に任命された。
第四回創設準備委員会を開催
富山大学長の急病のため審議事項に
入れず， 富山大学事務局長から報告
事項について報告があった後， 教員
選考基準等について懇談した。
富山医科薬科大学施設計画事務打合せ
会を開催
なお， 会議の前に設置予定地を約2 時
間にわたって視察。(名古屋工事 事 務
所長ほか)
国立学校設置法の一部を改正する法律
(富山医科薬科大学設置が含まれてい
る)が公布され同日付施行された。
文部省の招集により富山医科薬科大学
事務打合せ会が国立教育会館で開催さ
れた。(文部省大学局長， 富山大学長，
寓山県副知事ほか)
富山大学平松教授〔創設準備室長事務
取扱併任)を富山医科薬科大学創設準
備室長に併任する発令があった。
第23回創設準備委員会において， 医学|
教育教官選考の結果について， 平松室l
長から報告があり採用内定者が承認さ
れた。
学識経験者及び文部省関係官による実
地調査が行わ れ た。(学識経験者:懸
田順天堂大学長， 赤倉国立栃木 病 院
長， 諏訪東北大学医学部長)
第28回創設準備委員会を開催
1 一般教育教員の選考結果につい
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て採用内定者が承認された。 10 . 1 国立学校設置法の一部を改正する法律
2 富山医科薬科大学関学連絡会議 (50 年法律第27号) により富山医科薬
設置要項(案〕が承認された。 科大学に 関する規定が施行され， 同大
3 関連教育病院(県立中央病院) 学が発足した。 事務局は富山県立総合
との協定書(案) 及び暫定施設使 衛生学院に置かれた。
用についての覚書(案〉 が了 承さ 第1 回創設委員会を開催
れた。 富山医科薬科大学創設委員会要項が
5 0. 8.7 第30回創設準備委員会において副学長i 了 承された。
(医療担当) が選出された。 10 .12.� 大学設置審議会の実地調査 が 行 われL
9 .8 第33回創設準備委員会において参与及 13 た。(委員:伊藤静岡 薬科大学長， 懸田
び副学長(教育研究及び厚生補導担当〉 順天堂大学長， 田村東 大病 院 薬 剤 部
が選出された。 長， 山村東 大教授〕
9 .30 富山医科 薬科 大学創設準備委員会が廃 10 .30 大学設置審議会医学専門委員会におい
止され た。 て教官審査が行われた。
富山医科薬科大学創設準備室が廃止さ 5 1. 4 .14 富山医科薬科大学の第1 回入学式が行
れた。 われた。
2 年
年月日 百己 事
49. 3 .20 I文部省大学学術局長から富山大学長に
対し， 富山県に国立の医学教育機 闘を
創設するための準備事務の委嘱につい
て依頼( 3 .25同依頼に同意の旨回答〕
7 .31 I富山大学臨時評議会において「富山医
科薬科大学」構想、を了 承
8 . 8 I富山大学が学長 裁定により国立医学教
育機関創設準備委員会要項を定め国立
医学教育機関創設準備委員 会 を 設 置
〔委員長 林勝次富山大学長(8.16))
8 .16 I富山大学国立医学教育機関創設準備 室
設置
平松 博〔金沢大学医学部教授) 準
備 室長に併任
9 .10 I文部省大学局長から金沢大 学 長 に 対
し， 富山医科薬科大学の創設に 関する
施設関係準備事務の委嘱について依頼
( 9 .24 向依頼に同意の旨回答)
50 . 2 .28 I大学設置審議会医学専門委員会が富山
医科薬科大学の基本構想等を了 承
4 . 2  I平松 博(富山医科薬科大学創設準備
室教授〉 富山医科薬科大学創設準備
室長事務取扱に併任
5 . 1 I平松 博 富山医科薬科大学創設準備
室長に併任
10 . 1 I富山医科薬科大学関学 (国立学校設置
法の一部を改正する法律 (昭和 50 年4
月22日 法律第27号〉 施行) ， 医学部(医
学科)， 附属図書館設置
平松 博〔富山医科薬科大学創設準備
室長) 学長に就任
小林 枚(新潟大学医学部教授) 副
学長 (医療担当) に就任
山崎高庭(富山大学薬学部教授) 副
学長 (教育研究及び厚生補導担当 〕に
就任
平松 博(学長) 附属図書館長事務
取扱に就任
富山医科薬科大学長と富山県 知事の問
で 関連教育病院 (富山県立中夫病院)
に 関する協定を締結
事務局を富山県立総合衛生学院校舎内
(富山市西長 江220番地) (暫定校舎)
に 置く
大学設置審議会による実地調査10.12� 13 
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年月日 記 事
51 . 3 .2�事前を暫定校舎から富山県立中部高
等学校旧校舎 (富山市芝園町3 -2-
11) (仮校舎) に移転
4 . 1 I薬学部 (薬学科， 製薬化学科〉 設置
(富山大学から移行 〕
医学部 8 講座開設 (解剖学， 生理学，
生化学， 病理学， 細菌学・免疫学， 内
科学， 外科学， 産科婦人科学 〕
薬学部 3 講座開設 (富山大学薬学部か
ら移行:薬化学， 薬品 作用学， 薬品物
理化学)
学科目11科目開設 (哲学， 歴史学， 法
学， 心理学， 数学， 物理学， 化学， 生
物学， 英語， 独語， 保健体育)
小林 牧(副学長〕 医学部長事務取
扱に就任
山崎高底(副学長〕 薬学部長事務取
扱に就任
4 .14 I第 1 回入学式挙行
5 .27 I関学記念祝典挙行
52. 3 .28 I廃水処理施設管理 室 竣工 (92ぱ〕
3 .29 I 福利厚生棟 竣工 (1， 984m2) 
3 .30 I講義実習棟 (6， 987m2) ， 解剖棟、(917
m')， 体育館 (1， 535m2)， 廃水処理施
設前処理棟 (273m2) 竣工
4 . 1 I医学部 2 講座増設 (薬理学， 小児科
学〕
薬学部 4 講座増設 (富山大学薬学部か
ら移行:薬品分析化学， 生薬学， 薬品
合成化学， 生物薬品製造学 〕
52. 4 . 9  I事務局を仮校舎 (富山県立中部高等学
校旧校舎) から福利厚生棟に移転
4 .18 I附属病院創設準備 室設置
小林 牧(副学長〉 附属病院創設準
備室長に就任
薬学部附属薬用植物園設置
6 .18 Iしらゆり会富山医科薬科大学支部設立
11 . 5 I第 1回献体物故者追悼法要挙行
12.24 
53. 3 . 28 
エネノレギーセンター 竣工 (2， 403m2) 
医学部研究棟〔第 1 期工事〉 竣工
(12， 332m') 
慰霊碑竣工
放射性同位元素実験施設， 実験動物施
設 竣工 (1， 784m2) 
医学部 6 講座増設 (ウィルス学， 公衆
3 .30 
3 .31 
4 .1 
194 資 料
年月日 記 事
衛生学， 法医学， 精神神経医学， 放射
線医学， 整形外科学)
薬学部の学科及び講座を改組
薬科学科 薬剤薬理学， 臨 床 分 析
学， 医薬品化学， 衛生・
生物化学， 薬用資源学，
物理薬剤学
(富山大学薬学部から移行-薬剤学，
環境衛生分析学， 薬剤製造学， 薬品製
造工学， 薬品製造化学)
53. 4 .22 I慰霊碑除幕式挙行
6 .17 I大学院薬学研究科博士課程 〔医療薬科
学専攻〕設置
和漢薬研究所(資源開発， 生物試験，
臨床利用， 病態生化学， 化学応用〉設
置(富山大学から移行)
平松 博(学長) 和i莫菜、研究所長事
務取扱に就任
8 . 1 I増田克忠 薬学部長に就任
難波恒雄 和漢薬研究所長に就任
54. 2 . 1 I辻 陽雄(医学部教授) 附属図書館
長に就任
2. 7 I附属病院竣工(35，244ぱ)
3. 2 I事務局管理棟竣工(3，285m2)
3，23 I薬学部研究棟。，981m2)， 共同利用研
究棟(2，980m')竣工
3.28 I附属図書館竣工(2，563m2)
3 .29 I看護婦宿舎(第 1期工事)竣工(2，42
9m2)， 弓道場竣工
3.30 I薬学部附属薬用植物園研 究 棟・管 理
棟・温室竣工(761ぱ〉
4 . 1 I医学部 5講座増設(皮膚科学， 眼科
学， 耳鼻咽喉科学， 泌尿器科学， 麻酔
科学〕
附属病院設置，小林 政(副学長) 病
院長に就任
附属病院15診療科(第一内科， 第 二内
科， 皮膚科， 小児科， 神経科精神科，
放射線科， 第一外科， 第二外科， 整形
外科， 産科婦人科 限科， 耳 鼻 咽喉
科， 泌尿器科， 麻酔科， 歯ー科口腔外
科)， 検査部， 手術部， 放射線部， 材
料部， 薬剤部， 着ー護部設置
富山大学薬学部から衛生化学， 薬品生
物化学の2講座が移行し， 移行完了
事務局を福利厚生棟から事務局管理棟
に移転し 3音ì 8課制に改組
7 . 1 I小津 光(秋田県立脳血管研究センタ
一研究所薬理学研究部長〕副学長〔教
年月日
コい一-一日ロ
事
育研究及び厚生補導担当〕に就任
10.10 I施設竣工ならびに附属病院開院記念式
典挙行
10.15 I附属病院診療開始(339床)
12.21 I第1 回実験動物慰霊祭挙行
55 . 3 . 6 I看護婦宿舎(第 2期工事)竣工(1，527
mつ
3 .19 I和漢薬研究所研究棟竣工(2，468m')
3.20 I昭和 54年度卒業証書ならびに学位記授
与式挙行(薬学部第 l 回)
3.25 I職員会館竣工(185m')
4. 1 I医学部 2講座増設(保健医学， 脳神経
外科学)
附属病院 2 診療科増設(第 三内科， 脳
神経外科〉
4.30 I附属病院東病棟竣工(4 ，208m') 
8 . 1 I増田克忠 薬学部長に就任
大i甫彦吉 和漢薬研究所長に就任
8 .19 I附属病院132床増床(計471床)
56. 2 . 1 I矢野三郎(医学部教授〕附属図書館長
に就任
3.20 I高エネルギ一治療棟竣工(1，038m')
3 .31 I看護婦宿舎(第 3期工事)竣工
(81Om') 
4 . 1 I動物実験センター設置
5. 1 I附属病院151床増床(計622床)
7 .10 I医学部研究棟(第 2期工事〉竣工
(1，509m2) 
11. 1 I中西頴央 医学部長に就任
57. 3 .20 I昭和 56年度卒業証書ならびに学位記授
与式挙行(医学部第 1 回)
3 .29 I武道場竣工(335m')
3.30 I動物実験センター(第 2期工事)竣工
(914m') 
3 .31 I医学部研究棟(第 3期工事〕竣工
(2，498m') 
4 . 1 I佐々 亭(元国立公安研究所長) 学
長に就任
佐々 寧(学長〕附属病院長事務取扱
に就任
大学院医学研究科博士課程(生理系専
攻， 生化学系専攻， 形態系専攻， 環境
系専攻)設置
8. 1 I増田克忠〔富山医科薬科大学薬学部教
授〕 副学長(教育研究及び厚生補導
担当〕に就任
熊谷 朗(千葉大学医学部教授) 副
学長(医療担当)に就任
8 . 1 I山崎高際 薬学部長に就任
年月日 記 事
渡辺和夫 和漢薬研究所長に就任
58.2. 1 西 荒介 (薬学部教授 〕 附属図書館
長に就任
3.30 放射性同位元素実験施設(第2期工事〉
竣工 (372m')
4. 1 I菊池 徹 和漢薬研究所長に就任
保健管理センター設置
11. 1 I佐々 木 博 医学部長に就任
59.2. 201保健管理センタ} 竣工 (280m2)
4. 11 1実験実習機器センター設置
6. 27 1献体者に対する文部大臣感謝状伝達式
挙行
2 年 譜 195
年月 | 記 事
8 . 1 山崎高藤 薬学部長に就任
60. 2 . 1 大浦彦吉 (和漢薬研究所教授) 附属
図書館長に就任
3.20 ;動物実験センター (第3期工事 〕 竣工
(1， 220 m') 
4. 1 I荻回善一 和漢薬研究所長に就任
5 . 10 1富山医科薬科大学と藩陽薬学院の聞で
学術交流に関する協定を締結
60. 5 . 13 i附属病院病床10床減 床 (計612床 〕
5. 17 1附属病院和漢診療部設置
7 .31 !薬学研究資料館 竣工 (409 m2)
10. 1 I関学十周年記念式典挙行
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r一塁 (併)庭 山 清八郎
助教授 東 僚 英 昭
教務職員※桃 井 啓 子
技 官※ 栗 山 政 彦
技 官※ 村 藤 貞 雄
技 官※ 長谷川 実
技 官※ 坪 田 等
技 官※ 矢 後 正 一
技 官※ 吉 田 勝 美
実験実習機器センター
七五タ一長(併〕吉 井 英 一
助教授 佐々木 和 男
助 手 中 村 清 実
技 官※ 森 腰 正 弘
技 官※ )11原 昌 彦
技 官※ 吉 井 亮 一
技 官※ 石 黒 義 久
技 官※ 小 川 誠
共同利用施設
放射性同位元素実験施設
施設長〔兼)本 田 昂
教務職員※前 田 正 敏
教務職員※石 川 篤 子
技 官※ 庄 司 美 樹
技 官※ 朴 木 宏
保健管理センター
霊長 官 加 須
講 師 斎 藤
技 官 山 田
子
実二子
現職員名簿
屋清房
雪子子子美幸美子隆子美美美子博子
美代
ミ
美久靖直
朱絹喜佳里博尚淳
キ
子子理猛雄子子年Cゆ亮恵
'高
登志美
頼 子
猛
子子子子
子
富幸郁芳
一栄治
端端柳木度井
合本口石川田寺口本井
々我
池島高
佐佐荒矢山辻明
下
塚小久塚酒
浅井
輪野田辺
本
島藤田
口回
国本
口
江柴沼山
湯酒三一横芹田山
松村森
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
放射線部
看護婦長
技 官
技 官
技 官
材料部
看護婦長
技 官
技 官
技 官※
技 官※
技 官※
技 官※
透析部
技 官
技 官
技 官※
内視鏡室
看護婦長※J工
和 美
智恵美
応 子
子美子子予子子子い寿
恵
ゑ加
久裕千幸生雅
夫子子ぶ子子子子
りの
公巻の
し妙昌保恵
ゑい子
敦 子
節子
泰英子
陸子
栄 子
暁 子
明 美
紀代美
真由美
明 美
千代子
説 子
井島村
藤津本西松
谷本木
松 田
海老江
村 上
山 田
平 松
京 田
浜 野
石 金
藤田原
口道城田野山里山野林藤
技 官
技 官
技 官
外来 2階
看護婦長※佐
技 官 高
技 官 塚
技 官 門
技 官 中
技 宮 家
技 官 日目
技 官 岡
技 官 青
技 官 石
技 官 高
技 官 中
技能補佐員 力日
外来3階
看護婦長※
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
手術部
看護士長
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
技 官
土 口宮奥
佐伊岡寺士口中 長
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名 誉 教 授
7 名誉教授および在籍教授
故 平 松
年 月
n1i8 . 3  
11. 5 
20. 3 
28. 4 
33. 4 
49. 8 
50.4 
50. ![ 
50.5 
50.10 
56.11 
57.4 
57目4
59. 6 
59. 6 
博(TJíj学長)名誉教授略歴
明治42年12月16日生
百己
金沢医科大学医学科卒業
金沢医科大学助教長
金沢医科大字教授
金沢大学医学部教長
金沢大学長三字�'i:l; p付属病院長
ヨf
富山大学凶力:医学教育隊関創設準何j室長
金沢大学名吉j左足
富山大学日111伝fUt科犬学創設準備室長
事務取般
宮山大学広山医科薬科大学創設洋的室長
富山医科薬科大学長
勲二等旭日重光章を長与
日召手1157年 3月31 fj 1:)1 i)退職
日111医科薬ヂ!大や名手字教授
逝去
正三位にál:f主
小 林 牧 名�j�教Ji目白位こ
明治43イ下8刀5 日生
年 月 ρ己 ゴT
昭11. 3 京都'rfj;国大学医宇部卒菜
19.10 京都帝国大ヴ'医学部講師]
21. 1 三重県立医''j:専門学校教長
23. 3 三重県立大'�?教授
31目 6 新潟大学医字部教授
/12.12 新潟大学医学m-;附属病院長
50.10 富山医科薬科大学I�IJ学長
51. 4 富山医科薬科大字医学部長事務取扱
51. 4 新潟大学名手字教長
52.4 富山医科薬科大学附属病院創設準備室長
54.4 富山医科薬科大学附属病院長
57.4 昭和57年3月31日限り退職
57.4 富山医科薬科大学名誉教授
58.4 勲二等瑞宝章を授与
7 名誉教授および在籍教授 211 
長谷純一 名誉教授略歴
大 正5年8月7日生
年 月 | 記 事
昭12 . 3 I 金沢 医科大 学附属薬学専門部卒業
2 6 . 5  i富山大 学薬学部助教授
2 8. 4 I富山大 学薬学部教授
43. 2 I富山大 学附属図書館長
54. 4 富山 医科薬科大 学薬学部教授
57. 4 I昭和57年4月1日限り停年退職
57.4 I富山 医科薬科大学名誉教授
永 原 茂 名誉教授略歴
大 正6年10月8 日生
年 月! 記
昭15.3 I 東京帝国大学理学部卒業
18.11 I名古屋帝国大 学理学部助教授
2 4. 6 i富山大 学文理学部助教授
43.4 I富山大 学薬学部教授
45.4 富山大 学薬学部長
53.4 I富山 医科薬科大学薬学部教授
58.4 I昭和58年4月1日限り停年退職
5竺J 型空眼科大学名誉教平
事 (
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漂、 光 副学長略歴
大 正3 年10月10日生
在
籍
教
授
杉 本 恒 明 教授略歴
年 月| 記 一竺-1
昭 14.3 :東京帝国大 学医学部薬学科卒業 | 
14.4 I東京女子薬学専門学校教授
32.3 I東京医科大 学医学部医学科卒業
35.4 I東北大 学医学部教授
47. 5 !東北大 学薬学部教授
53.4 I :東北大 学名誉教授の称号を授与
54.7 I富山 医科薬科大 学副学長
57.4 昭和 57年3月3 1日限り退職
柳 田 友 道 教授略歴
大 正3 年6月18日生
年 月| 記 事
業授卒教授 科所教学授
究部
薬
研
学
部所
物授
薬
学究
生教
学
医研
微部
大
職
学敗
用学
科
退
大腐応
薬
薬長長
国学
学学科
学学
帝大
大大
医大
大
京葉
京
山山山山
東千束
富
富富
内J1よmJAせAtcUFO 587040 ーよりんつd
只υFD戸bnb
昭
戸 塚 盛 雄 教授略歴
昭和 16年 1 月23日生
年 月l 記 事
昭42. 3 I :東京医科歯科大学歯学部卒業
46. 3 I東京医科歯科大学大学院歯学研究科修了
54. 8 I富山 医科薬科大 学附属病院教授
57.7 I岩手医科大 学歯学部教授
渡 辺 和 夫 教授略歴
昭和 9 年1 1月7日生
i 年 月 記 事 |l 昭33. 3 I 千葉大ー ョ
3 8. 3 I :東京大学大学院化学研究科博士課程修了l
l 4 1 4 l 名古屋市立大 学薬学部助教授
45. 1 I富山大 学薬学部教授
47.4 i富山大 学薬学部附属和 漢研究施設教授
49.6 I富山大 学和漢薬研究所教授
53.6 I富山 医科薬科大 学和漢薬研究所教授
57.8 富山 医科薬科大 学和漢薬研究所所長
58.4 !千葉大 学薬学部教授
昭和 7年2 月7日生
大 谷 勲 教授略歴
昭和 13年7 月4日生
さ寸口μ 事
了
業修
授
卒科
教
部究
部
学研授
学
医
学教医授
一
学
医
助学
教
一
大院
部大部-
歴
科学
学科
学
一
略
医大医
薬医
一
授
立学
学
科弔
一
教
県大大
医大
一
阜阜崎山阜一宏岐岐
長富
岐
一
39441A
一
E・
QJ【LD只uqdQd
14
34
455
一
昭同
昭和 14 年4月10日生
了修授科教究部研授
学
業学教医授一卒
医助学
教
一部
民部
大部
一学
学学科学
一医
大医
薬医
一学
学学科学
記一大大大
医大
一沢都沢山北金京
金富東
月一
33144 94119 つυFD戸D戸口
年
一昭 事
故遠 藤 正 臣 教授略歴
昭和6年12月30日生
三寸口μ 事
昭30. 3 金 沢 大学医学部卒業
36. 3 i金 沢 大学大学院医学研究科修了
46. 4 金 沢大 学医学部附属神経情報研究施設助|
教授 J 
48.10 ! .金 沢大 学医学部助教授 | 
53.4 富山 医科薬科大 学医学部教授 ! 
60. 3 逝去 | 
60. 3 
勲四等旭日小綬章を授与
従四位に主主位|
須 藤 修 作 教授略歴
大 正 8年8月30日生
年 月 言己 事
官査調授書教
業科
部
卒教学部任
医
学主学理局
大
学育科大教
薬
国等
科職
帝中
医
退
京等山
年
東初
富
停
QJd斗ムイ1nJ 9910 1よd佳にiupo 昭
8 歴代部 局 長一覧 213 
8 歴代部局長一覧
ρづ'i:与 長 平 松 博 50.10. 1 �57. 3 .31 薬 学部 長
1/ 佐 々 寧 57. 4 . 1� (取〉 山 崎 高 底 51 .4 . 1 �53. 7 .31 
副学 長(教育研究および厚生補導担当〉 ん， (併〉増田 克忠 53. 8 .1�57. 7 .31 
山 崎 高 膝 50.10. 1 �54. 6 .30 1/ (併〉 山 崎 高 膝 57. 8 .1� 
1/ 小 津 光 54. 7 . 1�57. 3 .31 和 漢薬 研究所 長
1/ 増田 克忠 57. 8 . 1� (取〉 平 松 博 53. 6 .17�53. 7 .31 
副 学 長(医療担当〕 〔併)難波恒 雄 53. 8 . 1 �55. 7 .31 
小 林 牧 50.10.1�57. 3 .31 (併〕大浦 彦 吉 55. 8 . 1 �57. 7 .31 
1/ 熊谷 朗 57. 8 . 1 � (併)渡辺 和 夫 57. 8 . 1 �58. 3 .31 
附属病院創設準備室 長 (併〉菊池 徹 58. 4 . 1 �60. 3 .31 
〔併〕 小 林 .r& 52. 4. 18�54. 3 .31 /ノ (併〕荻田 善 一 60. 4 . 1�
附属病院 長 小 林 J投 54. 4 . 1�57. 3 .31 附属図書館 長
1/ (取)佐 々 等 57. 4 . 1 �57. 7 .31 (取〕 平 松 博 50.10. 1 �54. 1 .31 
1/ (併〕熊谷 朗 57. 8 . 1 � (併) 辻 陽 雄 54. 2. 1 �56 . 1 .31 
医学部 長 1/ (併〉 矢 野 三郎 56. 2 . 1 �58. 1 . 31 
(取〕 小 林 牧 51.4. 1�56.10.30 (併) 西 荒 介 58. 2 .1�60 .1 . 31
1/ (併〕 中 西 頴央 56. 1 1. 1 �58.10.30 (併〉大浦 彦 吉 60. 2 . 1 � 
1/ (併〕佐々木 博 58.11. 1 � 
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9 歴代幹部職員一覧
事 務 局 長 大島 俊 雄 50.10. 1 �5 3. 6 .19 
11 岩間 徹 三 5 3.6 .20�56 .12. 1 
/ノ 矢 田 恒 雄 56 .12. 1 �59目4 . 1 
1/ 明 野 清 和 59.4 . 1 � 
事 務 局 付 今 井 辰 雄 52.4 . 1 �52. 4 .17 
病院創設準備室総 今 井 辰 雄 52.4 .18�54. 3 .31 
主幹
総 務 部 長
// 
庶 務 主 幹
庶 務 課 長
1/ 
1/ 
fノ
今 井 辰 雄 54.4 . 1�55 . 3 .31
泉 寛 清 55 .4 . 1 �58. 5 .31 
水落賢治 58 .6 . 1 �59.1 1 .30 
山野辺桃村 59.12. 1 � 
佐藤信 男 50.10. 1 �5 1 .  5 .9 
佐藤信 男 5 1 .5 .1O�5 3. 3 .31 
橋 野 陸 5 3.4 . 1 �55 . 9 .30 
木村幸一郎 55 .10. 1 �60. 3 .31 
長 田 武 雄 60 .4 . 1 � 
〔創設準備室事務長〉 加藤昭作 49.8 .16�50. 9 .30 
会 計 主 幹 加藤昭作 50.10. 1 �5 1 .  5 .9 
会 計 課 長 加藤昭作 5 1 .5 .1O�5 3. 3 .31 
白 谷年成 5 3.4 . 1�54. 3 .31 
主 計 課 長 白 谷年成 54.4 . 1�56. 3 .31 
多 国 数 義 56 .4 . 1 �59. 3 .31 
加藤孝一 59.4 . 1 �60. 6 .30 
山本五十 雄 60 .7 .  1 � 
経 理 課 長 沢l崎成逸 54.4. 1 �57 . 3 .31 
永 井 隆 夫 57.4 . 1 �59. 3 .31 
1/ 山本五十 雄 59. 4 . 1 �60. 6 .30 
中 嶋信 雄 60.7 . 1 � 
業 務 部 長 泉 寛 清 54.4 . 1�55 . 3 .31 
1/ 田 中 明 55 .4 . 1 �56. 9 .30 
遠 回 芳 夫 56 .10. 1 �59. 3 .31 
ん' 河島 純 59.4 . 1 �60. 3 .31 
11 行 野 昭三 60.4. 1 � 
施 設 主 幹 浅 子 修二 50.10. 1 �5 1 .  5 . 9  
施 設 課 長 浅 子 修 二 5 1.5 .1O�54. 3 .31 
/ノ 瀬川 義 康 54.4 . 1�60. 3 .31 
// 佐藤 喜 三 60.4. 1 � 
(創設準備室主幹) 田 口 和 彦 50.4 . 1�50. 9 .30 
主 幹 田 口 和 彦 50.10. 1 �54. 3 .31 
医 事 課 長 田 口 和 彦 54.4. 1 �56. 3 .31 
杉 浦 清 56.4. 1�58 . 3 .31 
11 関 国 男 58 .4 . 1�60. 6 .30 
寺 田 康 雄 60.7 . 1 � 
教 務 部 長 金 子 光 亨 54.4 . 1�56 . 2 .28 
1/ (取〕岩間 徹 三 56 . 3 . 1�56.3.31
1/ 早川敬 明 56.4. 1�59. 3 .31 
// 斉藤 勝郎 59.4. 1 � 
学 生 課 長 上 保安 男 5 1 .5 .1O�54. 3 .31 
11 鬼柳正 幸 54.4. 1�56. 3.31
関根正義 56.4. 1 �59.1 1 .30 
1/ 横 山一歩 59.12. 1 � 
研究協力課長 鬼柳正字 5 3.4. 1 �54. 3 .31 
1/ 笹 沼 忠 54.4. 1�57. 3 .31 
11 阿部忠 雪 57.4. 1 �60. 3 .31 
1/ 藤 井 登 60.4. 1 � 
図 書 課 長 沢崎成逸 5 1.5 .1O�54. 3 .31 
11 岡 田 守正 54.4 . 1�56. 3 .31 
Fノ 遠藤哲朗 56.4. 1 �59. 3 .31 
1/ 似鳥正吾 59.4. 1 � 
名学生委員会
医学部教授会
入学試験管理委員会
附属図書館運営委員会
教務委員会
施設整備委員会
評議会
一般教育等運営委員会
体育施設運営委員会
医学教育検討委員会
称
入学者選抜方法研究委員会
学園だより編集委員会
教務委員会薬学文科会
和漢薬研究所教授会
大学院委員会
大学院薬学研究科委員会
レクリェーション協議会
発明委員会
放射性同位元素実験施設運営委員会
放射性同位元素管理委員会
共通第一次学力試験実施委員会
就職指導委員会
薬学部教授会
関連教育病院運営協議会
附属病院運営会議
電子計算機委員会
保険委員会
放射線部委員会
検査部委員会
給食委員会
手術部委員会
10 現行委員会等一覧 215 
10 現行委員会等一覧
設置年月日
S51. 4 . 1  
51. 4 .2 8 
51. 5 . 1 
51. 6 . 1 
51. 6 . 1 
51. 6 . 1 
51. 8 . 1 
51.1 2.2 4 
52. 4 .  1 
52.5.1 1 
52. 8 .  1 
52.1 2.2 3 
53. 6 .1 4  
53. 6 .17 
53. 6 .27 
53. 6 .27 
53. 9 .1 4  
53.10.27 
53.10.27 
53.10.27 
53.10.27 
53.10.27 
53.10.27 
54. 2 .  1 
54. 4 .  1 
54. 6 . 1 
54. 6 . 1 
54. 6 . 1 
54. 6 . 1 
54. 6 . 1 
54. 6 .  1 
(昭和60年 6月 1日現在〉
名
称
薬学部附属薬用植物園運営委員会
材料部委員会
薬事委員会
婦長会議
肝炎予防対策委員会
防火管理委員会
感染予防対策委員会
附属病院連絡会議
医学部卒後教育検討委員会
動物実験センター運営委員会
大学院医学研究科委員会
放射線防護委員会
医学研究科教務委員会
廃棄物処理施設運営委員会
(廃棄物処理委員会 51. 6 . 1 �) 
病歴部委員会
病理部委員会
フォトセンター委員会
リハビリテーション委員会
透析部委員会
輸血部委員会
保健管理センター運営委員会
組換えDNA実験安全委員会
将来計画懇談会
医療情報将来計画検討委員会
実験実習機器センター運営委員会
共同研究等委員会
公開講座委員会
交通委員会
〔交通対策会議 55. 4 .25�) 
国際交流委員会
設置年 月 日
S54. 6 . 1 
54. 6 . 1 
54. 7 . 1 
54. 8 .20 
54. 8 .20 
54.10. 1 
55. 5 . 1 
56. 4 .27 
56.5.27 
56. 9 . 1 
57. 4 . 1 
57. 4 . 1 
57. 4 .20 
57.10. 1 
58. 1 . 1 
58. 1 . 1 
58. 1 . 1 
58. 1 . 1 
58. 1 . 1 
58. 1 . 1 
58. 5. 1 
58. 5. 1 
58. 5.3 1 
59. 1 .2 3 
59. 4 .1 1 
59. 5. 1 
59.10.13 
60. 2.1 
60. 3 .2 8 
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(1) 入学定員および現員等
医学部医学科
入学
年度 総定員
定員 1年次
51 100 100 100 (9) 
52 100 200 107 。。
53 100 300 106 (11) 
5�1 100 400 101 (6) 
;);) 100 500 112 (7) 
56 100 600 112 (s) 
57 100 600 114 (1功
58 100 600 102 
59 100 600 101 (�(j 
60 100 600 102 \19) 
現
2年次 3年次
94 
(9) 
106 91 
(16) (9) 
108 115 
\1リ 位。
96 113 
(5) (11) 
106 105 
(7) (6) 
108 104 
(5) (7) 
118 10:i 
(13) (5) 
116 104 
(�� (1司
116 99 
(22) (1� 
3)学 生
現員は毎年5月1日現在
員 卒業者数 医師同
家他試者験 備考4年次 5年次 6年次 年度計 累計 合 数
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(9) 
201 
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79 403 
(9) 位当
106 76 503 
(16) (9) (48) 
99 103 76 601 75 75 
4司 (11) (9) \)3) (9) (9) 
102 93 10Ll 625 102 177 75 
(6) 開 (14) (5ï) (14) P事 (9) 
106 99 95 623 92 269 101 
(7) (6) 。キ 事4 4埼 (3� (14) 
107 102 102 632 102 371 93 
(5) (7) (6) 町宮 (6) 01) \1司
120 91 102 630 
(13) (5) (7) 色司
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(わ 大学院修了生数
: 入学定員 総定員 ; 53 1 54 1 55 1 7 マ 59 
医学品日 30 I 示 二 |一二一二下二一|一二| 「7 l一一一 一一一 �� ��._-- • �----!---�- . �----�-一一一 一 i
薬学研究科 ; | ; 
博士前期課程 33 66 22 26 24 32 26 1 3F [ 
博士後期課程 二4 I ム!-「 J F勺-F「三 l f 1 3 
計 77 228 22 i 28 I 25 34 
※は外国人留学生で内数
4)博士論文
(1 ) 課程博士
学位記 l 氏 名・国 籍 | 
番 号 (生年月日〉・〔性別〕 博 士
三ι
ロ岡 文 名 学位授与
| 年 月 日
i キム ヨソ キュウ
薬博甲 :金 溶 歪l男性ホルモン様作用の病態生化学的研究
韓国
第1号i(昭18.7 . 7 生)(男〉
i ジャコウ成分の薬理作用ー
ベ ギ ハン
薬博甲!表 基 j換|竹葉およびタケ科植物の生薬学的研究
韓国
第2 号!(昭21. 2.15生)(男)
薬博甲 林 俊 清|台湾産ラン科生薬の生薬学的研究中国(台湾) i 
第3号(昭25.7 .16生)(男)
薬博甲 柔 7i? 言 議 | 高原性化合物c出品品質占十る研究
l 第4 号(昭30.3.20生)(男〕
しふ たに しん や l
薬博甲|渋 谷 真 也|大黄並びに Rhatannin の BUN低下作用に関する研究
E召56.3.20
日召56.3.20
昭57.3.20
日百57.11.30
|昭58.3.19
第 5号(昭27. 5 .28生)(男〕
にし むら よし ひろ
薬博甲 l西 村 嘉 博 in vitro 
l カエル胃粘膜の塩酸分泌機構第6号(昭29.8 .24生)(男)
; 薬博甲 12J」43ibl J 光散乱法によるリポソームの粒子径と膜透過性
第7 手 Zaidエジプト | 
7 (1949年12月3日生〕男!
いそ ベ まさ はる i
薬博甲 磯 部 正 治|消化性プロテアーゼの新しい活性化因子に関する研究
;第8号·(昭32. 1.27生)(男) I 
たけ うち とし ふみ
薬博甲 !竹 内 俊 文|配位子交換溶媒抽出法によるアミノ酸対掌体の分離 | 
日百58. 9 .20 i 
ßjg59. 3.19 
昭59.3.19
l 昭59. 9 .20
第9号(昭ω11. 2 生)(男) I 
ふじ い ゆたか I
薬博甲 i藤 井 豊 lピルビン酸キナーゼアイソザイムの活性中心と細胞内プロテ
|昭59. 9 .20
第10号(昭ぬ・8・4 生) (男) ァーゼによる活性の制御。
1-'1=10=-' ;;J .J!.V 
!もも い けい こ
薬博甲i 桃 井 啓 子|ベルペリンとアトロピン応答性体質の薬理遺伝学的研究 | 
| 日召60.3 .20 
第11号I(昭32. 8.20生)(女)
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(2) 論文博士
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(3) 土地建物面積一覧表
〔昭和60年 5 月 1日現在)
区 分 土 地 積
物
一面延積
建一面
建 備 考
事務局管理棟 m'
附 属 病 院
高エネルギ一治療棟
附 属 図 書 館
杉谷地 区 瓦瓦 植五五!
R 
動物実験セ ン ター
武一弓 道一道
職 員 宿 舎 11，584
太閤山地区1- -_- 一十
職員宿舎A・ B 1 486 
c型54戸
メ盗、
日 計 (25，445) 340，978 
(1，221) 
35，173 114，258 
( )は富山県より借受で内数
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6) 附属図書館
(1)資 料 費
単位:千円
110000 
金 100000
額
90000 
80000 
70000 
60000 
500曲
40000 
30000 
20000 
団t回顧
50年度51年度 52年度目年度5 4年度55年度56年度57年度田年度59年度
回公 費 2191 13，5281 88.0051 49，1501109，5011 56，6361 87，8391 86.7691 85，6721 73，128 
1'"協力会審附148，58011，00611.7町1 4，竺当
年度
(2) 蔵書構成の推移
創設H寺
5 1年度
5 Z年度
5 3年度
5 4年度
5 5 年度
5 6年度
5 7年度
5 8年度
5 9年度
仁コ ; 
陣藍�:
，ト:liîi
一
'"''ー
、書 目、
臨J 日 一 出 -一 一醐鴎ι話語態語穏;
間 一 龍 一
ー 国品 目白 四 回
恒}
眉 1
E目 ."""，，，，，==.品町、 、 回 n・目ßi� 蹴E出器開 �m�:搭H・骨H・量-言 語
園自然科学系lz<]書
図その他の図書
創設時の区分は不明
20 40 制〕 以) 100 120 (単位 千冊)
(3) 蔵書冊数
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\問別|工I 1 1 2 __1_3 I土lLi6 1工1__8 1_9 _1 孔 |雑誌の1
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(4)利用状況
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昭和51年度
昭和52年度
昭和53年度
昭和54年度 93，803 
昭和55年度 109，712 
昭和56年度 134，386 
昭和57年度 138，375 
昭和58年度 140，848 
昭和59年度 158，040 
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7) 附 属病院
(1)病 床 数
ぷ� 昭和54年度 昭和55年度 昭和56年度
予 算 病
床
320 440 600 
実 一病 普通 329 441 592 
在 般床 R I  10 10 10 
病
精 神病
床
20 20 
床 計 339 471 622 
(2) 診療科別病床数
� 昭和54年度 昭和55年度 昭和56年度
第 一 内 科
25 35 40 
第 二 内 科
25 35 40 
第 三 内 科
25 35 40 
皮 膚 科 13 13 17 
児 科 27 27 34 
神
経科精
神科
25 20 38 
放 射 線
科
10 10 16 
第
一
外 科
26 36 40 
第 二 外 科
25 25 40 
脳神 経外 科
19 20 
整 形 外 科
24 36 39 
産科婦人科
25 25 40 
限 科 12 22 20 
耳鼻咽喉科
14 22 24 
泌 尿 器 科
16 16 24 
麻
酔
科
4 4 5 
歯科口腔外科
4 8 5 
和漢診 療部 10 10 
R I 
共 通 39 73 130 
計 339 471 622 
昭和57年度
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592 
10 
20 
622 
昭和57年度
40 
40 
40 
17 
34 
38 
16 
40 
40 
20 
39 
40 
20 
24 
24 
5 
5 
10 
10 
120 
622 
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単位:床
昭和58年度 昭和59年度
600 600 
592 592 
10 10 
20 20 
622 622 
単位:床
昭和58年度 昭和59年度
47 47 
47 47 
47 47 
12 12 
28 28 
38 38 
10 10 
47 47 
47 47 
25 25 
46 46 
38 38 
25 25 
27 27 
27 27 
5 5 
10 10 
10 10 
10 10 
76 76 
622 622 
自 昭和54年10月15日診療開始
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(3) 診療科別患者延数
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一
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1日平均入院患者数 ・1日平均外来患者数 ・稼動率
入院患者延数 外来患者延数 1日平均入院患者数一一ハ当該年度入院診療日数 当該年度外来診療日数 病床数 ハよvv
(4) 地域別患者数
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新入院J患患患L者 数 単位:人
一一:7、 竺土\「り! 昭明酬和…日
i東 部! 捌 2丸口，16開8 I 乙2，6臼24 I 口7吟8 I 久幻7加 2，38回6 富山県|一一一→ l ; 西部| 182 I 986 1，213 I 1，441! 1，685 I 1，945 
石川県 5 I 34 I 24 I 34 I 45 I 40 
瓦 一 子瓦 18 i 109 ! 237 瓦 瓦|一一-v
岐阜県1 5 50 129 I 132! ωI 105 
その他の都道府県 13 1 6o I 1031 1021 ml m 
合 計I 718 I 刊7 1 4，330 1ム562 I 5，076 刊8
外来患 者延数 単位:人
liji?!昭和54年 度 | 昭和55年度 [ 昭和田正脚57年度|明日5昨度 [ 昭和59年度 l
| ト両日 町;;--1-�8己記1示i;-r-l(…41 1 114，721 1 肌汁o富山県トー-- l l 西部 | 刊8 I 3問51 4M2! 民754 I 肝，071 1 77，869 I 
lー県 !二十:十Jf一五γT二一i一 ! 県 204 1----��-;88-- 1-----;� 刊7 I 4，716 1 4 ム-l;岐阜県 78 I 1，051 I 2，078 I υ75 Iμ87 I 1，987 
「一関| 四5 1，605 I 1 800 I 1，812 I 2，199 I 2，4羽04
合 計 2
〔注 1ο〕 東部;富室山市，滑川市，婦負郡，上新川郡，中新川郡，魚津市，黒部市，下新川郡
西部:高岡市，新湊市，射水郡，氷見市，小矢部市，西砺波郡，砺波市，東 砺波郡
(注-2)昭和54年度は55年1月�55年3月分の患者数である@
(5) 臨床検査件数
単位:件
lkp ! 一般 l 血液均一清制作一採 血 l内吋傑 l問 そ… 計 !
|年度 � ， 検 査 |的検査|学検査l検 査|学検査|能検査|
採液等|検 査|検 査|的検査|
|白白戸4�fJt而i示j元雨:副17叩3l 7，281瓦示瓦元τ亙盃副J副l悶21 7別9叩吋3dl 二「円1，ム 21 川i一0，元んコ示jム6|
i l昭和5臼5年度l同ηO刊仰，…17，5111同6肌9仏，叫4山対2刊 71刊91山71 2，6叩判3! 5，4961 8問肱即8，引，1一山山71l 昭酬和5畔6昨年度[(肌刷…叩124附71 2刊41(口rγ「蜘即附一一5貯昨明7咋時一年報叶和一度配わ目 1 1同山4ω必 2. 27……198 …7ザ函 6，0661 3，8川8剖67| 7 6而6臼…2…両i戸h而i記…b…6，函示副8副l 昭和和58年度|山147問山，叫削叩
函布お向5臼9年報度 !同凶肌3丸口刊，3おm叫3辺21同陣位329，却9仏M川，0ω仰20丙忌瓦l而示一…j示函云雨Z函i雨記副;一副�! 山5J 仰01 山3l 仰6肩，042討(五…示一4 
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(6) 手術件数および麻酔件数 単位:件
iR5t I 'fo i\Ilf i4 � 
:4'-&ーizii:点目ih同:;;;Ei i:;;;計画工lh941 00出子 l日正-30� r -199 121 �;-1--5� I 11 1---2 i�� i一一両-示ー ムl
由一年E'--1-542 1-6訂433円九j瓦|7[示三孟I 6示円三一liム!
日日L_3_72_i_ �8�!__唇」五;子-�_ _8�1 2， 7l5 1--�9-;i- 1，4�T�1�Jl l昭和57年度 I 689 I 副1 I 591 i 7叫 338 I 1071 100 i 日7J，199[ 山21 3，O011 
l示唖I 459 -6� T --ギ「亙 113 一 3示日亙1竺?? 竺?|
(7) X線診断件数およびRI検査件数
単位:件
六J区分---- 一三一一合一瓦i4瓦- 7 R I検査件 数 1 
l竺\\???t唾訂尋唖LEJ ttEE三E1昭和昨度 9，075引 49，310 1 2，422 I 5山2 i 叫 4，467 
層重?空1j竺J二4kll7示ト?長しが\E示
|円竺| 円 2 I 166， Tヲ 8竺 1竺7竺 3竺り J型(
i里竺竺 \_4竺 -J?!!?U M9 uzi--型 坐竺万一時 45竺lhqm一円削型、
竺和?千平j 竺'竺3_1 叫?ヴI 叩o 16:， 5� L__4，_::り 3王竺3J
(8) リハビリテーション件数
件
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(9)分娩件数
単位:人
区分| 正 常 分 娩 | 異 常 分 娩 | 
"
� 
一
一「
一
一
一
一 一
一 | 合 計|年度: \」成熟児i未熟児|成熟児|未熟児|
i |司下竺唖\二互工 -��I 土ジ二二2'1 _____ 二二至ιi 昭和5臼5年度 7刀31 41 91 91 9町5 
lj云布戸:ι函亘 一一一 89子円一 一 一云8 I一 37八1 一12干j訂! 1ム
j l町昨度l 凶I 1 1 --9-1 26川| 予瓦
品一E￡戸1寸 一一 ト 8川2ムκ5町T一7云
l巾昭帥附町和和側5 臼 8
:瓦 子「 6ト 21じi 山 116 1 釘878七 i 
(10)年度月IJ処方せん枚数
単位:枚
〉1-f Jz l j ; l ム一
一
昭和54年度l l山 l 
五両瓦|一一一つ函 l一一一 71，038 I 一一 山;-1
i 昭和56年庶 40，597 
l由時可 F …判 示Ji l 
| 昭和58年度 l ω42 : 138，451 I 202，793 
「昭一手伝 瓦ムト 一五 198，420 l 
| 合 計 | 肌初| 日開31 843，860 1 
(11 ) 死亡患者数および病理解剖件数
区分| 死亡患者数 ! 病理解剖件 数 | 剖 検 率 | 
時二 i :!J5二ト竺 1tt 竺l三二I�"�"-it" "，..!.， J_3 ιl 昭戸空，_2�Ál__ 5ぞl ゲ，__13!�\_� 1f41， 14f41 61.9列而「瓦8%1昭和55年度1 101! 44 i 凶 61 1 25 86戸川三五い59.子
同年度 143 二日:三了五 l-瓦一三盃工主 _1��1三3.8l昭和57年度-J1iL1 109l ;!?JE|jzlJ2)l-?4:Uf?士一I__竺出昭和58年度 182 87 269 i lir i Z川 12〕1 56 0 1 51 7 l 54 6 i 昭和59年度 1551 88 I 243 1 80下52 I '予石川予77
鈎 ( )書は死産等を外数で示す。
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富山医科薬科大学開学十周年記念誌の編集も， ょうやく終了いたしましたO
昭和59年11月に， 開学十周年記念準備委員会より， 西附属図書館長が編集委員長に指名
されました。
昭和60年2月西附属図書館長の任期満了に伴い後任に大浦が附属図書館長として 任命さ
れ併せて編集委員長も引継ぐ、ことになりました。
幾度かの編集委員会で編集方針を検討の結果， 大学の10竿の歴史を中心に掲載するとい
う基本方針を決定しましたO しかし， 途中いろいろな経過から， 必ずしも歴史だけに限ら
ず， 現在から将来へ向けての研究活動ならびに学術交流等を含めて編集することになりま
した。
本書の編集内容・構成について， 一部重複があったり， 全体的にみて統一性に欠けるき
らいがありますが， ご容赦願いたいと思います。
また， この記念誌の刊行は， 昭和60年10月1日の記念式典に間に合わせる予定でありま
したが， 諸般の事情から刊行が遅れた ことをお詫びいたしますO
編集委員を代表し， 祝辞 ・ 回想文等を御寄稿くださいました各位に厚くお礼申し上げま
すとともに， 御協力いただきました教職員の皆さまに心より謝意を表します。
この記念誌の刊行が， 本学の将来への発展の大 きな礎石として， 十分に活用されるよう
祈念いたしますO
昭和61年3月(大浦記)
十周年記念誌編集委員会
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